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はじめに

このマニュアルでは、Open Server™ Server-Library (C バージョン用 ) 
のリファレンス情報について説明します。

対象読者 『Open Server Server-Library/C リファレンス・マニュアル』は、Open 
Server アプリケーションを作成するプログラマを対象としたリファ
レンス・マニュアルです。このマニュアルは、C プログラミング言
語に精通したアプリケーション・プログラマを対象としています。

このマニュアルの内容 このマニュアルには、以下の章があります。

• 「第 1 章 Open Server の概要」 では、Open Server の概要につい
て説明します。

• 「第 2 章 トピック名」では、「サーバ」から text 値や image 値
を読み込むために「Server-Library」ルーチンを使用するな
ど、特定のプログラミング・タスクを実行する方法について
説明します。また、Open Server の構造体、プログラミング技
法、エラー処理に関する情報も提供します。

• 「第 3 章 ルーチン」では、個々のルーチンが使用するパラ
メータや戻り値など、各 Server -Library ルーチンに関する固
有の情報について説明します。

• 「第 4 章 システム・レジスタード・プロシージャ」では、
Server-Library が自動的に提供するレジスタード・プロシー
ジャについて説明します。また、パラメータ、結果、メッ
セージに関する情報も提供します。

• 「付録 A Open Server エラー・メッセージ」 では、Open Server 
のエラー・メッセージの一覧を示し、それぞれについて説明
します。

関連マニュアル 詳細については、これらのマニュアルを参照できます。

• 『Open Server および SDK 新機能 (Windows、Linux、UNIX 対応 )』
では、Open Server と Software Developer’s Kit の新機能について
説明しています。このマニュアルは、新機能の提供に伴って改
訂されます。
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• 使用しているプラットフォームの 『Open Server リリース・ノート』
には、Open Server に関する重要な 新情報が記載されています。

• 使用しているプラットフォームの 『Software Developer’s Kit リ
リース・ノート』には、Open Client™ および SDK に関する重要な

新情報が記載されています。

• 『jConnect™ for JDBC™ リリース・ノート』には、jConnect に関す
る重要な 新情報が記載されています。

• 使用しているプラットフォームの 『Open Client/Server 設定ガイド』
では、システムを設定して Open Client/Server 製品を実行する方法
について説明しています。

• 『Open Client Client-Library/C プログラマーズ・ガイド』では、
Client-Library アプリケーションの設計方法および実装方法につい
て説明しています。

• 『Open Client Client-Library/C リファレンス・マニュアル』では、
Open Client Client-Library™ のリファレンス情報について説明して
います。

• 『Open Client および Open Server Common Libraries リファレンス・
マニュアル』では、CS-Library のリファレンス情報について説明
しています。CS-Library は、Client-Library と Server-Library の両方
のアプリケーションで役に立つユーティリティ・ルーチンの集ま
りです。

• 『Open Server DB-Library/C リファレンス・マニュアル』では、C 
バージョンの Open Client DB-Library™ のリファレンス情報につい
て説明しています。

• お使いのプラットフォーム用『Open Client/Server プログラマー
ズ・ガイド補足』では、Open Client/Server を使用するプログラマ
のために、プラットフォーム固有の情報について説明していま
す。このマニュアルには、次の情報が含まれています。

• アプリケーションのコンパイルおよびリンク

• Open Client/Server に含まれているサンプル・プログラム

• プラットフォーム固有の動作をするルーチン
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• 『Sybase® SDK DB-Library Kerberos 認証オプションのインストール
およびリリース・ノート』では、DB-Library で使用する MIT 
Kerberos セキュリティ・メカニズムをインストールして有効にす
る方法について説明しています。DB-Library でサポートされる 
Kerberos セキュリティ・メカニズムの機能は、ネットワーク認証
サービスと相互認証サービスのみです。

• 『Open Client Client-Library 移行ガイド』には、 Open Client™ DB-
Library™ アプリケーションを Open Client Client-Library に移行する
方法に関する情報が記載されています。

• 『Open Client/Server 開発者用国際化ガイド』では、国際化された
アプリケーションとローカライズされたアプリケーションを作成
する方法について説明しています。

• 『Open Client Embedded SQL™/C プログラマーズ・ガイド』では、
C アプリケーションで Embedded SQL および Embedded SQL プリコ
ンパイラを使用する方法について説明しています。

• 『Open Client Embedded SQL™/COBOL プログラマーズ・ガイド』
では、COBOL アプリケーションで Embedded SQL および 
Embedded SQL プリコンパイラを使用する方法について説明して
います。

• 『jConnect for JDBC プログラマーズ・リファレンス』では、
jConnect for JDBC 製品について説明し、リレーショナル・データ
ベース管理システムに保管されているデータにアクセスする方法
について説明しています。

• 『Adaptive Server® Enterprise ADO.NET Data Provider  ユーザーズ・
ガイド』では、C#、Visual Basic .NET、マネージ拡張を備えた 
C++、J# など、.NET でサポートされる任意の言語を使用して 
Adaptive Server 内のデータにアクセスする方法について説明して
います。

• Sybase 製 Adaptive Server Enterprise ODBC ドライバの『ユーザー
ズ・ガイド』(Microsoft Windows および UNIX 版 ) では、Microsoft 
Windows および UNIX プラットフォームの Adaptive Server から、
Open Database Connectivity (ODBC) ドライバを使用してデータにア
クセスする方法について説明します。

• Sybase 製 Adaptive Server Enterprise OLE DB プロバイダの『ユー
ザーズ・ガイド』(Microsoft Windows 版 ) では、Microsoft Windows 
プラットフォームの Adaptive Server から、Adaptive Server OLE DB 
プロバイダを使用してデータにアクセスする方法について説明し
ます。



 

xxii  Open Server

• 『Perl 用 Adaptive Server Enterprise データベース・ドライバ・プロ
グラマーズ・ガイド』では、Perl 開発者が Perl スクリプトを使用
して Adaptive Server のデータベースに接続し、情報をクエリまた
は変更する方法について説明しています。

• 『PHP 用 Adaptive Server Enterprise 拡張モジュール・プログラマー
ズ・ガイド』では、PHP 開発者が Adaptive Server データベースに
対してクエリを実行する方法について説明しています。

• 『Python 用 Adaptive Server Enterprise 拡張モジュール・プログラ
マーズ・ガイド』では、Adaptive Server データベースに対してク
エリを実行するときに使用できる Sybase 固有の Python インタ
フェースについて説明しています。

その他の情報 Sybase Product Documentation Web サイトを使用して製品について詳し
く知ることができます。

• Sybase Product Documentation Web サイトには、標準の Web ブラウ
ザを使用してアクセスできます。また、製品ドキュメントのほ
か、EBFs/Maintenance、Technical Documents、Case Management、
Solved Cases、ニュース・グループ、Sybase Developer Network への
リンクもあります。

Sybase Product Documentation Web サイトは、Product Documentation 
(http://www.sybase.com/support/manuals/) にあります。

Web 上の Sybase 製
品の動作確認情報

Sybase Web サイトの技術的な資料は頻繁に更新されます。

❖ 製品認定の最新情報にアクセスする

1 Web ブラウザで Technical Documents 
(http://www.sybase.com/support/techdocs/) を指定します。

2 [Partner Certification Report] をクリックします。

3 [Partner Certification Report] フィルタで製品、プラットフォーム、
時間枠を指定して [Go] をクリックします。

4 [Partner Certification Report] のタイトルをクリックして、レポート
を表示します。

❖ コンポーネント認定の最新情報にアクセスする

1 Web ブラウザで Availability and Certification Reports 
(http://certification.sybase.com/) を指定します。

2 [Search By Base Product] で製品ファミリとベース製品を選択する
か、[Search by Platform] でプラットフォームとベース製品を選択
します。
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3 [Search] をクリックして、入手状況と認定レポートを表示します。

❖ Sybase Web サイト ( サポート・ページを含む ) の自分専用のビューを作成する

MySybase プロファイルを設定します。MySybase は無料サービスで
す。このサービスを使用すると、Sybase Web ページの表示方法を自分
専用にカスタマイズできます。

1 Web ブラウザで Technical Documents 
(http://www.sybase.com/support/techdocs/) を指定します。

2 [MySybase] をクリックし、MySybase プロファイルを作成します。

Sybase EBF とソフト
ウェア・メンテナンス

❖ EBF とソフトウェア・メンテナンスの最新情報にアクセスする

1 Web ブラウザで the Sybase Support Page 
(http://www.sybase.com/support) を指定します。

2 [EBFs/Maintenance] を選択します。MySybase のユーザ名とパス
ワードを入力します。

3 製品を選択します。

4 時間枠を指定して [Go] をクリックします。EBF/Maintenance リ
リースの一覧が表示されます。

鍵のアイコンは、「Technical Support Contact」として登録されてい
ないため、一部の EBF/Maintenance リリースをダウンロードする
権限がないことを示しています。未登録でも、Sybase 担当者また
はサポート・コンタクトから有効な情報を得ている場合は、[Edit 
Roles] をクリックして、「Technical Support Contact」の役割を 
MySybase プロファイルに追加します。

5 EBF/Maintenance レポートを表示するには [Info] アイコンをクリッ
クします。ソフトウェアをダウンロードするには製品の説明をク
リックします。

表記規則 表 1：構文の表記規則

凡例 定義

コマンド コマンド名、コマンドのオプション名、ユーティリ
ティ名、ユーティリティのフラグ、キーワードは sans 
serif で示す。

変数 変数 ( ユーザが入力する値を表す語 ) は斜体で表記す
る。
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アクセシビリティ機能 このマニュアルには、アクセシビリティを重視した HTML 版もあり
ます。この HTML 版マニュアルは、スクリーン・リーダーで読み上
げる、または画面を拡大表示するなどの方法により、その内容を理解
できるよう配慮されています。

Open Client および Open Server のマニュアルは、連邦リハビリテーショ
ン法第 508 条のアクセシビリティ規定に準拠していることがテストに
より確認されています。第 508 条に準拠しているマニュアルは通常、
World Wide Web Consortium (W3C) の Web サイト用ガイドラインなど、
米国以外のアクセシビリティ・ガイドラインにも準拠しています。

注意 アクセシビリティ・ツールを効率的に使用するには、設定が必
要な場合もあります。一部のスクリーン・リーダーは、テキストの大
文字と小文字を区別して発音します。たとえば、すべて大文字のテキ
スト (ALL UPPERCASE TEXT など ) はイニシャルで発音し、大文字と
小文字の混在したテキスト (Mixed Case Text など ) は単語として発音
します。構文規則を発音するようにツールを設定すると便利かもしれ
ません。詳細については、ツールのマニュアルを参照してください。

Sybase のアクセシビリティに対する取り組みについては、Sybase 
Accessibility (http://www.sybase.com/accessibility) を参照してください。
Sybase Accessibility サイトには、第 508 条と W3C 標準に関する情報へ
のリンクもあります。

不明な点があるときは Sybase ソフトウェアがインストールされているサイトには、Sybase 製
品の保守契約を結んでいるサポート・センタとの連絡担当の方 ( コン
タクト・パーソン ) を決めてあります。マニュアルだけでは解決でき
ない問題があった場合には、担当の方を通して Sybase のサポート・
センタまでご連絡ください。

{ } 中カッコは、その中から必ず 1 つ以上のオプションを
選択しなければならないことを意味する。コマンドに
は中カッコは入力しない。

[ ] 角カッコは、オプションを選択しても省略してもよい
ことを意味する。コマンドには中カッコは入力しない。

( ) このカッコはコマンドの一部として入力する。

| 中カッコまたは角カッコの中の縦線で区切られたオプ
ションのうち 1 つだけを選択できることを意味する。

, 中カッコまたは角カッコの中のカンマで区切られたオ
プションをいくつでも選択できることを意味する。複
数のオプションを選択する場合には、オプションをカ
ンマで区切る。

凡例 定義
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第  1  章 Open Server の概要

クライアント／サーバ・アーキテクチャの概要
クライアント／サーバ・アーキテクチャは、コンピューティング
作業をクライアントとサーバ間で分担します。

クライアントはサーバに対して要求を行い、サーバから返された
要求の結果を処理します。たとえば、あるクライアント・アプリ
ケーションはデータベース・サーバの温度データを要求し、部屋
の温度を下げるよう環境制御サーバに要求するアプリケーション
もあります。

サーバは、データやその他の情報をクライアントへ返したり、何
らかのアクションをとったりして、要求に応答します。たとえ
ば、データベース・サーバは、表形式のデータとそのデータにつ
いての情報をクライアントに返し、電子メール・サーバは、受け
取ったメールを 終的な宛先に転送します。

クライアント／サーバ・アーキテクチャは、次の点が従来のプロ
グラム・アーキテクチャよりも優れています。

トピック ページ

クライアント／サーバ・アーキテクチャの概要 1

クライアントのタイプ 2

サーバのタイプ 2

Open Server の構成 4

Open Server 6

Open Server の使用 8

基本的な Open Server プログラム 10

Open Server イベント 14

レジスタード・プロシージャ 16

クライアントへの結果の送信 16

エラー処理 18

マルチスレッド・プログラミング 18
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• 共通するサービスが 1 か所で、つまり 1 つのサーバで処理されるた
め、アプリケーションの大きさや複雑さがかなり軽減されます。
これによって、クライアント・アプリケーションが単純化され、
コードの重複が減り、アプリケーションの保守が容易になります。

• クライアント／サーバ・アーキテクチャは、さまざまなアプリ
ケーションの間の通信を容易にします。異なった通信プロトコル
を使用するクライアント・アプリケーション同士は、そのままの
状態では直接通信できませんが、両方のプロトコルを「認識す
る」サーバを介せば通信できるようになります。このようなサー
バを「ゲートウェイ」と呼びます。

• クライアント／サーバ・アーキテクチャを使用すると、アプリ
ケーションを、独立した個々のコンポーネントの集合体として開
発できます。これらのコンポーネントは、アプリケーションの他
の部分に影響を与えずに、変更したり置き換えたりできます。

クライアントのタイプ
クライアントとは、サーバへ要求を行うアプリケーションのことで
す。Sybase のクライアントには、次のものが含まれています。

• Sybase SQL Toolset™ 製品

• isql および bcp など、Adaptive Server Enterprise が提供するスタンド
アロン・ユーティリティ

• Open Client ライブラリを使用して作成されたアプリケーション

• Embedded SQL™ を使用して記述されたアプリケーション

• PowerBuilder® アプリケーション

サーバのタイプ
Sybase の製品群には、次に示すように、サーバとサーバを構築するた
めのツールが含まれています。

• Adaptive Server Enterprise はデータベース・サーバです。Adaptive 
Server Enterprise は、1 つまたは複数のデータベースに格納された
情報を管理します。
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• Open Server はカスタム・サーバの作成に必要なツールやインタ
フェースを提供します。Open Server で構築したカスタム・サーバ
を「Open Server アプリケーション」と呼びます。

Open Server アプリケーションは、あらゆる種類のサーバとして機能し
ます。たとえば、Open Server アプリケーションは、特殊な計算を実行
したり、リアルタイムでデータにアクセスしたり、電子メールのよう
なサービスに対するインタフェースとして機能することができます。
Open Server アプリケーションは、Open Server Server-Library から提供
されるルーチンを組み合わせて個々に開発します。

Adaptive Server Enterprise と Open Server アプリケーションには、次の
ような類似点があります。

• Adaptive Server Enterprise と Open Server はどちらもサーバであり、
クライアントの要求に応答する。

• クライアントは Open Client ライブラリを介して、Adaptive Server 
Enterprise と Open Server の両方のアプリケーションと通信する。

しかし、次のような相違点もあります。

• アプリケーション・プログラマは、Open Server から提供される
ルーチンを使用してカスタム・コードを開発し、Open Server アプ
リケーションを作成する必要がある。Adaptive Server Enterprise は
完成されており、カスタム・コードは必要ありません。

• Open Server アプリケーションは、あらゆる種類のサーバとして使
用できるため、さまざまなプログラム言語を使用できるように作
成できる。Adaptive Server Enterprise はデータベース・サーバであ
り、Transact-SQL のみを認識します。

• Open Server アプリケーションは、Sybase の Tabular Data Stream™ 
(TDS) プロトコルに基づいていない「外部」のアプリケーション
やサーバと通信できる。また、Sybase のアプリケーションやサー
バとも通信できる。Adaptive Server Enterprise が直接通信できるの
は、Sybase のアプリケーションとサーバだけである。外部アプリ
ケーションや外部サーバと通信する場合、Adaptive Server 
Enterprise は Open Server のゲートウェイ・アプリケーションを仲
介として使用しなくてはならない。
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Open Server の構成
クライアント／サーバ・アーキテクチャにおける Open Server アプリ
ケーションの位置付けは、Open Server がどのように機能しているかに
よって異なります。Open Server アプリケーションの機能は、次の 3 つ
に分類されます。

• スタンドアロン

• 補助

• ゲートウェイ

スタンドアロン Open Server アプリケーション

クライアントは、スタンドアロン Open Server アプリケーションに直
接接続します。

クライアントは、次の方法を使用して要求をサーバに送信します。

• リモート・プロシージャ・コール (RPC) － RPC の呼び出しによっ
て、Open Server アプリケーションで「レジスタード・プロシー
ジャ」を実行できます。レジスタード・プロシージャは、Open 
Server アプリケーションに格納される Open Server のコードの一部
として定義されます。これらは、ユーザ定義またはシステム定義
のプロシージャです。

• 「カーソル」コマンド

• さまざまなクライアント「コマンド」

Open Server アプリケーションのプログラマは、クライアント・コマン
ドを処理するコードを記述します。

スタンドアロン Open Server アプリケーションは、クライアント要求
に応答するために外部要求を行いません。

補助 Open Server アプリケーション

補助 Open Server アプリケーションは、リモート・プロシージャ・
コール (RPC) を処理することによって Adaptive Server Enterprise をサ
ポートします。
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クライアントは、Transact-SQL を使用し、Adaptive Server Enterprise に
直接接続します。Open Server アプリケーション上でレジスタード・プ
ロシージャを実行する場合、クライアントは、Transact-SQL 文のプロ
シージャ名のプレフィクスとして、使用する Open Server アプリケー
ション名を指定します。Adaptive Server Enterprise は、この名前を使用
して RPC を開始します。たとえば、次のクライアント文では、

“OpnSrv211” という名前の Open Server アプリケーション上で 
“print_calls” プロシージャを実行します。

exec OpnSrv211...print_calls

RPC は、Adaptive Server Enterprise から Open Server アプリケーション
に直接送信できる唯一のクライアント・コマンドです。Adaptive 
Server Enterprise 内でストアド・プロシージャ、トリガ、またはスレッ
ショルド管理を使用して RPC 呼び出しを開始できます。RPC を使用
すると、次の機能にアクセスできます。

• 電子メールの送信と印刷などのオペレーティング・システム機能

• Open Server アプリケーションのコードに定義したすべての機能

Open Server アプリケーションは、Adaptive Server Enterprise に情報を返
したり、Adaptive Server Enterprise を経由してクライアントに情報を戻
したりすることができます。

サーバ間の RPC を使用することによって、Open Server アプリケー
ションは、特殊な計算を実行したり、リアルタイムでデータにアクセ
スしたり、電子メールなどのサービスへのアクセスを Adaptive Server 
Enterprise に許可したりすることができます。

ゲートウェイ Open Server アプリケーション

ゲートウェイ・サーバを使用すると、クライアントは、クライアント
接続を直接受け入れるかどうかわからないサーバにもアクセスできま
す。ゲートウェイは、Adaptive Server Enterprise などの DBMS に接続す
る必要はありません。ファイル・システムや、サーバとして動作可能
なアプリケーション・プログラムであれば、ゲートウェイを接続でき
ます。
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Adaptive Server Enterprise や他の Open Server アプリケーションにアク
セスする Open Server アプリケーションは、Client-Library ルーチンと 
Server-Library ルーチンの両方を含んでいます。両方のルーチンを含む
ことで、クライアントとサーバのどちらの役割も果たすことができま
す。サーバの役割としては、クライアントとのインタフェースとして 
Open Server を使用します。クライアントの役割としては、Client-
Library ルーチンを使用して、Adaptive Server Enterprise や他の Open 
Server に要求を送信したり、結果を受け取ったりします。詳細につい
ては、「ゲートウェイ・アプリケーション」(109 ページ )  を参照して
ください。

上記のゲートウェイは、クライアントを Adaptive Server Enterprise に接
続します。図内の点線は、この特定のゲートウェイが Sybase クライ
アントと Sybase サーバ間で要求と結果を受け渡すオーバヘッドの小
さい方法である “TDS パススルー モード” を使用することを示してい
ます。詳細については、「パススルー・モード」(146 ページ )  を参照
してください。

Open Server
Open Server では、カスタム・サーバ・アプリケーションの作成に必要
なツールとインタフェースを提供します。

Open Server は、大きく分けて、関数のライブラリとしてのプログラミ
ング・インタフェースとネットワーク・サービスで構成されます。

Open Server ライブラリ

Open Server プログラミング・インタフェースを構成しているライブラ
リは、次のとおりです。

• Server-Library：サーバ・アプリケーションの作成に使用するルー
チンの集まりです。Server-Library には、次のルーチンが含まれま
す。

• クライアントから送信されたコマンドを受信するルーチン

• 結果をクライアントに返すルーチン

• アプリケーション属性を設定するルーチン

• エラー条件を処理するルーチン
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• クライアントとの対話をスケジュールするルーチン

• クライアント接続についてのさまざまな情報を提供するルー
チン

• CS-Library：クライアント・アプリケーションとサーバ・アプリ
ケーションの両方に役立つユーティリティ・ルーチンの集まりで
す。Server-Library ルーチンは CS-Library に割り当てられている構造
体を使用しているので、すべての Server-Library プログラムは CS-
Library への呼び出しを 低 1 つは含んでいなければなりません。

(Open Client と Open Server はともに CS-Library を使用しますが、
この CS-Library には、クライアント・アプリケーションとサー
バ・アプリケーションの両方のユーティリティ・ルーチンが入っ
ています。)

スタンドアロン Open Server アプリケーション、および補助 Open 
Server アプリケーションには、Server-Library と CS-Library への呼び出
しが含まれています。ゲートウェイ Open Server アプリケーションに
は、Server-Library、CS-Library、Client-Library への呼び出しが含まれ
ています。

Open Server には、Server-Library ルーチンが使用する構造体、型、値
を定義する次のヘッダ・ファイルが含まれています。含まれている
ヘッダ・ファイルは次のとおりです。

• ospublic.h

• oserror.h

• oscompat.h

ネットワーク・サービス

通常、Open Server のネットワーク・サービスは、Open Server 開発者
や Open Server アプリケーションのエンド・ユーザにとって透過的で
意識されません。ただし、PC プラットフォームではネットワーク・
サービスは外部に存在し、意識されます。

ネットワーク・サービスには Net-Library があり、TCP/IP などの、特
定のネットワーク・プロトコルをサポートします。
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Open Server の使用
Server-Library および CS-Library への呼び出しを使用して、構造体の設
定、クライアントや他のサーバからの接続要求の受信、クライアント
からの要求の処理、メモリのクリーンアップを行い、Open Server アプ
リケーションを作成します。ゲートウェイ・アプリケーションにも、
Client-Library ルーチンへの呼び出しが含まれています。

Open Server アプリケーション・プログラムは、C 言語プログラムと同
じようにコンパイルされます。ほとんどの UNIX プラットフォームで
は、プログラムのコンパイルやリンクを実行するときには次のライブ
ラリが必要です ( ファイル名や拡張子はプラットフォームによって異
なります )。

• libsybsrv.a

• libsybcs.a

• libsybcomn.a

• libsybtcl.a

• libsybintl.a

• libsybblk.a － バルク・コピー・ルーチンを使用している場合

• libsybct.a － ゲートウェイを使用している場合

ライブラリ・ファイルは、$SYBASE/$SYBASE_OCS/lib ディレクトリに
あります。

CS_CONTEXT 構造体

Open Server アプリケーションには、特定のアプリケーション「コンテ
キスト」やオペレーション環境を定義する CS_CONTEXT 構造体が必
要です。CS_CONTEXT には、サーバワイドな制御情報だけでなく、
ローカライゼーション情報も含まれています。どのような Open Server 
アプリケーション・プログラムでも、 初に cs_ctx_alloc を呼び出して 
CS_CONTEXT 構造体を割り付けます。

アプリケーション・プログラマは、CS_CONTEXT 構造体の内容を操
作することによってアプリケーションの動作や属性を決定します。

「プロパティ」(157 ページ ) を参照してください。
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簡単なプログラムの手順

ほとんどのプラットフォームでは、次の手順に従って、簡単な Open 
Server アプリケーション・プログラムを作成できます。

次の項のサンプル・プログラムには、手順 4 を除くすべての手順を示
します。この例では、ユーザ定義のイベント・ハンドラをインストー
ルするのではなく、デフォルトのハンドラを実行します。

手順 機能 ルーチン

1 構造体の割り付け、および「プロパティ」
と呼ばれるグローバル属性の設定を行い、
Open Server オペレーティング環境を設定
する。

cs_ctx_alloc

srv_version

srv_props

2 エラー処理を定義する。アプリケーショ
ンにエラー処理ルーチンをインストール
し、エラーが検出されたときに Open 
Server がこのルーチンを呼び出すように
する。アプリケーションは、アドホッ
ク・ベースで srv_sendinfo ルーチンを呼び
出してクライアントにエラー・メッセー
ジを送信することもできる。また、
srv_log を呼び出してログ・ファイルに書
き込むこともできる。詳細については、 

「エラー」(97 ページ ) を参照してくださ
い。

srv_props(SRV_S_
ERRHANDLE)

3 サーバを初期化する。 srv_init

4 クライアント・コマンドが Open Server イ
ベントをトリガするときに Open Server が
呼び出すイベント処理ルーチンをインス
トールする。Open Server アプリケーショ
ンの作業のほとんどが、イベント処理
ルーチンの中で行われる。「Open Server 
イベント」(14 ページ ) を参照してくださ
い。

srv_handle

5 サーバを起動させる。この状態では、
サーバはクライアント要求を受信するだ
けである。

srv_run

6 クリーンアップし、終了する。 cs_ctx_drop



基本的な Open Server プログラム 

10  Open Server

基本的な Open Server プログラム
以下に、基本的な Open Server アプリケーション・プログラムのコー
ドを示します。

/*
 **    This program demonstrates the minimum steps necessary
 **    to initialize and start up an Open Server application.
 **    No user-defined event handlers are installed, therefore
 **    the default handlers will execute instead.
 */

/*
 ** Include the required Open Server header files.
 **
 **    ospublic.h:Public Open Server structures, typedefs,
 **    defines, and function prototypes.
 **
 **    oserror.h:   Open Server error number #defines.This header
 **    file is only required if the Open Server application wants
 **    to detect specific errors inside the Open Server error
 ** handler.
 */

#include          <ospublic.h>
 #include        <oserror.h>

/*
 **    Include the operating system specific header files required
 **    by this Open Server application.
 */
 #include <stdio.h>

 /*
 ** Local defines.
 **
 **    OS_ARGCOUNT    Expected number of command line arguments
 */
 #define        OS_ARGCOUNT    2
 
 
 /*
 **    This Open Server application expects the following
 **    command line arguments:
 **
 **    servername:The name of the Open Server application.
 **
 **    This name must exist in the interfaces file defined by
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 **    the SYBASE environment variable.
 **
 ** Returns:
 **    0        Open Server exited successfully.
 **    1        An error was detected during initialization.
 */

 int    main(argc, argv)
 int      argc;
 char    *argv[];
 {
     CS_CONTEXT    *cp;              /* Context structure */
     CS_CHAR       *servername;      /* Open Server name */
     CS_CHAR       logfile[512];     /* Log file name */
     CS_BOOL       ok;               /* Error control flag */
     SRV_SERVER    *ssp;             /* Server control structure*/
 
     /* Initialization.*/
     ok = CS_TRUE;
 
     /*
     ** Read the command line options.There must be one
     ** argument specifying the server name.
     */

     if(argc != OS_ARGCOUNT)
     {
         (CS_VOID)fprintf(stderr, "Invalid number of
         arguments(%d)￥n",argc);

         (CS_VOID)fprintf(stderr, "Usage:<program> 
         <server name>￥n");
         exit(1);
     }
 
     /*
     ** Initialize ‘servername' to the command line argument
     ** provided.
     */

     servername = (CS_CHAR *)argv[1];
 
     /*
     ** Allocate a CS-Library context structure to define the
     ** default localization information.Open Server
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     ** also stores global state information in this structure
     ** during initialization.
     */
     if(cs_ctx_alloc(CS_VERSION_155, &cp) != CS_SUCCEED)
     {
         (CS_VOID)fprintf(stderr, "%s:cs_ctx_alloc failed",
         servername);
         exit(1);
     }
 
     /*
     ** Default Open Server localization information can be
     ** changed here before calling srv_version, using cs_config
     ** and cs_locale.
     */
 
     /*
     ** Set the Open Server version and context information
     */
     if(srv_version(cp, CS_VERSION_155) != CS_SUCCEED)
     {
         /*
         ** Release the context structure already allocated.
         */
         (CS_VOID)cs_ctx_drop(cp);
 
         (CS_VOID)fprintf(stderr, "%s:srv_version failed",
         servername);
         exit(1);
     }
 
     /*
     ** There is no error handler installed in this sample
     ** Open Server application.Any errors detected by Open
     ** Server are written to the Open Server log file
     ** configured below.A real Open Server application would
     ** install an error handler after calling srv_version, using
     ** srv_props(SRV_S_ERRHANDLE).Then, any subsequent errors
     ** will be detected by the Open Server application code.
     */
 
     /*
     ** Default Open Server global properties can be changed here
     ** before calling srv_init.  We choose just to change the
     ** default log file name to use the name of this Open
     ** Server application.
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     */
 
     /*
     ** Build a new Open Server log file name using 'servername'
     */
     (CS_VOID)sprintf(logfile, "%s.log", servername);
 
     /*
     ** Set the new log file name using the global SRV_S_LOGFILE
     ** property.
     */
     if(srv_props(cp, CS_SET, SRV_S_LOGFILE, logfile,
     CS_NULLTERM,(CS_INT *)NULL) != CS_SUCCEED)
     {
         /*
         ** Release the context structure already allocated.
         */
         (CS_VOID)cs_ctx_drop(cp);
 
         (CS_VOID)fprintf(stderr,"%s:srv_props(SRV_S_LOGFILE)
         failed￥n",servername);
         exit(1);
     }
 
     /*
     ** Initialize Open Server.This causes Open Server to
     ** allocate internal control structures based on the global
     ** properties set above.Open Server also looks up
     ** the application name in the interfaces file.
     */
     if((ssp = srv_init((SRV_CONFIG *)NULL, servername,
     CS_NULLTERM))== (SRV_SERVER *)NULL)
     {
         /*
         ** Release the context structure already allocated
         */
         (CS_VOID)cs_ctx_drop(cp);
 
         (CS_VOID)fprintf(stderr, "%s:srv_init failed￥n",
         servername);
         exit(1);
     }
 
     /*
     ** Start the Open Server application running.We don't
     ** install any event handlers in this simple example.This
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     ** causes Open Server to use the default event handlers.
     **
     ** The call to srv_run does not return until a fatal error is
     ** detected by this Open Server application, or a SRV_STOP
     ** event is queued.Since we haven't installed any event
     ** handlers, the only way to stop this Open Server
     ** application is to kill the operating system process in
     ** which it is running.
     */
     if(srv_run((SRV_SERVER *)NULL) == CS_FAIL)
     {
         (CS_VOID)fprintf(stderr, "%s:srv_run failed￥n",
         servername);
         ok = CS_FALSE;
     }
 
     /*
     ** Release all allocated control structures and exit.
     */
     (CS_VOID)srv_free(ssp);
     (CS_VOID)cs_ctx_drop(cp);
     exit(ok ?0 : 1);
 }

Open Server イベント
クライアントが Open Server アプリケーションに要求を送信すると、
サーバ内の「イベント」がトリガされます。これによって、クライア
ントのサーバ・プロセス、つまり「スレッド」が、イベントを処理す
るルーチンを実行します。このルーチンを「イベント・ハンドラ」と
呼びます。

Server-Library を使用して、さまざまな標準イベントが内部的に定義さ
れます。次の表には、代表的な標準イベントを示します。

クライアント要求 イベント・タイプ Open Server イベント

ct_command(CS_LANG_
CMD)

ct_send

言語 SRV_LANGUAGE

ct_command(CS_RPC_
CMD)

ct_send

RPC SRV_RPC



第 1 章    Open Server の概要 

Server-Library/C リファレンス・マニュアル 15

「イベント」(100 ページ ) を参照してください。

デフォルトのイベント・ハンドラ

標準イベントにはデフォルトのイベント・ハンドラがありますが、通
常は、ユーザ自身がコーディングしたイベント・ハンドラに置き換え
ます。ほとんどのデフォルトのイベント・ハンドラは、単に要求をそ
のまま返すだけです。たとえば、デフォルトの言語イベント・ハンド
ラは、次のメッセージを返します。

No language handler installed.

あるイベント・ハンドラをインストールすると、デフォルトのイベン
ト・ハンドラは自動的に上書きされます。

クライアントでは開始されないイベント

次に示すイベントのように、クライアント・プログラムではトリガで
きないイベントもあります。

• ユーザ定義イベント

• Open Server のコードに srv_event を記述して呼び出すとトリガされ
る SRV_STOP

• 起動プロセスの一部として発生する SRV_START

ct_cancel アテンション SRV_ATTENTION

ct_connect 接続 SRV_CONNECT

ct_close

ct_exit 

切断 SRV_DISCONNECT

クライアントからは開
始されない

開始 SRV_START

クライアントからは開
始されない

停止 SRV_STOP

クライアント要求 イベント・タイプ Open Server イベント
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レジスタード・プロシージャ
レジスタード・プロシージャとは、名前で識別できる Open Server/C 
コードの 1 つです。アプリケーションはプロシージャを登録するとき
に、プロシージャ名をルーチンにマップします。これにより、Open 
Server は、受信 RPC データ・ストリーム内でそのプロシージャ名を検
出すると、SRV_RPC イベントを発生させずに特定のルーチンをただ
ちに呼び出すことができます。

Open Server アプリケーションは RPC を受信すると、レジスタード・
プロシージャのリスト内でそのプロシージャ名を検索します。プロ
シージャ名が登録されている場合、ランタイム・システムは、そのレ
ジスタード・プロシージャと対応するルーチンを実行します。プロ
シージャ名がレジスタード・プロシージャのリストに見つからない場
合には、Open Server は SRV_RPC イベント・ハンドラを呼び出します。

システム・レジスタード・プロシージャは、すべての Open Server ア
プリケーションに組み込まれているプロシージャです。個々のシステ
ム・レジスタード・プロシージャの詳細については、「第 4 章 システ
ム・レジスタード・プロシージャ」を参照してください。

レジスタード・プロシージャの詳細については、「レジスタード・プ
ロシージャ」(185 ページ ) を参照してください。

クライアントへの結果の送信
この項では、クライアントに対して送受信できる結果データの種類と
順序について説明します。

結果データの種類

Open Server アプリケーションからクライアントに送信される結果は、
次のとおりです。

• メッセージ

• データ・ロー

• 結果パラメータ

• ステータス値
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1 つのクライアント要求には、2 つ以上の結果セットを指定できます。
初の結果セットを送信した後で、その要求に対してさらに結果セッ

トがある場合には、SRV_DONE_MORE ステータスを使用して 
srv_senddone を呼び出します。それ以上結果がない場合は、
SRV_DONE_FINAL ステータスを使用して srv_senddone を呼び出して
ください。SRV_DONE_FINAL ステータスを使用して srv_senddone を
呼び出した場合は、クライアント要求への応答が 小限になります。
クライアントは、srv_senddone(SRV_DONE_FINAL) を受信した後で処
理を実行します。

メッセージ

アプリケーションは、srv_sendinfo でクライアントにエラー・メッセー
ジを送信できます。Client-Library プログラムは、メッセージ・ハンド
ラ・ルーチンでメッセージを処理します。このルーチンは、通常、
メッセージ情報をユーザの端末に表示します。メッセージの種類が

「エラー・メッセージ」の場合、クライアント・プログラムは、エ
ラーからリカバリを試みることも終了することもできます。

データ・ロー

Adaptive Server Enterprise が SQL クエリの結果を返すのと同様に、
Open Server はデータ・ローをクライアントに返すことができます。
ローは、1 つ以上のデータ・カラムで構成されています。詳細につい
ては、「パラメータとロー・データの処理」(152 ページ ) を参照して
ください。

パラメータ

パラメータは、クライアントと Open Server アプリケーションとの間
で、クライアント・コマンドを使用して通信されるデータです。

ステータス値

アプリケーションは srv_sendstatus を呼び出して、オプションのス
テータス値をクライアント・アプリケーションに返すことができま
す。ステータスは、アプリケーション固有の意味を持つ CS_INT 値で
す。CS_INT は、Open Server のデータ型です。「データ型」(229 ペー
ジ ) を参照してください。1 つの結果セットには、ステータスは 1 つ
しかありません。
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結果の順序

クライアントに結果を返す順序は重要です。

• データ・ローのセットには、他の種類の結果を割り込ませないで
ください。データ・ローは、データ・ロー全体がクライアントに
送信されるまで、続けて送信する必要があります。たとえば、い
くつかのデータ・ローを送信できない場合には、メッセージを送
信してから、さらにローを送信します。

• 存在するすべてのデータ・ローについて送信を完了すると、メッ
セージやステータス情報を順序に関係なくクライアントに送信で
きます。

• 結果セットの 後に、結果が終わったことを伝える srv_senddone 
ルーチンを呼び出します。

エラー処理
Open Server アプリケーションで 初に実行する必要があるアクション
の 1 つが、srv_props でエラー・ハンドラをインストールすることで
す。エラー・ハンドラがインストールされていない場合には、Open 
Server はエラー・メッセージをログ・ファイルに書き込みます。詳細
については、「エラー」(97 ページ ) を参照してください。

マルチスレッド・プログラミング
Open Server は、マルチスレッド・アーキテクチャを備えています。こ
のアーキテクチャによって、アプリケーション開発者はマルチスレッ
ド・サーバを作成することができます。マルチスレッド・サーバと
は、それぞれが独自のタスクを達成するためにルーチンを実行するス
レッドの集合です。たとえば、各クライアントは、その接続を管理す
るスレッドを使用し、要求を満たすイベント・ハンドラとプロシー
ジャを実行します。Open Server ランタイム・システムは、メッセージ
の転送、ネットワーク通信処理、サーバ内のタスクのスケジューリン
グなどのサーバ・アクティビティを管理するためのスレッドをいくつ
か持っています。他の非クライアント・アクティビティのためにス
レッドを「発生」させることができます。

詳細については、「マルチスレッド・プログラミング」(123 ページ ) 
を参照してください。
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第  2  章 トピック名

この章では、次の項目について説明します。

• パラメータとロー・データの処理、text および image のサポー
トなどの Open Server のプログラミングについてのトピック

• カーソル要求への応答やエラー処理など、具体的なプログラミ
ング・タスクの実行に Open Server のルーチンを使用する方法

• Open Server のプロパティ、データ型、構造体

この章の内容は、次のとおりです。

トピック ページ

アテンション・イベント 20

ブラウズ・モード 23

機能 25

クライアント・コマンド・エラー 38

接続マイグレーション 41

CS_BROWSEDESC 構造体 55

CS_DATAFMT 構造体 57

CS_IODESC 構造体 61

CS-Library 62

CS_SERVERMSG 構造体 64

カーソル 66

スクロール可能カーソル 83

データ・ストリーム・メッセージ 86

ディレクトリ・サービス 88

動的 SQL 90

動的なリスナ 95

エラー 97

イベント 100

ゲートウェイ・アプリケーション 109

国際化サポート 111

言語呼び出し 120

ログイン・リダイレクトと拡張 HA フェールオーバのサポート 121
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アテンション・イベント
クライアント・アプリケーションが dbcancel または ct_cancel コマンド
を使用して要求をキャンセルすると、Open Server SRV_ATTENTION 
イベントがトリガされます。次に、Open Server によって、Open Server 
アプリケーションの SRV_ATTENTION イベント・ハンドラが呼び出
されます。呼び出された SRV_ATTENTION イベント・ハンドラが返
されると、Open Server は、アテンション・イベントが検出された時点
で中断された位置から処理を再開します。

割り込みレベルのアクティビティ

SRV_ATTENTION イベント・ハンドラは、割り込みレベルで動作する
唯一のイベント・ハンドラです。Open Server アプリケーションは、
SRV_ATTENTION の中から次の Server-Library 呼び出しのみを発行で
きます。

• wakeflags 引数として SRV_M_WAKE_INTR を設定した srv_wakeup

メッセージ 122

マルチスレッド・プログラミング 123

ネゴシエートされた動作 135

オプション 138

パラメータ 143

部分更新 144

パススルー・モード 146

パラメータとロー・データの処理 152

プロパティ 157

レジスタード・プロシージャ 185

リモート・プロシージャ・コール 192

ラージ・オブジェクト・パラメータの取得 194

セキュリティ・サービス 196

text と image 225

データ型 229

トピック ページ
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• wakeflags 引数として SRV_M_WAKE_INTR を設定した 
srv_ucwakeup 

• cmd 引数として CS_GET を設定した srv_thread_props

• cmd 引数として CS_GET を設定した srv_props

• srv_event_deferred

上記以外の Server-Library ルーチンの場合は、SRV_ATTENTION イベ
ント・ハンドラや他の割り込みレベルのコードを使用して呼び出すこ
とはできません。

アテンション・イベントに関するコーディングの考慮事項

アテンション・イベントが問題となるのは、非割り込みレベルのハン
ドラのコードを実行しているときにアテンション・イベントが到着す
る場合です。クライアントが要求をキャンセルしたために、アプリ
ケーションが、必要のなくなった作業を行う可能性があります。

非割り込みレベルで、時間のかかる I/O タスクや計算を中心とした作
業を実行している場合は、アプリケーションがアテンション・イベン
トを定期的にチェックする必要があります。アプリケーション・コー
ドは、srv_thread_props を使用してアテンション・イベントを定期的に
チェックする必要があります。このとき、cmd に CS_GET を、property 
に SRV_T_GOTATTENTION を設定します。

アテンション・イベントを検出すると、Open Server アプリケーショ
ン・コードは引き続き結果を送信できますが、クライアントはこれを
無視します。アプリケーションがアテンション・イベントに応答する

も簡単な方法は、クライアントに SRV_DONE_FINAL を送信して戻
ることです。

ゲートウェイ・アプリケーション・コードの中の Client-Library 部分が
実行されているときに、アテンション・イベントが到着する可能性が
あります。アプリケーションは、SRV_ATTENTION イベント・ハンド
ラで type 引数を CS_CANCEL_ATTN に設定して ct_cancel を呼び出し、
Client-Library ルーチンを非割り込みレベルのコードに戻します。アテ
ンション・イベントが到着していない場合はこのコマンドは無効なの
で、ゲートウェイ・アプリケーションは、このコマンドを定期的に呼
び出す必要があります。
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クライアント I/O を行うすべてのゲートウェイ呼び出しは、
srv_thread_props を使用してアテンション・イベントをチェックしてか
ら、ct_send を呼び出します。このプロシージャによって、クライア
ントがキャンセルした「クエリ」がリモート・サーバに送信されるこ
とはありません。

切断の処理

Open Server アプリケーションがクライアントに結果を送信している途
中で、クライアント接続が突然切断された場合、アプリケーション
は、接続がクローズされたことを検出するまで引き続き結果を送信し
ます。続いて、Open Server は SRV_DISCONNECT イベント・ハンド
ラを呼び出します。この場合は、すでに受信できない状態にあるクラ
イアントに対して、アプリケーションが結果を送信し続けていること
になります。次のような場合、クライアント接続が突然切断されるこ
とがあります。

• サーバから送信されるすべての結果をクライアントが処理する前
に ct_close を呼び出した場合

• クライアントが処理を突然中断した場合

• マシンがダウンした場合

この事態を避けるために、アプリケーションは、クライアント接続の
切断に対して Open Server が 初にアプリケーションの 
SRV_ATTENTION イベント・ハンドラを呼び出した後、
SRV_DISCONNECT イベント・ハンドラを呼び出すように要求できま
す。Open Server がこのような形で切断を処理するには、アプリケー
ションは srv_props を使用して SRV_S_DISCONNECT プロパティを 
CS_TRUE に設定する必要があります。SRV_DISCONNECT イベント・
ハンドラは通常どおりに呼び出されますが、SRV_ATTENTION ハンド
ラの後に呼び出されます。SRV_S_DISCONNECT プロパティのデフォ
ルトは、CS_FALSE です。

SRV_ATTENTION ハンドラは、I/O アクティビティを終了したり、切断
時に実行中だったルーチンからの結果の応答を停止したりするための、
適切な手順を開始します。このように、アプリケーションは、アテン
ションに応答する場合と同様に切断にも応答することができます。

アプリケーションは、SRV_ATTENTION イベント・ハンドラを使用し
て、アテンションと接続の切断のどちらがハンドラをトリガしたのか
を判断することもできます。そのためには、cmd を CS_GET に、property 
を SRV_S_ATTNREASON に設定して srv_props  を呼び出します。
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例

サンプル・プログラム ctos.c には、アテンション処理のコードが記述
されています。

ブラウズ・モード

注意 ブラウズ・モードは、バージョン 11.1 以降の Open Client ライ
ブラリとの互換性を実現するためのモードです。Sybase では、新しい 
Open Server Server-Library アプリケーションでブラウズ・モードを使
用することはおすすめしません。ブラウズ・モードと同じ機能性を備
えており、ブラウズ・モードよりポータブルで柔軟性のあるカーソル
を使うことをおすすめします。さらに、ブラウズ・モードは Sybase 
固有のものであり、異機種接続環境での使用には適していません。

ブラウズ・モードを使用すると、データベース・ローを検索し、その
検索結果の値をロー単位で更新できます。ただし、その処理を実施す
るには、クライアント・アプリケーション内の処理としていくつかの
手順が必要になります。その理由は、各ローをデータベースからクラ
イアント・アプリケーション・プログラム用の変数に変換してからで
ないと、ローを検索したり更新したりできないからです。

ブラウズされているローはデータベースに常駐している実際のローで
はなく、プログラム変数に常駐しているコピーなので、プログラム
は、変数の値になされた変更に基づいて元のデータベース・ローを更
新しなければなりません。マルチユーザ環境の場合は、あるユーザが
データベースを変更しても、それ以前に別のユーザによって変更され
た内容が書き換えられることがないように、プログラムによる保証が
必要です。このような書き換えが起こるのは、クライアント・アプリ
ケーションはデータベース内の複数のローを一度に選択して更新する
のに対して、アプリケーションのユーザはデータベース内のローを一
度に 1 つずつ検索して更新するためです。ブラウズ可能なテーブル内
の timestamp カラムが、このようなマルチユーザの更新を調整するの
に必要な情報を提供します。
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アドホックのブラウズ・モード・クエリの入力をユーザに許可するク
ライアント・アプリケーションでは、ユーザ・コマンドによってテー
ブルの内容が変更された場合は、基本データベース・テーブルを更新
しなければなりません。そのため、これらのアプリケーションには、
ブラウズ・モード・コマンドの基本構造体についての情報が必要な場
合があります。

Open Server には、そのような情報を提供する 2 つのルーチン、
srv_tabname と srv_tabcolname が用意されています。

• srv_tabname は、ブラウズ・モード・コマンドに含まれる各テーブ
ルの名前と番号を返します。

• srv_tabcolname は、CS_BROWSEDESC 構造体を介して、結果カラ
ムに関するさまざまな情報を返します。「CS_BROWSEDESC 構造
体」(55 ページ ) を参照してください。

Open Server アプリケーションがブラウズ・モード要求を受け取ると、
標準のデータ・バインド・ルーチンに従ってブラウズ・モード情報を
返すために、上記の 2 つのルーチンを呼び出すことができます。具体
的な手順は、次のとおりです。

1 結果ローのソースとなるテーブルごとに、srv_tabname を 1 回ずつ
呼び出します。

2 結果ロー内のカラムごとに、srv_descfmt と srv_tabcolname をこの順
序で 1 回ずつ呼び出します。

Open Server アプリケーションで CS_BROWSEDESC 構造体の 
status フィールドが CS_RENAMED に設定されている場合は、ク
ライアント・アプリケーションのブラウズ・モードの select 文に
よってカラム名が変更されています。Open Server アプリケーショ
ンでは、CS_BROWSEDESC 構造体の origname フィールドと 
orignlen フィールドにデータベース内のカラムのオリジナル名およ
びカラム名の長さを入力してから、 srv_tabcolname を呼び出す必要
があります。

3 カラム・データのバインドには srv_bind  ルーチンを、転送には 
srv_xferdata  ルーチンを使用します。

注意 srv_tabcolname には srv_tabname によって返される情報 ( ユニー
クなテーブル番号 ) が必要なため、先に srv_tabname を呼び出したあと
で srv_tabcolname を呼び出します。

『Open Client Client-Library/C リファレンス・マニュアル』を参照して
ください。
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例

サンプル・プログラム ctos.c には、ブラウズ・モード情報を処理する
コードが記述されています。

機能
クライアントから発行可能な要求、および Open Server アプリケー
ションから返信可能な応答については、Open Server アプリケーション
とクライアントがお互いに認識できる必要があります。たとえば、ク
ライアントが言語要求を発行したくても、Open Server アプリケーショ
ンにはそのような要求を処理するパーサが提供されていない可能性が
あります。同様に、text データや image データをクライアントが処理
できない場合は、クライアントは、Open Server アプリケーションから
の text データや image データの送信を希望しない可能性があります。
クライアント／サーバ接続の機能が、その接続で許可されるクライア
ントの要求とサーバ応答のタイプを決定します。

接続についてどの機能が有効であるかは、Open Server アプリケーショ
ンが 終的に決定します。有効と決定された機能がクライアントに受
け入れられない場合は、接続をクローズするしかありません。

機能のネゴシエーションには、次の 2 つのタイプ、透過的および明示
的があります。透過的ネゴシエーションの場合、Open Server アプリ
ケーションは、可能なクライアント要求と Open Server 応答の「デ
フォルト・セット」を割り当てます。明示的ネゴシエーションの場
合、Open Server アプリケーションには、srv_capability_info ルーチンを
使って機能をネゴシエーションするためのコードが記述されます。

透過的ネゴシエーションは、Open Server と Open Client の双方のデ
フォルト動作の一部です。したがって、Open Server アプリケーション
が機能のデフォルト・セット以外のものをサポートする場合は、
srv_capability_info を呼び出す必要があります。

要求機能

表 2-1 は、要求機能の一覧を示します。
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表 2-1：要求機能

CS_REQUEST  機能 意味  機能の対象

CS_CAP_
EXTENDEDFAILOVER

拡張 HA フェールオーバ 接続

CS_CON_INBAND バンド内 ( 非優先 ) アテンション 接続

CS_CON_OOB バンド外 ( 優先 ) アテンション 接続

CS_CSR_ABS 指定された絶対カーソル・ロー
のフェッチ

カーソル

CS_CSR_FIRST 先頭カーソル・ローのフェッチ カーソル

CS_CSR_LAST 終カーソル・ローのフェッチ カーソル

CS_CSR_MULTI 複数ロー・カーソルのフェッチ カーソル

CS_CSR_PREV 前のカーソル・ローのフェッチ カーソル

CS_CSR_REL 指定された相対カーソル・ロー
のフェッチ

カーソル

CS_DATA_BIGDATETIME bigdatetime データ型 データ型

CS_DATA_BIGTIME bigtime データ型 データ型

CS_DATA_BIN binary データ型 データ型

CS_DATA_VBIN 可変長 binary データ型 データ型

CS_DATA_LBIN long 可変長 binary データ型 データ型

CS_DATA_BIT bit データ型 データ型

CS_DATA_BITN NULL が許可される bit データ型 データ型

CS_DATA_BOUNDARY boundary データ型 データ型

CS_DATA_CHAR character データ型 データ型

CS_DATA_VCHAR 可変長 character データ型 データ型

CS_DATA_LCHAR long 可変長 character データ型 データ型

CS_DATA_DATE date データ型 データ型

CS_DATA_DATE4 short datetime データ型 データ型

CS_DATA_DATE8 datetime データ型 データ型

CS_DATA_DATETIMEN NULL が許可される datetime 値 データ型

CS_DATA_DEC decimal データ型 データ型

CS_DATA_FLT4 4 バイト float データ型 データ型

CS_DATA_FLT8 8 バイト float データ型 データ型

CS_DATA_FLTN NULL が許可される float データ
型

データ型

CS_DATA_IMAGE image データ型 データ型

CS_DATA_INT1 tinyint データ型 データ型

CS_DATA_INT2 small integer データ型 データ型

CS_DATA_INT4 integer データ型 データ型
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CS_DATA_INT8 big integer データ型 データ型

CS_DATA_INTN NULL integer データ型

CS_DATA_MNY4 short money データ型 データ型

CS_DATA_MNY8 money データ型 データ型

CS_DATA_MONEYN NULL money 値 データ型

CS_DATA_NUM numeric データ型 データ型

CS_DATA_SENSITIVITY sensitivity データ型 データ型

CS_DATA_TEXT text データ型 データ型

CS_DATA_TIME time データ型 データ型

CS_DATA_UCHAR 2 バイト character データ型 データ型

CS_DATA_UNITEXT Unitext データ型 データ型

CS_DATA_XML XML データ型 データ型

CS_OPTION_GET 現在のオプション値 データ型

CS_PROTO_DYNAMIC TDS DESCIN/OUT プロトコルの
使用

コマンド

CS_PROTO_DYNPROC 動的準備の前に "create proc" を追
加

コマンド

CS_REQ_BCP バルク・コピー要求 コマンド

CS_REQ_CURSOR カーソル要求 コマンド

CS_REQ_DBRPC2 長い RPC 名の要求 コマンド

CS_REQ_DYN 動的 SQL 要求 コマンド

CS_REQ_LANG 言語要求 コマンド

CS_REQ_LARGEIDENT 長い識別子の要求 コマンド

CS_REQ_MIGRATE マイグレーション要求 接続

CS_REQ_MSG メッセージ・データ コマンド

CS_REQ_MSTMT 1 つの Client-Library 要求に対し
て複数のサーバ・コマンド

接続

CS_REQ_NOTIF イベント通知 接続

CS_REQ_SRVPKTSIZE サーバで指定された packetsize 接続

CS_REQ_PARAM パラメータ・データ コマンド

CS_REQ_RPC リモート・プロシージャ要求 コマンド

CS_REQ_URGNOTIF 5.0 イベント通知プロトコルの使
用

コマンド

CS_WIDETABLES 表ごとのカラムの拡大、数の増
加

コマンド

CS_REQUEST  機能 意味  機能の対象
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応答機能

表 2-2 は、応答機能の一覧を示します。

注意 応答機能は、クライアントが受信したくない応答の種類を指定
します。
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表 2-2：応答機能

CS_RESPONSE 機能 意味 機能 対象

CS_CON_NOINBAND バンド内 ( 非優先 ) アテン
ションなし

接続

CS_CON_NOOOB バンド外 ( 優先 ) アテンショ
ンなし

接続

CS_DATA_NOBIGDATETIME bigdatetime データ型なし データ型

CS_DATA_NOBIGTIME bigtime データ型なし データ型

CS_DATA_NOBIN binary データ型なし データ型

CS_DATA_NOVBIN 可変長 binary データ型なし データ型

CS_DATA_NOLBIN long 可変長 binary データ型な
し

データ型

CS_DATA_NOBIT bit データ型なし データ型

CS_DATA_NOBOUNDARY boundary データ型なし データ型

CS_DATA_NOCHAR character データ型なし データ型

CS_DATA_NOVCHAR 可変長 character データ型なし データ型

CS_DATA_NOLCHAR long 可変長 character データ型
なし

データ型

CS_DATA_NODATE date データ型なし データ型

CS_DATA_NODATE4 short datetime データ型なし データ型

CS_DATA_NODATE8 datetime データ型なし データ型

CS_DATA_NODATETIMEN NULL datetime 値なし データ型

CS_DATA_NODEC decimal データ型なし データ型

CS_DATA_NOFLT4 4 バイト float データ型なし データ型

CS_DATA_NOFLT8 8 バイト float データ型なし データ型

CS_DATA_NOIMAGE image データ型なし データ型

CS_DATA_NOINT1 tinyint データ型なし データ型

CS_DATA_NOINT2 small integer データ型なし データ型

CS_DATA_NOINT4 integer データ型なし データ型

CS_DATA_NOINT8 big integer データ型なし データ型

CS_DATA_NOINTN NULL integer なし データ型

CS_DATA_NOMNY4 short money データ型なし データ型

CS_DATA_NOMNY8 money データ型なし データ型

CS_DATA_NOMONEYN NULL money 値なし データ型

CS_DATA_NONUM numeric データ型なし データ型

CS_DATA_NOSENSITIVITY sensitivity データ型なし データ型

CS_DATA_NOTEXT text データ型なし データ型

CS_DATA_NOTIME time データ型なし データ型
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注意 Open Server アプリケーションが、srv_descfmt ルーチンを使用し
てクライアントのデータ・フォーマットを定義するときに、Open 
Server は、関連するデータ型の応答機能が設定されていないことを確
認します。その応答機能が設定されている場合は、クライアントは
サーバがそのデータ型に関係する結果を送らないことを要求している
か、またはクライアント接続の TDS バージョンがそのデータ型をサ
ポートしていないかのどちらかです。その場合、Open Server はエラー
を起こし、srv_descfmt は CS_FAIL を返します。

透過的ネゴシエーション

Open Server には、機能のデフォルト値が設定されています。デフォル
ト値のリストについては、 「サーバワイドのデフォルト」(31 ページ ) 
を参照してください。これらのデフォルトはサーバ全体にわたるもの
であり、すべてのクライアント接続に適用されます。デフォルトが使
用されると、Open Server がサポートする機能がすべてオンになります。

初期化中にサーバワイドなデフォルト値を変更するには、Open Server 
アプリケーションで srv_props ルーチンを呼び出します。「srv_props 」
(377 ページ ) を参照してください。

CS_DATA_NOUCHAR 2 バイト character データ型な
し

データ型

CS_DATA_NOUNITEXT unitext データ型なし データ型

CS_DATA_NOXML XML データ型なし データ型

CS_NO_SRVPKTSIZE サーバで指定された packetsize 
なし

接続

CS_RES_NOEED 拡張エラー結果なし 結果

CS_RES_NOMSG メッセージ結果なし 結果

CS_RES_NOPARAM 結果パラメータなし 結果

CS_RES_NOTDSDEBUG TDS デバッグ・トークンなし 結果

CS_RES_NOXNLMETADATA テーブルのメタデータなし 結果

CS_NO_LARGEIDENT 長い識別子なし コマンド

CS_NOWIDETABLES 表ごとのカラムサイズの拡
大、カラム数の増加なし

コマンド

CS_RESPONSE 機能 意味 機能 対象
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DB-Library クライアントまたは Client-Library クライアントが Open 
Server アプリケーションにログインするときには、そのクライアント
は希望する機能のリストをログイン・レコードの中に含めて送信しま
す。透過的ネゴシエーションにおいては、Open Server はデフォルト値
とクライアント値の共通部分を見つけます。その結果生じる値が、そ
の接続でサポートされる値となります。

透過的ネゴシエーションが発生する場合

透過的ネゴシエーションは、次の場合に発生します。

• Open Server アプリケーションに、デフォルト・ハンドラ以外の 
SRV_CONNECT ハンドラがない場合。

• Open Server アプリケーションのカスタムの SRV_CONNECT イベ
ント・ハンドラ内に、デフォルト機能を無効にするようなコード
が明示的に記述されていない場合。

注意 パススルー・モードでは、srv_getloginfo と srv_setloginfo によっ
て機能ネゴシエーションが透過的に処理されます。

サーバワイドのデフォルト

表 2-3 は、TDS のバージョン別に各要求機能のデフォルト設定をまと
めたものです。1 は、TDS バージョンで機能がサポートされているこ
とを示します。0 は、機能がサポートされていないことを示します。
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表 2-3：TDS バージョン別の要求機能

CS_REQUEST  機能 4.0 4.0.2 4.2 4.6 5.0

CS_CAP_EXTENDEDFAILOVER 0 0 0 0 1

CS_CON_INBAND 0 0 0 0 1

CS_CON_OOB 1 1 1 1 0

CS_CSR_ABS 0 0 0 0 0

CS_CSR_FIRST 0 0 0 0 0

CS_CSR_LAST 0 0 0 0 0

CS_CSR_MULTI 0 0 0 0 0

CS_CSR_PREV 0 0 0 0 0

CS_CSR_REL 0 0 0 0 0

CS_DATA_BIGDATETIME 0 0 0 0 1

CS_DATA_BIGTIME 0 0 0 0 1

CS_DATA_BIN 1 1 1 1 1

CS_DATA_BIT 1 1 1 1 1

CS_DATA_BITN 0 0 0 0 0

CS_DATA_BOUNDARY 0 0 0 0 0

CS_DATA_CHAR 1 1 1 1 1

CS_DATA_DATE 0 0 0 0 1

CS_DATA_DATE4 0 0 1 1 1

CS_DATA_DATE8 1 1 1 1 1

CS_DATA_DATETIME 1 1 1 1 1

CS_DATA_DEC 0 0 0 0 0

CS_DATA_FLT4 0 0 1 1 1

CS_DATA_FLT8 1 1 1 1 1

CS_DATA_FLTN 1 1 1 1 1

CS_DATA_IMAGE 1 1 1 1 1

CS_DATA_INT1 1 1 1 1 1

CS_DATA_INT2 1 1 1 1 1

CS_DATA_INT4 1 1 1 1 1

CS_DATA_INT8 0 0 0 0 1

CS_DATA_INTN 1 1 1 1 1

CS_DATA_LBIN 0 0 0 0 0

CS_DATA_LCHAR 0 0 0 0 0

CS_DATA_MNY4 0 0 1 1 1

CS_DATA_MNY8 1 1 1 1 1

CS_DATA_MONEYN 1 1 1 1 1

CS_DATA_NUM 0 0 0 0 0
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表 2-4 は、TDS のバージョン別の各応答機能のデフォルト設定をまと
めたものです。

• 1 は、TDS バージョンで機能がサポートされていないことを示し
ます。

• 0 は、機能がサポートされていることを示します。

CS_DATA_SENSITIVITY 0 0 0 0 0

CS_DATA_TEXT 1 1 1 1 1

CS_DATA_TIME 0 0 0 0 1

CS_DATA_UCHAR 0 0 0 0 1

CS_DATA_UNITEXT 0 0 0 0 1

CS_DATA_VBIN 1 1 1 1 1

CS_DATA_VCHAR 1 1 1 1 1

CS_DATA_XML 0 0 0 0 1

CS_OPTION_GET 0 0 0 0 0

CS_PROTO_DYNAMIC 0 0 0 0 0

CS_PROTO_DYNPROC 0 0 0 0 0

CS_REQ_BCP 1 1 1 1 1

CS_REQ_CURSOR 0 0 0 0 0

CS_REQ_DBRPC2 0 0 0 0 1

CS_REQ_DYN 0 0 0 0 0

CS_REQ_LANG 1 1 1 1 1

CS_REQ_LARGEIDENT 0 0 0 0 1

CS_REQ_MIGRATE 0 0 0 0 1

CS_REQ_MSG 0 0 0 0 0

CS_REQ_MSTMT 0 0 0 0 0

CS_REQ_NOTIF 0 0 0 1 1

CS_REQ_PARAM 0 0 0 0 0

CS_REQ_RPC 1 1 1 1 1

CS_REQ_SRVPKTSIZE 0 0 0 0 1

CS_REQ_URGNOTIF 0 0 0 0 0

CS_WIDETABLES 0 0 0 0 1

CS_REQUEST  機能 4.0 4.0.2 4.2 4.6 5.0
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表 2-4：TDS バージョン別の応答機能

CS_RESPONSE 機能 4.0 4.0.2 4.2 4.6 5.0

CS_CON_NOINBAND 1 1 1 1 1

CS_CON_NOOOB 0 0 0 0 0

CS_DATA_NOBIGDATETIME 1 1 1 1 0

CS_DATA_NOBIGTIME 1 1 1 1 0

CS_DATA_NOBIN 0 0 0 0 0

CS_DATA_NOBIT 0 0 0 0 0

CS_DATA_NOBOUNDARY 1 1 1 1 1

CS_DATA_NOCHAR 0 0 0 0 0

CS_DATA_NODATE4 1 1 0 0 0

CS_DATA_NODATE8 0 0 0 0 0

CS_DATA_NODATETIME 0 0 0 0 0

CS_DATA_NODEC 1 1 1 1 1

CS_DATA_NOFLT4 1 1 0 0 0

CS_DATA_NOFLT8 0 0 0 0 0

CS_DATA_NOIMAGE 0 0 0 0 0

CS_DATA_NOINT1 0 0 0 0 0

CS_DATA_NOINT2 0 0 0 0 0

CS_DATA_NOINT4 0 0 0 0 0

CS_DATA_NOINT8 1 1 1 1 0

CS_DATA_NOINTN 0 0 0 0 0

CS_DATA_NOLBIN 1 1 1 1 1

CS_DATA_NOLCHAR 1 1 1 1 1

CS_DATA_NOMNY4 1 1 0 0 0

CS_DATA_NOMNY8 0 0 0 0 0

CS_DATA_NOMONEY 0 0 0 0 0

CS_DATA_NONUM 1 1 1 1 1

CS_DATA_NOSENSITIVITY 1 1 1 1 1

CS_DATA_NOSINT1 1 1 1 1 0

CS_DATA_NOTEXT 0 0 0 0 0

CS_DATA_NOUCHAR 1 1 1 1 0

CS_DATA_NOUNITEXT 1 1 1 1 0

CS_DATA_NOVBIN 0 0 0 0 0

CS_DATA_NOVCHAR 0 0 0 0 0

CS_DATA_NOXML 1 1 1 1 0

CS_RES_NOEED 1 1 1 1 1

CS_RES_NOMSG 1 1 1 1 1
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明示的ネゴシエーション

明示的ネゴシエーションは、接続時に SRV_CONNECT イベント・ハ
ンドラ内部から開始されます。Open Server アプリケーションは、クラ
イアントが送信する要求機能のリストを取得して、受け取る要求機能
のリストを返します。今度は、クライアントが受け取りたくない応答
機能、または、Open Server アプリケーションが返すことのできない応
答機能を返すプロセスが繰り返されます。

アプリケーションは、一度に 1 つずつ機能を取得して送信したり、機
能を取得して機能のビットマスク全体をただちに送信したりすること
ができます。Open Server 提供のマクロを使用して、機能マスク内の
ビットをテスト、クリア、設定できます。「機能マクロ」(36 ページ ) 
を参照してください。

一度に 1 つずつの機能のネゴシエーション

要求機能を一度に 1 つずつネゴシエートするには、ネゴシエートする
機能ごとに次の呼び出しを行う必要があります。

1 cmd 引数を CS_GET に、type 引数を CS_CAP_REQUEST に、
capability 引数を目的の機能に設定して srv_capability_info を呼び出し
ます。*valp 引数に CS_TRUE が含まれている場合は、クライアン
トは、このようなタイプの機能を要求します。*valp 引数に 
CS_FALSE が含まれている場合は、クライアントはこのような機
能を要求しません。

2 cmd 引数を CS_SET に、type 引数を CS_CAP_REQUEST に、
capability 引数を目的の機能に、*valp をブール値に設定して、
srv_capability_info を呼び出します。アプリケーションがこのタイプ
の機能をサポートする場合は *valp を CS_TRUE に設定し、サポー
トしない場合は CS_FALSE に設定します。

CS_RES_NOPARAM 1 1 1 1 1

CS_RES_NOTDSDEBUG 1 1 1 1 1

CS_RES_NOXNLMETADATA 1 1 1 1 0

CS_NO_LARGEIDENT 1 1 1 1 0

CS_NO_SRVPKTSIZE 1 1 1 1 0

CS_NOWIDETABLES 1 1 1 1 0

CS_RESPONSE 機能 4.0 4.0.2 4.2 4.6 5.0
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アプリケーションは、type 引数を CS_CAP_RESPONSE に設定しなけれ
ばならないこと以外は、同様の方法で応答機能をネゴシエートします。

Open Server アプリケーションは、明示的にネゴシエートする要求およ
び応答機能についてだけ srv_capability_info を呼び出す必要があります。
その他の機能には、すべてデフォルト値が使用されます。

機能ビットマスクを使用したネゴシエーション

機能ビットマスクを使用して要求機能をネゴシエートするには、アプ
リケーションは次の処理が必要です。

1 cmd 引数を CS_GET に、type 引数を CS_CAP_REQUEST に、
capability 引数を CS_ALL_CAPS に設定し、valp がビットマスクが
含まれる CS_CAP_TYPE 構造体を指すように設定して 
srv_capability_info を呼び出すことにより、ビットマスク全体を読み
込みます。

2 ビットマスク内の特定のビットをテスト、設定、またはクリアす
るには、CS_TST_CAPMASK、CS_SET_CAPMASK、
CS_CLR_CAPMASK の各マクロを使用します。

アプリケーションは、type 引数を CS_CAP_RESPONSE に設定しなけれ
ばならないこと以外は、同様の方法で応答機能をネゴシエートします。

ゲートウェイ・アプリケーションは、機能のネゴシエーションを行う
ためには、マスク方式を使用します。次の図に示されているように、
ゲートウェイは、srv_capability_info を呼び出してリモート・クライア
ントの機能マスクを取得し、ct_capability を呼び出してそれらの機能を
リモート・サーバに送信してから、ct_connect を呼び出します。リ
モート接続が確立すると、ゲートウェイは、リモート・サーバが 
ct_capability を使用して送信した機能マスクを取得し、srv_capability_info 
を使用して、リモート・クライアントの接続時にそれらの機能マスク
を定義できます。

機能マクロ

表 2-5 は、アプリケーションが機能ビットマスクを操作するために使
用するマクロについて説明しています。
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表 2-5：機能マクロ

機能を明示的に扱う場合、デフォルト設定を使用する代わりに、次の 
2 つの規則を適用します。

• CS_CAP_REQUEST 
アプリケーションでは、CS_CAP_REQUEST 機能を "on" ステータ
スから "off" ステータスに切り換える操作だけが可能です。

アプリケーションが CS_CAP_REQUEST 機能を "off" にしようと
したときに、すでに "off" ステータスになっている場合、Open 
Server はデフォルトのステータスをリストアして、エラーが発生
しないようにします。

• CS_CAP_RESPONSE
アプリケーションでは、CS_CAP_RESPONSE 機能を "off" ステー
タスから "on" ステータスに切り換える操作だけが可能です。

アプリケーションが CS_CAP_RESPONSE 機能を "on" にしようと
したときに、すでに "on" ステータスになっている場合、Open 
Server はデフォルトのステータスをリストアして、エラーが発生
しないようにします。

機能情報の特定の検索

Open Server アプリケーションは、特定のクライアント接続に対して有
効な機能リストを取得するために、いつでも、どのハンドラの内部か
らでも srv_capability_info を呼び出すことができます。しかし、
SRV_CONNECT イベント・ハンドラにおいては、取得された機能マ
スクはその接続の 終的なマスクとはならないことに注意してくださ
い。これらのマスクは、Open Server アプリケーションのデフォルトと
結合したクライアントが要求した機能のものです。SRV_CONNECT 
ハンドラが返されるまで、接続機能が 終のものとはなりません。

マクロ名 関数

CS_TST_CAPMASK 特定の機能が CS_TRUE と CS_FALSE のどちら
に設定されているかをテストする。

CS_SET_CAPMASK 特定の機能を CS_TRUE に設定する。

CS_CLR_CAPMASK 特定の機能を CS_FALSE に設定する。
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バージョン 10.0 以前のクライアントに関する注意

Open Server アプリケーションは、どのような TDS バージョンを実行
しているクライアントとでも機能をネゴシエートできます。10.0 以前
のクライアントを接続する場合、Open Server は、機能ネゴシエーショ
ンのシミュレートを行います。この場合に、Open Server アプリケー
ションは、クライアントが実行している TDS バージョンを認識する
必要はありません。

例

オンラインのサンプル・プログラム ctos.c には、機能ネゴシエーショ
ンのコードが記述されています。

クライアント・コマンド・エラー
クライアントは、不完全または意味のない要求を Open Server アプリ
ケーションに送ることがあります。クライアントのコードに誤りが
あったりネットワークに問題があったりすると、要求は不完全になっ
たり無意味になったりします。Open Server アプリケーションは、クラ
イアント要求に対するイベント・ハンドラで、適切なエラー・メッ
セージをクライアントに送信して、これらのエラーを処理します。

srv_sendinfo
 によるメッセージの送信

Open Server アプリケーションは srv_sendinfo を呼び出し、エラー・
メッセージをクライアントに送ります。Open Server アプリケーション
は、CS_SERVERMSG 構造体にメッセージを記述し、srv_sendinfo を呼
び出して、この記述をクライアントに送ります。

「CS_SERVERMSG 構造体」(64 ページ ) を参照してください。
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長いメッセージの連続化

Open Server アプリケーションは、メッセージ・テキストを 
CS_SERVERMSG 構造体の text フィールドに格納します。text の 大長
は CS_MAX_MSG バイトです。

Open Server アプリケーションは、メッセージ・テキスト全体を送るた
めに必要な数だけ CS_SERVERMSG 構造体を使用します。アプリケー
ションは 初の構造体内の CS_MAX_MSG バイトだけ返し、2 番目の
構造体内の 2 番目の CS_MAX_MSG バイトを返します。以下同様にこ
の処理を繰り返します。この処理はメッセージの「連続化」と呼ばれ
ます。

アプリケーションは、「連続化した」数と同じ数だけ srv_sendinfo を呼
び出します。メッセージ全体が 1 つの構造体に収まる場合、アプリ
ケーションは srv_sendinfo を一度だけ呼び出します。

連続化されたメッセージに対する CS_SERVERMSG 構造体のフィールド

CS_SERVERMSG 構造体の status フィールドは、構造体がメッセージ
全体を含むのかメッセージのまとまり ( 部分 ) を含むのかを示します。

表 2-6 は、連続化されたメッセージに関連する status 値のリストです。

表 2-6：連続化されたメッセージの status 値

CS_SERVERMSG 構造体の中の textlen フィールドは、常に現在のメッ
セージのまとまりの長さを反映します。

CS_SERVERMSG 構造体の他のフィールドは、各メッセージのまとま
りごとに繰り返されます。

記号値 意味

CS_FIRST_CHUNK メッセージ・テキストは、メッセージの 初の部分。

CS_LAST_CHUNK メッセージ・テキストは、メッセージの 後の部分。

構造体の中のメッセージ・テキストがメッセージ全
体の場合、アプリケーションは CS_FIRST_CHUNK 
と CS_LAST_CHUNK の両方を設定する。

構造体の中のメッセージ・テキストが中間のテキス
トの場合、アプリケーションは CS_FIRST_CHUNK 
と CS_LAST_CHUNK のどちらも設定しない。
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拡張エラー・データ

サーバ・メッセージは、関連する「拡張エラー・データ」を含んでい
る場合があります。拡張エラー・データは、エラーに関する追加情報
です。

Adaptive Server Enterprise メッセージの場合、通常、追加情報にはエ
ラーを引き起こしたカラムが記述されています。

拡張エラー・データの利点

ユーザがデータを入力または編集できるクライアント・アプリケー
ションは、カラム・レベルでユーザにエラーをレポートする必要があ
ります。しかし、標準サーバ・メッセージ・メカニズムでは、カラ
ム・レベルの情報はサーバ・メッセージのテキスト内でしか使用でき
ません。拡張エラー・データは、カラム・レベルの情報に簡単にアク
セスするための方法をアプリケーションに提供します。

たとえば、ユーザが pubs2 データベースの titleauthor テーブルにデータ
を入力および編集できるクライアント・アプリケーションがあるとし
ます。titleauthor は、2 つのカラム au_id と title_id からなる「キー」を使
用します。既存のローに合致する au_id と title_id を含むローを入力し
ようとすると、「重複キー」メッセージがクライアント・アプリケー
ションに送信されます。

このメッセージを受信したクライアント・アプリケーションは、ユー
ザが修正できるよう、問題のカラムをユーザに指示する必要がありま
す。この情報は、メッセージ・テキスト以外の、重複キー・メッセー
ジでは使用できません。この情報は、拡張エラー・データとして使用
できます。

拡張エラー・データのクライアントへの送信

メッセージで拡張エラー・データが使用可能な場合、Open Server アプ
リケーションは CS_HASEED 構造体の status フィールドを 
CS_SERVERMSG に設定します。

Open Server アプリケーションは、srv_sendinfo ルーチンのパラメータ
として拡張エラー・データを送ります。アプリケーションは、
srv_descfmt、srv_bind、srv_xferdata を使用してエラー・パラメータの記
述、バインド、送信を行います。
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アプリケーションは、srv_sendinfo を呼び出した直後に、エラー・パラ
メータを記述、バインド、送信してから、他の結果を返したり 
srv_senddone を呼び出したりします。アプリケーションは、type 引数
を SRV_ERRORDATA に設定して、srv_descfmt、srv_bind、srv_xferdata 
を呼び出さなければなりません。

アプリケーションが CS_SERVERMSG 構造体の status フィールドを 
CS_HASEED に設定して srv_sendinfo を呼び出したがエラー・パラメー
タの送信に失敗した場合、Open Server は、アプリケーションが 
srv_senddone を呼び出したときに致命的なプロセス・エラーを起こし
ます。

接続マイグレーション
接続マイグレーションにより、Open Server アプリケーションはその負
荷を動的に分散し、透過的フェールオーバをサポートできます。ま
た、異なる関数を実行する複数の Open Server アプリケーションがあ
る場合、クライアントの要求を満たすことができる Open Server にク
ライアントをリダイレクトできます。

以下で説明するアプリケーション・プログラミング・インタフェース 
(API) を使用すると、Open Server はマイグレーション要求を開始、完
了、およびキャンセルし、クライアントからのマイグレーション・
メッセージに反応することができます。さらに、新しい接続がマイグ
レーション接続であるかどうかを検出して、接続からユニークな識別
子を取得することもできます。

バッチ内マイグレーションとアイドル・マイグレーション

バッチ内マイグレーションでは、クライアントはオリジナル・サーバ
から結果を待機中にマイグレートします。反対に、アイドル・マイグ
レーションでは、クライアントはオリジナル・サーバから結果を待機
しません。
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バッチ内マイグレーションにより、Open Server は接続のマイグレー
ション後まで、結果の送信または完了を遅延できるようになります。
これは、Open Server が特定の要求を処理できない場合や、要求を完了
する時間がない場合に役立ちます。バッチ内マイグレーションでは、
Open Server はオリジナル・サーバーからの結果の一部を送信でき、マ
イグレーション後にクライアントのマイグレーション先のサーバが 
SRV_MIGRATE_RESUME イベント・ハンドラからの結果の残りを送
信できます。

注意 新しいサーバが結果をまったく送信しない場合、オリジナル・
サーバが結果全体をクライアントに送信できます。同様に、新しい
サーバが結果全体をクライアントに送信する必要がある場合、オリジ
ナル・サーバが結果をクライアントにまったく送信しないことがあり
ます。

バッチ内マイグレーションでは、未送信のコマンドおよびメッセージ
がクライアント・コンテキストの一部であることをアプリケーション
が確認する必要があります。新しいサーバは、コマンドの影響を受け
るローの数と、接続のトランザクション・ステータスにアクセスする
必要もあります。新しいサーバは、srv_senddone() を使用してこの情
報をクライアントに送信します。

コンテキスト・マイグレーション

Open Server は、クライアントの接続のシームレスなマイグレーション
をサポートします。ただし、クライアントのコンテキストの共有およ
びマイグレーションはアプリケーションが行います。共有ファイルの
使用や、ネットワーク通信など、コンテキスト・マイグレーションは
さまざまな方法で実装できます。

バッチ内マイグレーションの場合、クライアントのマイグレーション
先のサーバはオリジナル・サーバ内で発生したイベントのタイプを認
識しません。アプリケーションがこの情報を必要とする場合、クライ
アントのコンテキストの一部として情報をマイグレートする必要があ
ります。
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アイドル・マイグレーションでは、クライアントは Open Server から
の実際の結果を待機しません。アクティブなクエリがないため、アイ
ドル・マイグレーションはバッチ内マイグレーションより簡単に実装
できます。ただし、アイドル・マイグレーションでも、クライアント
がマイグレーションを開始する前に発生した保留中の要求をすべてア
プリケーションが満たす必要があります。

接続マイグレーションで使用される API
この項では、接続マイグレーションをサポートする API について説明
します。「クライアントに対する異なるサーバへのマイグレーション
の指示」(50 ページ ) を参照してください。

CS_REQ_MIGRATE

CS_REQ_MIGRATE 要求機能は、クライアントがマイグレーション・
プロトコルをサポートするかどうかと、クライアントが要求時に別の
サーバへのマイグレーションを実行できるかどうかを指定します。
srv_capability_info() を使用すると、CS_REQ_MIGRATE 機能情報を取得
できます。次に例を示します。

CS_RETCODE     ret;
CS_BOOL migratable;
ret = srv_capability_info(sp, CS_GET, CS_CAP_REQUEST,

CS_REQ_MIGRATE, &migratable);

SRV_CTL_MIGRATE

SRV_CTL_MIGRATE は、srv_send_ctlinfo() 制御タイプです。クライア
ントがマイグレーションをサポートし、セッションへの 初の接続時
にセッション ID を受信した場合、SRV_CTL_MIGRATE を使用する
と、マイグレーション要求をクライアントに送信したり、以前のマイ
グレーション要求をキャンセルすることができます。

クライアント・マイグレーションの要求

次のサンプル・コードは、サーバ "target" にマイグレートする要求を
クライアントに送信します。

CS_RETCODE     ret;
SRV_CTLITEM *srvitems;
CS_CHAR *target;
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/*
** request a migration to server 'target'
*/
srvitems = (SRV_CTLITEM *) srv_alloc(sizeof

(SRV_CTLITEM));
srvitems[0].srv_ctlitemtype = SRV_CT_SERVERNAME;
srvitems[0].srv_ctllength = strlen(target);
srvitems[0].srv_ctlptr = target;
ret = srv_send_ctlinfo(sp, SRV_CTL_MIGRATE, 1,

srvitems);
srv_free(srvitems);

アプリケーションは、マイグレーションがすでに要求されている場合
でも、SRV_CTL_MIGRATE 制御タイプを送信できます。Open Server 
は、以前のマイグレーション要求をキャンセルし、新しい要求をクラ
イアントに送信します。新しいマイグレーション要求の戻り値は、次
のとおりです。

マイグレーションのキャンセル

SRV_CTL_MIGRATE 制御タイプを使用して、以前のマイグレーション
要求をキャンセルすることもできます。この場合、paramcnt を 0 にし、
param を NULL ポインタにする必要があります。次に例を示します。

ret = srv_send_ctlinfo(sp, SRV_CTL_MIGRATE, 0, NULL);
if (ret != CS_SUCCEED)
{
...
}

SRV_CTL_MIGRATE は、Open Server アプリケーション内のどのス
レッドでも使用できます。ただし、クライアント・スレッドの接続の
マイグレーションをキャンセルするスレッドの要件は、自身の接続マ
イグレーションをキャンセルするクライアント・スレッドの要件とは
異なります。

戻り値 説明

CS_SUCCEED マイグレーション要求が正常に送信されました。

CS_FAIL 次のいずれかの理由のため、マイグレーション要求に失
敗しました。

• Open Server スレッドが接続マイグレーションをサ
ポートしていない。

• 以前のマイグレーション要求が送信され、クライアン
トが新しいサーバへのマイグレーションを開始した。
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• どの Open Server スレッドでもマイグレーションをキャンセルでき
ますが、SRV_MIGRATE_STATE イベント・ハンドラが、クライア
ントでマイグレーションの準備ができたことをクライアント・ス
レッドに知らせる前に、キャンセルが要求される必要があります。

• クライアント・スレッドは、SRV_MIGRATE_STATE イベント・
ハンドラ内でもマイグレーションをキャンセルできます。ただ
し、クライアント・スレッドは、SRV_MIG_READY ステータス
の SRV_MIGRATE_STATE イベントを終了した後は、マイグレー
ションをキャンセルできません。

マイグレーションのキャンセルの戻り値は次のとおりです。

注意 マイグレーション要求が正常にキャンセルされると、Open Server 
は新しいマイグレーション・ステータス・イベントをトリガしません。

SRV_MIGRATE_RESUME

クライアントが結果の待機中に新しいサーバにマイグレートすると、
クライアント接続が正常にマイグレートされた後、新しいサーバは 
SRV_MIGRATE_RESUME イベントを呼び出します。マイグレーショ
ン要求が失敗した場合やキャンセルされた場合、イベントはオリジナ
ル・サーバから呼び出されます。

SRV_MIGRATE_RESUME イベント・ハンドラでは、アプリケーショ
ンは実際の結果をクライアントに送信する必要はありません。ただ
し、必ず送信する必要がある SRV_DONE_FINAL 結果タイプは除きま
す。デフォルトの SRV_MIGRATE_RESUME がクライアントに送信す
る結果は、SRV_DONE_FINAL だけです。

SRV_MIGRATE_RESUME イベント・ハンドラの例を次に示します。

/*
** Simple migrate_resume event handler.
*/

戻り値 説明

CS_SUCCEED マイグレーション要求が正常にキャンセルされました。

CS_FAIL 次のいずれかの理由のため、マイグレーションのキャン
セルに失敗しました。

• 進行中のマイグレーションがない。

• クライアントが新しいサーバへのマイグレーションを
開始した。
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CS_RETCODE CS_PUBLIC
migrate_resume_handler(SRV_PROC *sp)
{

CS_RETCODE    ret;
ret = srv_senddone(sp, SRV_DONE_FINAL,

CS_TRAN_COMPLETED, 0);
if (ret == CS_FAIL)
{

...

}
return CS_SUCCEED;

}

...

/*
** Install the migrate-resume event handler
*/
srv_handle(server, SRV_MIGRATE_RESUME,

migrate_resume_handler);
...

SRV_MIGRATE_STATE

SRV_MIGRATE_STATE は、マイグレーション・ステータスが 
SRV_MIG_READY または SRV_MIG_FAILED に移行すると必ずトリガ
されるイベントです。移行は、クライアントからマイグレーション・
メッセージが送信された結果です。SRV_MIGRATE_STATE イベント・
ハンドラは、次のような状況で呼び出されます。

SRV_T_MIGRATE_
STATE 状況

発生する可能性があるアプリケーショ
ンの動作

SRV_MIG_READY クライアントが、要求を検出し、
マイグレーションの準備ができた
ことを示すメッセージをサーバに
送信した。サーバは、マイグレー
ションを続行するかどうかを判断
する。

次のいずれか 1 つ。

• コンテキストを他のサーバが使用で
きるようにする。

• マイグレーションが必要なくなった
とアプリケーションが判断した場合
は、マイグレーションをキャンセル
する。

• 新しいマイグレーション・ターゲッ
トが選択されている場合は、別のマ
イグレーションを要求する。
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SRV_MIGRATE_STATE イベント・ハンドラの例を次に示します。

/*
** Simple migrate-state event handler
*/
CS_RETCODE CS_PUBLIC
migrate_state_handler(SRV_PROC *sp)
{

SRV_MIG_STATE migration_state;
ret = srv_thread_props(sp, CS_GET,

SRV_T_MIGRATE_STATE, &migration_state,
sizeof (migration_state), NULL);

...

switch(migration_state)
{

case SRV_MIG_READY:
...

case SRV_MIG_FAILED:
...

}
}

...

/*
** Install the migrate-state change event handler
*/
srv_handle(server, SRV_MIGRATE_STATE, 
migrate_state_handler);
...

SRV_MIGRATE_STATE イベント・ハンドラを使用するときは、次の
ことが当てはまります。

SRV_MIG_FAILED クライアントが、マイグレーショ
ンが失敗したことを示すメッセー
ジをサーバに送信した。

次のいずれか 1 つ。

• クライアント・コンテキストにアク
セスし、接続の提供を続行する。

• 別のマイグレーションを要求する。

SRV_T_MIGRATE_
STATE 状況

発生する可能性があるアプリケーショ
ンの動作
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• クライアント・スレッドが SRV_MIGRATE_STATE イベント・ハ
ンドラ内からマイグレーションをキャンセルした場合、アプリ
ケーションはコンテキストの一貫性を保つ必要があります。たと
えば、アプリケーションが作成したコンテキストを別のサーバが
使用することはありません。

• 新しいマイグレーション要求が SRV_MIGRATE_STATE イベント・
ハンドラ内から送信された場合、このハンドラはクライアントが
新しく要求されたマイグレーションを開始する準備ができたとき
に再度呼び出されます。

SRV_T_MIGRATE_STATE プロパティと SRV_MIG_STATE 列挙型

SRV_T_MIGRATE_STATE は、クライアントのマイグレーション・ス
テータスを示します。SRV_T_MIGRATE_STATE は、どのスレッドで
もアクセスできる読み込み専用プロパティです。示されるマイグレー
ション・ステータスは次のとおりです。

SRV_MIG_STATE は、SRV_T_MIGRATE_STATE プロパティをモデル化
する列挙データ型です。次のように SRV_MIG_STATE を宣言します。

typedef enum
{

SRV_MIG_NONE,
SRV_MIG_REQUESTED,
SRV_MIG_READY,
SRV_MIG_MIGRATING,
SRV_MIG_CANCELLED,
SRV_MIG_FAILED

} SRV_MIG_STATE;

状態 値 説明

SRV_MIG_NONE 0 進行中のマイグレーションがない。

SRV_MIG_REQUESTED 1 マイグレーションがサーバにより要求された。

SRV_MIG_READY 2 クライアントが要求を受信し、マイグレーションの準
備ができた。

SRV_MIG_MIGRATING 3 クライアントが指定されたサーバにマイグレート中で
ある。

SRV_MIG_CANCELLED 4 マイグレーション要求がキャンセルされた。

SRV_MIG_FAILED 5 クライアントがマイグレーションに失敗した。
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次のサンプル・コードは、SRV_T_MIGRATE_STATE 値を取得する方
法を示しています。マイグレーションに成功した場合、クライアント
が終了し、SRV_DISCONNECT イベント・ハンドラが 
SRV_MIG_MIGRATING ステータスで呼び出されます。

CS_RETCODE     ret;
SRV_MIG_STATE migration_state;
ret = srv_thread_props(sp, CS_GET, SRV_T_MIGRATE_STATE,

&migration_state, sizeof (migration_state), NULL);
if (ret != CS_SUCCEED)
{
...
}

SRV_T_MIGRATED

SRV_T_MIGRATED は、接続が新しい接続であるか、マイグレートさ
れた接続であるかを示す Boolean プロパティです。この読み込み専用
プロパティは、クライアントがマイグレート中であるか、サーバにマ
イグレートした場合は true に設定されます。次のサンプル・コード
は、SRV_T_MIGRATED の値を取得します。

CS_RETCODE     ret;
CS_BOOL migrated;
status = srv_thread_props(sp, CS_GET, SRV_T_MIGRATED,

&migrated, sizeof (migrated), NULL);

SRV_T_SESSIONID

SRV_T_SESSIONID は、クライアントから Open Server に送信された
セッション ID を取得するスレッド・プロパティです。次の場合は、
srv_thread_props() 関数を使用して SRV_T_SESSIONID プロパティを設
定できます。

• srv_thread_props(CS_SET, SRV_T_SESSIONID) 呼び出しが 
SRV_CONNECT イベント・ハンドラ内で行われた。

• クライアントで接続マイグレーションまたは高可用性がサポート
されている。

次のサンプル・コードは、SRV_T_SESSIONID プロパティを設定します。

CS_RETCODE     ret;
CS_SESSIONID hasessionid;
ret = srv_thread_props(sp, CS_SET, SRV_T_SESSIONID,
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hasessionid, sizeof(hasessionid), NULL);

注意 HA フェールオーバの場合、セッション ID がクライアントに送
信されるように srv_negotiate() シーケンスをプログラミングする必要
があります。

クライアントに対する異なるサーバへのマイグレーションの指示

この項では、他のサーバにクライアントをマイグレートするための 
Open Server の要件について説明します。クライアントを異なるサーバ
にマイグレートするとき、アプリケーションは次の処理を実行する必
要があります。

1 ユニーク・セッション ID を作成し、それを接続ハンドラでクラ
イアントに送信します。

2 接続マイグレーションを開始します。

3 マイグレーション・イベントを処理します。

4 接続のセッション ID を使用して、他のサーバへの接続のコンテ
キストを共有します。

5 ( オプション ) 既存のハンドラで進行中のマイグレーションを操作
します。

これ以降は、これらのアクティビティについて詳細に説明します。

クライアントへのマイグレーションの要求

Open Server は、srv_send_ctlinfo() を使用してマイグレーション要求をク
ライアントに送信できます。クライアント・マイグレーションは、ど
の Open Server スレッドからでも要求できます。

接続 (SRV_CONNECT) イベントのマイグレーション

SRV_CONNECT イベント・ハンドラでは、アプリケーションで次の
処理を実行する必要があります。
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• SRV_T_MIGRATED プロパティを確認し、接続がマイグレートさ
れた接続であるかどうかを判断します。マイグレートされた接続
である場合、アプリケーションはクライアントにより提供される
セッション ID に基づいてコンテキストにアクセスする必要があ
ります。セッション ID は、SRV_T_SESSIONID スレッド・プロパ
ティを使用して取得できます。

• CS_REQ_MIGRATE を確認して、クライアントが接続マイグレー
ションをサポートするかどうかを判別します。クライアントが接
続マイグレーションをサポートする場合、アプリケーションは 
SRV_T_SESSIONID プロパティを使用してセッション ID をクライ
アントに送信する必要があります ( クライアントがまだセッショ
ン ID を取得していない場合 )。クライアントにセッション ID を
割り当てることで、アプリケーションは必要が生じたときにマイ
グレートするようにクライアントに指示できます。

マイグレーション・ステータス (SRV_MIGRATE_STATE) イベントの管理

SRV_MIGRATE_STATE イベント・ハンドラは、マイグレーションの
状態変更を管理し、変更ごとに適切なアクションを実行する必要があ
ります。

• SRV_MIG_READY に変更された SRV_MIGRATE_STATE

"ready" マイグレーション・ステータスは、クライアントでマイグ
レーションの準備ができており、現在のところは要求を送信して
いないことを示しています。SRV_MIGRATE_STATE イベント・
ハンドラでは、Open Server はマイグレート先のサーバとクライア
ント・コンテキストを共有します。その後、アプリケーションは
イベント・ハンドラから戻ることができ、Open Server はマイグ
レーションの開始を自動的にクライアントに指示できます。

• SRV_MIG_FAILED に変更された SRV_MIGRATE_STATE

マイグレーション・ステータスが "failed" に変更されたために 
SRV_MIGRATE_STATE イベント・ハンドラがトリガされた場合、
アプリケーションは再度コンテキストにアクセスする必要があり
ます。アプリケーションで srv_send_ctlinfo() 関数を使用して 
SRV_MIG_STATE イベント・ハンドラから別のマイグレーション
試行を要求できます。ただし、クライアントは再度マイグレート
する準備ができたことを示す前に、別のクエリを送信した可能性
があります。アプリケーションは、そのような要求を処理または
マイグレートできる必要があります。
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クライアント・コンテキストの共有

サーバがクライアントの処理を開始して続行する場合、サーバはクラ
イアントのセッション ID により識別されるクライアントのコンテキ
ストにアクセスできる必要があります。通常、クライアントのコンテ
キストには、クライアントのイベント・ハンドラがアクセス可能な
データ ( グローバル・データなど ) が含まれています。接続に必要な
コンテキストの量は、Open Server アプリケーションが提供するサービ
スによって決まります。サービスのコンテキストが少なければ少ない
ほど、共有する必要があるコンテストは少なくなります。

マイグレーション再開 (SRV_MIGRATE_RESUME) イベントの管理

アプリケーションは、残りの結果とメッセージを 
SRV_MIGRATE_RESUME イベント・ハンドラ内でクライアントに送
信します。Open Server がクライアントに送信する結果とメッセージ
は、アプリケーションとマイグレーションのタイプによって異なりま
す。ただし、アプリケーションは SRV_DONE_FINAL 結果タイプをク
ライアントに送信して、SRV_MIGRATE_RESUME イベント・ハンド
ラを終了する必要があります。

切断 (SRV_DISCONNECT) イベントのマイグレーション

SRV_DISCONNECT イベント・ハンドラでは、アプリケーションで 
SRV_T_MIGRATE_STATE を確認してクライアントのマイグレーショ
ン状態を判別する必要があります。

• マイグレーション・ステータス SRV_MIG_REQUESTED は、クライ
アントがマイグレーション要求に応答できるようになる前に Open 
Server アプリケーションが接続を終了したため、
SRV_DISCONNECT イベントがトリガされたことを示しています。

• マイグレーション・ステータス SRV_MIG_MIGRATING は、新し
いサーバへのマイグレーションが成功した後でクライアント・ア
プリケーションが接続を閉じたため、SRV_DISCONNECT イベン
トがトリガされたことを示しています。

• 他のすべてのマイグレーション状態の場合は他のサーバがこのコ
ンテキストを取得しないため、クライアントは接続固有のコンテ
キストがクリーンアップされるようにする必要があります。
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バッチ内マイグレーションの管理

長時間実行されているイベント・ハンドラは、マイグレーション • ス
テータスを定期的に検査する必要があります。他の Open Server ス
レッドは、イベント・ハンドラ・プロセスがまだ実行中の間でも、マ
イグレーション要求を送信できます。この場合、イベント・ハンドラ
は可能であればプロセスを中断し、接続が新しいサーバにマイグレー
トされるまで結果の生成と送信を延期する必要があります。

アテンション処理

クライアントがアテンション・メッセージを送信して未処理の要求を
キャンセルすると、SRV_T_GOTATTENTION スレッド・プロパティ
が CS_TRUE に設定されて SRV_ATTENTION イベント・ハンドラが呼
び出されます。接続マイグレーションで必要になる具体的なアテン
ション処理は次のとおりです。

• SRV_MIGRATE_STATE イベント・ハンドラと SRV_MIG_READY 
ステータスの場合

マイグレーションの準備ができたことをクライアントが示す前にア
テンション・メッセージが SRV_MIGRATE_STATE イベント・ハン
ドラに到着した場合、SRV_MIGRATE_STATE イベント・ハンドラが
終了すると Open Server はアテンションを確認します。これにより、
クライアントからの要求が完了します。マイグレーションが成功す
ると、クライアントのマイグレート先のサーバはこのアテンショ
ン・メッセージを受信しません。クライアントが Open Server からの
結果を待機していないため、SRV_MIGRATE_RESUME イベント・
ハンドラは呼び出されません。

したがって、アプリケーションは他のサーバがコンテキストを使
用できるようにする前に、SRV_T_GOTATTENTION プロパティが 
CS_TRUE に設定されているかどうかを確認する必要があります。
SRV_T_GOTATTENTION が CS_TRUE に設定されている場合、コ
ンテキストを更新して、クライアントが操作をキャンセルしたこ
とを示す必要があります。

• SRV_MIGRATE_RESUME イベント・ハンドラの場合



接続マイグレーション 

54  Open Server

マイグレーションの準備ができたことが示され、マイグレーショ
ンが成功した後、クライアントがアテンション・メッセージを送
信した場合、アテンションはクライアントのマイグレート先の
サーバに送信されます。このため、マイグレーションが成功する
と、オリジナル・サーバがコンテキストを更新してキャンセルを
反映した場合でも、SRV_MIGRATE_RESUME イベント・ハンド
ラがアテンションを受信可能な可能性があります。したがって、
アプリケーションは SRV_MIGRATE_RESUME イベント・ハンド
ラを実行する前に、クライアントがアテンションをサーバに送信
したかどうかを確認する必要があります。

Open Server の切断

アプリケーションは、マイグレーションが要求されたときでもクライ
アント接続を終了できますが、Open Server が終了コマンドを発行する
直前に送信された新しいクライアント・コマンドは失われる可能性が
あります。これを回避するには、アプリケーションが次の処理を実行
する必要があります。

• 可能であれば、クライアントがマイグレーションを指示された場
合は接続を終了しないようにします。

• クライアントを切断する必要がある場合、Open Server はマイグ
レーションを要求する前に適切な待機時間を設定する必要があり
ます。これにより、別のコマンドを発行するまでにマイグレー
ション要求を検出する時間がクライアントに与えられます。

• Open Server が接続を終了すると、SRV_DISCONNECT イベント・
ハンドラが呼び出されます。このハンドラ内で、マイグレーショ
ン・ステータスが SRV_MIG_REQUESTED に設定されたままの場
合は、他のサーバがコンテキストを使用できるようにします。

マイグレートされたクライアントからの接続の受け入れ

Open Server は、SRV_CONNECT イベント・ハンドラ内の 
SRV_T_MIGRATED プロパティを検査することで、新しい接続がマイ
グレート中か、マイグレートを完了したかを判断できます。
SRV_T_MIGRATED が TRUE の場合、SRV_T_SESSIONID プロパティ
を使用してクライアントからセッション ID を取得できます。セッ
ション ID を変更することもできますが、セッション ID は後でクライ
アントをマイグレートするために必要ではありません。
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クライアントのマイグレート時にクライアントがコマンドを実行して
いた場合、SRV_MIGRATE_RESUME イベントがトリガされ、Open 
Server は結果をクライアントに送信してコマンドを完了できます。アプ
リケーションは、セッション情報の取得を行います。さらに、
SRV_MIGRATE_RESUME イベント・ハンドラ内から結果をクライアン
トに引き続き送信する必要があるかどうかも判断する必要があります。

エラー・メッセージ

接続マイグレーション機能を使用しているときに発生する可能性があ
るエラー・メッセージを次に示します。

CS_BROWSEDESC 構造体
srv_tabname と srv_tabcolname  は、CS_BROWSEDESC 構造体を使って
ブラウズ・モード・クエリの基本構造体に関する情報を返します。

CS_BROWSEDESC 構造体の定義は次のとおりです。

/*
 ** CS_BROWSEDESC
 ** The Open Server browse column description
 ** structure.
 */
 typedef struct _cs_browsedesc
 {
     CS_INT status;
     CS_BOOL     isbrowse;
     CS_CHAR      origname[CS_MAX_NAME];

エラー 説明

srv_thread_props(): プロパティ 
(SRV_T_SESSIONID) は利用できません。

クライアントがまだ取得していないセッション ID を
取得しようとしました。

srv_send_ctlinfo(SRV_CTL_MIGRATE): 接続はマ
イグレートできません。

クライアントがマイグレーションをサポートしませ
ん。

srv_send_ctlinfo(SRV_CTL_MIGRATE): この時点
でマイグレーションをキャンセルすることはで
きません。

すでに開始されたマイグレーションのキャンセルを
要求しました。

マイグレーションが失敗しました。
SRV_MIGRATE_STATE ハンドラはインストー
ルされていません。

デフォルトの SRV_MIGRATE_STATE ハンドラがマ
イグレーション失敗を検出しました。
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     CS_INT      orignlen;
     CS_INT      tablenum;
     CS_CHAR     tablename[CS_OBJ_NAME];
     CS_INT       tabnlen;
 } CS_BROWSEDESC;

各パラメータの意味は次のとおりです。

• status は、次に示す記号の OR ( 論理和 ) 演算の結果のビットマス
クです。

CS_EXPRESSION は、カラムが式 ( 次のクエリの "sum*2" など ) の
結果であることを示します。

     select sum*2 from areas

CS_RENAMED は、カラムの見出しがカラムのオリジナル名では
ないことを示します。カラムが次の形式のクエリの結果である場
合には、データベース内のカラム名と異なった見出しになりま
す。

     select Author = au_lname from authors

• isbrowse は、ブラウズ・モードでカラムを更新できるかどうかを
示します。

カラムが式の結果でもなく timestamp カラムでもない場合や、カ
ラムがブラウズ可能なテーブルに所属している場合は、更新が可
能です。ユニークなインデックスと timestamp カラムがあるテー
ブルは、ブラウズ可能です。

isbrowse は、カラムを更新できる場合は CS_TRUE に、更新できな
い場合は CS_FALSE に設定されます。

• origname は、データベース内のカラムのオリジナル名です。

カラムを更新する場合は、select 文で指定された見出しではなく、
オリジナル名を使用する必要があります。

• orignlen は、origname の長さのバイト数です。

• tablenum は、カラムの所属しているテーブルの番号です。select 文
の "from" リストの 初のテーブルがテーブル 1、次がテーブル 2 
というようになります。

• tablename は、カラムが所属しているテーブルの名前です。

• tabnlen は、tablename の長さ ( バイト数 ) です。
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CS_DATAFMT 構造体
CS_DATAFMT 構造体は、データ値とプログラム変数を記述するため
に使用します。次に例を示します。

•  srv_bind は、CS_DATAFMT 構造体を使って送信元または送信先の
プログラム変数を記述します。

• srv_descfmt は、CS_DATAFMT 構造体を使ってクライアント・
データを記述します。

• cs_convert を実行するには、変換前と変換後のデータを記述する 
CS_DATAFMT 構造体が必要です。

ほとんどのルーチンは、CS_DATAFMT のフィールドのサブセットし
か使用しません。たとえば、srv_bind は name および usertype フィール
ドを使用しません。また、srv_descfmt は format フィールドを使用しま
せん。ルーチンが使用する CS_DATAFMT のフィールドについては、
そのルーチンのリファレンス・ページを参照してください。

CS_DATAFMT 構造体の定義は次のとおりです。

typedef struct _cs_datafmt
{
     CS_CHAR       name[CS_MAX_NAME];   /* Name of data.*/
      CS_INT        namelen;             /* Length of name.*/
      CS_INT        datatype;            /* Datatype of data.*/
      CS_INT        format;              /* Format symbols.*/
      CS_INT        maxlength;           /* Max length of data.*/
      CS_INT        scale;               /* Scale of data.*/
      CS_INT        precision;           /* Precision of data.*/
      CS_INT        status;              /* Status symbols.*/
 
    /*
       ** The following field is not used in Open Server.
       ** It must be set to 1 or 0.
       */
       CS_INT         count;

     /*
       ** These fields are used to support user-defined
       ** datatypes and international datatypes:
       */
       CS_INT    usertype;            /* User-defined type.*/
       CS_LOCALE *locale;             /* Locale information.*/

} CS_DATAFMT;

各パラメータの意味は次のとおりです。
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• name はデータ名、つまりカラムまたはパラメータの名前です。

• namelen は name の長さ ( バイト数 ) です。namelen を 
CS_NULLTERM に設定し、NULL で終了する名前を示してくださ
い。name が NULL の場合は、namelen を 0 に設定します。

• datatype はデータのデータ型です。「データ型」(229 ページ ) にリ
ストされている Open Server データ型のいずれかです。

注意 datatype フィールドには、データの Open Server データ型を
記述します。usertype は、Open Server データ型のほかにアプリ
ケーション定義データ型がデータに設定されている場合にのみ使
用します。

たとえば、次の Adaptive Server Enterprise コマンドは Adaptive 
Server Enterprise のユーザ定義タイプ birthday を作成します。

sp_addtype birthday, datetime

さらに、次のコマンドによって、この新しい型のカラムを含む
テーブルが作成されます。

create table birthdays
(
          name        varchar(30),
          happyday    birthday
 )

ユーザ定義のデータ型をサポートする Open Server アプリケーショ
ンは、CS_DATAFMT の datatype フィールドを 
CS_DATETIME_TYPE に、usertype フィールドを型 birthday のユー
ザ定義の ID に設定することによって、クライアントにこの情報
を返します。

• format は、文字またはバイナリ・データの送信先のフォーマット
を記述します。format は、次の記号の OR ( 論理和 ) 演算の結果の
ビットマスクです。表 2-7 に、format の有効値を示します。
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表 2-7：format の値 (CS_DATAFMT)

• maxlength は、CS_DATAFMT を使用している Open Server ルーチン
に応じて、さまざまな長さを表すことができます。表 2-8 に、
maxlength が表す長さを示します。

表 2-8：maxlength の意味 (CS_DATAFMT)

• scale はデータの位取りです。データ型が decimal または numeric 
の場合だけ、scale を使用します。

scale の有効値は、CS_MIN_SCALE から CS_MAX_SCALE の範囲
です。デフォルトの位取りは CS_DEF_SCALE です。

送信先データが送信元データと同じ位取りを使用することを示す
には、scale を CS_SRC_VALUE に設定します。

• scale は、precision 以下でなければなりません。

• precision はデータの精度です。データ型が decimal または 
numeric の場合だけ、precision を使用します。

precision の有効値は、CS_MIN_PREC から CS_MAX_PREC の
範囲です。デフォルトの精度は CS_DEF_PREC です。

送信先データが送信元データと同じ精度を使用することを示
すには、precision を CS_SRC_VALUE に設定します。

記号 意味 注意

CS_FMT_NULLTERM データは NULL で終了しなけれ
ばならない。

文字または text 
データ

CS_FMT_PADBLANK 送信先変数の長さいっぱいまで、
データの後にブランクを埋め込
む必要がある。

文字または text 
データ

CS_FMT_PADNULL 送信先変数の長さいっぱいまで、
データの後に NULL を埋め込む
必要がある。

バイナリ、
image、文字、
または text デー
タ

CS_FMT_UNUSED このデータ型には埋め込みも 
NULL 終了も適用されない。

すべてのデータ
型

Open Server ルー
チン maxlength の意味

srv_bind バインド変数の長さ

srv_descfmt 記述されているカラムまたはパラメータの可能な
大長

cs_convert 変換元データの長さと変換先バッファ容量の長さ



CS_DATAFMT 構造体 

60  Open Server

• precision は、scale 以上でなければならない。

• status は、情報の種類を指定するために使用されるビット
マスクです。表 2-9 に、status に指定できる情報の種類を
示します。

表 2-9：status の値 (CS_DATAFMT)

• count は、Server Library ルーチンでは使用しません。常に 0 または 
1 に設定してください。

• usertype は、返されるデータが存在する場合のユーザ定義のデー
タ型です。

• locale は、ローカライゼーション情報が格納されている 
CS_LOCALE 構造体へのポインタです。ローカライゼーション情
報が必要でない場合には、locale を NULL に設定してください。

記号値 意味

CS_CANBENULL カラムは、NULL 値を含むことができる。

CS_DESCIN CS_DATAFMT 構造体は、動的 SQL 入力パラメータを
記述している。

CS_DESCOUT CS_DATAFMT 構造体は、動的 SQL 出力パラメータを
記述している。

CS_HIDDEN カラムは公開された「隠しカラム」。

CS_INPUTVALUE パラメータは、カーソル・オープン・コマンドまた
は戻り値のない RPC パラメータのための入力値。

CS_KEY カラムは、キー・カラムである。

CS_RETURN パラメータは、RPC コマンドへの戻りパラメータ。

CS_TIMESTAMP カラムは、timestamp カラム。アプリケーションは、
ブラウズ・モードで更新を行うときに timestamp カラ
ムを使用する。

CS_UPDATABLE カラムは、更新可能なカーソル・カラムである。

CS_UPDATECOL パラメータは、カーソル宣言コマンドの update 句内
のカラム名。

CS_VERSION_KEY カラムは、ローのバージョン・キーの一部である。
 
Adaptive Server Enterprise は、バージョン・キーを位
置付けのために使用する。

CS_NODEFAULT パラメータに対して指定されたデフォルトはない。
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CS_IODESC 構造体
CS_IODESC は「I/O 記述子構造体」とも呼ばれ、text または image 
データを記述します。

クライアントの text または image データを処理するときには、Open 
Server アプリケーションは cmd 引数を CS_GET に設定して srv_text_info 
を呼び出します。この呼び出しでデータが挿入されるのは、
CS_IODESC 引数の total_textlen フィールドだけです。

クライアントにデータ・カラムを送信する場合には、アプリケーショ
ンは、cmd  引数を CS_SET に設定して srv_text_info を呼び出します。こ
の場合、CS_IODESC 構造体は、送信されている text または image カラ
ムを記述しています。CS_IODESC は下記のように定義されています。

typedef struct _cs_iodesc
{
      CS_INT    iotype;                  /* CS_IODATA           */
      CS_INT    datatype;                /* Text or image.*/
      CS_LOCALE *locale;             /* Locale information.*/
      CS_INT    usertype;                /* User-defined type.*/
      CS_INT    total_txtlen;            /* Total data length.*/
      CS_INT    offset;                  /* Reserved.*/
      CS_BOOL   log_on_update;           /* Log the insert.*/
      CS_CHAR   name[CS_OBJ_NAME];       /* Name of data object.*/
      CS_INT        namelen;             /* Length of name.*/
      CS_BYTE   timestamp[CS_TS_SIZE];   /* Adaptive Server Enterprise id. */
      CS_INT    timestamplen;            /* Length of timestamp.*/
      CS_BYTE   textptr[CS_TP_SIZE];     /* Adaptive Server Enterprise pt  */
      CS_INT    textptrlen;              /* Length of textptr.*/
 } CS_IODESC;

各パラメータの意味は次のとおりです。

• iotype は実行する I/O のタイプを指定します。text および image の
オペレ－ションでは、iotype には常に値 CS_IODATA が設定されま
す。

• datatype は、データ・オブジェクトの「データ型」です。datatype 
の有効値は、CS_TEXT_TYPE と CS_IMAGE_TYPE だけです。

• locale は、現在、Open Server では使用されません。NULL に設定
します。

• usertype は、Open Server では使用されません。

• total_txtlen は、text または image 値の全体の長さ ( バイト数 ) です。

• offset は、今後の使用のために予約されています。
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• log_on_update は、この text または image 値に対する更新をログに
記録するかどうかを表します。

• name は、text または image カラムの名前です。

• namelen は、name の長さ ( バイト数 ) です。CS_NULLTERM の場
合は、名前が null で終了することを示します。

• timestamp は、カラムのテキスト・タイムスタンプです。テキス
ト・タイムスタンプは、text または image カラムが 後に修正さ
れた時間を示します。

• timestamplen は、timestamp の長さ ( バイト数 ) です。

• textptr は、カラムの挿入または取得のための text または image バイ
トの配列です。

• textptrlen は、textptr の長さ ( バイト数 ) です。

CS-Library
CS-Library は、Open Server アプリケーションと Open Client アプリ
ケーションの両方で有用あるいは必要であるユーティリティ・ルーチ
ンおよび構造体の集まりです。以前のバージョンでは、Server-Library 
と Client-Library の両方でこのようなユーティリティ・ルーチンと構造
体を提供していたため、無駄な重複がありました。

共通ルーチン

CS-Library のルーチンは、次の機能をサポートします。

• データ型変換

• 算術演算

• 文字セット変換

• 日時オペレーション

• ソート順オペレーション

• ローカライゼーション・ルーチン

CS-Library には、CS-Library の構造体を割り付けるルーチンも含まれ
ています。
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スタンドアロンの CS-Library アプリケーションを作成することもでき
ますが、このライブラリの主な機能は、Open Client アプリケーション
と Open Server アプリケーションに共通のユーティリティを提供する
ことです。

これらのルーチンが提供する機能には、現行の Server-Library ルーチ
ンが提供しているものもあります。Server-Library ルーチンを対応する 
CS-Library ルーチンに置き換える必要は現時点ではありませんが、将
来的には必要になる可能性があります。

共通データ構造体

共通ルーチンに加えて、CS-Library は Open Client と Open Server の両
方のアプリケーションに役立つデータ構造体を提供しています。これ
らのデータ構造体の中には、アプリケーション・プログラミング環
境、つまり「コンテキスト」に関する情報が格納された 
CS_CONTEXT 構造体が含まれています。

Open Server アプリケーションのプログラマは、この構造体に格納され
ているグローバル・アプリケーション属性を設定することで、アプリ
ケーションの動作を調整できます。この機能の詳細については、「プ
ロパティ」(157 ページ ) を参照してください。

他の CS-Library 構造体は、Open Client とアプリケーションと Open 
Server アプリケーションの間で通信されるデータについての情報を含
んでいます。

注意 Client-Library プログラムと Server-Library プログラムは、コン
テキスト構造体を必要とし、CS-Library だけがこの構造体を割り付け
ることができます。そのため、Client-Library プログラムと Server-
Library プログラムはすべて、CS-Library への呼び出しを少なくとも 2 
つ、つまり、CS_CONTEXT を割り付ける呼び出しとそれを解除する
呼び出しを含んでいます。
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エラー処理

Open Server アプリケーションは、CS-Library エラーを報告するため
に、cs_config ルーチンで「メッセージ・コールバック・ルーチン」を
インストールしなければなりません。srv_props でインストールした標
準の Open Server エラー・ハンドラは、cs_convert への呼び出しで発生
したデータ変換エラーなどの CS-Library エラーを捕捉しません。

Open Server アプリケーションが CS-Library ハンドラをインストールし
ていない場合、Open Server は、アプリケーションが srv_version を呼び
出したときにデフォルト・ハンドラをインストールします。このデ
フォルト・ハンドラは、Open Server のログに CS-Library エラーを書き
込みます。

CS-Library エラーの処理の詳細と CS-Library の全般的な情報について
は、『Open Client/Server Common Libraries リファレンス・マニュアル』
を参照してください。

CS_SERVERMSG 構造体
CS_SERVERMSG 構造体は、サーバ・エラー・メッセージに関する情
報を含んでいます。

Open Server では、CS_SERVERMSG 構造体を使用し、srv_sendinfo ルー
チンを介してクライアントにエラー・メッセージを送信します。

CS_SERVERMSG 構造体の定義は次のとおりです。

/*
 ** CS_SERVERMSG
 ** The server message structure.
 */

typedef struct _cs_servermsg
 {
     CS_INT msgnumber;
     CS_INT state;
     CS_INT severity;
     CS_CHAR text[CS_MAX_MSG];
     CS_INT textlen;
     CS_CHAR svrname[CS_MAX_NAME];
     CS_INT svrnlen;

    /*
     ** If the error involved a stored procedure,
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     ** the following fields contain information
     ** about the procedure:
     */
     CS_CHAR proc[CS_MAX_NAME];
     CS_INT proclen;
     CS_INT line;

    /*
     ** Other information.
     */
     CS_INT status;
     CS_BYTE sqlstate[CS_SQLSTATE_SIZE];
     CS_INT sqlstatelen;
 } CS_SERVERMSG;

各パラメータの意味は次のとおりです。

• msgnumber は、クライアントに報告される Open Server またはアプ
リケーションの「メッセージ番号」です。

• state は、メッセージ生成時の状態です。アプリケーションによっ
て定義します。

• severity は、メッセージの重大度です。

• text は、メッセージ・テキストです。

• textlen は、text のバイト単位での長さです。

• svrname は、メッセージを生成したサーバ名です。この値を、現
在実行中の Open Server アプリケーションの名前などの別の名前に
することもできます。

• svrnlen は svrname の長さ ( バイト数 ) です。

• proc は、メッセージを生成した「ストアド・プロシージャ」の名
前です ( 存在する場合 )。

• proclen は、proc の長さ ( バイト数 ) です。

• line は、メッセージを生成したストアド・プロシージャ内の行番
号です ( 存在する場合 )。

• status は、メッセージのまとまりがメッセージの 初、 後、中
間のどの部分であるか、メッセージに拡張エラー・データが含ま
れているかどうかについての情報を含んでいます。status は、バ
イト順フラグなので、2 つ以上の値を設定できます。次に例を示
します。

mrec.status = CS_FIRST_CHUNK | CS_LAST_CHUNK;
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mrec は、CS_SERVERMSG 構造体として宣言されます。

表 2-10 に、status の有効値を示します。

表 2-10： CS_SERVERMSG 構造体の status フィールドの値

• sqlstate は、エラーを説明するバイト文字列です。

すべてのサーバ・メッセージが SQL ステータス値を持っているわ
けではありません。メッセージに SQL ステータス値がない場合、
sqlstate の値は "ZZZZZ" になります。

• sqlstatelen は、sqlstate 文字列の長さ ( バイト数 ) です。

「クライアント・コマンド・エラー」(38 ページ ) を参照してください。

カーソル
Adaptive Server Enterprise が実装しているカーソルは Server-Library と 
Client-Library によってサポートされています。

Adaptive Server Enterprise にカーソルがどのように実装されているかに
ついては、『ASE リファレンス・マニュアル』を参照してください。

値 意味

CS_HASEED メッセージに関連する拡張エラー・データがある。

CS_FIRST_CHUNK text に含まれるメッセージ・テキストは、メッセージ
の 初のまとまり。

CS_FIRST_CHUNK と CS_LAST_CHUNK が両方とも
オンになっていると、text にはメッセージ全体が含ま
れる。

CS_FIRST_CHUNK も CS_LAST_CHUNK もオンに
なっていないと、text にはメッセージの中間のまとま
りが含まれる。

CS_LAST_CHUNK text に含まれるメッセージ・テキストは、メッセージ
の 後のまとまり。

CS_FIRST_CHUNK と CS_LAST_CHUNK が両方とも
オンになっていると、text にはメッセージ全体が含ま
れる。

CS_FIRST_CHUNK も CS_LAST_CHUNK もオンに
なっていないと、text にはメッセージの中間のまとま
りが含まれる。
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Client-Library でカーソルがどのようにサポートされているかについて
は、『Open Client Client-Library/C リファレンス・マニュアル』を参照
してください。

カーソルの概要

カーソルとは、SQL 文にリンクされた記号名です。カーソルを宣言す
ると、リンクが確立されます。SQL 文は、次のいずれかです。

• SQL select 文

• Transact-SQL execute 文

• 動的 SQL 準備文

カーソルに関連付けられた SQL 文は、カーソルの本体と呼ばれます。
クライアントがカーソルをオープンすると、カーソルの本体が実行さ
れ、結果セットが生成されます。Open Server アプリケーションは、
カーソル要求を検出してカーソル結果をクライアントに返します。

カーソルの利点

カーソルを使うことによって、クライアント・アプリケーションは、
単にデータ・ローの完全なセットを取得するだけでなく、結果セット
内の個々のローにアクセスできます。

1 つの接続で同時に複数のカーソルをオープンすることもできます。
すべてのカーソル結果セットを同時にアプリケーションで使用できる
ため、アプリケーションは、随時、カーソル結果セットからデータ・
ローをフェッチすることができます。これは、1 ローずつ順番に処理
しなければならない他のタイプの結果セットとは対照的な方法です。

また、クライアント・アプリケーションは、カーソル結果セットの
ローをフェッチしながら基本データベース・テーブルを更新すること
ができます。
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Open Server アプリケーションとカーソル

この項では、Open Server のカーソル・サポートの基本的な情報につい
て説明します。SRV_CURSOR イベント・ハンドラの構築方法の詳細
については、 「特定の要求への応答方法」(77 ページ ) を参照してくだ
さい。

カーソル要求の生成方法

クライアント・アプリケーションは、Open Server アプリケーションに
カーソル・コマンドを発行してカーソルを要求します。

クライアント・アプリケーションは、Client-Library コマンドの 
ct_cursor を呼び出してカーソル・コマンドを開始します。『Open Client 
Client-Library/C リファレンス・マニュアル』を参照してください。

カーソルを要求すると、Open Server は SRV_CURSOR  イベントを生成
します。カーソル要求に応答する場合、Open Server アプリケーション
には SRV_CURSOR イベント・ハンドラが必要です。

カーソル・コマンドのタイプ

表 2-11 に、クライアントが発行できるカーソル・コマンドのタイプ
を示します。
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表 2-11： カーソル・コマンドの概要

通常、クライアント・アプリケーションは 表 2-11 にリストされた順
序でカーソル・コマンドを発行しますが、必要に応じてこの順序が変
わることもあります。たとえば、カーソルをフェッチしてからクロー
ズし、再びオープンしてもう一度ローをフェッチする、というような
場合です。

クライアントとのカーソル情報の交換

SRV_CURSOR イベント・ハンドラは、srv_cursor_props ルーチンと 
SRV_CURDESC 構造体を使って、カーソル情報をクライアントと交換
します。srv_cursor_props では、現在の情報をクライアントに送信して
クライアントからカーソル情報を取得する場合、SRV_CURDESC 構造
体にアクセスします。

「srv_cursor_props 」(288 ページ ) を参照してください。

クライアントとサーバは、1 つの接続で複数のカーソル情報を交換で
きるので、それぞれのカーソルを識別する必要があります。Open 
Server アプリケーションは、カーソル宣言への応答として、ユニーク
なカーソル ID を送り返します。このカーソルが存在する間は、クラ
イアントとサーバはこの ID を使用してこのカーソルを参照します。

SRV_CURDESC 構造体

SRV_CURDESC 構造体には、次のようなカーソル情報が含まれます。

• ユニークなカーソル ID

コマンドのタイプ 実行する内容

宣言 カーソル名をカーソルの本体と関連付ける。

オープン カーソルの本体を実行し、カーソル結果セットを生
成する。

情報 カーソルのステータスを報告するか、カーソル・
ロー・フェッチ・カウントを設定する。

フェッチ カーソル結果セットからローをフェッチする。

更新または削除 現在のカーソル・ローの内容を更新または削除す
る。

クローズ カーソル結果セットを使用できないようにする。
カーソルを再オープンすると、カーソル結果セット
が再生成される。

割り付け解除 カーソルを存在しないようにする。割り付け解除さ
れたカーソルを再オープンすることはできない。
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• クライアントが 後に発行したカーソル・コマンドのタイプ

• カーソルのステータス

SRV_CURDESC 構造体の定義は次のとおりです。

/*
 ** SRV_CURDESC
 ** The Open Server cursor description
 ** structure.
 */
 
 typedef struct srv_curdesc
 {
     CS_INT       curid;
     CS_INT       numupcols;
     CS_INT       fetchcnt;
     CS_INT       curstatus;
     CS_INT       curcmd;
     CS_INT       cmdoptions;
     CS_INT       fetchtype;
     CS_INT       rowoffset;
     CS_INT       curnamelen;
     CS_CHAR      curname[CS_MAX_CHAR];
     CS_INT       tabnamelen;
     CS_CHAR      tabname[CS_MAX_CHAR];
     CS_VOID  *userdata;
 
 } SRV_CURDESC;

表 2-12 に、SRV_CURDESC 構造体のフィールドのリストを示します。
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表 2-12： SRV_CURDESC 構造体のフィールド

フィールド名 説明 注意

curid 現在のカーソル識
別子

Open Server アプリケーションは、ク
ライアントからの 
CS_CURSOR_DECLARE コマンドに
応答するときに curid を設定しなけれ
ばならない。その後にクライアント
から発行される、宣言されたカーソ
ルに関連するコマンドはすべて、識
別子として curid を使用しなければな
らない。現在のカーソル識別子がな
いか、クライアントがすべての使用
可能なカーソルのステータスを要求
している場合には、curid は 0 に設定
される。

numupcols カーソル更新句内
のカラム数

numupcols は、更新カラムがない場合
には 0 に設定される。この情報は、
カーソルが宣言されるときに使用で
きる。

fetchcnt このカーソルに関
する現在のロー・
フェッチ・カウン
ト、つまり 
CS_CURSOR_FETC
H コマンドに応答し
てクライアントに
送信されるローの
数

fetchcnt は、CS_CURSOR_INFO コマ
ンドをクライアントから受け取るか、
このコマンドに応答するクライアン
トに CS_CURSOR_INFO コマンドを
送信するときに、設定される。クラ
イアントでロー・フェッチ・カウン
トが明示的に設定されていない場合
は、fetchcnt は 1 に設定される。Open 
Server アプリケーションが、要求さ
れたフェッチ・カウントをサポート
できない場合は、応答する前にこの
フィールドを別の値に設定すること
ができる。

curstatus 現在のカーソルの
ステータス

Open Server は、クライアントから受
け取ったカーソル・コマンドに応答
してカーソル・ステータスを設定す
る。有効な値のリストについては、

「curstatus の値」(73 ページ ) を参照。

curcmd 現在のカーソル・
コマンド・タイプ

有効な値のリストについては、
表 2-14 を参照。

cmdoptions カーソル・コマン
ドに関するオプ
ション

すべてのコマンドに関連オプション
があるわけではない。cmdoptions の
値は、カーソル・コマンドのタイプ
によって異なる。コマンド別の 
cmdoptions の値のリストについては、
表 2-14 を参照。
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fetchtype クライアントが要
求したフェッチの
タイプ

fetchtype は、クライアントから 
CS_CURSOR_FETCH コマンドを受け
取ったときに書き込まれる。有効な
フェッチ・タイプとその意味は次の
とおり。

• CS_NEXT － 次のロー

• CS_PREV － 前のロー

• CS_FIRST － 初のロー

• CS_LAST － 後のロー

• CS_ABSOLUTE － rowoffset 
フィールドで識別されるロー

• CS_RELATIVE － 現在のローに対
して rowoffset フィールドの値を加
減算したもの

Adaptive Server Enterprise への要求は
必ず CS_NEXT の fetchtype である。

rowoffset CS_ABSOLUTE ま
たは CS_RELATIVE 
フェッチに関する
ロー位置

rowoffset は、他のすべてのフェッチ・
タイプに対して定義されていない。
rowoffset は、クライアントから 
CS_CURSOR_FETCH コマンドを受け
取ったときに設定される。

curnamelen curname 内のカーソ
ル名の長さ

curname が有効でない場合、
curnamelen はゼロになります。
curnamelen は、カーソル名の長さを
返します。

curname 現在のカーソルの
名前

tabnamelen tabname のテーブル
名の長さ

tabname が有効でない場合、
tabnamelen はゼロになります。
tabnamelen はテーブル名の長さを返
します。tabnamelen は、
CS_CURSOR_UPDATE コマンドまた
は CS_CURSOR_DELETE コマンドが
クライアントから受信されたときに
記述されます。

tabname カーソルの update 
または delete コマン
ドに関連するテー
ブル名

tabname は、カーソルの update コマ
ンドまたは delete コマンドに関連付
けられているテーブル名。tabname 
は、クライアントから 
CS_CURSOR_UPDATE コマンドまた
は CS_CURSOR_DELETE コマンドを
受け取ったときに書き込まれる。

フィールド名 説明 注意
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curstatus の値

SRV_CURDESC 構造体の curstatus フィールドは、次の表に示すどのよ
うな値の組み合わせでも可能なビットマスクです。

userdata ユーザ用のデータ
領域に対するポイ
ンタ

このフィールドを使用すると、グ
ローバル変数や静的な変数を使用し
なくてもデータを特定のカーソルに
関連付けることができる。Open 
Server は、userdata を操作しない。こ
のコマンドは、Open Server アプリ
ケーション・プログラマのために提
供されている。

フィールド名 説明 注意



カーソル 

74  Open Server

表 2-13： curstatus の値 (SRV_CURDESC)

curcmd の値

SRV_CURDESC 構造体の curcmd  フィールドには、表 2-14 に示す値を設
定できます。この表には、関連する cmdoptions  の値も示します。

値 意味

CS_CURSTAT_DECLARED カーソルが宣言された。このステータスは、
次のカーソル・コマンドが処理された後に
リセットされる。

CS_CURSTAT_OPEN カーソルがオープンされた。

CS_CURSTAT_ROWCNT カーソルが、CS_CURSOR_FETCH コマンド
で返されるローの数を指定した。

CS_CURSTAT_RDONLY カーソルは、読み込み専用なので更新でき
ない。CS_CURSOR_UPDATE または 
CS_CURSOR_DELETE を受信した場合は、
Open Server アプリケーションからクライア
ントにこのカーソルについてのエラーが返
される。

CS_CURSTAT_UPDATABLE カーソルを更新できる。

CS_CURSTAT_CLOSED カーソルはクローズされたが、割り付け解
除されていない。後で再オープンできる。
カーソル宣言においても、このステータス
が設定される。Open Server は、
CS_CURSOR_OPEN を受信した場合はこの
値をクリアし、CS_CURSOR_CLOSE を受信
した場合はこの値を再設定する。

CS_CURSTAT_DEALLOC カーソルがクローズされ、割り付け解除さ
れた。このとき、他のステータス・フラグ
は設定されない。
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表 2-14： curcmd の値 (SRV_CURDESC)

値 意味 cmdoptions の有効値

CS_CURSOR_CLOSE カーソルの close コ
マンド。

SRV_CUR_DEALLOC ま
たは 
SRV_CUR_UNUSED。
SRV_CUR_DEALLOC は、
カーソルが再オープンさ
れないことを示している。
Open Server アプリケー
ションは、関連するカー
ソル・リソースをすべて
削除しなければならない。
カーソル ID 番号は再使用
できる。

CS_CURSOR_DECLARE カーソルの declare 
コマンド。アプリ
ケーションは、
srv_langlen と 
srv_langcpy を介し
てカーソル文の実
際のテキストを取
得できる。

SRV_CUR_UPDATABLE、
SRV_CUR_RDONLY、ま
たは 
SRV_CUR_DYNAMIC。
SRV_CUR_DYNAMIC は、
動的に準備された SQL 文
に対してクライアントが
カーソルを宣言すること
を示す。この場合、カー
ソル文のテキストは、実
際には、作成された文の
名前になる。

CS_CURSOR_DELETE カーソルの delete コ
マンド。カーソル
を使用して定位置
ローの delete を実行
する。

このコマンドには有効な
オプションはない。
cmdoptions の値は常に 
SRV_CUR_UNUSED。

CS_CURSOR_FETCH カーソルの fetch コ
マンド。カーソル
を使用してローの 
fetch を実行する。

このコマンドには有効な
オプションはない。
cmdoptions の値は常に 
SRV_CUR_UNUSED。
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CS_CURSOR_INFO カーソル情報コマ
ンド。クライアン
トは、このコマン
ドを Open Server ア
プリケーションに
送信し、カーソル・
ロー・フェッチ・
カウントを設定す
るか、カーソル・
ステータス情報を
要求する。Open 
Server アプリケー
ションは、現在の
カーソルを記述す
るために、任意の
カーソル・コマン
ド 
(CS_CURSOR_INF
O 自体も含む ) に応
答して、クライア
ントにこのコマン
ドを送信する。

クライアントが現在の
ロー・フェッチ・カウン
トを書き込む場合は、
SRV_CUR_SETROWS。
fetchcnt  フィールドには、
要求されたフェッチ・カ
ウントが含まれている。
 クライアントが現在の
カーソルのステータス情
報を要求する場合は、
SRV_CUR_ASKSTATUS。
クライアントがアテン
ション送信後に使用可能
なカーソルを調べたいと
きに、この値が発生する。
curid フィールドには 0 が
含まれる。Open Server ア
プリケーションは、現在
使用可能な各カーソルに
対して 
CS_CURSOR_INFO 応答
を戻す必要がある。
 
Open Server アプリケー
ションが 
CS_CURSOR_INFO コマ
ンドに応答する場合は、
SRV_CUR_INFORMSTAT
US。curstatus フィールド
には、カーソル・ステー
タスが含まれる。

CS_CURSOR_OPEN カーソルの open コ
マンド。

SRV_CUR_HASARGS ま
たは 
SRV_CUR_UNUSED。

値 意味 cmdoptions の有効値
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カーソル要求の処理

Open Server アプリケーションは、SRV_CURSOR イベント・ハンドラ
を使用してカーソル要求を処理します。このハンドラには、発行され
たカーソル・コマンドを検出したり、適切な情報とともに応答したり
するコードが含まれています。

初に、イベント・ハンドラは cmd 引数を CS_GET. に設定して 
srv_cursor_props を呼び出し、現在のカーソルと、SRV_CURSOR イベ
ントをトリガしたカーソル・コマンドを特定します。次に、Open 
Server は、Open Server アプリケーションの SRV_CURDESC 構造体の 
curcmd フィールドにコマンド・タイプを格納します。

この時点で他に取得する必要がある情報やクライアントに返信する
データがあれば、アプリケーションはそれを決定できます。場合に
よっては、パラメータ・フォーマットとパラメータを取得しなければ
ならないことがあります。また、必要ならば、現在のカーソルのス
テータスとフェッチするロー数を取得しなければなりません。
CS_CURSOR_INFO コマンドを送り返すだけで済む場合もあります
が、結果データまたは戻りパラメータを送信しなければならないこと
もあります。

特定の要求への応答方法

この項では、SRV_CURSOR イベント・ハンドラが、特定のタイプの
カーソル要求に応答する方法について説明します。

CS_CURSOR_UPDATE カーソルの update 
コマンド。カーソ
ルを使用して定位
置ローの update を
実行する。Open 
Server アプリケー
ションは、
srv_langlen と 
srv_langcpy を呼び
出して、カーソル
の update 文の実際
のテキストを取得
できる。

SRV_CUR_HASARGS ま
たは 
SRV_CUR_UNUSED。

値 意味 cmdoptions の有効値
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cmd を CS_SET に設定して srv_cursor_props を呼び出す前に、Open 
Server アプリケーションは SRV_CURDESC 構造体の curid フィールド
およびその他の関係するフィールドを設定しておく必要がある点に注
意してください。

表 2-15 に、クライアントと Open Server アプリケーション間のカーソ
ル要求と応答の有効な交換についてまとめてあります。右矢印 ()
は、cmd が CS_GET に設定されている (Open Server アプリケーション
はクライアントから情報を取得する ) ことを示しています。左矢印
() は、cmd が CS_SET に設定されている (Open Server アプリケー
ションは情報をクライアントに送信する ) ことを示しています。

表 2-15：有効なカーソル要求と応答

クライアントのアクション Open Server アプリケーションの応答

カーソルの宣言
(SRV_CURDESC の curcmd フィールドは 
CS_CURSOR_DECLARE を含んでいる )

SRV_CURDESC から curcmd 値を取得する。
 (srv_cursor_props)
 
 カーソル・パラメータの数を取得する ( 存在する場
合 )。
 (srv_numparams)
 
 カーソル・パラメータのフォーマットを取得する (
存在する場合 )。
(type 引数を SRV_CURDATA に設定した srv_descfmt)
 
 更新カラム情報を取得する ( 存在する場合 )。
(type 引数を 
 SRV_UPCOLDATA に設定した srv_descfmt)

 カーソル・コマンドの実際のテキストを取得する。
(srv_langlen と srv_langcpy)
 
カーソル ID を設定する。curcmd フィールドを 
CS_CURSOR_INFO に、curid フィールドをユニークな
カーソル ID に設定する。
 (srv_cursor_props)

 
 DONE パケットを送信する。
(status 引数を SRV_DONE_FINAL に設定した 
srv_senddone)
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現在のカーソルのステータスの要求または
フェッチ・カウントの送信
(SRV_CURDESC の curcmd フィールドは 
CS_CURSOR_INFO を含んでいる )

 SRV_CURDESC 構造体から curcmd、curid 
cmdoptions の値を取得する。
 (srv_cursor_props)

 クライアント側で cmdoptions フィールドが 
SRV_CUR_SETROWS に設定された場合、1 回の
フェッチで返されるローの数を送信する。
 
(curcmd を CS_CURSOR_INFO に設定した 
srv_cursor_props)
 
 クライアント側で cmdoptions フィールドが 
SRV_CUR_ASKSTATUS に設定された場合、使用可
能なすべてのカーソルのステータスを送信する。
curcmd フィールドを CS_CURSOR_INFO に、curid  
フィールドをカーソル ID に設定する。
 
( アクティブなカーソル、つまり、宣言、オープン、
またはクローズされたカーソルごとに 
srv_cursor_props を 1 回ずつ )
 
 DONE パケットを送信する。
(status 引数を SRV_DONE_FINAL に設定した 
srv_senddone)

クライアントのアクション Open Server アプリケーションの応答
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カーソルのオープン
(SRV_CURDESC の curcmd フィールドは 
CS_CURSOR_OPEN を含んでいる )

 SRV_CURDESC 構造体から curcmd 値と curid 値を
取得する。
 (srv_cursor_props)
 
 カーソル・パラメータの数を取得する ( 存在する
場合 )。
(srv_numparams)
 
 カーソル・パラメータと実際のパラメータの
フォーマットを取得する ( 存在する場合 )。
(type 引数を SRV_CURDATA に設定した srv_descfmt、
srv_bind、srv_xferdata)
 
 カーソル・ステータスを送信する。curid を現在
のカーソル ID に、curcmd を CS_CURSOR_INFO に
設定する。
 (srv_cursor_props)
 
 結果ロー・フォーマットを記述する。
(type 引数を SRV_ROWDATA に設定した srv_descfmt)
 
 DONE パケットを送信する。
 (status 引数を SRV_DONE_FINAL に設定した 
srv_senddone)

ローのフェッチ
(SRV_CURDESC の curcmd フィールドは 
CS_CURSOR_FETCH を含んでいる )

 SRV_CURDESC 構造体から curcmd 値と curid 値を
取得する。
 (srv_cursor_props)
 
 結果ローを fetchcnt の数だけ送信する。
(type 引数を SRV_ROWDATA に設定した srv_bind、
srv_xferdata)
 
 DONE パケットを送信する。
(status 引数を SRV_DONE_FINAL に設定した 
srv_senddone)

クライアントのアクション Open Server アプリケーションの応答
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次のことに注意してください。

カーソル更新コマンドの発行
(SRV_CURDESC の curcmd フィールドは 
CS_CURSOR_UPDATE を含んでいる )
 
または
 
カーソル削除コマンドの発行
(SRV_CURDESC の curcmd フィールドは 
CS_CURSOR_DELETE を含んでいる )

 SRV_CURDESC 構造体から curcmd 値と curid 値を
取得する。
 (srv_cursor_props)
 
 現在のローのキー・カラムを取得する。
(type 引数を SRV_KEYDATA に設定した srv_descfmt、
srv_bind、srv_xferdata)
 
 
 
 curcmd が CS_CURSOR_UPDATE の場合は、更新
値の数を取得する。
(srv_numparams)
 
 
 
curcmd が CS_CURSOR_UPDATE の場合は、更新文
の実際のテキストを取得する。
(srv_langlen と srv_langcpy)
 
 
 
 curcmd が CS_CURSOR_UPDATE の場合は、更新
値を取得する。
 (type 引数を SRV_CURDATA に設定した srv_descfmt、 
srv_bind、 srv_xferdata )
 
 
 
 DONE パケットを送信する。
 (status 引数を SRV_DONE_FINAL に設定した 
srv_senddone)

カーソル・クローズ・コマンドの送信
(SRV_CURDESC の curcmd フィールドは 
CS_CURSOR_CLOSE を含んでいる )

 SRV_CURDESC 構造体から curcmd 値と curid 値を
取得する。
 (srv_cursor_props)
 
 カーソル・ステータスを送信する。
 (srv_cursor_props)
 
 DONE パケットを送信する。
(status 引数を SRV_DONE_FINAL に設定した 
srv_senddone)

クライアントのアクション Open Server アプリケーションの応答
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• Open Server アプリケーションがカーソル・コマンドに応答する場
合、応答を終了するときには、必ず status 引数を 
"SRV_DONE_FINAL" に設定した srv_senddone を呼び出します。

• Open Server アプリケーションが、cmd を "SET" に設定した 初の 
srv_cursor_props コマンドを発行した後、status 引数を 
SRV_DONE_FINAL に設定して srv_senddone を発行するまでの間
は、このアプリケーションから送信されるすべての情報がこの
カーソルに適用されます。

• 内部的には、Open Server はクライアントがカーソルを宣言すると
きに受けるパラメータ・フォーマットを、クライアントがカーソ
ルをオープンするときに受けるものと入れ替えます。この手順
は、受けたパラメータのフォーマットが、パラメータ宣言の
フォーマットと正確には同じでない場合に必要となります。たと
えば、CS_INT としてパラメータを宣言しても、カーソルがオー
プンされるときに渡されるパラメータの型が CS_SMALLINT であ
ることもあります。

• srv_xferdata は 1 つのデータ・ローを送信するため、
CS_CURSOR_FETCH コマンドに応答するときは、現在のカーソ
ルのロー・フェッチ・カウントの回数だけこのコマンドを呼び出
します。

キー・データ

キーは、ローをユニークに識別するロー・データのサブセットです。
キー・データは、オープンされたカーソル内の「現在のロー」をユ
ニークに記述します。これは、CS_CURSOR_DELETE または 
CS_CURSOR_UPDATE コマンドを処理するために使われます。カラ
ムがキー・カラムである場合は、そのカラムを記述している 
CS_DATAFMT 構造体の status フィールドには CS_KEY ビットマスク・
セットが設定されています。

更新カラム

クライアントがカーソルを「更新用」と宣言した場合は、
SRV_CURDESC 構造体の cmdoptions フィールドは CS_FOR_UPDATE 
に設定され、numupcols フィールドはそのカーソルと関連する更新カ
ラムの数に設定されます。
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例

サンプル ctos.c には、カーソル・コマンド処理のコードが記述されて
います。

スクロール可能カーソル
スクロール可能カーソルの機能を利用すると、FETCH 文で NEXT 句、 
PREVIOUS 句、FIRST 句、LAST 句、ABSOLUTE 句、または RELATIVE 句
を指定することで、結果セットの任意の場所に現在位置を設定するこ
とができます。実装されるスクロール可能カーソルは読み込み専用
で、INSENSITIVE プロパティまたは SEMI_SENSITIVE プロパティが設定
されます。

非スクロール可能で非反映型のカーソルも Open Server でサポートさ
れており、CS_NOSCROLL_INSENSITIVE オプションを使用して設定
されます。

Open Server に接続するリモート・クライアントは、ログイン時に、
CS_REQ_CURINFO3 を使用してスクロール可能カーソルのサポート
を要求できます。

SRV_CURDESC2 構造体

Open Server の SRV_CURDESC2 スクロール可能カーソル構造体は、
「SRV_CURDESC 構造体」(69 ページ ) で説明している 

SRV_CURDESC カーソル構造体のスーパーセットです。

表 2-12 に示すフィールドの他に、表 2-16 に示すフィールドが 
SRV_CURDESC2 構造体に追加されています。
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表 2-16： SRV_CURDESC2 構造体の追加フィールド

curstatus の値

表 2-13 に示したオプションに加えて、次に示すカーソル宣言関連の
オプションが SRV_CURDESC2 の curstatus フィールドで使用可能で
す。

表 2-17： curstatus の値 (SRV_CURDESC2)

curcmd の値

表 2-14 に示した値に加えて、表 2-18 に示す値が SRV_CURDESC2 構
造体の curcmd フィールドで使用可能です。この表には、関連する 
cmdoptions の値も示します。

フィールド名 説明

currow_pos カーソルの現在のロー位置。

curtotalrowcount 結果セット内のローの総数 ( 非反映型のスクロール
可能カーソルの場合のみ )。

値 意味

CS_CURSTAT
_SCROLLABLE

読み込み専用の、非反映型スクロール可能カーソル。

CS_CURSTAT
_INSENSITIVE

読み込み専用の、非スクロール可能、非反映型カー
ソル。
このカーソルを指定する場合は、
CS_CURSTAT_INSENSITIVE を有効にし、
CS_CURSTAT_SCROLLABLE を無効にする必要が
あります。
非反映型のスクロール可能カーソルを指定する場合
は、CS_CURSTAT_INSENSITIVE と 
CS_CURSTAT_SCROLLABLE の両方を有効にする
必要があります。

CS_CURSTAT
_SEMISENSITIVE

読み込み専用の、半反映型スクロール可能カーソ
ル。
このカーソルを指定する場合は、
CS_CURSTAT_SCROLLABLE も有効にする必要が
あります。

CS_CUR_RELLOCKS
_ONCLOSE

カーソルは終了し、共有読み込みロックが解放され
ます。
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表 2-18： curcmd の値 (SRV_CURDESC2)

srv_cursor_props2 ルーチン

SRV_CURDESC2 構造体をサポートするために、srv_cursor_props2 ルー
チンが Open Server に追加されています。

15.0 より前のアプリケーションで、CS_VERSION_125 を設定する場
合は、SRV_CURDESC 構造体と srv_cursor_props ルーチンを使用する
必要があります。

値 意味 cmdoptions の有効値

CS_NOSCROLL_
INSENSITIVE

非スクロール可能、
非反映型のカーソ
ル。

このコマンドには有効な
オプションはない。
cmdoptions の値は常に 
SRV_CUR_UNUSED。

注意 CTOS アプリケー
ションを使用する場合、
非スクロール可能カーソ
ルでは ct_scroll_fetch ルー
チンを使用しないでくだ
さい。代わりに、ct_fetch 
ルーチンを使用してくだ
さい。

CS_CURSOR_
DECLARE

スクロール可能
カーソルのコマン
ド・オプション。

SRV_CUR_SCROLL, 
SRV_CUR_SCROLL_
INSENS、SRV_CUR_
SCROLL_SEMISENS, 
SRV_CUR_NOSCROLL_
INSENS.

これらの cmdoptions は
カーソルの declare サイク
ルにおいてのみ有効であ
り、SRV_CURDESC2 構
造体の curcmd フィールド
には、ct_cursor を発行し
ているリモート・クライ
アントに基づいて、これ
らのオプションのいずれ
かが格納されます。
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Open Server でスクロール可能カーソルをサポートするバージョン 15.0 
以降のアプリケーションでは、SRV_CURDESC2 構造体を使用します。
また、アプリケーションを CS_VERSION_xxx に設定します。ここで、
xxx は Open Server のバージョンに対応します。

srv_cursor_props2 の引数は次のとおりです。

ret = srv_cursor_props2(SRV_PROC *spp, CS_INT cmd, 

SRV_CURDESC2 *cdp);

データ・ストリーム・メッセージ

データ・ストリーム・メッセージとは

データ・ストリーム・メッセージは、クライアントと Open Server ア
プリケーションとが情報を交換するための方法を提供します。

RPC も、機能は同様ですが、クライアントからサーバへの一方向のみ
です。メッセージはさまざまな通信の用途に適合させることによって、
両方向で機能します。たとえば、Sybase では、ログイン時にセキュリ
ティ・ハンドシェイクを実行するためにメッセージを使用します。

メッセージは、メッセージ ID と 0 個以上のパラメータで構成されま
す。クライアントと Open Server アプリケーションは、各メッセージ 
ID の意味を同一に解釈するようにプログラムされている必要があり
ます。

ユーザ定義のメッセージ ID は、CS_USER_MSGID 以上 
CS_USER_MAX_MSGID 以下でなければなりません。
SRV_MINRESMSG から SRV_MAXRESMSG の間のメッセージ ID は、
Sybase の内部使用のために予約されています。

クライアント・アプリケーションは、type を CS_MSG_CMD に設定し
て ct_command を呼び出し、メッセージを送ります。これにより、Open 
Server アプリケーションで SRV_MSG イベントがトリガされます。
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クライアント・データ・ストリーム・メッセージの取得

メッセージ・データ・ストリームは、Open Server アプリケーションの 
SRV_MSG イベント・ハンドラをトリガします。このハンドラはクライ
アント・メッセージを取得できます。必要な作業は次のとおりです。

1 cmd を CS_GET に設定し、msgidp には Open Server がメッセージ 
ID を格納するバッファへのポインタを指定して、srv_msg を呼び
出します。

メッセージがパラメータを持つ場合、srv_msg は statusp パラメー
タに SRV_HASPARAMS を設定します。

「srv_msg 」(351 ページ ) を参照してください。

2 必要な場合、パラメータの数を取得するために srv_numparams を
呼び出します。

3 各パラメータを記述および取得するために、srv_descfmt、srv_bind、
srv_xferdata を呼び出します。「パラメータとロー・データの処理」
(152 ページ ) を参照してください。

Open Server アプリケーションで、SRV_MSG イベント・ハンドラを使
用せずにメッセージを取得することはできません。

クライアントへのデータ・ストリーム・メッセージの送信

Open Server アプリケーションは、クライアントにメッセージを送信で
きます。これを実行するために、アプリケーションは次のことを行い
ます。

1 cmd を CS_SET に設定し、msgidp にはメッセージ ID が格納されて
いるバッファを指すポインタを指定して、srv_msg を呼び出しま
す。

SRV_HASPARAMS の *statusp 値は、メッセージがパラメータを持
つことを意味します。SRV_NOPARAMS は、メッセージがパラ
メータを持たないことを意味します。

「srv_msg 」(351 ページ ) を参照してください。

2  srv_descfmt、srv_bind、srv_xferdata を呼び出して各パラメータを記
述し、送信します。
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Open Server アプリケーションは、SRV_ATTENTION、
SRV_CONNECT、SRV_DISCONNECT、SRV_URGDISCONNECT、
SRV_START の各ハンドラを除く任意のイベント・ハンドラの中から
メッセージを送信できます。

ディレクトリ・サービス
この項では、ディレクトリ・サービスを使用するために Open Server 
アプリケーションが実行する必要のあるタスクについて説明します。
説明する内容は、次のとおりです。

• ディレクトリ・ドライバの指定

• ディレクトリへの Open Server アプリケーションの登録

ディレクトリは、情報をディレクトリ・エントリとして保管し、それ
ぞれのエントリに論理名を対応付けます。それぞれのディレクトリ・
エントリには、ユーザ、サーバ、またはプリンタなど特定のネット
ワーク・エンティティについての情報が入っています。ディレクト
リ・サービス ( ネーミング・サービスと呼ばれる場合もあります ) は、
ディレクトリ・エントリの作成、修正、取得を管理します。

『Open Client Client-Library/C リファレンス・マニュアル』を参照して
ください。

ディレクトリ・ドライバの指定

libtcl.cfg ファイル内で正しいディレクトリ・サービス・プロバイダが
指定されるように編集してあることを確認してから、ディレクトリ・
サービスを使用するアプリケーションを実行してください。 libtcl.cfg 
ファイルは、$SYBASE/$SYBASE_OCS/config ディレクトリ、またはコ
ンテキスト・プロパティ CS_LIBTCL_CFG により指定されるパスにあ
ります。サーバ・プロパティ SRV_DS_PROVIDER は、 libtcl.cfg ファイ
ルに指定されているドライバ名を返します。詳細については、各プ
ラットフォームの『Open Client/Server 設定ガイド』を参照してくださ
い。SRV_DS_PROVIDER プロパティの詳細については、「srv_props 」
(377 ページ ) を参照してください。

使用しているプラットフォームの Open Client/Server でサポートされて
いるディレクトリ・サービスについては、そのプラットフォームの

『Open Client/Server 設定ガイド』を参照してください。
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ディレクトリへの Open Server アプリケーションの登録

Open Server アプリケーションは、使用するディレクトリ・サービス・
プロバイダを起動時に指定して、アプリケーション自体をディレクト
リ・サービスに登録できます。

デフォルト以外のディレクトリ・サービス・プロバイダを指定するに
は、srv_props を使用して SRV_S_DS_PROVIDER サーバ・プロパティ
を設定してください。SRV_S_DS_PROVIDER のデフォルト値は、プ
ラットフォームによって異なります。詳細については、使用している
プラットフォームの『Open Client/Server 設定ガイド』を参照してくだ
さい。

ディレクトリ・サービスに Open Server アプリケーションを登録する
には、srv_props を使用して、SRV_S_DS_REGISTER サーバ・プロパ
ティを CS_TRUE ( デフォルト ) に設定してください。
SRV_S_DS_REGISTER を CS_FALSE に設定すると、登録できません。

(cs_ctx_alloc と srv_version を使用して ) CS_CONTEXT 構造体の割り付
けと初期化を行ってから、上記のプロパティを設定し、その後で 
srv_init を呼び出してください。

srv_init が呼び出されると、Open Server アプリケーションは次の処理を
行います。

• ディレクトリ・サービスから受信するアドレスを取得します。

• SRV_S_DS_REGISTER が CS_TRUE に設定されている場合は、
Open Server アプリケーションのディレクトリ・サービス・エント
リを更新するようにディレクトリ・サービスに指示します。

• その結果、ディレクトリ・サービスは、その "currentStatus" 属性
を "active" に設定します。

ディレクトリ・サービス・ドライバの初期化に失敗した場合、Open 
Server は自動的に interfaces ファイルをバックアップ・ディレクトリと
して使用します。次のいずれかの場合には、srv_init 呼び出しが失敗し
て、指定されたディレクトリ・サービスにアクセスできないことがあ
ります。

• あると仮定していたロケーションに  libtcl.cfg ファイルがない場
合、つまり、そのファイルが読み込み不可能である場合

情報エラーが返されます。

• あると仮定していたロケーションにディレクトリ・サービス・ド
ライバがない場合、つまり、そのドライバが読み込み不可能であ
る場合
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情報エラーが返されます。

• ディレクトリ・サービスが要求に応答していない場合

情報エラーが返されます。

• ディレクトリ・サービス内でサーバ・エントリが見つからない場合

リスナが存在しないことを示すエラーが返されます。この場合、
Open Server アプリケーションは interfaces ファイルをバックアッ
プ・ディレクトリとして使用しません。

動的 SQL
動的 SQL を使用すると、クライアント・アプリケーションでは、実
行時に値が決定される変数を含む SQL 文を実行することができます。

クライアント・アプリケーションは、プレースホルダを含む SQL 文
と識別子を関連付けて、この文を部分的なコンパイルと保存のために 
Open Server アプリケーションに送ることによって、動的 SQL 文を準
備します。この状態の文を、準備文と呼びます。

クライアント・アプリケーションは、準備文を実行する用意が整う
と、SQL 文のプレースホルダに置き換える値を定義し、その文を実行
するコマンドを送信します。この値は、コマンドの入力パラメータに
なります。

定められた回数だけ文が実行されると、クライアント・アプリケー
ションは文の割り付けを解除します。

動的 SQL の利点

動的 SQL によって、クライアント・アプリケーションは、Open 
Server にユーザからのさまざまな情報をさまざまなタイミングでやり
取りして対話的に動作できます。これによって Open Server アプリ
ケーションは、ユーザが提供したデータを使用して SQL クエリの欠
けている部分を補うことができます。

『Embedded SQL/C プログラマーズ・ガイド』を参照してください。
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動的 SQL 要求の処理

クライアントが動的コマンドを発行すると、Open Server は 
SRV_DYNAMIC イベントを発生させます。Open Server アプリケー
ションが動的 SQL の結果を返す場合は、動的 SQL の要求に応答でき
るように、このアプリケーションに SRV_DYNAMIC イベント・ハン
ドラが含まれている必要があります。

srv_dynamic ルーチン

SRV_DYNAMIC イベント・ハンドラ内から、Open Server アプリケー
ションは srv_dynamic ルーチンを他の Server-Library ルーチンとともに
使用して、クライアントの動的 SQL コマンドを取得し、応答します。

「srv_dynamic 」(306 ページ ) を参照してください。各クライアント・
コマンド・タイプ ( 準備、実行、割り付け解除 ) は、Open Server アプ
リケーションからの特定の応答を必要とします。

コマンド・タイプの検出

SRV_DYNAMIC イベント・ハンドラ内の 初のタスクは、クライア
ントが発行した動的コマンドのタイプを取得することです。場合に
よっては、動的文の ID とテキストも取得します。イベント・ハンド
ラは、取得した情報を保存して、後でクライアント要求に応答すると
きにはその情報を参照する必要があります。

クライアント動的 SQL コマンドへの応答

表 2-19 は、クライアントと Open Server アプリケーション間の動的 
SQL 要求と応答の有効なやり取りを示します。右矢印 () は、cmd が 
CS_GET に設定されている (Open Server アプリケーションはクライア
ントから情報を取得する ) ことを示しています。左矢印 () は、cmd 
が CS_SET に設定されている (Open Server アプリケーションは情報を
クライアントに送信する ) ことを示しています。
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表 2-19：有効な動的 SQL 要求と応答

クライアントのアクション Open Server アプリケーションの応答

準備要求の発行
( オペレーション・タイプは CS_PREPARE)

 オペレーション・タイプを取得する。
(srv_dynamic)
 文 ID の長さを取得する。
(srv_dynamic)
 文 ID を取得する。
(srv_dynamic)
 文の長さを取得する。
(srv_dynamic)
 文を取得する。
(srv_dynamic)
 クライアント・コマンドに肯定応答する。
(srv_dynamic)
 文 ID の長さを送信する。
(srv_dynamic)
 文 ID を送信する。
(srv_dynamic)
 DONE パケットを送信する。

(status

 引数を SRV_DONE_FINAL に設定した srv_senddone)

文の入力パラメータの記述の要求
( オペレーション・タイプは 
CS_DESCRIBE_INPUT)

 オペレーション・タイプを取得する。
(srv_dynamic)
 文 ID の長さを取得する。
(srv_dynamic)
 文 ID を取得する。
(srv_dynamic)
 クライアント・コマンドに肯定応答する。
(srv_dynamic)
 文 ID の長さを送信する。
(srv_dynamic)

 文 ID を送信する。
(srv_dynamic)
 入力パラメータのフォーマットを送信する。
(type 引数を SRV_DYNDATA に設定した srv_descfmt と 
srv_xferdata。アプリケーションはフォーマットを送信
するが、実際のデータは送信しないので、srv_bind の
呼び出しは不要。CS_DATAFMT 構造体の status 
フィールドについて CS_DESCIN との論理和 (OR) 演
算を実行してから、srv_descfmt を呼び出す必要が
ある )。
 DONE パケットを送信する。
(status 引数を SRV_DONE_FINAL に設定した 
srv_senddone)
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文の出力パラメータの記述の要求

( オペレーション・タイプは 
CS_DESCRIBE_OUTPUT)

 オペレーション・タイプを取得する。
(srv_dynamic)

 文 ID の長さを取得する。
(srv_dynamic)

 文 ID を取得する。
(srv_dynamic)
 クライアント・コマンドに肯定応答する。
(srv_dynamic)
 文 ID の長さを送信する。
(srv_dynamic)
 文 ID を送信する。
(srv_dynamic)
 結果ローのフォーマットを送信する。
(type 引数を SRV_DYNDATA に設定した srv_descfmt と 
srv_xferdata。アプリケーションはフォーマットを送信
するが、実際のデータは送信しないので、srv_bind の
呼び出しは不要。CS_DATAFMT 構造体の status 
フィールドについて CS_DESCOUT との論理和 (OR) 
演算を実行してから、srv_descfmt を呼び出す必要があ
る )。
 DONE パケットを送信する。
 (status 引数を SRV_DONE_FINAL に設定した 
srv_senddone)

クライアントのアクション Open Server アプリケーションの応答
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実行要求の発行
 
( オペレーション・タイプは CS_EXECUTE)

 オペレーション・タイプを取得する。
(srv_dynamic) 
 文 ID の長さを取得する。
(srv_dynamic)
 文 ID を取得する。
(srv_dynamic)
 動的パラメータの数を取得する。
(srv_numparams)
 入力パラメータ値を取得する。
(type 引数を SRV_DYNDATA に設定した srv_descfmt、
srv_bind、srv_xferdata)
 クライアント・コマンドに肯定応答する。
(srv_dynamic)
 文 ID の長さを送信する。
(srv_dynamic)
 文 ID を送信する。
(srv_dynamic)
 結果ローを送信する。
(type 引数を SRV_ROWDATA に設定した srv_descfmt、
srv_bind、srv_xferdata)
 DONE パケットを送信する。
 (status 引数を SRV_DONE_FINAL に設定した 
srv_senddone)

即時実行要求の発行
( オペレーション・タイプは 
CS_EXEC_IMMEDIATE)

 オペレーション・タイプを取得する。
(srv_dynamic)
 文 ID の長さを取得する。ID の長さは 0。
(srv_dynamic)
 文の長さを取得する。
(srv_dynamic)
 文を取得する。
(srv_dynamic)
 クライアント・コマンドに肯定応答する。
(srv_dynamic)
 DONE パケットを送信する。
 (status 引数を SRV_DONE_FINAL に設定した 
srv_senddone)

クライアントのアクション Open Server アプリケーションの応答
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例

サンプル ctos.c には、動的 SQL コマンドを処理するコードが記述され
ています。

動的なリスナ
動的なリスナにより、Open Server アプリケーションは srv_run ルーチ
ンに対する呼び出しが行われた後に新しいリスナを作成できます。こ
の結果、interface ファイル内のエントリが 小限の数で Open Server ア
プリケーションを起動でき、Open Server アプリケーションはリスナを
再起動できます。

設定

SRV_LISTENER_PREBIND Open Server イベントは、指定された 
SRV_PROC 制御構造体により識別されるリスナを詳細に設定するた
めに使用されます。たとえば、代替の SSL 証明書を指定できる。この
設定は、スレッド・プロパティを使用して実行される。

割り付け解除要求の発行

( オペレーション・タイプは CS_DEALLOC)

 オペレーション・タイプを取得する。
(srv_dynamic)
 文 ID の長さを取得する。
(srv_dynamic)
 文 ID を取得する。
(srv_dynamic)
 クライアント・コマンドに肯定応答する。
(srv_dynamic)

 文 ID の長さを送信する。
(srv_dynamic)
 文 ID を送信する。
(srv_dynamic)
 DONE パケットを送信する。
 (status 引数を SRV_DONE_FINAL に設定した 
srv_senddone)

クライアントのアクション Open Server アプリケーションの応答
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SRV_LISTENER_POSTBIND Open Server イベントにより、指定された 
SRV_PROC 制御構造体を使用して識別する動的なリスナの 終的な
設定を行うことができます。たとえば、スレッド・プロパティを使用
してリスナがバインドされるアドレスを決定できます。

プロパティ

次の 2 つの Open Server プロパティは、動的なリスナをサポートして
使用されます。

• SRV_S_NUMLISTENERS プロパティは、クライアント接続の受信
に関与する SRV_PROC 制御構造体の数を返します。

• SRV_S_MAXLISTENERS プロパティは、リスナ・スレッドの 大
数を制限するために使用されます。

スレッド・タイプ

SRV_TLISTENER クライアント・スレッド・タイプは動的リスナに使
用されます。

スレッド・プロパティ

次の 3 つのスレッド・プロパティは、動的なリスナのサポートに明示
的に使用されます。

• SRV_T_LISTENADDR プロパティは、指定された SRV_PROC 制御
構造体により識別されたリスナのアドレスを返します。
SRV_PROC 制御構造体がリスナの場合、このプロパティは、リス
ナが接続を受け入れるアドレスを返します。

• SRV_T_LOCALID プロパティは、リスナに使用する SSL 証明書を
指定します。

• SRV_T_REMOTEADDR プロパティは、SRV_PROC ピアのアドレ
スを返します。

動的なリスナの起動

動的なリスナは、次のパラメータ値を使用して srv_spawn ルーチンを
呼び出すことで起動できます。
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• sppp － スレッド構造体ポインタへのポインタは NULL であること
が必要です。

• stacksize － スタック・サイズを CS_UNUSED として指定する必要
があります。

• funcp － エントリ・ポイント関数ポインタは 
SRV_C_START_LISTENER であることが必要です。

• argp － このパラメータが CS_TRANADDR 構造体を指し示す必要
があります。

• priority － 優先度を CS_UNUSED として指定する必要があります。

エラー
デフォルトでは、Open Server がエラーに対応する場合は、エラー・メッ
セージをログ・ファイルに書き込みます。エラー処理ルーチンをインス
トールすると、開発者はアプリケーションの応答を調整できます。

通常、エラー・ハンドラはエラーのタイプと重大度を検出し、検出し
た値に基づいて特定の処理を実行します。たとえば、アプリケーショ
ンは、srv_sendinfo  ルーチンを介してクライアントに特定のエラーを
送信し、それ以外のエラーをログ・ファイルに書き込みます。

エラー・ハンドラをインストールするには、property 引数を 
SRV_S_ERRHANDLE に設定した srv_props ルーチンを使用します。す
べてのタイプのエラーを取得するには、アプリケーションで 
srv_version  を呼び出した直後にエラー・ハンドラをインストールする
必要があります。エラーが発生すると、Open Server は も 近インス
トールされたエラー処理ルーチンを呼び出します。「srv_props 」(377 
ページ ) を参照してください。

エラー・メッセージをトラブルシューティングするには、「付録 A 
Open Server エラー・メッセージ」 を参照してください。

エラーのタイプ

Open Server アプリケーション、クライアント・アプリケーション、
Open Server 自体のどれもが、Open Server エラーを引き起こす可能性
があります。以下に、発生するエラーの各タイプを説明します。
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• Open Server アプリケーション・エラー － このタイプのエラーは、
アプリケーション・コードの誤りが原因で発生します。たとえ
ば、アプリケーションが、 初にデータのフォーマットを記述し
ないで、クライアントにローのデータを送信しようとすると、
Open Server はエラーを発生させます。

• クライアント・コマンド・エラー － このタイプのエラーは、ク
ライアントが送信した要求が不完全な場合や無意味な場合に発生
します。クライアントのコードに誤りがあったりネットワークに
問題があったりすると、要求は不完全になったり無意味になった
りします。Open Server アプリケーションは、このようなエラーを
クライアント要求のためのイベント・ハンドラで処理します。通
常は srv_sendinfo を使って該当するエラー・メッセージをクライア
ントに送ることで、この処理を行います。詳細については、「ク
ライアント・コマンド・エラー」(38 ページ )  を参照してくださ
い。また、アプリケーションは、クライアント要求がエラーを引
き起こしたことを示すために、srv_senddone の status パラメータを 
SRV_DONE_ERROR に設定することもできます。

• Open Server リソース・エラー － このタイプのエラーは、Open 
Server 自体で発生します。通常はメモリやユーザ接続など、何ら
かのリソースの不足が原因で発生します。

エラーの重大度

各 Open Server エラーには、番号、重大度レベル、メッセージが関連
付けられています。

エラーが発生すると、現在インストールされているエラー・ハンドラ
関数が、エラー番号、エラー重大度レベル、メッセージ・テキストを
使用して呼び出されます。エラー・ハンドラがインストールされてい
ない場合は、Open Server のログ・ファイルにこの情報が記録されま
す。また、アプリケーションは、srv_log を呼び出してログ・ファイル
に明示的に書き込むこともできます。

Open Server アプリケーションでログ・ファイルの 大サイズを設定す
るには、property 引数を SRV_S_LOGSIZE に設定して srv_props を使用
します。

エラー番号と重大度レベルは、ヘッダ・ファイル oserror.h で定義され
ています。アプリケーションで、定義されているエラー値を使用する
には、oserror.h をインクルードする必要があります。

表 2-20 に、Open Server エラーの重大度レベルを示します。
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表 2-20：エラーの重大度

オペレーティング・システム・エラー

オペレーティング・システム・エラーが発生した場合、オペレーティ
ング・システム・エラー番号は SRV_ENO_OS_ERR 以外の値になりま
す。また、オペレーティング・システム・エラー・テキストにはオペ
レーティング・システム・エラーの説明が記述されています。たとえ
ば、srv_init  が interfaces ファイルをオープンできない場合、オペレー
ティング・システム・パーミッション・エラーが原因である可能性が
あります。

重大度 意味
適用されるエ
ラーのタイプ

SRV_INFO (10) 情報エラー。ほとんどのエラーがこの
重大度である。この重大度レベルは、
エラーは起こったが致命的ではないこ
とを示す。通常は、Server-Library 関数
の誤った呼び出しによって発生する。
たとえば、srv_descfmt ですべてのカラ
ムを記述しないうちに srv_xferdata を呼
び出してローを送ると、SRV_INFO エ
ラーが発生する。

Open Server アプ
リケーション・
エラー
 
クライアント・
コマンド・エ
ラー

SRV_FATAL_PROCESS (15) 致命的なスレッド・エラー。エラーを
受信したスレッドには、リカバリ不可
能な内部エラーがある。たとえば、ア
プリケーションが srv_senddone を呼び
出さずにイベントから戻ることがある。
この重大度のエラーが発生すると、ス
レッドがクライアント・スレッド、
SUB-PROC、またはサイト・ハンドラ
の場合、Open Server はスレッドに対し
て SRV_DISCONNECT イベントを
キューイングする。次に、Open Server 
はスレッドを強制終了する。

Open Server リ
ソース・エラー

SRV_FATAL_SERVER (20) 致命的なサーバ・エラー。Open Server 
は、リカバリ不可能な内部エラーを検
出した。このエラーが発生すると、
Open Server は Open Server アプリケー
ションの SRV_STOP イベントをキュー
イングし、その結果、srv_run は 
CS_FAIL を返す。

Open Server リ
ソース・エラー
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エラー番号と対応するメッセージ・テキスト

エラー・トークンの完全なリストについては、ヘッダ・ファイルの 
oserror.h を参照してください。対応するエラー・テキストについて
は、ファイル oslib.loc  を参照してください。エラー・メッセージをト
ラブルシューティングするには、「付録 A Open Server エラー・メッ
セージ」 を参照してください。

例

すべてのサンプル・プログラムには、Open Server エラー・ハンドラが
含まれています。

イベント
この項では、次の内容について説明します。

• イベントとは

• イベント・ハンドラとは

• 標準イベント

• プログラマ定義イベント

• 例

イベントとは

Open Server アプリケーションは、クライアントからの要求に応答しま
す。これらの要求には、Server-Library イベントをトリガするものがあ
ります。
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すべてのイベントがクライアントのアクティビティによって引き起こ
されるわけではありません。アプリケーション自体が、ユーザ定義の
イベント、および SRV_DISCONNECT、SRV_URGDISCONNECT、
SRV_STOP の各イベントをキューイングするため、srv_event または 
srv_event_deferred ルーチンを呼び出します。srv_event ルーチンを使用
してイベントを発生させる方法については、関連するページを参照し
てください。Open Server は、致命的なサーバ・エラーに応答すると 
SRV_STOP イベントをトリガすることもできます。Open Server では、
サーバの開始処理の一部として SRV_START イベントが自動的に起動
します。

イベントとは特定のコンテキストで発生するもので、特定のカテゴリ
のアクティビティに対応しています。たとえば、クライアントやリ
モート・サーバが接続しようとすると SRV_CONNECT イベントがト
リガされるのに対して、クライアントからバルク・コピーが要求され
ると、Open Server は SRV_BULK イベントを発生させます。

Open Server には、標準およびプログラマ定義の 2 種類のイベントがあ
ります。標準イベントは、Open Server 内で定義されます。プログラマ
定義イベントは、その名のとおり、アプリケーション内で定義されま
す。それぞれのイベントの詳細については、「標準イベント」(102 
ページ ) と「プログラマ定義イベント」(108 ページ ) を参照してくだ
さい。

イベント・ハンドラとは

イベント・ハンドラとは、イベントを開始する場合に実行する一連の
コードのことです。イベントをトリガすると、Open Server は、そのイ
ベントとアクティブ・スレッドを実行キューに入れます。次に、その
スレッドは、イベントを処理するルーチンを実行します。このルーチ
ンを「イベント・ハンドラ」と呼びます。

デフォルト・ハンドラとカスタム・ハンドラ

Open Server のデフォルトのイベント・ハンドラ・ルーチンは、個々の
標準イベントに対して 1 つずつあり、さらに全プログラマ定義イベン
トに対して 1 つあります。デフォルト・ハンドラは、アプリケーショ
ン・プログラマが srv_handle ルーチンを使用してインストールするカ
スタム・イベント・ハンドラのプレースホルダです。デフォルト・ハ
ンドラを使用しないアプリケーションでは、各カスタム・イベント処
理ルーチンを定義してインストールしなければなりません。

「srv_handle 」(335 ページ ) を参照してください。
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イベント・ハンドラは、動的にインストールすることができます。次
回のイベント発生時に、新しいイベント・ハンドラが呼び出されま
す。イベント・ハンドラは、成功した場合に CS_SUCCEED、失敗し
た場合には CS_FAIL を返します。現在、Open Server がリターン・
コードをチェックする唯一のイベント・ハンドラは、SRV_START ハ
ンドラです。SRV_START ハンドラから CS_FAIL が返されると、
srv_run は、Open Server を開始しないでアプリケーションに CS_FAIL 
を返します。

カスタム・ハンドラのコーディング

アプリケーション・プログラマは、イベントへの応答方法を決定し、
それに従ってイベント・ハンドラをコーディングします。イベント・
ハンドラには、通常は、イベント・データを処理する呼び出しの標準
セットが含まれます。それ以外のコードは、アプリケーション固有の
ものです。たとえば、パラメータだけでなくメッセージ・テキストも
取得できるように、SRV_MSG イベント・ハンドラをコーディングし
ます。ただし、特別なメッセージが取得された場合には、SRV_MSG 
イベント・ハンドラにコードを追加してユーザにメールを送信するこ
ともできます。

標準イベント

表 2-21 に、Open Server の標準イベントと、対応するカスタム・イベ
ント・ハンドラに必要な引数を示します。対応するデフォルト・イベ
ント・ハンドラが実行する関数についても説明しています。
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表 2-21：イベントの説明

イベント 説明
ハンドラに対
する引数

デフォルト・イベント・ハ
ンドラ

SRV_ATTENTION アテンションが受信された。
このイベントは通常、クラ
イアントが結果の処理を中
断するために ct_cancel を呼
び出したときに発生する。
SRV_ATTENTION は即時イ
ベントなので、このイベン
トが発生すると、Open 
Server はクライアントのイ
ベント・キューに追加しな
いでただちに処理する。
SRV_ATTENTION イベント
は割り込みレベルで発生す
る。

SRV_PROC* デフォルト・ハンドラは、
追加動作を行わない。

SRV_BULK クライアントがバルク・コ
ピー要求を発行した。

SRV_PROC* デフォルト・ハンドラは、
"No bulk handler installed" と
いうメッセージをクライア
ントに送信する。Open 
Server はバルク・データを
廃棄し、DONE ERROR を
クライアントに返す。

SRV_CONNECT Client-Library クライアント
が ct_connect を呼び出した。

SRV_PROC* デフォルト・ハンドラは接
続を受け付ける。

SRV_CURSOR クライアントがカーソル要
求を送信した。

SRV_PROC* デフォルト・ハンドラは、
"No SRV_CURSOR handler 
installed" というメッセージ
をクライアントに送信す
る。Open Server は DONE 
ERROR をクライアントに
返す。
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SRV_DISCONNECT クライアント接続を切断す
る要求が出された。これは、
クライアントのサーバから
の切断、Open Server の致命
的なスレッド・エラー、
SRV_STOP イベント、また
はクライアントを切断する
ために明示的にアプリケー
ション内から出された 
srv_event の呼び出しによっ
て、トリガされる。
 
Client-Library プログラムは、
Open Server からログアウト
するため、ct_close または 
ct_exit を呼び出す。リモー
ト・プロシージャ・コール
が完了すると、Adaptive 
Server Enterprise のリモート
接続は終了する。

SRV_PROC* デフォルト・ハンドラはア
クションを起こさない。

SRV_DYNAMIC クライアントが動的 SQL 要
求を送信した。

SRV_PROC* デフォルト・ハンドラは、
"No SRV_DYNAMIC 
handler installed" という
メッセージをクライアント
に送信する。Open Server 
は DONE ERROR をクライ
アントに返す。

SRV_FULLPASSTHRU 接続に対するネットワーク
読み込みが完了した。

( このイベントを発生させる
ため、スレッドの 
SRV_T_FULLPASSTHRU プ
ロパティを CS_TRUE に設
定しておくこと )。

SRV_PROC* このイベントに対するデ
フォルト・イベント・ハン
ドラはない。

イベント 説明
ハンドラに対
する引数

デフォルト・イベント・ハ
ンドラ



第 2 章    トピック名

Server-Library/C リファレンス・マニュアル 105

SRV_LANGUAGE クライアントから SQL 文な
どの言語要求が送信された。
Client-Library クライアント
が言語要求を送信するとき
は、ct_command や ct_send 
が使用される。isql などの対
話型クエリ・ツールからも、
Open Server アプリケーショ
ンに言語要求を送ることが
できる。

SRV_PROC* デフォルト・ハンドラは、
"No language handler 
installed" というメッセージ
と言語要求の 初の数文字
をクライアントに送信す
る。Open Server は DONE 
ERROR をクライアントに
返す。

SRV_LISTENER_PREBI
ND

指定された SRV_PROC 制御
構造体で識別されたリスナ
の詳細な設定を許可する。
たとえば、代替の SSL 証明
書を指定できる。この設定
は、スレッド・プロパティ
を使用して実行される。

SRV_PROC* デフォルト・ハンドラはア
クションを起こさない。

SRV_LISTENER_POSTBI
ND

指定された SRV_PROC 制御
構造体で識別されたリスナ
の 終的な設定を判断でき
る。たとえば、リスナがバ
インドされているアドレス
を判断できる。設定は、ス
レッド・プロパティを使用
して判断される。

SRV_PROC* デフォルト・ハンドラはア
クションを起こさない。

SRV_MIGRATE_STATE このイベントは、マイグ
レーション・ステータスが 
SRV_MIG_READY または 
SRV_MIG_FAILED に移行す
ると必ずトリガされる。移
行は、クライアントからマ
イグレーション・メッセー
ジが送信された結果。

詳細については、「接続マイ
グレーション」(41 ページ ) 
を参照してください。

SRV_PROC* ステータスが 
SRV_MIG_READY の場合、
デフォルト・ハンドラはア
クションを起こさないた
め、クライアントがマイグ
レーションを続行できる。
ステータスが 
SRV_MIG_FAILED に変
わった場合は、エラーが記
録される。

イベント 説明
ハンドラに対
する引数

デフォルト・イベント・ハ
ンドラ
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SRV_MIGRATE_RESUM
E

クライアントが結果の待機
中に新しいサーバにマイグ
レートすると、クライアン
ト接続が正常にマイグレー
トされた後、新しいサーバ
は SRV_MIGRATE_RESUME 
イベントを呼び出します。
マイグレーション要求が失
敗した場合やキャンセルさ
れた場合、イベントはオリ
ジナル・サーバから呼び出
されます。

詳細については、「接続マイ
グレーション」(41 ページ ) 
を参照してください。

SRV_PROC* デフォルト・ハンドラは、
終の完了 

(SRV_DONE_FINAL) のみ
クライアントに送信して、
結果を終了する。

SRV_MSG クライアントがメッセージ
を送信した。

SRV_PROC* デフォルト・ハンドラは、
"No SRV_MSG handler 
installed" というメッセージ
をクライアントに送信す
る。Open Server は DONE 
ERROR をクライアントに
返す。

SRV_OPTION クライアントがオプショ
ン・コマンドを送信した。

SRV_PROC* デフォルト・ハンドラは、
"No SRV_OPTION handler 
installed" というメッセージ
をクライアントに送信す
る。Open Server は DONE 
ERROR をクライアントに
返す。

SRV_RPC クライアントまたはリモー
ト Adaptive Server Enterprise 
がリモート・プロシー
ジャ・コール (RPC) を発行
した。

SRV_PROC* デフォルト・ハンドラは、
"RPC < rpcname > received. 
No remote procedure call 
handler installed" という
メッセージをクライアント
に送信する。Open Server 
は DONE ERROR をクライ
アントに返す。

イベント 説明
ハンドラに対
する引数

デフォルト・イベント・ハ
ンドラ
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SRV_START srv_run を呼び出すと、
SRV_START イベントがトリ
ガされる。Open Server アプ
リケーションは稼働状態。
SRV_START イベント・ハン
ドラは、サーバ・リソース
を初期化したり、サービ
ス・スレッドを発生させる
のに適している。

SRV_SERVER* デフォルト・ハンドラはア
クションを起こさない。

SRV_STOP srv_event への呼び出し、ま
たは Open Server の致命的
サーバ・エラーによって、
Open Server アプリケーショ
ンを停止する要求がトリガ
された。Open Server アプリ
ケーションが停止する。
srv_run から返されるもの
は、アプリケーションが 
SRV_STOP イベントを要求
した場合は CS_SUCCEED、
致命的サーバ・エラーに
よって SRV_STOP イベント
が発生した場合は CS_FAIL。
 このイベントのためのカス
タム・ハンドラは、Open 
Server アプリケーションが
終了する前に必要なクリー
ンアップをすべて実行でき
る。

SRV_SERVER* デフォルト・ハンドラはア
クションを起こさない。

イベント 説明
ハンドラに対
する引数

デフォルト・イベント・ハ
ンドラ
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プログラマ定義イベント

アプリケーションは、srv_define_event を使用してプログラマ定義のイ
ベントを定義し、srv_handle を使用してインストールします。新しい
イベントをクライアントのイベント・キューに登録するには、
srv_event または srv_event_deferred を呼び出す必要があります。

デフォルトのプログラマ定義イベント・ハンドラは、ハンドラがイン
ストールされていないという内容のメッセージをクライアントに送り
ます。このメッセージには、イベントの番号と名前が含まれています。

SRV_URGDISCONNECT このイベントは、Open 
Server アプリケーションが 
srv_event を呼び出す場合に
のみトリガされる。このイ
ベントに応答して、Open 
Server は、スレッドの 
SRV_DISCONNECT ハンド
ラを呼び出す。Open Server 
は、スレッド・イベント・
キューの 初にこのイベン
トを登録するので、このイ
ベントは次のイベントとし
て処理される。
 
キューに入っている他のイ
ベントをバイパスして、即
時にスレッドを終了する場
合には、アプリケーション
がこのイベントを発生させ
る必要がある。
SRV_URGDISCONNECT イ
ベントが発生すると、その
スレッドに関連する I/O  
チャネルは、dead とマーク
付けされる。

SRV_PROC* デフォルト・ハンドラはア
クションを起こさない。

イベント 説明
ハンドラに対
する引数

デフォルト・イベント・ハ
ンドラ
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プログラマ定義イベントを使用すると、Open Server アプリケーション
内の他のスレッドにサービスを提供できます。たとえば、スレッドが
トランザクションのログをディスク・ファイルに格納できるようにな
ります。このような機能を設定するには、srv_define_event でイベント
を定義し、ディスク・ファイルに書き込むハンドラ・ルーチンをイン
ストールして、イベントがキューイングされるサービス・スレッドを
作成します。このサービス・スレッドがトランザクション・ロギン
グ・コードを提供します。

例

サンプル・プログラム lang.c には、簡単な SRV_LANGUAGE イベン
ト・ハンドラの例が記述されています。

ゲートウェイ・アプリケーション
クライアントとしてもサーバとしても動作する Open Server アプリ
ケーションは、「ゲートウェイ・アプリケーション」と呼ばれます。
通常、ゲートウェイ・アプリケーションは、クライアントとサーバが
直接的に通信できない場合の仲介役として機能します。

たとえば、Open Client アプリケーションは、Oracle データベースのエ
ンジン部分とは直接通信することはできませんが、Oracle データベー
スへのゲートウェイ・サービスを行う Open Server アプリケーション
とは通信できます。この場合、ゲートウェイは、Open Client アプリ
ケーションに対するサーバとして、また Oracle データベースのエンジ
ン部分に対するクライアントとして動作します。
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もう 1 つの例としては、クライアントとリモート Adaptive Server がそ
れぞれまったく異なるネットワーク上で実行されているために、クラ
イアントがリモート Adaptive Server Enterprise に直接アクセスできない
場合が挙げられます。ゲートウェイ・サーバは、クライアントのデー
タを取得し、パケット化し直してリモート Adaptive Server Enterprise に
送信することによって、この問題を解決します。Sybase のミラー・イ
メージ・クライアントおよびサーバ・ルーチンは、このプロセスを単
純化します。サーバ・コンポーネントとクライアント・コンポーネン
トが、同一のデータ記述構造体を共有することもできます。つまり、
ゲートウェイは Server-Library 呼び出しを使用して構造体にリモート・
クライアントからの情報を格納し、次に、リモート・サーバと送信す
るために Client-Library 呼び出しまたは DB-Library 呼び出しを使用し
て同じ情報を構造体から抽出します。

Adaptive Server Enterprise または Open Server アプリケーションのクラ
イアントとして動作するゲートウェイは、Client-Library または DB-
Library ルーチンを使って、クライアントとして機能します。

Open Client アプリケーションのサーバとして動作するゲートウェイ
は、Server-Library ルーチンを使用して、サーバとして機能します。

 警告！ Client-Library は、Open Server アプリケーションの完全な非同
期モードでは実行できません。

サンプル・プログラム ctos.c は、「仮想 Adaptive Server Enterprise」ゲー
トウェイの一例です。このゲートウェイは、リモート Adaptive Server 
Enterprise から Sybase クライアントへのデータの渡し方を示します。

 警告！ゲートウェイ・アプリケーションでは、クライアントのルー
チンは Open Server のプロセス、つまりスレッドのコンテキスト内で
実行されます。この処理 ( または Open Server アプリケーション全体 ) 
が終了する場合、まだ実行途中のクライアント・ルーチンは、予想し
ない結果を引き起こします。
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パススルー・モード

Adaptive Server Enterprise を介して Open Server アプリケーションが 
Sybase クライアント・アプリケーションに接続するような特殊な場合
には、Client-Library と DB-Library は、Open Server が内容に割り込ま
ずにクライアントとサーバ間で TDS パケットを渡せるようにする一
連のアプリケーション・プロトコル・パススルー・ルーチンを提供し
ます。この処理は、到着した TDS 情報をアンパックし、送信する前
に再びパケット化するよりも効率的です。サンプル fullpass.c には、
このタイプのゲートウェイの例が記述されています。「パススルー・
モード」(146 ページ ) を参照してください。

注意 バージョン 10.0 より前の DB-Library を、Open Server バージョ
ン 10.0 以降を使用するアプリケーションにリンクしないでください。
ただし、10.0 以降の Open Server のクライアントとして動作するアプ
リケーション・プログラムの中で使用することはできます。

国際化サポート
次に示すように、Open Server は国際化アプリケーションをサポートし
ます。

• Open Server アプリケーションをローカライズできます。

ローカライズされた Open Server アプリケーションでは、通常、次
の処理が行われます。

• 各国の言語と文字セットでのエラー・メッセージの生成

• 各国の日時形式の使用

• 文字列の変換および比較での、特定の文字セットと照合順 
(「ソート順」ともいう ) の使用

• ローカライズされたクライアントをサポートします。
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ローカライズされたクライアントでは、ロケールに応じた言語、
日時形式、文字セットが使用されます。これらは、Open Server ア
プリケーションの言語、日時形式、文字セットとは異なる場合が
あります。ローカライズされたクライアントをサポートするに
は、Open Server アプリケーションは入力データをアプリケーショ
ン自体の言語と文字セットに変換するだけでなく、出力メッセー
ジやデータをクライアントの言語と文字セットに変換しなければ
なりません。

ここでは、次の内容について説明します。

• Open Server アプリケーションのローカライゼーション

• ローカライズされたクライアントのサポート

• ローカライゼーションに関連するクライアント要求

• ローカライゼーション・プロパティ

• ローカライゼーションのプログラム例

Open Client/Server のローカライゼーションについては、『Open 
Client/Server 開発者用国際化ガイド』に記載されています。このマ
ニュアルを参照して、Server-Library のローカライゼーション・メカニ
ズムとローカライゼーションに環境変数がどのように影響するかを理
解してください。

使用しているプラットフォームのローカライゼーションに関する情報
については、『Open Client/Server 設定ガイド』を参照してください。

Open Server アプリケーションのローカライゼーション

Open Server アプリケーションのローカライゼーションによって、次の
内容が決まります。

• エラー・メッセージを生成する言語と文字セット

注意 SRV_S_USESRVLANG プロパティと SRV_T_USESRVLANG 
プロパティを使用して指定された言語は、エラー・メッセージ生
成時に、サーバの言語よりも優先されます。

• すべてのデータ操作に使用される文字セットと照合順

Open Server アプリケーションは初期ローカライゼーション値やカスタ
ム・ローカライゼーション値、またはその両方を使用することもでき
ます。
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通常、国際化された Open Server アプリケーションは、LC_ALL およ
び LANG 環境変数、またはロケール・ファイル内の「デフォルト」の
エントリによって特定された初期ローカライゼーション値を使って
ローカライズが行われます。

初期ローカライゼーション値は実行時に確定されます。このとき、
Open Server アプリケーションが CS-Library ルーチン cs_ctx_alloc を呼
び出して CS_CONTEXT 構造体を割り付けます。アプリケーションが
この呼び出しをする場合、CS-Library は 初のローカライゼーション
情報を新しいコンテキスト構造体にロードします。

初期ローカライゼーション値がアプリケーションの要求を満たさない
場合、アプリケーションでは、CS_LOCALE 構造体を使用してコンテ
キスト構造体にカスタム・ローカライゼーション値を設定できます。

「CS_LOCALE 構造体を使用したカスタム・ローカライゼーション値
の設定」(114 ページ ) を参照してください。

ローカライズされたクライアントのサポート

Open Server アプリケーションによっては、ローカライズされたクライ
アントに対する 初のローカライゼーション値で十分な場合もありま
す。このような Open Server アプリケーションでは、ローカライズさ
れたクライアントをサポートするために、それ以上の手順は必要あり
ません。

しかし、ローカライズされたクライアントに対して追加のサポートが
必要な Open Server アプリケーションもあります。特に、次のような
場合は、Open Server アプリケーションには、ローカライズされたクラ
イアントをサポートするための追加の手順が必要です。

• CS-Library エラー・メッセージをクライアントに送り返す場合

この場合、Open Server アプリケーションは、CS-Library がクライ
アントの言語と Open Server アプリケーションの文字セットでメッ
セージを生成していることを確認する必要があります。

この実行方法の詳細については、「クライアントに対する CS-
Library メッセージのローカライズ」(115 ページ ) を参照してくだ
さい。

• ゲートウェイとして機能する場合

この場合、Open Server アプリケーションは、リモート・サーバへ
の接続がクライアントの言語と Open Server アプリケーションの文
字セットを使用していることを確認する必要があります。
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この実行方法の詳細については、「ゲートウェイ・アプリケー
ションに対するローカライズされた接続の作成」(116 ページ ) を
参照してください。

• クライアント・アプリケーションが言語または文字セットの変更
を要求した場合

この場合、Open Server アプリケーションは、クライアント・ス
レッドに対する言語または文字セットを変更する必要があります。

この実行方法の詳細については、「言語と文字セットの変更要求」
(117 ページ ) を参照してください。

CS_LOCALE 構造体を使用したカスタム・ローカライゼーション値の
設定

クライアントが Open Server アプリケーションに接続するときに、
Open Server は、クライアントの言語と文字セットを反映する 
CS_LOCALE 構造体を作成します。たとえば、french/cp850 のクライ
アントが us_english/iso_1/binary の Open Server アプリケーションにロ
グインする場合、Open Server アプリケーションはこの接続に対する 
french/cp850 の CS_LOCALE 構造体を作成します。

Open Server プログラマは、cs_locale を呼び出して、新しく割り当てた 
CS_LOCALE 構造体にこの情報をコピーし、構造体内の情報を使用で
きます。

srv_version を呼び出す前に、アプリケーションワイドなコンテキスト
構造体にカスタム・ローカライゼーション情報をインストールできま
す。このために、アプリケーションは次のことを行います。

1 cs_loc_alloc を呼び出して CS_LOCALE 構造体を割り付けます。

2 type を CS_LC_ALL に設定して cs_locale を呼び出し、CS_LOCALE 
にカスタム・ローカライゼーション値をロードします。type が 
CS_LC_ALL に設定されると、内部的に一貫性のあるローカライ
ゼーション値が CS_LOCALE にロードされます。

3 property を CS_LOC_PROP に設定して cs_config を呼び出し、カスタ
ム・ローカライゼーション値をアプリケーションのコンテキスト
構造体にコピーします。

4  cs_loc_drop を呼び出して、CS_LOCALE の割り付けを解除します。
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クライアントに対する CS-Library メッセージのローカライズ

Open Server アプリケーションが、アプリケーション自体のコンテキス
ト構造体をパラメータとして使用して CS-Libary ルーチンを呼び出す
と、呼び出しの結果として CS-Library が生成するエラー・メッセージ
では、Open Server アプリケーションの言語と文字セットが使用されま
す。

たとえば、cs_convert 呼び出しのコンテキスト・パラメータが 
us_english/iso_1 を示している場合、cs_convert 呼び出しが失敗すると、
CS-Library は us_english/iso_1 のメッセージを生成します。

注意 CS-Library ルーチンのパラメータとして CS_LOCALE 構造体が指
定されると、この構造体の中のローカライゼーション値によってコンテ
キスト・パラメータの中のローカライゼーション値が上書きされます。

Open Server アプリケーションの言語と文字セットで CS-Library メッ
セージを取得できるのは、Open Server アプリケーションが CS-Library 
メッセージのログを取るか、または CS-Library メッセージを保持する
場合のみです。

しかし、Open Server アプリケーションが CS-Library のエラー・メッ
セージをクライアントに送り返す場合、CS-Library はクライアントの
言語と Open Server アプリケーションの文字セットでメッセージを生
成します。

メッセージは、クライアントが理解できるクライアントの言語で生成
される必要があります。

次の 2 つの理由から、メッセージは Open Server アプリケーションの
文字セットでなければなりません。

• Open Server アプリケーションは、通常は、すべてのメッセージを
ログ・ファイルに記録します。したがって、ログに記録されたす
べてのメッセージが同一の文字セットを使用することが重要で
す。

• Open Server は、メッセージなどの出力データに対して自動的に文
字セット変換を行います。Open Server の文字セットで生成された
メッセージは、クライアントの文字セットに正しく変換されます。

アプリケーションは、クライアント・スレッドごとに正しくローカラ
イズされた CS_CONTEXT 構造体を設定することによって、メッセー
ジを正しい言語および文字セットで確実に生成します。また、クライ
アントの代わりに CS-Library ルーチンを呼び出すときに、これらの 
CS_CONTEXT 構造体を使用できます。
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CS_CONTEXT 構造体のローカライズ方法については、「CS_CONTEXT 
構造体のローカライズ」(116 ページ ) を参照してください。

ゲートウェイ・アプリケーションに対するローカライズされた接続の作成

Open Server アプリケーションがゲートウェイとして機能している場合
は、クライアントの言語と Open Server の文字セットを使用してリ
モート・サーバに接続されるようにする必要があります。

注意 Open Server の文字セットは、リモート・サーバの文字セットと
同じである必要はありませんが、リモート・サーバがそのサーバ自体
の文字セットに変換可能なものである必要があります。
 
Adaptive Server Enterprise は、2 つの西欧文字セット間での変換や 2 つ
の日本語文字セット間での変換はできますが、西欧文字セットから日
本語文字セットへの変換はできません ( また、その逆の日本語文字
セットから西欧文字セットへの変換もできません )。
 
たとえば Adaptive Server Enterprise は、ともに西欧言語グループの文字
セットである ISO 8859-1 と CP850 との間では変換できますが、西欧言
語グループの文字セットである ISO 8859-1 と、東欧言語グループの文
字セットである CP 1250 との間での変換は実行できません。
 
Open Server では、同じ言語グループの文字セットであるかどうかに関
係なく、サポートされている 2 つの文字セット間での変換ができま
す。ただし、異なる言語グループの文字セット間での変換を行う場合
は、アルファベット以外の文字は失われる可能性があります。

このためのアプリケーションにとって一番簡単な方法は、クライアン
ト接続ごとに正しくローカライズされた CS_CONTEXT 構造体を設定
し、ローカライズされたコンテキストのもとでクライアントに対する
リモート接続を割り当てることです。

CS_CONTEXT 構造体のローカライズ方法については、次の
「CS_CONTEXT 構造体のローカライズ」を参照してください。

CS_CONTEXT 構造体のローカライズ

Open Server アプリケーションで、クライアント・スレッドに対する 
CS_CONTEXT 構造体を正しくローカライズするには、次の手順に従
います。
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1 cs_ctx_alloc を呼び出し、クライアント・スレッドに対する 
CS_CONTEXT を割り付けます。

2 cs_loc_alloc を呼び出し、CS_LOCALE 構造体を割り付けます。

3 srv_thread_props を呼び出し、クライアント・スレッドの既存の 
CS_LOCALE 構造体をコピーします。これによって、新しい 
CS_LOCALE はクライアントの言語と文字セットで設定されます。

4 type を CS_SYB_CHARSET に設定して cs_locale を呼び出し、クライ
アントの文字セットを Open Server の文字セットに置き換えます。

5 property を CS_LOC_PROP に設定して cs_config を呼び出し、ロー
カライゼーション情報を CS_LOCALE から CS_CONTEXT にコ
ピーします。

6 必要に応じて、cs_loc_drop を呼び出し、CS_LOCALE の割り付け
を解除します。アプリケーションは、必要に応じて cs_locale を呼
び出し、CS_LOCALE 構造体を再利用してローカライゼーション
値を変更できます。

クライアント要求に対する応答

クライアントは、次のことを要求できます。

• 言語と文字セットの変更

• ローカライゼーション情報の要求

言語と文字セットの変更要求

クライアントは、Open Server に接続するときに、ログイン・レコード
内で言語と文字セットを指定します。Open Server は、この情報を使用
して、クライアント・スレッドに対する CS_LOCALE と「文字セット
変換ルーチン」を設定します。

Open Server は、自動的にこの処理を行います。Open Server アプリ
ケーションは、ログイン時にローカライズされたクライアントを処理
する必要はありません。

ただし、ログインした後でも、クライアントは言語と文字セットを変
更できます。クライアントから言語または文字セットの変更要求が送
信されると、Open Server アプリケーションはクライアント・スレッド
の CS_LOCALE 構造体で要求された変更を実行します。
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クライアントは、次の 2 つの方法で言語または文字セットの変更を要
求できます。

• ct_command を使用して送信される、言語に基づいたオプション・
コマンドを使用する。このタイプのコマンドは SRV_LANGUAGE 
イベントをトリガします。その結果、Open Server アプリケーショ
ンは SRV_LANGUAGE イベント・ハンドラの内部で要求を処理し
ます。

• ct_options を使用して送信される、オプション・コマンドを使用す
る。このタイプのコマンドは SRV_OPTION イベントをトリガしま
す。その結果、Open Server アプリケーションは SRV_OPTION イ
ベント・ハンドラの内部で要求を処理します。

どちらの場合も、Open Server アプリケーションは次の方法で応答します。

1 新しい言語または文字セットを使用して、CS_LOCALE 構造体を
設定します。

2 property を SRV_T_LOCALE に設定して srv_thread_props ルーチンを
呼び出し、スレッド接続の言語または文字セットを変更します。

表 2-22 は、クライアント・スレッドの言語または文字セットを変更
する方法を示します。

表 2-22：言語または文字セットの変更

手順 アプリケーションの手順 目的 説明

1 cs_loc_alloc を呼び出す。 CS_LOCALE 構造体
を割り付ける。

この呼び出しは、Open Server 
アプリケーション・コンテキ
ストの現在のローカライゼー
ション情報を新しい 
CS_LOCALE 構造体にコピー
する。

2 property を SRV_T_LOCALE に設定して 
srv_thread_props(GET) を呼び出す。

クライアント・ス
レッドの既存のロー
カライゼーション値
を新しい 
CS_LOCALE 構造体
にコピーする。

3 cs_locale を呼び出す。 要求された言語また
は文字セットを使用
して CS_LOCALE 構
造体を上書きする。

「CS_CONTEXT 構造体のロー
カライズ」(116 ページ ) を参
照してください。
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ローカライゼーション情報の要求

ログインした後、クライアントは次の情報を要求できます。 

• サーバの文字セットの名前

• サーバのソート順の名前

• クライアント文字セットのための文字セットの定義

• クライアントのソート順に対するソート順定義

クライアントは、RPC コマンドを使用し、sp_serverinfo システム・レ
ジスタード・プロシージャを介してこれらの情報を要求します。

Open Server からの応答として、 sp_serverinfo システム・レジスタード・
プロシージャを介して要求された情報が自動的に送り返されます。こ
のとき、Open Server アプリケーションは何も行う必要はありません。
実際には、Open Server アプリケーションは、要求が送られたことを認
識していません。

「レジスタード・プロシージャ」(185 ページ ) を参照してください。

ローカライゼーション・プロパティ

ローカライゼーションには 2 つのプロパティが関係します。 

• SRV_S_USESRVLANG 

• SRV_T_USESRVLANG

4 property を SRV_T_LOCALE に設定して 
srv_thread_props(SET) を呼び出す。

新しい言語または文
字セットを使用し
て、クライアント・
スレッドを設定す
る。

5 オプションで cs_loc_drop を呼び出す。 CS_LOCALE 構造体
の割り付けを解除す
る。

アプリケーションは、
CS_LOCALE 構造体の割り付
けを解除する前に構造体を再
使用できる。

構造体のローカライゼーショ
ン値を再利用する前に、必要
に応じてアプリケーションは 
cs_locale を呼び出して、この
値を変更できる。

手順 アプリケーションの手順 目的 説明
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これらのプロパティは、Open Server がエラー・メッセージを Open 
Server アプリケーションの言語で生成するかクライアントの言語で生
成するかを指定します。

SRV_S_USESRVLANG はサーバワイドなプロパティであり、srv_props 
によって設定されます。この値は、SRV_T_USESRVLANG のデフォ
ルト値として使用されます。

SRV_T_USESRVLANG はスレッドのプロパティであり、
srv_thread_props によって設定されます。新しいスレッド構造体が割り
当てられたとき、SRV_T_USESRVLANG は SRV_S_USESRVLANG か
らデフォルト値を抽出します。

SRV_T_USESRVLANG が CS_TRUE の場合、Open Server はエラー・
メッセージをサーバの言語で生成します。

SRV_T_USESRVLANG が CS_FALSE の場合、Open Server はエラー・
メッセージをクライアントの言語で生成します。

「プロパティ」(157 ページ ) を参照してください。

ローカライゼーションの例

サンプル ctos.c には、CS_LOCALE 構造体のカスタマイズ方法の一例
が記述されています。サンプル intlchar.c  は、文字セットと各国言語
の設定、およびクエリを処理します。

言語呼び出し
Open Server は、言語イベントを柔軟に処理する機能を備えています。
クライアント・アプリケーションが、type 引数を CS_LANG_CMD に
設定した ct_command を使って情報を送ると、SRV_LANGUAGE イベ
ントがトリガされます。RPC ストリームが名前とパラメータという個
別の要素から構成されているのに対して、言語情報は区別のない文字
ストリームとして着信します。SRV_LANGUAGE イベント・ハンドラ
には、その文字ストリームを有効なコンポーネントに解析できるコー
ドが必要がります。SQL クエリは、言語ストリームの一例です。
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これは、自然言語で入力を受け入れるアプリケーションにとって有効
な機能です。たとえば、SQL データベースに対してユーザが英語でク
エリを実行できる衣料店アプリケーションがあり、営業員が「How 
many shirts in blue?」という質問を入力したとします。フロントエンド
クライアントアプリケーションは、ct_command を呼び出してこの自然
言語クエリを Open Server ゲートウェイアプリケーションに送信しま
す。SRV_LANGUAGE ハンドラは、このテキストを解析して下記の 
Transact-SQL クエリを作成し、クエリをリモート・データベースに送
信します。

select quantity from inventory_tab where color = “blue” and type = 
“shirt”

SRV_LANGUAGE イベント・ハンドラは、次の手順で言語データを処
理する必要があります。

1 srv_langlen を呼び出して、言語要求バッファの長さを取得します。

2 srv_langlen から返された長さに NULL 終了バイト分の 1 バイトを
加算した大きさを持つ、ローカル・アプリケーション・バッファ
を割り付けます。

3 srv_langcpy を呼び出し、要求データの全部または一部をローカ
ル・バッファにコピーします。

4 ローカル・バッファの内容を処理します。

ログイン・リダイレクトと拡張 HA フェールオーバのサ
ポート

ログイン・リダイレクトと拡張 HA フェールオーバのサポートによ
り、サーバのクラスタで、すべての着信クライアント接続を対象に負
荷のバランスをとることができます。

この機能は、次の 3 つのルーチン、srv_send_ctlinfo、
srv_getserverbyname、srv_freeserveraddrs によってサポートされます。

srv_send_ctlinfo ルーチンは、ログイン・リダイレクトと拡張 HA 
フェールオーバの両方をサポートしますが、srv_getserverbyname と 
srv_freeserveraddrs は、Open Server アプリケーションでサーバ名を接続
情報に変換できるようにします。これらのルーチンの詳細について
は、「srv_send_ctlinfo」(431 ページ )、「srv_getserverbyname」(334 ペー
ジ )、「srv_freeserveraddrs」(319 ページ ) を参照してください。
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次のプロパティがこれらのルーチンをサポートします。

• SRV_S_HASERVER は読み込み専用のサーバ・プロパティで、
interfaces ファイルから HAFAILOVER 値を返します。返される値
は、srv_init によって設定されたサーバ名に対応します。

• SRV_T_REDIRECT は読み込み専用のスレッド・プロパティで、
ログイン・レコード内の TDS_HA_LOG_REDIRECT ビットの設定
を返します。

• SRV_T_HA はスレッド・プロパティで、ログイン・レコードから 
HA 関連情報の設定を CS_INT ビットマスクとして返します。提
供される情報には、セッション (SRV_HA_LOGIN)、フェールオー
バ (SRV_HA_LOGIN_FAILOVER)、再開 
(SRV_HA_LOGIN_RESUME) の各ビットが含まれます。

• CS_SESSIONID は、セッション ID を保持する型定義です。

• SRV_T_SESSIONID は、クライアントが Open Server に送信する
セッション ID をログイン・レコードで返します。

SRV_T_SESSIONID を使用しても、SRV_CONNECT ハンドラで
セッション ID をクライアントに送信できます。「クライアントに
対する異なるサーバへのマイグレーションの指示」(50 ページ ) 
を参照してください。

• SRV_NEG_SESSIONID は、srv_negotiate の語法でネゴシエートさ
れたログイン情報の一種で、クライアントのセッション ID 情報
の送信をサポートします。

メッセージ
Open Server では、次の 3 つのタイプのメッセージがあります。

• データ・ストリーム・メッセージ － クライアントおよびサーバ
は、データ・ストリーム・メッセージを使用して情報を交換でき
ます。「データ・ストリーム・メッセージ」(86 ページ ) を参照し
てください。

• スレッド・メッセージ － スレッドは、スレッド・メッセージを
使用して情報を交換できます。「マルチスレッド・プログラミン
グ」(123 ページ ) を参照してください。
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• エラー・メッセージ － Open Server は、エラー・メッセージを使
用してエラー状態を通知します。「エラー」(97 ページ ) を参照し
てください。

マルチスレッド・プログラミング
Open Server は、マルチスレッド・アーキテクチャを使用します。マル
チスレッド・サーバ・アプリケーションは、「スレッド」の集まりと
して動作し、それぞれのスレッドが独自のタスクを達成するために
ルーチンを実行します。

スレッドについて

スレッドは、Open Server アプリケーションを通した、特定の実行の道
筋と考えることができます。各クライアントは、スレッドを使用して
接続を管理し、イベント・ハンドラとプロシージャを呼び出して要求
に応答します。Open Server ランタイム・システムには、メッセージの
配信、サーバ対サーバ通信の処理、タスクのスケジュールなどのサー
バ・アクティビティを管理するスレッドが複数あります。アプリケー
ションは、他のアプリケーション固有のアクティビティのためにサー
バ・スレッドを生成できます。

マルチスレッド・システムとしての Open Server アプリケーションで
は、スレッドが実行するさまざまなアクティビティのスケジューリン
グ、共有リソースへのスレッドのアクセスのネゴシエーション、ス
レッドが相互通信するための手段の提供を行う必要があります。「ス
ケジューリング」(127 ページ ) および「ツールと手法」(130 ページ ) 
を参照してください。

スレッドのタイプ

Open Server は、次の 4 種類のスレッド、preemptive、event-driven、
service、site-handler を使用します。
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プリエンプティブ・スレッド

Open Server バージョン 12.5 以上では、すべてのプラットフォームに
対してプリエンプティブ・スレッドが導入されました。スレッド・ラ
イブラリを使ってアプリケーションを作成する場合の事前の注意点に
ついて以下に説明します。

スレッドセーフな関数

アプリケーションがリエントラントであることを確認するため、次の
点を確認してください。

• 提供される C ライブラリ関数のリエントラント・バージョンを使
用している。

• 非リエントラント C ( またはその他の ) ライブラリ関数を安全な
方法で使用している。

• ミューテックス・ロック、またはその他のロックを使用して、グ
ローバル変数と共有構造体を保護している。

• アプリケーションで、静的バッファを指すポインタを返す関数を
使用していない。

• 正しいプロセッサ・フラグとリンカ・ディレクティブを使用して
コンパイルを実行する。

注意 ある UNIX システムでリエントラントである C ライブラリ関数
が、他の UNIX システムでもリエントラントであるとは限りません。
ご使用のプラットフォームの移植に関するガイドを参照して、C 関数
がリエントラントであるかどうかを確認してください。

スレッドセーフ・コードとプリエンプティブ・モード

一度に複数の Open Server スレッドを実行できます。また、1 つのス
レッドを他のスレッドのためにプリエンプティブにできます。この操
作によって同時実行性が向上します。特に、SMP システムの場合に
効果があります。ただし、コードがスレッドセーフである必要があり
ます。これは Open Server コード、ユーザのイベント・ハンドラ、
コールバック関数に適用されます。
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SRV_S_PREEMPT の動作

SRV_S_PREEMPT を CS_TRUE に設定した場合、複数の Open Server ス
レッドを同時に実行できます。また、オペレーティング・システムに
より、これらのスレッドは相互にプリエンプティブになります。これ
らのスレッドは、バインドされません。

SRV_S_PREEMPT が CS_FALSE に設定されている場合は、ある Open 
Server スレッドの実行に割り込みをかけて別の Open Server スレッドを
実行することはできません。また、2 つの Open Server スレッドを同時
に実行することもできません。

また、スレッド・ライブラリとともに使用する場合、
SRV_S_PREEMPT を CS_TRUE または CS_FALSE のいずれに設定して
も、SRV_S_CURTHREAD の一部の関数は無効になります。これは、
SRV_S_PREEMPT の設定にかかわらず、スレッド・ライブラリがシグ
ナル処理スレッドにより処理されるシグナルを使用するためです。

Open Server スレッドの実行が再開されると、1 つのミューテックスが
有効化されます。SRV_C_SUSPEND コールバックの実行後、Open 
Server が特定のタスクを実行できる状態になったときに、ミューテッ
クスが解放されます。この場合、サーバワイドのミューテックスは 1 
つだけ存在します。

オペレーティング・システムがこのようなスレッドを再開しても、
SRV_C_RESUME と SRV_C_SUSPEND コールバック関数は呼び出され
ません。これらの関数は、特定の Open Server スレッドが実行を停止
または再開したときにのみ呼び出されます。たとえば、ユーザ Open 
Server スレッドの言語要求が着信し、言語イベント・ハンドラの実行
後、このスレッドがスリープ状態になる前の時点などです。

実装固有の事項

ほとんどの UNIX プラットフォームでは、スレッドは POSIX スレッド
に基づいており、バインド解除されています。HP および Linux では、
スレッドはバインドされています。Windows では、スレッドは Win32 
スレッドです。

プラットフォームでのスレッドの使用方法の詳細については、ご使用
のプラットフォームに付属の各ベンダーのマニュアルを参照してくだ
さい。
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イベント駆動型スレッド

クライアント接続を制御するスレッドは、イベント駆動型です。アク
ションを必要とする要求は、サーバ・イベントをトリガします。イベン
トの詳細については、「イベント」(100 ページ ) を参照してください。

クライアント・イベントが発生すると、そのイベントは Open Server 
によってスレッドのイベント・キューに登録されます。スレッドの次
回実行時には、イベント・キューから次のイベント要求を読み込みま
す。Open Server は、そのイベントに関連しているイベント・ハンドラ
を呼び出します。ハンドラが復帰すると、スレッドはキューにある次
のイベントを読み込もうとします。イベントがない場合は、スレッド
は「スリープ」します。

たとえば、クライアント・アプリケーションがサーバにログインしよ
うとするときには、ランタイム・システムは接続を処理するスレッド
を作成し、そのスレッドのキューに SRV_CONNECT イベントを登録
します。このスレッドの実行時には、SRV_CONNECT イベントを処
理するためにインストールされているルーチンが実行されます。デ
フォルト・ハンドラは、単に接続を受諾するだけです。
SRV_CONNECT のカスタム・ハンドラをインストールすることもで
きます。この場合は、ログイン名とパスワードをチェックして両方と
も有効なときにユーザのログインを許可します。

イベント駆動型のスレッドは主にクライアント要求を処理するために
存在しますが、サーバ内でサービス・ルーチンを実行するためには
ユーザ定義イベントと併せて使用することもできます。

サービス・スレッド

どのクライアント接続からも独立して動作する Open Server スレッド
を作成できます。このようなスレッドがサービス・スレッドと呼ばれ
るのは、実行するルーチンが、通常は、イベント駆動型のクライアン
ト・スレッドに対してサービスを提供するからです。クライアント・
スレッドとは違って、サービス・スレッドはイベントによって起動し
ません。その代わり、スレッド作成時にスレッド用の実行ルーチンを
設定します。このルーチンは、サーバによってすぐに実行キューに登
録されます。あるルーチンを実行するために作成されたサービス・ス
レッドは、そのルーチンが戻ったところで、消滅します。
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アプリケーションは、Open Server でさまざまなタスクを実行するため
にサービス・スレッドを使用できます。実際、Open Server ランタイ
ム・システムは、サーバ管理ルーチンを実行するサービス・スレッド
から構成されています。サービス・スレッドは、クライアント I/O、
つまりクライアント・コマンドを読み込んで結果を返すことはできま
せん。

Open Server は、イベントがトリガされたときに動作させるイベント・
コードをスケジューリングします。それとは対照的に、アプリケー
ションは srv_wakeup、srv_sleep, srv_yield ルーチンを使って明示的に
サービス・スレッド・コードをスケジューリングする必要がありま
す。さらに、メッセージ・キューのスケジュールについては、プリエ
ンプティブ・モードで動作していないときに行う必要があります。

サイト・ハンドラ・スレッド

Adaptive Server Enterprise が Open Server アプリケーションに接続する
と、Open Server はサイト・ハンドラ・スレッドを作成します。

Open Server アプリケーションがサーバ対サーバ RPC を受け取ると、
Open Server は SUB-PROC を作成します。SUB-PROC は、サーバ対
サーバ RPC が完了すると消えます。サイト・ハンドラ・スレッドは、
Adaptive Server Enterprise が Open Server アプリケーションへの接続を
クローズすると消えます。

Open Server アプリケーションがサイト・ハンドラ・スレッドにアクセ
スするのは、SRV_CONNECT または SRV_DISCONNECT イベント・
ハンドラ内だけです。このイベント・ハンドラ以外では、サイト・ハ
ンドラ・スレッドは完全に内部的に使用されます。

スケジューリング

Open Server は、実行中のスレッドを定期的に中断して他のスレッドを
再開する方法で、同時実行性を実現します。このコンテキスト切り替
えは頻繁にしかも迅速に行われるため、Open Server クライアントから
はスレッドが連続的に動作しているように見えます。
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スケジューラは、コンテキスト切り替えを実行するランタイム・シス
テムのスレッドです。スレッドに、スタックとマシン・レジスタ環境
を含む実行コンテキストがあります。スケジューラは、実行中のス
レッドの実行コンテキストを保存し、再開するスレッドを選択し、保
存したコンテキストをリカバリしてから、コンテキストを実行しま
す。スケジューラは透過的に動作しますが、Open Server コードを書く
には、次のことを理解しておく必要があります。

• スケジューラがどのように呼び出されるか ( スケジューリング方
法 )

• スケジューラが再開するスレッドをどのように選択するか

スケジューリング方法

スケジューリング方法によって、1 つの実行中スレッドから別のス
レッドに制御が移行される時期を決定します。Open Server アプリケー
ションは、次の 2 つのスケジューリング方法、非プリエンプティブま
たはプリエンプティブのいずれか 1 つを使用します。デフォルトで
は、非プリエンプティブです。ほとんどのプラットフォームでは非プ
リエンプティブの方法しか使用できません。

非プリエンプティブ・スケジューリング

非プリエンプティブ・スケジューリングでは、コンテキストの切り替
えを予測できます。次に示す状況でのみ切り替えが行われます。

• スレッドが、ネットワーク  I/O を行っている Server-Library または 
Client-Library ルーチンを呼び出す。

スレッドがネットワーク接続に対して読み出しまたは書き込みを
行った場合は、ランタイム・システムは読み込みまたは書き込み
の完了を待っているスレッドの実行を中断します。ネットワーク 
I/O は比較的遅いため、サーバは I/O が完了する間に他のスレッド
を実行することによって、時間をより有効に使用することができ
ます。

• スレッドが、実行が再開されるのを待機してスリープする。

たとえば、他のスレッドが共有メモリ内のデータ・オブジェクト
を更新している場合、そのオブジェクトにアクセスするには、ス
レッドは更新が終了するまで待機している必要があります。アプ
リケーションが次のルーチンを呼び出すと、スレッドはスリープ
します。

• srv_sleep
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• srv_getmsgq (SRV_M_WAIT) または srv_lockmutex

 のように、要求されたリソースを待機している間はスレッドがス
リープする Server-Library ルーチン

• スレッドがそれ自体を故意に中断させ、他のスレッドを実行可能
にするために srv_yield を呼び出す。そのスレッドは実行可能のま
まであり、srv_yield 呼び出し後の文でオペレーションを再開する。
スリープしない、またはネットワーク I/O を実行しない、処理時
間の長いルーチンを作成する場合は、ルーチンがサーバを独占し
ないように定期的に srv_yield を呼び出してください。

プリエンプティブ・スケジューリング

プリエンプティブ・スケジューリングでは、上記のイベントのいずれ
かが起きた場合、また、システムが実行中のスレッドに割り込むとき
に、コンテキスト切り替えが起こる可能性があります。プリエンプ
ティブ・スケジューリングはオペレーティング・システムのスレッド
管理機能に依存しているので、システムが開始する切り替えは、予測
できません。通常、オペレーティング・システムには、確実にスレッ
ド間での効率的な時間配分を行う複雑なアルゴリズムがあります。

property を SRV_S_PREEMPT に設定した srv_props ルーチンを使用する
ことによって、プリエンプティブ・スケジューリングを選択できま
す。プリエンプティブ・スケジューリングは、すべてのプラット
フォームで使用できるわけではありません。使用しているアプリケー
ションのプラットフォームでプリエンプティブ・スケジューリングが
使用可能かどうかを確認するには、srv_capability を呼び出します。

再開するスレッドの選択

Open Server は、複数の実行キューを保持します。実行キューとは、中
断されているがスリープはしていないスレッドのリストです。各
キューには、同じ実行優先順位を持つスレッドがあります。スケ
ジューラは、 高優先順位のキューの中の、 も長い期間そのキュー
にあったスレッドを再開させます。通常は、スレッドは同じ優先順位
で実行されるので、この選択方法では先入れ先出しを基本に実行時間
を割り当てます。
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スレッドの優先順位を調節して、他のスレッドより先にスケジューラ
がまずそのスレッドを実行するようにしたり、他に実行するスレッド
がない場合にのみそのスレッドが実行されるようにすることができま
す。たとえば、リアルタイム・データを読み込むスレッドについて
は、処理するデータが存在する場合はいつでも実行できるように、高
い優先順位を設定できます。優先順位の調節には、注意が必要です。
他のスレッドよりも高い優先順位を持つスレッドが実行可能な状態に
ある場合は、スケジューラはこのスレッドを引き続き実行します。こ
の高い優先順位が変わることなくスレッドもスリープすることがない
場合は、それよりも低い優先順位を持つ他のスレッドはまったく実行
されません。スレッドの優先順位の調節については、「srv_setpri 」
(460 ページ ) を参照してください。

Open Server が新しいスレッドを確立するときに、そのスレッドが他の
スレッドと CPU 時間を完全に共有できるようにするには、その前に
スケジューラがある作業を行う必要があります。この新しいスレッド
の起動中に、スケジューラは、既存のスレッドが実行できるようにす
る一連の内部 srv_yield 呼び出しを効率的に実行します。その結果、確
立済みの実行可能なスレッドが「CPU を占有」して、新しいスレッド
の起動を遅らせるように見える場合があります。スレッドが確立され
て実行可能になると、そのスレッドの優先順位に応じて CPU 時間を
共有します。

実行優先順位が問題となるのは、非プリエンプティブ・モードで動作
している Open Server アプリケーションの場合のみです。

ツールと手法

マルチ・スレッド環境でプログラムを作成するには、常にスレッド間
の対話に気を配る必要があります。この環境で特に役立つプログラミ
ング・ツールや方法があります。Open Server は、共有リソースへのア
クセスを制御するための相互排除セマフォ ( ミューテックス )、ス
レッドが互いに調整し通信することを可能にするメッセージ・キュー
を提供しています。

ミューテックス

相互排除セマフォ、つまり「ミューテックス」は、Open Server の論理
オブジェクトの 1 つで、 大でも 1 個のスレッドしかこのオブジェク
トをロックすることができません。ミューテックスは、共有リソース
を保護したり、より複雑なツールを開発したりするのに便利です。
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ミューテックスの使用方法を理解するには、次の点に注意してくださ
い。

UNIX プラットフォーム上で動作している Open Server アプリケーショ
ンにおいては、標準入力と標準出力はどのスレッドでも同じです。ス
レッドが定期的に標準出力に書き込む場合は、アプリケーションの
コード上では、標準出力に対して複数のスレッドの出力を指定しない
ようにしてください。

スレッドの出力が混合することを避ける 1 つの方法は、stdout デバイ
スにミューテックスを関連付けて、スレッドが stdout に書き込む前に
必ずミューテックスをロックさせることです。一度に 1 つのスレッド
しかミューテックスをロックできないので、stdout に書き込むことが
できるスレッドは一度に 1 つだけになります。他のスレッドは、その
ミューテックスをロックすることが可能になるまで待機します。

プログラミングの詳細については、srv_createmutex、srv_lockmutex、 
srv_unlockmutex、srv_deletemutex のページを参照してください。

メッセージ・キュー

メッセージ・キューによって、スレッド間の通信が可能になります。
メッセージ・キューは、通常、他のスレッドにサービスを行う生成ス
レッドにデータを送るために使用されます。たとえば、すべてのス
レッドは、宛先がログ・ファイルになっているデータを入れるための
メッセージ・キューを作成できます。生成されたスレッドは、キュー
からメッセージを読み込み、受け取った順にログ・ファイルに書き込
むことができます。

メッセージ・キューのメッセージは 4 バイトの値で、通常は、送受信ス
レッドが共有するメモリ内にあるデータのアドレスを指すポインタで
す。キューにメッセージを入れるスレッドと、そのメッセージを読むス
レッドのメッセージ・フォーマットは、同じである必要があります。

メッセージが他にデータを参照する場合は、メッセージを送ったス
レッドがデータ領域を更新する前に、メッセージを読むスレッドが
データを終了していることを確認する必要があります。メッセージが
受け取られる前に、送信ルーチンがメッセージを上書きまたは解放す
ることがないように、メッセージを書き込むルーチンである 
srv_putmsgq には、メッセージがキューから読み込まれるまで送信ス
レッドをスリープさせるオプションがあります。

プログラミングの詳細については、srv_createmsgq、srv_putmsgq、
srv_getmsgq、srv_deletemsgq のページを参照してください。
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クリティカル・セクションの保護

Open Server がスレッドを中断しないようにするために、srv_setpri を呼
び出して、一時的にスレッドの優先順位を上げることができます。
サーバ・スレッドは、すべて、同一の優先順位で開始されます。この
優先順位は、ospublic.h に定義されている SRV_C_DEFAULTPRI 定数
によって表されます。スレッド優先順位の範囲は 
SRV_C_LOWPRIORITY から SRV_C_MAXPRIORITY までで、この範
囲の中間点は SRV_C_DEFAULTPRI です。

Open Server は、必ず、 高優先順位の実行可能なスレッドから再開し
ます。実行可能なスレッドが複数存在し同じ優先順位である場合に
は、Open Server は 初に実行可能になったスレッドを再開します。1 
つのスレッドの優先順位を他のスレッドの優先順位よりも高くした場
合には、そのスレッドが実行可能でなくなるか、優先順位が下げられ
るまで、Open Server はそのスレッドを実行し続け、他のスレッドを実
行しません。

スレッドの優先順位を上げることは、クリティカル・セクション中に
他のスレッドによる介入を防ぐための効果的な手段ですが、その一方
で同時実行性に悪影響を及ぼすこともあります。優先順位を上げると
いうことは、1 つのスレッドにサーバを独占させることになります。
スレッドの優先順位を SRV_C_DEFAULTPRI 以上に上げると、Open 
Server ランタイム・システムを構成しているスレッドさえも実行でき
なくなります。このような影響を 小限に抑えるためには、どうして
も必要になるまで優先順位の引き上げを遅らせ、できるだけ早くまた
下げてください。クリティカル・セクションに不要なコードを入れな
いでください。

コールバック・ルーチン

srv_callback ルーチンを使って、スレッドのコールバック・ハンドラを
インストールできます。Open Server は、スレッドのステータスがユー
ザの指定したものに変わったときに、ユーザのルーチンを呼び出しま
す。たとえば、あるスレッドが中断したときに実行する 
SRV_C_SUSPEND コールバック・ハンドラをインストールできます。

注意 コールバック・ハンドラをインストールし実行できるかは、プ
ラットフォームに依存します。現在使用しているプラットフォーム上
で特定のステータス移行についてコールバック・ハンドラがインス
トール可能であるかどうかは、srv_capability を使って調べてください。
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表 2-23 は、srv_callback によるコールバック・ハンドラのインストール
が可能なステータス移行をまとめたものです。

表 2-23：ステータスの移行

プログラミングに関する注意事項

Open Server スレッドは、各自のスタックとレジスタ環境を持つ実行の
スレッドですが、Open Server ランタイム・システムのオペレーティン
グ・システム・プロセスのリソースも共有しています。

次に、マルチスレッド・プログラミングに関する重要事項を示します。

• グローバル・データ、ファイル・ハンドル、デバイスなどの共有
リソースを保護しなければなりません。

ステータスの移行 意味

SRV_C_EXIT スレッドは、その実行のために生成されたルーチン
の実行を終了したか、接続を切断したクライアント
に関連付けられている。ハンドラは、終了するス
レッドのコンテキスト内で実行する。

SRV_C_PROCEXEC Open Server は、レジスタード・プロシージャを実行
しようとするときにこのコールバック・ハンドラを
呼び出す。ハンドラは、レジスタード・プロシー
ジャを要求したスレッドのコンテキストで実行する。
結果として、SRV_C_PROCEXEC コールバック・ハ
ンドラは、クライアントがなんらかのレジスタード・
プロシージャ・オペレーションを試行するときに実
行する。クライアントがレジスタード・プロシー
ジャを作成、削除、または実行する能力を制限する
コールバック・ハンドラをインストールできる。

SRV_C_RESUME スレッドは再開中である。ハンドラはスケジューラ・
スレッドのコンテキストで実行され、スケジューラ
のスタックを使用する。

SRV_C_SUSPEND スレッドは中断している。ハンドラは、中断してい
るスレッドのコンテキストで実行され、そのスタッ
クを使用する。

SRV_C_TIMESLICE スレッドは、SRV_TIMESLICE、
SRV_VIRTCLKRATE、SRV_VIRTTIMER 設定パラ
メータで指定した時間 ( タイム・スライス ) の間、実
行した。このハンドラを使うと、長時間実行してい
るスレッドに対して、他のスレッドを実行可能にす
るための srv_yield を呼び出すように信号を送ること
ができる。
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共有グローバル・データ項目を更新しているときには、他のス
レッドがそのデータをアクセスできないようにする手段をとって
いないのであれば、そのスレッドを中断することができるルーチ
ンを呼び出さないでください。さもなければ、他のスレッドは矛
盾するデータで作業することにもなります。

特定のリソースに対して自身だけがアクセス権を持っているかの
ように動作するプログラム・ロジックには注意してください。た
とえば、グローバル変数の値を使って計算の一部を行い、中断す
るようなルーチンです。その間に他のスレッドがグローバル変数
を変更することが可能であり、矛盾の問題を引き起こします。計
算が、完了する前に不正確なものになることがあります。

• 複数のスレッドが実行できるルーチンでは、静的変数は避けてく
ださい。

静的変数を変更するルーチンを、複数のスレッドによって呼び出
すことが可能な場合は、そのルーチンの複数のインスタンスが競
合しないことを保証しなければなりません。そのルーチンが、静
的変数のポインタを返すように作られている場合は、スレッドの
中断中に変数の内容が変更されることもあるので、データの矛盾
がさらに起こりやすくなります。スレッドはそれぞれ専用のス
タックを持っているので、自動変数を使用するほうが安全です。
アプリケーションはメモリを提供し、そこに結果をコピーしなけ
ればなりません。静的変数を使用しなければならない場合は、上
記の手段で保護するようにしてください。

• SRV_ATTENTION イベントは、割り込みレベルで実行できます。
SRV_ATTENTION ハンドラが操作するアプリケーション構造が、
他のイベント・ハンドラやサービス・スレッドなどの非割り込み
レベル・コードでも変更またはテストされている場合は、その変
更やテストの結果は信頼できません。割り込みレベルの 
SRV_ATTENTION ハンドラと非割り込みレベル・コードの調整を
行うためには、アテンション・レベルの起動とスリープを使用し
てください。

例

サンプル・プログラム multthrd.c には、さまざまなマルチスレッド・
プログラミングの例が記述されています。
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ネゴシエートされた動作
Open Server アプリケーションは、クライアントとネゴシエートして、
さまざまな分野におけるアプリケーションの動作を決定します。ネゴ
シエーションにはクライアントがログインするときに行われるものも
あれば、Open Server ランタイム・システムの存続期間中にアドホック
に発生するものもあります。

ログイン・ネゴシエーション

ログイン時にネゴシエートされる要素はいくつかあります。いくつか
は、Open Server が透過的にネゴシエートするものであり、Open Server 
アプリケーションがアクションを起こす必要はありません。他のもの
は、アプリケーション呼び出しで明示的に処理されます。ログイン・
ネゴシエーションは、常に SRV_CONNECT イベント・ハンドラ内で
起こります。

透過的ネゴシエーション

次の要素は、アプリケーションに対して透過的に決定されます。

• 文字データが表示される文字セット。クライアントがログインす
るときには、さまざまな情報を提供しますが、その中にはロケー
ルに適当な文字セットの名前があります。サーバの文字セットが
クライアントの文字セットと異なる場合、Open Server はデータを
クライアントの文字セットに変換します。

• 表示する Open Server エラー・メッセージの言語。

• バイト順序：プラットフォームに依存。

• TDS プロトコル・レベル。

• 浮動小数点表現：プラットフォームに依存。

サーバのデフォルトの各国言語と文字セットは、サーバの初期化中に
確立されます。

クライアントは、文字セットと各国言語を後で再ネゴシエーションす
ることができます。「アドホック・ネゴシエーション」(137 ページ ) 
を参照してください。
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明示的ネゴシエーション

次の要素は、アプリケーション自体がクライアントとネゴシエートし
て決定します。

• アプリケーションがデフォルトを使用しない場合には、クライア
ントのできる要求の種類と、Open Server アプリケーションが返せ
る応答の種類

• クライアントとサーバが通信するセキュリティ・レベル

クライアントは、ログイン・レコードを送った後に、機能情報を送り
ます。クライアントと Open Server アプリケーションは、その特定の
接続において送信が可能である要求と応答のセットに同意しなければ
なりません。これらの機能を確立しなければ、さらに要求や応答を送
ることはできません。機能の詳細については、「機能」(25 ページ )  を
参照してください。

セキュア接続のネゴシエーション

Open Server アプリケーションは、クライアントとの間にセキュア接続
を確立することができます。セキュア接続とは、クライアントの ID を
詳細に認証し、パスワードを確認した後で確立される接続のことです。

注意 アプリケーションは、アプリケーション自体のセキュリティ・
コードを組み込まずに、セキュリティ・サービス・プロバイダが提供
する外部セキュリティ・システムを使用できます。サード・パーティ
のセキュリティ・サービス・プロバイダを使用するように Open Server 
アプリケーションを設定する方法については、「セキュリティ・サー
ビス」(196 ページ ) を参照してください。

アプリケーションは、次の方法のいずれかまたはすべてを使ってこの
セキュリティ・チェックを行うことができます。

• クライアントにチャレンジを送り、これに対応する応答をするよ
うにクライアントに要求します。

• クライアントに暗号化キーを送ります。クライアントは応答とし
て暗号化パスワードを返し、アプリケーションがこれを複号化し
て検証します。

• クライアントにセキュリティ・ラベルを要求します。クライアン
トがこれを送り、接続のセキュリティのレベルが確立されます。

• アプリケーション定義のログイン・ハンドシェイクを開始します。
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• 透過的なセキュリティ・ハンドシェイクを開始します。このため
には、libtcl.cfg ファイル内に security エントリが指定されているこ
とと、要求されたセキュリティ・サービスのドライバがインス
トールされている必要があります。「interfaces ファイルへの変更」
(211 ページ ) と 「セキュリティ・サービス」(196 ページ ) を参照
してください。

• セキュリティ・セッション・コールバックを使って、リモート・
サーバとゲートウェイ・クライアントとの間でセキュリティ・
セッションのネゴシエーション・データを交換します。「ダイレ
クト・セキュリティ・セッションでのフル・パススルー・ゲート
ウェイ」(219 ページ ) および『Open Client Client-Library/C リファ
レンス・マニュアル』を参照してください。

アプリケーションがセキュア・ログインをネゴシエートするには、
srv_negotiate ルーチンを SRV_CONNECT イベント・ハンドラの中で実
行します。

アドホック・ネゴシエーション

アプリケーションは、サーバが稼働中であればいつでも、いくつかの
要素をクライアントとネゴシエートまたは再ネゴシエートできます。
アドホック・ネゴシエーションは、SRV_LANGUAGE イベント・ハン
ドラか SRV_OPTION ハンドラ内で起こります。クライアントは、次
のことができます。

• Transact-SQL 言語コマンドまたはオプション・コマンドを使用し
て、文字セットと各国言語の再ネゴシエーションを行います。

• Transact-SQL 言語コマンドまたはオプション・コマンドを使用し
て、クエリ処理動作の特性を決定します。クライアントは、特定
のオプションの現在のステータスを要求できるだけではなく、オ
プションの設定やクリアも要求することもできます。

SRV_OPTION イベントの説明とオプションのリストについては、「オ
プション」(138 ページ ) を参照してください。

各国言語と文字セットのネゴシエーションの詳細については、「国際
化サポート」(111 ページ ) で説明しています。

『ASE リファレンス・マニュアル』および「セキュリティ・サービス」
(196 ページ ) を参照してください。
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例

サンプル・プログラム ctos.c には、ネゴシエーション・ログインの
コードが記述されています。

オプション
Adaptive Server Enterprise では、クエリ処理をどのように扱うかをクラ
イアントが決めることができます。クエリ処理の動作に関するさまざ
まな設定可能オプションがあります。詳細については、『ASE リファ
レンス・マニュアル』の「set コマンド」を参照してください。

Open Server アプリケーションは、クエリ処理オプションに関するクラ
イアント要求に応答することができます。

クライアント・アプリケーションは、次の 2 つの方法のどちらかで、
Adaptive Server Enterprise のクエリ処理オプションの現在の値を設定、
クリア、要求できます。

• Transact-SQL 言語コマンドを使用する

• オプション・コマンドを発行する

アプリケーションは、クライアントが要求するオプションのために必
要になる言語コマンドを発行すると予期した場合には、
SRV_LANGUAGE イベント・ハンドラでそのような要求を解析するた
めのコードを含んでいなければなりません。

クライアント・オプション・コマンドは、SRV_OPTION イベントをト
リガします。アプリケーションは、このような要求に対して 
srv_options コマンドを使って、SRV_OPTION イベント・ハンドラから
応答します。

SRV_OPTION イベント・ハンドラの内部構造

クライアントは、オプションの設定やクリア、またはその現在の値を
返すように要求できます。これらのコマンドはいずれも、
SRV_OPTION イベントをトリガします。SRV_OPTION イベント・ハ
ンドラを使用して、アプリケーションは次のことを行います。
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1 cmd 引数を CS_GET に設定して srv_options を呼び出します。クラ
イアントが発行したコマンドの種類 (SRV_SETOPTION、
SRV_CLEAROPTION、または SRV_GETOPTION) が、optcmdp に返
されます。オプション自体は、optionp に返されます。*bufp は、そ
のオプションに関連するすべての有効値を含みます。

たとえば、クエリの影響を受けるローの数を Adaptive Server 
Enterprise がレポートしないようにクライアントが要求した場合
は、optcmdp に SRV_SETOPTION が格納され、*optionp に 
CS_OPT_NOCOUNT が格納され、*bufp に CS_TRUE が格納されま
す。

2 optcmdp が SRV_SETOPTION または SRV_CLEAROPTION の場合、
スタンドアロンの Open Server アプリケーションでは、アプリケー
ション自身がオプションを設定またはクリアします。アプリケー
ションがゲートウェイである場合は、リモート・サーバのオプ
ションを操作するための適切なクライアント呼び出しを送信しな
ければなりません。

3 optcmdp が SRV_GETOPTION の場合は、cmd を CS_SET に設定し、
optcmd を SRV_SENDOPTION に設定し、optionp をクライアントが
値を求めているオプションに設定し、bufp を現在の値に設定して、
アプリケーションで srv_options を呼び出します。

オプションの説明とデフォルト値

表 2-24 に、クライアントが設定、取得、クリアできるオプションと、
各オプションのデフォルト値を示します。

表 2-24：サーバ・オプションの記号定数

記号定数 オプションの役割 デフォルト値

CS_OPT_ANSINULL このオプションが CS_TRUE に設定されている
場合、Adaptive Server Enterprise は "=NULL" と 
"is NULL" が同一ではないという ANSI 動作を強
制する。標準 Transact SQL では、"=NULL" と "is 
NULL" は同一のものとして扱われる。
 
このオプションは、"<> NULL" と "is not NULL" 
の動作にも同様に作用する。

CS_FALSE

CS_OPT_ANSIPERM このオプションが CS_TRUE に設定されている
場合、Adaptive Server Enterprise は update 文およ
び delete 文に対するパーミッションの確認を 
ANSI に準拠させる。

CS_FALSE
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CS_OPT_ARITHABORT このオプションが CS_TRUE に設定されている
場合、Adaptive Server Enterprise は実行中に演算
例外が起こったときにクエリをアボートする。

CS_FALSE

CS_OPT_ARITHIGNORE このオプションが設定されている場合、クエリ
実行中に演算例外が起こったときには、
Adaptive Server Enterprise は選択値または更新値
を NULL に置き換える。Adaptive Server 
Enterprise は警告メッセージを返しません。
CS_OPT_ARITHABORT または 
CS_OPT_ARITHIGNORE のどちらも設定されて
いない場合は、Adaptive Server Enterprise は 
NULL 値による置き換えを行い、クエリの実行
完了後に警告メッセージを出力します。

CS_FALSE

CS_OPT_AUTHOFF 現在のサーバ・セッションについて、指定され
た権限レベルを無効にする。ユーザのログイン
時に、そのユーザに与えられた権限がすべて自
動的に有効になる。

適用しない

CS_OPT_AUTHON 現在のサーバ・セッションについて、指定され
た権限レベルを有効にする。ユーザのログイン
時に、そのユーザに与えられた権限がすべて自
動的に有効になる。

適用しない

CS_OPT_CHAINXACTS このオプションが CS_TRUE に設定されている
場合、Adaptive Server Enterprise は連鎖トランザ
クション動作を使用する。
 
連鎖トランザクション動作は、各サーバ・コマ
ンドが別個のトランザクションとみなされてい
ることを意味する。
 
非連鎖トランザクション動作は、トランザク
ションを定義する明示的な commit transaction 文
を必要とする。

CS_FALSE ( 非連鎖
トランザクション
動作 )

CS_OPT_CURCLOSEONXACT このオプションが CS_TRUE に設定されている
場合、トランザクション領域内でオープンされ
たカーソルはすべて、トランザクションが完了
するとクローズされる。

CS_FALSE

CS_OPT_CURREAD 現在の読み込みレベルを指定する、セキュリ
ティ・ラベルを設定する。

NULL

CS_OPT_CURWRITE 現在の書き込みレベルを指定する、セキュリ
ティ・ラベルを設定する。

NULL

CS_OPT_DATEFIRST このオプションは、週の「 初」の日と見なす
曜日を設定する。

us_english の場合、
デフォルトは 
CS_OPT_SUNDAY

記号定数 オプションの役割 デフォルト値
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CS_OPT_DATEFORMAT このオプションは、datetime または smalldatetime 
データ入力のための日付の要素 ( 月／日／年 ) の
順番を設定する。

us_english の場合、
デフォルトは 
CS_OPT_FMTMDY

CS_OPT_FIPSFLAG このオプションが CS_TRUE に設定されている
場合、Adaptive Server Enterprise は送られる非標
準 SQL コマンドすべてにフラグを立てる。

CS_FALSE

CS_OPT_FORCEPLAN このオプションが CS_TRUE に設定されている
場合、Adaptive Server Enterprise はクエリの 
"from" 句にリストされている順序でテーブルを
ジョインする。

CS_FALSE

CS_OPT_FORMATONLY このオプションが CS_TRUE に設定されている
場合、Adaptive Server Enterprise は select クエリ
に対して、データ自体ではなくデータの説明を
返す。

CS_FALSE

CS_OPT_GETDATA このオプションが CS_TRUE に設定されている
場合は、Adaptive Server Enterprise から insert、
delete、update の各コマンドに関する情報が返さ
れる。この情報は、メッセージ結果セットとパ
ラメータの形で返される。アプリケーションは、
これを利用すると、挿入または削除されるロー
が格納されるテンポラリ・テーブルの名前を構
築できる。更新は、挿入と削除から成ることに
注意。

CS_FALSE

CS_OPT_IDENTITYOFF テーブルの  identity カラムへの挿入を実行できな
いようにする。Adaptive Server Enterprise のマ
ニュアルで set コマンドを参照してください。

適用しない

CS_OPT_IDENTITYON テーブルの identity カラムへの挿入を有効にす
る。Adaptive Server Enterprise のマニュアル
で set コマンドを参照してください。

適用しない

CS_OPT_ISOLATION このオプションは、トランザクションの分離レ
ベルを指定するために使う。有効値は、
CS_OPT_LEVEL1 と CS_OPT_LEVEL3。
CS_OPT_ISOLATION を CS_OPT_LEVEL3 に設定
すると、トランザクション内の select クエリで
指定されたテーブルの全ページを、トランザク
ションの全期間にわたってロックさせる。

CS_OPT_LEVEL1

CS_OPT_NOCOUNT このオプションを指定すると、各 SQL 文の影響
を受けるローの数に関する情報が Adaptive 
Server Enterprise から返されなくなる。

CS_FALSE

CS_OPT_NOEXEC このオプションが CS_TRUE に設定されている
場合、Adaptive Server Enterprise はクエリをコン
パイルはするが、実行はしない。このオプショ
ンは、CS_OPT_SHOWPLAN とともに使われる。

CS_FALSE

記号定数 オプションの役割 デフォルト値
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CS_OPT_PARSEONLY このオプションが設定されている場合、サーバ
はクエリの構文をチェックし、必要に応じてエ
ラー・メッセージを返すが、クエリを実行する
ことはしない。

CS_FALSE

CS_OPT_QUOTED_IDENT このオプションが CS_TRUE に設定されている
場合、Adaptive Server Enterprise は二重引用符内
のすべての文字列を識別子として扱う。

CS_FALSE

CS_OPT_RESTREES このオプションが設定されていると、Adaptive 
Server Enterprise はクエリの構文はチェックしても
実行はせず、必要に応じてクライアントに対して
解析解決ツリー ( 通常のロー結果セットの image 
カラムの形式 ) やエラー・メッセージを返す。

CS_FALSE

CS_OPT_ROWCOUNT このオプションが設定されている場合、select 文
実行時に Adaptive Server Enterprise から返される
通常ローの数は、指定された 大数までとなる。
このオプションは、返される計算ローの数を制
限しない。
 
CS_OPT_ROWCOUNT の動作は、他のオプショ
ンとは多少異なる。DBROWCOUNT は常にオン
に設定され、オフになることはありません。
CS_OPT_ROWCOUNT を 0 に設定するとデフォ
ルトの動作となり、select 文によって生成された
すべてのローを返す。したがって、
CS_OPT_ROWCOUNT をオフにするには、カウ
ント 0 で設定をオンにする。

0 ( すべてのローが
返される )

CS_OPT_SHOWPLAN このオプションが CS_TRUE に設定されている
場合には、Adaptive Server Enterprise はコンパイ
ル終了後に処理プランの記述を作成し、クエリ
の実行を継続する。

CS_FALSE

CS_OPT_STATS_IO このオプションは、Adaptive Server Enterprise の
内部 I/O 統計を各クエリ後にクライアントに返
すかどうかを決定する。

CS_FALSE

CS_OPT_STATS_TIME このオプションは、Adaptive Server Enterprise の
解析、コンパイル、および実行時間統計を各ク
エリ後にクライアントに返すかどうかを決定す
る。

CS_FALSE

CS_OPT_STR_RTRUNC このオプションが CS_TRUE に設定されている
場合、Adaptive Server Enterprise は、文字データ
の右側のトランケーションについて ANSI 標準
に準拠する。

CS_FALSE

記号定数 オプションの役割 デフォルト値
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「srv_options 」(365 ページ )  に、各オプションの有効値とデータ型を
示します。

例

サンプル・プログラム ctos.c, には、クライアント・オプション・コマ
ンドを処理するコードが記述されています。

パラメータ

バッチ・パラメータ

Open Server は、コマンド実行時に複数セットのコマンド・パラメータ
を受け入れることができます。バッチされたパラメータのサポートを
有効にするには、SRV_S_PARAM_BATCHING プロパティを CS_TRUE に
設定します。

これで、コマンドに複数セットのコマンド・パラメータが含まれてい
る場合に srv_xferdata() に 2 つのリターン・コードが新しく割当てられ
るようになります。

CS_OPT_TEXTSIZE このオプションは、Adaptive Server Enterprise の
グローバル変数 @@textsize の値を変更する。こ
の変数は、Adaptive Server Enterprise が返す text 
値または image 値のサイズを制限する。このオ
プションを設定するときは、Adaptive Server 
Enterprise が返す必要がある も長い text 値また
は image 値の長さをバイト単位で示すパラメー
タを使用すること。

32,768 バイト

CS_OPT_TRUNCIGNORE このオプションが CS_TRUE に設定されている
場合には、Adaptive Server Enterprise はトラン
ケート・エラーを無視する。これが標準 ANSI 
動作。
 
このオプションが CS_FALSE に設定されている
場合、変換の結果トランケートが生じたときに
は Adaptive Server Enterprise はエラーを出す。

CS_FALSE

記号定数 オプションの役割 デフォルト値



部分更新 

144  Open Server

• CS_PARAMS_MORE - パラメータが正常にコピーされ、複数のパ
ラメータがバッチ内に存在することを示します。

• CS_PARAMS_END - パラメータが正常にコピーされたことを示し
ます。これがバッチ内の 後のパラメータ・セットです。

部分更新
Open Client および Open Server は、text カラムと image カラムの部分更
新をサポートしています。部分更新では、置換、削除、または挿入す
る text フィールドまたは image フィールドの部分を指定できます。ま
た、フィールド全体を修正するのではなく、その部分だけを更新する
こともできます。『Open Client Client-Library/C リファレンス・マニュ
アル』を参照してください。

注意 現在、Adaptive Server Enterprise は、text データと image カラム
の部分更新をサポートしていません。

Open Server の設定

この項では、部分更新をサポートするために Open Server を設定する
方法について説明します。

sp_mda
sp_mda は、サーバからメタデータを取得するストアド・プロシー
ジャです。部分更新をサポートするには、Open Server アプリケーショ
ンが sp_mda ストアド・プロシージャを定義し、Open Client アプリ
ケーションが使用する必要がある updatetext 構文を指定する必要があ
ります。

Open Client アプリケーションは、次のパラメータと値を使用して 
sp_mda を呼び出す必要があります。

パラメータ 値 説明

clienttype 5 5 は、クライアントが Client-Library である
ことを示しています。

mdaversion 1
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サーバが部分更新をサポートする場合、sp_mda は次の値を返します。

『Mainframe Connect DB2 UDB Options for IBM CICS and IMS Installation 
and Administration Guide』を参照してください。sp_mda のサンプル実
装については、$SYBASE/$SYBASE_OCS/sample/srvlibrary/updtext.c を参
照してください。

SRV_T_BULKTYPE

クライアントにより送信された部分更新済みデータを正しく取得する
には、Open Server アプリケーションは SRV_T_BULKTYPE を 
SRV_TEXTLOAD、SRV_UNITEXTLOAD、SRV_IMAGELOAD に設定
する必要があります。「SRV_T_BULKTYPE」(177 ページ ) を参照して
ください。

ハンドラ

SRV_LANGUAGE および SRV_BULK ハンドラは、Open Server にイン
ストールする必要があります。Open Server は、SRV_LANGUAGE を
使用して、Client-Library から updatetext 文を取得します。一方、
SRV_BULK は、ct_send_data() を通して送信されたデータを取得しま
す。

『Open Client/Server Common Libraries リファレンス・マニュアル』を参
照してください。

clientversion 0 clientversion は、クライアントのバージョ
ンを示すオプションのパラメータです。
デフォルトは 0 です。

パラメータ 値

mdinfo “UPDATETEXT”
querytype 2

query updatetext_syntax

例：

updatetext ?? ?{NULL | ?}{NULL | ?}

ここで、“?” は updatetext パラメータを示しています。

パラメータ 値 説明
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パススルー・モード
Open Client アプリケーションと Adaptive Server Enterprise 間でゲート
ウェイとしての役割を果たす Open Server アプリケーションは、内容
を確かめずにクライアントとサーバの間で TDS パケットのやり取り
を行うことができます。TDS パケットをこのように処理する Open 
Server は、パススルー・モードで動作していると言います。

Open Server ゲートウェイ・アプリケーションがクライアントから受け
取った TDS 情報をアンパックしたり、Adaptive Server Enterprise に送
信する前に再パックしたりする必要がないので、パススルー・モード
は非常に効率的です。

Open Client Server 12.5.1 以前のパススルー・モードでは、クライアン
トから要求されるパケット・サイズを Open Server によりサポートさ
れる 大サイズに制限することにより、ネゴシエート済みパケット・
サイズの妥当性を保証しています。

サーバ指定のパケットサイズをサポートするリモート・サーバが 
Open Server 内での設定より長いパケットサイズを指定する場合、長い
方のパケットサイズが SRV_S_NETBUFSIZE の設定にかかわらず使用
されます。

パススルー・モードには、次の 2 種類があります。

• 通常パススルー・モード

• イベント・ハンドラ・パススルー・モード

どちらの種類のパススルー・モードも、パススルー・ルーチン 
srv_recvpassthru、ct_sendpassthru、ct_recvpassthru、srv_sendpassthru を使
用します。相違点は次のとおりです。

• 通常パススルー・モードでは、Open Server アプリケーションはイ
ベントを認識し、イベント・ハンドラをトリガします。これらの
イベント・ハンドラは、パススルー・ルーチンを呼び出すように
コーディングされます。

「通常パススルー・モード」(147 ページ ) を参照してください。

• イベント・ハンドラ・パススルー・モードでは、Open Server アプ
リケーションは接続されているイベントのほとんどの種類を認識
しません。代わりに、接続のネットワーク読み込みが完了するた
びに、フル・パススルー・イベント・ハンドラがトリガされま
す。フル・パススルー・イベント・ハンドラは、パススルー・
ルーチンを呼び出すようにコーディングされます。
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「イベント・ハンドラ・パススルー・モード」(149 ページ ) を参
照してください。

DB-Library にも、パススルー・モードをサポートするルーチンがあり
ます。詳細については、『Open Client DB-Library/C リファレンス・マ
ニュアル』を参照してください。

通常パススルー・モード

Sybase では、 初はこの種類のパススルー・モードだけをサポートし
ていました。

通常のパススルー・モードでは、Open Server はイベント 
(SRV_LANGUAGE、SRV_RPC など ) を認識し、適切なイベント・ハ
ンドラをトリガします。各イベント・ハンドラは、パススルー・ルー
チンを呼び出すようにコーディングする必要があります。

パススルー・モードでの TDS プロトコル・レベルのネゴシエーション

Sybase クライアントとサーバが接続するときには、互いに使用する 
TDS プロトコルをまず合わせますが、これは通常、両方のプログラム
が認識できる 新バージョンのプロトコルです。「ネゴシエートされ
た動作」(135 ページ ) を参照してください。

Open Server ゲートウェイ・アプリケーションがパススルー・モードで
動作している場合、TDS パケットの作成と解釈は、ゲートウェイでは
なく、リモート Sybase クライアントと Adaptive Server Enterprise に
よって行われます。したがって、TDS ネゴシエーションは 2 つのリ
モート・プログラム間で行われることになります。ゲートウェイは、
両者間の応答を伝達することによって、このネゴシエーションを簡単
にしなければなりません。TDS ネゴシエーション・プロセスは 
SRV_CONNECT イベント・ハンドラ内部で起こらなければならず、
次の手順が必要です。

1 次のいずれかのプロパティを設定します。

• スレッドが通常パススルー・モードを使用することを示す 
SRV_T_PASSTHRU

• スレッドがイベント・ハンドラ・パススルー・モードを使用す
ることを示す SRV_T_FULLPASSTHRU
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srv_getloginfo および ct_setloginfo がクライアント／サーバ機能をパ

ススルー・モードに正しくネゴシエートするために、これらのプ
ロパティのどちらかを設定してください。

2 srv_getloginfo － CS_LOGINFO 構造体を割り付け、クライアント・
スレッドからのログイン情報を格納します。

3 ct_setloginfo － 手順 2 で取得したログイン情報を使用して 
CS_LOGINFO 構造体を準備します。

4 クライアント・アプリケーションがネットワークベースの認証を
使用している場合は、次の手順に従ってクライアントのセキュリ
ティ・プリンシパル名を転送します。セキュリティ・プリンシパ
ル名は CS_LOGINFO 構造体の一部ではないので、これらの手順
が必要です。

• srv_thread_props(..CS_GET, SRV_T_USER) を呼び出して、クラ
イアントのセキュリティ・プリンシパル名を取得します。

• ct_con_props(..CS_SET、CS_USERNAME) を呼び出して、ター
ゲット・サーバへの接続のプリンシパル名を設定します。

5 ct_connect を呼び出して、リモート・サーバにログインします。

6 ct_getloginfo － CS_CONNECTION 構造体から、新しく割り付けら
れた CS_LOGINFO 構造体に、ログイン応答情報を転送します。

7 srv_setloginfo － 手順 6 で取得したリモート・サーバの応答をクラ
イアントに送信し、CS_LOGINFO 構造体を解放します。

通常パススルー・モードの使用

通常の TDS パススルーは、SRV_ATTENTION、SRV_CONNECT、
SRV_DISCONNECT、SRV_START、SRV_STOP 以外のどのイベント・
ハンドラでも起こります。
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クライアント要求は、1 つまたは複数の TDS パケットのストリームの
形で届きます。info 引数が SRV_I_PASSTHRU_MORE に設定されてい
る間は、ハンドラは繰り返し srv_recvpassthru を呼び出します。各パ
ケットを受け取るたびに、ハンドラはそのパケットをリモート 
Adaptive Server Enterprise または Open Server に渡すために 
ct_sendpassthru を呼び出します。リモート・サーバは、接続クライア
ントから直接受け取るのとまったく同じ TDS ストリームを受け取り
ます。

 警告！ TDS の 新バージョンでは、1 つのバッチで複数のコマンド
を送る機能が導入されています。 初のコマンドだけがイベント・ハ
ンドラをトリガします。残りのコマンドについては、Open Server はイ
ベント・ハンドラを呼び出しません。

Client-Library ルーチンである ct_recvpassthru は、接続時に到着する 
TDS パケットを受け取ります。srv_sendpassthru Server-Library ルーチ
ンは、パケットをクライアントにそのまま送ります。
CS_PASSTHRU_MORE が返される間は、 ct_recvpassthru ルーチンは別
の TDS パケットを受け取ります。

例

サンプル・プログラム fullpass.c には、パススルー・モード・ゲート
ウェイの例が記述されています。

イベント・ハンドラ・パススルー・モード

この種類のパススルー・モードでは、Open Server はほとんどのタイプ
のイベントを認識しません。その代わり Open Server は、接続からの
ネットワーク読み込みが完了するたびに、フル・パススルー・イベン
ト・ハンドラを起動します。

イベント・ハンドラ・パススルー・モードでは、パケットごとのセ
キュリティ・サービス ( 暗号化など ) を使用するクライアント／サー
バ接続がパススルー・モードを使用できるように設計されています。

通常パススルー・モードでは、Open Server がパケットを解釈して特定
のイベントを識別する必要があります。パケットが暗号化されている
場合は、これは不可能です。

スレッドに対してイベント・ハンドラ・パススルー・モードを使用す
るには、次の手順に従います。
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• フル・パススルー・イベント・ハンドラをコーディングしてイン
ストールします。「フル・パススルー・イベント・ハンドラの
コーディングとインストール」(150 ページ ) を参照してくださ
い。

• 特定のスレッドに対してイベント・ハンドラ・パススルー・モード
を有効にするために、Open Server 接続ハンドラ内で 
SRV_T_FULLPASSTHRU を CS_TRUE に設定します。「スレッド
に対するイベント・ハンドラ・パススルー・モードの有効化」
(151 ページ ) を参照してください。

• クライアントとターゲット・サーバとの間で TDS プロトコル・レ
ベルをネゴシエートするルーチンを呼び出します。「TDS プロト
コル・レベルのネゴシエーション」(151 ページ ) を参照してくだ
さい。

フル・パススルー・イベント・ハンドラのコーディングとインストール

フル・パススルー・イベント・ハンドラのプロトタイプは次のとおり
です。

CS_RETCODE CS_PUBLIC func (SRV_PROC *sproc);

フル・パススルー・イベント・ハンドラは、次のルーチンを呼び出し
てパケットの送受信を行います。

• srv_recvpassthru

• ct_sendpassthru

• ct_recvpassthru

• srv_sendpassthru

srv_recvpassthru/ct_sendpassthru ループの実行中はアテンション・イベ
ントを転送できません。イベント・ハンドラのコードとアテンショ
ン・ハンドラのコードにロジックを追加して、コマンド全体がリモー
ト・サーバに転送されるまでアテンション・イベントが転送されない
ようにしてください。

フル・パススルー・イベント・ハンドラは CS_SUCCEED を返して、
正常終了をレポートする必要があります。戻り値が CS_SUCCEED 以
外の場合は、現在の Open Server スレッドが強制終了されます。

フル・パススルー・イベント・ハンドラをインストールするには、
srv_handle の event パラメータを SRV_FULLPASSTHRU に、handler パ
ラメータをハンドラ・ルーチンのアドレスに設定して srv_handle を呼
び出してください。
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スレッドに対するイベント・ハンドラ・パススルー・モードの有効化

特定のスレッドに対してイベント・ハンドラ・パススルー・モードを
有効にするには、Open Server 接続ハンドラ内で 
SRV_T_FULLPASSTHRU スレッド・プロパティを CS_TRUE に設定し
ます。

イベント・ハンドラ・パススルー・モードが有効になると、接続から
のネットワーク読み込みが完了するたびに、Open Server はフル・パス
スルー・ハンドラを起動します。

このスレッドでは SRV_LANGUAGE、SRV_RPC、SRV_BULK、
SRV_CURSOR、SRV_MSG、SRV_OPTION、または SRV_DYNAMIC 
タイプのイベントは発生しません。

ただし、SRV_ATTENTION イベントは発生します。Open Server アプ
リケーションは SRV_ATTENTION ハンドラをインストールして、
キャンセル要求を正しく処理する必要があります。

TDS プロトコル・レベルのネゴシエーション

イベント・ハンドラ・パススルー・モードを使用するゲートウェイ・
アプリケーションでは、通常パススルー・モードを使用するアプリ
ケーションとまったく同じ方法で、クライアント・アプリケーション
とターゲット・サーバとの間の TDS プロトコル・レベルのネゴシ
エーションが行われます。

アプリケーションの接続ハンドラ内で、SRV_FULLPASSTHRU を 
CS_TRUE に設定してから、srv_getloginfo、ct_setloginfo、ct_getloginfo、
srv_setloginfo の各ルーチンを呼び出してください。

「パススルー・モードでの TDS プロトコル・レベルのネゴシエーショ
ン」(147 ページ ) を参照してください。
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パラメータとロー・データの処理

用語についての注意

「パラメータ・データ」という用語は、クライアントから取得した、
またはクライアントに返されたパラメータを指します。その中には入
力パラメータもあれば、出力パラメータ、つまりリターン・パラメー
タもあります。リターン・パラメータは 2 段階に分けて処理されま
す。つまり、Open Server アプリケーションによってプログラム変数に
読み込まれた時点で部分的に処理され、クライアントに返されるとき
に処理が完了します。

Open Server のデータ処理モデル

Open Server では、3 つのルーチンが共同作業としてクライアントから
パラメータ・データやフォーマットを取得し、ロー・データを送り、
またクライアントにパラメータとそのフォーマットを返します。これ
らのルーチンとは、srv_descfmt、srv_bind、srv_xferdata です。

アプリケーションは、パラメータを提供したり結果を要求するような
クライアント・コマンドはすべて、これらのルーチンを使って処理し
ます。RPC コマンド、言語コマンド、カーソル・コマンド、動的 SQL 
コマンド、メッセージ・コマンド、ネゴシエートされたログイン・コ
マンドはすべて、これに当てはまります。

これらの 3 つのルーチンはそれぞれ type 引数を持ち、ここに記述、バ
インド、または転送されるデータの型を示します。たとえば、カーソ
ル・コマンドの入力パラメータのフォーマットを記述するときには、
type は SRV_CURDATA に設定されますが、結果ローを処理するとき
には、type は SRV_ROWDATA に設定されます。type の有効値のリス
トについては、第 3 章の各ルーチンのページを参照してください。

また、このルーチンは 3 つとも、cmd 引数を持ちます。これは、デー
タ・フローの方向を示します。CS_GET の値は Open Server アプリ
ケーションにクライアントから情報を取得することを指示しますが、
CS_SET の値は、アプリケーションがクライアントに結果を返すこと
を指示します。

アプリケーションは、これらのルーチンを使用して、次の処理を実行
できます。
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• SRV_RPC、SRV_CURSOR、SRV_DYNAMIC、SRV_MSG、または 
SRV_CONNECT イベント・ハンドラ内で、入力およびリターン・
パラメータ情報を取得します。

• SRV_RPC、SRV_CURSOR、SRV_DYNAMIC、SRV_LANGUAGE、
または SRV_MSG イベント・ハンドラ内で結果ロー情報を返信し
ます。

• SRV_LANGUAGE または SRV_RPC ハンドラ内でリターン・パラ
メータ情報を返信します。

パラメータの取得

パラメータを処理するには、アプリケーションは次の手順に従います。

1 コマンドに含まれているパラメータ数 ( パラメータがある場合 ) 
を判断するために、srv_numparams を呼び出します。

2 srv_descfmt を呼び出して、各パラメータの記述を取得します。こ
の記述の中に、パラメータがリターン・パラメータであるかどう
かの情報も含まれています。リターン・パラメータがある場合に
は、取得処理はその時点で終わります。パラメータが入力パラ
メータである場合には、アプリケーションは手順 3 と 4 を続けて
行います。

3 ネットワーク経由でクライアントから入ってくるパラメータ・
データを保存するプログラム変数を提供するために、srv_bind を
呼び出します。

4 手順 3 で指定されたアプリケーション・プログラム変数にクライ
アント・データを転送するために、srv_xferdata を呼び出します。

リターン・パラメータは、クライアントから取得したときには有効な
データを含んでいません。アプリケーションがリターン・パラメータ
をクライアントに返すときに、有効データを入力します。Open Server 
は、リターン・パラメータ・フォーマットを、プログラム変数フォー
マットからクライアント・フォーマットに透過的に変換します。

SRV_LANGUAGE ハンドラ内では、 初に実際のパラメータを取得し
なくても、アプリケーションは無区別の言語ストリームからリター
ン・パラメータを「構成」できます。詳細については、「言語デー
タ・ストリームでのパラメータの返送」(157 ページ ) を参照してくだ
さい。
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srv_xferdata は全パラメータ・ストリームのために一度だけ呼び出され
るのに対し、srv_descfmt と srv_bind は各パラメータごとに呼び出され
ます。アプリケーションは、すべてのパラメータが記述されバインド
されるまでは srv_xferdata を呼び出してはいけません。

アプリケーションがクライアントから情報を取得するので、アプリ
ケーションはこの 3 つのルーチンを、それぞれの cmd 引数を CS_GET 
に設定して呼び出さなければなりません。

ローの返送

ロー・データの処理には、次の 3 つの基本手順が必要です。

1 srv_descfmt を呼び出し、ロー内の各カラムを記述します。

2 srv_bind を呼び出し、アプリケーションがロー・データを保存し
た場所を示し、そのフォーマットを識別します。

3 srv_xferdata を呼び出して、手順 2 で指定したアプリケーション・
プログラム変数からクライアントにデータを転送します。

srv_descfmt ルーチンはローのカラムごとに一度ずつ呼び出さなければ
なりませんが、srv_xferdata ルーチンと srv_bind ルーチンは結果ローの
数だけ呼び出します。すべてのカラムが記述されバインドされるまで
は、アプリケーションは srv_xferdata を呼び出せません。

アプリケーションがクライアントに情報を返すので、アプリケーショ
ンはこの 3 つのルーチンを、それぞれの cmd 引数を CS_SET に設定し
て呼び出します。

リターン・パラメータの返送

リターン・パラメータの処理には、次の 2 つの基本手順が必要です。

1 srv_bind を呼び出し、アプリケーションがリターン・パラメータ・
データを保存した場所を示し、そのフォーマットを識別します。

2 srv_xferdata を呼び出して、手順 2 で指定したアプリケーション・
プログラム変数からクライアントにリターン・パラメータ・デー
タを転送します。

アプリケーションがクライアントに情報を返すので、アプリケーショ
ンはこの 2 つのルーチンをそれぞれの cmd 引数を CS_SET に設定して
呼び出します。
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リターン・パラメータがテキスト・ストリームから「構成」されてい
る場合、バインドと転送だけでなく、記述する必要もあります。詳細
については、「言語データ・ストリームでのパラメータの返送」(157 
ページ ) を参照してください。

記述、バインド、転送

この項では、記述、バインド、および転送処理の詳細について説明し
ます。

記述

srv_descfmt ルーチンは、アプリケーションがクライアントの予期して
いるフォーマットでデータを返すために必要な情報を Open Server ア
プリケーションに提供します。概念的に、このルーチンは、クライア
ントがどのようにデータを見たか (CS_GET) または見るのか (CS_SET) 
に関する情報を伝達します。srv_descfmt ルーチンは、さまざまなパラ
メータとローのプロパティを取得したり設定したりします。

これらのプロパティには、次のような情報が含まれます。

• パラメータまたはカラムの名前

• パラメータまたはカラムの名前の長さ

• パラメータまたはカラムの番号 ( ストリームの先頭のパラメータ
またはカラムの番号は 1 から開始される )

• パラメータまたはカラムのデータ型

• パラメータまたはカラムで null を設定できるかどうか

• パラメータがリターン・パラメータであるかどうか

srv_descfmt への clfmtp 引数は、この情報を含んでいる CS_DATAFMT 
構造体を指します。詳細については、「CS_DATAFMT 構造体」(57 
ページ ) を参照してください。

バインド

Open Server アプリケーションは、クライアントから受け取るデータを
調べるために、そのデータをローカル・プログラム変数の形で保存し
なければなりません。アプリケーションは、srv_bind を呼び出すとき
に、パラメータまたはカラムのデータをローカル・プログラム変数と
関連付け、その変数のフォーマットを記述します。
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cmd を CS_GET に設定して srv_bind を呼び出すことによって、クライ
アントから送られるデータの保管位置を Open Server に指示します。
cmd を CS_SET に設定して srv_bind を呼び出すことによって、クライ
アントに返すデータがどこにあるかを Open Server に指示します。

srv_bind への osfmtp 引数は、ローカル・プログラム変数に関する構成
情報を含んでいる CS_DATAFMT 構造体を指します。

転送

srv_xferdata ルーチンは、srv_bind 呼び出しで指定されたローカル・プ
ログラム変数にデータを出し入れします。cmd が CS_GET に設定され
ているときには、srv_xferdata はクライアントからの入力パラメータ・
データを変数に入れます。cmd が CS_SET に設定されているときには、
このルーチンはカラムとリターン・パラメータ・データをローカル・
プログラム変数から取り出しクライアントに送ります。

注意 現時点では、srv_senddone を実行するとフォーマットとカラム
情報がネットワークにフラッシュされますが、今後のバージョンで
は、フラッシュされなくなります。アプリケーションは、必ず 
srv_xferdata を使ってネットワークに情報をフラッシュしてください。

srv_bind、srv_descfmt、srv_xferdata の詳細については、それぞれの
ページを参照してください。

自動変換

アプリケーションがデータを取得するときに、アプリケーションの
ローカル・プログラム変数のフォーマットと異なるフォーマットでク
ライアントがデータを送信した場合、Open Server はデータをローカ
ル・フォーマットに変換します。アプリケーションがクライアントに
データを返送するときに同じ状況が起きた場合には、Open Server は
データをクライアント・フォーマットに変換します。
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言語データ・ストリームでのパラメータの返送

言語データ・ストリームには、パラメータの概念はありません。ただ
し、テキスト・ストリームを解析できるように装備されている Open 
Server アプリケーションは、受信ストリームからリターン・パラメー
タを「構成」できます。その後、パラメータにデータをロードして、
記述／バインド／転送のプロシージャを使用して返送できます。

たとえば、クライアントがリターン・パラメータを含む Transact-SQL 
ストアド・プロシージャを送るとします。このクエリを予期している 
Open Server アプリケーションは、"output = @var" という文字列 (var は
リターン・パラメータのプレースホルダ ) を解析し、var のフォー
マット情報とデータを返すことができます。

アプリケーションが cmd を CS_SET に、type を SRV_RPCDATA に設定
して srv_descfmt を呼び出すことができるのは、言語イベント・ハンド
ラからだけです。

例

サンプル・プログラム ctos.c は、一連の記述／バインド／転送の呼び
出しを使ってパラメータとカラムのデータを処理します。

プロパティ
プロパティは、Open Server アプリケーションの動作のさまざまな内容
を定義します。Open Server プロパティは次の 3 つに分類されます。

• コンテキスト・プロパティ

• サーバ・プロパティ

• スレッド・プロパティ

コンテキスト・プロパティとサーバ・プロパティは、全体として 
Open Server アプリケーションに付属しています。これらのプロパティ
はサーバワイドな動作を制御して、すべてのクライアント／サーバ接
続に有効です。



プロパティ 

158  Open Server

スレッド・プロパティは、クライアント・スレッドとサービス・ス
レッドに付属しています。これらのプロパティのほとんどは取得のみ
が可能で、設定することはできません。アプリケーションはいくつか
のスレッド・プロパティを設定して、接続ごとにいくつかのサーバワ
イドな属性を上書きできます。

プログラマはプロパティを設定することで、Open Server アプリケー
ションの機能を調節できます。さらにアプリケーションは、情報が必
要なときにいくつかのプロパティを取得することもできます。

cs_config、srv_props、srv_thread_props の各プロパティを使用して、コ
ンテキスト・プロパティ、サーバ・プロパティ、スレッド・プロパ
ティをそれぞれ設定します。

「コンテキスト・プロパティ」(158 ページ )、「サーバ・プロパティ」
(159 ページ )、「スレッド・プロパティ」(168 ページ ) を参照してくだ
さい。

『Open Client and Open Server Common Libraries リファレンス・マニュア
ル』の「cs_config」の項と、このマニュアルの srv_props および
srv_thread_props のリファレンス・ページを参照してください。

コンテキスト・プロパティ

コンテキスト・プロパティは、CS-Library の CS_CONTEXT 構造体内
に保管されます。アプリケーションでコンテキスト・プロパティを設
定または取得するには、CS-Library ルーチン cs_config を使用します。
このルーチンの詳細については、『Open Client/Server Common Libraries 
リファレンス・マニュアル』を参照してください。

コンテキスト・プロパティは 3 種類あります。

• CS-Library 特有のコンテキスト・プロパティ

cs_config は、CS-Library 固有のコンテキスト・プロパティの値を
設定および取得します。CS_LOC_PROP を除く cs_config によって
設定されるプロパティは、CS-Library にだけ反映されます。CS-
Library 特有のコンテキスト・プロパティのリストについては、

『Open Client/Server Common Libraries リファレンス・マニュアル』
の「cs_config」を参照してください。

• Client-Library に固有なコンテキスト・プロパティ
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ct_config は、Client-Library 固有のコンテキスト・プロパティの値
を設定および取得します。ct_config によって設定されるプロパ
ティは、Client-Library にだけ反映されます。『Open Client Client-
Library/C リファレンス・マニュアル』を参照してください。

• Server-Library 固有のコンテキスト・プロパティ

srv_props は、Server-Library 固有のコンテキスト・プロパティの値
を設定および取得します。srv_props によって設定されるプロパ
ティは、Server-Library にだけ反映されます。

Open Server アプリケーションが設定できるコンテキスト・プロパティ
は、次のとおりです。

• Open Server が CS-Library エラーを検出した場合に呼び出すルーチン

• Open Server の各国言語、文字セット、ソート順などのローカライ
ゼーション情報

• アプリケーションのデータ領域へのポインタのロケーション。こ
のプロパティを使用すると、アプリケーションは制御情報を Open 
Server のコンテキストと対応付けることができます。Open Server 
はこのポインタを使用しません。つまりこのポインタは、Open 
Server アプリケーション・プログラマの利便性を考慮して提供さ
れています。

これらのコンテキスト・プロパティの設定と取得はどちらも、
cs_config ルーチンを使用して行うことができます。『Open Client/Server 
Common Libraries リファレンス・マニュアル』を参照してください。

サーバ・プロパティ

サーバ・プロパティは CS_CONTEXT 構造体内に保管されます。アプ
リケーションは Server-Library ルーチン srv_props を使用して、サー
バ・プロパティの設定または取得を行います。

サーバ・プロパティによって、メモリ割り付けルーチンや確立できる
物理ネットワーク接続の 大数など、Open Server アプリケーションの
動作のさまざまな内容が定義されます。

サーバ・プロパティの内容を有効にするには、アプリケーションが初
期化の前にこれらのプロパティを設定する必要があります。初期化の
後でサーバ・プロパティが設定された場合は、Open Server がエラーを
表示します。

アプリケーションの初期化コードには、次の手順が必要です。
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1 cs_ctx_alloc を呼び出して、CS_CONTEXT 構造体を割り付けます。

2 srv_version ルーチンを呼び出して、Open Server のバージョン番号
を設定します。srv_version ルーチンは CS_CONTEXT 構造体へのポ
インタを取ります。

3 srv_props ルーチンを呼び出して、プロパティのデフォルトを設定
します。

4 srv_init ルーチンを呼び出して、サーバを初期化します。

5 srv_run を呼び出して、サーバの稼働を開始します。

設定と取得の両方が可能なプロパティもありますが、いずれか一方し
か実行できないプロパティもあります。詳細については、「srv_props 」
(377 ページ ) を参照してください。

表 2-25：サーバ・プロパティ

プロパティ名 定義 注意

SRV_S_ALLOCFUNC Open Server がメモリを割り付けるのに
使用するルーチンのアドレス。

SRV_S_APICHK Server-Library 引数の検証とステータス
のチェックを有効 (CS_TRUE) にするか
無効 (CS_FALSE) にするかを示すブー
ル値。

多くの Server-Library ルーチ
ンは内部的に CS-Library ルー
チンを呼び出す。このため、
引数とステータスを完全に
チェックするアプリケーショ
ン・プログラマは、cs_config 
プロパティ CS_NOAPICHK 
を CS_FALSE に設定する必
要がある。

SRV_S_ATTNREASON Open Server アプリケーションのアテン
ション・ハンドラが呼び出された理由。

クライアントのアテンション
が SRV_ATTENTION イベン
トをトリガした場合は 
SRV_ATTENTION を返す。
クライアント接続の切断がそ
のイベントをトリガした場合
は、SRV_DISCONNECT を返
す。

SRV_S_CERT_AUTH CS_CHAR
信頼された CA 証明書を含むファイル
へのパスを指定する。

このプロパティの 大長は 
SRV_MAXCHAR バイト。

SRV_S_CURTHREAD アクティブなスレッドの内部制御構造
体のアドレス。

スレッド・ライブラリととも
に SRV_S_PREEMPT を使用
した場合、一部の 
SRV_S_CURTHREAD 機能が
無効になる。
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SRV_S_DEFQUEUESIZE 遅延イベント・キューのサイズ。

SRV_S_DISCONNECT このプロパティを CS_TRUE に設定す
ると、クライアントの接続が切断され
たときにアプリケーションの 
SRV_ATTENTION イベント・ハンドラ
が呼び出される。

割り込み時にクライアント接
続の切断が検出された場合
は、割り込みレベルで 
SRV_ATTENTION イベント・
ハンドラを呼び出すことがで
きる。

SRV_S_DSPROVIDER ディレクトリ・サービス・プロバイダ
の名前。デフォルト値はプラット
フォームごとに異なる。詳細について
は、使用しているプラットフォームの
『Open Client/Server 設定ガイド』を参照
してください。

このプロパティの 大長は 
SRV_MAXCHAR バイト。

SRV_S_DSREGISTER Server-Library が起動時に Server-Library 
自体をディレクトリ・サービスに登録
する必要があることを示すには、
CS_TRUE に設定する。登録を行わない
ようにするには、CS_FALSE に設定す
る。

SRV_S_ERRHANDLE Open Server エラー・ハンドラのアドレ
ス。

SRV_S_FREEFUNC Open Server がメモリを解放するのに使
用するルーチンのアドレス。

SRV_S_IFILE Open Server で使用可能な interfaces ファ
イルの名前。

このプロパティの 大長は 
SRV_MAXCHAR バイト。

SRV_S_LOGFILE Open Server が書き込みを行うログ・
ファイルの名前。

SRV_S_LOGFILE プロパティ
は、srv_init の呼出し後に設定
できる。

srv_init を呼び出した後、bufp 
を空の文字列 ("") に設定し、
buflen を 0 に設定した状態で 
SRV_S_LOGFILE プロパティ
を設定すると、ログ・ファイ
ルが閉じる。

このプロパティの 大長は 
SRV_MAXCHAR バイト。

SRV_S_LOGSIZE ログ・ファイルの 大サイズ。ログが
このサイズよりも大きくなった場合、
Open Server はログ・ファイルの現在の
内容を currentfilename_old という名前の
別のファイルに移動して、現在のログ
を 0 バイトにトランケートする。

プロパティ名 定義 注意
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SRV_S_MAXLISTENERS リスナ・スレッドの 大値を制限する。 デフォルト値は 
CS_MAX_NOMAX。この値
は、新しいリスナ・スレッド
を作成するときにのみ使用さ
れる。このプロパティを 
SRV_S_NUMLISTENERS の
現在の値よりも小さい値に設
定すると、リスナは失敗しな
い。

SRV_S_MSGPOOL 実行時に Open Server アプリケーション
に対して使用できるメッセージの数。

Open Server アプリケーショ
ンでは、srv_putmsgq でメッ
セージを使用する。メッセー
ジは、srv_getmsgq によって
受信されるまで継続して使用
される。SRV_S_MSGPOOL 
設定パラメータの値は、アプ
リケーションでこの 2 つの
ルーチンをどのように使用す
るかに基づいて決定する。

SRV_S_NETBUFSIZE クライアント接続が使用するネット
ワーク I/O バッファの 大サイズ。明
示的に設定しない場合、
SRV_S_NETBUFSIZE はデフォルトの
大値である 8192 バイトになる。

Open Client Server 12.5.1 以前
では、ログイン時にネット
ワーク・バッファのサイズが
決定される。より小さなバッ
ファ・サイズが要求される場
合でも、Open Server はメモ
リ・バッファのサイズを変更
しないで、その部分を未使用
のままにしておく。したがっ
て、この値を必要以上に大き
くしないこと。必要以上に大
きくすると、使用されないメ
モリが割り付けられる。

SRV_S_NETTRACEFILE このファイルに書き込まれる Net-
Library のトレース。

このプロパティの 大長は 
SRV_MAXCHAR バイト。

プロパティ名 定義 注意
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SRV_S_NUMCONNECTIONS Open Server アプリケーションが受け入
れる物理ネットワーク接続の 大数。

サブチャネルがいくつ使用さ
れるかに関係なく、サーバか
らサーバへの接続は物理接続 
1 つだけである。たとえば、
パススルー Open Server アプ
リケーション内の送信クライ
アント・ライブラリ接続は、
CS_MAX_CONNECT プロパ
ティにより制限される。
CS_MAX_CONNECT は、
ct_config() を使用して設定で
きる。

SRV_S_NUMLISTENERS クライアント接続の受信に関連する 
SRV_PROC 制御構造体の数を返す。

これは、取得だけが可能なプ
ロパティである。

SRV_S_NUMMSGQUEUES Open Server アプリケーションに対して
使用できるメッセージ・キューの数。

SRV_S_NUMMUTEXES Open Server アプリケーションに対して
使用できる相互排他セマフォの数。

SRV_S_NUMREMBUF サーバからサーバへの接続で使用され
るウィンドウ・サイズ。これは、受信
確認が要求される前に論理サブチャネ
ル上に未処理のまま残っているパケッ
トの 大数を示す。

SRV_S_NUMREMSITES 一定の時間にアクティブになっている
リモート・サーバ・サイト・ハンドラ
の 大数。

SRV_S_NUMTHREADS Open Server アプリケーションに対して
使用できるスレッドの 大数。

SRV_S_NUMUSEREVENTS アプリケーションが定義できるユー
ザ・イベントの数。

SRV_S_PARAM_BATCHING ブール値。CS_TRUE の場合、Open 
Server は複数セットのコマンド・パラ
メータを受け入れることができます。
CS_FALSE の場合は、コマンドごとに 1 
セットのコマンド・パラメータのみが
受け入れられます。

プロパティ名 定義 注意
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SRV_S_PREEMPT ブール値。このプロパティが CS_TRUE 
に設定されている場合、Open Server は
プリエンプティブ・スケジューリング
を使用する。このプロパティが 
CS_FALSE に設定されている場合、
Open Server は非プリエンプティブ・ス
ケジューリングを使用する。

すべてのプラットフォームで
プリエンプティブ・スケ
ジューリングを使用できるわ
けではない。srv_capability 
ルーチンを使用して、プリエ
ンプティブ・スケジューリン
グを使用できるかどうかを調
べること。

スレッド・ライブラリととも
に SRV_S_PREEMPT を使用
した場合、一部の 
SRV_S_CURTHREAD 機能が
無効になる。

SRV_S_REALLOCFUNC Open Server がメモリを再割り付けする
のに使用するルーチンのアドレス。

SRV_S_REQUEST_CAP Open Server アプリケーションが受け入
れるデフォルトのクライアント要求。

「機能」(25 ページ ) を参照し
てください。

SRV_S_RESPONSE_CAP Open Server アプリケーションがサポー
トしているクライアントへのデフォル
ト応答。

「機能」(25 ページ ) を参照し
てください。

SRV_S_RETPARAMS 実行時にエラーが発生した場合にリ
ターン・パラメータが送信される。

このサーバ・プロパティをデ
フォルト (false) に設定するこ
とで、特定のスレッドに対し
て動作を制限できる。

プロパティ名 定義 注意
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SRV_S_SEC_KEYTAB DCE セキュリティ・ドライバとともに
使用するキータブ・ファイル名 ( パス
名を含む )。

アプリケーションを実行して
いる現在のログイン・ユーザ
以外のプリンシパルを指定で
きる。プロパティ 
SRV_S_SEC_PRINCIPAL はプ
リンシパル名を設定する。
DCE ユーティリティ dcecp を
使用して、キータブ・ファイ
ルを作成できる。キータブ・
ファイルは通常の UNIX ファ
イルであるため、このファイ
ルにパーミッションを設定し
てアクセスを制限する必要が
ある。このファイルは、
Open Server アプリケーショ
ンを起動するユーザが読み込
み可能なファイルである必要
がある。「セキュリティ・
サービス」(196 ページ ) を参
照してください。

このプロパティの 大長は 
SRV_MAXCHAR バイト。

SRV_S_SEC_PRINCIPAL Open Server アプリケーションのクレデ
ンシャルを得るときに使用するプリン
シパル名。

このプロパティのデフォルト値は Open 
Server アプリケーションのネットワー
ク名であるが、この名前は srv_init の実
行時に指定できる。

このプロパティの 大長は 
SRV_MAXCHAR バイト。

「セキュリティ・サービス」
(196 ページ ) を参照してくだ
さい。

SRV_S_SERVERNAME Open Server アプリケーションの名前。 この名前は、Open Server ア
プリケーションが稼働してい
るときにそのアプリケーショ
ンを認識するのに使用され
る。また、interfaces ファイ
ル内でそのアプリケーション
の受信アドレスを検索する場
合にも使用される。

このプロパティの 大長は 
SRV_MAXCHAR バイト。

SRV_S_SSL_CIPHER CipherSuite 名をカンマで区切ったリ
スト。

このプロパティの 大長は 
SRV_MAXCHAR バイト。

プロパティ名 定義 注意
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SRV_S_SSL_LOCAL_ID ファイル内の情報を復号化するために
使用する、ファイル名とパスワードが
含まれる構造体。

このプロパティの 大長は 
SRV_MAXCHAR バイト。

SRV_S_SSL_REQUEST_
CLIENT_CERT

クライアントが、Open Server アプリ
ケーションにログインするためには証
明書を提示することが必要なことを要
求する。

SRV_S_SSL_VERSION 定義されたいずれかの値でなければな
らない。

定義済みの値

• CS_SSLVER_20

• CS_SSLVER_30

• CS_SSLVER_TLS1

Adaptive Server Enterprise 
は、デフォルト 
(CS_SSLVER_TLS1) を使用し
た接続のみ受け付ける。

SRV_S_STACKSIZE 各スレッドに割り付けられるスタック
のサイズ。

SRV_S_TDSVERSION Open Server がすべてのクライアント接
続のネゴシエーションに使用する TDS 
のプロトコル・バージョン。

値のリストについては、
「SRV_S_TDSVERSION」

(167 ページ ) を参照。

SRV_S_TIMESLICE アクティブなスレッド 1 つが消費する
クロック・チックの数。この数に達す
ると、タイム・スライス・コールバッ
ク・ルーチンが呼び出される。

タイム・スライス・コール
バックの詳細については、
srv_callback のページを参照。

SRV_S_TRACEFLAG 適切なトレース・タイプ。 フラグのリストについては、
「SRV_S_TRACEFLAG」(167 
ページ ) を参照。

SRV_S_TRUNCATELOG ブール値。このプロパティが CS_TRUE 
に設定されている場合、Open Server は
起動中にログ・ファイルをトランケー
トする。

SRV_S_TRUNCATELOG プロ
パティは、srv_init の呼出し後
に設定できる。

SRV_S_USERVLANG ブール値。このプロパティが CS_TRUE 
に設定されている場合、エラー・メッ
セージに Open Server アプリケーション
のネイティブ言語が使用される。
CS_FALSE に設定されている場合は、
エラー・メッセージにクライアントの
各国言語が使用される。

SRV_S_VERSION 使用中の Open Server Server-Library の名
前、バージョンのリリース年月日、版
権情報が格納されている文字列。

プロパティ名 定義 注意
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SRV_S_TDSVERSION

クライアントのログイン処理中に、Open Server はクライアント・アプ
リケーションとネゴシエートして、TDS バージョンについて合意しま
す。SRV_S_TDSVERSION プロパティ値は、Open Server の開始ポイン
トを決定します。クライアントは、この開始ポイント以下で通信する
ことに合意します。その後で、ログイン処理中に Open Server アプリ
ケーションは SRV_T_TDSVERSION スレッド・プロパティを使用し
て、特定の接続に対する TDS バージョンを再度ネゴシエートできま
す。詳細については、「スレッド・プロパティ」(168 ページ ) を参照
してください。

表 2-26 は、このプロパティに有効な値を示したものです。

表 2-26： SRV_S_TDSVERSION の値

SRV_S_TRACEFLAG

SRV_S_TRACEFLAG プロパティはビットマップです。このプロパ
ティのフラグは論理和 OR をとることができます。これについては、
表 2-27 で説明しています。

SRV_S_VIRTCLKRATE 1 チックあたりのクロック・レート ( ミ
リ秒単位 )。

SRV_S_VIRTIMER ブール値。このプロパティが CS_TRUE 
に設定されている場合、仮想タイマが
有効になる。このプロパティが 
CS_FALSE に設定されている場合、仮
想タイマは無効になる。

プロパティ名 定義 注意

SRV_S_TDSVERSION の値 意味

SRV_TDSNONE 認識できない TDS バージョン。

SRV_TDS_4.0 TDS 4.0 からネゴシエーションが開始される。

SRV_TDS_4_0_2 TDS 4.0.2 からネゴシエーションが開始される。

SRV_TDS_4_2 TDS 4.2 からネゴシエーションが開始される。

SRV_TDS_4_6 TDS 4.6 からネゴシエーションが開始される。

SRV_TDS_4_9_5 TDS 4.9.5 からネゴシエーションが開始される。

SRV_TDS_5_0 TDS 5.0 からネゴシエーションが開始される。
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表 2-27： SRV_S_TRACEFLAG の値

スレッド・プロパティ

スレッドとは、特定のタスクまたは一連のタスクを遂行するために実
行する 1 つのコードです。Open Server スレッドにはいくつかのタイプ
があります。スレッド・プロパティはスレッドの動作のさまざまな内
容を定義し、そのリソースに制限を設定します。

Open Server スレッドの詳細については、「マルチスレッド・プログラ
ミング」(123 ページ ) を参照してください。

設定できるのはごくわずかのスレッド・プロパティだけですが、すべ
てのスレッド・プロパティを取得できます。アプリケーションは、
srv_thread_props を呼び出して、スレッド・プロパティ値の取得と設定
を行います。設定できるプロパティについては、srv_thread_props の
ページを参照してください。アプリケーションは、初期化の後ではい
つでもスレッド・プロパティの取得と設定ができます。

フラグ 意味

SRV_TR_ATTN Open Server は、Open Server アプリケーションがア
テンションを受信したかまたは受信確認したかを
示す情報を表示する。

SRV_TR_DEFQUEUE Open Server は、イベント・キューのアクティビ
ティをトレースする。

SRV_TR_EVENT Open Server は、トリガをかけたイベントについて
の情報を表示する。

SRV_TR_MSGQ Open Server は、「メッセージ・キュー」のアク
ティビティをトレースする。

SRV_TR_NETDRIVER Open Server は、TCL Net-Library ドライバ要求をト
レースする。

SRV_TR_NETREQ Open Server は、TCL 要求をトレースする。

SRV_TR_NETWAKE Open Server は、 TCL ウェイクアップ要求をトレー
スする。

SRV_TR_TDSDATA Open Server は、TDS パケットの内容を 16 進数ま
たは ASCII 形式で表示する。これは、クライアン
トと Open Server アプリケーションとの間の実際の 
TDS トラフィックである。

SRV_TR_TDSHDR Open Server は、パケットのタイプや長さなどの TDS 
プロトコル・パケットのヘッダ情報を表示する。
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Open Server は、初期化時にスレッドを作成するときに、設定できるそ
れぞれのスレッド・プロパティに対してデフォルトを割り当てます。
デフォルトのリストについては、「srv_thread_props 」(485 ページ ) を
参照してください。

表 2-28：スレッド・プロパティ

プロパティ名 定義 注意

SRV_T_APPLNAME クライアント・アプリケーションの
名前。

SRV_T_BYTEORDER クライアントが要求したバイト順ス
キーム。SRV_LITTLE_ENDIAN は、

小有効バイトが上位バイトである
ことを示す。SRV_BIG_ENDIAN は、
小有効バイトが下位バイトである

ことを示す。

SRV_T_BULKTYPE クライアントが送信するバルク転送
のタイプ。

有効な値のリストについて
は、「SRV_T_BULKTYPE」
(177 ページ ) を参照。

SRV_T_CHARTYPE 文字データ表現のタイプ。 有効な値のリストについて
は、「SRV_T_CHARTYPE」
(178 ページ ) を参照。

SRV_T_CIPHER_SUITE CS_CHAR*
CipherSuite は、SSL ベースのセッ
ション中に交換されるデータの暗号
化や暗号の解読に使用する。
CipherSuite は、接続ハンドシェイク
中にネゴシエートされる。

このプロパティは、
SRV_LISTENER_PREBIND 
Open Server イベント内
から設定できます。

SRV_T_CLIB Open Server アプリケーションに接続
するのにクライアントが使用するラ
イブラリ製品の名前。

SRV_T_CLIBVERS Open Server アプリケーションへの接
続にクライアントが使用するライブ
ラリ製品のバージョン。

SRV_T_CLIENTLOGOUT ブール値。クライアントが正常ログ
アウトとアボート・ログアウトのど
ちらを完了したかを示す。CS_TRUE 
は正常ログアウトを示す。

このプロパティは、
SRV_DISCONNECT イベン
ト・ハンドラ内部からのみ
取得できる。

SRV_T_CONVERTSHORT ブール値。4 バイトの datetime デー
タ型、4 バイトの float データ型、4 
バイトの money データ型を、8 バイ
トのデータ型に自動的に変換するか
どうかを示す。



プロパティ 

170  Open Server

SRV_T_DUMPLOAD ブール値。このクライアント接続に
対してダンプ／ロードとバルク挿入
の使用を禁止するかどうかを示す。

SRV_T_ENDPOINT 接続されたクライアントのファイル
記述子またはファイル処理。サブ
チャネルの場合、サイト・ハンドラ
の終了ポイント値が返される。
SRV_T_ENDPOINT は Client-Library 
での CS_ENDPOINT 値に相当する。

このプロパティは、クライ
アント・スレッド、サイ
ト・ハンドラ、サブチャネ
ルには有効であるが、サー
ビス・スレッドには有効で
はない。

SRV_T_ENDPOINT の使用
例については、
「SRV_T_ENDPOINT」(178 
ページ ) を参照。

SRV_T_EVENT スレッドが現在存在している Open 
Server イベント。

有効な値のリストについて
は、「SRV_T_EVENT」(179 
ページ ) を参照。

SRV_T_EVENTDATA Open Server アプリケーションによっ
て発生する特定のイベントと対応す
る汎用データ・アドレス。

srv_event ルーチンを使用し
て設定されるデータ・アド
レス。

SRV_T_FULLPASSTHRU ブール値。このプロパティが 
CS_TRUE に設定されている場合、
SRV_FULLPASSTHRU イベント・ハ
ンドラはそのスレッドに対してアク
ティブになる。

Open Server アプリケーショ
ンの接続ハンドラ内部から
のみ設定できる。

SRV_T_EVENT プロパティ
の値は、フル・パスス
ルー・イベント・ハンドラ
内部から取得される場合は 
SRV_FULLPASSTHRU であ
る。

SRV_T_FLTTYPE クライアントが使用する浮動小数点
表現のタイプ。

有効な値のリストについて
は、「SRV_T_FLTTYPE」
(180 ページ ) を参照。

SRV_T_GOTATTENTION ブール値。クライアント・スレッド
がアテンションを受信したかどうか
を示す。

SRV_T_HOSTNAME クライアント接続が発生したホス
ト・マシンの名前。

SRV_T_HOSTPROCID クライアント・プログラムのプロセ
ス ID。

これは、クライアントのロ
グイン・レコード内で受信
されるオペレーティング・
システム・プロセス ID で
ある。

プロパティ名 定義 注意
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SRV_T_IODEAD ブール値。スレッドの I/O チャネル
が有効かどうかを示す。

CS_TRUE は、スレッドで 
I/O を正常に実行できない
ことを示し、CS_FALSE は
正常に実行できることを示
す。Open Server は、サービ
ス・スレッドに対しては必
ず CS_FALSE を返す。

SRV_T_LISTENADDR 指定された SRV_PROC 制御構造体で
識別されたリスナのアドレスを返
す。SRV_PROC 制御構造体がリスナ
の場合、このプロパティは、リスナ
が接続を受け入れるアドレスを返
す。

このプロパティには、引数
として CS_TRANADDR 構
造体へのポインタが必要。

これは、取得だけが可能な
プロパティである。

SRV_T_LOCALE Open Server アプリケーションが割り
付ける CS_LOCALE 構造体へのポイ
ンタ。

このプロパティを使用し
て、ローカライゼーション
情報の取得または設定を行
うこと。

SRV_T_LOCALID リスナで使用する SSL 証明書を指定
する。

このプロパティを使用する
と、リスナはグローバル・
サーバ・レベルの SSL 証明
書とは異なる SSL 証明書を
使用できる。

これは、設定専用プロパ
ティである。

SRV_T_LOGINTYPE 受信されるログイン・レコードのタ
イプ。

有効な値のリストについて
は、「SRV_T_LOGINTYPE」
(180 ページ ) を参照。

SRV_T_MIGRATED ブール値。接続が新しい接続である
か、マイグレートされた接続である
かを示す。この読み込み専用プロパ
ティは、クライアントがマイグレー
ト中であるか、サーバにマイグレー
トした場合は true に設定されます。

詳細については、
「SRV_T_MIGRATED」(181 
ページ ) を参照してくださ
い。

SRV_T_MIGRATE_STATE クライアントのマイグレーション・
ステータスを示す。どのスレッドで
もアクセスできる読み込み専用プロ
パティ。

詳細については、
「SRV_T_MIGRATE_STAT
E」(181 ページ ) を参照し
てください。

SRV_T_MACHINE クライアント・スレッドが実行され
ているマシンのホスト名。

プロパティ名 定義 注意
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SRV_T_NEGLOGIN クライアントからの要求があった場
合に、ネゴシエートされたログイン
のタイプ。

このプロパティはビットマ
スクであり、次に示す 5 つ
の値のいずれかを取る。

• SRV_CHALLENGE は、
クライアントがチャレン
ジ／応答の交換によって
ネゴシエートしようとし
ていることを通知する。

• SRV_ENCRYPT は、クラ
イアントが対称暗号化パ
スワードを渡そうとして
いることを通知する。

• SRV_SECLABEL は、ク
ライアントがセキュリ
ティ・ラベルを送信する
ことを示す。

• SRV_APPDEFINED は、
アプリケーションで定義
されたログイン・ハンド
シェイクが使用されてい
ることを示す。

• SRV_EXTENDED_ENCRY
PT は、クライアントが
非対称暗号化パスワード
を渡そうとしていること
を通知する。

SRV_T_NOTIFYCHARSET ブール値。使用中の文字セットが変
更されたときにクライアントに通知
するかどうかを示す。

SRV_T_NOTIFYDB ブール値。Transact-SQL コマンド use 
db の結果をクライアントに通知する
かどうかを示す。

SRV_T_NOTIFYLANG ブール値。使用中の各国言語が変更
されたときにクライアントに通知す
るかどうかを示す。

SRV_T_NOTIFYPND クライアントに配信する必要がある
保留中の通知の数。

このプロパティは取得だけ
が可能である。

SRV_T_NUMRMTPWDS リモート・パスワードの数。

SRV_T_PACKETSIZE クライアントとの通信に使用される
ネゴシエートされたパケット・サイ
ズ。

パケット・サイズは、ログ
イン時に透過的にネゴシ
エートされる。

プロパティ名 定義 注意
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SRV_T_PASSTHRU ブール値。クライアント・スレッド
がパススルー・モードで動作してい
るかどうかを示す。

このプロパティは、アプリ
ケーションの接続ハンドラ
内部から設定できる。

このプロパティが 
CS_TRUE に設定されてい
る場合、srv_getloginfo ルー
チンと ct_setloginfo ルーチ
ンは、Open Server の機能に
関係なくクライアント接続
の機能をネゴシエートす
る。フル・パススルー・
ゲートウェイではさまざま
なコマンドと結果のタイプ
は認識されないので、これ
は適切な動作である。

SRV_T_PRIORITY Open Server がスレッドに対して設定
する予定の優先順位レベル。

このプロパティは取得だけ
が可能である。スレッドの
優先順位を設定するには、
srv_setpri を呼び出す。

SRV_T_PWD クライアントがログイン・レコード
内に送信したパスワード文字列。

リモート・サーバ接続の場
合、このプロパティはリ
モート・サーバのパスワー
ドを返す。

SRV_T_REMOTEADDR SRV_PROC ピアのアドレスを返す。
このプロパティは、クライアントの 
SRV_PROC に対してのみ有効であ
る。

このプロパティには、引数
として CS_TRANADDR 構
造体へのポインタが必要。

これは、取得だけが可能な
プロパティである。

SRV_T_RETPARAMS 実行時にエラーが発生した場合にリ
ターン・パラメータが送信される。

SRV_S_RETPARAMS が設
定されている場合は、RPC 
のリターン動作がすべての
スレッドに適用される。

SRV_T_RMTCERTIFICATE CS_SSLCERT *
クライアントの証明書を表すポイン
タ。

SRV_T_RMTPWDS SRV_RMTPWD の配列。 この構造体の定義について
は、「SRV_T_RMTPWDS」
(182 ページ ) を参照。

SRV_T_RMTSERVER クライアント接続の場合は、ローカ
ル・サーバ名。サーバからサーバへ
の接続の場合は、リモート・サーバ
名。

プロパティ名 定義 注意
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SRV_T_ROWSENT このイベントでクライアントに返さ
れるローの数。

SRV_T_SEC_CHANBIND このスレッドと対応するクライアン
ト／サーバ接続で、チャネル・バイ
ンドが使用されているかどうかを示
すブール値。

SRV_T_SEC_CONFIDENTIALITY このスレッドと対応するクライアン
ト／サーバ接続で、データ機密保持
サービスが使用されているかどうか
を示すブール値。

このプロパティは通常、
データの暗号化技術を使用
して実装される。

SRV_T_SEC_CREDTIMEOUT このスレッドと対応するクライアン
ト／サーバ接続で、クレデンシャル
の有効期限が切れるまでの残り時間 
( 秒数 )。

次のいずれかの値を取る。

• CS_NO_LIMIT － 制限時
間はなく、有効期限が切
れることはない。

• CS_UNEXPIRED － ま
だ有効期限が切れてい
ない。

• 0 － 有効期限が切れた。

• 正の数 － 有効期限が切
れるまでの残り時間 ( 秒
数 )。

SRV_T_SEC_DATAORIGIN このスレッドと対応するクライアン
ト／サーバ接続で、データ・オリジ
ン・サービスが使用されているかど
うかを示すブール値。

SRV_T_SEC_DELEGATION クライアントによって委任が有効に
なっているかどうかを示すブール値。

このスレッドで行われるす
べての作業は、クライアン
トの権限レベルを使用する
必要がある。プリンシパル
名にアクセスするには、
SRV_T_USER プロパティ
を使用すること。別のセ
キュリティ・ピアを使用
してセキュリティ・セッ
ションを開始するときに
使用する委任クレデン
シャルを得るには、
SRV_T_SEC_DELEGCRED 
プロパティを使用すること。

プロパティ名 定義 注意
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SRV_T_SEC_DELEGCRED 現在のセキュリティ・セッションで
のクライアントの委任クレデンシャ
ル ( 存在する場合 )。

SRV_T_SEC_DELEGATION 
プロパティは、クライアン
トによって委任が有効に
なっているかどうかを示
す。委任が有効になってい
る場合、Open Server アプリ
ケーションは 
SRV_T_SEC_DELEGCRED 
プロパティを使用して、委
任クレデンシャルを得るこ
とがある。

SRV_T_SEC_DETECTREPLAY このスレッドに関連付けられたクラ
イアント／サーバ接続で、メッセー
ジ・リプレイの検出が使用されてい
るかどうかを示すブール値。

SRV_T_SEC_DETECTSEQ このスレッドと対応するクライアン
ト／サーバ接続で順序不整合の検出
のメッセージ・サービスが使用され
ているかどうかを示すブール値。

SRV_T_SEC_INTEGRITY このスレッドと対応するクライアン
ト／サーバ接続で、整合性サービス
が使用されているかどうかを示す
ブール値。

通常このプロパティは、暗
号化シグニチャを使用して
実装される。

SRV_T_SEC_MECHANISM このスレッドと対応するクライアン
ト／サーバ接続で使用されているセ
キュリティ・メカニズムのローカル
名。

SRV_T_SEC_MUTUALAUTH このスレッドと対応するクライアン
ト／サーバ接続で、相互認証が実行
されたかどうかを示すブール値。

SRV_T_SEC_NETWORKAUTH このスレッドと対応するクライアン
ト／サーバ接続で、ネットワーク認
証が実行されたかどうかを示すブー
ル値。

プロパティ名 定義 注意
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SRV_T_SEC_SESSTIMEOUT このスレッドと対応するクライアン
ト／サーバ接続で、セキュリティ・
セッションの有効期限が切れるまで
の残り時間 ( 秒数 )。

次のいずれかの値を取る。

• CS_NO_LIMIT － 制限時
間はなく、有効期限が切
れることはない。

• CS_UNEXPIRED － まだ
有効期限が切れていな
い。

• 0 － 有効期限が切れた。

• 正の数 － 有効期限が切
れるまでの残り時間 ( 秒
数 )。

SRV_T_SESSIONID クライアントが Open Server に送信す
るセッション ID を取得する。さら
に、セッション ID がクライアントに
送信されるように SRV_CONNECT 
ハンドラで設定する。

詳細については、
「SRV_T_SESSIONID」(183 
ページ ) を参照してくださ
い。

SRV_T_SSL_VERSION 接続ハンドシェイク中にネゴシエー
トされた SSL/TLS プロトコル・バー
ジョン。

このプロパティは、
SRV_LISTENER_PREBIND 
Open Server イベント内
から設定できます。

SRV_T_SPID スレッドのプロセス ID。 このプロパティは、このス
レッドに割り当てられたユ
ニークな ID である。ス
レッドが終了すると、ス
レッド ID は再使用される。

SRV_T_STACKLEFT スレッドに使用できる未使用スタッ
クのサイズ。

SRV_T_TDSVERSION クライアント・スレッドが使用して
いる TDS のバージョン。

SRV_CONNECT イベント・
ハンドラ内でこのスレッド
を設定すると、Open Server 
アプリケーションは、その
スレッドに対する Open 
Server のデフォルト以外の
値に TDS バージョンをネ
ゴシエートできる。有効な
値のリストについては、
「SRV_T_TDSVERSION」
(183 ページ ) を参照。

SRV_T_TYPE スレッド・タイプ。 有効な値のリストについて
は、「SRV_T_TYPE」(184 
ページ ) を参照。

プロパティ名 定義 注意
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SRV_T_BULKTYPE

クライアント・アプリケーションは、つぎの 3 つのタイプのバルク・
データ、バルク・コピー・データ、テキスト・データ、およびイメー
ジ・データを Open Server アプリケーションに転送できます。クライ
アントによって開始されるバルク・データ転送のタイプの設定または
取得を行うには、SRV_T_BULKTYPE プロパティを使用します。

表 2-29 は、SRV_T_BULKTYPE スレッド・プロパティの有効値をまと
めたものです。

SRV_T_USER クライアント・スレッドがログイン
したときに使用したユーザ名。

SRV_T_USERDATA アプリケーションごとに異なる目的
で使用される汎用データ・アドレ
ス。

このプロパティは設定可能
である。

SRV_T_USESRVLANG ブール値。サーバの各国言語でエ
ラー・メッセージを表示させる場合
には、このプロパティを CS_TRUE 
に設定する。クライアントの各国言
語でエラー・メッセージを表示する
場合には、このプロパティを 
CS_FALSE に設定する。

スレッドのサーバワイドな 
SRV_S_USESRVLANG プロ
パティを上書きするには、
このプロパティを設定する。

SRV_T_USTATE スレッドの現在のステータスを記述
する文字列。

このプロパティは設定可能
である。

プロパティ名 定義 注意
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表 2-29： SRV_T_BULKTYPE の値

Open Server は、クライアントが送信するバルク・データ・ストリーム
のタイプを自動的に決定できません。Open Server アプリケーションは 
srv_thread_props ルーチンを使用してこの情報を取得し、実際の 
SRV_BULK イベントより前にその情報を Open Server に提供する必要
があります。その後アプリケーションは、一度実際のバルク要求が行
われていれば、SRV_BULK イベント・ハンドラ内部からデータを取
得します。

『Open Client/Server Common Libraries リファレンス・マニュアル』を参
照してください。「text と image」(225 ページ ) を参照してください。

SRV_T_CHARTYPE

クライアント・アプリケーションは、文字データが特定の方法で表現
されると仮定します。クライアントが想定している文字データ表現方
法を Open Server アプリケーション側で取得するには、property を 
SRV_T_CHARTYPE に設定し、cmd を CS_GET に設定して 
srv_thread_props を呼び出します。クライアントは  *bufp で次の値を返
します。

表 2-30：文字データ表現

SRV_T_ENDPOINT

次の例は、SRV_T_ENDPOINT の使用方法を示します。

CS_INT ep;
/*

値 意味

SRV_BULKLOAD クライアントはバルク・コピー・データを転送す
る準備をしている。

SRV_TEXTLOAD クライアントは text データを転送する準備をしてい
る。

SRV_IMAGELOAD クライアントは image データを転送する準備をして
いる。

SRV_UNITEXTLOAD クライアントは unitext データを転送する準備をし
ている。

値 意味

SRV_CHAR_ASCII ASCII 文字フォーマット

SRV_CHAR_EBCDIC EBCDIC 文字フォーマット

SRV_CHAR_UNKNOWN 認識できない文字フォーマット
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 ** Get the end point
 */

if(srv_thread_props(spp, CS_GET, SRV_T_ENDPOINT, (CS_VOID *)&ep,
     CS_SIZEOF(ep), (CS_INT *)NULL) == CS_FAIL)
{
    return(CS_FAIL);
}

SRV_T_EVENT

スレッドは一度に 1 つの特定のイベント・ハンドラを実行します。イ
ベントに対応するイベント・ハンドラを実行するときに、スレッドは
そのイベントの内部にあると言えます。Open Server アプリケーション
は、property を SRV_T_EVENT に設定し、cmd を CS_GET に設定して 
srv_thread_props を呼び出し、スレッドが内部にあるイベントを取得で
きます。アプリケーションが複数のイベントに対して同じイベント・
ハンドラ・コードを使用する場合は、この手順が便利です。

このようなイベントには、次のものがあります。

• SRV_ATTENTION

• SRV_BULK

• SRV_CONNECT

• SRV_CURSOR

• SRV_DISCONNECT

• SRV_DYNAMIC

• SRV_FULLPASSTHRU

• SRV_LANGUAGE

• SRV_LISTENER_PREBIND

• SRV_LISTENER_POSTBIND

• SRV_MSG

• SRV_OPTION

• SRV_RPC

• SRV_START

• SRV_STOP

• ユーザ定義イベント
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「イベント」(100 ページ ) を参照してください。

SRV_T_FLTTYPE

クライアント・アプリケーションは、浮動小数点データが特別な方法
で表現されると仮定します。クライアントが想定している浮動小数点
データ表現方法を Open Server アプリケーション側で取得するには、
property を SRV_T_FLTTYPE に設定し、cmd を CS_GET に設定して 
srv_thread_props を呼び出します。クライアントは、bufp が示すアドレ
ス領域内に次の値のいずれかを返します。

• SRV_FLT_IEEE － IEEE の浮動小数点フォーマット

• SRV_FLT_ND5000 － ND5000 の浮動小数点フォーマット

• SRV_FLT_ VAX － VAX ‘D’ の浮動小数点フォーマット

• SRV_FLT_UNKNOWN － 認識できない浮動小数点フォーマット

SRV_T_LOGINTYPE

Open Server アプリケーションは、ログイン処理中にさまざまなタイプ
のスレッド・ログイン・レコードのすべてを受信できます。
SRV_T_LOGINTYPE プロパティはログイン・タイプを示します。ア
プリケーションは、property を SRV_T_LOGINTYPE に設定し、cmd を 
CS_GET に設定して srv_thread_props を呼び出し、ログイン・タイプを
取得できます。このログイン・タイプは、bufp が示すバッファ内に返
されます。表 2-31 に、それぞれのログイン・タイプを示します。
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表 2-31：スレッド・ログイン・タイプ

SRV_T_MIGRATED

接続が新しい接続であるか、マイグレートされた接続であるかを示す 
Boolean プロパティです。この読み込み専用プロパティは、クライア
ントがマイグレート中であるか、サーバにマイグレートした場合は 
true に設定されます。次のサンプル・コードは、SRV_T_MIGRATED 
の値を取得します。

CS_RETCODE     ret;
CS_BOOL migrated;
status = srv_thread_props(sp, CS_GET, SRV_T_MIGRATED,

&migrated, sizeof (migrated), NULL);

詳細については、「接続マイグレーション」(41 ページ ) を参照してく
ださい。

SRV_T_MIGRATE_STATE

SRV_T_MIGRATE_STATE は、クライアントのマイグレーション・ス
テータスを示します。どのスレッドでもアクセスできる読み込み専用
プロパティ。示されるマイグレーション・ステータスは次のとおりで
す。

SRV_MIG_STATE は、SRV_T_MIGRATE_STATE プロパティをモデル
化する列挙データ型です。SRV_MIG_STATE は、次のように宣言され
ます。

値 ログイン・タイプ

SRV_SITEHANDLER リモート・サーバからのサイト・ハンドラ・ロ
グイン要求

SRV_SUBCHANNEL リモート・サーバからのサイト・ハンドラ・サ
ブチャネル・ログイン

SRV_CLIENT クライアント・アプリケーションからのログイ
ン要求

状態 値 説明

SRV_MIG_NONE 0 進行中のマイグレーションがない。

SRV_MIG_REQUESTED 1 マイグレーションがサーバにより要求された。

SRV_MIG_READY 2 クライアントが要求を受信し、マイグレーションの準備ができた。

SRV_MIG_MIGRATING 3 クライアントが指定されたサーバにマイグレート中である。

SRV_MIG_CANCELLED 4 マイグレーション要求がキャンセルされた。

SRV_MIG_FAILED 5 クライアントがマイグレーションに失敗した。
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typedef enum
{

SRV_MIG_NONE,
SRV_MIG_REQUESTED,
SRV_MIG_READY,
SRV_MIG_MIGRATING,
SRV_MIG_CANCELLED,
SRV_MIG_FAILED

} SRV_MIG_STATE;

次のサンプル・コードは、SRV_T_MIGRATE_STATE 値を取得する方
法を示しています。マイグレーションに成功した場合、クライアント
が終了し、SRV_DISCONNECT イベント・ハンドラが 
SRV_MIG_MIGRATING ステータスで呼び出されます。

CS_RETCODE     ret;
SRV_MIG_STATE migration_state;
ret = srv_thread_props(sp, CS_GET, SRV_T_MIGRATE_STATE,

&migration_state, sizeof (migration_state), NULL);
if (ret != CS_SUCCEED)
{
...
}

詳細については、「接続マイグレーション」(41 ページ ) を参照してく
ださい。

SRV_T_RMTPWDS

アプリケーションは、SRV_T_RMTPWDS プロパティを使用してリモー
ト・サーバの名前とパスワードを取得します。この名前とパスワード
が格納される SRV_T_RMTPWD 構造体の定義は次のとおりです。

typedef struct srv_rmtpwd
 {  
     CS_INT servnamelen;
     CS_BYTEservname[CS_MAX_NAME];
     CS_INTpwdlen;
     CS_BYTEpwd[CS_MAX_NAME];
 } SRV_RMTPWD;
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SRV_T_SESSIONID

SRV_T_SESSIONID は、クライアントから Open Server に送信された
セッション ID を取得するスレッド・プロパティです。Open Server ア
プリケーションは、次の場合に srv_thread_props() 関数を使用して 
SRV_T_SESSIONID プロパティを設定することもできます。

•  srv_thread_props(CS_SET, SRV_T_SESSIONID) 呼び出しが 
SRV_CONNECT イベント・ハンドラ内で行われた。

• クライアントで接続マイグレーションまたは高可用性がサポート
されている。

次のサンプル・コードは、SRV_T_SESSIONID プロパティを設定しま
す。

CS_RETCODE     ret;
CS_SESSIONID hasessionid;
ret = srv_thread_props(sp, CS_SET, SRV_T_SESSIONID,

hasessionid, sizeof(hasessionid), NULL);

SRV_T_TDSVERSION

クライアントのログイン処理中に、Open Server はクライアント・アプ
リケーションとネゴシエートして、すべてのスレッドに対してある 
TDS バージョンで合意します。SRV_S_TDSVERSION プロパティ値
は、Open Server の開始ポイントを決定します。クライアントは、この
開始ポイント以下で通信することに合意します。
SRV_S_TDSVERSION プロパティの詳細については、「スレッド・プ
ロパティ」(168 ページ )  を参照してください。その後で、ログイン処
理中に Open Server アプリケーションは SRV_T_TDSVERSION プロパ
ティを使用して、特定のスレッドに対して TDS バージョンを再度ネ
ゴシエートできます。

表 2-32 は、このプロパティに有効な値を示したものです。
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表 2-32： SRV_T_TDSVERSION の値

SRV_T_TYPE

Open Server スレッドにはいくつかのタイプがあります。SRV_T_TYPE 
スレッド・プロパティは、スレッドのタイプを示します。アプリケー
ションでスレッドのタイプを取得するには、property を SRV_T_TYPE 
に設定し、cmd を CS_GET に設定して srv_thread_props を呼び出しま
す。

表 2-33 は、有効なスレッド・タイプを示したものです。

表 2-33：スレッドのタイプ

「マルチスレッド・プログラミング」(123 ページ ) を参照してくださ
い。

SRV_T_TDSVERSION 
の値 意味

SRV_TDSNONE 認識できない TDS バージョン。

SRV_TDS_4.0 TDS 4.0 からネゴシエーションが開始される。

SRV_TDS_4_0_2 TDS 4.0.2 からネゴシエーションが開始される。

SRV_TDS_4_2 TDS 4.2 からネゴシエーションが開始される。

SRV_TDS_4_6 TDS 4.6 からネゴシエーションが開始される。

SRV_TDS_4_9_5 TDS 4.9.5 からネゴシエーションが開始される。

SRV_TDS_5_0 TDS 5.0 からネゴシエーションが開始される。

値 スレッド・タイプ

SRV_TCLIENT クライアント・スレッド

SRV_TLISTENER クライアント接続を受け入れるスレッド

SRV_TSITE サイト・ハンドラ・スレッド

SRV_TSUBPROC サイト・ハンドラ・スレッド上のリモート・
サーバ接続

SRV_TSERVICE サービス・スレッド
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レジスタード・プロシージャ
レジスタード・プロシージャとは、名前によって識別されたコードで
す。アプリケーションはプロシージャを登録するときに、プロシー
ジャ名をルーチンにマップします。これにより、Open Server は、受信 
RPC データ・ストリーム内でそのプロシージャ名を検出すると、
SRV_RPC イベントを発生させずに特定のルーチンをただちに呼び出
すことができます。

Open Server が RPC を 受け取ると、Open Server はレジスタード・プロ
シージャのリストでプロシージャ名を探します。名前が登録されてい
る場合、ランタイム・システムは、存在するレジスタード・プロシー
ジャと関連しているルーチンすべてを実行します。プロシージャ名が
レジスタード・プロシージャのリストに見つからない場合には、
Open Server は SRV_RPC イベント・ハンドラを呼び出します。

標準リモート・プロシージャ・コール

Open Server アプリケーションは、通常の RPC を、アプリケーション
の SRV_RPC イベント・ハンドラ内から処理します。ハンドラ・コー
ドは、RPC データ・ストリームを解析して、このプロセスの RPC 名、
パラメータの数、パラメータのフォーマット、パラメータ値を取得し
なければなりません。その後、ハンドラはこれらの値に基づいてアク
ションを起こすことができます。SRV_RPC イベント・ハンドラは、
ネットワーク経由で送られてくると考えられるすべての RPC を処理
できるようにコーディングされている必要があります。

レジスタード・プロシージャの利点

次の理由により、レジスタード・プロシージャを利用すると、Open 
Server アプリケーションでの RPC 処理が単純化されます。

• レジスタード・プロシージャは、コードを 1 か所に統合します。
レジスタード・プロシージャは、Open Server アプリケーションが 
SRV_RPC イベント・ハンドラに加えて、他のイベント・ハンド
ラから呼び出すことができる実行可能オブジェクトです。
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• レジスタード・プロシージャは、Server-Library 呼び出しまたは外
部の Client-Library 呼び出しや DB-Library 呼び出しによって、サー
バが稼動しているときであればいつでも作成できます。それに対
して、SRV_RPC イベント・ハンドラは、サーバの起動の前にあ
らかじめコーディングされていなければなりません。

• レジスタード・プロシージャには自動データ型チェック機能があ
るので、Open Server アプリケーション・コードの解析は必要あり
ません。

• クライアントは、レジスタード・プロシージャの実行時に通知 (
ノーティフィケーション ) を要求できます。この「通知」は、次
の要素で構成されます。

• レジスタード・プロシージャ名

• レジスタード・プロシージャの実行に関連するパラメータ値

• 通知要求は、Server-Library 呼び出しにより内部的に、または 
Client-Library または DB-Library 呼び出しにより外部的に発行でき
ます。

• クライアントは、レジスタード・プロシージャのリストや自分が
通知を要請したプロシージャのリストを要求することができま
す。

ノーティフィケーション・プロシージャ

プログラマが提供するコードがない状態で、Open Server アプリケー
ションは、Client-Library または DB-Library クライアントがレジスター
ド・プロシージャを作成し、それを実行し、その実行の通知 ( ノー
ティフィケーション ) を受け取ることができるようにします。

レジスタード・プロシージャは、Open Server アプリケーションに実行
可能ルーチンを持っている必要はありません。実際、DB-Library や 
Client-Library 呼び出しで作成されたレジスタード・プロシージャは、
Open Server のルーチンを呼び出すことができません。実行可能なルー
チンと対応付けられていないレジスタード・プロシージャは、実行を
待機しているクライアントへの通知が唯一の目的なので、「ノーティ
フィケーション ( 通知 ) プロシージャ」と呼ばれます。

ノーティフィケーション・プロシージャを使用すれば、クライアン
ト・アプリケーションはどの Open Server アプリケーションによって
でも相互に通信できます。
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この機能を使用可能にするためにコードを書く必要はありませんが、
レジスタード・プロシージャを使用不可にしたり制限したりするため
に、コールバック・ハンドラをインストールすることができます。詳
細については、「レジスタード・プロシージャでのコールバック・ハ
ンドラの使用」(190 ページ ) を参照してください。

レジスタード・プロシージャの作成

Open Server アプリケーションは、標準レジスタード・プロシージャと
ノーティフィケーション・プロシージャの両方を作成することができ
ます。Client-Library と DB-Library アプリケーションは、ノーティフィ
ケーション・プロシージャを作成することができます。Client-Library 
ルーチンを使ってレジスタード・プロシージャを作成する方法につい
ては、『Open Client Client-Library/C リファレンス・マニュアル』を参
照してください。

レジスタード・プロシージャのメカニズム

この項では、Open Server アプリケーション内でレジスタード・プロ
シージャを作成して実行する方法について説明します。

レジスタード・プロシージャ

Open Server 呼び出しによってプロシージャを登録するには、次の手順
に従います。

1 プロシージャ名を定義し、プロシージャが実行されるときに呼び
出される関数に名前をマップするために、srv_regdefine を呼び出
します。

2 定義されるプロシージャのパラメータを記述するために、
srv_regparam を呼び出します。

3 プロシージャの登録を完了するために、srv_regcreate を呼び出し
ます。

4 プロシージャの登録を解除するために、srv_regdrop を呼び出しま
す。
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レジスタード・プロシージャの実行

RPC が登録されている場合には、Open Server はクライアントまたは
リモート Adaptive Server Enterprise による RPC に応答してレジスター
ド・プロシージャを実行します。しかし、Open Server アプリケーショ
ンは、 RPC への応答の中でそれを実行する代わりに、レジスタード・
プロシージャを明示的に実行することができます。たとえば、アプリ
ケーションが、特定のノーティフィケーション・プロシージャをアプ
リケーションの特定の時点で実行することによって、複数のクライア
ントのアクティビティを同期できます。

レジスタード・プロシージャを明示的に実行するにも、いくつかの手
順が必要です。それらは、次のとおりです。

1 レジスタード・プロシージャの実行を開始するために、srv_reginit 
を呼び出します。このルーチンは、実行されるレジスタード・プ
ロシージャの名前を指定します。Open Server アプリケーション
は、通知リストのクライアント・スレッドの 1 つが通知されるの
か、またはすべてが通知されるのかを調べるためにも、このルー
チンを使用します。

2 実行のためのパラメータ・データを提供するために、srv_regparam 
を呼び出します。

3 レジスタード・プロシージャを実際に実行するために、
srv_regexec を呼び出します。

リストの管理

Open Server アプリケーションは、すべてのレジスタード・プロシー
ジャのリストと、特定のレジスタード・プロシージャが実行されたと
きに通知するクライアントのリストを管理しています。この通知は、
自動的に起こります。リストの管理に関連しているルーチンは次のと
おりです。

• srv_reglist  － Open Server アプリケーション内で登録されているす
べてのプロシージャのリストを返します。

• srv_regwatchlist － 指名されたクライアント・スレッドが通知要求
待ちを示す、対象となるレジスタード・プロシージャのすべての
リストを返します。

• srv_regwatch － レジスタード・プロシージャの通知リストにス
レッドを追加します。

• srv_regnowatch － 特定のレジスタード・プロシージャの通知リス
トからクライアントを削除します。
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• srv_reglistfree － srv_reglist または srv_regwatchlist によって割り付け
られた SRV_PROCLIST 構造体を解放します。

システム・レジスタード・プロシージャ

各 Open Server アプリケーションは、「システム・レジスタード・プロ
シージャ」と呼ばれる組み込みレジスタード・プロシージャを持って
います。これらは、サーバが起動する時点でランタイム・システムが
作成します。システム・レジスタード・プロシージャについては、

「第 4 章 システム・レジスタード・プロシージャ」で説明されていま
す。これらのプロシージャの中には、Open Server アプリケーションを
対話型で管理するために役立つものもあります。たとえば、sp_who と 
sp_ps を使用すると、アクティブなサーバ・プロセスをリストできま
す。また、sp_terminate を使用すると、プロセスを消滅させることがで
きます。

クライアント・アプリケーションでは、システム・レジスタード・プ
ロシージャを実行することで、次の処理を行うことができます。

• レジスタード・プロシージャのリストの取得

• レジスタード・プロシージャを実行する

• レジスタード・プロシージャの実行の通知の要求

• 通知要求のリストの取得

ほとんどのシステム・レジスタード・プロシージャは、同等の Open 
Server ルーチンに対応します。Open Server アプリケーションとクライ
アントは、異なるルーチンによって同じ種類の情報を要求できます。

表 2-34 は、システム・レジスタード・プロシージャと対応する 
Server-Library ルーチンをまとめたものです。
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表 2-34：システム・レジスタード・プロシージャと対応する Server-
Library ルーチン

レジスタード・プロシージャでのコールバック・ハンドラの使用

表 2-34 に示されているように、組み込みレジスタード・プロシー
ジャのいくつかは、レジスタード・プロシージャを作成、削除、実行
する Server-Library ルーチンおよび DB-Library ルーチンに相当します。
これらのプロシージャは、レジスタード・プロシージャが実行しよう
とするときにいつでも実行するようなコールバック・ハンドラをイン
ストールすることによって、レジスタード・プロシージャのためのセ
キュリティ・システムを実装できるようにします。クライアント・ア
プリケーションがシステム・レジスタード・プロシージャまたはそれ
に相当する Client-Library や DB-Library ルーチンのひとつを実行する
と、コールバック・ハンドラが実行されます。SRV_S_INHIBIT を返
した場合は、レジスタード・プロシージャは実行されません。

たとえば、"sa" 以外のクライアントが "reinitialize" という名前のプロ
シージャを実行できないようにするには、レジスタード・プロシー
ジャ・コールバック・ハンドラに次のコードを含めます。

/*
 **   Stop users other than "sa" from executing the "reinitialize"
 **    registered procedure.
 **
 ** Parameters:
 **    spp - Handle to the current client connection.
 **
 ** Returns:
 **    CS_TRUE  Allow the user to execute

システム・レジスタード・プロ
シージャ Server-Library ルーチン

sp_ps N/A

sp_regcreate srv_regcreate/srv_regdefine

sp_regdrop srv_regdrop

sp_reglist srv_reglist

sp_regnowatch srv_regnowatch

sp_regwatch srv_regwatch

sp_regwatchlist srv_regwatchlist

sp_serverinfo N/A

sp_terminate srv_termproc

sp_who N/A
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 **    CS_FALSE Disallow execution.
 */
 CS_BOOL    rpc_permission(spp)
 SRVPROC    *spp;
 {
       CS_INT ulen;       /* User name length  */
       CS_INT rlen;       /* RPC name length   */
       CS_CHAR *rname;    /* Pointer to the RPC name */
       CS_CHAR user[256]; /* Buffer for the user name */
 
       /*
       ** Get the name of the rpc command
       */
       if ((rname = srv_rpcname(spp, &rlen)) == (CS_CHAR *)NULL)
       {
       return (CS_FALSE);
       }
 
       /*
       ** Get the user name.
       */
       if (srv_thread_props(spp, CS_GET, SRV_T_USER,
       (CS_VOID *)user,CS_SIZEOF(user), &ulen) == CS_FAIL)
       {
       return (CS_FALSE);
       }
 
       /*
       ** If either the user name or the rpc name is NULL,
       ** indicate an error.
       */

       if (rlen <= 0 || ulen <= 0)
       {
             error ("API error");
             return (CS_FALSE);
       }
 
       /* Null terminate the user name buffer */
       user[ulen] == '￥0';
 
       /*
       ** Compare the RPC name and User name for permission.
       */
       if ((strcmp(rname, "reinitialize") == 0) &&
        (strcmp(user, "sa") == 0))
       {
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       return (CS_TRUE);
       }
 
       return (CS_FALSE);
 }

例

サンプル・プログラム regproc.c には、Open Server アプリケーション
によるレジスタード・プロシージャの使用例が記述されています。

リモート・プロシージャ・コール
リモート・プロシージャ・コール (RPC) は、クライアント・アプリ
ケーションが Open Server アプリケーションと通信するためのメカニ
ズムです。通常は、クライアントは、Open Server アプリケーションか
ら情報を得るために RPC を発行します。RPC は、名前と、多くの場
合 ( 必ずとは限らない ) パラメータから構成されています。たとえば、
デパートのアプリケーションは、get_cust という RPC への応答として
顧客の氏名と住所を返します。この RPC は、1 つのパラメータ、つま
り顧客 ID 番号を受け取ります。

クライアントが RPC を送ると、Open Server はその RPC が登録済みか
どうかをチェックします。レジスタード・プロシージャは、Open 
Server がアプリケーションの SRV_RPC イベント・ハンドラを呼び出
すことなく直接認識して実行する、特殊な RPC です。「レジスター
ド・プロシージャ」(185 ページ ) を参照してください。

RPC が登録されていない場合、Open Server は SRV_RPC イベントをト
リガします。SRV_RPC イベント・ハンドラ内から、アプリケーショ
ンは RPC の名前とパラメータ ( ある場合 ) を取得し、適切に応答する
ことができます。イベント・ハンドラは、クライアントから送られる
可能性のあるすべての RPC の名前と、それぞれが持つパラメータの
数を検証するようにコーディングされています。ハンドラには、個々
の RPC に応答するためのコードが含まれており、RPC を認識できな
い場合は、クライアントにエラー情報を返します。

SRV_RPC イベント・ハンドラの中では、アプリケーションは次の手
順を実行します。
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1 RPC 名を取得するために、srv_rpcname を呼び出します ( アプリ
ケーションは、srv_rpcnumber、srv_rpcowner、srv_rpcdb を使用して、
RPC 番号、所有者、関連データベースをそれぞれ取得することも
できます )。該当する RPC が存在しない場合や、番号、所有者、
またはデータベースの情報が無効である場合には、アプリケー
ションは srv_sendinfo によってエラー情報を返します。

2 srv_numparams を呼び出して、適切な数のパラメータが送信され
たことを検証します。パラメータ情報に無効なものがあれば、
srv_sendinfo によってエラー情報を返します。

3 srv_descfmt、srv_bind、srv_xferdata を呼び出して、パラメータを処
理します。詳細については、「パラメータとロー・データの処理」
(152 ページ ) を参照。

4 srv_descfmt、srv_bind、srv_xferdata. を呼び出して、データをクライ
アントに返します。詳細については、「パラメータとロー・デー
タの処理」(152 ページ ) を参照してください。

RPC パラメータは、名前または位置で受け渡されます。一部のパラ
メータが名前で、他のパラメータが位置で受け渡されるような状況で 
RPC が呼び出された場合には、エラーが発生します。

アプリケーションは、すべてのプロシージャを登録し、SRV_RPC イ
ベント・ハンドラを使用してエラーをトラップすることもできます。
この場合には、クライアントが無登録の、つまり無効な RPC を送っ
た場合にのみ Open Server が SRV_RPC イベント・ハンドラを呼び出す
ことになります。これを受けて SRV_RPC イベント・ハンドラが 
srv_sendinfo を使って、クライアントに対して無効な RPC を発行した
ことを通知します。

例

サンプル・プログラム regproc.c には、リモート・プロシージャ・コー
ルの例が記述されています。
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ラージ・オブジェクト・パラメータの取得
Open Server は、srv_xferdata() を使用してラージ・オブジェクト (LOB) 
パラメータ・データ全体を同時に取得したり、srv_get_data を使用して
まとまりで取得することができます。Open Server は、パラメータの長
さが CS_UNUSED に設定されている場合に、LOB パラメータをまと
まりで取得します。「srv_get_data」(320 ページ ) を参照してください。

例 LOB パラメータの説明を取得します。

/*
** Retrieve the description of the parameters coming
** from client
*/

for (paramnum = 1; paramnum <= numparams; paramnum++)
{

/*
** Get a description of the parameter.
*/
ret = srv_descfmt(spp, CS_GET, SRV_RPCDATA,

paramnum, &(paramfmtp[paramnum - 1]));

/*
** Allocate space for the parameters and bind the
** data.
*/
if (paramfmtp[paramnum-1].maxlength >= 0)
{

if (paramfmtp[paramnum-1].maxlength > 0)
{

data[paramnum-1] = calloc(1,
paramfmtp[paramnum-1].maxlength);

}
else
{

ind[paramnum-1] = CS_NULLDATA;
}

}
else
{

/*
** Allocate a large size buffer for BLOB data
** (which length is unknown yet)
*/
blobbuf[blobnum] = malloc(BUFSIZE);
blobnum++;



第 2 章    トピック名

Server-Library/C リファレンス・マニュアル 195

}

srv_bind(spp, CS_GET, SRV_RPCDATA, paramnum,
&(paramfmtp[paramnum-1]), data[paramnum-1],
&(len[paramnum-1]), &(ind[paramnum-1]))

/*
** For every LOB parameter, call srv_get_data() in
** a loop as long as it succeeds
/*
for (i = 0; i < blobnum ; i++)
{

bufp = blobbuf[i];
bloblen[i] = 0;
do
{

ret = srv_get_data(spp, bufp, BUFSIZE,

&outlen);
bufp += outlen;
bloblen[i] += outlen;

} while (ret == CS_SUCCEED);

/*
** Check for the correct return code
*/
if (ret != CS_END_DATA)
{

return CS_FAIL;
}

}

/*
** And receive remaining client data srv_xferdata()
*/
ret = srv_xferdata(spp, CS_GET, SRV_RPCDATA);

}
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セキュリティ・サービス
セキュリティ・サービスを利用すると、Open Server アプリケーション
で、サード・パーティの分散セキュリティを使用してユーザを認証
し、クライアントとサーバとの間で転送されるデータを保護すること
ができます。

使用しているプラットフォームで使用可能な分散セキュリティ・サー
ビス・プロバイダについては、プラットフォーム用の『Open 
Client/Server 設定ガイド』を参照してください。

特定のプロバイダから入手できるセキュリティ・サービスを、セキュ
リティ・メカニズムと呼びます。Open Server アプリケーションは、入
手可能かどうかによって複数の「セキュリティ・メカニズム」をサ
ポートできます。Open Server アプリケーションは、クライアントまた
はサーバ・ダイアログごとに ( クライアント接続要求に基づいて ) セ
キュリティ・メカニズムを選択します。

Open Server のセキュリティ・サービスを使用して、次のタスクを実行
できます。

• システム上に確立されているクレデンシャルにアクセスできま
す。

クレデンシャルとは、ピアの ID を確立するためにピア ( クライア
ントとサーバ ) 間で転送されるデータです。

• ダイアログの確立中に要求されたセキュリティ・メカニズムと通
信できます。

• リモート・クライアントまたはリモート・サーバとのセキュリ
ティ・セッションを確立できます。

セキュリティ・サービスは、セキュリティ・セッションの確立中
にネゴシエートされます。セキュリティ・セッションは、直接ク
ライアント・ダイアログにマップされます。

• 内部が隠されたトークンをダイアログ上で通信することで、ピ
ア・コンポーネントとの通信でセキュリティ・メカニズムを使用
できます。これらのトークンはセッションの確立中に送信され、
必要に応じて、パケットごとのセキュリティ・サービスに使用で
きます。

トークンとは、ピア間でのセキュリティ情報交換のためにセキュ
リティ・メカニズムが生成するビット文字列です。トークンは、
暗号化されて保護される場合もあります。
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• セキュリティ・セッションにチャネル識別情報をバインドできま
す。

• トークンの発生元を保証するために、トークンをデジタル化処理
できます。

セキュリティ・サービス・プロパティ

ネットワーク・セキュリティ・サービスは、大きく分けて次の 3 つの
タイプに分類できます。

• ログイン認証サービス

• パケットごとのセキュリティ・サービス

• SSL (Secure Sockets Layer) 暗号化

ログイン認証サービス

基本的なセキュリティ・サービスは「ログイン認証」で、ユーザが本
人であることを確認するものです。ログイン認証には、ユーザ名とパ
スワードが必要です。ユーザはユーザ名によってユーザ自身を識別
し、そのユーザ本人であることの証拠としてパスワードを入力しま
す。

Sybase アプリケーションでは、クライアントとサーバの間の接続ごと
に対応するユーザ名が 1 つずつあります。アプリケーションがセキュ
リティ・メカニズムを使用する場合、Sybase はそのメカニズムを使用
して、接続が確立されるときにこのユーザ名を認証します。このサー
ビスの利点は、ユーザ名とそのパスワードを個々のサーバのシステ
ム・カタログ内ではなく中央レポジトリ内で管理できることです。

アプリケーションがネットワークベースの認証を使用してサーバへの
接続を要求する場合、Client-Library はその接続のセキュリティ・メカ
ニズムに問い合わせて、指定されたユーザ名が認証ユーザを示してい
ることを確認します。つまり、ユーザはパスワードを指定しなくても
サーバに接続できます。その代わりに、ユーザはネットワーク・セ
キュリティ・システムに対してユーザ自身を認証した後で、接続しよ
うとします。接続時に、Client-Library はセキュリティ・メカニズムか
ら「クレデンシャル・トークン」を取得して、このトークンをパス
ワードの代わりにサーバに送信します。その後サーバはそのトークン
を再度セキュリティ・メカニズムに渡して、そのユーザ名が認証され
ていることを確認します。
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次の表は、ログイン認証に関係のあるプロパティを示します。

表 2-35：ログイン認証を制御するプロパティ

ログインパスワード暗号化の FIPS-140-2 準拠

Open Client と Open Server のログイン・パスワードとリモート・パス
ワードの暗号化は、Sybase CSI (Common Security Infrastructure) によっ
て実現されます。CSI 2.6 は、連邦情報処理標準 (FIPS: Federal 
Information Processing Standard) 140-2 に準拠しています。

FIPS 暗号化をサポートするため、まだ Certicom Security Builder を使用
していないプラットフォームに libsbgse2.so (UNIX と Linux の各プラッ
トフォーム ) または libsbgse2.dll (Microsoft Windows プラットフォーム ) 
という名前の Certicom Security Builder 共有ライブラリがインストール
されます。また、$SYBASE/$SYBASE_OCS/lib3p または 
$SYBASE/$SYBASE_OCS/lib3p64 にある sybcsi サブディレクトリは、削
除されました。

プロパティ 説明

CS_USERNAME 接続時に使用するユーザ名を指定する。

CS_SEC_
NETWORKAUTH

ネットワークベースのユーザ認証を有効にする。

CS_SEC_
CREDTIMEOUT

ユーザのクレデンシャルの有効期限が切れているかど
うかを知らせる。

CS_SEC_
SESSTIMEOUT

クライアントとサーバとの間のセッションの有効期限
が切れているかどうかを知らせる。

CS_SEC_
MUTUALAUTH

クライアント・アプリケーションはこのプロパティを
設定して、サーバがそのサーバ自体であることをクラ
イアントに対して認証することを要求する。

CS_SEC_
DELEGATION

クライアント・アプリケーションはこのプロパティを
設定して、ゲートウェイ・サーバがクライアントの委
任クレデンシャル・トークンを使用してリモート・
サーバに接続できるようにする。

CS_SEC_
CREDENTIALS

ゲートウェイ・アプリケーションはこのプロパティを
使用して、ゲートウェイのクライアントからリモー
ト・サーバに委任クレデンシャル・トークンを転送す
る。
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ネットワーク認証は、すべてのセキュリティ・メカニズムでサポート
されています。クレデンシャルとセッションのタイムアウトは、いく
つかのセキュリティ・メカニズムではサポートされていますが、すべ
てのセキュリティ・メカニズムでサポートされているわけではありま
せん。どのサービスがどのセキュリティ・メカニズムでサポートされ
ているかについては、『Open Client/Server 設定ガイド』を参照してく
ださい。

『Open Client Client-Library/C リファレンス・マニュアル』も参照して
ください。

パケットごとのセキュリティ・サービス

環境によっては、分散アプリケーションが物理的に安全でないネット
ワークに対処しなければならない場合があります。たとえば権限のな
いグループが、物理回線にアナライザを接続したり、無線伝送を傍受
したりする可能性があります。

これらの環境では、アプリケーションの保護と転送データの認証を使
用して、安全なダイアログを保証してください。

次の表は、さまざまなパケットごとのサービスの使用方法を制御する
プロパティを示します。
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表 2-36：データ認証プロパティ

注意 この項で説明するサービスを使用するアプリケーションでは、
クライアントとサーバ間のすべての通信でパケットごとのオーバヘッ
ドが生じます。アプリケーションのパフォーマンスよりもアプリケー
ションのセキュリティを重視する場合以外は、データ認証サービスを
使用しないでください。

パケットごとのサービスすべてで、1 つの接続で送信される TDS パ
ケットごとに、次に示す処理のどちらかまたは両方が行われます。

• パケットの内容の暗号化

• パケット内容およびその他の必要な情報をコード化する、デジタ
ル署名の計算

プロパティ 説明

CS_SEC_
CONFIDENTIALITY

データ機密保持サービスを有効にする。

データ機密保持サービスはすべての転送データを
暗号化して、不明なユーザが転送データを理解で
きないことを保証する。

CS_SEC_
INTEGRITY

データ整合性サービスを有効にする。

データ整合性サービスは、転送データを不正に変
更しようとする動作が検出されることを保証する。

CS_SEC_
DATAORIGIN

データ・オリジン・スタンピング・サービスを有
効にする。

データ・オリジン・スタンピング・サービスは、
受信データが、そのクライアントまたはサーバか
ら実際に送信されたことを保証する。

CS_SEC_
DETECTREPLAY

リプレイ検出サービスを有効にする。

リプレイ検出サービスは、受信した転送データを
不明なユーザがリプレイ ( 再生 ) しようとする動作
が検出されることを保証する。

CS_SEC_
DETECTSEQ

順序検証サービスを有効にする。

順序検証サービスは、送信された順序とは異なる
順序で到達した転送を検出する。

CS_SEC_
CHANBIND

チャネル・バインド・サービスを有効にする。

チャネル・バインド・サービスは、クライアント
のアドレスとサーバのアドレスの暗号化記述を使
用して、それぞれの転送にマークを付ける。
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アプリケーションが複数のパケットごとのサービスを選択した場合、
それぞれのオペレーションはパケットごとに一度だけ実行されます。
たとえばアプリケーションがデータ機密性サービス、順序検証サービ
ス、データ整合性サービス、チャネル・バインド・サービスを選択し
た場合、それぞれのパケットは暗号化されて、パケットの内容、パ
ケットの順序情報、ネットワーク・チャネル識別子をコード化するデ
ジタル署名が付加されます。

『Open Client Client-Library/C リファレンス・マニュアル』を参照して
ください。

SSL の概要

SSL は、クライアントからサーバ、およびサーバからサーバへワイヤ
またはソケット・レベルで暗号化されたデータを送信する業界標準で
す。サーバとクライアントは何度か I/O を交換し、安全な暗号化セッ
ションをネゴシエートして合意してから、SSL 接続が確立されます。
これは、「SSL ハンドシェイク」と呼ばれています。

SSL ハンドシェイク

クライアント・アプリケーションが接続を要求すると、SSL 対応サー
バは証明書を提示し、ID を証明してから、データを送信します。基
本的に、SSL ハンドシェイクは次の手順によって構成されています。

• クライアントはサーバに接続要求を送信します。要求には、クラ
イアントがサポートしている SSL ( または TLS: Transport Layer 
Security) オプションが含まれています。

• サーバは、証明書とサポートされている CipherSuite のリストを返
します。これには、SSL/TLS サポート・オプション、キー交換で
使用されるアルゴリズム、デジタル署名が含まれます。

• クライアントとサーバがお互いに CipherSuite に合意すると、安全
で暗号化されたセッションが確立されます。

SSL ハンドシェイクと SSL/TLS プロトコルの詳細については、
Internet Engineering Task Force Web サイト  (http://www.ietf.org) を参照し
てください。

Open Client/Open Server の SSL

SSL には、いくつかのセキュリティ・レベルがあります。
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• SSL 対応サーバへの接続を確立すると、サーバは接続対象のサー
バであることを自己認証し、暗号化された SSL セッションが開始
されてからデータが送信されます。

• SSL セッションが確立されると、ユーザ名とパスワードが暗号化
された安全な接続によって送信されます。

• サーバ証明書のデジタル署名を比較して、サーバから受信した
データが転送中に変更されたかどうかを判断します。

SSL フィルタ

SSL 対応 Adaptive Server Enterprise への接続を確立するとき、SSL セ
キュリティ・メカニズムは、interfaces ファイル (Windows では sql.ini) 
の master 行と query 行のフィルタとして設定されます。TCP/IP 接続の
上層に位置する Open Client/Open Server プロトコル層として SSL を使
用します。

SSL フィルタは、interfaces ファイル (Windows では sql.ini) の 
SECHMECH (security mechanism) 行で定義されている DCE や Kerberos 
などの他のセキュリティ・メカニズムとは異なります。master 行と 
query 行では、接続に使用されるセキュリティ・プロトコルを指定し
ます。

たとえば、SSL を使用している UNIX マシンの一般的な interfaces ファ
イルは、次のようになります。

[SERVER]

query tcp ether hostname, port ssl
master tcp ether hostname, port ssl

SSL を使用している Windows 上の一般的な sql.ini ファイルは、次のよ
うになります。

[SERVER]

query=TCP,hostname, port, ssl
master=TCP,hostname,port, ssl

hostname はクライアントが接続しているサーバの名前、port はホス
ト・マシンのポート番号です。interfaces ファイル内で SSL フィルタ
が指定されている master エントリまたは query エントリに接続するに
は、その接続で SSL プロトコルがサポートされている必要がありま
す。サーバを、SSL 接続を受け入れ、他の接続によってプレイン・テ
キスト ( 非暗号化データ ) を受け入れるように設定したり、他のセ
キュリティ・メカニズムを使用するように設定できます。
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たとえば、SSL ベースの接続とプレーン・テキストの接続の両方をサ
ポートする UNIX の Adaptive Server Enterprise の interfaces ファイルは、
次のようになります。

SYBSRV1
        master tcp ether hostname 2748 ssl
        query tcp ether hostname 2748 ssl
        master tcp ether hostname 2749

この例では、SSL セキュリティ・サービスがポート番号 2748 で定義
されています。SYBSRV1 では、Adaptive Server Enterprise はクリア・
テキストをポート番号 2749 で受信します。このポートには、セキュ
リティ・メカニズムやセキュリティ・フィルタは定義されていませ
ん。

証明書によるサーバの検証

Open Client/Open Server が SSL 対応サーバに接続する場合は、サーバ
は証明書ファイルが必要です。これには、サーバの証明書と暗号化プ
ライベート・キーが含まれています。また、証明書は CA がデジタル
署名したものでなければなりません。

既存のクライアント接続が確立されるのと同じように、Open Client ア
プリケーションは Adaptive Server Enterprise へのソケット接続を確立し
ます。ネットワークのトランスポート層の接続コールがクライアン
ト・サイドで完了し、受け入れコールがサーバ・サイドで完了する
と、SSL ハンドシェイクが行われます。それから、ユーザのデータが
送信されます。

SSL 対応サーバに正しく接続するには、次の手順に従ってください。

• クライアント・アプリケーションが接続要求を行った場合は、
SSL 対応サーバは証明書を提出しなければなりません。

• クライアント・アプリケーションは、証明書に署名した CA を認
識しなければなりません。「信頼された」CA すべてを含んだリス
トは、信頼されたルート・ファイルにあります。「信頼された
ルート・ファイル」(205 ページ ) を参照してください。

• SSL 対応サーバへの接続では、デフォルトの動作としてサーバ証
明書の共通名と interfaces ファイルのサーバ名が比較されます。共
有ディスク・クラスタ (SDC: Shared Disk Cluster) 環境では、クラ
イアントはサーバ名または SDC インスタンス名とは無関係の SSL 
証明書の共通名を指定できます。SDC 環境での共通名の検証につ
いては、「SDC 環境での共通名の検証」(204 ページ ) を参照して
ください。



セキュリティ・サービス 

204  Open Server

SSL 対応 Adaptive Server Enterprise への接続を確立すると、Adaptive 
Server Enterprise は起動時に次の場所からサーバ自体のコード化された
証明書ファイルをロードします。

UNIX － $SYBASE/$SYBASE_ASE/certificates/servername.crt

Windows － %SYBASE%￥%SYBASE_ASE%￥certificates￥servername.crt

ここで、servername は、コマンド・ラインからサーバを起動したとき
に -S フラグで指定した Adaptive Server Enterprise の名前か、または
サーバの環境変数 $DSLISTEN で指定した Adaptive Server Enterprise の
名前です。

ほかのタイプのサーバでは、別のロケーションに証明書を保管するこ
とがあります。サーバの証明書のロケーションの詳細については、ベ
ンダ提供マニュアルを参照してください。

SDC 環境での共通名の検証

Open Client と Open Server における SSL 検証のデフォルトの動作は、
サーバ証明書での共通名を ct_connect() で指定されたサーバ名と比較
することです。共有ディスク・クラスタ (SDC: Shared Disk Cluster) 環
境では、クライアントはサーバ名または SDC インスタンス名とは無
関係の SSL 証明書の共通名を指定できます。クライアントは、複数の
サーバ・インスタンスを表すクラスタ名で SDC に接続することも、
特定の 1 つのサーバ・インスタンスに接続することもできます。

クライアントはトランスポート・アドレスを使用して、証明書の検証
で使用される共通名を指定できるため、Adaptive Server Enterprise の 
SSL 証明書の共通名がサーバ名やクラスタ名と異なっていてもかまい
ません。トランスポート・アドレスは、ディレクトリ・サービス 
(interfaces ファイル、LDAP、NT レジストリなど ) のいずれか、また
は接続プロパティ CS_SERVERADDR で指定できます。

 UNIX での構文 UNIX での SSL 対応 Adaptive Server Enterprise およびクラスタのサー
バ・エントリの構文を次に示します。

CLUSTERSSL
query tcp ether hostname1 5000 ssl="CN=name1"
query tcp ether hostname2 5000 ssl="CN=name2"
query tcp ether hostname3 5000 ssl="CN=name3"
query tcp ether hostname4 5000 ssl="CN=name4"

ASESSL1
master tcp ether hostname1 5000 ssl="CN=name1"
query tcp ether hostname1 5000 ssl="CN=name1"
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ASESSL2
master tcp ether hostname2 5000 ssl="CN=name2"
query tcp ether hostname2 5000 ssl="CN=name2"

ASESSL3
master tcp ether hostname3 5000 ssl="CN=name3"
query tcp ether hostname3 5000 ssl="CN=name3"

ASESSL4
master tcp ether hostname1 5000 ssl="CN=name4"
query tcp ether hostname1 5000 ssl="CN=name4"

Windows での構文 Windows での SSL 対応 Adaptive Server Enterprise およびクラスタの
サーバ・エントリの構文を次に示します。

[CLUSTERSSL]
query=tcp,hostname1,5000, ssl="CN=name1"
query=tcp,hostname2,5000, ssl="CN=name2"
query=tcp,hostname3,5000, ssl="CN=name3"
query=tcp,hostname4,5000, ssl="CN=name4"

[ASESSL1]
master=tcp,hostname1,5000, ssl="CN=name1"
query=tcp,hostname1,5000, ssl="CN=name1"

[ASESSL2]
master=tcp,hostname2,5000, ssl="CN=name2"
query=tcp,hostname2,5000, ssl="CN=name2"

[ASESSL3]
master=tcp,hostname3,5000, ssl="CN=name3"
query=tcp,hostname3,5000, ssl"CN=name3"

[ASESSL4]
master=tcp,hostname4,5000, ssl="CN=name4"
query=tcp,hostname4,5000, ssl="CN=name4"

信頼されたルート・ファイル

信頼された既知の CA のリストは、信頼されたルート・ファイルに保
管されています。エンティティ ( クライアント・アプリケーション、
サーバ、ネットワーク・リソースなど ) に既知の CA の証明書がある
以外は、信頼されたルート・ファイルは証明書ファイルのフォーマッ
トと同じです。システム・セキュリティ担当者が、標準 ASCII テキス
ト・エディタを使って認証局を追加したり、削除したりします。
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Open Client/Open Server の信頼されたルート・ファイルは、次のロ
ケーションにあります。

UNIX － $SYBASE/$SYBASE_OCS/config/trusted.txt

Windows － %SYBASE%￥%SYBASE_OCS%￥ini￥trusted.txt

現時点で認識されている CA は、Thawte、Entrust、Baltimore、
VeriSign、RSA です。

デフォルトでは、Adaptive Server Enterprise はサーバ自身の信頼された
ルート・ファイルを次のロケーションに保管します。

UNIX － $SYBASE/$SYBASE_ASE/certificates/servername.txt

Windows － %SYBASE%￥%SYBASE_ASE%￥certificates￥servername.txt

Open Client と Open Server の両方を使用すると、次のように信頼され
たルート・ファイルを別のロケーションに設定できます。

• Open Client

ct_con_props (connection, CS_SET, CS_PROP_SSL_CA,
"$SYBASE/config/trusted.txt", CS_NULLTERM, NULL);

$SYBASE はインストール・ディレクトリです。ct_config() を使って
コンテキスト・レベルに、または ct_con_props() を使って接続レベ
ルに CS_PROP_SSL_CA を設定できます。

• Open Server:

srv_props (context, CS_SET, SRV_S_CERT_AUTH,
"$SYBASE/config/trusted.txt", CS_NULLTERM, NULL);

$SYBASE はインストール・ディレクトリです。

bcp ユーティリティと isql ユーティリティでも、別の場所にある信頼
されたルート・ファイルを指定できます。新しいパラメータ -x が構文
に追加されており、このパラメータを使用して trusted.txt ファイルの
場所を指定します。

SSL およびパブリック・キー暗号法については、『Open Client Client-
Library/C リファレンス・マニュアル』を参照してください。
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Open Server でのセキュリティ・サービスの機能

セキュリティ・サービスを開始するには、クライアントはダイアログ
を確立するときに、セキュリティ・メカニズムにマップされる「オブ
ジェクト識別子」をサーバに送信します。サーバは、そのオブジェク
ト識別子をセキュリティ・メカニズムのローカル名にマップします。
要求されたセキュリティ・メカニズムをサーバがサポートしていない
場合や、セキュリティ・セッションをまったくサポートしていない場
合、ダイアログの要求は失敗して、Open Server はエラーを返します。

オブジェクト識別子を使用すると、セキュリティ・メカニズムのロー
カル名はクライアントとサーバで異なっていてもかまいません。この
場合、システム管理者とアプリケーション・プログラマは、セキュリ
ティ・メカニズムに対して独自の別々のローカル命名規則を開発でき
ます。「オブジェクト識別子」(210 ページ ) を参照してください。

Server-Library を使用すると、クレデンシャルを取得するときに使用さ
れるプリンシパル名を指定できます。この「プリンシパル名」は、セ
キュリティ・サービス・プロバイダが Open Server アプリケーション
を認識している名前です。アプリケーションのプリンシパル名を設定
するには、SRV_S_SEC_PRINCIPAL サーバ・プロパティを指定して 
srv_props 関数を実行します。

プリンシパル名が設定されていない場合のデフォルト値は Open Server 
アプリケーションのネットワーク名ですが、このネットワーク名は一
般に、srv_init で指定されます。

Open Server はクライアントとのセキュリティ・セッションを確立する
ときに、クレデンシャルを使用します。

クライアントのログイン名はセキュリティ・セッションから得られま
す。したがって、ログイン・レコード内にどのような名前が指定され
ていても無視されます。

セキュリティ・サービスを使用する場合のクライアントの役割につい
ては、『Open Client Client-Library/C リファレンス・マニュアル』を参
照してください。

セキュリティ・サービスを使用する Client/Server ダイアログで必要な手順

クライアントがセキュリティ・サービスを使用するダイアログを開始
する場合、Open Server は次の手順に従います。

1 クライアントとのトランスポート接続を確立します。
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2 クライアントのログイン・レコードと内部が隠されたセキュリ
ティ・トークンを受信して、内部が隠された必要なトークンでク
ライアントに応答します。

3 セキュリティ・メッセージ・ハンドシェイクが成功したときに、
セキュリティ・セッションを確立します。

Open Server アプリケーションがクライアントから情報を受信した場合
は、次の手順に従います。

1 クライアントから受信した応答に関連付けられているセキュリ
ティ・メッセージ ( 暗号化シグニチャなど ) がある場合は、処理
します ( 暗号化シグニチャによって、メッセージの整合性が確保
されます )。

2 セキュリティ・セッションでサポートされているセキュリティ・
サービスに基づいて、適切なルーチン ( シグニチャを検証する
ルーチンなど ) を呼び出します。

3 TDS (Tabular Data Stream) に対し、通常の処理を実行します。

Open Server は、次の手順に従ってクライアントに応答を送信します。

1 クレデンシャルまたはセキュリティ・セッションの有効期限が切
れていないかどうかをチェックします。有効期限切れが検出され
た場合、Open Server はエラーの処理を実行します。

2 このダイアログでサポートされているセキュリティ・サービスに
基づいて、適切なルーチン ( 応答に対して暗号化シグニチャを生
成するルーチンなど ) を呼び出します。

3 要求された TDS を生成して、パケットごとのセキュリティ・サー
ビスを識別します。

セキュリティ・セッションは、対応するクライアント・ダイアログが
終了したときに終了します。セキュリティ・セッションは通常のクラ
イアント・ログアウトで終了する場合もあれば、エラー条件が発生し
たために終了する場合もあります。

Open Server アプリケーションでのセキュリティ・メカニズムの使用

この項では、Open Server アプリケーションでサード・パーティのセ
キュリティ・メカニズムを使用するために行う必要がある変更につい
て説明します。これらの変更には、次のようなエントリを追加する作
業も含まれます。
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• libtcl.cfg ファイル内で、セキュリティ・メカニズムからドライバ
への各マッピングのエントリを追加する作業。

• グローバル・オブジェクト識別ファイル objectid.dat 内で、グロー
バルにユニークなオブジェクト識別子に各セキュリティ・メカニ
ズムのローカル名をマップするエントリを追加する作業。

• サード・パーティのセキュリティ・メカニズムを使用する各サー
バの interfaces ファイル内で、サーバがサポートしているすべての
セキュリティ・メカニズムを指定するエントリを追加する作業。

セキュリティ・ドライバ

Sybase は「セキュリティ・ドライバ」を提供しています。このセキュ
リティ・ドライバを使用すると、Client-Library アプリケーションと 
Server-Library アプリケーションは、インストールされたネットワー
ク・セキュリティ・システムを活用できます。Client-Library と Server-
Library には、安全化されているアプリケーションを実装するための
汎用インタフェースが備わっています。この汎用インタフェースは、
それぞれの Sybase セキュリティ・ドライバによってセキュリティ・
プロバイダのインタフェースにマップされます。

セキュリティ・ドライバは動的にロードでき、1 つまたは複数のセ
キュリティ・メカニズムをサポートしています。

現在サポートされている各セキュリティ・プロバイダのドライバは、
次のとおりです。

• libsybsdce

DCE セキュリティ・サービスの場合

• libsybsmssp

Microsoft NT SSPI の場合

libtcl.cfg 設定ファイル

libtcl.cfg 設定ファイルは、セキュリティ・メカニズムのローカル名
を、そのメカニズムをサポートするのに必要なセキュリティ・ドライ
バにマップします。libtcl.cfg ファイルは、
$SYBASE/$SYBASE_OCS/config ディレクトリ、またはコンテキスト・
プロパティ CS_LIBTCL_CFG により指定されるパスにあります。この
ファイルの正確なロケーションについては、使用しているプラット
フォーム用の『Open Client/Server プログラマーズ・ガイド補足』を参
照してください。
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libtcl.cfg ファイル内には、それぞれのセキュリティ・ドライバのエン
トリが指定されている必要があります。それぞれのドライバは 1 つの
セキュリティ・メカニズムをサポートしている場合もあれば、複数の
セキュリティ・メカニズムをサポートしている場合もあります。ドラ
イバが複数のセキュリティ・メカニズムをサポートしている場合は、
libtcl.cfg ファイル内にそれぞれのセキュリティ・メカニズムのエント
リが指定されている必要があります。

このファイルのフォーマットは次のとおりです。

[SECURITY]
 local-name-of-security-mechanism = path-to-the-driver init-string

各パラメータの意味は次のとおりです。

• path-to-the-driver － オブジェクト・ファイルへの完全に修飾され
たパス名です。

• init-string － は各ドライバに応じて異なる引数リストであり、次
の一般的フォームで表記されます。token = value, token = value, ....

以下は UNIX プラットフォームで指定する場合の例です。

[SECURITY]
 csfkrb5=libsybskrb.so secbase=@MYREALM libgss=/krb5/lib/libgss.so

libtcl.cfg ファイル内の 初のエントリは、デフォルトのセキュリティ・
メカニズムです。アプリケーションがセキュリティ・サービスを要求
する場合に、Open Server はデフォルトのセキュリティ・メカニズムを
使用しますが、セキュリティ・メカニズムの設定は行いません。

詳細については、使用しているプラットフォームの『Open 
Client/Server 設定ガイド』を参照してください。

オブジェクト識別子

それぞれのセキュリティ・メカニズムには、対応するオブジェクト識
別子があります。グローバルにユニークなオブジェクト識別子は、グ
ローバル・オブジェクト識別ファイル Objectid.dat 内で、1 つのセキュ
リティ・メカニズムのローカル名にマップされます。これによって、
柔軟で一貫性のある方法で、クライアントとサーバとの間でセキュリ
ティ・メカニズム名を通信できます。Objectid.dat ファイルは、
$SYBASE/config ディレクトリにあります。

グローバル識別ファイルのフォーマットは次のとおりです。

[Object Class]
      Object_Identifier Object_Name_List
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セキュリティ・メカニズムのエントリは次のようになります。

Object Class － "secmech" です。

Object_Identifier － ドットで区切られた負でない一連の整数値です。
オブジェクト識別子は、国際的な標準化組織である CCITT と ISO で
定義された用語規定に基づいています。DCE セキュリティ・ドライ
バの sybase ルートからのオブジェクト識別子の例は、897.4.6.1 です。

Object_Name_List － ローカル・セキュリティ・メカニズム名をカンマ
で区切ったリストです。

次に例を示します。

[secmech]
        1.3.6.1.4.1.897.4.6.3 = NTLM

interfaces ファイルへの変更

interfaces ファイルのフォーマットは、サーバがサポートしているセ
キュリティ・メカニズムを指定できるように拡張されています。
フォーマットは次のとおりです。

SERVERNAME
      query tcp sun-ether joyce 2901
      master tcp sun-ether joyce 2901
      secmech mechanism1, mechanism2,..., mechanismN

secmech 識別子は、サーバがサポートしているすべてのセキュリ
ティ・メカニズムのリストです。また、次の条件が適用されます。

• この行はオプションであり、サーバが Sybase 独自のセキュリ
ティ・メカニズムを使用していない場合にだけ使用されます。

• interfaces ファイル内にサーバの secmech エントリがない場合、そ
のサーバは libtcl.cfg ファイルの secmech エントリで指定されてい
るすべてのセキュリティ・メカニズムをサポートしています。

• interfaces ファイル内にサーバの secmech エントリがあるが、セ
キュリティ・メカニズムが指定されていない場合、そのサーバは
どのようなセキュリティ・メカニズムもサポートしていません。

mechanism1, mechanism2,...mechanismN は、サーバがサポートしている
セキュリティ・メカニズムのオブジェクト識別子です。カンマをセパ
レータとして使用して複数のセキュリティ・メカニズムを指定できま
す。「オブジェクト識別子」(210 ページ ) を参照してください。
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interfaces ファイルへの変更：SSL フィルタ

SSL フィルタは、interfaces ファイル (Windows では sql.ini) の 
SECMECH (security mechanism) 行で定義されている DCE や Kerberos な
どの他のセキュリティ・メカニズムとは異なります。master 行と query 
行では、接続に使用されるセキュリティ・プロトコルを指定します。

たとえば、SSL を使用している UNIX マシンの一般的な interfaces ファ
イルは、次のようになります。

[SERVER]
query tcp ether hostname port ssl
master tcp ether hostname port ssl

SSL を使用している Windows 上の一般的な sql.ini ファイルは、次のよ
うになります。

[SERVER]

query=TCP,hostname, port, ssl
master=TCP,hostname,port, ssl

hostname はクライアントが接続しているサーバの名前、port はホス
ト・マシンのポート番号です。interfaces ファイル内で SSL フィルタ
が指定されている master エントリまたは query エントリに接続するに
は、その接続で SSL プロトコルがサポートされている必要がありま
す。サーバを、SSL 接続を受け入れ、他の接続によってプレイン・テ
キスト ( 非暗号化データ ) を受け入れるように設定したり、他のセ
キュリティ・メカニズムを使用するように設定できます。

アクティブなセキュリティ・サービスの決定

クライアント・サーバ間ダイアログでどのセキュリティ・サービスが
アクティブであるかを調べるには、srv_thread_props を使用して、次の
スレッド・プロパティの値を取得します。

• SRV_T_SEC_CHANBIND

• SRV_T_SEC_CONFIDENTIALITY

• SRV_T_SEC_DATAORIGIN

• SRV_T_SEC_DELEGATION

• SRV_T_SEC_DETECTREPLAY

• SRV_T_SEC_DETECTSEQ

• SRV_T_SEC_INTEGRITY
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• SRV_T_SEC_MUTUALAUTH

• SRV_T_SEC_NETWORKAUTH

各スレッド・プロパティの説明については、表 2-28 ( 169 ページ ) を
参照してください。

Open Server アプリケーションでのセキュリティ・サービスの使用例

この項では、さまざまな Open Server アプリケーション設定でセキュ
リティ・サービスを使用する方法について説明します。具体的には、
次の場合について説明します。

• セキュリティ・セッションを使用する単純な Open Server アプリ
ケーション

• 個別のセキュリティ・セッションを使用するゲートウェイ Open 
Server アプリケーション

• 委任を使用して個別のセキュリティ・セッションを使用するゲー
トウェイ Open Server アプリケーション

• ダイレクト・セキュリティ・セッションを使用するフル・パスス
ルー・ゲートウェイ Open Server アプリケーション

セキュリティ・セッションを使用する単純なアプリケーション

も単純な設定では、クライアントはセキュリティ・メカニズムに
よって提供される認証サービスを使用して、ダイアログを確立しま
す。Open Server はログイン・ネゴシエーションを実行してから、接続
ハンドラを呼び出します。接続ハンドラによって 
srv_senddone(SRV_DONE_FINAL) が発行されると、Open Server はステー
タスが "success" のログイン確認をクライアントに送信します。

この設定では、接続ハンドラをインストールする必要はありません。
デフォルトの接続ハンドラで十分です。それでも接続ハンドラをイン
ストールする場合は、次の例で示すように少なくとも 
srv_senddone(SRV_DONE_FINAL) だけは送信してください。

CS_RETCODE CS_PUBLIC connect_handler(spp)
 SRV_PROC                *spp;
 {

   .......

   /* 
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    ** You do not need to test this srv_senddone’s return value
    ** since Open Server will kill this thread if this call fails.
    */
    (CS_VOID)srv_senddone(spp, SRV_DONE_FINAL, CS_TRAN_UNDEFINED,
                   (CS_INT)0);
    return (CS_SUCCEED);
 }

個別のセキュリティ・セッションを使用するゲートウェイ・アプリケーション

以下に示す例では、Open Server アプリケーションはクライアントと別
のサーバの間のゲートウェイとして動作します。クライアントとゲー
トウェイ・アプリケーションの間のセキュリティ・セッションを確立
するのに使用されるネットワーク ID は、ゲートウェイとリモート・
サーバの間のセキュリティ・セッションを確立するのに使用される
ネットワーク ID とは異なる場合があります。

ゲートウェイ・アプリケーションは 後のログイン確認を保留して、
そのクライアントとのログイン・セキュリティ・ネゴシエーションを
完了してから、接続ハンドラを呼び出します。接続ハンドラは Client-
Library 呼び出しを使用して、リモート・サーバへのセキュリティ・
セッション・ベースのログインを開始してから、
srv_senddone(SRV_DONE_FINAL) をクライアントに送信してそのログイ
ンを完了する必要があります。次は、接続ハンドラの例です。

CS_RETCODE CS_PUBLIC connect_handler(spp)
 SRV_PROC                *spp;
 {
    CS_CONNECTION   *conn;    /* the connection handle */
    CS_BOOL         trueval = CS_TRUE;
    CS_INT          outlen;

  ......

  allocate and set user data in spp...

  ......

  /* Allocate a connection handle */
    if (ct_con_alloc(Context, &(userdata->conn)) == CS_FAIL)
    {
       clean up and report error...
 return(CS_FAIL);

   }

   ......

   conn = userdata->conn;
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    /* 
    ** Initiate security session based login with the remote
    ** server.The user name used here may be the same as the
    ** client user name or different
    */
    if (ct_con_props(conn, CS_SET, CS_USERNAME,
        (CS_VOID*)Username, STRLEN(Username), (CS_INT*)NULL)
        == CS_FAIL)
    {
       handle failure...
   }

   /* 
    ** Set the desired security mechanism(s) or use the default
    ** security mechanism.
    */
    if (ct_con_props(conn, CS_SET, CS_SEC_MECHANISM,
          (CS_VOID*)Mechanismname, STRLEN(Mechanismname),
          (CS_INT*)NULL) == CS_FAIL)
    {
       handle failure...
   }

   /* Set the security service-network authentication */
    if (ct_con_props(conn, CS_SET, CS_SEC_NETWORKAUTH,
          (CS_VOID*)&trueval, CS_SIZEOF(CS_BOOL), (CS_INT*)NULL)
          == CS_FAIL)
    {
       handle failure...
   }

   set other security services if required
   get and set the user’s application name, response capabilities
   set the locale and other login properties
   /* Attempt a connection to the remote server */
    if (ct_connect(conn, Servername, CS_NULLTERM) == CS_FAIL)
    {
       cleanup...
       return(CS_FAIL);
    }

   get and set the REQUEST capabilities
   get and set the RESPONSE capabilities
   ......
   /* 
    ** You do not need to test this srv_senddone’s return value
    ** since Open Server will kill this thread if this call fails.
    */
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    (CS_VOID)srv_senddone(spp, SRV_DONE_FINAL, CS_TRAN_UNDEFINED,
                  (CS_INT)0);
    return (CS_SUCCEED);
 } 

委任を使用して個別のセキュリティ・セッションを使用するゲートウェイ

Open Server アプリケーションはクライアントと別のサーバの間のゲー
トウェイとしても動作しますが、ゲートウェイ・アプリケーションは
リモート・サーバとのセキュリティ・セッションを確立するときに、
委任クライアント・クレデンシャルを使用します。クライアントは、
そのクライアント自体のクレデンシャルだけを委任できます。

一度セキュリティ・セッションが確立されると Open Server アプリケー
ションが委任クレデンシャルを得ることができるように、クライアン
トは CS_SEC_DELEGATION サービスを要求する必要があります。

クライアントとゲートウェイ Open Server アプリケーションとの間の
セキュリティ・セッションは、 後のログイン確認を除いて、「セ
キュリティ・セッションを使用する単純なアプリケーション」(213 
ページ ) と同様に確立されます。

接続ハンドラ内では、ゲートウェイ・アプリケーションは次の手順に
従います。

1 srv_thread_props(CS_GET, SRV_T_SEC_DELEGCRED) を使用して、
委任クレデンシャルを取得します。

2 ct_con_props(CS_SET, CS_SEC_CREDENTIALS) を使用して、リモー
ト・サーバへの接続に使用するための委任クレデンシャルを 
Client-Library 接続構造体内に設定します。

3 ct_connect ルーチンを使用して、リモート・サーバに接続しよう
とします。

4 srv_senddone(SRV_DONE_FINAL) を送信して、クライアントのログ
インを確認します。

次は、接続ハンドラの例です。

CS_RETCODE CS_PUBLIC connect_handler(spp)
 SRV_PROC                *spp;
 {
    CS_CONNECTION *conn;    /* Connection handle */
    CS_VOID       *creds;     /* security credentials */
    CS_BOOL         trueval = CS_TRUE;
    CS_BOOL boolval;
    CS_CHAR       mechanismname[MAX_NAMESIZE];
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    CS_CHAR       username[MAX_NAMESIZE];
    CS_INT          outlen;
   ......
   allocate and set user data in spp...
   ......
   /* Allocate a connection handle for the connection attempt.*/
    if (ct_con_alloc(Context, &(userdata->conn)) == CS_FAIL)
    {
       return(CS_FAIL);
    }
   ......
   conn = userdata->conn;
   /* 
    ** Initiate security session based login to the target server
    */
   /* Retrieve the client user name */
    if (srv_thread_props(spp, CS_GET, SRV_T_USER,
        (CS_VOID *)username, MAX_NAMESIZE, &outlen) == CS_FAIL)
    {
       handle failure...
   }
   /* 
    ** Set the client’s security principal name to connect to the
    ** target server
    */
    if (ct_con_props(conn, CS_SET, CS_USERNAME,
       (CS_VOID *)username, outlen, (CS_INT *)NULL) == CS_FAIL)
    {
       handle failure...
   }
   /* Retrieve and set the security mechanism */
    if (srv_thread_props(spp, CS_GET, SRV_T_SEC_MECHANISM,
        (CS_VOID *)mechanismname, MAX_NAMESIZE, &outlen)
        == CS_FAIL)
    {
       handle failure...
   }
   if (ct_con_props(conn, CS_SET, CS_SEC_MECHANISM,
       (CS_VOID *)mechanismname, outlen, (CS_INT *)NULL)
        == CS_FAIL)
    {
       handle failure...
   }
   /*
    ** Set security service-network authentication.Alternatively
    ** retrieve services from the current thread and set it.
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    */
    if (ct_con_props(conn, CS_SET, CS_SEC_NETWORKAUTH,
       (CS_VOID*)&trueval, CS_SIZEOF(CS_BOOL), (CS_INT*)NULL)
       == CS_FAIL)
    {
       handle failure...
   }
   set other security services if needed...
   /* Ensure that the client enabled security delegation */
    if (srv_thread_props(spp, CS_GET, SRV_T_SEC_DELEGATION,
       (CS_VOID *)&boolval, CS_SIZEOF(CS_BOOL), (CS_INT *)NULL)
       == CS_FAIL)
    {
        handle failure...
    }
   if (boolval != CS_TRUE)
    {
       /* delegation not handled on this dialog */

      handle failure...
   }
   /* Retrieve the delegated credentials */
    if (srv_thread_props(spp, CS_GET, SRV_T_SEC_DELEGCRED,
       (CS_VOID *)&creds, CS_SIZEOF(CS_VOID*), (CS_INT *)NULL)
       == CS_FAIL)
    {
        handle failure...
    }
   /* 
    ** Set the delegated credentials to authenticate to the target
    ** server.
    */
    if (ct_con_props(conn, CS_SET, CS_SEC_CREDENTIALS,
       (CS_VOID *)&creds, CS_SIZEOF(CS_VOID*), (CS_INT *)NULL)
       == CS_FAIL)
    {
       handle failure...
   }
   get and set the user’s application name and response
    capabilities...
   set the locale and other properties...
   /* Attempt a connection to the remote server */
    if (ct_connect(conn, Servername, CS_NULLTERM) == CS_FAIL)
    {
       handle failure...
   }
   Get and set the REQUEST capabilities...
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   Get and set the RESPONSE capabilities...
   ......
   /* 
    ** You do not need to test this srv_senddone’s return value
    ** since Open Server will kill this thread if this call fails.
    */
    (CS_VOID)srv_senddone(spp, SRV_DONE_FINAL, CS_TRAN_UNDEFINED,
                  (CS_INT)0);
    return (CS_SUCCEED);
 }

ダイレクト・セキュリティ・セッションでのフル・パススルー・ゲートウェイ

クライアントがセキュリティ・セッションを確立するには、リモー
ト・サーバが必要です。クライアントとリモート・サーバの間のどの
ような中間サーバでも、パケットごとのセキュリティ・サービスは実
行されません。クライアントが機密保持を要求する場合、ゲートウェ
イはメッセージ・パケットから TDS トークンを取得できません。こ
の設定では、受信パケットを復号化するのに使用されるサービスや、
転送前に受信パケットを再暗号化するのに使用されるサービスなどの
パケットごとのサービスはゲートウェイ内では実行されないので、
オーバヘッドが減ります。

一連の「転送サーバ」を構成する複数のゲートウェイ手段が介在する
場合があります。この場合、それぞれの転送サーバは同じセキュリ
ティ・メカニズムをサポートしている必要があります。

ダイレクト・セキュリティ・セッションを設定するには、Open Server 
ゲートウェイ・アプリケーションの接続ハンドラで次の手順に従います。

1 srv_getloginfo ルーチンを使用して、クライアント・スレッドから
ログイン情報を得ます。

2 ct_setloginfo ルーチンを使用して、リモート・サーバへの接続に使
用される接続構造体内に、この情報を設定します。

3 次のコマンドを使用して、セキュリティ・セッション・コール
バックをインストールします。

ct_callback(conn, CS_SET, CS_SECSESSION_CB, secsession_cb)

リモート・サーバへの接続が確立されると、コールバックは、リ
モート・サーバとゲートウェイのクライアントとの間で必要なハ
ンドシェイクの仲介者として動作します。

コールバックの内容については、「セキュリティ・セッション・
コールバック」(222 ページ ) を参照してください。
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コールバックの詳細については、『Open Client Client-Library/C リ
ファレンス・マニュアル』を参照してください。

4 ct_connect ルーチンを呼び出して、リモート・サーバに接続しま
す。この呼び出しはクライアントとリモート・サーバの間のネゴ
シエーションを開始して、セキュリティ・セッションを確立しま
す。ct_connect ルーチンが CS_SUCCEED を返した場合は、セキュ
リティ・セッションの確立が成功したことを示します。

5  srv_senddone(SRV_DONE_FINAL) を使用して、ログインが完了した
ことをクライアントに通知します。

接続ハンドラの例

CS_RETCODE CS_PUBLIC connect_handler(spp)
 SRV_PROC                *spp;
 {
    CS_CONNECTION *conn;    /* connection handle */
    CS_VOID       *creds;     /* security credentials */
    CS_LOGINFO    *loginfo; /* login information */
    CS_BOOL boolval;
   ......
   allocate and set user data in spp...
   /* Allocate a connection handle for the connection attempt.*/
    if (ct_con_alloc(Context, &(userdata->conn)) == CS_FAIL)
    {
       handle failure...
   }
   ......
   conn = userdata->conn;
   /* 
    ** Save the pointer to thread control structure in the
    ** connection handle
    */
    if (ct_con_props(conn, CS_SET, CS_USERDATA, &spp,
       CS_SIZEOF(spp), (CS_INT *)NULL) == CS_FAIL)
    {
       handle failure...
   }
   /* Verify that security based login is requested */
    if (srv_thread_props(spp, CS_GET, SRV_T_SEC_NETWORKAUTH,
       (CS_VOID *)&boolval, CS_SIZEOF(CS_BOOL), (CS_INT *)NULL)
       == CS_FAIL)
    {
       handle failure...
   }
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   if (boolval != CS_TRUE)
    {
       handle the client request that does not use security
       session based login
      ......
      return (CS_SUCCEED);
    }

  /* Get and set the login information */
    if (srv_getloginfo(spp, &loginfo) == CS_FAIL)
    {
       handle failure...
   }
   if (ct_setloginfo(conn, loginfo) == CS_FAIL)
    {
       handle failure...
   }
   /* Install a security session callback for this connection */
    if (ct_callback((CS_CONTEXT *)NULL, conn, CS_SET,
       CS_SECSESSION_CB, (CS_VOID *)secsession_cb) == CS_FAIL)
    {
       handle failure...
   }
   /* Attempt a connection to the remote server */
    if (ct_connect(conn, Servername, CS_NULLTERM) == CS_FAIL)
    {
       handle failure...
   }
   /* Get and set the login information */
    if (ct_getloginfo(conn, &loginfo) == CS_FAIL)
    {
       handle failure...
   }
   if (srv_setloginfo(spp, loginfo) == CS_FAIL)
    {
       handle failure...
   }
   ......
   /* 
    ** You do not need to test this srv_senddone’s return value
    ** since Open Server will kill this thread if this call fails.
    */
    (CS_VOID)srv_senddone(spp, SRV_DONE_FINAL, CS_TRAN_UNDEFINED,
                  (CS_INT)0);
    return (CS_SUCCEED);
 }
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セキュリティ・セッション・コールバック

セキュリティ・セッション・コールバック・ルーチンは、ターゲッ
ト・サーバ ( またはそのゲートウェイの次の中間ゲートウェイ ) と
ゲートウェイのクライアント・アプリケーションとの間でセキュリ
ティ・トークンを交換して、クライアントとリモート・サーバとの間
のダイレクト・セキュリティ・セッションを確立します。このコール
バック手順は、異なるパラメータを使用することを除けば、チャレン
ジ／応答コールバックと似ています。

ゲートウェイが ct_connect ルーチンを呼び出すと、リモート・サーバ
はセキュリティ・セッション情報が入っている 1 つまたは複数のメッ
セージを発行します。それぞれのセキュリティ・メッセージに対し
て、Client-Library はリモート・サーバから送信されたメッセージ・パ
ラメータを使用して、コールバックを開始します。

コールバック・ルーチンは次の手順に従う必要があります。

1 リモート・サーバのメッセージからパラメータを取得します。

2 次のルーチンを使用して、クライアントにパラメータを送信し
ます。

• srv_negotiate(..., CS_SET, SRV_NEG_SECSESSION)

• srv_descfmt(..., CS_SET, SRV_NEGDATA, ...)

• srv_bind(..., CS_SET, ...)

• srv_xferdata(..., CS_SET, ...)

3 クライアントに srv_senddone(SRV_DONE_FINAL)  を送信します。

4 srv_negotiate(CS_GET, SRV_NEG_SECSESSION) を使用して、クライ
アントからの応答を待ちます。

5 クライアントが応答すると、コールバック・ルーチンは、次の関
数を使用して、対応するセッション・データをクライアントから
出力バッファにコピーし、リモート・サーバに送信します。

• srv_descfmt(CS_GET)

• srv_bind(CS_GET)

• srv_xferdata(CS_GET)

6 リモート・サーバがまた別のセキュリティ・メッセージを送信す
る場合は、この処理を繰り返します。

セキュリティ・セッション・コールバックの定義については、『Open 
Client Client-Library/C リファレンス・マニュアル』を参照してください。
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Client-Library セキュリティ・セッション・コールバック・ルーチンの例

CS_RETCODE CS_PUBLIC secsession_cb(conn, innumparams, infmt,
    inbuf, outnumparams, outfmt, outbuf, outlen)
 CS_CONNECTION *conn;
 CS_INT  innumparams;
 CS_DATAFMT    *infmt;
 CS_BYTE       **inbuf;
 CS_INT        *outnumparams;
 CS_DATAFMT    *outfmt;
 CS_BYTE       **outbuf;
 CS_INT     *outlen;
 {
   SRV_PROC *spp; /* The SRVPROC structure associated with the
                   ** client connection */
    CS_INT          i;

   /* Get the previously saved spp for the client */
    if (ct_con_props(conn, CS_GET, CS_USERDATA, &spp,
       CS_SIZEOF(spp), (CS_INT *)NULL) != CS_SUCCEED)
    {
       return(CS_FAIL);
    }
   /* 
    ** Use srv_negotiate to tell the client to expect a security
    ** token
    */
    if (srv_negotiate(spp, CS_SET, SRV_NEG_SECSESSION)
       != CS_SUCCEED)
    {
       return(CS_FAIL);
    }

  /* Describe and send the security token */
    for (i = 0; i < innumparams; i++)
    {
       if (srv_descfmt(spp, CS_SET, SRV_NEGDATA, i + 1, &infmt[i]
          != CS_SUCCEED)
       {
          return(CS_FAIL);
       }

      if (srv_bind(spp, CS_SET, SRV_NEGDATA, i + 1, &infmt[i],
          inbuf[i], &(infmt[i]->maxlength), (CS_SMALLINT *)NULL)
          != CS_SUCCEED)
       {
          return(CS_FAIL);
       }
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   }

   if (srv_xferdata(spp, CS_SET, SRV_NEGDATA) != CS_SUCCEED)
    {
       return(CS_FAIL);
    }

   /* Complete this portion of the exchange */
    if (srv_senddone(spp, SRV_DONE_FINAL, CS_TRAN_UNDEFINED, 0)
       != CS_SUCCEED)
    {
       return(CS_FAIL);
    }

   /* Wait until the client responds */
    if (srv_negotiate(spp, CS_GET, SRV_NEG_SECSESSION)
       != CS_SUCCEED)
    {
       return(CS_FAIL);
    }

   /* Get the number of parameters in the client’s response */
    if (srv_numparams(spp, outnumparams) != CS_SUCCEED)
    {
       return(CS_FAIL);
    }

   /* Read in the client’s response */
    for (i = 0; i < (*outnumparams); i++)
    {
       srv_bzero(&outfmt[i], sizeof(CS_DATAFMT));

      if (srv_descfmt(spp, CS_GET, SRV_NEGDATA, i + 1, &outfmt[i]
          != CS_SUCCEED)
       {
          return(CS_FAIL);
       }

      if (srv_bind(spp, CS_GET, SRV_NEGDATA, i + 1, &outfmt[i],
          outbuf[i], &outlen[i], (CS_SMALLINT *)NULL)
          != CS_SUCCEED)
       {
          return(CS_FAIL);
       }

   }

   if (srv_xferdata(spp, CS_GET, SRV_NEGDATA) != CS_SUCCEED)
    {
       return(CS_FAIL);
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    }

   /* Return success */
    return (CS_SUCCEED);
 }

text と image
 text と image Adaptive Server Enterprise データ型には、大きな text また
は image の値が入ります。 text データ型は、印刷可能文字が 大 
2,147,483,647 バイト入ります。image データ型は、バイナリ・データ
が 大 2,147,483,647 バイト入ります。

text および image 値は、非常に大きくなる可能性があるため、実際に
はデータベース・テーブルには保存されません。代わりに text 値また
は image 値へのポインタがテーブルに格納されます。このポインタを

「テキスト・ポインタ」と呼びます。

競合するクライアント・アプリケーションが、他方が行ったデータ
ベースへの変更を上書きしないように、各 text または image カラムに
タイムスタンプが関連付けられています。このタイムスタンプを、

「テキスト・タイムスタンプ」と呼びます。

text および image データの処理

クライアントは、writetext ストリームと呼ばれる無区別のデータ・ス
トリームの形で text および image データを送ります。パラメータに区
別されていないため、Open Server アプリケーションでは、受信パラ
メータ・データの処理に通常使用するルーチンを使用できません。こ
れらのルーチンとは、srv_descfmt、srv_bind、srv_xferdata です。そこ
で、text および image ルーチンの特殊なセットを使用する必要があり
ます。
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Open Server アプリケーションは、リターン・ローにどれだけのカラム
が含まれているかによって、2 つの方法のどちらかを使って text また
は image データをクライアントに返すことができます。リターン・
ローにカラムが 1 つだけ含まれていて、それに text データまたは 
image データが含まれている場合、そのカラムは無区別データ・スト
リームとして扱われて通常とは異なる処理になります。ただし、リ
ターン・ローに text カラムまたは image カラム以外に別のカラムが含
まれている場合、text データまたは image データは記述／バインド／
転送方法を使って処理されます。両方に、共通の手順があることに注
意してください。

記述／バインド／転送の 3 つの呼び出しの詳細については、「パラ
メータとロー・データの処理」(152 ページ ) を参照してください。

クライアントからのデータの取得

writetext ストリームは、SRV_BULK イベントをトリガします。クライ
アントから取得された text および image データはバルク・データとし
て扱われるので、Open Server アプリケーションは、入ってくる text お
よび image データを、バルク・ハンドラの中から処理します。『Open 
Client/Server Common Libraries リファレンス・マニュアル』を参照し
てください。

アプリケーションは、受信 text および image データを次の 2 段階で処
理します。

1 srv_text_info ルーチンは、text データまたは image データの記述を
取得し、その情報を CS_IODESC 構造体に格納します。この呼び
出しは、さまざまな情報を返しますが、その中で も重要なの
が、データの総合の長さです。この長さに基づいて、アプリケー
ションはデータを一度に取得するかセクションに分けて取得する
かを決定でき、またデータを保存するバッファの大きさも決める
ことができます。srv_text_info は、cmd 引数を CS_GET に設定して
呼び出します。

2 srv_get_text  ルーチンは、指定されたセクション・サイズでクライ
アントから実際にデータを取得し、指定されたバッファに保存し
ます。

srv_get_text の呼び出しの前に、必ず srv_text_info を呼び出すことに注
意してください。srv_get_text ルーチンは、すべての text がクライアン
トから読み込まれるまで、呼び出し続けなければなりません。
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コマンドの抑制

text または image カラムの更新処理を単純化しパフォーマンスを向上
させるために、クライアントは SQL コマンド (update または writetext) 
の生成を抑制し、サーバのバルク・ハンドラに直接データを送信する
こともできます。そのためには、クライアントは type パラメータを 
CS_SEND_DATA_NOCMD. に設定し、ct_command ルーチンを呼び出
すことによってデータ送信コマンドを開始しなければなりません。そ
の後、クライアント・アプリケーションは、データ送信コマンドを使
用してサーバのバルク・ハンドラに text データのみまたは image デー
タのみを送信できます。サーバでバルク・イベントが発生すると、送
信する合計バイト数を示す 4 バイトのフィールドに続き、text または 
image データが送信されます。バルク・ハンドラは srv_text_info を使用
して予想される合計バイト数を読み取り、srv_get_data を使用してデー
タを読み取ります。

サーバはストアド・プロシージャ sp_mda を定義して、SQL コマンド
を使用せずに text データまたは image データのみを送信する 
ct_send_data ルーチンをそれがサポートするかどうかを指定しなけれ
ばなりません。サーバの sp_mda プロシージャは、ct_connect ルーチン
の呼び出し前に、クライアント・アプリケーションで 
ct_con_props(CS_SENDDATA_NOCMD) などの 
CS_SENDDATA_NOCMD 接続プロパティが設定されている場合にの
み呼び出されます。CS_SENDDATA_NOCMD が設定されている場合、
サーバの sp_mda プロシージャは ct_connect の実行時に呼び出されま
す。SQL コマンドを使用せずに text データのみまたは image データの
みを送信する ct_send_data ルーチンがサーバでサポートされていない
ことが sp_mda で指定されている場合は、type パラメータを 
CS_SEND_DATA_NOCMD に設定した ct_command ルーチンの呼び出
しは失敗します。

サーバが SQL コマンドを使用せずに text データまたは image データを
受信できる場合、sp_mda は次の結果を返します。

注意 Adaptive Server では、SQL コマンドを使用せずに image データ
または text データを受信することはできません。

パラメータ 値

mdinfo “SENDDATA_NOCMD”

querytype 2

query senddata no cmd
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クライアントへのデータの返送

アプリケーションは、ロー結果を返すことができるすべてのイベン
ト・ハンドラから text または image データを返すことができます。ア
プリケーションは、ローのデータに含まれているカラムの数によっ
て、いくつかの異なった手順で、出力される text または image データ
を処理します。カラムが 1 つしかなく、それが text または image カラ
ムである場合には、アプリケーションは次の手順をとります。

1 srv_descfmt を使って、クライアントが text または image カラムを
受け取るフォーマットを記述します。

2 cmd を CS_SET に設定して srv_text_info を呼び出して、text 全体の
長さを設定します。

3 データをまとまりでクライアントに送信するために、srv_send_text 
を呼び出します。

text カラムと image カラムの他にカラムがある場合、アプリケーショ
ンは次の手順に従わなければなりません。

1 srv_descfmt を使って、クライアントが text または image カラムを
受け取るフォーマットを記述します。これは各カラムにつき一度
ずつ呼び出されます。

2 srv_bind を使って、Open Server アプリケーションが情報を保存する
ローカル・プログラム変数のフォーマットと位置を記述します。
これは各カラムにつき一度ずつ呼び出さなければなりません。

3 srv_text_info を呼び出すことで、テキスト・ポインタとタイムスタ
ンプ情報を提供します。cmd を CS_SET に設定して、各 text また
は image カラムにつき一度ずつ呼び出さなければなりません。

4 srv_xferdata を使用してデータを転送します。このルーチンは、
ローの数と同じ回数だけ呼び出さなければなりません。

text および image カラムの部分更新の詳細については、「パラメータと
ロー・データの処理」(152 ページ ) を参照してください。

例

サンプル・プログラム ctos.c には、text データと image データを処理
するコードが記述されています。
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データ型
Open Server は、広い範囲にわたるデータ型をサポートします。これら
のデータ型は、CS-Library、Client-Library と共有されます。ほとんど
の場合には、これらは Adaptive Server Enterprise データ型と直接対応し
ます。

表 2-37 に、Open Server の型定義と、対応する型、対応する Adaptive 
Server Enterprise のデータ型を示します。各データ型に関する詳細情報
は、表の後にあります。

このバージョンにおいては、下位互換性を保つために、2.0 Open 
Server データ型が含まれています。このバージョンでは、2.0 Server-
Library ルーチンは 2.0 データ型を使用しなければなりません。表 2-37 
は、今後の Open Server バージョンですべてのルーチンが使用しなけ
ればならない Open Server データ型をまとめたものです。

表 2-37： データ型の概要

データ型
Open Client と Open 
Server の型定数 説明

対応する Open 
Client/Server の型定
義

対応する
Adaptive Server 
Enterprise の
データ型

binary 型 CS_BINARY_TYPE バイナリ型 CS_BINARY binary、varbinary

CS_LONGBINARY_TYPE 長いバイナリ型 CS_LONGBINARY なし

CS_VARBINARY_TYPE 可変長
バイナリ型

CS_VARBINARY なし

bit 型 CS_BIT_TYPE ビット型 CS_BIT boolean

文字
型

CS_CHAR_TYPE 文字型 CS_CHAR char、
varchar

CS_LONGCHAR_TYPE 長い文字型 CS_LONGCHAR NONE

CS_VARCHAR_TYPE 可変長文字型 CS_VARCHAR NONE

CS_UNICHAR_TYPE 可変長または固
定長文字型

CS_UNICHAR unichar、
univarchar

XML 型 CS_XML_TYPE 可変長文字型 CS_XML xml
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datetime 型 CS_DATE_TYPE 4 バイトの日付
データ型

CS_DATE date

CS_TIME_TYPE 4 バイトの時刻
データ型

CS_TIME time

CS_DATETIME_TYPE 8 バイトの
日時型

CS_DATETIME datetime

CS_DATETIME4_TYPE 4 バイトの
日時型

CS_DATETIME4 smalldatetime

CS_BIGDATETIME_TYPE 8 バイトのバイ
ナリ型

CS_BIGDATETIME bigdatetime

CS_BIGTIME_TYPE 8 バイトのバイ
ナリ型

CS_BIGTIME bigtime

numeric 型 CS_TINYINT_TYPE 1 バイトの整数
型

CS_TINYINT tinyint 

CS_SMALLINT_TYPE 2 バイトの整数
型

CS_SMALLINT smallint 

CS_INT_TYPE 4 バイトの整数
型

CS_INT int 

CS_BIGINT_TYPE 8 バイトの整数
型

CS_BIGINT bigint 

CS_USMALLINT_TYPE 2 バイトの符号
なし整数型

CS_USMALLINT usmallint 

CS_UINT_TYPE 4 バイトの符号
なし整数型

CS_UINT uint 

CS_UBIGINT_TYPE 8 バイトの符号
なし整数型

CS_UBIGINT ubigint 

CS_DECIMAL_TYPE 10 進数型 CS_DECIMAL decimal

CS_NUMERIC_TYPE 数値型 CS_NUMERIC numeric

CS_FLOAT_TYPE 8 バイトの浮動
小数点型

CS_FLOAT float

CS_REAL_TYPE 4 バイトの浮動
小数点型

CS_REAL real

LOB ( ラー
ジ・オブ
ジェクト ) 
ロケータ型

CS_TEXTLOCATOR_TYPE Textlocator 型 CS_TEXTLOCATOR textlocator

CS_IMAGELOCATOR_
TYPE

Imagelocator 型 CS_IMAGELOCATO
R

imagelocator

CS_UNITEXTLOCATOR_
TYPE

符号なし可変長
文字型

CS_UNITEXTLOCAT
OR

unitextlocator

データ型
Open Client と Open 
Server の型定数 説明

対応する Open 
Client/Server の型定
義

対応する
Adaptive Server 
Enterprise の
データ型
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データ型を操作するルーチン

CS-Library には、データ型の操作に便利なルーチンがあります。その
中には、次のものがあります。

• cs_calc ： decimal、float、money、numeric、real のデータ型に対して
算術演算を行います。

• cs_cmp ： datetime、decimal、float、money、numeric、real のデータ型
の比較を行います。

• cs_convert ： ある型のデータ値を別のデータ型に変換します。

• cs_dt_crack ： マシンが読み取れる日時値をユーザがアクセス可能
なフォーマットに変換します。

• cs_dt_info ： 各国言語の日時情報を取得します。

これらのルーチンについては、『Open Client/Server Common Libraries リ
ファレンス・マニュアル』に記載されています。

Open Server のデータ型

binary 型

Open Server には、CS_BINARY、CS_LONGBINARY、
CS_VARBINARY という 3 つの binary 型があります。

money 型 CS_MONEY_TYPE 8 バイトの通貨
型

CS_MONEY money

CS_MONEY4_TYPE 4 バイトの通貨
型

CS_MONEY4 smallmoney

text 型およ
び image 型

CS_TEXT_TYPE テキスト型 CS_TEXT text

CS_UNITEXT_TYPE 符号なし可変長
文字型

CS_UNITEXT unitext

CS_IMAGE_TYPE イメージ型 CS_IMAGE image

データ型
Open Client と Open 
Server の型定数 説明

対応する Open 
Client/Server の型定
義

対応する
Adaptive Server 
Enterprise の
データ型
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• CS_BINARY は、Adaptive Server Enterprise の binary データ型と 
varbinary データ型に対応します。つまり、Server-Library はサーバ
の binary 型と varbinary 型を CS_BINARY として解釈します。たと
えば、srv_descfmt はクライアントからバイナリ・パラメータの記
述を取得するときに、CS_BINARY_TYPE を返します。

CS_BINARY は、次のように定義されます。

typedef unsigned char     CS_BINARY;

• CS_LONGBINARY はどの Adaptive Server Enterprise データ型にも
対応していませんが、一部の Open Server アプリケーションは 
CS_LONGBINARY をサポートします。アプリケーションでは、
CS_DATA_LBIN 機能を使用して、Client-Library 接続で 
CS_LONGBINARY がサポートされているかどうかを確認できま
す。

CS_LONGBINARY 値の 大長は、2,147,483,647 バイトです。
CS_LONGBINARY の定義は次のとおりです。

typedef unsigned char    CS_LONGBINARY;

• CS_VARBINARY は、どの Adaptive Server Enterprise データ型にも
対応しません。そのため、Open Server ルーチンは、
CS_VARBINARY_TYPE を返しません。データ型が 
CS_VARBINARY_TYPE と記述された場合には、Open Server はそ
れを自動的に NULL が許される CS_BINARY_TYPE に変換してか
らクライアントに送ります。CS_VARBINARY_TYPE は、プログ
ラム変数をバインドするときにのみ使用可能です。
CS_VARBINARY によって、プログラマは C 以外のプログラミン
グ言語で Open Server のプログラムを書くことができます。一般的
なサーバ・アプリケーションは、CS_VARBINARY を使用しませ
ん。

CS_VARBINARY の定義は次のとおりです。

typedef struct _cs_varybin
 {
     CS_SMALLINT      len;
     CS_BYTE          array[CS_MAX_CHAR];
 } CS_VARBINARY;

各パラメータの意味は次のとおりです。

• len はバイナリ配列の長さです。

• array は配列そのものです。
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bit 型

Open Server でサポートされているビット型は、CS_BIT のみです。こ
のデータ型には、0 または 1 のサーバ・ビット値 ( またはブール値 ) が
格納されます。他の型を bit 型に変換すると、ゼロ以外の値はすべて 1 
に変換されます。

typedef unsigned char    CS_BIT;

文字型

Open Server には、CS_CHAR、CS_LONGCHAR、CS_VARCHAR、
CS_UNICHAR の 4 つの character 型があります。

• CS_CHAR は、Adaptive Server Enterprise の char データ型と varchar 
データ型に対応します。つまり、Server-Library はサーバの char 
データ型と varchar データ型を CS_CHAR として解釈します。たと
えば、srv_descfmt はクライアントから文字パラメータの記述を取
得するときに、CS_CHAR_TYPE を返します。

CS_CHAR の定義は次のとおりです。

typedef char    CS_CHAR;

• CS_LONGCHAR はどの Adaptive Server Enterprise データ型にも対
応していませんが、Client-Library アプリケーションによっては 
CS_LONGCHAR をサポートするものもあります。アプリケー
ションでは、CS_DATA_LCHAR 機能を使用して、Client-Library 接
続が CS_LONGCHAR をサポートしているかどうかを調べること
ができます。

CS_LONGCHAR 値は、 大 2,147,483,647 バイトの長さをサポー
トします。CS_LONGCHAR の定義は次のとおりです。

typedef unsigned char      CS_LONGCHAR;

• CS_VARCHAR は Adaptive Server Enterprise のどのデータ型とも対
応しません。このため、Open Server ルーチンは、
CS_VARCHAR_TYPE を返しません。データ型が 
CS_VARCHAR_TYPE と記述された場合には、Open Server はそれ
を自動的に null 入力可能な CS_CHAR_TYPE に変換してからクラ
イアントに送ります。CS_VARCHAR_TYPE は、プログラム変数
をバインドするときにのみ使用できます。CS_VARCHAR によっ
て、プログラマは C 以外のプログラミング言語で Open Server の
プログラムを書くことができます。一般的なサーバ・アプリケー
ションは、CS_VARCHAR を使用しません。

CS_VARCHAR の定義は次のとおりです。
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typedef struct _cs_varchar
 {
     CS_SMALLINT      len;
     CS_BYTE              str[CS_MAX_CHAR];
  } CS_VARCHAR;

各パラメータの意味は次のとおりです。

• len は文字列の長さです。

• str は文字列です。str は null で終了する文字列ではないことに
注意してください。

• CS_UNICHAR は、Adaptive Server Enterprise の unichar 固定幅およ
び univarchar 可変幅のデータ型に対応します。CS_UNICHAR は、
CS_CHAR データ型が使用されるどの場所でも使用できる共有 C 
プログラミング・データ型です。CS_UNICHAR データ型は、2 バ
イトの Unicode UTF-16 フォーマットで文字データを保存します。

CS_UNICHAR の定義は次のとおりです。

typedef unsigned char CS_UNICHAR;

XML 型

CS_XML は、Adaptive Server Enterprise の xml 可変長データ型に直接対
応します。CS_XML は、XML ドキュメントとそのコンテンツを表し、
CS_TEXT と CS_IMAGE を使用できるところであればどこでも使用で
きます。

CS_XML の定義は次のとおりです。

typedef unsigned char CS_XML

datetime 型

Open Server は 6 つの datetime 型、CS_DATE、CS_TIME、
CS_DATETIME、CS_DATETIME4、CS_BIGDATETIME、
CS_BIGTIME をサポートします。これらのデータ型は、8 バイトまた
は 4 バイトの datetime 値を保持します。
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CS_BIGDATETIME および CS_BIGTIME データ型は、マイクロ秒の精
度の time データを提供します。これらのデータ型には 8 バイトのバイ
ナリ値が格納されます。これらのデータ型はそれぞれ、
CS_DATETIME データ型および CS_TIME データ型に似ています。
CS_BIGDATETIME データ型は、CS_DATETIME データ型を使用する
場所ならどこでも使用可能です。CS_BIGTIME データ型は、CS_TIME 
データ型を使用する場所ならどこでも使用可能です。CS_DATETIME 
データ型および CS_TIME データ型に適用できるすべての Open Client 
および Open Server ルーチンは、CS_BIGDATETIME データ型および 
CS_BIGTIME データ型にも適用できます。

Open Server アプリケーションは、CS-Library ルーチンの cs_dt_crack を
使って日時構造体から日付要素 ( 年、月、日など ) を抽出できます。

• CS_DATETIME は、Adaptive Server Enterprise の datetime データ型
に対応しています。CS_DATETIME の有効値は 1753 年 1 月 1 日か
ら 9999 年 12 月 31 日の範囲で、精度は 1 秒の 300 分の 1 (3.33 ミリ
秒 ) です。

typedef struct _cs_datetime
 {
     CS_INT               dtdays;
     CS_INT    dttime;
 } CS_DATETIME;

各パラメータの意味は次のとおりです。

• dtdays は 1900 年 1 月 1 日から数えた日数です。

• dttime は、深夜 0 時からの 300 分の 1 秒の数です。

• CS_DATETIME4 は、Adaptive Server Enterprise の smalldatetime デー
タ型に対応しています。CS_DATETIME4 の有効値は、1900 年 1 
月 1 日から 2079 年 6 月 6 日の範囲で、精度は 1 分です。

typedef struct _cs_datetime4
 {
     unsigned short        days;
     unsigned short        minutes;
 } CS_DATETIME4;

各パラメータの意味は次のとおりです。

• days は 1900 年 1 月 1 日から数えた日数です。

• minutes は、深夜 0 時からの分数です。
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• CS_DATE は、Adaptive Server Enterprise の date データ型に対応し
ます。有効な CS_DATE 値の範囲は、1753 年 1 月 1 日から 9999 年 
12 月 31 日までです。

typedef struct _cs_date
 {
     CS_INT days;
 } CS_DATE;

days は、1900 年 1 月 1 日からの日数です。

• CS_TIME は、Adaptive Server Enterprise の time データ型に対応しま
す。有効な CS_TIME 値の範囲は、12:00:00.000 から 11:59:59:999 
までで、精度は 300 分の 1 秒 (3.33 ミリ秒 ) です。

typedef struct _cs_time
 {
     CS_INT time;
 } CS_TIME;

time は、深夜 0 時からの 300 分の 1 秒の数です。

• CS_BIGDATETIME は、Adaptive Server Enterprise のデータ型 
bigdatetime に対応し、0000 年 1 月 1 日の 00:00:00.000000 から経過
したマイクロ秒数を格納します。有効な CS_BIGDATETIME 値の
範囲は、0001 年 1 月 1 日の 00:00:00.000000 から 9999 年 12 月 31 
日の 23:59:59.999999 までです。

注意 0000 年 1 月 1 日の 00:00:00.000000 は、マイクロ秒数のカウ
ントが開始される基本の値です。0001 年 1 月 1 日の 
00:00:00.000000 より前の値は無効です。

CS_BIGDATETIME の定義は、cstypes.h にあります。

typedef CS_UBIGINT CS_BIGDATETIME;

• CS_BIGTIME は、Adaptive Server Enterprise のデータ型 bigtime に対
応し、当日の午前 0 時ちょうどから経過したマイクロ秒数を示し
ます。有効な CS_BIGTIME 値の範囲は、00:00:00.000000 から 
23:59:59.999999 までです。CS_BIGTIME の定義は、cstypes.h にあ
ります。

typedef CS_UBIGINT CS_BIGTIME;
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• CS_BIGDATETIME データ型および CS_BIGTIME データ型は、基
本となるクライアント・プラットフォームのネイティブのバイト
順序 ( エディアン ) のクライアントに示されます。必要であれば
サーバで行われるバイト・スワッピングは、クライアントにデー
タが送られる前、またはクライアントからのデータを受け取った
後に行われます。

datetime の最小値と最大値

次の表に、datetime 型の 小値と 大値を示します。

表 1：datetime の最小値と最大値

整数値型

Open Server は次の 7 つの integer 型、CS_TINYINT、CS_SMALLINT、
CS_INT、CS_BIGINT、CS_USMALLINT、CS_UINT、CS_UBIGINT を
サポートしています。

大半のプラットフォームで、CS_TINYINT は 1 バイトの整数、
CS_SMALLINT は 2 バイトの整数、CS_INT は 4 バイトの整数、
CS_BIGINT は 8 バイトの整数、CS_USMALLINT は符号なし 2 バイト
の整数、CS_UINT は符号なし 4 バイトの整数、CS_UBIGINT は符号
なし 8 バイトの整数です。

typedef unsigned char CS_TINYINT;
 typedef short CS_SMALLINT;
 typedef int CS_INT;
 typedef long long CS_BIGINT;
 typedef unsigned char CS_USMALLINT;
 typedef unsigned int CS_UINT;
 typedef unsigned long long CS_UBIGINT;

データ型 最小値 最大値

CS_BIGDATETIME January 1, 0001 00:00:00.000000 December 31, 9999 23:59:59.999999

CS_BIGTIME 00:00:00.000000 23:59:59.999999

CS_DATE January 1, 0001 December 31, 9999

CS_DATETIME January 1, 1753 00:00:00.000 December 31, 9999 23:59:590.999

CS_DATETIME4 January 1, 1900 00:00:00.000 June 6, 2079 23:59:59.999

CS_TIME 00:00:00.000 23:59:59.999
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real、float、numeric、decimal 型

• CS_REAL は、Adaptive Server Enterprise のデータ型 real に対応して
います。これは、プラットフォームに依存する C 言語の float 型と
して実装されています。

typedef float                CS_REAL;

注意 6 桁精度の bigint データ型または ubigint データ型を real の
データ型に変換する場合、次の 大値および 小値に注意してく
ださい。

• -9223370000000000000.0 < bigint < 9223370000000000000.0

• 0 < ubigint < 18446700000000000000.0

これらの範囲外の値により、オーバフロー・エラーが発生しま
す。

• CS_FLOAT は、Adaptive Server Enterprise の float データ型に対応し
ています。これは、プラットフォームに依存する C 言語の double 
型として実装されています。

typedef double               CS_FLOAT;

注意 15 桁精度の bigint データ型または ubigint データ型を float の
データ型に変換する場合、次の 大値および 小値に注意してく
ださい。

• -9223372036854770000.0 < bigint < 9223372036854770000.0

• 0 < ubigint < 18446744073709500000.0

これらの範囲外の値により、オーバフロー・エラーが発生しま
す。

• CS_NUMERIC と CS_DECIMAL は、Adaptive Server Enterprise の
データ型 numeric と decimal に対応します。これらは、精度と位取
りを持った数値に対して、プラットフォームに依存しないサポー
トを提供します。

Adaptive Server Enterprise の numeric データ型と decimal データ型は
等価で、CS_DECIMAL は CS_NUMERIC として定義されます。

typedef struct  _cs_numeric
 {
     CS_BYTE         precision;
     CS_BYTE         scale;
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     CS_BYTE                  array[CS_MAX_NUMLEN];
 } CS_NUMERIC;
 
 typedef CS_NUMERIC           CS_DECIMAL;

各パラメータの説明は、次のとおりです。

• precision は、数値の精度です。precision の有効値は、
CS_MIN_PREC から CS_MAX_PREC の範囲です。デフォルト
の精度は CS_DEF_PREC です。CS_MIN_PREC、
CS_MAX_PREC、CS_DEF_PREC はそれぞれ、精度の 小値、
大値、デフォルト値を示します。

• scale は数値の位取りです。scale の有効値は、
CS_MIN_SCALE から CS_MAX_SCALE の範囲です。デフォ
ルトの位取りは CS_DEF_SCALE です。CS_MIN_SCALE、
CS_MAX_SCALE、CS_DEF_SCALE はそれぞれ、位取りの
小値、 大値、デフォルト値を示します。

• scale は、precision 以下でなければなりません。

CS_DECIMAL 型の精度 (precision) と位取り (scale) のデフォルト値
は、CS_NUMERIC 型と同じです。

ラージ・オブジェクト・ロケータのデータ型

Open Server は LOB ( ラージ・オブジェクト ) ロケータをサポートして
います。LOB ロケータには、データ自体ではなく、Adaptive Server 内
の LOB データへの論理ポインタが含まれているため、Adaptive Server 
とそのクライアント間のネットワークを通過するデータの量が削減さ
れます。

CS_LOCATOR データ型は LOB ロケータをサポートしています。
CS_LOCATOR 型は、ロケータの値とオプションのプリフェッチされ
たデータを格納する opaque データ型です。受信ロケータを 
CS_LOCATOR 変数にバインドする前に、cs_locator_alloc() を使用して
この変数のメモリを割り付けてください。そうしないとエラーが発生
します。変数が無用になった場合は、cs_locator_drop() を使用してその
メモリを解放します。

CS_LOCATOR 変数は再使用できます。ただし、Adaptive Server 内の現
在のロケータ値は、トランザクションが終了するまでのみ有効です。
CS_LOCATOR データ型には、CS_TEXTLOCATOR_TYPE、
CS_IMAGELOCATOR_TYPE、および CS_UNITEXTLOCATOR_TYPE 
という 3 つの型定数があります。
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money 型

Open Server では、CS_MONEY と CS_MONEY4 の 2 つの money 型がサ
ポートされます。これらのデータ型は、それぞれ 8 バイトと 4 バイト
の money 型を保持できます。

• CS_MONEY は、Adaptive Server Enterprise の money データ型に対
応しています。有効な CS_MONEY 値の範囲は、次のとおりです。
 +/- $922,337,203,685,477.5807: 

typedef struct _cs_money
 {
     CS_INT               mnyhigh;
     CS_UINT              mnylow;
   } CS_MONEY;

• CS_MONEY4 は、Adaptive Server Enterprise の smallmoney データ型
に対応しています。CS_MONEY4 の有効値は、-$214,748.3648 か
ら +$214,748.3647 の範囲です。

typedef struct _cs_money4
 {
     CS_INT    mny4;
 } CS_MONEY4;

security 型

Open Server では、型定数 CS_BOUNDARY_TYPE と 
CS_SENSITIVITY_TYPE を定義することで、Secure Adaptive Server 
Enterprise の boundary と sensitivity データ型をサポートします。

これらの型定数は、他の Open Server の型定数とは異なり、似たよう
な名前の型定義に対応しません。これらは CS_CHAR に対応します。

つまり、Open Server ルーチンがカラムや変数のデータ型を記述するた
めに CS_BOUNDARY_TYPE と CS_SENSITIVITY_TYPE を受け入れて
返す場合も、対応するプログラム変数の型は CS_CHAR でなければな
りません。

たとえば、アプリケーションが、CS_DATAFMT 構造体の datatype 
フィールドを CS_SENSITIVITY_TYPE に設定して srv_bind を呼び出す
場合、データがバインドされるプログラム変数の型は CS_CHAR でな
ければなりません。
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text 型および image 型

Open Server は、text データ型 CS_TEXT と CS_UNITEXT、image データ
型 CS_IMAGE をサポートします。

• CS_TEXT は、 大 2,147,483,647 バイトの印刷可能文字データを
格納する可変長カラムを定義する、サーバのデータ型 text に対応
しています。CS_TEXT は符号なしの文字型として定義されます。

typedef unsigned char         CS_TEXT;

• CS_UNITEXT は、Adaptive Server Enterprise の unitext 可変長データ
型に直接対応します。CS_UNITEXT と CS_TEXT は、共通の構文
と語義を使用します。ただし、CS_UNITEXT では、文字データが 
2 バイト UTF-16 形式でコード化されます。CS_UNITEXT は、
CS_TEXT が使用されるどの場所でも使用できます。
CS_UNITEXT 文字列パラメータの 大長は、CS_TEXT の 大長
の半分です。

CS_UNITEXT の定義は次のとおりです。

typedef unsigned short CS_UNITEXT;

• CS_IMAGE は、 大 2,147,483,647 バイトのバイナリ・データを格
納する可変長カラムを定義する、サーバのデータ型 image に対応
しています。CS_IMAGE は符号なしの文字型として定義されま
す。

typedef unsigned char    CS_IMAGE;
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第  3  章 ルーチン

この章は、各 Server-Library ルーチンについて説明します。

ルーチン 説明 ページ

srv_alloc メモリを割り付けます。 248

srv_alt_bind 計算ローのカラムにソース・データを
記述し、バインドします。

250

srv_alt_descfmt 計算ロー・カラムの集合演算子と、ク
ライアントに返されるカラム・データ
のフォーマットを記述します。

255

srv_alt_header 計算ローのロー識別子および bylist を
記述します。

259

srv_alt_xferdata クライアントに計算ローを送ります。 261

srv_bind カラムまたはパラメータにプログラム
変数を記述し、バインドします。

263

srv_bmove バイトを、1 つのメモリ・ロケーショ
ンから別のメモリ・ロケーションにコ
ピーします。

269

srv_bzero メモリ・ロケーションの内容を 0 に設
定します。

271

srv_callback スレッドに対して状態遷移ハンドラを
インストールします。

272

srv_capability Open Server がプラットフォーム依存
のサービスをサポートするかどうかを
決定します。

276

srv_capability_info クライアント接続に関する機能情報を
定義または取得します。

278

srv_createmsgq メッセージ・キューを作成します。 282

srv_createmutex 相互排他セマフォを作成します。 284

srv_createproc 非クライアントのイベント駆動型ス
レッドを作成します。

286

srv_cursor_props (15.0 より前のアプリケーションの場
合 ) 現在のカーソルに関する情報を取
得または設定します。

288

srv_cursor_props2 (15.0 以降のアプリケーションの場合 ) 
現在のカーソルに関する情報を取得ま
たは設定します。

291
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srv_dbg_stack スレッドのコール・スタックを表示し
ます。

292

srv_dbg_switch デバッグのために、もう 1 つのスレッ
ド・コンテキストを一時的にリストア
します。

295

srv_define_event ユーザ・イベントを定義します。 295

srv_deletemsgq メッセージ・キューを削除します。 298

srv_deletemutex srv_createmutex を使用して作成した
ミューテックスを削除します。

300

srv_descfmt クライアントとやり取りするカラムま
たはパラメータの記述を、記述または
取得します。

301

srv_dynamic クライアントの動的 SQL コマンドを
読み込む、またはコマンドに応答しま
す。

306

srv_envchange 環境の変化をクライアントに通知しま
す。

310

srv_event スレッドの要求処理キューに、イベン
ト要求を追加します。

313

srv_event_deferred 非同期イベントの結果として、スレッ
ドのイベント・キューにイベント要求
を追加します。

315

srv_free 割り付けられているメモリを解放しま
す。

318

srv_freeserveraddrs srv_getserverbyname によって割り付け
られたメモリを解放します。

319

srv_get_data text、unitext、または image パラメー
タ・ストリームをまとまった単位でク
ライアントから読み込みます。

320

srv_get_text 連続したデータとして、text または 
image のデータ・ストリームをクライ
アントから読み込みます。

321

srv_getloginfo リモート・サーバとのパススルー接続
の準備のために、クライアント・ス
レッドからログイン情報を取得しま
す。

324

srv_getmsgq メッセージ・キューから次のメッセー
ジを取得します。

326

srv_getobjid 指定の名前のメッセージ・キューまた
はミューテックスのオブジェクト ID 
を検索します。

329

ルーチン 説明 ページ
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srv_getobjname 指定した名前を持つ、メッセージ・
キューまたはミューテックスの名前を
取得します。

331

srv_getserverbyname server_name の接続情報を返し、必要
に応じてメモリを割り付けます。

334

srv_handle Open Server アプリケーションにイベ
ント・ハンドラをインストールしま
す。

335

srv_init Open Server アプリケーションを初期
化します。

338

srv_langcpy クライアントの言語要求を、アプリ
ケーション・バッファにコピーしま
す。

340

srv_langlen 言語要求バッファの長さを返します。 343

srv_lockmutex ミューテックスをロックします。 344

srv_log Open Server アプリケーション・ログ・
ファイルへメッセージを書き込みま
す。

347

srv_mask SRV_MASK_ARRAY 構造体のビット
を初期化、チェック、設定、またはク
リアします。

349

srv_msg メッセージ・データ・ストリームを送
信または受信します。

351

srv_negotiate ネゴシエーション・ログイン情報をク
ライアントに送信およびクライアント
から受信します。

355

srv_numparams 現在のクライアント・コマンドに含ま
れているパラメータの数を返します。

363

srv_options オプション情報をクライアントに送
信、またはクライアントから受信しま
す。

365

srv_orderby クライアントに order-by リストを返し
ます。

372

srv_poll (UNIX のみ ) 一連のオープン・ストリームのファイ
ル記述子の I/O イベントをチェックし
ます。

374

srv_props Open Server プロパティを定義または
取得します。

377

srv_putmsgq メッセージ・キューにメッセージを入
れます。

385

srv_realloc メモリの再割り付けを行います。 387

ルーチン 説明 ページ
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srv_recvpassthru クライアントからプロトコル・パケッ
トを受信します。

389

srv_regcreate レジスタード・プロシージャの登録を
完了します。

391

srv_regdefine プロシージャを登録するプロセスを開
始します。

393

srv_regdrop プロシージャの登録を解除します。 396

srv_regexec レジスタード・プロシージャを実行し
ます。

398

srv_reginit レジスタード・プロシージャの実行を
開始します。

400

srv_reglist Open Server に登録されているすべて
のプロシージャのリストを取得しま
す。

403

srv_reglistfree 以前に割り付けられた 
SRV_PROCLIST 構造体を解放します。

405

srv_regnowatch レジスタード・プロシージャの通知リ
ストから、クライアント・スレッドを
削除します。

406

srv_regparam 定義されているレジスタード・プロ
シージャに対してパラメータを記述す
る、またはレジスタード・プロシー
ジャの実行に対してデータを提供しま
す。

408

srv_regwatch 指定されたプロシージャの通知リスト
に、クライアント・スレッドを追加し
ます。

411

srv_regwatchlist クライアント・スレッドが通知要求待
ちになっている、すべてのレジスター
ド・プロシージャのリストを返しま
す。

415

srv_rpcdb 現在のリモート・プロシージャ・コー
ルで指定されているデータベース要素
を返します。

416

srv_rpcname 現在のリモート・プロシージャ・コー
ルの名前から、RPC 名に当たる部分
を返します。

418

srv_rpcnumber 現在のリモート・プロシージャで指定
されている番号要素を返します。

421

ルーチン 説明 ページ
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srv_rpcoptions 現在のリモート・プロシージャ・コー
ルのランタイム・オプションを返しま
す。

423

srv_rpcowner 現在のリモート・プロシージャ・コー
ルで指定されている所有者要素を返し
ます。

424

srv_run Open Server アプリケーションを開始
します。

426

srv_s_ssl_local_id ローカル ID ( 認証 ) ファイルへのパス
を指定するために使用します。

427

srv_select (UNIX の
み )

指定の I/O オペレーションに対して
ファイル記述子の準備ができているか
どうかをチェックします。

428

srv_send_ctlinfo Client-Library に制御メッセージを送信
します。

431

srv_send_data 複数のカラムがあるローをクライアン
トに転送します。

433

srv_send_text 連続したデータとして、text または 
image のデータ・ストリームをクライ
アントに送ります。

437

srv_senddone クライアントに結果完了メッセージを
送るか、結果の一部をフラッシュしま
す。

440

srv_sendinfo クライアントにエラーメッセージ、ま
たは情報メッセージを送ります。

445

srv_sendpassthru クライアントにプロトコル・パケット
を送ります。

449

srv_sendstatus クライアントにステータス値を送信し
ます。

452

srv_setcolutype カラムと関連付けられるユーザ・デー
タ型を指定します。

453

srv_setcontrol カラムのユーザ制御またはフォーマッ
ト情報を記述します。

455

srv_setloginfo リモート・サーバからクライアントに
プロトコルのフォーマット情報を返し
ます。

458

srv_setpri スレッドのスケジューリング優先順位
を変更します。

460

ルーチン 説明 ページ



srv_alloc 

248  Open Server

srv_alloc
説明 メモリを割り付けます。

構文 CS_VOID *srv_alloc(size)
 CS_INT        size;

srv_signal (UNIX の
み )

SIGIO または SIGURG シグナル用に 
signal と同じインタフェースを使用し
た UNIX シグナル・ハンドラをインス
トールします。

462

srv_sleep 現在実行中のスレッドを休止します。 464

srv_spawn サービス・スレッドを割り付けます。 468

srv_symbol Open Server のトークン値を読み込み
可能な文字列に変換します。

471

srv_tabcolname ブラウズ・モードの結果カラムに結果
テーブルを関連付けます。

476

srv_tabname 一連のブラウズ・モードの結果と関連
付けられたテーブルの名前を提供しま
す。

478

srv_termproc スレッドの実行を中止します。 480

srv_text_info text または image データの記述を設定
または取得します。

482

srv_thread_props スレッド・プロパティを定義し、取得
します。

485

srv_timedsleep イベントが通知されるまでスリープし
ます。

490

srv_unlockmutex ミューテックスのロックを解除しま
す。

494

srv_version アプリケーションが使用している 
Server-Library のバージョンを定義し、
アプリケーションのデフォルトの使用
言語と文字セットを定義します。

495

srv_wakeup スリープ中のスレッドの実行を可能に
します。

497

srv_xferdata クライアントにパラメータやデータを
送信するか、またはクライアントから
パラメータやデータを受信します。

500

srv_yield 他のスレッドの実行を可能にします。 503

ルーチン 説明 ページ
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パラメータ size
割り付けるバイト数です。

戻り値 表 3-1：戻り値 (srv_alloc)

例

#include          <ospublic.h>
/*
 ** Local Prototype
 */
 CS_RETCODE     ex_srv_alloc PROTOTYPE((
 CS_BYTE        **bpp,
 CS_INT         size
 ));
/* 
 ** EX_SRV_ALLOC
 **
 **    Example routine to allocate the specified amount of memory
 **    using srv_alloc.
 **
 ** Arguments:
 **    bpp     Return pointer to allocated memory here.
 **    size    Amount of memory to allocate.
 **
 ** Returns:
 **
 ** CS_SUCCEED Memory was allocated successfully.
 ** CS_FAIL An error was detected.
 */
 CS_RETCODE            ex_srv_alloc(bpp, size)
 CS_BYTE              **bpp;
 CS_INT               size;
 {
     /* Initialization.*/
     *bpp = (CS_BYTE *)NULL;

   /*
     ** Allocate size number of bytes.
     */
     if((*bpp = (CS_BYTE *)srv_alloc(size)) == (CS_BYTE *)NULL)
     {

戻り値 意味

新しく割り付けられた領域へ
のポインタ

新しい領域のロケーション。

null の CS_VOID ポインタ Open Server が size バイトを割り付けでき
なかった。
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         return(CS_FAIL);
     }
     return (CS_SUCCEED);
 }

    /*
 ** Allocate size number of bytes.
 */
 if((*bpp = (CS_BYTE *)srv_alloc(size)) == (CS_BYTE *)NULL)
     {
         return(CS_FAIL);
     }
     return (CS_SUCCEED);
 }

使用法 • srv_alloc は、メモリを動的に割り付けます。このルーチンは、size 
バイト ( それだけのバイト数が使用可能な場合 ) に、ポインタを
返します。

• srv_alloc を使用して割り付けられたメモリは、srv_free を呼び出し
て解放します。

• 標準の C メモリ割り付けルーチンを使用する場合は、srv_alloc を
使用します。

• 現行バージョンでは、srv_alloc は、C ルーチンの malloc を呼び出し
ます。しかし、Open Server アプリケーションでは、srv_props ルー
チンを使用して独自のメモリ管理ルーチンをインストールするこ
とができます。ユーザによりインストールされたルーチンのパラ
メータの受け渡しに関する規則は、malloc の規則と同一でなけれ
ばなりません。ユーザによりインストールされたルーチンを使用
できるようにアプリケーションが設定されていない場合は、Open 
Server は malloc を呼び出します。

参照 srv_free, srv_props, srv_realloc

srv_alt_bind
説明 計算ローのカラムにソース・データを記述し、バインドします。

構文    CS_RETCODE srv_alt_bind(spp, altid, item, osfmtp,
           varaddr, varlenp, indp)
 
SRV_PROC *spp;
 CS_INT               altid;



第 3 章    ルーチン

Server-Library/C リファレンス・マニュアル 251

 CS_INT                 item;
CS_DATAFMT *osfmtp;
CS_BYTE             *varaddrp;

 CS_INT               *varlenp;
 CS_SMALLINT    *indp;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

altid
この計算カラムが含まれている計算ロー用のユニークな識別子で
す。altid は、srv_alt_header を使って定義されます。

item
計算ロー内のカラムの番号です。カラム番号は、1 から始まります。

osfmtp
CS_DATAFMT 構造体を指すポインタです。この構造体は、アプリ
ケーション・プログラム変数に含まれている計算ロー・カラム・
データのフォーマットを記述します。

varaddrp
送信データがバインドされているプログラム変数へのポインタです。

varlenp
*varaddrp の長さが格納されているプログラム変数へのポインタです。

indp
null 値のインジケータが格納されているバッファへのポインタで
す。次の表に、*indp に指定できる値を示します。

表 3-2： indp の値 (srv_alt_bind)

indp が NULL の場合、カラム・データは有効、つまり、NULL では
ないとみなされます。

戻り値 表 3-3：戻り値 (srv_alt_bind)

例

#include          <ospublic.h>
/*

値 意味

CS_NULLDATA カラム・データは null。
CS_GOODDATA カラム・データは null ではない。

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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 ** Local prototype
 */
 CS_RETCODE             ex_srv_alt_bind PROTOTYPE((
 SRV_PROC               *spp,
 CS_INT                 altid,
 CS_VOID                *sump
 ));
/*
 ** EX_SRV_ALT_BIND
 **
 **    Example routine to describe and bind the source data for
 **    a compute row column.This example binds a value which
 **    is the sum of the first column of row data.
 **
 ** Arguments:
 **    spp    - A pointer to an internal thread control structure.
 **             The thread must be an active client thread that
 **             can handle row data.
 **
 **    altid    -     The id for this compute row.
 **
 **    sump    -    A pointer to the variable which will contain
 **                 the sum of the first column of row data.
 **
 ** Returns:
 **     CS_SUCCEED - Compute row column was successfully bound.
 **     CS_FAIL    - An error was detected.
 **
 */
 CS_RETCODE          ex_srv_alt_bind(spp, altid, sump)
 SRV_PROC                *spp;
 CS_INT              altid;
 CS_VOID             *sump;
 {
    CS_DATAFMT compute_colfmt;
      /*
      **Format for this compute column.
      */
      CS_INT         namelen;
      /*
      **Length of compute column name
      */

    CS_INT        compute_colnum;
     /*
     **    The column number for this compute column.
     */
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   CS_SMALLINT     indicator;
     /*
     **    Null indicator.
     */
     CS_INT            sumlen;
     /*
     **    Length of the compute value
     */
     CS_RETCODE        result;
     /*
     **Return value from srv_alt_bind.
     */

   /*
     ** Initialize the compute column’s data format.This compute
     ** column represents a sum of the first column of data.
     */
     namelen = 3;
     srv_bmove(“sum”, compute_colfmt.name, namelen);

   compute_colfmt.namelen = namelen;
     compute_colfmt.datatype = CS_INT_TYPE;
     compute_colfmt.format = CS_FMT_UNUSED;
     compute_colfmt.maxlength = sizeof(CS_INT);
     compute_colfmt.scale = 0;

   compute_colfmt.precision = CS_DEF_PREC;
     compute_colfmt.status = 0;
     compute_colfmt.count = 0;
     compute_colfmt.usertype = 0;
     compute_colfmt.locale = (CS_LOCALE *)NULL;

   /*
     ** Perform the bind
     */
     compute_colnum = 1;
     indicator = CS_GOODDATA;
     sumlen = sizeof(CS_INT);

   result = srv_alt_bind(spp, altid, compute_colnum,
            &compute_colfmt, sump, &sumlen, &indicator);
    return (result);
 }
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使用法 • 計算ローの情報を返す Adaptive Server Enterprise の機能を模擬的に
行うアプリケーションのみが、srv_alt_bind を呼び出す必要があり
ます。srv_alt_bind は、Adaptive Server Enterprise へのゲートウェイ
としての役割を果たしているアプリケーションにとって便利で
す。

• srv_alt_bind  は、計算ロー・カラムのデータが保存されているアプ
リケーション・プログラム変数のフォーマットを記述します。ア
プリケーションは、計算ローの各カラムで一度ずつ srv_alt_bind 
を呼び出さなければなりません。

• srv_alt_bind ルーチンは、次の表に示す CS_DATAFMT フィールド
に対して、読み取り (CS_GET) や設定 (CS_SET) を行います。他の
すべてのフィールドは、srv_alt_bind には未定義です (“osfmtp” は
構造体を指すポインタであることに注意してください )。

表 3-4：使用される CS_DATAFMT フィールド (srv_alt_bind)

• osfmtp が記述するフォーマットと srv_alt_descfmt (clfmtp) で設定さ
れたクライアント・フォーマットが異なる場合には、Open Server 
は自動的にデータをクライアント・フォーマットに変換します。

• 計算結果セットは、1 つのローしか含みません。ただし、アプリ
ケーションは、それぞれが独自の altid を持った複数の結果セット
を返すことができます。

• 計算ローのデータを処理するために、Open Server アプリケーショ
ンが行うことを次に示します。

a 計算ロー識別子を定義するために、srv_alt_header を呼び出し
ます。

b クライアントが受け取るときのカラム・データのフォーマッ
トを記述するために、各カラムで srv_alt_descfmt を呼び出しま
す。

c データをローカル・プログラム変数にバインドするために、
各カラムで srv_alt_bind を呼び出します。

d 計算ローの各カラムが記述され、そのデータがプログラム変
数にバインドされると、ローをクライアントに送信するため
に、srv_alt_xferdata を呼び出します。

フィールド CS_SET CS_GET

osfmtpdatatype アプリケーション・プロ
グラム変数のデータ型

アプリケーション・プログ
ラム変数のデータ型

osfmtpmaxlength 未使用 プログラム変数の 大長

osfmtpcount 0 または 1。 0 または 1。
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•  varaddrp、lenp、および indp が指すバッファの内容は、
srv_xferdata が呼び出されるまで有効である必要はありません。

参照 srv_alt_descfmt, srv_alt_header, srv_alt_xferdata, 「CS_DATAFMT 構造
体」(57 ページ )

srv_alt_descfmt
説明 計算ロー・カラムの集合演算子と、クライアントに返されるカラム・

データのフォーマットを記述します。

構文 CS_RETCODE srv_alt_descfmt(spp, altid, optype,
                  operand, item, clfmtp)
 
SRV_PROC *spp;
CS_INT altid;
CS_INT optype;
CS_TINYINT operand;
CS_INT item;
CS_DATAFMT     *clfmtp;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

altid
この計算カラムが含まれている計算ロー用のユニークな識別子で
す。altid は、srv_alt_header を使って定義されます。

item
計算ロー内のカラムの番号です。カラム番号は、1 から始まります。

optype
計算ロー・カラムの集合演算子のタイプです。次の表に、有効な演
算子のタイプを示します。
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表 3-5： optype の値 (srv_alt_descfmt)

operand
集合演算の対象となる select リストのカラムです。

clfmtp
CS_DATAFMT 構造体へのポインタです。この構造体では、クライ
アントがカラム・データを受け取るときに使用する、カラム・デー
タを含んだフォーマットを記述します。

戻り値 表 3-6：戻り値 (srv_alt_descfmt)

例

#include          <ospublic.h>
 /*
 ** Local Prototype
 */
 CS_RETCODE ex_srv_alt_descfmt PROTOTYPE((
 SRV_PROC *sproc,
 CS_INT altid,
 CS_DATAFMT clfmtp[]
 ));
/*
 ** EX_SRV_ALT_DESCFMT
 **   An example routine to describe the aggregate operator of 2
 **   compute row columns and the format of each of the two column
 **   data returned to the client.We will do the sum on the first
 **   column and average on the second column.
 **
 ** Arguments:
 **   sproc     A pointer to an internal thread control structure.
 **   altid     The id for the compute row in which this compute
 **             column is contained.The altid is obtained by
 **             calling srv_alt_header.
 **   clfmtp    A pointer to the array of structures describing

演算子の種類 機能

CS_OP_COUNT カウント集合演算子

CS_OP_SUM 合計集合演算子

CS_OP_AVG 平均集合演算子

CS_OP_MIN 小集合演算子

CS_OP_MAX 大集合演算子

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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 **             the format of the compute row column
 **             data when the client receives it.
 **
 ** Returns:
 **   CS_SUCCEED     If the aggregate operator and the datatype of
 **                  the compute row columns were successfully
 **                  described.
 **     CS_FAIL        An error was detected.
 */
 CS_RETCODE     ex_srv_alt_descfmt(sproc, altid, clfmtp)
 SRV_PROC       *sproc;
 CS_INT              altid;
 CS_DATAFMT     clfmtp[];
 {
      /*
      ** Describe the aggregate operator of the first compute row
      ** column and the format of the column data.
      */
      if ( srv_alt_descfmt(sproc, altid, (CS_INT)1, CS_OP_SUM,
           (CS_TINYINT)1, &clfmtp[0]) == CS_FAIL )
      {
           return(CS_FAIL);
      }

     /*
      ** Now do the same for the second column if (srv_alt_descfmt
      ** (sproc, altid, (CS_INT)2, CS_OP_AVG, (CS_TINYINT)2,
      ** &clfmtp[1]) == CS_FAIL )
      {
           return(CS_FAIL);
      }
      */
      
      return (CS_SUCCEED);
 }

使用法 • 計算ローの情報を返す Adaptive Server Enterprise の機能を模擬的に
行うアプリケーションのみが、srv_alt_descfmt を呼び出す必要があ
ります。srv_alt_descfmt は、Adaptive Server Enterprise へのゲート
ウェイとしての役割を果たしているアプリケーションにとって便
利です。

• srv_alt_descfmt  は、アプリケーションがクライアントに送る計算
ロー・カラムを記述します。アプリケーションは、計算ローの各
カラムで、一度ずつ srv_alt_descfmt を呼び出します。
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• srv_alt_descfmt ルーチンは、次の表に示す CS_DATAFMT フィールド
に対して、読み取り (CS_GET) や設定 (CS_SET) を行います。他の
すべてのフィールドは、srv_alt_descfmt には未定義です (“clfmtp” は
構造体を指すポインタであることに注意してください )。

表 3-7：使用される CS_DATAFMT 構造体フィールド (srv_alt_descfmt)

•  clfmtp により記述されるフォーマットが、その後で srv_alt_bind  
(osfmtp) で設定されたアプリケーション・プログラム変数の
フォーマットと異なっている場合には、Open Server は、自動的に
データを clfmtp フォーマット記述に変換します。

• 計算ローのデータを処理するために、Open Server アプリケーショ
ンが行うことを次に示します。

a 計算ロー識別子を定義するために、srv_alt_header を呼び出し
ます。

b クライアントが受け取るときのカラム・データのフォーマッ
トを記述するために、各カラムで srv_alt_descfmt を呼び出しま
す。

c データをローカル・プログラム変数にバインドするために、
各カラムで srv_alt_bind を呼び出します。

d 計算ローの各カラムが記述され、そのデータがプログラム変
数にバインドされると、ローをクライアントに送信するため
に、srv_alt_xferdata を呼び出します。

参照 srv_alt_bind, srv_alt_header, srv_alt_xferdata, 「CS_DATAFMT 構造体」
(57 ページ )

フィールド CS_SET CS_GET

clfmtpnamelen 名前の長さ 名前の長さ

clfmtpstatus パラメータ／カラム・ス
テータス

パラメータ・ステータス

clfmtpname パラメータ／カラム名 パラメータ名

clfmtpdatatype リモート・データ型をこ
こに設定

リモート・データ型をこ
こから取得

clfmtpmaxlength リモート・データ型の
大長をここに設定

リモート・データ型の
大長をここから取得

clfmtpformat リモート・データ型の
フォーマット

リモート・データ型の
フォーマット
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srv_alt_header
説明 計算ローのロー識別子および bylist を記述します。

構文 CS_RETCODE srv_alt_header(spp, altid, numbylist,
                  bylistarrayp)
 
SRV_PROC  *spp;
 CS_INT               altid;
 CS_INT                numbylist;
 CS_SMALLINT     *bylistarrayp;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

altid
この計算ロー用のユニークな識別子です。

numbylist
計算ローの bylist 内のカラム数です。

bylistarrayp
計算ロー用の bylist を構成しているカラム番号の配列を指すポイン
タです。要素は、numbylist に指定されている数だけあります。
numbylist が 0 の場合は、bylistarrayp は無視されます。

戻り値 表 3-8：戻り値 (srv_alt_header)

例

#include          <ospublic.h>
/*
 ** Local Prototype
 */
 CS_RETCODE  ex_srv_alt_header PROTOTYPE((
 SRV_PROC *spp
 ));

/* 
 ** EX_SRV_ALT_HEADER
 **
 **     Example routine to illustrate the use of srv_alt_header
 **     to describe a compute row’s row identifier and bylist.
 **
 ** Arguments:
 **    spp    - A pointer to an internal thread control structure.

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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 **
 ** Returns:
 **
 **   CS_SUCCEED     A compute row was successfully described.
 **     CS_FAIL        An error was detected.
 */
 CS_RETCODE     ex_srv_alt_header(spp)
 SRV_PROC                *spp;

{
      CS_INT              altid;
      CS_SMALLINT     bylist[2];

    /* 
      ** Let us describe a fictitious compute row with altid =1,
      ** and bylist = [2,4].
      */
      altid = (CS_INT)1;
      bylist[0] = (CS_SMALLINT)2;
      bylist[1] = (CS_SMALLINT)4;

     if (srv_alt_header(spp, altid,
           sizeof(bylist)/sizeof(CS_SMALLINT),
                bylist) == CS_FAIL)
           return(CS_FAIL);

     return (CS_SUCCEED);
 }

使用法 • 計算ローの情報を返す Adaptive Server Enterprise の機能を模擬的に
行うアプリケーションのみが、srv_alt_header を呼び出す必要があ
ります。srv_alt_header は、Adaptive Server Enterprise へのゲート
ウェイとしての役割を果たしているアプリケーションにとって便
利です。

• srv_alt_header は、各計算ローにユニークな識別子を割り当て、各
計算ローと関連する bylist を記述します。各計算ローで一度ずつ 
srv_alt_header を呼び出さなければなりません。

• Adaptive Server Enterprise では、計算ローは、Transact-SQL select 文
の compute 句によって生成されます。Transact-SQL の select 文に複
数の compute 句がある場合には、各句によって別々の計算ローが
生成されます。Open Server は、Adaptive Server Enterprise の 
Transact-SQL の compute 句に対する応答を真似て、計算データの
ローを返すことができます。
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• Transact-SQL の select 文の compute 句には、by というキーワードを
含めて、その後にカラムのリストを続けることができます。この
リストは、"bylist" として知られ、指定されたカラムの値の変更に
基づいて、結果をサブグループに分類します。compute 句の集合
演算子は各サブグループに適用され、各サブグループで計算ロー
が生成されます。

• *bylistarrayp の配列では、bylist の各カラムに関連する番号が保管
されます。この番号は、select 文内のカラムの位置によって決ま
ります。たとえば、カラムが、select 文での 3 つ目のアイテムであ
る場合には、配列でナンバー 3 としてリストされます。

• 計算ローのデータを処理するために、Open Server アプリケーショ
ンが行うことを次に示します。

a 計算ロー識別子を定義するために、srv_alt_header を呼び出し
ます。

b クライアントが受け取るときのカラム・データのフォーマッ
トを記述するために、各カラムで srv_alt_descfmt を呼び出しま
す。

c データをローカル・プログラム変数にバインドするために、
各カラムで srv_alt_bind を呼び出します。

d 計算ローの各カラムが記述され、そのデータがプログラム変
数にバインドされると、ローをクライアントに送信するため
に、srv_alt_xferdata を呼び出します。

参照 srv_alt_bind, srv_alt_descfmt, srv_alt_xferdata

srv_alt_xferdata
説明 クライアントに計算ローを送ります。

構文 CS_RETCODE srv_alt_xferdata(spp, altid)

SRV_PROC *spp;

CS_INT  altid;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。
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altid
クライアントに送られる計算ロー用のユニークな識別子です。altid 
は、srv_alt_header を使って定義されます。

戻り値 表 3-9：戻り値 (srv_alt_xferdata)

例

#include          <ospublic.h>
/*
 ** Local Prototype.
 */

CS_RETCODE      ex_srv_alt_xferdata PROTOTYPE((
 SRV_PROC     *spp,
 CS_INT          altid
 ));

/* 
 ** EX_SRV_ALTXFERDATA
 **
**     Example routine to send a compute row the the client using
 **     srv_altxferdata.

**
** Arguments:
**     spp     A pointer to an internal thread control structure.
**  altid      The compute row identifier (defined using
 **             srv_alt_header).
 **
 ** Returns:
 **
 **    CS_SUCCEED    The row was sent to the client.
**     CS_FAIL        An error was detected.
 */
 CS_RETCODE          ex_srv_alt_xferdata(spp, altid)
SRV_PROC      *spp;
CS_INT              altid;
{
     /*
     ** Send the compute row to the client.
     */
     if (srv_alt_xferdata(spp, altid) != CS_SUCCEED)
     {

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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          return(CS_FAIL);
     }
     return (CS_SUCCEED);
}

使用法 • 計算ローの情報を返す Adaptive Server Enterprise の機能を模擬的に
行うアプリケーションのみが、srv_alt_xferdata を呼び出す必要があ
ります。これは、Adaptive Server Enterprise へのゲートウェイとし
ての役割を果たしているアプリケーションにとって便利です。

• srv_alt_xferdata は、クライアントに計算ローを送ります。この
ルーチンは、各 altid で一度呼び出されます。

• 計算ローのデータを処理するために、Open Server アプリケーショ
ンが行うことを次に示します。

a 計算ロー識別子を定義するために、srv_alt_header を呼び出し
ます。

b クライアントが受け取るときのカラム・データのフォーマッ
トを記述するために、各カラムで srv_alt_descfmt を呼び出しま
す。

c データをローカル・プログラム変数にバインドするために、
各カラムで srv_alt_bind を呼び出します。

d 計算ローの各カラムが記述され、そのデータがプログラム変
数にバインドされると、ローをクライアントに送信するため
に、srv_alt_xferdata を呼び出します。

• srv_senddone で送信完了のステータスを送る前に、すべての計算
ローをクライアントに送ります。

参照 srv_alt_bind, srv_alt_header, srv_alt_descfmt 

srv_bind
説明 カラムまたはパラメータにプログラム変数を記述し、バインドします。

構文 CS_RETCODE srv_bind(spp, cmd, type, item, osfmtp,

                 varaddrp, varlenp, indp)

SRV_PROC *spp;
CS_INT cmd;
CS_INT type;
CS_INT item;
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CS_DATAFMT *osfmtp;
CS_BYTE             *varaddrp;
CS_INT *varlenp;
CS_SMALLINT *indp;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

cmd
cmd は、プログラム変数が、クライアントに送られるデータまたは
クライアントから入ってくるデータを保存するかどうかを示しま
す。次の表に、cmd の有効値を示します。

表 3-10： cmd の値 (srv_bind)

type
プログラム変数に保管されたり、プログラム変数から読み取られる
データの型です。表 3-11 に、type の有効値を示します。

表 3-11： type の値 (srv_bind)

item
カラムまたはパラメータの番号です。カラムやパラメータ番号は、
1 から始まります。

値 説明

CS_SET *varaddrp のデータは、srv_xferdata が呼び出されたときに
クライアントに送信される。

CS_GET *varaddrp は、srv_xferdata の呼び出しの後に、クライアン
トからのデータで初期化される。

Type 有効な cmd データの内容

SRV_RPCDATA CS_SET または 
CS_GET

RPC またはストアド・プロ
シージャ・パラメータ

SRV_ROWDATA CS_SET のみ 結果ロー・カラム

SRV_CURDATA CS_GET のみ カーソル・パラメータ

SRV_KEYDATA CS_GET のみ カーソル・キー・カラム

SRV_ERRORDATA CS_SET のみ エラー・メッセージ・パラ
メータ

SRV_DYNAMICDATA CS_SET または 
CS_GET

動的 SQL パラメータ

SRV_NEGDATA CS_SET または 
CS_GET

ネゴシエーション・ログイ
ン・パラメータ

SRV_MSGDATA CS_SET または 
CS_GET

メッセージ・パラメータ

SRV_LANGDATA CS_GET のみ 言語パラメータ
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osfmtp
CS_DATAFMT 構造体を指すポインタです。この構造体は、
*varaddrp に保存されているデータのフォーマットを記述します。

varaddrp
カラムまたはパラメータのデータがバインドされているプログラム
変数へのポインタです。

varlenp
varaddrp の長さを指すポインタです。その正確な意味およびプロパ
ティは、cmd の値によって変わります。表 3-12 に、varlenp の有効
値を示します。

表 3-12： varlenp の値 (srv_bind)

データを取得するときには、アプリケーションが srv_xferdata を呼
び出すまで、*varlenp は空です。srv_xferdata を呼び出すと、Open 
Server は新しく受信した値の長さをバッファに格納します。データ
を送信するときには、アプリケーションは、データを送信するため
に srv_xferdata を呼び出す前に *varlenp が指すバッファにデータを
設定します。

indp
null 値のインジケータが格納されているバッファへのポインタで
す。表 3-13 に、*indp の有効値を示します。

表 3-13： indp の値 (srv_bind)

indp が NULL の場合、カラム・データは有効、つまり、NULL では
ないとみなされます。

cmd varlenp

CS_SET
( クライアントに送ら
れるデータ )

• NULL は使用不可。

• *varaddrp のデータの実際の長さを指す。

•  srv_xferdata が呼び出されるまで有効である必要
はない。

CS_GET
( クライアントから
入ってくるデータ )

• NULL が使用可能 (Open Server アプリケーション
がすでにデータ長を認識していることを示す )。

• Open Server が実データ長を格納するプログラム
変数へのポインタ。

• srv_xferdata への呼び出しの後に値が取り込まれ
る。

値 意味

CS_NULLDATA カラムまたはパラメータのデータは null である。

CS_GOODDATA カラムまたはパラメータのデータは null ではない。
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戻り値 表 3-14：戻り値 (srv_bind)

例

#include          <ospublic.h>
/*
 ** Local Prototype
 */
CS_RETCODE      ex_srv_bind PROTOTYPE((
SRV_PROC               *spp,
CS_INT                 *nump,
CS_BYTE                *namep,
CS_INT                 *lenp
));
/*
 ** EX_SRV_BIND
**
**     Example routine using srv_bind to describe and bind two
 **     program.
**     variables to receive client RPC parameters.For this
 **     example, the
**     RPC is passed an employee number, and last name.A third
 **     program.
**     variable will be bound to receive the length of the
 **     employee’s name.
**     This routine is called prior to srv_xferdata, which will
 **     actually transfer the data into the program variables.
**
** Arguments:
**     spp     A pointer to an internal thread control structure.
**     nump    A Pointer to the integer to receive the employee
 **   number.
**     namep   A Pointer to the memory area to receive the
 **             employee name.
**    lenp     A Pointer to the integer to receive the length of
 **             the employee’s name.(On input, points to the
 **             maximum length of the memory area available.)
**
** Returns:
**    CS_SUCCEED    Program variables were successfully bound.
**     CS_FAIL        An error was detected.
 */
CS_RETCODE     ex_srv_bind(spp, nump, namep, lenp)

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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SRV_PROC                *spp;
CS_INT          *nump;
CS_BYTE         *namep;
CS_INT          *lenp;
{
     CS_INT               param_no;
     CS_DATAFMT           varfmt;
     srv_bzero((CS_VOID *)&varfmt, (CS_INT)sizeof(varfmt));
     /*
     ** First, bind the integer to receive the employee number,
     ** param 1. Here, we know the length of the data, so no
     ** length pointer is required.
     */
     param_no = 1;
     varfmt.datatype = CS_INT_TYPE;
     varfmt.maxlength = (CS_INT)sizeof(CS_INT);
     if (srv_bind(spp, (CS_INT)CS_GET, (CS_INT)SRV_RPCDATA,
          param_no, &varfmt, (CS_BYTE *)nump, (CS_INT *)NULL,
          (CS_SMALLINT *)NULL) != CS_SUCCEED)
     {
          return(CS_FAIL);
     }
     /*
      ** Then, bind the character memory to receive the
      ** employee name, param 2.
      */
     param_no = 2;
     varfmt.datatype = CS_CHAR_TYPE;
     varfmt.maxlength = *lenp;
     if (srv_bind(spp, (CS_INT)CS_GET, (CS_INT)SRV_RPCDATA,
           param_no,
          &varfmt, namep, lenp, (CS_SMALLINT *)NULL) !=
           CS_SUCCEED)
     {
          return(CS_FAIL);
     }
     return (CS_SUCCEED);
}

使用法 • srv_bind は、ロー・カラムまたはパラメータのフォーマットを記
述し、それをアプリケーション・プログラム変数と関連付けま
す。

• srv_bind は、結果ローの各カラムでまたはパラメータ・ストリー
ムの各パラメータで、一度ずつ呼び出されなければなりません。
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• ローを送信している間にローカル・プログラム変数アドレス 
(varaddrp、varlenp、または indp) を変えたいアプリケーションで
は、変更を行うたびに srv_bind、続いて srv_xferdata を呼び出され
なければなりません。

• Server-Library アプリケーションは、クライアントにデータを 2 段
階に分けて送信します。

初に、srv_bind を CS_SET と等しい cmd で呼び出します。
varaddrp、varlenp、indp の各パラメータはそれぞれ、検索する
データへのポインタ、長さへのポインタ、インジケータ変数への
ポインタを保持しています。このとき、Server-Library はこれらの
ポインタ・パラメータに渡されたアドレスを記録します。

これらの値は、アプリケーションが srv_xferdata を呼び出すまで、
つまり Server-Library がそれらのメモリ・ロケーションから値を読
み取るまで有効でなければなりません。たとえば、複数のデー
タ・アイテムが srv_bind への異なる呼び出しに対して渡されると
きには、異なるバッファを使用する必要があります。

• エラー・データ・パラメータは、srv_sendinfo の呼び出しの直後
で、srv_senddone を呼び出す前に記述され (srv_descfmt)、バインド
され (srv_bind)、クライアントに送られ (srv_xferdata) なければなり
ません。ルーチン srv_descfmt、srv_bind、および srv_xferdata の type 
引数は SRV_ERRORDATA に設定されています。

• メッセージ・データ・パラメータは、srv_msg ルーチンの呼び出
しの後に記述され (srv_descfmt)、バインドされ (srv_bind)、転送 
(srv_xferdata) されなければなりません。ルーチン srv_descfmt、
srv_bind、および srv_xferdata の type 引数は SRV_MSGDATA に設定
されています。

• srv_bind ルーチンは、次の表に示す CS_DATAFMT フィールドに対
して、読み取り (CS_GET) や設定 (CS_SET) を行います。他のすべ
てのフィールドは、srv_bind には未定義です (“osfmtp” は構造体
を指すポインタであることに注意してください )。
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表 3-15：使用される CS_DATAFMT フィールド (srv_bind)

カラムの null 値を送信するには、そのカラムの CS_DATAFMT 構
造体の status 値に CS_CANBENULL ビット・セットが設定されて
いる必要があります。CS_DATAFMT 構造体の status の有効値につ
いては、表 2-9  (60 ページ ) を参照してください。

• osfmtp によって記述されたフォーマットがクライアントから受信
したデータのフォーマット (cmd を CS_GET に設定 ) と異なる場
合、Open Server はデータを自動的に osfmtp に変換します。フォー
マットが、クライアントに送られるフォーマット (cmd を CS_SET 
に設定 ) と異なる場合には、Open Server は、自動的にフォーマッ
トをクライアント・フォーマットに変換します (clfmtp)。

参照 srv_cursor_props, srv_descfmt, srv_msg, srv_sendinfo, srv_xferdata, 

「CS_DATAFMT 構造体」(57 ページ ), 「パラメータとロー・データの
処理」(152 ページ ).

srv_bmove
説明 バイトを、1 つのメモリ・ロケーションから別のメモリ・ロケーショ

ンにコピーします。

構文 CS_VOID srv_bmove(sourcep, destp, count)

CS_VOID     *sourcep;
CS_VOID     *destp;
CS_INT        count;

パラメータ sourcep
コピーされるデータの元を指す非 null ポインタです。

フィールド
CS_SET オペレーションに
おける定義

CS_GET オペレーショ
ンにおける定義

osfmtpdatatype アプリケーション・プログ
ラム変数のデータ型

アプリケーション・プ
ログラム変数のデータ
型

osfmtpmaxlength プログラム変数の実際の長
さ

プログラム変数の 大
長

osfmtpcount 0 または 1 0 または 1
osfmtpstatus null 値を送信している場合、

CS_CANBENULL を設定
未使用
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destp
コピーされるデータの行き先を指す非 null ポインタです。

count
sourcep から destp にコピーされるバイト数です。

戻り値 なし。

例

#include          <ospublic.h>
/*
 ** Local Prototype
 */
CS_VOID          ex_srv_bmove PROTOTYPE((
CS_VOID          *src,
CS_VOID          *dest,
CS_INT           count
));

/* 
** EX_SRV_BMOVE
**
**     Example routine to copy data from one area of memory to
        another.
 **
** Arguments:
**     src     - The address of the source data.
**     dest    - The address of the destination buffer.
**     count   - The number of bytes to copy.
**
** Returns:
**          Nothing.
 */
CS_VOID ex_srv_bmove(src, dest, count)
CS_VOID *src;
CS_VOID *dest;
CS_INT count;
{
     /*
     ** Call the Open Server routine that will do the
      ** actual copy.
     */
     srv_bmove(src, dest, count);

     /*
     ** All done.
     */
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     return;
}

使用法 • srv_bmove は、count バイトをメモリ・ロケーション *sourcep から
メモリ・ロケーション *destp にコピーします。

• sourcep も destp も、有効な非 null ポインタでなければ、メモリ・
フォールトが生成されます。

• 移動するのは、count バイトだけで、null ターミネータは追加され
ません。

参照 srv_bzero 

srv_bzero
説明 メモリ・ロケーションの内容を 0 に設定します。

構文 CS_VOID srv_bzero(locationp, count)

CS_VOID     *locationp;
CS_INT        count;

パラメータ locationp
0 に設定されるバッファのアドレスを指す非 null ポインタです。

count
locationp で、0x00 の値に設定するバイト数です。

戻り値 なし。

例

#include          <ospublic.h>
/*
 ** Local Prototype
 */
CS_RETCODE           ex_srv_bzero PROTOTYPE((
 CS_VOID              *locationp,
 CS_INT               cnt
 ))
/*
 ** EX_SRV_BZERO
**     Example routine to set the contents of a section of memory
 **     to zero using srv_bzero
**
** Arguments:
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**
**     memp          Pointer to section of memory.
**     count         Number of bytes to set to zero.
**
** Returns
**     CS_SUCCEED     Arguments were valid and srv_bzero called.
**     CS_FAIL        An error was detected.
**
 */
CS_RETCODE      ex_srv_bzero(memp, count)
CS_VOID         *memp;
CS_INT         count;
{
     /* Check arguments.*/
     if(memp == (CS_VOID *)NULL)
     {
          return(CS_FAIL);
     }
     if(count < 0)
     {
          return(CS_FAIL);
     }

     /*
     ** Set the section of memory to the value 0x00.
     */
     (CS_VOID)srv_bzero(memp,count);
     return (CS_SUCCEED);
}

使用法 • srv_bzero は、locationp のメモリ・ロケーションで count 数のバイ
トを 0x00 の値に設定します。

• locationp が有効な非 null ポインタでない場合は、メモリ・フォー
ルトが発生します。

参照 srv_bmove

srv_callback
説明 スレッドに対して状態遷移ハンドラをインストールします。

構文 CS_RETCODE srv_callback(spp, callback_type, funcp)
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SRV_PROC *spp;
CS_INT callback_type;
CS_RETCODE (*funcp)();

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

callback_type
コールバックがインストールされている対象の状態遷移を示す整数
です。表 3-16 に、callback_type の有効値を示します。

表 3-16： callback_type の値 (srv_callback)

funcp
指定の状態遷移が起こったときに呼び出す関数へのポインタです。

コールバック関数は、スレッド・ポインタ引数を持ちます。

値 説明

SRV_C_EXIT スレッドは、srv_spawn で指定されたエントリ・ポイ
ントから戻ったか、あるいは切断されたクライアン
トと関連している。ハンドラは、終了しているス
レッドのコンテキストで実行。

SRV_C_PROCEXEC レジスタード・プロシージャが呼び出され、実行し
ようとしている。ハンドラは、レジスタード・プロ
シージャを要求したスレッドのコンテキストで実行
する。

SRV_C_RESUME スレッドは再開中である。ハンドラはスケジュー
ラ・スレッドのコンテキストで実行され、そのス
タックを使用。

SRV_C_SUSPEND スレッドは中断している。ハンドラは、中断してい
るスレッドのコンテキストで実行され、そのスタッ
クを使用する。

SRV_C_TIMESLICE この状態遷移のためにインストールするコールバッ
ク・ルーチンは、SRV_S_TIMESLICE、
SRV_S_VIRTCLKRATE、SRV_S_VIRTTIMER のサー
バ・プロパティによって決められた期間 ( タイム・
スライス ) を、スレッドが実行したときに呼び出さ
れる。「srv_props 」(377 ページ ) および「プロパ
ティ」(157 ページ ) を参照してください。
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戻り値 表 3-17：戻り値 (srv_callback)

例

#include <stdio.h>
#include          <ospublic.h>
/*
 ** Local Prototype
 */
CS_RETCODE        suspend_handler PROTOTYPE((
SRV_PROC          *srvproc
));
CS_RETCODE ex_srv_callback PROTOTYPE((
SRV_PROC          *srvproc
));

CS_RETCODE     suspend_handler(srvproc)
SRV_PROC     *srvproc;
{
     printf(“Wake me when it’s over...￥n”);
     return (CS_SUCCEED);
}

/* 
** EX_SRV_CALLBACK
**
**     Example routine to install a state transition handler.
**
** Arguments:
**   srvpro  - A pointer to an internal thread control structure.
**
** Returns:
**
**      CS_SUCCEED
**     CS_FAIL
*/
CS_RETCODE          ex_srv_callback(srvproc)
SRV_PROC     *srvproc;
{
     return(srv_callback(srvproc, SRV_C_SUSPEND,
                 suspend_handler));
}

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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使用法 • スレッドのステータスが別のステータスに遷移するときに実行す
るルーチンを、srv_callback を使って指定します。

• アプリケーションは、ステータス遷移中のスレッドへのポインタ
を指定して、コールバック・ルーチンを呼び出します。

• 表 3-18 に、各コールバック・ルーチンが返す値を示します。

表 3-18：コールバック・ルーチンの有効な戻り値 (srv_callback)

• コールバックの中には、プラットフォームによっては使用できな
いものもあります。現在のプラットフォームでハンドラがインス
トール可能かどうかは、srv_capability を呼び出して調べることが
できます。

コールバック・ルーチ
ンのタイプ 戻り値 戻り値の説明

SRV_C_EXIT Open Server では無視され
るが、将来の互換性を考
えて SRV_CONTINUE に設
定することを推奨。

SRV_C_PROCEXEC SRV_S_INHIBIT レジスタード・プロ
シージャの実行を中
止。

SRV_S_CONTINUE レジスタード・プロ
シージャの実行を継
続。

SRV_C_RESUME Open Server では無視され
るが、将来の互換性を考
えて SRV_CONTINUE に設
定することを推奨。

SRV_C_SUSPEND Open Server では無視され
るが、将来の互換性を考
えて SRV_CONTINUE に設
定することを推奨。

SRV_C_TIMESLICE SRV_CONTINUE 実行を中断せず継
続。

SRV_TERMINATE スレッドを終了。

SRV_DEBUG 後でデバッガで検査
するために、スレッ
ドをデバッグ・
キューに追加。
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• 以前の srv_callback への呼び出しでインストールしたコールバッ
ク・ルーチンを削除するには、そのコールバック・ルーチンの代
わりに null 関数をインストールします。たとえば、先にインス
トールした SRV_C_TIMESLICE ハンドラのインストールを取り消
したい場合は、次のコマンドを発行します。

     srv_callback(spp, SRV_C_TIMESLICE, NULL);

• アプリケーションが、コールバック・ハンドラを通知にだけしか
使用しない場合は、funcp 引数を NULL に設定してください。詳
細については、「レジスタード・プロシージャ」(185 ページ )  を
参照してください。

参照 srv_capability, srv_props, srv_termproc

srv_capability
説明 Open Server がプラットフォーム依存のサービスをサポートするかどう

かを決定します。

構文 CS_BOOL srv_capability(capability)

CS_INT                 capability;

パラメータ capability
テストする Open Server サービスを表す定数です。表 3-19 に 
capability の有効値を示します。
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表 3-19： capability の値 (srv_capability)

戻り値 表 3-20：戻り値 (srv_capability)

例

#include          <ospublic.h>
/*
 ** Local Prototype
 */
extern CS_RETCODE ex_srv_capability PROTOTYPE((void));
/* 
 ** EX_SRV_CAPABILITY
**
**     Example routine to determine whether srv_poll is supported
 **     on this platform.
 **
** Arguments:
**     None.
**
** Returns:
**
**     CS_SUCCEED   srv_poll is supported on this platform.
**     CS_FAIL      srv_poll is not supported on this platform.
 */
CS_RETCODE          ex_srv_capability()
{

値 説明

SRV_C_DEBUG srv_dbg_stack および srv_dbg_switch をサポートする。

SRV_C_EXIT スレッドが終了すると、コールバック・ルーチンを
呼び出すことができる。

SRV_C_RESUME スレッドが実行を再開すると、コールバック・ルー
チンを呼び出すことができる。

SRV_C_PREEMPT プリエンプティブ・スケジューリングをサポートす
る。

SRV_C_SELECT srv_select をサポートする。

SRV_C_SUSPEND スレッドが中断すると、コールバック・ルーチンを
呼び出すことができる。

SRV_C_TIMESLICE スレッドがクロック・チックの 大数を超えると、
コールバック・ルーチンを呼び出すことができる。

SRV_POLL srv_poll をサポートする。

戻り値 意味

CS_TRUE Open Server はサービスをサポートする。

CS_FALSE Open Server はサービスをサポートしない。
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     CS_BOOL supported;
     /*
      ** Check to see whether srv_poll is supported on this
      ** platform.
      */
      supported = srv_capability(SRV_C_POLL);
     /*
      ** If “supported” is CS_TRUE, we return CS_SUCCEED, if it is
      ** CS_FALSE we return CS_FAIL.
      */
      return(supported ?CS_SUCCEED :CS_FAIL);
}

使用法 • srv_capability を使用すると、移植可能な Open Server アプリケー
ションを作成しながら、プラットフォームによっては使用できな
いサービスも利用することができます。

• Open Server には、プラットフォーム機能とプロトコル機能の 2 つ
の機能があります。srv_capability ルーチンは、プラットフォーム
機能に関するものです。srv_capability_info  ルーチンは、プロトコ
ル機能に関するものです。詳細については、 srv_capability_info の
ページを参照してください。

参照 srv_callback, srv_capability, srv_dbg_stack, srv_dbg_switch, srv_poll (UNIX 
のみ ), srv_select (UNIX のみ ), srv_capability_info

srv_capability_info
説明 クライアント接続に関する機能情報を定義または取得します。

構文 CS_RETCODE srv_capability_info(spp, cmd, type,

              capability, valp)

SRV_PROC *spp;
CS_INT cmd;
CS_INT type;
CS_INT capability;
CS_VOID *valp;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

cmd
Open Server アプリケーションが機能情報を定義しているのか取得
しているのかを示します。表 3-21 に、cmd の有効値を示します。
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表 3-21： cmd の値 (srv_capability_info)

type
機能グループのタイプです。表 3-22 に、有効な 2 つのタイプを示
します。

表 3-22： type の値 (srv_capability_info)

capability
対象となる機能項目を指定します。type カテゴリのすべての機能項
目のビットマップを取得するには、capability を CS_ALL_CAPS に
設定します。すべての要求および応答機能のリストについては、

「機能」(25 ページ )  を参照してください。

valp
プログラム変数へのポインタです。クライアントに情報を送る場合 
(CS_SET)、この変数には機能の値が設定されます。クライアント
からの情報を取得する場合 (CS_GET)、Open Server によって、この
変数に機能の値が設定されます。valp は、アプリケーションが個々
の機能アイテムを定義または取得している場合には、CS_BOOL ポ
インタ、およびすべての機能項目のビットマップを定義または取得
している場合には、CS_CAP_TYPE ポインタでなくてはなりません 
( つまり、capability は CS_ALL_CAPS)。

戻り値 表 3-23：戻り値 (srv_capability_info)

例

#include          <ospublic.h>
CS_RETCODE     ex_srv_capability_info PROTOTYPE((
 SRV_PROC        *spp
));
/*

値 意味

CS_SET Open Server アプリケーションは機能情報を定義している。

CS_GET Open Server アプリケーションは、クライアントからの機能情
報を取得している。

値 意味

CS_CAP_REQUEST クライアントが送る可能性のあるコマンド。

CS_CAP_RESPONSE クライアントが Open Server アプリケーションを
保留させる可能性のある応答。

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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** EX_SRV_CAPABILITY_INFO
**
**     Example routine to retrieve and define capability
 **     information on a client connection.
**
**     This routine must called in the context of the connect
 **     handler, so that it is legal to negotiate capabilities.
**
** Arguments:
**     spp     A pointer to an internal thread control structure.
**
** Returns:
**      CS_SUCCEED - Successfully retrieved and bound capability
 **                   information.
**     CS_FAIL    - An error was detected.
**
*/
CS_RETCODE               ex_srv_capability_info(spp)
SRV_PROC                *spp;

{
     CS_RETCODE       retval;  /* Return value from Open */
                               /* Server API calls.*/

     CS_CAP_TYPE      capabilities;  /* Our bit mask.*/

     CS_BOOL     value; /* Set to CS_TRUE or CS_FALSE */
                        /* for individual capabilities.*/

     /*
     ** In this example, we don’t want to support text or image,
      ** so we’ll see first if the client has requested this.
      ** We’ll do this by getting the entire bit mask.
     */
     retval = srv_capability_info(spp, CS_GET, CS_CAP_REQUEST,
                          CS_ALL_CAPS, (CS_VOID *)&capabilities);

     if (retval == CS_FAIL)

     {
          return(CS_FAIL);
     }

     /*
     ** Turn off text and image.
     **
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     ** The other way to do this is to just clear the
      ** CS_DATA_TEXT and CS_DATA_IMAGE bits in the capabilities
      ** bit mask, and then call srv_capability_info() with
      ** CS_ALL_CAPS for the “type” parameter and the altered
      ** bit mask as the value.
     */
     if (CS_TST_CAPMASK(&capabilities, CS_DATA_TEXT) == CS_TRUE)
     {
          value = CS_FALSE;
          retval = srv_capability_info(spp, CS_SET,
                CS_CAP_REQUEST, CS_DATA_TEXT, (CS_VOID *)&value);
          if (retval == CS_FAIL)
          {
               return(CS_FAIL);
          }
     }

     if (CS_TST_CAPMASK(&capabilities, CS_DATA_IMAGE) == CS_TRUE)
     {
          value = CS_FALSE;
          retval = srv_capability_info(spp, CS_SET,
                     CS_CAP_REQUEST, CS_DATA_IMAGE, (CS_VOID*)
                     &value);
          if (retval == CS_FAIL)
          {
               return(CS_FAIL);
          }
     }

     return (CS_SUCCEED);
}

使用法 • クライアントから発行可能な要求、および Open Server アプリケー
ションから返信可能な応答については、Open Server アプリケー
ションとクライアントがお互いに認識できる必要があります。ク
ライアント／サーバ接続の機能が、その接続について許可される
クライアント要求とサーバ応答の種類を決定します。

• Open Server は、すべての接続について、機能のデフォルト・セッ
トを指定します。特定の接続に対して機能のデフォルト・セット
を適用しない場合、Open Server アプリケーションは、
srv_capability_info  を呼び出して異なる機能のセットを明示的にネ
ゴシエートできます。
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• 要求および応答機能のデフォルト・セットのリストについては、
「機能」(25 ページ ) を参照してください。

注意 応答機能は、クライアントが受信したくない応答の種類を
示します。

• Open Server には、プラットフォーム機能とプロトコル機能の 2 つ
の機能があります。srv_capability ルーチンは、プラットフォーム
機能に関するものです。srv_capability_info  ルーチンは、プロトコ
ル機能に関するものです。srv_capability の詳細については、
srv_capability を参照してください。

参照 srv_capability, srv_props, 「機能」(25 ページ ), 「プロパティ」(157 
ページ )

srv_createmsgq
説明 メッセージ・キューを作成します。

構文 CS_RETCODE srv_createmsgq(msgqnamep, msgq_namelen,

              msgqidp)

CS_CHAR       *msgqnamep;
CS_INT             msgqname_len;
SRV_OBJID     *msgqidp;

パラメータ msgqnamep
作成するキューの名前を指すポインタです。既存のキューを作成し
ようとするとエラーが発生します。

msgqname_len
*msgqnamep 内の名前の長さです。名前が null で終了している場合、 
msgqname_len は CS_NULLTERM とすることもできます。メッセー
ジ・キューの 大長は、SRV_MAXNAME の文字の長さです。

msgqidp
Open Server は、新しく作成されたメッセージ・キューの ID を 
*msgqidp に返します。
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戻り値 表 3-24：戻り値 (srv_createmsgq)

例

#include          <ospublic.h>

/*
** Local Prototype
*/
CS_RETCODE      ex_srv_createmsgq PROTOTYPE((
     SRV_OBJID     *msgqp,
     CS_CHAR       *msgqnm
));

/*
** EX_SRV_CREATEMSGQ
**
**     Example routine to create an Open Server message queue
 **     using srv_createmsgq.
**
** Arguments:
**     msgqp   Return pointer to the created message queue
 **             identifier.
**     msgqn   Null terminated name for the created queue.
**
** Returns:
**  CS_SUCCEED  Message queue with given name successfully
                 created.
**     CS_FAIL        An error was detected.
*/
CS_RETCODE            ex_srv_createmsgq(msgqp, msgqnm)
SRV_OBJID             *msgqp;
CS_CHAR               *msgqnm;
{
     /* Check parameters.*/
     if ((CS_INT)strlen(msgqnm) > SRV_MAXNAME)
     {
          return(CS_FAIL);
     }

     /* Create the message queue.*/
     if (srv_createmsgq(msgqnm, (CS_INT)CS_NULLTERM, msgqp) !=
           CS_SUCCEED)

戻り値： 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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     {
          return(CS_FAIL);
     }
     return (CS_SUCCEED);
}

使用法 • メッセージ・キューを作成する場合は、メッセージ・キューに名
前を付けます。メッセージ・キューが作成されると、名前と ID 
のどちらでもメッセージ・キューを参照できます。

• メッセージ・キュー ID がわかっている場合は、srv_getobjname を
使って名前を検索してください。

• SRV_OBJID は CS_INT として定義されています。

• SRV_S_NUMMSGQUEUES サーバ・プロパティは、Open Server ア
プリケーションが使用できるメッセージ・キューの数を決定しま
す。「サーバ・プロパティ」(159 ページ ) を参照してください。

• SRV_S_MSGPOOL サーバ・プロパティは、ランタイムに Open 
Server アプリケーションが使用できるメッセージの数を決定しま
す。「サーバ・プロパティ」(159 ページ ) を参照してください。

参照 srv_deletemsgq, srv_getmsgq, srv_getobjname, srv_putmsgq 

srv_createmutex
説明 相互排他セマフォを作成します。

構文 CS_RETCODE srv_createmutex(mutex_namep, mutex_namelen,
               mutex_idp)

CS_CHAR          *mutex_namep;
CS_INT               mutex_namelen;
SRV_OBJID       *mutex_idp;

パラメータ mutex_namep
作成するミューテックスの名前を指すポインタです。

mutex_namelen
*mutex_namep 内の名前の長さです。文字列が NULL で終了する場
合、 mutex_namelen は CS_NULLTERM とすることもできます。

mutex_idp
Open Server は、新しいミューテックスの ID を *mutex_idp に返します。
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戻り値 表 3-25：戻り値 (srv_createmutex)

例

#include          <ospublic.h>
/*
 ** Local Prototype.
 */
CS_RETCODE               ex_srv_createmutex PROTOTYPE((
CS_CHAR           *name,
CS_INT            namelen,
SRV_OBJID         *idp
));

/* 
** EX_SRV_CREATEMUTEX
**
**     Example routine to create an Open Server mutex.
**
** Arguments:
**
**     name      The name of the mutex to create.
**     namelen   The length of name.
**     idp       The address of a SRV_OBJID, which will be set
 **               to the unique identifier for the created mutex.
**
** Returns:
**          CS_SUCCEED      The mutex was created successfuly.
**     CS_FAIL        An error was detected.
*/
CS_RETCODE           ex_srv_createmutex(name, namelen, idp)
CS_CHAR         *name;
CS_INT         namelen;
SRV_OBJID            *idp;
{
     /*
     ** Call the Open Server routine that will create
      ** the mutex.
     */
     if( srv_createmutex(name, namelen, idp) == CS_FAIL )
     {
          /*
          ** An error was al&ready raised.

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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          */
          return CS_FAIL;
     }
     
     /*
     ** All done.
     */
     return CS_SUCCEED;
}

使用法 • ミューテックスを作成する場合は、ミューテックスに名前を付け
ます。ミューテックスが作成されると、名前と ID のどちらでも
ミューテックスを参照できます。

• ミューテックスの ID がわかっている場合は、srv_getobjname を
使って名前を検索します。

• ミューテックスを作成しても、作成者にロック権が付与されるわ
けではありません。作成したミューテックスをロックするには、
srv_lockmutex を使用してください。

• SRV_OBJID は CS_INT として定義されています。

参照 srv_deletemutex, srv_getobjname, srv_lockmutex, srv_unlockmutex 

srv_createproc
説明 非クライアントのイベント駆動型スレッドを作成します。

構文 SRV_PROC *srv_createproc(ssp)

SRV_SERVER *ssp;

パラメータ ssp
Open Server ステータス情報の制御構造体へのポインタです。

戻り値 成功した場合は、srv_createproc によって新しいスレッド制御構造体に
ポインタが返されます。失敗した場合は、srv_createproc によって 
NULL スレッド・ポインタが返され、Open Server はエラーとなります。
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表 3-26：戻り値 (srv_createproc)

例

#include          <ospublic.h>
/*
 ** Local Prototype
 */
CS_RETCODE               ex_srv_creatp     PROTOTYPE((
SRV_SERVER               *ssp,
SRV_PROC                 *newsp
));
/*
** EX_SRV_CREATP
**     Example routine to create a non-client, event driven
 **     thread.
**
** Arguments:
**
**     ssp     A pointer to the Open Server state information
 **             control structure.
**    newsp    A pointer that will be returned by srv_createproc
 **             and point to the new thread control structure.
**
** Returns
**
**     CS_SUCCEED            Thread was created.
**     CS_FAIL        An error was detected.
**
 */
CS_RETCODE             ex_srv_creatp(ssp, newsp)
SRV_SERVER                        *ssp;
SRV_PROC               *newsp;
{
     /* Check arguments.*/
     if(ssp == (SRV_SERVER *)0)
          return(CS_FAIL);

     /*
     ** Create the new thread

戻り値 意味

新しいスレッド制御構造体へ
のポインタ

Open Server はスレッドを作成した。

null スレッド・ポインタ Open Server はスレッドを作成でき
なかった。

Open Server はエラーになる。
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     */
     newsp = srv_createproc(ssp);
     if(newsp == (SRV_PROC *)NULL)
          return(CS_FAIL);
     return (CS_SUCCEED);
}

使用法 • srv_createproc は、srv_event または srv_event_deferred から発生する
ユーザ定義イベントによって駆動される、スレッドを作成しま
す。

• 非クライアント・スレッドは、ユーザ定義イベントのみを受け取
り、クライアント生成イベントを受け取りません。

• srv_createproc で作成されたスレッドを終了するには、srv_termproc 
を使用してください。

• 非クライアント・スレッドにはクライアント I/O がありません。
非クライアント・スレッドの場合は、property 引数を 
(SRV_T_IODEAD) に設定して srv_thread_props を呼び出すと、常に 
CS_FALSE が返ります。

参照 srv_event,srv_event_deferred, srv_spawn, srv_termproc, srv_thread_props 

srv_cursor_props
説明 現在のカーソルに関する情報を取得または設定します。

注意 15.0 より前のアプリケーションの場合は、SRV_CURDESC 構造
体および srv_cursor_props ルーチンを使用します。バージョン 15.0 およ
びそれ以降のアプリケーションでは Open Server でスクロール可能な
カーソルをサポートしているため、SRV_CURDESC2 構造体と 
srv_cursor_props2 ルーチンを使用します。

構文 CS_RETCODE srv_cursor_props(spp, cmd, cdp)

SRV_PROC                *spp;
CS_INT                 cmd;
SRV_CURDESC    *cdp;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。
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cmd
srv_cursor_props がカーソル情報をクライアントに送信するのか、ク
ライアントからカーソル情報を取得するのかを示します。次の表
に、cmd の有効値を示します。

表 3-27： cmd の値 (srv_cursor_props)

cdp
SRV_CURDESC 構造体へのポインタです。アプリケーションが
カーソル情報を設定する場合は、SRV_CURDESC 構造体が現在の
カーソルを記述します。アプリケーションが情報を取得する場合
は、Open Server は、現在のカーソルに関する情報を使って 
SRV_CURDESC 構造体を更新します。現在のカーソル・コマンド
によって、さまざまなフィールドがそれぞれ異なった時点で設定さ
れたり、データが取り込まれたりします。cdp の各フィールドの説
明と、それぞれのフィールドにいつどのようにデータが取り込まれ
るかについては、「SRV_CURDESC 構造体」(69 ページ ) を参照して
ください。

戻り値 表 3-28：戻り値 (srv_cursor_props)

例

#include          <ospublic.h>
/*
 ** Local Prototype.
 */
extern CS_RETCODE     ex_srv_cursor_props PROTOTYPE((
CS_VOID               *spp
));
/* 
 ** EX_SRV_CURSOR_PROPS
**
**     Example routine to retrieve information on the current
 **     cursor.
** Arguments:
**  spp  Apointer to an internal control structure.

値 説明

CS_SET srv_cursor_props が現在のカーソルに関する情報
をクライアントに送信する。

CS_GET srv_cursor_props が現在のカーソル・コマンドに
関する情報をクライアントから取得する。

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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**
** Returns:
**
**  CS_SUCCEED     Cursor information was retrieved successfully.
**     CS_FAIL        An error was detected.
*/
CS_RETCODE         ex_srv_cursor_props(spp)
SRV_PROC                *spp;
{
     SRV_CURDESC   curdesc;

     if(srv_cursor_props(spp, CS_GET, &curdesc) == CS_FAIL)
     {
          return(CS_FAIL);
     }
     return (CS_SUCCEED);
}

使用法 • Open Server アプリケーションは、クライアントとのアクティブ・
カーソル情報の交換に srv_cursor_props を使用します。

• 常に、クライアントはカーソル・コマンドを発行することによっ
て、この交換を開始します。つまり、現在のカーソルを指定する
のはクライアントです。

• アプリケーションが srv_cursor_props  を呼び出せるのは 
SRV_CURSOR イベント・ハンドラ内からのみです。

• Open Server はクライアントから受け取った各カーソル・コマンド
でそれぞれ SRV_CURSOR イベントを生成します。これを受けて、
アプリケーションの SRV_CURSOR イベント・ハンドラは、cmd 
を CS_GET に設定して srv_cursor_props を呼び出すことによって、
現在のカーソルと受けたカーソル・コマンドの種類を特定するこ
とができます。そうした場合、どのように応答するかを決めるこ
とができます。有効なカーソル・コマンドの種類と有効な応答の
説明については、「カーソル」(66 ページ ) を参照してください。

• 各カーソル・コマンドは、Open Server アプリケーションから独自
の応答を引き出します。アプリケーションは  SRV_CURDESC 構
造体から情報 ( 要求されたフェッチ・カウントなど ) を抜き出し、
そのデータに基づいて決定を下し、構造体で情報を設定し、
srv_cursor_props を使用して情報をクライアントに返します。状況
によっては、アプリケーションはパラメータを読み込んだり、結
果ローやパラメータを返したりすることもできます。
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• SRV_CURSOR イベント・ハンドラは、カーソル情報コマンドを
返すことによって、フェッチ、更新、削除を除く、すべてのカー
ソル・コマンドに応答しなければなりません。ハンドラは 
SRV_CURDESC 構造体の curcmd フィールドを CS_CURSOR_INFO 
に設定し、cmd を CS_SET に設定して srv_cursor_props を呼び出し
ます。これが、ハンドラが返す 初の情報です。

• Open Server アプリケーションは、CURSOR_DECLARE コマンド
に応答して、現在のカーソルをユニークに識別できるカーソル ID 
を選択します。アプリケーションは、cmd を CS_SET に設定した
状態で srv_cursor_props を呼び出すことによって、カーソル ID を
クライアントに返します。それ以降、クライアントおよび Open 
Server アプリケーションは、現在のカーソルを名前ではなく ID を
使って参照します。

参照 srv_bind, srv_descfmt, srv_numparams, srv_xferdata, 「カーソル」(66 
ページ )

srv_cursor_props2
説明 現在のカーソルに関する情報を取得または設定します。

注意 バージョン 15.0 およびそれ以降のアプリケーションでは Open 
Server でスクロール可能なカーソルをサポートしているため、
SRV_CURDESC2 構造体と srv_cursor_props2 ルーチンを使用します。
15.0 より前のアプリケーションの場合は、SRV_CURDESC 構造体およ
び srv_cursor_props ルーチンを使用します。

構文 CS_RETCODE srv_cursor_props2(spp, cmd, cdp)

SRV_PROC *spp;
CS_INT                 cmd;
SRV_CURDESC2  *cdp;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

cmd
srv_cursor_props2 がカーソル情報をクライアントに送信するのか、
クライアントからカーソル情報を取得するのかを示します。
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表 3-29： cmd の値 (srv_cursor_props2)

cdp
SRV_CURDESC2 構造体へのポインタです。アプリケーションが
カーソル情報を設定する場合は、SRV_CURDESC2 構造体が現在の
カーソルを記述します。アプリケーションが情報を取得する場合
は、Open Server は、現在のカーソルに関する情報を使って 
SRV_CURDESC2 構造体を更新します。現在のカーソル・コマンド
によって、さまざまなフィールドがそれぞれ異なった時点で設定さ
れたり、データが取り込まれたりします。cdp の各フィールドの説
明と、それぞれのフィールドにいつどのようにデータが取り込まれ
るかについては、「SRV_CURDESC2 構造体」(83 ページ ) を参照し
てください。

戻り値 表 3-30：戻り値 (srv_cursor_props2)

使用法 srv_cursor_props ルーチンの「使用法」の項を参照してください。

参照 srv_bind, srv_descfmt, srv_numparams, srv_xferdata, 「カーソル」(66 
ページ )

srv_dbg_stack
説明 スレッドのコール・スタックを表示します。

構文 CS_RETCODE srv_dbg_stack(spp, depth, funcp)

SRV_PROC *spp;
CS_INT depth;
CS_RETCODE (*funcp)();

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

値 説明

CS_SET srv_cursor_props2 が現在のカーソルに関する情報
をクライアントに送信する。

CS_GET srv_cursor_props2 が現在のカーソル・コマンドに
関する情報をクライアントから取得する。

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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depth
表示するコール・スタック・レベルの 大数です。depth が 1 の場
合は、すべてのレベルが表示されます。

funcp
コール・スタック表示の各ラインを処理するためにユーザが提供す
る関数へのポインタです。この関数を呼び出す場合は、null で終了
する文字列、および文字列の長さである整数を指定します。文字列
には、プログラム・カウンタとルーチンのパラメータが 16 進数形
式で格納されています。この関数から CS_FAIL が返された場合は、
スタック・トレースが終了します。CS_FAIL 以外が返された場合
は、コール・スタックのすべてのルーチンが処理されるか、depth 
スタック・フレームが処理されるまで、スタック・トレースが続き
ます。funcp が NULL の場合は、Open Server はコール・スタックの
内容を stderr に書き込みます。

次に、一般的な例を示します。

CS_RETCODE callstack_display(linebuf, length)
 CS_CHAR  *linebuf;
 CS_INT   length;
 { 
      /* 
      ** Output each line of the stack trace to stderr.
      */ 
      fprintf(stderr,"%s￥n", linebuf);
      return (CS_SUCCEED);
 } 

戻り値 表 3-31：戻り値 (srv_dbg_stack)

例

#include          <ospublic.h>
/*
** Local prototype.
*/
CS_RETCODE      ex_srv_dbg_stack PROTOTYPE((
SRV_PROC        *spp
));

/*
** EX_SRV_DBG_STACK

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。



srv_dbg_stack 

294  Open Server

**
**     Example routine to display the call stack of a thread.
**
** Arguments:
**    spp    - A pointer to an internal thread control structure.
**
** Returns:
**     CS_SUCCEED    Call stack successfully displayed.
**     CS_FAIL        An error was detected.
**
*/
CS_RETCODE           ex_srv_dbg_stack(spp)
SRV_PROC                *spp;
{
     CS_RETCODE retval;

     retval = srv_dbg_stack(spp, -1, (CS_RETCODE(*)())NULL);

     return (retval);
}

使用法 • srv_dbg_stack は、すべてのプラットフォームで使用できるわけで
はありません。srv_capability を使って、現在のプラットフォーム
で使用可能かどうかを調べてください。

• srv_dbg_stack を使用すると、デバッグ中、または実行エラーの処
理中に、スレッドのコール・スタックを検査することができま
す。srv_dbg_stack は、デバッガ、または実行中のアプリケーショ
ンから呼び出すことができます。

• 通常、srv_dbg_stack は、重大なエラーが生じたときにスタック・
フレームをエラー・ログに記録するために使用します。

• 呼び出しスタックの各ルーチンは、16 進数のプログラム・カウン
タ、続いて同じく 16 進数の各パラメータで構成される文字列に
フォーマットされます。プログラム・カウンタを関数名に変換す
るには、実行プログラムのロード・マップが必要です。

• 現在実行しているスレッドのスタックを表示するように呼び出す
と、srv_dbg_stack およびそのコール・ルーチンはスタック上に表
示されます。

参照 srv_capability, srv_dbg_switch 
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srv_dbg_switch
説明 デバッグのために、もう 1 つのスレッド・コンテキストを一時的にリ

ストアします。

構文 CS_RETCODE srv_dbg_switch(spid)

CS_INT           spid;

パラメータ spid
コンテキストが一時的にリストアするスレッドのサーバ・プロセス 
ID (spid) です。

戻り値 表 3-32：戻り値 (srv_dbg_switch)

使用法 • srv_dbg_switch は、すべてのプラットフォームで使用できるわけで
はありません。srv_capability を使って、プラットフォームで 
srv_dbg_switch をサポートしているかどうかを調べてください。

• スレッド・コンテキストが切り替えられると、アプリケーション
を実行し続けた場合、元のスレッド・コンテキストがリストアさ
れ、アプリケーションは正常に実行し続けます。

• コンテキストがリストアされているスレッドは、実行できませ
ん。この場合、スレッドは調べる対象にしかなりません。

• UNIX システムの場合、システム・サービス・ルーチン内から 
srv_dbg_switch を呼び出さないでください。呼び出した場合は、
SIGTRAP シグナルが発行され、プログラムは終了します。

• spid を取得する場合は、property 引数を SRV_T_SPID に設定して 
srv_thread_props を呼び出します。現在実行しているスレッドのコ
ンテキストをリストアしようとすると、エラーになります。

参照 srv_capability, srv_dbg_stack

srv_define_event
説明 ユーザ・イベントを定義します。

構文 int srv_define_event(ssp, type, namep, namelen)

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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SRV_SERVER *ssp;
 CS_INT                  type;
CS_CHAR          *namep;
CS_INT              namelen;

パラメータ ssp
Open Server の制御構造体へのポインタです。

type
イベントのタイプです。現在、ユーザ定義イベントは 
SRV_EQUEUED のタイプでなければなりません。

namep
イベント名へのポインタです。

namelen
*namep の文字列の長さをバイト数で示したものです。文字列が 
null で終了する場合、namelen は CS_NULLTERM とすることもでき
ます。

戻り値 表 3-33：戻り値 (srv_define_event)

例

#include          <ospublic.h>
/*
 ** Local Prototype
 */
CS_RETCODE      ex_srv_define_event PROTOTYPE((
CS_CHAR        *namep,
CS_INT            namelen,
CS_INT         *event_no
));
/* 
 ** EX_SRV_DEFINE_EVENT
**
**   Example routine to illustrate the use of srv_define_event to
 **   define an user event.
**
** Arguments:
**     namep   A pointer to the name of event.
**     namelen The length, in bytes, of string in *namep.

戻り値 意味

0 でない整数 イベント用のユニークな id。
0 Open Server はイベントを定義でき

ない。

Open Server はエラーになる。
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**     event_no  A CS_INT pointer that is initialized with
 **               the unique number for the event.
** Returns:
**
**  CS_SUCCEED   If the event was defined successfully.
**     CS_FAIL        An error was detected.
 */
CS_RETCODE     ex_srv_define_event(namep, namelen, event_no)
CS_CONTEXT  *cp;
 CS_VOID        *bufp;
 CS_CHAR        *namep;
 CS_INT         namelen;
 CS_INT         *event_no;
 CS_INT            result;
{
     SRV_PROC *srvproc_ptr; /* A pointer to an internal thread
                             ** control structure */

     result = srv_props(cp, CS_GET, SRV_S_CURTHREAD,
            bufp, sizeof(CS_INT));
     if (result == CS_FAIL)
      {
          return(CS_FAIL);
      }
     /* Now define the event.*/
     if ((*event_no = srv_define_event(srvproc_ptr, SRV_EQUEUED,
           namep, namelen)) == (CS_INT)0)
          return(CS_FAIL);
     return (CS_SUCCEED);
}

使用法 • ユーザ定義イベントは、クライアント・アクションによってトリ
ガされるのではなく、srv_event を呼び出すことによってトリガさ
れます。Open Server プログラマは、イベントがトリガされたとき
に実行するハンドラ・ルーチンを提供します。

• ユーザ定義イベントのイベント・ハンドラは、通常、srv_handle 
を使ってインストールします。

• ユーザ定義イベントのハンドラは、イベントを受けたスレッドの
スレッド制御構造体へのポインタを受け取ります。

• ユーザ定義イベントが許可されるように Open Server アプリケー
ションを設定していない場合は、イベントを定義できません。詳
細については、srv_props のページを参照してください。

参照  srv_event, srv_event_deferred, srv_handle, srv_props, 「イベント」(100 
ページ )
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srv_deletemsgq
説明 メッセージ・キューを削除します。

構文 CS_RETCODE srv_deletemsgq(msgqnamep, msgqname_len,

              msgqid)

CS_CHAR       *msgqnamep;
CS_INT             msgqname_len;
SRV_OBJID     msgqid;

パラメータ msgqnamep
削除するメッセージ・キュー名へのポインタです。存在しないメッ
セージ・キューを削除しようとすると、エラーになります。

msgqname_len
msgqname によって示される、名前の長さです。名前が NULL で終
了する場合、msgqname_len は CS_NULLTERM とすることもできま
す。

msgqid
削除するメッセージ・キューの識別子を指定する SRV_OBJID です。

戻り値 表 3-34：戻り値 (srv_deletemsgq)

例

#include          <ospublic.h>
/*
 ** Local Prototype.
 */
CS_RETCODE      ex_srv_deletemsgq PROTOTYPE((
CS_CHAR         *msgqname,
CS_INT          msgqname_len,
SRV_OBJID msgqid
));
/* 
 ** EX_SRV_DELETEMSGQ
**
**     Example routine using srv_deletemsgq to delete an Open
 **     Server message queue previously create by srv_createmsgq.
** This routine can be passed a value message queue name, or
 ** NULL,in which case the message queue identifier will be used.
**
** Arguments:

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。



第 3 章    ルーチン

Server-Library/C リファレンス・マニュアル 299

**  msgqname        The name of the message queue to delete.If
 **                  NULL, the msgqid is used.
 **  msgqname_len    The length of the name to which msgqname
 **                  points.
 **  msgqid          A SRV_OBJID that specifies the identifier of
 **                  the message queue to delete.
 **
** Returns:
**
**    CS_SUCCEED    The message queue was successfully deleted.
**     CS_FAIL        An error was detected.
 */
CS_RETCODE      ex_srv_deletemsgq(msgqname, msgqname_len, msgqid)
CS_CHAR         *msgqname;
CS_INT          msgqname_len;
SRV_OBJID        msgqid;
{
     /*
      ** Delete a message queue.
      */
     if (srv_deletemsgq(msgqname, msgqname_len, msgqid) !=
           CS_SUCCEED)
     {
          return(CS_FAIL);
     }
     return (CS_SUCCEED);
}

使用法 • メッセージ・キューを削除する場合は、名前または ID を使用し
ます。msgqname が NULL でない場合は、メッセージ・キュー名
を使用します。そうでない場合は、メッセージ・キュー ID を使
用します。

• キュー内の未読メッセージは、キューが削除される前にフラッ
シュされます。srv_putmsgq で待機しているスレッドがウェイク
アップし、srv_putmsgq は CS_FAIL を返します。

• メッセージ・キューが削除されると、そのキューからのメッセー
ジを待っているスレッドは srv_getmsgq からの CS_FAIL 戻り値で
ウェイクアップし、srv_getmsgq の infop 引数が SRV_I_DELETED 
に設定されます。

• SRV_S_NUMMSGQUEUES サーバ・プロパティは、Open Server ア
プリケーションが使用できるメッセージ・キューの数を決定しま
す。「サーバ・プロパティ」(159 ページ ) を参照してください。
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• SRV_S_MSGPOOL サーバ・プロパティは、ランタイムに Open 
Server アプリケーションが使用できるメッセージの数を決定しま
す。「サーバ・プロパティ」(159 ページ ) を参照してください。

参照 srv_createmsgq, srv_getmsgq, srv_getobjname, srv_putmsgq 

srv_deletemutex
説明 srv_createmutex によって作成された  ミューテックスを削除します。

構文 CS_RETCODE srv_deletemutex(mutex_namep, mutex_namelen,

               mutex_id)

CS_CHAR          *mutex_namep;
CS_INT               mutex_namelen;
SRV_OBJID      mutex_id;

パラメータ mutex_namep
ミューテックス作成時にミューテックスに関連付けられた、名前へ
のポインタです。

mutex_namelen
mutex_namep の長さをバイト数で示したものです。文字列が NULL 
で終了する場合、mutex_namelen は CS_NULLTERM とすることもで
きます。

mutex_id
srv_createmutex が返すユニークな識別子です。

戻り値 表 3-35：戻り値 (srv_deletemutex)

例

#include          <ospublic.h>
/*
 ** Local Prototype.
 */
CS_RETCODE    ex_srv_deletemutex PROTOTYPE((
CS_CHAR         *mtxnm,
SRV_OBJID       mtxid
));

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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/*
 ** EX_SRV_DELETEMUTEX
**     Example routine using srv_deletemutex to delete an
 **     Open Server mutex previously created by srv_createmutex.
 **     This routine can be passed a mutex name, or NULL,
 **     in which case the mutex identifier will be used.
** Arguments:
**     mtxnm     Null terminated mutex name, or NULL to use mutex
 **               id.
 **    mtxid      Mutex identifier (valid only if mtxnm is NULL).
** Returns:
**   CS_SUCCEED     mutex was successfully queued for deletion.
 **     CS_FAIL        An error was detected.
 */
CS_RETCODE              ex_srv_deletemutex(mtxnm, mtxid)
CS_CHAR                 *mtxnm;
SRV_OBJID               mtxid;
{
     /* Delete the mutex.*/
      if (srv_deletemutex(mtxnm, (CS_INT)CS_NULLTERM, mtxid) !=
           CS_SUCCEED)
     {
           return(CS_FAIL);
      }
      return (CS_SUCCEED);
}

使用法 • ミューテックスを削除する場合は、名前または ID を使用します。
mutex_namep が NULL でない場合は名前を、そうでない場合は ID 
を使用します。

• 他のスレッドがミューテックスをロックしようとして待機してい
る場合は、そのスレッドの要求が満たされてロックが解放される
までは、ミューテックスは削除されません。

• ミューテックスの使用例が、srv_createmutex のページに示されて
います。

参照 srv_createmutex, srv_getobjid, srv_getobjname, srv_lockmutex

srv_descfmt
説明 クライアントとやり取りするカラムまたはパラメータの記述を、記述

または取得します。
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構文 CS_RETCODE srv_descfmt(spp, cmd, type, item,

               clfmtp)

SRV_PROC                *spp;
CS_INT                 cmd;
 CS_INT                  type;
 CS_INT                 item;
CS_DATAFMT *clfmtp;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

cmd
srv_descfmt はクライアントに送られるデータを記述するのか、クラ
イアントから受けるデータの記述を取得するのかを示します。
表 3-36 に、cmd の有効値を示します。

表 3-36： cmd の値 (srv_descfmt)

type
 cmd が CS_SET の場合は、記述されているデータの型です。cmd が 
CS_GET の場合は、取得されているデータの型です。表 3-37 に、
有効な型とその適切なコンテキストを示します。

値 説明

CS_SET srv_descfmt は、クライアントがデータを受け取るときのフォー
マットを記述する。

CS_GET srv_descfmt は、クライアントがデータを送ったときのフォー
マットを取得する。
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表 3-37： type の値 (srv_descfmt)

item
パラメータまたはカラムの番号です。パラメータやカラムの番号は 
1 から始まります。

clfmtp
データの記述が格納されている CS_DATAFMT 構造体へのポインタ
です。

戻り値 表 3-38：戻り値 (srv_descfmt)

例

#include          <ospublic.h>
/*
 ** Local Prototype
 */
CS_RETCODE      ex_srv_descfmt PROTOTYPE((
SRV_PROC               *spp,
CS_INT          item,
CS_DATAFMT      *dp
));

/* 

Type
cmd の許容される
設定 説明

SRV_RPCDATA CS_SET または 
CS_GET

RPC またはストアド・プロ
シージャ・パラメータ

SRV_ROWDATA CS_SET のみ ローのデータ

SRV_CURDATA CS_GET のみ カーソル・パラメータ

SRV_UPCOLDATA CS_GET のみ カーソル更新カラム

SRV_KEYDATA CS_GET のみ カーソル・キー・データ

SRV_ERRORDATA CS_SET のみ 拡張エラー・データ

SRV_DYNDATA CS_SET または 
CS_GET

動的 SQL データ

SRV_NEGDATA CS_SET または 
CS_GET

ネゴシエーション・ログイン・
データ

SRV_MSGDATA CS_SET または 
CS_GET

MSG パラメータ

SRV_LANGDATA CS_GET のみ 言語パラメータ

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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** EX_SRV_DESCFMT
**
**     Example routine used to get an RPC parameter description.
**
** Arguments:
**
**     spp          A pointer to an internal thread control
                     structure.
**     item         The parameter number we’re looking for.
**     dp           The address of a CS_DATAFMT to be filled with
 **                  the parameter’s description.
**
** Returns:
**          CS_SUCCEED if the description was obtained, or
 **          CS_FAIL if an error was detected.
*/
CS_RETCODE      ex_srv_descfmt(sp, item, dp)
SRV_PROC        *sp;
CS_INT          item;
CS_DATAFMT      *dp;
{
     /*
     ** Call srv_descfmt to get the RPC parameter description.
     */
     if( srv_descfmt(sp, CS_GET, SRV_RPCDATA, item, dp) ==
           CS_FAIL )
     {
          /*
          ** An error was al&ready raised.
          */
          return CS_FAIL;
     }

     /*
     ** All done.
     */
     return CS_SUCCEED;
}

使用法 • srv_descfmt は、さまざまなカラムやパラメータのフォーマットを
記述します。詳細については、「CS_DATAFMT 構造体」(57 ペー
ジ ) を参照してください。
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• クライアントにローやパラメータを送信する場合 (CS_SET)、クラ
イアントへのデータの表示方法を記述するために srv_descfmt  を呼
び出します。クライアントからパラメータを受け取る場合 
(CS_GET)、クライアントがデータを送信したときのフォーマット
の記述を取得するために srv_descfmt を呼び出します。このクライ
アントのフォーマット情報については、リモート・サーバに渡せ
るように、ゲートウェイ・アプリケーションが保存する場合があ
ります。

• srv_descfmt ルーチンは、次の表に示す CS_DATAFMT フィールド
に対して、読み取り (CS_GET) や設定 (CS_SET) を行います。他の
すべてのフィールドは、srv_descfmt には未定義です (“clfmtp” は
構造体を指すポインタであることに注意してください )。

表 3-39：使用される CS_DATAFMT フィールド (srv_descfmt)

• CS_DATAFMT 構造体で記述されたフォーマット (clfmtp) が、その
後に続く srv_bind の呼び出しで記述されるフォーマット (osfmtp) 
と異なる場合、Open Server は、cmd が CS_SET のときにはクライ
アント・フォーマット (clfmtp) に、cmd が CS_GET のときにはア
プリケーション・フォーマット (osfmtp) に、自動的に変換されま
す。

• データ・ストリームの各カラムやパラメータが一度記述されバイ
ンドされたら、プログラム変数のデータをクライアントに送った
り、クライアントからのデータでプログラム変数を更新したりす
るために、srv_xferdata を呼び出してください。

• SRV_NEGDATA パラメータは、srv_negotiate が返ったあとで、ネ
ゴシエーション・ログイン・オペレーションの一環として送信ま
たは受信できるようになります。

• キー・カラム番号は、ローのキー・カラム番号に対応します。

フィールド CS_SET CS_GET

clfmtpnamelen 名前の長さ 名前の長さ

clfmtpstatus パラメータ／カラム・
ステータス

パラメータ・ステータス

clfmtpname パラメータ／カラム名 パラメータ名

clfmtp datatype リモート・データ型を
ここに設定

リモート・データ型をここ
から取得

clfmtp maxlength リモート・データ型の
大長をここに設定

リモート・データ型の 大
長をここから取得

clfmtp format リモート・データ型の
フォーマット

リモート・データ型の
フォーマット
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参照 srv_bind, srv_cursor_props,srv_dynamic, srv_msg, srv_negotiate, 

srv_numparams, srv_sendinfo, srv_xferdata, 「CS_DATAFMT 構造体」(57 
ページ )

srv_dynamic
説明 クライアントの動的 SQL コマンドを読み込む、またはコマンドに応

答します。

構文 CS_RETCODE srv_dynamic(spp, cmd, item, bufp,

                          buflen, outlenp)

SRV_PROC *spp;
CS_INT                 cmd;
 CS_INT                 item;
CS_VOID            *bufp
CS_INT buflen;
CS_INT              *outlenp

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

cmd
動的コマンドがクライアントから読み出されているのか、クライア
ントに送られているのかを示します。表 3-40 に、cmd の有効値を
示します。

表 3-40： cmd の値 (srv_dynamic)

item
どのような情報が送信または取得されているのかを示します。
表 3-41 に、item の有効値を示します。

値 説明

CS_SET srv_dynamic は、動的コマンドの応答をクライアントに返す。

CS_GET srv_dynamic は、動的コマンドをクライアントから読み出す。
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表 3-41： tem の値 (srv_dynamic)

bufp
item 値が返される (CS_GET) か、設定される (CS_SET) バッファへ
のポインタです。

buflen
*bufp バッファのバイト単位の長さです。表 3-42 に、必要なバッ
ファ・サイズを示します。

表 3-42：必要なバッファ・サイズ (srv_dynamic)

outlenp
クライアントからデータを取得しているときに (cmd は CS_GET) 
*bufp にコピーされたデータの実際の長さに設定された整数変数へ
のポインタです。cmd が CS_SET の場合には、この引数は必要では
ありません。

戻り値 表 3-43：戻り値 (srv_dynamic)

例

#include          <ospublic.h>
/*

値 意味

SRV_DYN_TYPE 実行されている動的オペレーションの種類

SRV_DYN_IDLEN 動的文の ID の長さ

SRV_DYN_ID 動的文の ID
SRV_DYN_STMTLEN 動的文の長さ

SRV_DYN_STMT 準備または実行されている動的文

値 要求されるフォーマット ( サイズ )
SRV_DYN_TYPE (CS_INT) のサイズ

SRV_DYN_IDLEN (CS_INT) のサイズ

SRV_DYN_ID 可変。まず item を CS_DYN_IDLEN に設定して 
srv_dynamic を呼び出して長さを確定し、それに合った
バッファ・サイズを割り付ける。

SRV_DYN_STMT
LEN

(CS_INT) のサイズ

SRV_DYN_STMT 可変。まず item を CS_DYN_STMTLEN に設定して 
srv_dynamic を呼び出して長さを確定し、それに合った
バッファ・サイズを割り付ける。

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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 ** Local Prototype
 */
extern CS_RETCODE                ex_srv_dynamic PROTOTYPE((
CS_VOID     *spp,
CS_INT      *optypep
));
/* 
 ** EX_SRV_DYNAMIC
**
**    Example routine to retrieve dynamic operation type from a
 **    client.
**
** Arguments:
**    spp      Thread control structure.
**    optypep  Dynamic operation type.
**
** Returns:
**
**    CS_SUCCEED   Dynamic information was retrieved
 **                 successfully.
**     CS_FAIL        An error was detected.
 */
CS_RETCODE      ex_srv_dynamic(spp, optypep)
SRV_PROC                *spp;
CS_INT     *optypep;
{
CS_INT          outlen;

    if(srv_dynamic(spp, CS_GET, SRV_DYN_TYPE, optypep,
         sizeof(*optypep), &outlen) == CS_FAIL)
    {
        return(CS_FAIL);
    }
    return (CS_SUCCEED);
}

使用法 • srv_dynamic ルーチンでは、Open Server アプリケーションが動的 
SQL コマンドを読み込んだり、応答を送ることができます。

• 有効なオペレーションの種類 (SRV_DYN_TYPE) は、次に示すと
おりです。

CS_PREPARE － 文を準備します (CS_GET のみ )。

CS_DESCRIBE_INPUT － 現在の準備文に使用する入力パラメー
タ・フォーマットを要求します (CS_GET のみ )。
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CS_DESCRIBE_OUTPUT － 現在の準備文に使用するカラム・
フォーマットを要求します (CS_GET のみ )。

CS_EXECUTE － 準備文を実行します (CS_GET のみ )。

CS_EXEC_IMMEDIATE － パラメータがなく結果を返さない、準
備されていない文を実行します (CS_GET のみ )。

CS_DEALLOC － 準備文の割り付けを解除します (CS_GET のみ )。

CS_ACK － クライアントからの動的 SQL コマンドに応答します 
(CS_SET のみ )。

• クライアントから受け取る動的コマンドはすべて、
SRV_DYNAMIC イベントをトリガします。その時点で、Open 
Server アプリケーションは、各クライアント動的コマンドに応答
してオペレーション・タイプ、文の ID および文を取得し保存す
るために srv_dynamic を呼び出すことが可能になり、type を 
CS_ACK に設定して srv_dynamic 呼び出しを発行することによっ
て、クライアント通信に応答することができます。

• SRV_DYNAMIC ハンドラ以外の、いかなるハンドラにおいても 
srv_dynamic を呼び出すとエラーが発生します。

• CS_ACK が、唯一設定可能な動的オペレーション・タイプです 
(cmd を CS_SET に設定 )。

• CS_PREPARE、CS_DESCRIBE_INPUT、
CS_DESCRIBE_OUTPUT、CS_EXECUTE、
CS_EXEC_IMMEDIATE、そして CS_DEALLOC のみが、取得可能
な動的オペレーション・タイプです (cmd を CS_GET に設定 )。

• 完全な動的 SQL 応答をクライアントに送ることは、ID 長、ID、
オペレーション・タイプを渡すことによって行われます。このた
めには、srv_dynamic に対する 3 つの個別の呼び出しが必要です。
たとえば、文の ID のみを設定して srv_senddone を呼び出すと、エ
ラーとなります。唯一の例外が、オペレーション・タイプが 
CS_EXEC_IMMEDIATE の場合で、これには関連する文の ID があ
りません。

• パラメータ・データ・フォーマットおよび出力フォーマットは、
CS_PREPARE 動的コマンドに応答して、type 引数を 
SRV_DYNDATA にして srv_descfmt と srv_xferdata を使用して、ク
ライアントに送信することができます。これはアプリケーション
が単にフォーマットを送信しているだけなので、srv_bind は必要
ではないことに注意してください。
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• Open Server アプリケーションは、クライアントが CS_EXECUTE 
動的コマンドに続いて送信したパラメータ・データを、type 引数
を SRV_DYNDATA にして srv_descfmt、srv_bind、srv_xferdata を使
用して、取得し保存します。パラメータの数は、アプリケーショ
ンが srv_numparams を使用して決めます。

• アプリケーションは、type 引数を SRV_ROWDATA にした状態で、
srv_descfmt、srv_bind、および srv_xferdata を使用して 
CS_EXECUTE 動的 SQL コマンドに応答し、動的 SQL 結果ローを
クライアントに送信します。

• CS_EXEC_IMMEDIATE の動的 SQL コマンドは、クライアントが
パラメータなしで文を実行し、結果として DONE のみを受け取る
ことを希望していることを示しています。この文は 
CS_EXEC_IMMEDIATE コマンド・ストリームに含まれ、
SRV_DYN_STMT を介してアクセスすることが可能です。文は前
もって準備されておらず ( 文の ID 長 (SRV_DYN_IDLEN) は 0 にな
る )、SRV_DYNAMIC イベント・ハンドラが終了すると、存在し
なくなります。

参照 srv_bind, srv_descfmt, srv_numparams, srv_xferdata, 「動的 SQL」(90 
ページ )

srv_envchange
説明 環境の変化をクライアントに通知します。

構文 CS_RETCODE srv_envchange(spp, type, oldvalp
            oldvallen, newvalp, newvallen)

SRV_PROC *spp;
CS_INT type;
CS_CHAR *oldvalp;
CS_INT     oldvallen
CS_CHAR *newvalp;
CS_INT newvallen

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

type
変更されている環境です。現在、有効値は SRV_ENVDATABASE と 
SRV_ENVLANG のみで、それぞれ、現在のデータベース名と各国
言語を表します。
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oldvalp
古い値が格納されている文字列へのポインタです。NULL の場合も
あります。ポインタの長さは、バイト数で oldvallen に保存されま
す。

oldvallen
*oldvalp の文字列の長さをバイト数で示したものです。長さが 
CS_NULLTERM の場合は、*oldvalp の文字列は NULL で終了しま
す。また、CS_UNUSED の場合は、*oldvalp の文字列が NULL であ
ることを示しています。

newvalp
環境変数の新しい値が格納されている文字列へのポインタです。
NULL の場合もあります。ポインタの長さは、バイト数で 
newvallen に保存されます。

newvallen
*newvalp の文字列の長さをバイト数で示したものです。長さが 
CS_NULLTERM の場合は、newvalp の文字列は NULL で終了しま
す。また、CS_UNUSED の場合は、*newvalp の文字列が NULL であ
ることを示しています。

戻り値 表 3-44：戻り値 (srv_envchange)

例

#include          <ospublic.h>
/*
 ** Local Prototype.
 */
CS_RETCODE  ex_srv_envchange PROTOTYPE((
SRV_PROC        *spp
));
/*
 ** EX_SRV_ENVCHANGE
**
**    Example routine to notify the client of an environment
 **                   change.
**
** Arguments:
**     spp     A pointer to an internal thread control structure.
**
** Returns:

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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**     CS_SUCCEED    Succesfully notified client of environment
 **                   change.
**     CS_FAIL        An error was detected.
**
*/
CS_RETCODE   ex_srv_envchange(spp)
SRV_PROC                *spp;
{
    CS_RETCODE retval;
    /*
     ** Notify the client that we’ve changed the database
     ** from “master” to “pubs2”.
     */
    retval = srv_envchange(spp, SRV_ENVDATABASE, “master”,
             CS_NULLTERM, “pubs2”, CS_NULLTERM);
    return (retval);
}

使用法 • さまざまな環境変数を設定できます。Open Server では一部の環境
変数が自動的に処理されますが、自動処理されない環境変数につ
いては Open Server アプリケーションが処理する必要があります。
現行バージョンのアプリケーションにできることは、現在のデー
タベースや各国言語に関する変更をクライアントに通知すること
だけです。

• これらの値が変わるたびに、Open Server は Open Server アプリ
ケーションのエラー・ハンドラを呼び出します。Open Server アプ
リケーションが srv_envchange によってこれを変更することも、
Open Server が内部コードを使用して変更することもできます。ま
た、その両方も可能です。エラー・ハンドラに渡されるエラー番
号は、これらの値のどれかが変わるときにクライアントに返送さ
れる Adaptive Server Enterprise メッセージ番号です。これにより、
クライアント・アプリケーションは、クライアントが Open Server 
または Adaptive Server Enterprise のいずれに接続しているかに関係
なく、同じメッセージ番号を変更値に一致させることができま
す。表 3-45 に、メッセージ番号と、それぞれの変更値に相当する 
oserror.h #define を示します。
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表 3-45：環境変数 (srv_envchange)

srv_event
説明 スレッドの要求処理キューに、イベント要求を追加します。

構文 CS_INT srv_event(spp, event, datap)

SRV_PROC *spp;
CS_INT event;
CS_VOID      *datap;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

event
クライアントのイベント・キューに追加するイベント用のトークン
です。定義されたイベントのリストについては、「イベント」(100 
ページ ) を参照してください。

datap
Open Server プログラマによって提供されたデータへのポインタ 
(CS_VOID) です。アプリケーションは、イベント・ハンドラ内か
ら、property を SRV_T_EVENTDATA に設定して srv_thread_props を
呼び出すことによって、データを取得することができます。

戻り値 表 3-46：戻り値 (srv_event)

例

#include          <ospublic.h>
/*
 ** Local Prototype
 */
CS_RETCODE   ex_srv_event PROTOTYPE((
SRV_PROC               *spp,
CS_INT       event,

変更される値 メッセージ番号 oserror.h の #define

現在のデータベース 5701 SQLSRV_ENVDB

各国言語 5703 SQLSRV_ENVLANG

戻り値 意味

要求されたイベントのための
トークン

Open Server が新しいイベントを追
加した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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CS_VOID     *datap
));
/* 
 ** EX_SRV_EVENT
**
**    Example routine to queue an event request to an Open Server
 **    thread’s request-handling queue.
**
**    Note that if the event is an user-defined one, it
 **    must have been defined earlier using srv_define_event.
**
** Arguments:
**    spp        A pointer to a control structure for an Open
 **               Server thread.
**    event      The token for the event to be added to the queue.
**    datap      Data pointer.
**
** Returns:
**
**    CS_SUCCEED    The event was queued successfully
**     CS_FAIL        An error was detected.
*/
CS_RETCODE  ex_srv_event(spp, event, datap)
SRV_PROC                *spp;
CS_INT      event;
CS_VOID     *datap;
{
    if (srv_event(spp, event, datap) == CS_FAIL)
        return(CS_FAIL);
    else
        return (CS_SUCCEED);
}

使用法 • 特定のクライアント・スレッドのイベント・キューに、イベント
要求を追加します。通常、イベント要求は、クライアント・アプ
リケーションからの Client-Library 呼び出しなどで自動的にイベン
ト要求キューに追加されます。ただし、Open Server プログラマ
は、srv_event を使用して具体的に要求を追加できます。

srv_event を使用して、次のイベントをイベント・キューに追加で
きます。

• SRV_DISCONNECT

• SRV_URGDISCONNECT 

• SRV_STOP
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• ユーザ定義のイベント

• srv_handle は、イベント発生時にどのイベント・ハンドラを呼び
出すかを Open Server に通知します。特定のイベントについてハン
ドラが定義されていない場合は、デフォルトの Open Server イベン
ト・ハンドラが呼び出されます。

• SRV_URGDISCONNECT イベントは、Open Server アプリケーショ
ンの SRV_DISCONNECT イベント・ハンドラを呼び出します。

• SRV_URGDISCONNECT イベントは、緊急イベントとしてキュー
イングされます。そのため、切断イベントは、すでにキューイン
グされているイベントよりも優先され、スレッドのイベント・
キューの先頭に配置されます。これは、Open Server スレッドを即
刻中止する場合に役立ちます。

• ユーザ定義のイベントの場合は、トリガ可能となる前に、まず 
srv_define_event で定義する必要があります。

• srv_event  は、SRV_STOP または SRV_START 以外のイベントをス
レッドのイベント・キューに追加します。SRV_STOP または 
SRV_START イベントの場合、spp は、イベントを要求しているス
レッドの内部スレッド制御構造体を指します。

• Open Server アプリケーションは、I/O として機能するルーチンを
ユーザ定義イベント内からは呼び出せません。

 警告！割り込みレベルのコードでは、srv_event ではなく 
srv_event_deferred を使用します。

参照 srv_define_event, srv_handle, srv_event_deferred, srv_thread_props, 「イベ
ント」(100 ページ ) 

srv_event_deferred
説明 非同期イベントの結果として、スレッドのイベント・キューにイベン

ト要求を追加します。

構文 CS_INT srv_event_deferred(spp, event, datap)

SRV_PROC *spp;
CS_INT event;
CS_VOID      *datap;
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パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

event
スレッドのイベント・キューに追加するイベントです。

datap
Open Server プログラマによって提供されたデータへのポインタ 
(CS_VOID) です。アプリケーションは、イベント・ハンドラ内か
ら、property を SRV_T_EVENTDATA に設定して srv_thread_props を
呼び出すことによって、データを取得することができます。

戻り値 要求されたイベントを返します。エラーの場合は、-1 が返されます。

表 3-47：戻り値 (srv_event_deferred)

例

#include          <ospublic.h>
/*
 ** Local Prototype
 */
CS_RETCODE   ex_srv_event_deferred PROTOTYPE((
SRV_PROC               *spp,
CS_INT       event,
CS_VOID     *datap
));
/* 
 ** EX_SRV_EVENT_DEFERRED
**    Example routine to queue up a deferred event using
 **    srv_event_deferred.A deferred event request will
 **    typically be made from within interrupt-level code.
** Arguments:
**    spp       A pointer to the internal thread control
 ** structure.
**    event     The event to add to the thread’s queue.
**    datap     A pointer to data to attach to the event.
** Returns:
**    CS_SUCCEED    The event was sucecssfully queued.
**     CS_FAIL        An error was detected.
 */
CS_RETCODE          ex_srv_event_deferred(spp, event, datap)
SRV_PROC                *spp;

戻り値 意味

要求されたイベントのための
トークン

Open Server が新しいイベントを
追加した。

-1 ルーチンが失敗。
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CS_INT      event;
CS_VOID     *datap;
{
      /*
      ** Add a deferred event to the event queue.
      */
     if (srv_event_deferred(spp, event, datap) == -1)
     {
            return(CS_FAIL);
      }
     return (CS_SUCCEED);
}

使用法 • srv_event_deferred は、たとえば UNIX におけるシグナルの配信な
どのように、割り込みレベル・コードからスレッドのイベント・
キューにイベント要求を追加します。イベント要求は、
srv_event_deferred が呼び出されたときに、Open Server の内部的な
重要な機能が実行中の場合は、それらがすべて終了するまで遅延
されます。

• Open Server アプリケーションによっては、割り込みレベル・コー
ドからイベントを発生させることができなければなりません。た
とえば、アテンション・ハンドラ内でイベントを発生させたい場
合や、Open Server アプリケーション・コードでアラーム・シグナ
ルを使用している場合は、srv_event の代わりに srv_event_deferred 
を使用する必要があります。 srv_event_deferred は、リンクされた
リストの更新や内部的なハウスキーピング実行などの重要な機能
が、イベント要求が実行される前に完了することを保証します。

 警告！割り込みレベルのコードでは、srv_event ではなく 
srv_event_deferred を使用します。

• Open Server は通常、スレッドのイベント要求キューに自動的にイ
ベント要求を追加します。ただし、srv_event_deferred で具体的な
要求を追加することもできます。

• 次のイベントは、srv_event_deferred でイベント・キューに追加で
きます。

• SRV_DISCONNECT

• SRV_URGDISCONNECT

• SRV_STOP

• ユーザ定義のイベント
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• srv_handle は、イベント発生時にどのイベント・ハンドラを呼び
出すかを Open Server に通知します。特定のイベントについてハン
ドラが定義されていない場合は、デフォルトの Open Server イベン
ト・ハンドラが呼び出されます。

• ユーザ定義のイベントの場合は、トリガ可能となる前に、まず 
srv_define_event で 定義する必要があります。

• srv_event  は、SRV_STOP または SRV_START 以外のイベントをス
レッドのイベント・キューに追加します。SRV_STOP または 
SRV_START イベントの場合、spp は、イベントを要求しているス
レッドの内部スレッド制御構造体を指します。

• Open Server アプリケーションは、I/O として機能するルーチンを
ユーザ定義イベント内からは呼び出せません。

参照 srv_define_event, srv_event, srv_handle, srv_thread_props, 「イベント」
(100 ページ )

srv_free
説明 割り付けられているメモリを解放します。

構文 CS_RETCODE srv_free(mp)

CS_VOID *mp;

パラメータ mp
解放するメモリを指すポインタです。

戻り値 表 3-48：戻り値 (srv_free)

例

#include          <ospublic.h>
/*
 ** Local Prototype
 */
CS_RETCODE ex_srv_free PROTOTYPE((
CS_BYTE   *p
));
/* 

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。



第 3 章    ルーチン

Server-Library/C リファレンス・マニュアル 319

 ** EX_SRV_FREE
**
**   Example routine to free memory allocated through srv_alloc.
**
** Arguments:
**        p - The address of the memory block to be freed.
**
** Returns:
**
**   CS_SUCCEED      Memory was freed successfully.
**     CS_FAIL        An error was detected.
*/
CS_RETCODE     ex_srv_free(p)
CS_BYTE        *p;
{
    /*
    ** Free the memory block.
    */
    if( srv_free(p) == CS_FAIL )
    {
        return CS_FAIL;
    }
    return CS_SUCCEED;
}

使用法 • srv_free は、srv_alloc、srv_init、または srv_realloc で割り付けられた
メモリを解放する場合にのみ使用します。

• 現行バージョンでは、srv_free は C ルーチンである free を呼び出し
ます。しかし、Open Server アプリケーションでは、srv_props ルー
チンを使用して独自のメモリ管理ルーチンをインストールするこ
とができます。ユーザ・インストールのルーチンのパラメータ転
送規則は、free のものと同一でなければなりません。ユーザ・イ
ンストールのルーチンを使用できるようにアプリケーションが設
定されていない場合は、free を使用してください。

参照 srv_alloc, srv_props, srv_realloc, srv_init

srv_freeserveraddrs
説明 srv_getserverbyname によって割り付けられたメモリを解放します。

構文 CS_RETCODE srv_freeserveraddrs(void *resultptr)
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パラメータ resultptr
srv_getserverbyname によって返されるメモリへのポインタです。

戻り値 表 3-49：戻り値 (srv_freeserveraddrs)

参照 srv_getserverbyname, srv_send_ctlinfo

srv_get_data
説明 text、unitext、または image パラメータ・ストリームをまとまった単位

でクライアントから読み込みます。

構文 CS_RETCODE srv_get_data(spp, bp, buflen, outlenp)

SRV_PROC *spp;
CS_BYTE *bp;
CS_INT buflen;
CS_INT *outlenp;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

bp
クライアントからのデータが格納されているバッファへのポインタ
です。

buflen
それぞれのチャンクで何バイトが転送されたかを示す *bp ポインタ
のサイズです。

outlenp
*bp バッファに読み込まれたバイト数が、このパラメータに返され
ます。

戻り値 意味

CS_SUCCEED srv_freeserveraddrs の呼び出しを正常に実行した。

CS_FAIL resultptr が NULL であるか、割り付け解除に失敗し
た。



第 3 章    ルーチン

Server-Library/C リファレンス・マニュアル 321

戻り値 表 3-50：戻り値 (srv_get_data)

srv_get_text
説明 連続したデータとして、text または image のデータ・ストリームをク

ライアントから読み込みます。

構文 CS_RETCODE srv_get_text(spp, bp, buflen, outlenp)

SRV_PROC *spp;
CS_BYTE *bp;
CS_INT buflen;
CS_INT *outlenp;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

bp
クライアントからのデータが格納されているバッファへのポインタ
です。

buflen
*bp ポインタのサイズです。このサイズは、連続して転送される 1 
つのデータのまとまりをバイト数で示したものです。

outlenp
*bp バッファに読み込まれたバイト数が、このパラメータに返され
ます。

戻り値 意味

CS_SUCCEED srv_get_data が正常に実行されました。保留中の
データがさらにあります。

CS_FAIL ルーチンが失敗。

CS_END_DATA srv_get_data が text、unitext、または image パラメータ
全体の読取を完了しました。
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戻り値 表 3-51：戻り値 (srv_get_text)

例

#include          <ospublic.h>
#include <stdio.h>
/*
 ** Local Prototype
 */
CS_RETCODE    ex_srv_get_text        PROTOTYPE((
SRV_PROC               *spp,
CS_INT        *outlenp,
CS_BYTE       *bbuf
));
/*
 ** EX_SRV_GET_TEXT
 **
**    Example routine to read chunks of text or image datastream
 **    from a client into a buffer and then write it to a disk
 **   file.
**
** Arguments:
**
**    spp        Pointer to thread control structure.
**    outlenp    Number of bytes read and written.
**    bbuf       Pointer to very large buffer for text.
**
** Returns
**
**    CS_SUCCEED    The data was successfully read.
**     CS_FAIL        An error was detected.
 **
 */
#define    BUFSIZE     256
#define    FPUTS(a,b)      fputs(a,b)
CS_RETCODE  ex_srv_get_text(spp,outlenp,bbuf)
SRV_PROC                *spp;
CS_INT      *outlenp;
CS_BYTE     *bbuf;
{
   CS_INT       llen;    /* Local length.*/

戻り値 意味

CS_SUCCEED srv_get_text の呼び出しを正常に実行した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。

CS_END_DATA Open Server が text または image データ・ストリーム
全体を読み込んだ。
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    CS_INT       lout;    /* Local read count.*/
    CS_RETCODE   lret;    /* Local return code.*/
    CS_BYTE      *lbufp;    /* Local pointer into bbuf.*/
   /* Check arguments.*/
   if(bbuf == (CS_VOID *)0)
      return(CS_FAIL);
   if(spp == (SRV_PROC *)0)
      return(CS_FAIL);
   llen = BUFSIZE;
   lbufp = bbuf;
   /*
    ** Loop around getting data and copy it to bbuf.
    */
   while(lret != CS_END_DATA)
   {
        (CS_VOID)srv_bzero(lbufp,BUFSIZE);
        lout = 0;
        lret = srv_get_text(spp, lbufp, llen, &lout);
        if(lret == CS_FAIL)
            break;
        *outlenp += lout;
        lbufp += lout;
    }
    if(lret == CS_END_DATA)
        return (CS_SUCCEED);
    else
        return(lret);
}

使用法 • srv_get_text は、クライアントからバルク・データを読むために使
用します。バルク・データは、text や image でも可能です。

• クライアントからのバルク・データがすべて読み込まれるまで、
srv_get_text を呼び出し続けなければなりません。データ・スト
リーム全体が読み込まれると、CS_END_DATA を返します。

• srv_get_text は、SRV_BULK イベント・ハンドラからのみ呼び出す
ことができます。

• srv_get_text で読み込まれたカラムは、text または image でなけれ
ばなりません。

• Open Server アプリケーションは、データ・ストリームに対して初
めて srv_get_text を呼び出す前に、srv_text_info を呼び出す必要があ
ります。次に、アプリケーションは、データ・ストリームを取得
するために srv_get_text  を呼び出します。カラム全体を読み込むた
めに必要な回数だけ、srv_get_text が呼び出されます。
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• Open Server は、text と image のデータ・ストリームを同等に扱い
ますが、例外として、text データだけを Open Server アプリケー
ションに送る前に変換します。Open Server が行う唯一の変換は、
文字セット変換です。

参照 srv_bind, srv_descfmt, srv_send_text, srv_text_info, srv_thread_props, 

srv_xferdata, 「国際化サポート」(111 ページ ), 「text と image」(225 
ページ )

srv_getloginfo
説明 リモート・サーバとのパススルー接続の準備のために、クライアン

ト・スレッドからログイン情報を取得します。

構文 CS_RETCODE srv_getloginfo(spp, loginfo)

SRV_PROC *spp;
CS_LOGINFO       **loginfo;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

loginfo
新しく割り当てられた CS_LOGINFO 構造体のアドレスに設定され
る CS_LOGINFO ポインタへのポインタです。

戻り値 表 3-52：戻り値 (srv_getloginfo)

例

#include          <ospublic.h>
/*
 ** Local Prototype
 */
extern CS_RETCODE   ex_srv_getloginfo PROTOTYPE((
CS_VOID     *spp,
CS_VOID             **loginfopp
));
/* 
 ** EX_SRV_GETLOGINFO
**

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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**    Example routine to retrieve the client’s login structure.
**
** Arguments:
**    spp      Thread control structure.
**   loginfopp  A pointer to client’s login record returned here.
**
** Returns:
**
**    CS_SUCCEED    Login structure was retrieved successfully.
**     CS_FAIL        An error was detected.
*/
CS_RETCODE ex_srv_getloginfo(spp, loginfopp)
SRV_PROC                *spp;
CS_LOGINFO **loginfopp;
{
    /* Initialization.*/
    *loginfopp = (CS_LOGINFO *)NULL;
    if(srv_getloginfo(spp, loginfopp) == CS_FAIL)
    {
        return(CS_FAIL);
    }
    return (CS_SUCCEED);
}

使用法 • srv_getloginfo は、パススルー・モードを使うゲートウェイ・アプ
リケーションで使用します。パススルー・モードにおいては、
ゲートウェイ・アプリケーションはプロトコルを解釈することな
く、クライアントとリモート Sybase サーバ間でパケットを相互に
渡します。

• クライアントが直接サーバに接続する場合は、2 つのプログラム
は、データの送受信に使用するプロトコル・フォーマットをネゴ
シエートします。ゲートウェイ・アプリケーションでプロトコ
ル・パススルーを使用すると、Open Server は、クライアントとリ
モート・サーバ間でプロトコル・パケットを相互に渡します。つ
まり、クライアントとリモート・サーバは、プロトコル・バー
ジョンについては一致していなければなりません。

• srv_getloginfo は、クライアントとリモート・サーバ間のプロトコ
ル・フォーマットのネゴシエーションを可能にする 4 つの呼び出
しの 初のものです ( そのうち 2 つは CS-Library 呼び出しです )。
これらの呼び出しは、SRV_CONNECT イベント・ハンドラにおい
てのみ行えます。次にその呼び出しを示します。

a srv_getloginfo － CS_LOGINFO 構造体を割り付け、クライアン
ト・スレッドからのプロトコル情報を取り込みます。



srv_getmsgq 

326  Open Server

b ct_setloginfo － 手順 1 で取得したプロトコル情報を使用して 
CS_LOGINFO 構造体を準備し、ct_connect を使用してリモー
ト・サーバにログインします。

c ct_getloginfo － CS_CONNECTION 構造体から、新しく割り付
けられた CS_LOGINFO 構造体にプロトコル・ログイン応答情
報を転送します。

d srv_setloginfo － 手順 3 で取得したリモート・サーバの応答を
クライアントに送信し、CS_LOGINFO 構造体を解放します。

参照 srv_recvpassthru, srv_sendpassthru, srv_setloginfo 

srv_getmsgq
説明 メッセージ・キューから次のメッセージを取得します。

構文 CS_RETCODE srv_getmsgq(msgqid, msgp, getflags, infop)

SRV_OBJID msgqid;
CS_VOID       **msgp;
CS_INT          getflags;
CS_INT         *infop;

パラメータ msgqid
メッセージを取得するためのメッセージ・キューの識別子です。
メッセージ・キューを名前で参照するには、メッセージ・キュー 
ID を取得するための名前を使って srv_getobjid を呼び出します。

msgp
srv_getmsgq がメッセージのアドレスに設定するポインタ変数への
ポインタです。

getflags
getflags の値は、論理和をとることができます。表 3-53 に、getflags 
の有効値とその意味を示します。
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表 3-53： getflags の値 (srv_getmsgq)

infop
CS_INT を指すポインタです。表 3-54 に、srv_getmsgq が CS_FAIL 
を返す場合に *infop に返される可能性がある値を示します。

表 3-54： infop の値 (srv_getmsgq)

戻り値 表 3-55：戻り値 (srv_getmsgq)

例

#include          <ospublic.h>
/*
 ** Local prototype

値 説明

SRV_M_WAIT メッセージがなければ、メッセージが届けられる
まで srv_getmsgq はスリープする。

SRV_M_NOWAIT メッセージがあるないに関係なく、srv_getmsgq は
即座に戻る。

SRV_M_READ_ONLY srv_getmsgq のデフォルト動作は、メッセージ・リ
ストからメッセージを削除し、そのメッセージが
読み込まれることを待っているスレッドがあれば
それをウェイクアップする。
SRV_M_READ_ONLY が設定された場合は、メッ
セージ・ポインタは返されるがメッセージはリス
トからは削除されず、メッセージを待っているス
レッドはウェイクアップしない。このオプション
は、メッセージ・キューの先頭を確認して、メッ
セージがそのスレッドのためのものかを判断する
ことに使用する。

値 意味

SRV_I_WOULDWAIT SRV_M_NOWAIT フラグが getflags フィールドに
設定されて、読み込むべきメッセージがない。

SRV_I_DELETED メッセージを待っている間に、メッセージ・
キューが削除された。

SRV_I_INTERRUPTED SRV_M_WAIT フラグが getflags フィールドに設定
され、この呼び出しはメッセージが到着する前に
中断された。

SRV_I_UNKNOWN その他のエラーが発生した。メッセージはログ・
ファイルを確認する。

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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 */
CS_VOID    ex_srv_getmsgq PROTOTYPE((
SRV_OBJID  msgqid,
CS_INT     *infop
));
/*
 ** EX_SRV_GETMSGQ
**
**    Example routine to get messages from a message queue.
**
** Arguments:
**    msgqid-    The id of the message queue from which to get
 **               the message.
**
**    infop-     Will hold information about why this routine
 **      failed.Comes directly from srv_getmsg.
** Returns:
**          Nothing.If this routine returns, it is because srv_getmsgq
 **      failed.Check infop to see why it failed.
*/
CS_VOID    ex_srv_getmsgq(msgqid, infop)
SRV_OBJID        msgqid;
CS_INT     *infop;
{
     CS_CHAR   *message;   /* This message is a string.*/
    /*
     ** Loop processing messages.Go to sleep if no messages are
     ** available.
     */
    while (srv_getmsgq(msgqid, (CS_VOID *)&message, SRV_M_WAIT,
             infop)== CS_SUCCEED)
    {
        /* Process message.*/
    }
    /* infop will contain the reason why it failed.*/
    return;
}

使用法 • srv_getmsgq は、メッセージ・キュー msgqid からの次のメッセー
ジのアドレスを *msgp に置きます。

• メッセージを送信したスレッドが、メッセージが読み込まれるま
でスリープするように指定している場合、そのスレッドはウェイ
クアップします。

参照 srv_createmsgq, srv_deletemsgq, srv_getobjid, srv_putmsgq 
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srv_getobjid
説明 指定の名前を持つメッセージ・キューまたはミューテックスのオブ

ジェクト ID を調べます。

構文 CS_RETCODE srv_getobjid(obj_type, obj_namep,

                     obj_namelen, obj_idp, infop)

CS_INT           obj_type;
CS_CHAR      *obj_namep;
CS_INT           obj_namelen;
SRV_OBJID    *obj_idp;
CS_INT         *infop;

パラメータ obj_type
オブジェクトがミューテックス (SRV_C_MUTEX) またはメッセー
ジ・キュー (SRV_C_MQUEUE) のどちらであるかを示します。

obj_namep
オブジェクトの名前が格納されている CS_CHAR バッファへのポイ
ンタです。

obj_namelen
*obj_namep の文字列の長さです。文字列が null で終了する場合、
obj_namelen は CS_NULLTERM とすることもできます。

obj_idp
オブジェクトの識別子を受け取る SRV_OBJID 構造体へのポインタ
です。

infop
CS_INT を指すポインタです。表 3-56 に、srv_getobjid が CS_FAIL を
返す場合に *infop に返される可能性がある値を示します。

表 3-56： infop の値 (srv_getobjid)

戻り値 表 3-57：戻り値 (srv_getobjid)

例

#include          <ospublic.h>

値 意味

SRV_I_NOEXIST オブジェクトは存在しない。

SRV_I_UNKNOWN null オブジェクト名など、他のエラーが生じた。

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。



srv_getobjid 

330  Open Server

/*
 ** Local Prototype
 */
CS_INT    ex_srv_getobjid PROTOTYPE((
CS_INT    obj_type,
CS_CHAR   *obj_name,
SRV_OBJID *obj_idp
));
/*
 ** EX_SRV_GETOBJID
**   An example routine to retrieve the object id for a specified
 **   message queue or mutex name.
** Arguments:
**   obj_type  SRV_C_MUTEX if requesting a mutex object id, and
 **             SRV_C_MQUEUE if requesting a message queue object
                id.
**   obj_name  A null terminated string which specifies the name
 **             of the message queue or the mutex.
**   obj_idp   A pointer to a SRV_OBJID structure that will store
 **             the identifier for the object.
** Returns:
**   CS_SUCCEED    If the object id was retrieved
                    successfully.
**   SRV_I_NOEXIST   If the object does not exist.
** CS_FAIL    If the object was not retrieved due to an error
 */
CS_INT        ex_srv_getobjid(obj_type, obj_name, obj_idp)
CS_INT           obj_type;
CS_CHAR       *obj_name;
SRV_OBJID     *obj_idp;
{
     CS_INT   info;  /* The reason for failure.*/
     CS_INT   status;  /* The return status.*/
    /* Validate the obj_type.*/
     if ( (obj_type != SRV_C_MUTEX) && (obj_type !=
             SRV_C_MQUEUE) )
     {
         return(CS_FAIL);
     }
    /* Make sure that the object name is not null.*/
     if ( obj_name == (CS_CHAR *)NULL )
    {
         return(CS_FAIL);
     }
    /* Ensure that the pointer to the SRV_OBJID is not null */
     if ( obj_idp == (SRV_OBJID *)NULL )
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    {
         return(CS_FAIL);
     }
    /* Get the object id. */
     status = (CS_INT)srv_getobjid( obj_type, obj_name,
              CS_NULLTERM, obj_idp, &info);
    /* Check the status.*/
     if ( (status == CS_FAIL) && (info == SRV_I_NOEXIST) )
    {
         status = SRV_I_NOEXIST;
     }
    return(status);
 }

使用法 Open Server は、メッセージ・キューやミューテックスのユニークなオ
ブジェクト識別子をそれぞれの名前にマップするテーブルを保持して
います。名前が与えられると、srv_getobjid はその識別子を探します。

参照 srv_createmsgq, srv_createmutex, srv_deletemsgq, srv_deletemutex, 
srv_getmsgq, srv_getobjname, srv_lockmutex,srv_putmsgq, 
srv_unlockmutex 

srv_getobjname
説明 指定した識別子を持つ、メッセージ・キューまたはミューテックスの

名前を取得します。

構文 CS_RETCODE srv_getobjname(obj_type, obj_id, obj_namep,
            obj_namelenp, infop)

CS_INT           obj_type;
SRV_OBJID    obj_id;
CS_CHAR      *obj_namep;
CS_INT         *obj_namelenp;
CS_INT       *infop;

パラメータ obj_type
オブジェクトがミューテックス (SRV_C_MUTEX) またはメッセー
ジ・キュー (SRV_C_MQUEUE) のどちらであるかを示します。

obj_id
オブジェクトのユニークな識別子です。
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obj_namep
オブジェクトの名前がコピーされている CS_CHAR バッファへのポ
インタです。バッファのサイズは、オブジェクト名、および null 文
字 (obj_namelenp が NULL の場合 ) を格納できる大きさでなければ
なりません。オブジェクト名の 大長は、null 終了バイトを含めな
い SRV_MAXNAME の文字の長さです。

obj_namelenp
オブジェクトの長さを受け取る CS_INT へのポインタです。
obj_namelenp が NULL の場合、検索された名前は *obj_namep にコ
ピーされ、NULL 文字で終了します。NULL 以外の場合は、
*obj_namep の名前の長さは *obj_namelenp に格納されます。

infop
ID obj_id のオブジェクトが存在しない場合に、SRV_I_NOEXIST に
設定される CS_INT へのポインタです。

戻り値 表 3-58：戻り値 (srv_getobjname)

例

#include          <ospublic.h>
#include <stdio.h>
/*
 ** Local Prototype
 */
CS_RETCODE  ex_srv_getobjname PROTOTYPE((
CS_INT    obj_type,
SRV_OBJID   obj_id
));
/* 
 ** EX_SRV_GETOBJNAME
**    Example routine to illustrate the use of srv_getobjname to
 **    get the name of mutex or message queue with id = obj_id
 **    where obj_id was earlier returned by srv_createmutex or
 **    srv_createmsgq.
** Arguments:
**    obj_type - Type of object; SRV_C_MUTEX or SRV_C_MQUEUE.
**    obj_id   - The unique identifier of the object.
** Returns:
**    CS_SUCCEED            Memory was allocated successfully.
**    CS_FAIL      Memory allocation failure occured.
 */

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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CS_RETCODE   ex_srv_getobjname(obj_type, obj_id)
CS_INT           obj_type;
SRV_OBJID    obj_id;
{
    CS_CHAR      obj_name[SRV_MAXNAME+1];
    CS_INT       obj_namelen;
    CS_INT       info;
    CS_RETCODE     ret;
    /* Get object name.*/
     ret = srv_getobjname(obj_type, obj_id, obj_name,
     &obj_namelen, &info);
    /* Print information depending on retcode */
     switch(ret)
    {
       case CS_FAIL:
         if (info == SRV_I_NOEXIST)
         {
             fprintf(stderr, “%s object with id:%d does not
                     exist￥n”, (obj_type == SRV_C_MUTEX) ?
                     “Mutex” :“Message Queue”, (CS_INT)obj_id);
         }
         else
             fprintf (stderr, “srv_getobjname failed￥n”);
        break;
     case CS_SUCCEED:
         fprintf (stderr, “%s name:%s for id:%d￥n”,
            (obj_type == SRV_C_MUTEX) ?“Mutex” : “Message Queue”,
             obj_name, (CS_INT)obj_id);
         break;
     default:
         fprintf (stderr, “Unknown return code from
                  srv_getobjname￥n”);
        ret = CS_FAIL;
         break;
    }
    return (ret);
 }

使用法 • Open Server では、メッセージ・キューやミューテックスのユニー
クな識別子をメッセージ・キューやミューテックスの名前にマッ
プするテーブルを保持しています。識別子を指定すると、
srv_getobjname によって名前が検索されます。
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• アプリケーションによっては、リファレンス・メッセージ・
キューやミューテックスを、名前で調べた方が便利な場合もあり
ます。ミューテックスやメッセージ・キュー・サービスを使用し
ている識別子を調べるために、srv_getobjid を使用することもでき
ます。

参照 srv_createmsgq,srv_createmutex, srv_deletemsgq, srv_deletemutex, 
srv_getmsgq, srv_getobjid,srv_lockmutex, srv_putmsgq, srv_unlockmutex

srv_getserverbyname
説明 server_name の接続情報を返し、必要に応じてメモリを割り付けます。

srv_getserverbyname によって割り付けたメモリは、srv_freeserveraddrs 
を呼び出すことで解放できます。

構文 CS_RETCODE srv_getserverbyname(CS_CHAR *server_name, CS_INT
namelen, CS_INT querytype, CS_INT result_type, void *resultptr, CS_INT
*result_cnt)

パラメータ server_name
検索するサーバの名前です。

namelen
server_name の長さ。CS_NULLTERM として指定できます。

querytype
server_name に対してマスタ (CS_ACCESS_CLIENT_MASTER) また
はクエリ (CS_ACCESS_CLIENT_QUERY) のエントリを選択します。

result_type
接続情報のデータ・フォーマットを示します。result_type は、
SRV_C_GETADDRS または SRV_C_GETSTRS として指定できます。

resultptr
クエリの結果を保持するために srv_getserverbyname によって割り付
けられるポインタです。resultptr は、クエリ結果のアドレスを受け
取るポインタのアドレスです。

result_cnt
server_name に対して返されるアドレスの数を含む CS_INT へのポ
インタです。
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使用法 result_type は SRV_C_GETADDRS として指定できます。情報は 
CS_TRANADDR 構造体の配列として返されます。または、result_type 
を SRV_C_GETSTRS として指定すると、文字列へのポインタの配列
を network-protocol protocol-address filter-information というフォーマッ
トで返すことができます。たとえば、network-protocol が “tcp”、
protocol-address が “myhost 4000”、filter-information が “ssl” である場
合は、“tcp myhost 4000 ssl” の結果を受け取ります。

参照 srv_freeserveraddrs, srv_send_ctlinfo

srv_handle
説明 Open Server アプリケーションにイベント・ハンドラをインストールし

ます。

構文 SRV_EVENTHANDLE_FUNC (*srv_handle(ssp, event,
                       handler))()

SRV_SERVER                        *ssp;
CS_INT                                    event;
SRV_EVENTHANDLE_FUNC   handler;

パラメータ ssp
Open Server の制御構造体へのポインタです。このパラメータはオ
プションです。下位互換性を提供します。
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event
handler が処理するイベントです。通常の Open Server イベントのリ
ストを次に示します。

• SRV_ATTENTION

• SRV_BULK

• SRV_CONNECT

• SRV_CURSOR

• SRV_DISCONNECT/SRV_URGDISCONNECT

• SRV_DYNAMIC

• SRV_FULLPASSTHRU

• SRV_LANGUAGE

• SRV_MSG

• SRV_OPTION

• SRV_RPC

• SRV_START

• SRV_STOP

ユーザ定義のイベント － ユーザ定義のイベントは、srv_define_event 
を使用して定義されます。

各イベントの詳細については、「イベント」(100 ページ ) を参照し
てください。

ハンドラ
event 要求が生じたときに呼び出す関数へのポインタです。ハンド
ラとして NULL を渡すことによって、デフォルトのイベント・ハン
ドラがインストールされます。

戻り値 表 3-59：戻り値 (srv_handle)

例

#include          <ospublic.h>
/*
 ** Local Prototype
 */

戻り値 意味

イベント処理関数へのポインタ 関数のロケーション。

null ポインタ ルーチンが失敗。
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extern CS_RETCODE  ex_srv_handle PROTOTYPE((
SRV_EVENTHANDLE_FUNC       funcp
));
/* 
 ** EX_SRV_HANDLE
**   Install a SRV_START handler.
** Arguments:
**    funcp  Handler to install.
** Returns:
**    CS_SUCCEED   Start handler was installed successfully.
 **     CS_FAIL        An error was detected.
 */
CS_RETCODE               ex_srv_handle(funcp)
SRV_EVENTHANDLE_FUNC     funcp;
{
    if(srv_handle((SRV_SERVER *)NULL, SRV_START, funcp) ==
         CS_FAIL )
    {
        return(CS_FAIL);
    }
    return (CS_SUCCEED);
}

使用法 • srv_handle は、Open Server が特定のイベントの処理要求を受けた
場合、Open Server に特定の関数を呼び出すように通知します。

• Open Server は、1 つの引数を使って handler を呼び出します。

下記のイベントの場合、イベント・ハンドラの引数として、Open 
Server 制御構造体へのポインタが必要です。

• SRV_START

• SRV_STOP

下記のイベントの場合、イベント・ハンドラの引数として、ス
レッド制御構造体へのポインタが必要です。

• SRV_ATTENTION

• SRV_BULK

• SRV_CONNECT

• SRV_CURSOR

• SRV_DISCONNECT/SRV_URGDISCONNECT

• SRV_DYNAMIC

• SRV_FULLPASSTHRU
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• SRV_LANGUAGE

• SRV_MSG

• SRV_OPTION

• SRV_RPC

あらゆるユーザ定義のイベント

• 各 Open Server イベントには、既知の名前を持つデフォルト・ハン
ドラがあります。srv_handle でイベント・ハンドラをインストー
ルすると、デフォルト・ハンドラが置換されます。

• イベント・ハンドラは、動的にインストールすることができま
す。次回のイベント発生時に、新しいイベント・ハンドラが呼び
出されます。

• イベント・ハンドラは、CS_SUCCEED を返す必要があります。

参照 srv_define_event, srv_event, srv_event_deferred, 「イベント」(100 ページ ) 

srv_init
説明 Open Server アプリケーションを初期化します。

構文 SRV_SERVER *srv_init(scp, servernamep, namelen)

SRV_CONFIG  *scp;
CS_CHAR     *servernamep;
CS_INT            namelen;

パラメータ scp
すべての Open Server 設定オプションの値を保持する設定構造体で
す。この引数はオプションであり、下位互換性を提供します。

servernamep
Open Server アプリケーション名へのポインタです。指定した名前
は、必要なネットワーク情報を取得するために interfaces ファイル
内で検索されます。Open Server の名前として (CS_CHAR *) NULL 
を使用する場合は、DSLISTEN の値がサーバ名になります。
DSLISTEN が明示的に設定されていない場合には、デフォルトの文
字列 “SYBASE” がサーバ名になります。
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namelen
*servernamep の文字列の長さをバイト数で示したものです。文字列
が (CS_CHAR *) NULL の場合は、namelen は無視されます。文字列
が null で終了する場合、namelen は CS_NULLTERM とすることもで
きます。

戻り値 表 3-60：戻り値 (srv_init)

例

#include          <ospublic.h>
/*
 ** Local prototype.
 */
SRV_SERVER    *ex_srv_init PROTOTYPE((
SRV_CONFIG    *scp
));
/*
 ** EX_SRV_INIT
**
**    Example routine to initialize an Open Server application.
**
** Arguments:
**    scp   -   A pointer to the configuration structure.
 **
** Returns:
**    On success, a pointer to a newly allocated SRV_SERVER
       structure.
**    On failure, NULL.
 **
 */
SRV_SERVER   *ex_srv_init(scp)
SRV_CONFIG       *scp;
{
    SRV_SERVER   *server;
    CS_CHAR      *servername = “EX_SERVER”;
    server = srv_init(scp, servername, CS_NULLTERM);
    return (server);
}

使用法 • サーバは初期化してから srv_run で起動します。

戻り値 意味

 SRV_SERVER ポインタ ルーチンが正常に実行された。

(SRV_SERVER *) NULL ルーチンが失敗。
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• srv_init は Open Server アプリケーションを初期化します。初期化の
過程を構成する主なものは、サーバに必要なデータ構造体の割り
付け、サーバ・ステータスの初期化、およびネットワーク・リス
ナの起動です。

• デフォルト以外の値を指定する場合は、srv_init を呼び出す前に設
定オプションを設定する必要があります。設定可能なオプション
のリストについては、srv_props のページを参照してください。

• ライブラリのバージョン情報とデフォルト国際化値を設定するに
は、srv_version を呼び出してから srv_init を呼び出します。

• SRV_STOP イベントが発生すると、Open Server は SRV_SERVER 
構造体を解放します。SRV_SERVER 構造体を Open Server アプリ
ケーションが解放しないようにしてください。

• interfaces ファイルの指定に関する情報については、srv_props リ
ファレンス・ページを参照してください。詳細については、使用
しているプラットフォームの『Open Client/Server プログラマー
ズ・ガイド補足』を参照してください。

参照 srv_props, srv_run, srv_version

srv_langcpy
説明 クライアントの言語要求を、アプリケーション・バッファにコピーし

ます。

構文 CS_INT srv_langcpy(spp, start, nbytes, bp)

SRV_PROC *spp;
CS_INT           start;
CS_INT           nbytes;
CS_BYTE *bp;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

start
要求バッファの文字のコピーを開始する位置です。要求バッファの

初の文字の位置は、0 番目となります。
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nbytes
コピーする文字数です。nbytes が -1 の場合、srv_langcpy は可能なか
ぎりの文字をコピーします。0 バイトをコピーすることもできま
す。コピーする文字が nbytes に満たない場合は、srv_langcpy は要求
バッファにあるだけの文字をコピーします。

bp
バイトのコピー先となるユーザ提供バッファへの CS_CHAR ポイン
タです。

戻り値 表 3-61：戻り値 (srv_langcpy)

例

#include          <ospublic.h>

/*
** Local Prototype
*/
CS_RETCODE     ex_srv_langcpy PROTOTYPE((
SRV_PROC               *spp,
CS_CHAR        *buf,
CS_INT         size,
CS_INT         *outlen
));

/* 
** EX_SRV_LANGCPY
**
**    Example routine to illustrate the use of srv_langcpy to
 **    copy language commands sent by a client.
**
** Arguments:
**    spp      A pointer to internal thread control structure.
**    buf      A CS_CHAR pointer to buffer for language commands.
**    size     The size of the buffer; A CS_INT.
**    outlen   A pointer to CS_INT; the actual length of
                language query copied to buf is returned here.-1
 **             is returned in case of failure.
**
** Returns:
**
**    CS_SUCCEED   Language request was copied successfully.

戻り値 意味

整数 コピーしたバイト数。

-1 このクライアントから現在の言語要求はない。
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**     CS_FAIL        An error was detected.
*/
CS_RETCODE   ex_srv_langcpy(spp, buf, size, outlen)
SRV_PROC                *spp;
CS_CHAR      *buf;
CS_INT               size;
CS_INT             *outlen;
{
   CS_INT        act_len; /* actual length of language request */

    /* Initialization.*/
    *outlen = (CS_INT)-1;

    /* Get the length of language request.*/
    if ((act_len = srv_langlen(spp)) == -1)
        return(CS_FAIL);

    /* Check to see whether we got a buffer of adequate size.*/
    if (size < (act_len +1))
        return(CS_FAIL);

    /* Copy language commands.*/
    if (srv_langcpy(spp, (CS_INT)0, act_len, buf) <= 0)
        return(CS_FAIL);

    /* Set the actual length copied.*/
    *outlen = act_len;

    return (CS_SUCCEED);
}

使用法 • クライアントから言語要求を受信すると、srv_langcpy は要求バッ
ファの一部を Open Server プログラム変数にコピーできます。送信
先バッファに格納されたコピーは、null で終了します。

• srv_langcpy は、カーソル宣言または更新文において言語文字列の
処理にも使用されます。

 警告！ srv_langcpy は、送信先バッファが 低でも nbytes + 1 のバ
イト数を処理できるサイズがあることを想定します。

• 言語要求バッファの全体の長さを変更するには、srv_langlen を呼
び出します。
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• 要求バッファには、Transact-SQL 文だけでなく、どのような文字
列でも格納できます。文字列の処理は、Open Server アプリケー
ションの責任です。

参照 srv_langlen 

srv_langlen
説明 言語要求バッファの長さを返します。

構文 CS_INT srv_langlen(spp)

SRV_PROC                *spp;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

戻り値 表 3-62：戻り値 (srv_langlen)

例

#include          <ospublic.h>
/*
 ** Local Prototype
 */
CS_RETCODE ex_srv_langlen PROTOTYPE((
SRV_PROC               *spp,
CS_INT    *len
));

/* 
 ** EX_SRV_LANGLEN
**  Example routine to return the length of the language request
 **  buffer using srv_langlen.
**
** Arguments:
**  spp    A pointer to the internal thread control structure.
**  len    Return pointer for the length of the language string.
 **         If there is no language command -1 is returned.
**

戻り値 意味

整数 言語要求バッファの長さをバイト数で示したも
の。

-1 このクライアントから現在の言語要求はない。
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** Returns:
**
**   CS_SUCCEED   Language length was retrieved successfully.
**     CS_FAIL        An error was detected.
 */
CS_RETCODE   ex_srv_langlen(spp, len)
SRV_PROC                *spp;
CS_INT       *len;
{
    /* Retrieve the language length.*/
    if ((*len = srv_langlen(spp)) < 0)
    {
        return(CS_FAIL);
    }
    return (CS_SUCCEED);
}

使用法 • クライアントから言語要求を受信すると、srv_langlen は要求バッ
ファの長さを返します。

• srv_langlen は、カーソル宣言または更新文において言語文字列の
処理にも使用されます。

• 要求バッファの全部または一部は、srv_langcpy でアクセスできま
す。

• 要求バッファは、Transact-SQL 文を含む、どのような文字列でも
含むことができます。文字列の処理は、Open Server アプリケー
ションの責任です。

参照 srv_langcpy 

srv_lockmutex
説明 ミューテックスをロックします。

構文 CS_RETCODE srv_lockmutex(mutex_id, waitflag, infop)

SRV_OBJID       mutex_id;
CS_INT              waitflag;
CS_INT         *infop;

パラメータ mutex_id
srv_createmutex への呼び出しで返されるユニークなミューテックス
識別子です。ミューテックスの名前を指定すると、srv_getobjid の呼
び出しで mutex_id を取得できます。
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waitflag
ミューテックスがただちに付与されない場合は、ミューテックス・
ロックを要求しているスレッドは待っているか、単に戻るかを指定
します。*indp の値は、ロックが付与されたかどうかを示します。
waitflag の有効値は 2 つあります。ロックがただちに付与されない
場合にスレッドが待つことを指定する SRV_M_WAIT と、ロックが
付与されない場合にスレッドが戻ることを指定する 
SRV_M_NOWAIT です。

infop
次の値のいずれかに設定した CS_INT へのポインタです。

SRV_I_SYNC － ロックは同期的に付与されました。つまり、ロッ
クを要求していたスレッドにロックを待機するための中断はありま
せんでした。srv_lockmutex は CS_SUCCEED を返しました。

SRV_I_GRANTED － ロックを要求していたスレッドが中断されて、
他のスレッドがミューテックスのロックを解放するまで待機した後
に、ロックは付与されました。srv_lockmutex は CS_SUCCEED を返
しました。

SRV_I_INTERRUPTED － スレッドはロックを待機している間にア
テンションを受け取りました。ロックは付与されず、srv_lockmutex 
は CS_FAIL を返しました。

SRV_I_WOULDWAIT － waitflag パラメータは SRV_M_NOWAIT に
設定され、スレッドはロックを待機しなければならない状態でし
た。ロックは付与されず、srv_lockmutex は CS_FAIL を返しました。

SRV_I_UNKNOWN － ミューテックスが存在しないなど、その他の
エラーが発生しました。srv_lockmutex は CS_FAIL を返しました。

戻り値 表 3-63：戻り値 (srv_lockmutex)

例

#include          <ospublic.h>
/*
 ** Local Prototype
 */
CS_RETCODE    ex_srv_lockmutex PROTOTYPE((
SRV_OBJID     mid
));
/* 

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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 ** EX_SRV_LOCKMUTEX
 **
 **  Example routine to illustrate the use of srv_lockmutex.
 **
 ** Arguments:
 **      mid - The id of the mutex to lock.
 **
 ** Returns:
 **
 **  CS_SUCCEED   Mutex successfully locked.
 **     CS_FAIL        An error was detected.
 */
CS_RETCODE   ex_srv_lockmutex(mid)
SRV_OBJID    mid;     /* The mutex id. */
{
    CS_INT   info;    /* Information output variable.*/

    /*
     ** Request the mutex lock - sleep until we get it.
     */
    if( srv_lockmutex(mid, SRV_M_WAIT, &info) == CS_FAIL )
    {
        /*
         ** An error was al&ready raised.
         */
        return CS_FAIL;
    }

    /*
     ** All done.
     */
    return CS_SUCCEED;
}

使用法 • ミューテックスは、複数スレッドによる同時アクセスから保護さ
れなければならないデータ・オブジェクトやプログラム・リソー
スと関連付けられています。

• ミューテックス・ロックは、先着優先で付与されます。

• ロックが付与されるのは、他のスレッドがすでにミューテックス
のロックを得ていない場合のみです。

• srv_lockmutex は、SRV_START または SRV_ATTENTION ハンドラ
では使用できません。
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• スレッドは同じミューテックスを何度もロックすることができま
すが、他のスレッドがミューテックスをロックする前に  
srv_lockmutex を呼び出した回数だけ、srv_unlockmutex も一度ずつ
呼び出す必要があります。

• 待っていたミューテックスが削除された場合、srv_lockmutex は 
CS_FAIL を返します。

参照 srv_createmutex, srv_deletemutex, srv_getobjid, srv_unlockmutex 

srv_log
説明 Open Server ログ・ファイルにメッセージを書き込む。

構文 CS_RETCODE srv_log(ssp, datestamp, msgp, msglen)

SRV_SERVER  *ssp;
CS_BOOL           datestamp;
CS_CHAR           *msgp;
CS_INT              msglen;

パラメータ ssp
Open Server へのハンドラです。この引数はオプションであり、下
位互換性を提供します。

datestamp
datestamp が CS_TRUE の場合、現在の日時がログ・メッセージの先
頭に追加されます。datestamp が CS_FALSE の場合、ログ・メッ
セージに timestamp が設定されません。

msgp
メッセージの実際のテキストへのポインタです。

msglen
msg の長さをバイト数で示したものです。*msgp の文字列が null で
終了する場合、msglen は CS_NULLTERM とすることもできます。

戻り値 表 3-64：戻り値 (srv_log)

例

#include          <ospublic.h>

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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#include <string.h>
/*
 ** Local Prototype.
 */
CS_RETCODE   ex_srv_log PROTOTYPE((
SRV_SERVER               *ssp,
CS_CHAR      *msg_txt
));
/*
 ** EX_SRV_LOG
**
**    Example routine to log a message.
**
** Arguments:
**
**     ssp     A pointer to the Open Server state information
 **             control structure.
**    msg_txt   Text of message to log.
** Returns
**
**     CS_SUCCEED            Thread was created.
**     CS_FAIL        An error was detected.
**
 */
CS_RETCODE  ex_srv_log(ssp, msg_txt)
SRV_SERVER                        *ssp;
CS_CHAR     *msg_txt;
{
    CS_RETCODE        lret;
    CS_INT            msg_len;
    /* Check arguments.*/
    if(ssp == (SRV_SERVER *)0)
        return(CS_FAIL);
    if(msg_txt == (CS_CHAR *)NULL)
        return(CS_FAIL);
    msg_len=strlen(msg_txt);
    /*
    ** Log the message -  We use CS_TRUE as the second argument
     **                    to force the date and time to be
     **                    added to the beginning of the logged
     **                    message.If you do not want a
     **                    datestamp then use CS_FALSE.
    */
    lret = srv_log(ssp,CS_TRUE,msg_txt,msg_len);
    return(lret);
}
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使用法 • srv_log は、Open Server ログ・ファイルにメッセージを書き込みま
す。ログ・ファイルのデフォルト名は、srv.log です。名前は、
srv_props で設定できます。

• メッセージはログ・ファイルに付け加えられます。

• ログ・ファイルの名前は、srv_props ルーチンでアクセスできま
す。

• 改行文字は、*msgp のテキストには追加されません。

• ログ・ファイルは、srv_props によって設定された 
SRV_TRUNCATELOG プロパティに基づいてトランケートされま
す。

• メッセージの長さが SRV_MAXMSG を超える場合、Open Server 
はメッセージをトランケートします。これは、メッセージが null 
で終了しているかどうかに関係ありません。

• srv_init が終了していない場合、メッセージはブート・ウィンドウ
に表示されます。

参照 srv_props 

srv_mask
説明 SRV_MASK_ARRAY 構造体のビットを初期化、設定、クリア、また

はチェックします。

構文 CS_RETCODE srv_mask(cmd, maskp, bit, infop)

CS_INT                         cmd;
SRV_MASK_ARRAY    *maskp;
CS_INT                         bit;
CS_BOOL                    *infop;

パラメータ cmd
実行中のアクションです。表 3-65 に、cmd の有効値を示します。
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表 3-65： cmd の有効値 (srv_mask)

maskp
SRV_MASK_ARRAY 構造体へのポインタです。

bit
SRV_MASK_ARRAY で初期化、設定、クリア、またはチェックさ
れているビットです。これは、0 から SRV_MAXMASK_LENGTH の
間の整数でなければなりません。SRV_MAXMASK_LENGTH は、
ospublic.h で定義されます。

infop
bit が設定されているかどうかを示す変数へのポインタです。cmd 
が CS_SET、CS_CLEAR、または CS_ZERO の場合は、このパラ
メータは無視されます。

戻り値 表 3-66：戻り値 (srv_mask)

例

#include          <ospublic.h>

/*
** Local Prototype.
*/
CS_RETCODE      ex_srv_mask PROTOTYPE((
SRV_MASK_ARRAY  *maskptr,
CS_INT          bit
));

/* 
** EX_SRV_MASK

値 アクション

CS_SET *maskp の SRV_MASK_ARRAY の bit を設定する。

CS_GET *maskp の SRV_MASK_ARRAY で bit が現在設定されてい
るかどうかを調べる。bit が設定されている場合は、
*infop は CS_TRUE に設定される。そうでない場合は、
CS_FALSE に設定される。

CS_CLEAR *maskp の SRV_MASK_ARRAY の bit をクリアする。

CS_ZERO すべての bit がオフになるように、*maskp の 
SRV_MASK_ARRAY を初期化する。cmd が CS_ZERO に
設定されている場合は、bit と infop が無視される。

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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**
**    Example routine to manipulate bits in a SRV_MASK_ARRAY
 ** structure.
**
** Arguments:
**    maskptr    A pointer to a mask array.
**    bit        The bit to examine.
**
** Returns:
**
**      CS_SUCCEED
**     CS_FAIL
*/    
CS_RETCODE       ex_srv_mask(maskptr, bit)
SRV_MASK_ARRAY  *maskptr;
CS_INT  bit;
{
    CS_BOOL    info = CS_TRUE;

    if (srv_mask(CS_GET, maskptr, bit, &info) == CS_FAIL)
    {
         return(CS_FAIL);
    }
    else
    {
        /* Has the bit been set?*/
        if (info == CS_FALSE)
            return(CS_FAIL);
        else
            return (CS_SUCCEED);
    }
}

使用法 srv_mask は、SRV_MASK_ARRAY にアクセスし、変更するために使
用されます。

srv_msg
説明 メッセージ・データ・ストリームを送信または受信します。

構文 CS_RETCODE srv_msg(spp, cmd, msgidp, status)

SRV_PROC       *spp;
CS_INT                 cmd;
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CS_INT           *msgidp;
CS_INT          *statusp;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

cmd
アプリケーションがメッセージの送信または取得のどちらを行うた
めに srv_msg を呼び出しているかを示します。表 3-67 に、cmd の有
効値を示します。

表 3-67： cmd の値 (srv_msg)

msgidp
現在のメッセージのメッセージ ID へのポインタです。Open Server 
アプリケーションでメッセージを送信する場合 (CS_SET)、ここで 
ID を指定してください。アプリケーションがメッセージを読み込
んでいる場合 (CS_GET)、受信したメッセージのメッセージ ID がこ
こに返されます。SRV_MINRESMSG から SRV_MAXRESMSG の値
は、Sybase の内部使用のために予約されています。続いてメッセー
ジ ID が TDS から smallint (2 バイト ) として送信されるので、メッ
セージ ID を符号なしの CS_SMALLINT として定義した場合、ユー
ザ自身のメッセージに使用できる有効範囲は SRV_MAXRESMSG か
ら 65535 までです。

statusp
現在のメッセージのステータスへのポインタです。Open Server ア
プリケーションがメッセージを受信している場合 (CS_GET)、Open 
Server はメッセージ・ステータスで *statusp を更新します。アプリ
ケーションがメッセージを送信している場合 (CS_SET)、*statusp に
は、送られるメッセージのステータスが含まれていることが必要で
す。表 3-68 に、*statusp の有効値を示します。

値 説明

CS_SET srv_msg は、メッセージをクライアントに送信する前に status お
よび msgid の値を設定している。

CS_GET srv_msg は、受信しているメッセージの status および msgid の値
を取得している。
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表 3-68： statusp の値 (srv_msg)

戻り値 表 3-69：戻り値 (srv_msg)

例

#include          <ospublic.h>
/*
 ** Local prototype.
 */
CS_RETCODE    ex_srv_msg PROTOTYPE((
SRV_PROC        *spp
));

/*
** EX_SRV_MSG
 **
 **    Example routine to receive and send a message datastream.
 **
 ** Arguments:
 **     spp     A pointer to an internal thread control structure.
 **
 ** Returns:
 **  CS_SUCCEED if we were successful in both receiving and
 **  sending a message stream.
 **
 **          CS_FAIL if an error was detected.
 **
 */
CS_RETCODE    ex_srv_msg(spp)
SRV_CONFIG       *scp;
{
    CS_RETCODE        result;
    CS_INT          msgid;
    CS_INT status;

    /*
     ** We will first get a message and process any parameters.
     */

値 説明

SRV_HASPARAMS メッセージにパラメータがある。

SRV_NOPARAMS メッセージにパラメータはない。

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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    result = srv_msg(spp, CS_GET, &msgid, &status);

    if (result == CS_FAIL)
    {
        return(CS_FAIL);
    }

    if (status == SRV_HASPARAMS)
    {
        /* 
         ** Process parameters here using srv_bind and
         ** srv_xferdata.
         */
    }

    /*
    ** Now, an example of sending a message.
    */
    msgid = 32768;
    status = SRV_NOPARAMS;

    result = srv_msg(spp, CS_SET, &msgid, &status);

    if (result == CS_FAIL)
    {
        return(CS_FAIL);
    }
    /* 
     ** If the message has parameters, send it across using     ** srv_xferdata
     */
    if (status == SRV_HASPARAMS)
     {
        result = srv_xferdata(spp, CS_SET, SRV_MSGDATA);
    }
    return (result);
}

使用法 • srv_msg は、TDS メッセージ・データ・ストリームの送信または
受信に使用されます。

• クライアントから受信するメッセージ・データ・ストリームはす
べて、SRV_MSG イベントを発生させます。受信された各メッ
セージに対して個別のイベントが発生します。
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• メッセージにパラメータがある場合は、*statusp は 
CS_HASPARAMS の値を含んでいます。アプリケーションは、
type を SRV_MSGDATA に設定して、srv_descfmt、srv_bind、
srv_xferdata を使用してパラメータの取得と保存ができます。

• アプリケーションは、メッセージのパラメータの数を 
srv_numparams を呼び出して調べることができます。

• srv_msg ルーチンは、ステータスと ID を送信するために使用され
ます。メッセージの実際のパラメータは、パラメータが存在する
場合、type 引数を SRV_MSGDATA に設定して、srv_descfmt、
srv_bind、srv_xferdata を使用して送信されます。

• アプリケーションは、複数のメッセージ・データ・ストリームを
送受信することができます。

• srv_xferdata は、メッセージ・パラメータの取得または送信の場合
にかぎり必要です。これらの目的で使用する場合、送信または受
信するメッセージごとに、srv_xferdata を 1 回呼び出してください。
パラメータが存在しないときに srv_xferdata を使用すると、Open 
Server はエラーを返します。

• srv_msg を SRV_MSG イベント・ハンドラで呼び出せるのは、cmd 
が CS_GET に設定されているときに限ります。cmd が CS_SET の
場合は、どのハンドラでも呼び出すことができます。

参照 srv_bind, srv_descfmt, srv_numparams, srv_xferdata, 「データ・ストリー
ム・メッセージ」(86 ページ )

srv_negotiate
説明 ネゴシエーション・ログイン情報をクライアントに送信およびクライ

アントから受信します。

構文 CS_RETCODE srv_negotiate(spp, cmd, type)

SRV_PROC *spp;
CS_INT                 cmd;
 CS_INT               type;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。
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cmd
アプリケーションがネゴシエーション・ログイン情報の送信または
取得のどちらを行うために srv_negotiate を呼び出しているかを示し
ます。表 3-70 に、cmd の有効値を示します。

表 3-70： cmd の値 (srv_negotiate)

type
クライアントから送信または読み取られるネゴシエーション・ログ
イン情報のタイプを示します。表 3-71 に、type の有効値を示しま
す。

値 説明

CS_SET type で定義されるネゴシエーション・ログイン情報
を、クライアントに送信する。

CS_GET type で定義されるネゴシエーション・ログイン情報
を、クライアントから受信する。
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表 3-71： type の値 (srv_negotiate)

値 説明

SRV_NEG_CHALLENGE ネゴシエーション・ログイン情報は、クライア
ントに送信されるチャレンジ・バイト・スト
リーム (CS_SET)、またはクライアントから読み
込まれるチャレンジ応答バイト・ストリーム 
(CS_GET) である。

SRV_NEG_ENCRYPT ネゴシエーション・ログイン情報は、クライア
ントに送信される暗号化キーから構成される。
次に、クライアントはこれを使用して、ローカ
ル・パスワードおよびリモート・パスワードを
暗号化する。このタイプは、cmd  が CS_SET の
ときにのみ有効。

SRV_NEG_EXTENDED_
ENCRYPT

パスワードの暗号化に使用されるネゴシエー
ション・ログイン情報とパブリック・キー。こ
れらの情報はクライアントが使用する。このタ
イプは、cmd  が CS_SET のときにのみ有効。

SRV_NEG_EXTENDED_
LOCPWD

SRV_NEG_EXTENDED_ENCRYPT チャレンジに
応答してクライアントから送信された暗号化さ
れたパスワードのパブリック・キー。このタイ
プは、cmd  が CS_GET のときにのみ有効。

SRV_NEG_EXTENDED_
REMPWD

ネゴシエーション・ログイン情報は、
SRV_NEG_EXTENDED_ENCRYPT チャレンジに
応答してクライアントから送信されたリモー
ト・サーバ名と対応する暗号化されたパスワー
ドのパブリック・キーが対になっている可変
数。このタイプは、cmd  が CS_GET のときにの
み有効。

SRV_NEG_LOCPWD SRV_NEG_ENCRYPT チャレンジに応答してク
ライアントから送信された暗号化されたローカ
ル・パスワード。このタイプは、cmd  が 
CS_GET のときにのみ有効。

SRV_NEG_REMPWD ネゴシエーション・ログイン情報は、
SRV_NEG_ENCRYPT チャレンジに応答してク
ライアントから送信された、リモート・サーバ
名と暗号化されたリモート・パスワードが対に
なっている可変数。このタイプは、cmd  が 
CS_GET のときにのみ有効。

SRV_NEG_SECLABEL ネゴシエーション・ログイン情報は、クライア
ントに送信されるセキュリティ・ラベルまたは
クライアントからサーバに送信された、セキュ
リティ・ラベルのセットの要求である。
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戻り値 表 3-72：戻り値 (srv_negotiate)

例

#include          <ospublic.h>

/*
** Local Prototype.
*/
CS_RETCODE    ex_srv_negotiate PROTOTYPE((
SRV_PROC      *sproc
));

/*
** EX_SRV_NEGOTIATE
**  An example routine to retrieve negotiated login information
 **  by using srv_negotiate.
**
** Arguments:
**   sproc     A pointer to an internal thread control structure.
**
** Returns:
**  CS_SUCCEED   The login information was retrieved.
**     CS_FAIL        An error was detected.
*/
CS_RETCODE   ex_srv_negotiate(sproc)
SRV_PROC       *sproc;
{
    /* 

SRV_NEG_SECSESSION フル・パススルー・ゲートウェイ・アプリケー
ションがネゴシエーション・ログイン情報を使
用して、ゲートウェイ・クライアントとリモー
ト・サーバ間のダイレクト・セキュリティ・
セッションを確立する。これは、チャレンジに
応答するセキュリティ・ネゴシエーションと同
様である。「セキュリティ・サービス」(196 
ページ ) を参照してください。

CS_USER_MSGID から 
CS_USER_MAX_MSGID 
の間の整数値

ネゴシエーション・ログイン情報は、type 引数
自体で識別される、アプリケーション定義ハン
ドシェイクの一部。

値 説明

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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    ** Check to make sure that the thread control structure is
     ** not NULL.
    */
    if ( sproc == (SRV_PROC *)NULL )
    {
        return(CS_FAIL);
    }

    /* Now get the login information.*/
    if ( srv_negotiate(sproc, CS_GET, SRV_NEG_CHALLENGE) ==          CS_FAIL )
    {
        return(CS_FAIL);
    }

    return (CS_SUCCEED);
}

使用法 • srv_negotiate は、ネゴシエーション・ログイン情報をクライアン
トに送信し、クライアントからネゴシエーション・ログイン応答
を受信するために使用されます。

• srv_negotiate によって、Open Server アプリケーションはその 
SRV_CONNECT イベント・ハンドラ内でセキュア・ログイン・プ
ロセスを実行できます。安全なコンピューティング環境において
は、接続時にクライアントの身元を確認するために、アプリケー
ションはネゴシエーション・ログインのチャレンジと暗号化パス
ワードを発行することによって、より厳格に認証することもでき
ます。

• Open Server は、ログインを認証するために、SRV_CONNECT イ
ベント・ハンドラ内からクライアントにチャレンジまたは暗号化
パスワードを送信することを選択できます。

• 一度アプリケーションがネゴシエーション・ログイン・チャレン
ジまたは暗号化パスワードを送信すると、接続プロセスを継続す
る前にクライアントの応答を読み込まなければなりません。

• Open Server アプリケーションは、ログイン試行を認証するために
必要なだけ、チャレンジまたは応答を繰り返すことができます。
ただし、アプリケーションは、次のチャレンジを送信する前に、
各チャレンジの応答を読み込まなければなりません。

• 一度ネゴシエーション・ログイン・チャレンジがクライアントに
送信されると、アプリケーションは、応答を読み取らなければ接
続プロセスを継続することはできません。
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• Open Server アプリケーションは、いかなるタイプのチャレンジで
あっても srv_senddone の呼び出しで区切らなければなりません。
アプリケーションが応答を読む前にいくつかのチャレンジの

「バッチ」を発行する場合は、 後のバッチを除いて、各チャレ
ンジの後に SRV_DONE_MORE の status 引数で srv_senddone を呼
び出さなければなりません。バッチの 後のチャレンジの後に、
SRV_DONE_FINAL の status 引数で srv_senddone を呼び出さなけれ
ばなりません。

• アプリケーション定義のハンドシェイクにおいては、ハンドシェ
イクの種類を設定する (CS_SET) ため、またはクライアントが応
答する返答のタイプを指定する (CS_GET) ために、Open Server ア
プリケーションは、type  引数を CS_USER_MSGID および 
CS_USER_MAX_MSGID の間の値に設定できます。Open Server ア
プリケーションが予期しない値を受信した場合は、Open Server は
エラーを発行します。

• クライアントがチャレンジまたは暗号化パスワードに応答する場
合は、srv_negotiate はクライアントの応答を受信するまでスレッド
の実行を中断します。アプリケーションについては、セキュア 
SRV_CONNECT イベント・ハンドラをコーディングする場合は、
このことを念頭に置いてください。

• ネゴシエーション・ログイン・チャレンジと応答は、srv_bind、
srv_descfmt、srv_xferdata によって送受信されるパラメータを介し
てデータ値を運びます。この 3 つのルーチンは、ネゴシエーショ
ン・ログイン・データに対する定義またはアクセスを行うために 
SRV_NEGDATA の type 引数を受け取ります。

• 表 3-73 に、クライアントに送られる各チャレンジに伴うパラメー
タを示します。
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表 3-73：必要なチャレンジ・パラメータ (srv_negotiate)

• 表 3-74 に、ネゴシエーション・ログイン・チャレンジのタイプ別
にクライアントから読み込む必要のあるパラメータを示します。

ネゴシエーション・ログイン・タ
イプ 必要なパラメータ

SRV_NEG_CHALLENGE パラメータは 1 つで、チャレンジ・
データ値。データ型は、
CS_DATAFMT status フィールドを 
CS_CANBENULL に設定した 
CS_BINARY_TYPE。

SRV_NEG_ENCRYPT パラメータは 1 つで、暗号化キー・
データ値。データ型は、
CS_DATAFMT status フィールドを 
CS_CANBENULL に設定した 
CS_BINARY_TYPE。

SRV_NEG_SECLABEL パラメータなし。

SRV_NEG_SECSESSION セキュリティ・セッション・コール
バックはパラメータの数とそのデー
タ・フォーマットを指定。詳細につ
いては、「セキュリティ・セッショ
ン・コールバック」(222 ページ ) お
よび『Open Client Client-Library/C リ
ファレンス・マニュアル』を参照。

CS_USER_MSGID から 
CS_USER_MAX_MSGID の間の整
数値

パラメータは 1 つで、アプリケー
ション定義のログイン・ハンドシェ
イク・データ値。
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表 3-74：予期されるチャレンジ・パラメータ (srv_negotiate)

• パスワード暗号化チャレンジに対する応答である 
SRV_NEG_ENCRYPT は、パラメータの 2 つのセットから構成さ
れることもあることに注意してください。SRV_NEG_LOCPWD 応
答は、クライアントの暗号化パスワードを示すパラメータを渡し
ます。また、クライアントは、クライアントの暗号化リモート・
サーバ・パスワードとリモート・サーバ名をそれぞれ示すパラ
メータを渡す SRV_NEG_REMPWD 応答を送信することもできま
す。SRV_NEG_ENCRYPT チャレンジに対する 
SRV_NEG_LOCPWD 応答は、常に存在します。クライアントに
よってリモート・サーバ・パスワードがまったく送られていない
場合には、SRV_NEG_REMPWD 応答を受ける要求は失敗します。

ネゴシエーション・ログイ
ン・タイプ 存在するパラメータ

SRV_NEG_CHALLENGE パラメータは 1 つで、チャレンジ応答デー
タ。

SRV_NEG_LOCPWD パラメータは 1 つで、暗号化ローカル・パ
スワード。

SRV_NEG_REMPWD サーバ名／パスワードが対になっている可
変数。

SRV_NEG_SECLABEL 次の 4 つのパラメータ。
 Param 1： 大読み込みレベル・ラベル。
 Param 2： 大書き込みレベル・ラベル。
 Param 3： 小書き込みレベル・ラベル。
 Param 4：現在の書き込みレベル・ラベル。

SRV_NEG_SECSESSION セキュリティ・セッション・コールバック
はパラメータの数とそのデータ・フォー
マットを指定。詳細については、「セキュ
リティ・セッション・コールバック」(222 
ページ ) および『Open Client Client-
Library/C リファレンス・マニュアル』を
参照。

CS_USER_MSGID から 
CS_USER_MAX_MSGID の間
の整数値

パラメータは 1 つで、アプリケーション定
義のログイン・ハンドシェイク・データ
値。



第 3 章    ルーチン

Server-Library/C リファレンス・マニュアル 363

• Open Client と Open Server を使用してゲートウェイの機能を実装す
るアプリケーションは、クライアントとリモート・サーバ間にお
いてネゴシエーション・ログイン・チャレンジと応答を転送する
ために、Open Client のネゴシエーション・ログイン・コールバッ
ク・メカニズムを使用しなければなりません。このようなアプリ
ケーションでは、Open Client ネゴシエーション・ログイン・コー
ルバックは、クライアントにチャレンジを転送してその応答を受
信する ( これを Open Client はリモート・サーバに返します ) ため
に必要な Server-Library ルーチン呼び出しを含んでいなければなり
ません。

ゲートウェイ・アプリケーションがクライアントとリモート・
サーバ間のダイレクト・セキュリティ・セッションを確立する場
合、Open Client セキュリティ・セッション・コールバックが必要
です。このコールバックには、内部が隠されたセキュリティ・
トークンをクライアントに転送してその応答を受信するために必
要な Server-Library 呼び出しが含まれている必要があります。その
後、この応答は Open Client によってリモート・サーバに返されま
す。詳細については、「セキュリティ・セッション・コールバッ
ク」(222 ページ ) および『Open Client Client-Library/C リファレン
ス・マニュアル』を参照してください。

参照 srv_senddone, srv_thread_props 

srv_numparams
説明 現在のクライアント・コマンドに含まれているパラメータの数を返し

ます。

構文 CS_RETCODE srv_numparams(spp, numparamsp)

SRV_PROC   *spp;
CS_INT          *numparamsp;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

numparamsp
現在のクライアント・コマンドまたはカーソル・データ・ストリー
ムの引数の数へのポインタは、*numparamsp で返されます。



srv_numparams 

364  Open Server

戻り値 表 3-75：戻り値 (srv_numparams)

例

#include          <ospublic.h>

/*
** Local Prototype.
*/
CS_RETCODE    ex_srv_numparams PROTOTYPE((
SRV_PROC               *spp,
CS_INT        *countp
));

/* 
** EX_SRV_NUMPARAMS
**
**    Example routine to illustrate the use of srv_numparams to
 **    get the number parameters contained in the current client
 **    command.
**
** Arguments:
**     spp     A pointer to an internal thread control structure.
**    countp A pointer to the buffer in which the number of
 **           parameters in the client command is returned.
**
** Returns:
**
**  CS_SUCCEED    The number of parameters was successfully
 ** returned.
**     CS_FAIL        An error was detected.
*/
CS_RETCODE        ex_srv_numparams(spp, countp)
SRV_PROC                *spp;
CS_INT            *countp;
{
     if (srv_numparams(spp, countp) == CS_FAIL)
        return(CS_FAIL);

    return (CS_SUCCEED);
}

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。



第 3 章    ルーチン

Server-Library/C リファレンス・マニュアル 365

使用法 • srv_numparams は、現在の MSG、RPC、DYNAMIC、カーソル・
データ・ストリームのパラメータの数、または 
srv_negotiate(CS_GET) 呼び出しに対するクライアントの応答に含
まれるパラメータの数を返します。この数は、ランタイム時に 
Open Server が満たすデフォルト・パラメータを含みます。

• srv_numparams は、特定のイベントのためのハンドラからしか呼
び出すことができません。表 3-76 に、それらのイベントとそのパ
ラメータを示します。

表 3-76：イベントとパラメータ (srv_numparams)

参照 srv_bind, srv_cursor_props, srv_descfmt, srv_dynamic, srv_msg, 

srv_xferdata, 「パラメータとロー・データの処理」(152 ページ )

srv_options
説明 オプション情報をクライアントに送信、またはクライアントから受信

する。

構文 CS_RETCODE srv_options(spp, cmd, optcmdp, optionp,

    bufp, bufsize, outlenp)

イベント パラメータ

SRV_CURSOR カーソル・パラメータ

SRV_RPC RPC パラメータ

SRV_DYNAMIC 動的 SQL パラメータ

SRV_MSG MSG パラメータ

SRV_LANGUAGE 言語パラメータ。言語ハンドラ内でパラメータ・
データのチェックと取得を行うため、srv_numparams 
は 5.0 またはそれ以上の TDS レベルが要求される。
接続の TDS レベルをチェックするコードをアプリ
ケーションに追加し、その TDS バージョンが 
SRV_TDS_5_0 未満であれば、srv_numparams を省略
する必要がある。srv_props ルーチンの 
SRV_S_TDSVERSION プロパティを使用すると、接続
の TDS プロトコル・バージョンを取得できる ( 表 2-
25  (160 ページ ) を参照 )。

srv_negotiate  
(CS_GET) 呼び出し
の後

クライアントの応答内のパラメータ。たとえば、サ
ンプル・プログラム ctos.c 内など。
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SRV_PROC  *spp;
CS_INT cmd;
CS_INT           *optcmdp;
CS_INT           *optionp;
CS_CHAR       *bufp;
 CS_INT bufsize;
CS_INT *outlenp;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

cmd
アプリケーションがオプション情報の送信または受信のどちらを行
うために srv_options を呼び出しているかを示します。表 3-77 に、
cmd の有効値を示します。

表 3-77： cmd の値 (srv_options)

optcmdp
クライアントのオプション・コマンド (CS_GET) を含むプログラム
変数、または Open Server アプリケーションのオプション・コマン
ド (CS_SET) を含むプログラム変数のいずれかへのポインタです。
表 3-78 に、*optcmdp の有効値を示します。

値 説明

CS_SET Open Server アプリケーションはクライアントにオプション・
コマンドを送信している。

CS_GET Open Server アプリケーションはクライアントからオプショ
ン・コマンドを受信している。
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表 3-78： optcmdp の値 (srv_options)

optionp
クライアントが要求したオプション (CS_GET) または Open Server ア
プリケーションが応答に使用しているオプション (CS_SET) のいず
れかを指すポインタです。

bufp
オプション (CS_GET) に関連する値または要求者に送信されるオプ
ション (CS_SET) の値のいずれかを持つバッファを指すポインタで
す。*optionp は問題のオプションを含み、*bufp はその値を含んで
います (CS_SET において )。オプションとその有効値の完全なリス
トについては、次の表を参照してください。

bufsize
*bufp バッファの長さです。文字列オプション値を持つオプション
を送信するときに、bufp が null で終了している場合は、bufsize を 
CS_NULLTERM として転送してください。

値 説明 Cmd

SRV_SETOPTION クライアントはオプションの設定を要
求している。optionp と関連される値は、
*bufp で返される。Open Server は、返さ
れるデータ・サイズのバイト数を 
bufsize に設定する。*bufp がすべての
データを保持できない場合は、この関
数は CS_FAIL を返し、オプション値の
実際のサイズは *outlenp でバイト数を
返し、optionp と bufp の値は未定義にな
る。

CS_GET

SRV_CLEAROPTION クライアントは、optionp がデフォルト
値に設定されることを要求している。
bufp と optionp の値は未定義のままとな
る。

CS_GET

SRV_GETOPTION クライアントは、*optionp の現在の値に
関する情報を要求している。bufp と 
optionp の値は未定義のままとなる。

CS_GET

SRV_SENDOPTION アプリケーションは、SRV_GETOPTION 
コマンドに応答して現在のオプション
値をクライアントに送っている。bufp 
はこのオプションに関連する引数を指
し、bufsize は *bufp にあるデータ・サイ
ズのバイト数を持っている。

CS_SET



srv_options 

368  Open Server

outlenp
*bufp で返されているオプション値のサイズのバイト数に設定され
たプログラム変数へのポインタです。このパラメータはオプション
で、cmd が CS_GET に設定された場合にのみ使用されます。

戻り値 表 3-79：戻り値 (srv_options)

例

#include          <ospublic.h>

/*
** Local Prototype
*/
CS_RETCODE    ex_srv_options PROTOTYPE((
SRV_PROC               *spp,
CS_INT        *rowcount
));

/* 
** EX_SRV_OPTIONS
**
**    Example routine to recieve option information for the
 **    maximum number of regular rows to return (CS_OPT_ROWCOUNT)
 **    from a client.
**
** Arguments:
**     spp     A pointer to an internal thread control structure.
**   rowcount  Return pointer for the number of rows to return.
**
** Returns:
**
**    CS_SUCCEED   Successfully retrieved option.
**     CS_FAIL        An error was detected.
*/
CS_RETCODE       ex_srv_options(spp, rowcount)
SRV_PROC                *spp;
CS_INT           *rowcount;
{
    CS_INT       optcmdp;    /* The client’s option command.*/
    CS_INT       optionp;    /* The client’s option request.*/

    /* Initialization.*/

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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    optcmdp = SRV_GETOPTION;
    optionp = CS_OPT_ROWCOUNT;

    /*
    ** Get the maximum number of rows to return.
    */
    if (srv_options(spp, CS_GET, &optcmdp, &optionp, (CS_VOID
         *)rowcount, CS_SIZEOF(CS_INT), (CS_INT *)NULL) !=
         CS_SUCCEED)
    {
        return(CS_FAIL);
    }
    return (CS_SUCCEED);
}

使用法 • srv_options は Open Server アプリケーションがクライアントからオ
プション情報を読み取ったり、クライアントにオプション情報を
送信したりすることを可能にします。

• 表 3-80 に、有効なオプション、その有効値、および optionp パラ
メータのデータ型を示します。
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表 3-80：オプションの説明 (srv_options)

オプション 有効値 bufp が指す対象

CS_OPT_ANSINULL CS_TRUE、CS_FALSE CS_BOOL

CS_OPT_ANSIPERM CS_TRUE、CS_FALSE CS_BOOL

CS_OPT_ARITHABORT CS_TRUE、CS_FALSE CS_BOOL

CS_OPT_ARITHIGNORE CS_TRUE、CS_FALSE CS_BOOL

CS_OPT_AUTHOFF CS_OPT_SA、
 CS_OPT_SSO、
  CS_OPT_OPER

文字列

CS_OPT_AUTHON CS_OPT_SA、
 CS_OPT_SSO、
  CS_OPT_OPER

文字列

CS_OPT_CHAINXACTS CS_TRUE、CS_FALSE CS_BOOL

CS_OPT_CURCLOSEONXACT CS_TRUE、CS_FALSE CS_BOOL

CS_OPT_CURREAD 読み込みラベル ( 文字
列 )

文字列

CS_OPT_CURWRITE 書き込みラベル ( 文字
列 )

文字列

CS_OPT_DATEFIRST CS_OPT_SUNDAY
 CS_OPT_MONDAY
 CS_OPT_TUESDAY
 CS_OPT_WEDNESDAY
 CS_OPT_THURSDAY
 CS_OPT_FRIDAY
 CS_OPT_SATURDAY

週の 初の日に
使用する曜日を
示す記号値

CS_OPT_DATEFORMAT CS_OPT_FMTMDY
 CS_OPT_FMTDMY
 CS_OPT_FMTYMD
 CS_OPT_FMTYDM
 CS_OPT_FMTMYD
 CS_OPT_FMTDYM

日時値で使用す
る年、月、日の
順序を表す記号
値

CS_OPT_FIPSFLAG CS_TRUE、CS_FALSE CS_BOOL

CS_OPT_FORCEPLAN CS_TRUE、CS_FALSE CS_BOOL

CS_OPT_FORMATONLY CS_TRUE、CS_FALSE CS_BOOL

CS_OPT_GETDATA CS_TRUE、CS_FALSE CS_BOOL

CS_OPT_IDENTITYOFF テーブル名を表す文字
列値

文字列

CS_OPT_IDENTITYON テーブル名を表す文字
列値

文字列

CS_OPT_ISOLATION CS_OPT_LEVEL1
 CS_OPT_LEVEL3

分離レベルを表
す記号値
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「オプション」(138 ページ ) には、各オプションの説明とそれぞ
れのデフォルト値を示しています。

• Open Server はクライアントから受信した各オプション・コマンド
に対して、SRV_OPTION イベントを発生させます。SRV_OPTION 
イベント・ハンドラ内で、アプリケーションはオプション情報を
取得するために cmd を CS_GET に設定して srv_options を呼び出す
ことができます。srv_options が戻る場合、optcmdp、optionp、*bufp 
にはクライアントから受け取ったオプション情報がすべて格納さ
れています。SRV_OPTION イベント・ハンドラ以外のイベント・
ハンドラから srv_options を呼び出すと、エラーになります。

• SRV_SETOPTION と SRV_CLEAROPTION への応答では、アプリ
ケーションは引数を SRV_DONE_FINAL に指定した srv_senddone 
を呼び出さなければなりません。オプション処理が失敗した場合
には、アプリケーションは、引数を SRV_DONE_FINAL | 
SRV_DONE_ERROR に指定した srv_senddone を呼び出さなければ
なりません。

• アプリケーションは、optcmdp を SRV_SENDOPTION に設定し、
bufp  がオプションの現在の値を指している状態で srv_options を呼
び出して受け取ったすべての SRV_GETOPTION コマンドに応答す
る必要があります。

CS_OPT_NOCOUNT CS_TRUE、CS_FALSE CS_BOOL

CS_OPT_NOEXEC CS_TRUE、CS_FALSE CS_BOOL

CS_OPT_PARSEONLY CS_TRUE、CS_FALSE CS_BOOL

CS_OPT_QUOTED_IDENT CS_TRUE、CS_FALSE CS_BOOL

CS_OPT_RESTREES CS_TRUE、CS_FALSE CS_BOOL

CS_OPT_ROWCOUNT 返す通常ローの 大数 CS_INT
0 が指定される
とすべてのロー
が返される。

CS_OPT_SHOWPLAN CS_TRUE、CS_FALSE CS_BOOL

CS_OPT_STATS_IO CS_TRUE、CS_FALSE CS_BOOL

CS_OPT_STATS_TIME CS_TRUE、CS_FALSE CS_BOOL

CS_OPT_STR_RTRUNC CS_TRUE、CS_FALSE CS_BOOL

CS_OPT_TEXTSIZE サーバが返す 長の 
text または image の値

CS_INT

CS_OPT_TRUNCIGNORE CS_TRUE、CS_FALSE CS_BOOL

オプション 有効値 bufp が指す対象
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• アプリケーションは、クライアントが SRV_SETOPTION コマンド
を使用して送信した引数を受け取るために十分なサイズの *bufp 
バッファを確保する必要があります。バッファが十分な大きさで
はない場合、srv_options は CS_FAIL を返し、outlenp は必要なサイ
ズに設定されます。

• Open Server には、特定のオプションの意味に関する概念がまった
くありません。Open Server アプリケーションは、クライアントの
オプション・コマンドを保存し、コマンドが要求するアクション
を実行します。SRV_OPTION イベント・ハンドラがインストール
されていない場合は、クライアントから受けたオプション・コマ
ンドはエラーとなり、拒否されます。

参照 srv_senddone, 「オプション」(138 ページ )

srv_orderby
説明 クライアントに order-by リストを返します。

構文 CS_RETCODE srv_orderby(spp, numcols, collistp)

SRV_PROC *spp;
CS_INT numcols;
CS_INT *collistp;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

numcols
order-by リストのカラムの数です。カラムは CS_INT の配列として
渡されるので、numcols は、実際には collistp 配列の要素の数です。

collistp
カラム番号の配列へのポインタです。この配列のサイズは、
numcols です。

戻り値 表 3-81：戻り値 (srv_orderby)

例

#include          <ospublic.h>
/*

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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** Local Prototype
*/
CS_RETCODE   ex_srv_orderby PROTOTYPE((
SRV_PROC        *spp
));

/*
** EX_SRV_ORDERBY
**
**    Example routine using srv_orderby to define and return to a
 **    client application the order-by list for a simple SQL
 **    command.
**    This example uses the SQL command:
**
**        “select a,b,c,d from my_tab
 **         order by c,a”
**
** Arguments:
**  spp    A pointer to the internal thread control structure.
**
** Returns:
**    CS_SUCCEED      Order-by list was successfully defined.
**    CS_FAIL         An error was detected..
*/
CS_RETCODE            ex_srv_orderby(spp)
SRV_PROC                *spp;
{
    /* There are two columns specified in the order-by clause.*/
    CS_INT        collist[2];
    CS_INT        numcols;

    /* Initialization.*/
    numcols = 2;

    /*
    ** Initialize the collist array in the order the
     ** columns occur in the order-by clause.
    **
    ** “c” is the 1st column specified in the order-by,
     ** and is the 3rd column specified in the select-list.
    */
    collist[0] = (CS_INT)3;
    /*
    ** “a” is the 2nd column specified in the order-by,
     ** and is the 1st column specified in the select-list.
    */



srv_poll (UNIX のみ ) 

374  Open Server

    collist[1] = (CS_INT)1;
    /*
    ** Define the order-by list.
    */
    if (srv_orderby(spp, numcols, collist) != CS_SUCCEED)
    {
        return(CS_FAIL);
    }
    return (CS_SUCCEED);
}

使用法 • srv_orderby は、order-by 情報を返すという Adaptive Server Enterprise 
の機能を模擬的に実行する場合のみ必要です。

• srv_orderby では、Open Server アプリケーションがソート順に関す
る情報をクライアントに返すことができます。SQL コマンドは、
次のようになります。

select a, b, c, d
 order by c, a

ソート順は、先にカラム c、次にカラム a です。アプリケーショ
ンは、カラム番号配列において、まずカラム 3、次にカラム 1 を
リストすることによって、この情報をクライアントに返します。

• select リストの先頭のカラムは、カラム 1 です。

• srv_orderby は、srv_descfmt の呼び出しの後、srv_bind の呼び出しの
前に呼び出さなければなりません。

srv_poll (UNIX のみ )
説明 一連のオープン・ストリームのファイル記述子の I/O イベントを

チェックします。

構文 CS_INT srv_poll(fdsp, nfds, waitflag)

SRV_POLLFD         *fdsp;
CS_INT                   nfds;
CS_INT              waitflag;

パラメータ fdsp
対象の各オープン・ファイル記述子に対して要素を 1 つずつ持って
いる SRV_POLLFD 構造体の配列を指すポインタです。
SRV_POLLFD 構造体には、次のメンバがあります。
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CS_INT   srv_fd;         /* File descriptor.*/
 CS_INT   srv_events;     /* Relevant events.*/
 CS_INT   srv_revents;    /* Returned events.*/

nfds
*fdsp 配列の要素の数です。

waitflag
目的のオペレーションのためのファイル記述子が使用可能になるま
で、スレッドが休止されるのかどうかを示す CS_INT 値です。
SRV_M_WAIT に設定すると、スレッドは休止し、指定されたオペ
レーションに対して *fdsp 配列のファイル記述子 ( いずれでも ) が
使用可能になると、ウェイクアップします。フラグが 
SRV_M_NOWAIT に設定されていると、srv_poll はチェックを行い、
呼び出し元に戻ります。リターン・ステータスの値がゼロより大き
い場合は、目的のオペレーションのファイル記述子が使用可能で
あったことを示します。

戻り値 表 3-82：戻り値 (srv_poll)

例

#include          <ospublic.h>
/*
** Local Prototype
*/
CS_RETCODE      ex_srv_pollPROTOTYPE((
struct pollfd   *fdp,
CS_INT          nfds
));

/*
** EX_SRV_POLL
**
**   This routine demonstrates how to use srv_poll to poll
**   application-specific file descriptors.
**
** Arguments:
**         fdp - The address of the file descriptor array.
**         nfds - The number of file descriptors to poll.
**
** Returns

戻り値 意味

整数 使用可能なファイル記述子の数。

-1 ルーチンが失敗。

0 使用可能なファイル記述子がない。
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**
**    CS_SUCCEED    If the data address is returned.
**    CS_FAIL       If the call to srv_poll failed.
**
*/
CS_RETCODE      ex_srv_poll(fdp, nfds)
struct pollfd   *fdp;
CS_INT                            nfds;
{
      /*
      ** Initialization.
      */
      lp = (CS_VOID *)NULL;

      /*
      ** Calls srv_poll to check if any of these file
      ** descriptors are active; ask to sleep until at
      ** least one of them is.
      */
      if( srv_poll(fdp, nfds, SRV_M_WAIT) == (CS_INT)-1 )
      {
          return CS_FAIL;
      }

      /*
      ** All done.
      */
      return CS_SUCCEED;
}

使用法 • アプリケーションはファイル記述子を調べるため、または実行す
る I/O があるまでスレッドを休止するために、srv_poll を使用する
ことができます。

• 表 3-83 に、srv_events と srv_revents の有効値を示します。
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表 3-83： srv_events および revents の値 (srv_poll)

• srv_poll は、すべての UNIX プラットフォームで使用できます。

注意 ネイティブの poll(2) システム・コールをサポートする UNIX プ
ラットフォームでアプリケーションが srv_poll  を使用する場合、アプ
リケーションは ospublic.h の前に <sys/poll.h> を含める必要があります。

参照 srv_capability, srv_select (UNIX のみ )

srv_props
説明 Open Server プロパティを定義または取得します。

構文 CS_RETCODE srv_props(cp, cmd, property, bufp, buflen,
                 outlenp)

CS_CONTEXT  *cp;
CS_INT                 cmd;
 CS_INT             property;
CS_VOID          *bufp;
CS_INT buflen;
CS_INT *outlenp;

パラメータ scp
cs_ctx_alloc を使用して先に割り付けた CS_CONTEXT 構造体へのポ
インタです。

cmd
実行するアクションです。表 3-84 に、cmd の有効値を示します。

値 説明

SRV_POLLIN 通常の読み込みイベント。

SRV_POLLPRI 優先イベントを受け取った。

SRV_POLLOUT ファイル記述子は書き込みが可能。

SRV_POLLERR ファイル記述子でエラーが起こった。

SRV_POLLHUP ファイル記述子でハングした。この値は、リター
ン・イベントでのみ有効。

SRV_POLLNVAL SRV_POLLFD で無効なファイル記述子が指定され
た。
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表 3-84： cmd の値 (srv_props)

property
設定、取得、またはクリアされるプロパティです。この引数の有効
値のリストについては、「使用法」にある表を参照してください。

bufp
プロパティ値の情報が設定される (CS_SET)、またはプロパティ値
の情報が取得される (CS_GET) Open Server アプリケーションのデー
タ・バッファへのポインタです。

buflen
バッファ長をバイト数で示したものです。

outlenp
取得されたプロパティ値の長さのバイト数を設定するために Open 
Server が使用する CS_INT 変数へのポインタです。この引数はオプ
ションであり、cmd が CS_GET のときにのみ使用します。

戻り値 表 3-85：戻り値 (srv_props)

例

#include          <ospublic.h>
/*
** Local prototype
*/
CS_RETCODE ex_srv_set_propPROTOTYPE((
CS_CONTEXT *cp,
CS_INT     property,
CS_VOID    *bufp,
CS_INT     buflen

値 意味

CS_SET Open Server アプリケーションがプロパティを設定している。
この場合、bufp は、プロパティが設定される値を持ち、
buflen は、その値のサイズのバイト数でなければならない。

CS_GET Open Server アプリケーションがプロパティを取得している。
この場合、bufp は、プロパティ値が置かれているバッファを
指し、buflen は、そのバッファのサイズのバイト数でなけれ
ばならない。

CS_CLEAR Open Server アプリケーションは、プロパティをデフォルト
値にリセットしている。この場合は、bufp、buflen、outlenp 
は無視される。

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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));
/*
** EX_SRV_SET_PROP
**
**    Example routine to set a property using srv_props.
**
** Arguments:
**
**    *cp       Pointer to a CS_CONTEXT structure previously
**              allocated by cs_ctx_alloc.
**    property  The property being set.
**    *bufp     Pointer to the value the property is to be
**              set to.
**    buflen    The length of the value.
** 
** Returns
**
**   CS_SUCCEED   Arguments were valid and srv_props was called.
**     CS_FAIL        An error was detected.
**
*/
CS_RETCODE      ex_srv_set_prop(cp, property, bufp, buflen)
CS_CONTEXT  *cp;
CS_INT          property;
CS_VOID        *bufp;
CS_INT              buflen;
{
      /* Check arguments.*/
      if(cp == (CS_CONTEXT *)NULL)
      {
            return(CS_FAIL);
      }
      if(buflen < 1)
            return(CS_FAIL);
return(srv_props(cp,(CS_INT)CS_SET,property,bufp,buflen,
  (CS_INT *)0));
}

使用法 • サーバワイドな設定パラメータとプロパティを定義および取得す
るために、srv_props が呼び出されます。

• srv_version を呼び出してから、srv_props を呼び出します。

• srv_init を呼び出す前に、SRV_S_TRACEFLAG、
SRV_S_LOGFILE、および SRV_S_TRUNCATELOG を除くすべて
のプロパティが srv_props によって設定されていなければなりませ
ん。
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• srv_init を呼び出した後、bufp を空の文字列 ("") に設定し、buflen 
をゼロに設定した状態で SRV_S_LOGFILE プロパティを設定する
と、ログ・ファイルが閉じます。

• TCP ソケットの入出力バッファ・サイズを設定するためのサー
バ・プロパティは、SRV_S_TCP_RCVBUF と 
SRV_S_TCP_SNDBUF です。Open Server アプリケーションは、こ
れらのプロパティ設定を使用して、オペレーティング・システム
の setsockopt コマンドでバッファ・サイズを設定します。
setsockopt は TCP の connect コマンドおよび accept コマンドの前に
呼び出す必要があるので、これらのプロパティを設定してから接
続の確立を試みてください。

これらのプロパティをアプリケーションに応じて設定します。た
とえば、クライアントが大量のデータをサーバに送信することが
想定される場合は、SRV_S_TCP_RCVBUF を大きな値に設定して
対応するバッファ・サイズを増加します。

注意 CS_TCP_RCVBUF および CS_TCP_SNDBUF の各 
context/connection プロパティを使用して、クライアント側で TCP 
ソケットの入出力バッファ・サイズを設定します。『Open Client 
Client-Library/C リファレンス・マニュアル』を参照してください。

サーバの例 :

srv_props(cp, CS_SET, SRV_S_TCP_SNDBUF, bufp, 
CS_SIZEOF(CS_INT), (CS_INT *)NULL);

• 表 3-86 に、サーバ・プロパティ値、設定や取得の可否、それぞれ
のプロパティ値のデータ型を示します。

表 3-86： サーバのプロパティとそのデータ型 (srv_props)

プロパティ
設定／
クリア 取得

cmd が 
CS_SET の場
合の bufp

cmd が CS_GET の場合
の bufp

SRV_S_ALLOCFUNC あり あり 関数ポインタ 関数ポインタのアドレス

SRV_S_APICHK あり あり CS_BOOL CS_BOOL

SRV_S_ATTNREASON なし あり 適用しない CS_INT

SRV_S_CERT_AUTH あり あり char* char*

SRV_S_CURTHREAD なし あり 適用しない スレッド・ポインタのア
ドレス

SRV_S_DISCONNECT あり あり CS_BOOL CS_BOOL

SRV_S_DEFQUEUESIZE あり あり CS_INT CS_INT
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SRV_S_DS_PROVIDER あり あり 文字列へのポ
インタ

文字列へのポインタ

SRV_S_DS_REGISTER あり あり CS_BOOL CS_BOOL

SRV_S_ERRHANDLE あり あり 関数ポインタ 関数ポインタのアドレス

SRV_S_FREEFUNC あり あり 関数ポインタ 関数ポインタのアドレス

SRV_S_IFILE あり あり 文字列 文字列

SRV_S_LOGFILE あり あり 文字列 文字列

SRV_S_LOGSIZE あり あり CS_INT CS_INT

SRV_S_MAXLISTENERS あり あり CS_INT CS_INT

SRV_S_MSGPOOL あり あり CS_INT CS_INT

SRV_S_NETBUFSIZE あり あり CS_INT CS_INT

SRV_S_NETTRACEFILE あり あり 文字列 文字列

SRV_S_NUMCONNECTIONS あり あり CS_INT CS_INT

SRV_S_NUMLISTENERS なし あり CS_INT CS_INT

SRV_S_NUMMSGQUEUES あり あり CS_INT CS_INT

SRV_S_NUMMUTEXES あり あり CS_INT CS_INT

SRV_S_NUMREMBUF あり あり CS_INT CS_INT

SRV_S_NUMREMSITES あり あり CS_INT CS_INT

SRV_S_NUMTHREADS あり あり CS_INT CS_INT

SRV_S_NUMUSEREVENTS あり あり CS_INT CS_INT

SRV_S_PREEMPT あり あり CS_BOOL CS_BOOL

SRV_S_REALLOCFUNC あり あり 関数ポインタ 関数ポインタのアドレス

SRV_S_RETPARMS あり あり CS_BOOL CS BOOL

SRV_S_REQUESTCAP あり あり CS_CAP_TYP
E 構造体

CS_CAP_TYPE 構造体

SRV_S_RESPONSECAP あり あり CS_CAP_TYP
E 構造体

CS_CAP_TYPE 構造体

SRV_S_SEC_KEYTAB あり あり 文字列へのポ
インタ

文字列へのポインタ

SRV_S_SEC_PRINCIPAL あり あり 文字列へのポ
インタ

文字列へのポインタ

SRV_S_SERVERNAME なし あり 文字列 文字列

SRV_S_SSL_CIPHER あり なし char*

SRV_S_SSL_LOCAL_ID あり あり struct char*

SRV_S_SSL_VERSION あり なし CS_INT

SRV_S_STACKSIZE あり あり CS_INT CS_INT

プロパティ
設定／
クリア 取得

cmd が 
CS_SET の場
合の bufp

cmd が CS_GET の場合
の bufp



srv_props 

382  Open Server

• 表 3-87 に、各サーバ・プロパティのデフォルト値を示します。

SRV_S_TCP_RCVBUF あり あり CS_INT CS_INT

SRV_S_TCP_SNDBUF あり あり CS_INT CS_INT

SRV_S_TDSVERSION あり あり CS_INT CS_INT

SRV_S_TIMESLICE あり あり CS_INT CS_INT

SRV_S_TRACEFLAG あり あり CS_INT ( ビッ
トマスク )

CS_INT ( ビットマスク )

SRV_S_TRUNCATELOG あり あり CS_BOOL CS_BOOL

SRV_S_USESRVLANG あり あり CS_BOOL CS_BOOL

SRV_S_VERSION なし あり 適用しない 文字列

SRV_S_VIRTCLKRATE あり あり CS_INT CS_INT

SRV_S_VIRTTIMER あり あり CS_BOOL CS_BOOL

プロパティ
設定／
クリア 取得

cmd が 
CS_SET の場
合の bufp

cmd が CS_GET の場合
の bufp
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表 3-87： プロパティの有効値とそのデフォルト値 (srv_props)

プロパティ デフォルト

SRV_S_ALLOCFUNC malloc()

SRV_S_APICHK CS_TRUE

SRV_S_ATTNREASON デフォルトなし

SRV_S_CURTHREAD 適用せず

SRV_S_DEFQUEUESIZE SRV_DEF_DEFQUEUESIZE

SRV_S_DISCONNECT CS_FALSE

SRV_S_DS_PROVIDER プラットフォームに依存する。詳細につい
ては、使用しているプラットフォームの
『Open Client/Server 設定ガイド』を参照。

SRV_S_DS_REGISTER CS_TRUE、Server-Library が起動時に自身で
ディレクトリに登録する

SRV_S_ERRHANDLE エラー・ハンドラなし

SRV_S_FREEFUNC free()

SRV_S_IFILE $SYBASE/interfaces

SRV_S_LOGFILE srv.log

SRV_S_LOGSIZE 大整数値

SRV_S_MAXLISTENERS CS_MAX_NOMAX

SRV_S_MSGPOOL SRV_DEF_MSGPOOL

SRV_S_NETBUFSIZE SRV_DEF_NETBUFSIZE

SRV_S_NETTRACEFILE sybnet.dbg

SRV_S_NUMCONNECTIONS SRV_DEF_NUMCONNECTIONS

SRV_S_NUMLISTENERS 適用せず

SRV_S_NUMMSGQUEUES SRV_DEF_NUMMSGQUEUES

SRV_S_NUMMUTEXES SRV_DEF_NUMMUTEXES

SRV_S_NUMREMBUF SRV_DEF_NUMREMBUF

SRV_S_NUMREMSITES SRV_DEF_NUMREMSITES

SRV_S_NUMTHREADS SRV_DEF_NUMTHREADS

SRV_S_NUMUSEREVENTS SRV_DEF_NUMUSEREVENTS

SRV_S_PREEMPT CS_FALSE

SRV_S_REALLOCFUNC realloc()

SRV_S_REQUESTCAP 「機能」(25 ページ ) を参照してください。

SRV_S_RESPONSECAP 「機能」(25 ページ ) を参照してください。

SRV_S_RETPARMS デフォルトなし

SRV_S_SEC_KEYTAB デフォルトなし

SRV_S_SEC_PRINCIPAL セキュリティ・メカニズムに依存する。

SRV_S_SERVERNAME DSLISTEN 環境変数
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• デフォルト値が割り当てられていて設定可能なすべてのサーバ・
プロパティは、cmd を CS_CLEAR に設定した状態で srv_props を
呼び出すことによって、デフォルト値にリセットできます。

• すべてのサーバ・プロパティは、cmd を CS_GET に設定して 
srv_props  を呼び出すことによって、いつでも取得できます。Open 
Server アプリケーションがプロパティの値を定義していない場合
は、デフォルト値が返されます。

• プロパティについては、「プロパティ」のページを参照してくだ
さい。

• プロパティが取得されているときに、ユーザ・バッファのサイズ
がプロパティ値を格納するには十分のサイズではないことを 
buflen が示した場合には、Open Server は必要なバイト数を 
*outlenp に設定し、ユーザ・バッファは変更されません。

• デフォルトの stacksize (SRV_S_STACKSIZE のデフォルト値 ) は、
使用するプラットフォームに応じて異なります。

Open Server のネイティブスレッド・バージョンでは、基本となる
スレッドのデフォルトの stacksize が使用されます。この値は、
SRV_S_STACKSIZE プロパティで stacksize を設定することにより
変更できます。

stacksize を設定する場合、その stacksize が小さすぎるときは、ス
タック・オーバフロー・エラーが発生する場合があることに注意
してください。

参照 srv_init, srv_thread_props, srv_spawn, 「プロパティ」(157 ページ )

SRV_S_STACKSIZE SRV_DEF_STACKSIZE

SRV_S_TCP_RCVBUF プラットフォームに依存する。

SRV_S_TCP_SNDBUF プラットフォームに依存する。

SRV_S_TDSVERSION SRV_TDS_5_0

SRV_S_TIMESLICE SRV_DEF_TIMESLICE

SRV_S_TRACEFLAG 0

SRV_S_TRUNCATELOG CS_FALSE

SRV_S_USESRVLANG CS_TRUE

SRV_S_VERSION コンパイル時のバージョン文字列

SRV_S_VIRTCLKRATE SRV_DEF_VIRTCLKRATE

SRV_S_VIRTTIMER CS_FALSE

プロパティ デフォルト
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srv_putmsgq
説明 メッセージ・キューにメッセージを入れます。

構文 CS_RETCODE srv_putmsgq(msgqid, msgp, putflags)

SRV_OBJID        msgqid;
CS_VOID            *msgp;
CS_INT              putflags;

パラメータ msgqid
メッセージ・キューの識別子です。メッセージ・キューを名前で参
照する場合は、 srv_getobjid を呼び出して、名前を検索しメッセー
ジ・キュー ID を返します。

msgp
メッセージへのポインタです。メッセージ・データは、受信されて
処理されるまでは有効でなければなりません。

putflags
putflags の値は、論理和をとることができます。表 3-88 に、値とそ
の意味を示します。

表 3-88：  putflags の値 (srv_putmsgq)

戻り値 表 3-89： 戻り値 (srv_putmsgq)

例

#include          <ospublic.h>

/*

値 説明

SRV_M_NOWAIT このフラグが設定されると、メッセージがメッセージ・
キューに置かれた直後に、srv_putmsgq の呼び出しが戻
る。

SRV_M_WAIT SRV_M_WAIT が設定されると、メッセージが読み込ま
れるかキューが削除されるまでは srv_putmsgq は戻らな
い。

SRV_M_URGENT このフラグが設定されると、メッセージは、メッセー
ジ・キューのメッセージ・リストの 後ではなく先頭
に置かれる。1 つのキューに複数の緊急メッセージが追
加された場合には、緊急メッセージは、キューに入っ
た順でキューの先頭に表示される。

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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 ** Local Prototype.
 */
CS_RETCODE ex_srv_putmsgq PROTOTYPE((
SRV_OBJID  mqid,
CS_INT     flags
));
/* 
 ** EX_SRV_PUTMSGQ
**
**    Example routine to put a message into a message queue.
**
** Arguments:
**   msgqid    Message queue identifier.
**   putflags  Special instructions for srv_putmsgq.
**
** Returns:
**
**      CS_SUCCEED
**     CS_FAIL
 */
CS_RETCODE     ex_srv_putmsgq(mqid, flags)
SRV_OBJID      mqid;
CS_INT         flags;
{
     CS_CHAR   *msgp;

msgqp = srv_alloc(20);
     strcpy(msgp, “Hi there”);
     return(srv_putmsgq(mqid, msgp, flags));
}

使用法 • srv_putmsgq は、*msgp のメッセージをメッセージ・キュー msgqid 
に入れます。

• メッセージは、ポインタとして渡されます。仮にメッセージを送
信しているスレッドのコンテキストが変更されても、メッセージ
が指すデータは有効のままでなければなりません。

特に、メッセージを送信するスレッドのコンテキストにあるス
タック・アドレスを指すメッセージを転送するときには、注意し
てください。これを行う場合には、メッセージがキューから削除
されるまでは、メッセージを送ったスレッドがメッセージを送っ
たフレームから戻らないことを保証しなければなりません。この
保証がないと、メッセージは他の目的に使用されているスタック
を指すこともあります。
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• SRV_S_NUMMSGQUEUES サーバ・プロパティは、Open Server ア
プリケーションが使用できるメッセージ・キューの数を決定しま
す。「サーバ・プロパティ」(159 ページ ) を参照してください。

• SRV_S_MSGPOOL サーバ・プロパティは、ランタイムに Open 
Server アプリケーションが使用できるメッセージの数を決定しま
す。「サーバ・プロパティ」(159 ページ ) を参照してください。

参照 srv_createmsgq, srv_deletemsgq, srv_getmsgq, srv_getobjid 

srv_realloc
説明 メモリの再割り付けを行います。

構文 CS_VOID* srv_realloc(mp,newsize)

CS_VOID            *mp;
CS_INT          newsize;

パラメータ mp
古いメモリ・ブロックへのポインタです。

newsize
再割り付けするバイト数です。

戻り値 表 3-90： 戻り値 (srv_realloc)

例

#include          <ospublic.h>

/*
** Local Prototype.
*/
extern CS_RETCODE ex_srv_realloc PROTOTYPE((
CS_VOID       *mp,
CS_INT       newsize
));

/* 

戻り値 意味

新しく割り付けられた領
域へのポインタ

新しい領域のロケーション。

null ポインタ Server-Library は newsize バイトの割り付けがで
きなかった。
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** EX_SRV_REALLOC
**
**   Reallocate a memory chunk.
**
** Arguments:
**    mp        A pointer to existing memory block.
**    newsize   The new size of the memory block.
**
** Returns:
**    CS_SUCCEED            Memory was allocated successfully.
**     CS_FAIL        An error was detected.
*/
CS_RETCODE      ex_srv_realloc(mp, newsize)
CS_VOID            *mp;
CS_INT          newsize;
{
      mp = srv_realloc(mp, newsize);

      if(mp == (CS_VOID *)NULL)
      {
           return(CS_FAIL);
      }
      return (CS_SUCCEED);
}

使用法 • srv_realloc は、動的にメモリの再割り付けを行います。

• mp で参照されているブロックのサイズを newsize に変更し、( 移
動された可能性もある ) ブロックへのポインタを返します。

• srv_realloc を使用して割り付けたメモリは、すべて srv_free を呼び
出すことで解放しなければなりません。

• 通常の C 言語のメモリ割り付けルーチンが使用されるようなとこ
ろで、srv_realloc を使用します。

• 現行バージョンでは、srv_realloc は、C 言語のルーチンの realloc を
呼び出します。しかし、Open Server アプリケーションでは、
srv_props ルーチンを使用して独自のメモリ管理ルーチンをインス
トールすることができます。ユーザ・インストール・ルーチンの
パラメータ転送規則は、realloc のものと同一でなければなりませ
ん。アプリケーションがユーザ・インストール・ルーチンを使用
できるように設定されていない場合には、Open Server は realloc を
呼び出します。

参照 srv_alloc, srv_free, srv_props 
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srv_recvpassthru
説明 クライアントからプロトコル・パケットを受信します。

構文 CS_RETCODE srv_recvpassthru(spp, recv_bufp, infop)

SRV_PROC        *spp;
CS_BYTE            **recv_bufp;
CS_INT         *infop;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

recv_bufp
受信したプロトコル・パケットを含んでいるバッファの開始アドレ
スを受ける CS_BYTE ポインタへのポインタです。

infop
srv_recvpassthru が CS_FAIL を返した場合に SRV_I_UNKNOWN に設
定される CS_INT へのポインタです。表 3-91 は、srv_recvpassthru が 
CS_SUCCEED を返す場合に *infop に返される可能性のある値を示
します。

表 3-91：  CS_SUCCEED の値 (srv_recvpassthru)

戻り値 表 3-92： 戻り値 (srv_recvpassthru)

例

#include          <ospublic.h>
/*
 ** Local prototype.
 */
CS_RETCODE      ex_srv_recvpassthru PROTOTYPE((
CS_VOID               *spp
));
/*
** EX_SRV_RECVPASSTHRU
**

値 説明

SRV_I_PASSTHRU_MORE プロトコル・パケットを読むことに成功。こ
れはメッセージ・パケットの終わりではない。

SRV_I_PASSTHRU_EOM このパケットは、メッセージ・パケットの終
わりである。

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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**   Example routine to receive protocol packets from a client.
**
** Arguments:
**     spp     A pointer to an internal thread control structure.
**
** Returns:
**   CS_SUCCEED If we were able to receive the packets.
**   CS_FAIL If were unsuccessful at receiving the packets.
**
*/
CS_RETCODE    ex_srv_recvpassthru(spp)
SRV_PROC                *spp;
{
     CS_RETCODE        result;
     CS_BYTE       *recvbuf;
     CS_INT       info;

     /*
     ** Read packets until we get the EOM flag.
     */
     do
     {
            result = srv_recvpassthru(spp, &recvbuf, &info);
     }
     while (result == CS_SUCCEED && info == SRV_I_PASSTHRU_MORE);

     return (result);
}

使用法 • srv_recvpassthru は、プロトコル・パケットを内容を解釈せずに受
け取ります。

• 一度 srv_recvpassthru が呼び出されると、これを呼び出したイベン
ト・ハンドラは「パススルー・モード」に入ったことになりま
す。パススルー・モードは、*infop に SRV_I_PASSTHRU_EOM が
返されるときに終了します。

• イベント・ハンドラがパススルー・モード状態の場合は、他の 
Server-Library ルーチンを呼び出すことはできません。

• パススルー・モードでは、クライアントに対する SRV_CONNECT 
ハンドラは、srv_getloginfo、ct_setloginfo、ct_getloginfo、および 
srv_setloginfo を呼び出すことによって、クライアントとリモート・
サーバがプロトコル・パケットのフォーマットをネゴシエートで
きるようにする必要があります。これによって、異なるプラット
フォーム上で動作しているクライアントおよびリモート・サーバ
は、必要なデータ変換を行うことができます。
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• srv_recvpassthru は、SRV_START、SRV_CONNECT、SRV_STOP、
SRV_DISCONNECT、SRV_URGDISCONNECT、
SRV_ATTENTION 以外のすべてのイベント・ハンドラで呼び出す
ことができます。

• 一度 srv_recvpassthru を呼び出すと、実行中のスレッドは 
srv_senddone を発行するまで、I/O を実行するルーチンを呼び出す
ことができなくなります。ネットワーク I/O は、srv_recvpassthru
を実行するイベント・ハンドラで発生できません。

参照 srv_getloginfo, srv_sendpassthru, srv_setloginfo

srv_regcreate
説明 レジスタード・プロシージャの登録を完了します。

構文 CS_RETCODE srv_regcreate(spp, infop)

SRV_PROC    *spp;
CS_INT         *infop;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

infop
CS_INT を指すポインタです。表 3-93 に、srv_regcreate が CS_FAIL を
返す場合に *infop に返される可能性がある値を示します。

表 3-93：  infop の値 (srv_regcreate)

戻り値 表 3-94： 戻り値 (srv_regcreate)

例

#include          <ospublic.h>

/*
** Local Prototype.

値 説明

SRV_I_PEXISTS プロシージャはすでに登録されている。

SRV_I_UNKNOWN その他のエラーが発生した。

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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*/
CS_INT    ex_srv_regcreate PROTOTYPE((
SRV_PROC      *sproc
));

/*
** EX_SRV_REGCREATE
**    An example routine that completes the registration of a
**    registered procedure using srv_regcreate.
**
** Arguments:
**   sproc     A pointer to an internal thread control structure.
**
** Returns:
**    CS_SUCCEED   If the procedure was registered successfully.
**    CS_FAIL      If the supplied internal control structure is
 **                NULL.
**    SRV_I_EXIST       If the procedure is al&ready registered.
**    SRV_I_UNKNOWN     If some other error occurred.
*/
CS_INT    ex_srv_regcreate(sproc)
SRV_PROC       *sproc;
{
      CS_INT    info;     /* The reason for failure */

      /*
      ** Check whether the internal control structure is NULL.
      */
      if ( sproc == (SRV_PROC *)NULL )
      {
           return((CS_INT)CS_FAIL);
      }

      /*
      ** Now register the procedure al&ready defined by
      ** srv_regdefine and(or) srv_regparam.If an error
      ** occurred, return the cause of error.
      */
      if ( srv_regcreate(sproc, &info) == CS_FAIL )
      {
             return(info);
      }

      /* The procedure is registered.*/
      return((CS_INT)CS_SUCCEED);
}



第 3 章    ルーチン

Server-Library/C リファレンス・マニュアル 393

使用法 • プロシージャを登録するために必要な情報がすべて提供された後
に、srv_regcreate は登録を完了します。

• プロシージャの名前とパラメータは、あらかじめそれぞれ 
srv_regdefine と srv_regparam を使用して定義されていなければなり
ません。

• 一度登録されると、クライアント・アプリケーションからでも 
Open Server アプリケーション・プログラムの中からでも、プロ
シージャを呼び出すことができます。

• プロシージャを登録する例は、srv_regdefine を参照してください。

参照 srv_regdefine, srv_regdrop, srv_reglist, srv_regparam

srv_regdefine
説明 プロシージャを登録するプロセスを開始する。

構文 CS_RETCODE srv_regdefine(spp, procnamep,

                    namelen, funcp)

SRV_PROC *spp;
CS_CHAR *procnamep;
CS_INT              namelen;
SRV_EVENTHANDLE_FUNC(*funcp)();

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

procnamep
プロシージャ名へのポインタです。

namelen
プロシージャ名の長さです。*proc_namep の文字列が null で終了す
る場合、namelen は CS_NULLTERM とすることもできます。

funcp
プロシージャが実行されるたびに呼び出される関数へのポインタで
す。このパラメータを null に設定すると、「ノーティフィケーショ
ン ( 通知 ) プロシージャ」が登録されます。ノーティフィケーショ
ン・プロシージャは、クライアント間での通信には便利です。「レ
ジスタード・プロシージャ」(185 ページ ) を参照してください。
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戻り値 表 3-95： 戻り値 (srv_regdefine)

例

#include          <ospublic.h>
#include <stdio.h>

/*
** Local Prototype.
*/
CS_RETCODE      ex_srv_regdefine PROTOTYPE((
SRV_SERVER      *server
));
CS_RETCODE      stop_serv PROTOTYPE((
SRV_PROC        *spp
));

/*
** Local defines.
*/
#define   STOP_SERV   “stop_serv”

/*
** STOP_SERV
**    This function is called when the client sends the stop_serv
**    registered procedure.
** 
** Arguments:
**    spp      A pointer to internal thread control structure.
**
** Returns:
**    SRV_CONTINUE
*/
CS_INT     stop_serv(spp)
SRV_PROC                *spp;
{
 /* Queue a SRV_STOP event.*/
 (CS_VOID)srv_log((SRV_SERVER *)NULL, CS_TRUE,
           “Stopping Server￥n”, CS_NULLTERM);

     /* Send a final DONE to client to acknowledge the command.*/
     if (srv_senddone(spp, SRV_DONE_FINAL, CS_TRAN_UNDEFINED,
                (CS_INT)0)

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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                == CS_FAIL)
     {
            fprintf(stderr, “srv_senddone failed￥n”);
     }

     /* Queue a SRV_STOP event to shut down the server.*/
 if (srv_event(spp, SRV_STOP, (CS_VOID *)NULL)
           == CS_FAIL)
     {
           fprintf(stderr, “Error queuing SRV_STOP event￥n”);
     }
 return(SRV_CONTINUE);
}

/* 
** EX_SRV_REGDEFINE
**
**    Example routine to illustrate the use of srv_regdefine to
**    register a procedure.
**
** Arguments:
**   server       A pointer to the Open Server control structure.
**
** Returns:
**
**   CS_SUCCEED  If procedure was registered successfully.
**   CS_FAIL     If an error occurred in registering the
** procedure.
*/
CS_RETCODE      ex_srv_regdefine (server)
SRV_SERVER   *server;
{
      SRV_PROC                *spp;
      CS_INT       info;

      /* Create a thread.*/
      spp = srv_createproc(server);

      if (spp == (SRV_PROC *)NULL)
           return(CS_FAIL);

      /* Define the procedure.*/
      if (srv_regdefine(spp, STOP_SERV, CS_NULLTERM, stop_serv)
           == CS_FAIL)
           return(CS_FAIL);
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      /* Complete the registration.*/
      if (srv_regcreate(spp, &info) == CS_FAIL)
           return(CS_FAIL);

      /* 
      ** Terminate the thread created here.We do not care about
      ** the return code from srv_termproc here.
      */
      (CS_VOID)srv_termproc(spp);

      return (CS_SUCCEED);
}

使用法 • srv_regdefine は、プロシージャを登録するプロセスの 初の手順
です。プロシージャは一度登録されると、クライアントから、ま
たは Open Server アプリケーション・プログラムの中からでも呼び
出せます。

• srv_regdefine を呼び出した後、srv_regparam を使用してプロシー
ジャのパラメータを定義します。

• プロシージャの登録プロセスは、srv_regcreate を呼び出して終了
します。

• procnamep と同一の名前を持つレジスタード・プロシージャがあ
る場合はエラーが検出され、srv_regcreate が呼び出されたときに
レポートされます。

• すべての要求されたプロシージャは、SRV_CONTINUE を返します。

参照 srv_regcreate, srv_regdrop, srv_reglist, srv_regparam 

srv_regdrop
説明 プロシージャの登録を解除します。

構文 CS_RETCODE srv_regdrop(spp, procnamep,

                    namelen, info)

SRV_PROC *spp;
CS_CHAR *procnamep;
CS_INT namelen;
CS_INT *infop;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。
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procnamep
プロシージャ名へのポインタです。

namelen
レジスタード・プロシージャ名の長さです。名前が null で終了する
場合、namelen は CS_NULLTERM とすることもできます。

infop
CS_INT へのポインタです。srv_regdrop が CS_FAIL を返すと、次の
値のいずれかにフラグが設定されます。

• SRV_I_PNOTKNOWN － プロシージャは登録されていない。

• SRV_I_UNKNOWN － その他のエラーが発生した。

戻り値 表 3-96： 戻り値 (srv_regdrop)

例

#include          <ospublic.h>
/*
 ** Local Prototype.
 */
CS_RETCODE     ex_srv_regdrop PROTOTYPE((
SRV_PROC               *spp,
CS_CHAR           *name,
CS_INT            namelen,
CS_INT     *infop
));

/*
** EX_SRV_REGDROP
**
**    Example routine to unregister a registered procedure using
**    srv_regdrop.
**
** Arguments:
**     spp     A pointer to an internal thread control structure.
**   name      The name of the registered procedure to drop.
**   namelen   The length of the registered procedure name.
**   infop     A return pointer to an integer containing more
**             descriptive error information if this routine
**             returns CS_FAIL.
**

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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** Returns:
**   CS_SUCCEED    Registered procedure was successfully deleted.
**   CS_FAIL       Registered procedure was not deleted or does
**                  not exist.
*/
CS_RETCODE     ex_srv_regdrop(spp, name, namelen, infop)
SRV_PROC                *spp;
CS_CHAR         *name;
CS_INT         namelen;
CS_INT     *infop;
{
      /* Initialization.*/
      *infop = (CS_INT)0;
      /* Execute the procedure.*/
      if (srv_regdrop(spp, name, namelen, infop) != CS_SUCCEED)
      {
           /* Open Server has set infop to a specific error.*/
           return(CS_FAIL);
      }
      return (CS_SUCCEED);
}

使用法 • srv_regdrop は、以前に srv_regcreate で登録したプロシージャを削
除します。

• このプロシージャの通知を待っているクライアント・スレッドに
は、プロシージャが削除されたことが通知されます。

参照 srv_regcreate, srv_regdefine, srv_reglist, srv_regparam 

srv_regexec
説明 レジスタード・プロシージャを実行します。

構文 CS_RETCODE srv_regexec(spp, infop)

SRV_PROC *spp;
CS_INT *infop;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

infop
CS_INT を指すポインタです。表 3-97 に、srv_regexec が CS_FAIL を
返す場合に *infop に返される可能性がある値を示します。
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表 3-97：  infop の値 (srv_regexec)

戻り値 表 3-98： 戻り値 (srv_regexec)

例

#include          <ospublic.h>

/*
** Local Prototype
*/
CS_RETCODE      ex_srv_regexec PROTOTYPE((
SRV_PROC               *spp,
CS_INT          &infop
));

/*
** EX_SRV_REGEXEC
**
**   Example routine to complete the execution of a registered
**   procedure using srv_regexec.This routine should be called
**   after srv_reginit and srv_regparam.
**
** Arguments:
**     spp     A pointer to an internal thread control structure.
**   infop     A return pointer to an integer containing more
**             descriptive error information if this routine
**             returns CS_FAIL.
**
** Returns:
**    CS_SUCCEED    Registered procedure executed successfully.
**    CS_FAIL       Registered procedure not executed, or
**                  notifications not completed successfully.
*/
CS_RETCODE ex_srv_regexec(spp, infop)
SRV_PROC                *spp;
CS_INT     &infop;
{

値 説明

SRV_I_PNOTKNOWN プロシージャは登録されていない。

SRV_I_PPARAMERR パラメータ・エラーがある。

SRV_I_PNOTIFYERR 通知を送信中にエラーが発生した。

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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      /* Initialization.*/
      &infop = (CS_INT)0;

      /* Execute the procedure.*/
      if (srv_regexec(spp, infop) != CS_SUCCEED)
      {
           /* 
           ** Open Server has set the argument to a specific
           **      error.
           */
           return(CS_FAIL);
      }
      return (CS_SUCCEED);
}

使用法 • srv_regexec は、レジスタード・プロシージャを実行します。

• srv_regexec を呼び出す前に、srv_reginit および srv_regparam でプロ
シージャ名とパラメータを指定します。

 警告！ Open Server のシステム・レジスタード・プロシージャは、
終の DONE を送信します。アプリケーションがイベント・ハンドラか
ら srv_regexec を使用してシステム・レジスタード・プロシージャを実
行した場合には、アプリケーションはイベント・ハンドラ・コードか
ら 終の DONE を送信しません。この場合、Open Server はステータ
ス・エラーとなります。

参照 srv_reginit, srv_regparam 

srv_reginit
説明 レジスタード・プロシージャの実行を開始します。

構文 CS_RETCODE srv_reginit(spp, procnamep,
                     namelen, options)

SRV_PROC *spp;
CS_CHAR *procnamep;
CS_INT namelen;
unsigned short options;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。
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procnamep
レジスタード・プロシージャ名へのポインタです。

namelen
プロシージャ名の長さです。名前が null で終了する場合、namelen 
は CS_NULLTERM とすることもできます。

options
どのスレッドに通知するかを決めるフラグです。表 3-99 に、
options の有効値を示します。

表 3-99：  options の値 (srv_reginit)

戻り値 表 3-100： 戻り値 (srv_reginit)

例

#include          <ospublic.h>
/*
** Local Prototype.
*/
CS_RETCODE     ex_srv_reginit  PROTOTYPE((
SRV_PROC       *sp,
CS_CHAR        *pname,
CS_INT         nlen
));

/*
** EX_SRV_REGINIT
**
**    This routine demonstrates how to use srv_reginit to
**    initiate the execution of a registered procedure.
**
** Arguments:
**         sp       A pointer to an internal thread control
                    structure.
**         pname    The name of the procedure to execute.
**         nlen     The length of the procedure name.
** Returns

値 説明

SRV_M_PNOTIFYALL 通知リストにある待機中のすべてのスレッドに
通知する。

SRV_M_PNOTIFYNEXT 待機時間が 長のスレッドにのみ通知する。

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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**
**    CS_SUCCEED    If the registered procedure began execution.
**    CS_FAIL       If an error was detected.
**
*/
CS_RETCODE      ex_srv_reginit(sp, pname, nlen)
SRV_PROC        *sp;
CS_CHAR         *pname;
CS_INT          nlen;
{
      /*
      ** Call srv_reginit to initiate the execution of this
      ** registered procedure; ask that all threads waiting for
      ** notification of this event be notified.
      */
      if( srv_reginit(sp, pname, nlen, SRV_M_PNOTIFYALL) ==
            CS_FAIL )
      {
           /*
           ** An error was al&ready raised.
           */
           return CS_FAIL;
      }

      /*
      ** All done.
      */
      return CS_SUCCEED;
}

使用法 • srv_reginit はレジスタード・プロシージャの実行プロセスの 初の
手順です。

• srv_reginit を呼び出した後に、srv_regparam を使ってプロシージャ
のパラメータを定義します。

• レジスタード・プロシージャの実行は、srv_regexec を呼び出して
行います。

• プロシージャが存在しない場合には、srv_regexec は、エラーの検
出とレポートを行います。

• レジスタード・プロシージャが実行されると、Open Server は、プ
ロシージャの通知リスト内のスレッドに通知します。options パラ
メータを指定して、リスト中のすべてのスレッドに通知を送信す
るか、待機時間が 長のスレッドにだけ通知を送信するかを決定
します。
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• Open Server アプリケーションでは、レジスタード・プロシージャ
を 大 16 レベルまでネストすることができます。

参照 srv_regexec, srv_regparam 

srv_reglist
説明 Open Server に登録されているすべてのプロシージャのリストを取得し

ます。

構文 CS_RETCODE srv_reglist(spp, proclistp)

SRV_PROC                *spp;
SRV_PROCLIST       **proclistp;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

proclistp
結果を含む SRV_PROCLIST のアドレスに設定される 
SRV_PROCLIST ポインタへのポインタです。srv_reglist が呼び出さ
れるときに、Open Server はこの構造体用の領域を割り付けます。

戻り値 表 3-101： 戻り値 (srv_reglist)

例

#include          <ospublic.h>
/*
** Local Prototype.
*/
CS_RETCODE      ex_srv_reglist PROTOTYPE((
SRV_PROC               *spp,
SRV_PROCLIST    **proclp
));

/*
** EX_SRV_REGLIST
**
** Arguments:
**
**   spp       Pointer to an internal thread control structure.

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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**   proclp    Pointer to a SRV_PROCLIST pointer that will be set
**             to point to the result.
**
** Returns
**
**   CS_SUCCEED    srv_reglist was successful.
**   CS_FAIL       An argument was invalid or srv_reglist failed.
**
*/
CS_RETCODE      ex_srv_reglist (spp, proclp)
SRV_PROC                *spp;
SRV_PROCLIST    **proclp;
{
      /* Check arguments.*/
      if (spp == (SRV_PROC *)NULL)
      {
            return(CS_FAIL);
      }
      return(srv_reglist(spp,proclp));
}

使用法 • srv_reglist は、スレッドに対する、現在のレジスタード・プロシー
ジャのリストをすべて返します。

• proclistp パラメータは、Open Server によって割り付けられ、初期
化される構造体を指すように設定されます。SRV_PROCLIST 構造
体は次のように定義されます。

typedef struct srv__proclist
 { 
      CS_INT        num_procs;      /* The number of procedures */
      CS_CHAR       **proc_list;    /* Array of procedure names */
 } SRV_PROCLIST;

• SRV_PROCLIST 構造体は、不要になった場合、srv_reglistfree を
使って割り付けを解除します。

参照 srv_reglistfree 

srv_reglistfree
説明 以前に割り付けられた SRV_PROCLIST 構造体を解放します。

構文 CS_RETCODE srv_reglistfree(spp, proclistp)
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SRV_PROC                *spp;
SRV_PROCLIST        *proclistp;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

proc_list
以前に srv_reglist または srv_regwatchlist を使用して割り付けられた 
SRV_PROCLIST 構造体へのポインタです。

戻り値 表 3-102： 戻り値 (srv_reglistfree)

例

#include          <ospublic.h>

/*
** Local Prototype
*/
CS_RETCODE      ex_srv_reglistfree PROTOTYPE((
SRV_PROC        *srvproc,
SRV_PROCLIST    *reglistp
));

/* 
** EX_SRV_REGLISTFREE
**
**   Example routine to free a previously allocated reglist.
**
** Arguments:
**  srvproc    A pointer to an internal thread control structure.
**  reglistp   A pointer to the list to free.
**
** Returns:
**
**      CS_SUCCEED
**     CS_FAIL
*/
CS_RETCODE      ex_srv_reglistfree(srvproc, reglistp)
SRV_PROC     *srvproc;
SRV_PROCLIST    *reglistp;
{
       return(srv_reglistfree(srvproc, reglistp));
}

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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使用法 srv_reglistfree は、srv_reglist または srv_regwatchlist を使用して割り付け
られた SRV_PROCLIST 構造体の割り付けを解除します。

参照 srv_reglist, srv_regwatchlist 

srv_regnowatch
説明 レジスタード・プロシージャの通知リストから、クライアント・ス

レッドを削除する。

構文 CS_RETCODE srv_regnowatch(spp, procnamep,
                       namelen, infop)

SRV_PROC   *spp;
CS_CHAR      *procnamep;
CS_INT namelen;
CS_INT         *infop;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

procnamep
プロシージャ名へのポインタです。

namelen
プロシージャ名の長さです。名前が null で終了する場合、namelen 
は CS_NULLTERM とすることもできます。

infop
CS_INT を指すポインタです。表 3-103 に、srv_regnowatch が CS_FAIL 
を返す場合に *infop に返される可能性がある値を示します。
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表 3-103：  infop の値 (srv_regnowatch)

戻り値 表 3-104： 戻り値 (srv_regnowatch)

例

#include          <ospublic.h>

/*
** Local Prototype.
*/
extern CS_RETCODE  ex_srv_regnowatch PROTOTYPE((
CS_VOID     *spp,
CS_CHAR         *procnamep,
CS_INT          namelen
));

/* 
** EX_SRV_REGNOWATCH
**
**    Remove a client thread from the notification list for the
**    specified registered procedure.
**
** Arguments:
**     spp          A pointer to an internal thread control
                   structure.
**   procnamep     A pointer to the name of the registered
                   procedure.
**   namelen   The length of the registered procedure name.
**
** Returns:
**   CS_SUCCEED    The thread was removed from notification list.
**     CS_FAIL        An error was detected.
*/

値 説明

SRV_I_PNOTCLIENT 非クライアント・スレッドが指定された。

SRV_I_PNOTKNOWN プロシージャは、Open Server アプリケーションに
は認識されていない。

SRV_I_PNOPENDING そのスレッドは、このプロシージャの通知リスト
には含まれていない。

SRV_I_PPARAMERR パラメータ・エラーが生じた。

SRV_I_UNKNOWN その他のエラーが発生した。

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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CS_RETCODE      ex_srv_regnowatch(spp, procnamep, namelen)
SRV_PROC                *spp;
CS_CHAR         *procnamep;
CS_INT         namelen;
{
      if(srv_regnowatch(spp, procnamep, namelen, (CS_INT *)NULL)
           == CS_FAIL)
      {
           return(CS_FAIL);
      }
      return (CS_SUCCEED);
}

使用法 • srv_regnowatch は、指定したプロシージャを実行したときに、通知
するスレッドのリストからクライアント・スレッドを削除します。

• プロシージャ名の 大長は SRV_MAXNAME です。

参照 srv_regwatch, srv_regwatchlist 

srv_regparam
説明 定義されているレジスタード・プロシージャに対してパラメータを記

述する、またはレジスタード・プロシージャの実行に対してデータを
提供する。

構文 CS_RETCODE srv_regparam(spp, param_namep, namelen,
                      type, datalen, datap)

SRV_PROC *spp;
CS_CHAR *param_namep;
CS_INT      namelen;
CS_INT type;
CS_INT datalen;
CS_BYTE    *datap;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

param_namep
パラメータ名へのポインタです。プロシージャを登録するときに
は、このパラメータは必須条件です。プロシージャを呼び出すとき
に、プロシージャが登録されたときのパラメータの定義の順序と同
じ順序でパラメータを指定する場合は、このパラメータを null にす
ることもできます。
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namelen
パラメータ名の長さです。param_namep が null で終了する場合、
namelen は CS_NULLTERM とすることもできます。

type
パラメータのデータ型です。Open Server データ型のリストについ
ては、「データ型」(229 ページ ) を参照してください。

datalen
パラメータのデータ長です。固定長データ型の場合、このパラメー
タは無視されます。null データ値を示すには、datalen を 0 に設定し
ます。クライアントがパラメータ値を指定しない場合には、Open 
Server アプリケーションはデフォルト値の長さを設定します。デ
フォルト値を定義したくない場合には、datalen を 
SRV_NODEFAULT に設定してください。

datap
データへのポインタです。プロシージャを登録する場合は、*datap
の値はプロシージャの今後の呼び出しのデフォルト値を示します。
プロシージャを呼び出している場合、デフォルト値を受け取るには 
datap  を NULL に設定します。

戻り値 表 3-105： 戻り値 (srv_regparam)

例

#include          <ospublic.h>

/*
** Local prototype.
*/
CS_RETCODE  ex_srv_regparam PROTOTYPE((
SRV_PROC        *spp
));

/*
** Local defines.
*/
#define PARAMNAME (CS_CHAR *)”myparam” /* Parameter name.*/

#define PARAMDEFAULT (CS_INT)100

/*

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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**The default value for the parameter.
*/

#define PARAMVAL (CS_INT)20 /* The value for this invocation.*/

/*
** EX_SRV_REGPARAM
**
**    Example routine to describe a parameter for a registered
** procedure.
**
** Arguments:
**     spp     A pointer to an internal thread control structure.
**
** Returns:
**    CS_SUCCEED If we were able to describe the parameter.
**    CS_FAIL       If an error was detected.
*/
CS_RETCODE      ex_srv_regparam(spp)
SRV_PROC                *spp;
{
      CS_RETCODE  result;
      CS_INT        param;

      /* Define the parameter with a default.*/
      param = PARAMDEFAULT;
      result = srv_regparam(spp, PARAMNAME, CS_NULLTERM,
             CS_INT_TYPE, sizeof(CS_INT), (CS_BYTE *)&param);

      if (result == CS_FAIL)
      {
            return(CS_FAIL);
      }

      /* Define the parameter with no default.*/
      result = srv_regparam(spp, PARAMNAME, CS_NULLTERM,
               CS_INT_TYPE, SRV_NODEFAULT, (CS_BYTE *)NULL);

      if (result == CS_FAIL)
      {
           return(CS_FAIL);
      }

      /* Give a non-default value for the parameter.*/
      param = PARAMVAL;
      result = srv_regparam(spp, PARAMNAME, CS_NULLTERM,
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              CS_INT_TYPE, sizeof(CS_INT), (CS_BYTE *)&param);
      
      return (result);
}

使用法 • srv_regparam は、プロシージャの呼び出しまたは登録のためのプ
ロシージャ・パラメータを指定します。srv_regparam は、
srv_reginit または srv_regdefine を呼び出してから実行します。

• レジスタード・プロシージャは、 大 1024 のパラメータを持つ
ことができます。

• プロシージャを登録するときには、srv_regparam を使って、プロ
シージャのパラメータとデフォルト値のプロパティを定義します。

• プロシージャを呼び出すときには、デフォルト値が指定されてい
るパラメータを除き、各パラメータについて srv_regparam を呼び
出します。

• null データ値を示すには、datalen を 0 に設定します。

• プロシージャを実行するときにパラメータのデフォルト値を受け
取るには、datap を NULL に設定します。

• パラメータに提供されたデフォルト値をプロシージャの実行に使
用する場合は、 srv_regparam を呼び出す必要はありません。

参照 srv_regcreate, srv_regdefine, srv_reginit, srv_regexec, 「データ型」(229 
ページ ) 

srv_regwatch
説明 指定されたプロシージャの通知リストに、クライアント・スレッドを

追加する。

構文 CS_RETCODE srv_regwatch(spp, proc_namep, namelen,
                    options, infop)

SRV_PROC        *spp;
CS_CHAR           *proc_namep;
CS_INT              namelen;
CS_INT                options;
CS_INT         *infop;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。
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proc_namep
プロシージャの名前です。

namelen
プロシージャ名の長さです。プロシージャ名が null で終了する場
合、namelen は CS_NULLTERM とすることもできます。

options
一度かぎりの通知要求なのか、永続的な通知要求なのかを指定する
フラグです。表 3-106 に、options の有効値を示します。

表 3-106： options の値 (srv_regwatch)

infop
表 3-107 に、srv_regwatch が CS_FAIL を返す場合に *infop に返され
る可能性がある値を示します。

表 3-107： infop の値 (srv_regwatch)

戻り値 表 3-108： 戻り値 (srv_regwatch)

例

#include          <ospublic.h>

値 説明

SRV_NOTIFY_ONCE 一度目の通知の後に、クライアント・スレッド
はプロシージャの通知リストから削除される。

SRV_NOTIFY_ALWAYS  srv_regnowatch を使ってプロシージャの通知リス
トからスレッドが削除されるまで、プロシー
ジャが実行されるたびにクライアント・スレッ
ドは通知を受ける。

値 説明

SRV_I_PNOTKNOWN プロシージャは、Open Server アプリケーション
には認識されていない。スレッドは通知リスト
に追加されなかった。

SRV_I_PINVOPT 有効でない options 値が指定された。スレッドは
通知リストに追加されなかった。

SRV_I_PNOTCLIENT 非クライアント・スレッドが指定された。ス
レッドは通知リストに追加されなかった。

SRV_I_PNOTIFYEXISTS スレッドは、指定されたプロシージャの通知リ
ストにすでに存在する。

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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/*
** Local Prototype.
*/
CS_INT      ex_srv_regwatch PROTOTYPE((
SRV_PROC        *sproc,
CS_CHAR     *procedure_name
));

/*
** EX_SRV_REGWATCH
**   An example routine to add a client thread to the
**   notification list for a specified procedure.
**
** Arguments:

**   sproc              A pointer to an internal thread control
** structure.
**   procedure_name     The null terminated procedure name.
**
** Returns:
**   CS_SUCCEED            If the thread was added to the
**                         notification list.
**   SRV_I_PNOTKNOWN       The procedure is not known to the Open
** Server application.
**   SRV_I_PNOTCLIENT      A non-client thread was specified.
**   SRV_I_PNOTIFYEXISTS   The thread is al&ready on the
**                         notification list for the specified
** procedure.
**   CS_FAIL               The attempt to add the thread to the
**                         notification failed due to other
**                         errors.
*/
CS_INT      ex_srv_regwatch(sproc, procedure_name)
SRV_PROC       *sproc;
CS_CHAR     *procedure_name;
{
      CS_INT       info;

      if ( srv_regwatch(sproc, procedure_name, CS_NULLTERM,
            SRV_NOTIFY_ALWAYS, &info) == CS_FAIL )
      {
            if ( (info == SRV_I_PNOTKNOWN)
            || (info == SRV_I_PNOTCLIENT)
            || (info == SRV_I_PNOTIFYEXISTS) )
            {
                return(info);
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           }
           else
           {
                return((CS_INT)CS_FAIL);
           }
      }

      return((CS_INT)CS_SUCCEED);
}

使用法 • srv_regwatch は、指定されたプロシージャが実行したときに通知す
るスレッドのリストに、スレッドを追加します。

• options フラグでは、プロシージャ実行時に必ずスレッドに通知す
るか、次回のプロシージャ実行時に 1 回だけ通知するかを指定し
ます。

• 通知要求を取り消すには、srv_regnowatch を使用します。

参照 srv_regnowatch, srv_regwatchlist 

srv_regwatchlist
説明 クライアント・スレッドが通知要求待ちになっている、すべてのレジ

スタード・プロシージャのリストを返します。

構文 CS_RETCODE srv_regwatchlist(spp, proclistp)

SRV_PROC                *spp;
SRV_PROCLIST       **proclistp;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

proclistp
レジスタード・プロシージャの数と各レジスタード・プロシージャ
の名前を持つ構造体へのポインタを指すポインタです。Open Server 
は、この構造体用に領域を割り付けます。
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戻り値 表 3-109： 戻り値 (srv_regwatchlist)

例

#include          <ospublic.h>

/*
** Local Prototype.
*/
CS_RETCODE     ex_srv_regwatchlist PROTOTYPE((
SRV_PROC        *spp
));

/* 
** EX_SRV_REGWATCHLIST
**
**    Example routine to get a list of all registered procedures
**    for which a client thread has notifications pending.
**
** Arguments:
**     spp     A pointer to an internal thread control structure.
**
** Returns:
**
**    CS_SUCCEED    The list returned successfully.
**     CS_FAIL        An error was detected.
*/
CS_RETCODE      ex_srv_regwatchlist(spp)
SRV_PROC                *spp;
{
     SRV_PROCLIST  *listp;

     if (srv_regwatchlist(spp, &listp) == CS_FAIL)
           return(CS_FAIL);

      /* 
      **   Process the information in the list and free the
      **   memory allocated for the list.
      */
      (CS_VOID)srv_reglistfree(spp, listp);

      return (CS_SUCCEED);
}

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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使用法 • srv_regwatchlist は、クライアント・スレッドが通知を要求したレ
ジスタード・プロシージャのリストを返します。

• proclistp パラメータは、Open Server によって割り付けられ、初期
化される SRV_PROCLIST 構造体を指します。SRV_PROCLIST 構
造体を次に示します。

typedef struct srv__proclist
{ 
    CS_INT       num_procs;     /* The number of procedure names */
     CS_CHAR      **proc_list;   /* The list of procedure names */
} SRV_PROCLIST;

• アプリケーションは、srv_reglistfree を呼び出すことによって、
SRV_PROCLIST 構造体の割り付けを解除します。

参照 srv_reglistfree 

srv_rpcdb
説明 現在のリモート・プロシージャの対象のデータベース要素を返します。

構文 CS_CHAR *srv_rpcdb(spp, lenp)

SRV_PROC *spp;
CS_INT *lenp;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

lenp
データベース名の長さが格納されている int 変数へのポインタです。
lenp には NULL も指定できますが、その場合にはデータベース名の
長さは返されません。
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戻り値 表 3-110： 戻り値 (srv_rpcdb)

例

#include          <ospublic.h>
/*
 ** Local Prototype.
 */
CS_RETCODE      ex_srv_rpcdb PROTOTYPE((
SRV_PROC               *spp,
CS_CHAR         **dbp,
CS_INT                 *lenp
));
/*
 ** EX_SRV_RPCDB
 **
**   Example routine to return the database component name of the
 **   current remote procedure call designation, using srv_rpcdb.
**
** Arguments:
**     spp     A pointer to an internal thread control structure.
 **   dbp   A return pointer to the null terminated database name.
 **   lenp  A return pointer to an integer containing the length
 **         of the database name.
**
** Returns:
**   CS_SUCCEED   Database component name returned successfully.
**     CS_FAIL        An error was detected.
 */
CS_RETCODE     ex_srv_rpcdb(spp, dbp, lenp)
SRV_PROC                *spp;
CS_CHAR        **dbp;
CS_INT          *lenp;
{
      /* Initialization.*/
      *lenp = (CS_INT)0;
      /* Retrieve the database component name.*/
      if ((*dbp = (CS_CHAR *)srv_rpcdb(spp, lenp)) == (CS_CHAR
            *)NULL)

戻り値 意味

現在の RPC の名前のデータベース要
素を含む、null で終了する文字列を
指すポインタ

現在の RPC の名前のデータベース要
素のロケーション。

(CS_CHAR *) NULL 現在の RPC が存在しない。

Open Server は lenp を -1 に設定し、
情報エラーが発生する。
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      {
           return(CS_FAIL);
      }
      return (CS_SUCCEED);
}

使用法 • srv_rpcdb は CS_CHAR ポインタを返します。これは、 後が null 
で終了する文字列へのポインタです。文字列には、現在のリモー
ト・プロシージャ・コールの名前のデータベース名に当たる部分
が含まれています。

• srv_rpcdb は、RPC の名前からデータベース名に当たる部分だけを
返します。所有者や RPC 番号を示すオプションの指定子など、
データベース名以外の部分は返しません。完全に修飾されたスト
アド・プロシージャの名前の形式は、
database.owner.rpcname;number です。RPC の名前から他の部分 
( 存在する場合 ) を取得するには、srv_rpcname、srv_rpcowner、
srv_rpcnumber を使用してください。

参照 srv_numparams, srv_rpcname, srv_rpcnumber, srv_rpcoptions, srv_rpcowner 

srv_rpcname
説明 現在のリモート・プロシージャ・コールの名前から、RPC 名に当たる

部分を返します。

構文 CS_CHAR *srv_rpcname(spp, lenp)

SRV_PROC      *spp;
CS_INT             *lenp;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

lenp
RPC 名の長さが格納されているバッファへのポインタです。lenp に
は NULL も指定できますが、その場合には RPC 名の長さは返され
ません。
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戻り値 表 3-111： 戻り値 (srv_rpcname)

例

#include          <ospublic.h>
/*
** Local Prototype.
*/
CS_RETCODE      ex_srv_rpcname PROTOTYPE((
SRV_PROC       *sp,
CS_CHAR        *buf,
CS_INT          buflen,
CS_INT                 *lenp
));

/*
** EX_SRV_RPCNAME
**
**    This routine demonstrates how to use srv_rrpcname to obtain
 **    the name of the remote procedure call received by this
 **     thread.
**
** Arguments:
**         sp       A pointer to an internal thread control
 ** structure.
**   buf      The address of the buffer in which the RPC
 **            name will be returned.
**   buflen   The size of the name buffer.
**   lenp     The address of an integer variable, which
 **            will be set to the length of the name
 ** returned.
**
** Returns
**   CS_SUCCEED       If the RPC name is returned.
**   CS_FAIL          If an error occurred.
*/
CS_RETCODE      ex_srv_rpcname(sp, buf, buflen, lenp)
SRV_PROC        *sp;
CS_CHAR      *buf;

戻り値 意味

現在の RPC の名前のデータ
ベース要素を含む、null で終了
する名前要素を指すポインタ

現在の RPC の名前のデータベース要素の
ロケーション。

null ポインタ 現在の RPC が存在しない。

Open Server は lenp を -1 に設定し、情報エ
ラーが発生する。
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CS_INT              buflen;
CS_INT          *lenp;
{
CS_CHAR         *np;    /* The procedure name pointer.*/

     /*
     ** Initialization.
     */
     np = (CS_CHAR *)NULL;
     *lenp = (CS_INT)0;

     /*
     ** Get the procedure name.
     */
     np = srv_rpcname(sp, lenp);

     if( np == (CS_CHAR *)NULL )
     {
           /*
           ** An error was al&ready raised.
           */
           return CS_FAIL;
     }

     /*
     ** Copy the RPC name to the output buffer.
     */
     (void)strncpy(buf, np, buflen);

     /*
     ** All done.
     */
     return CS_SUCCEED;
}

使用法 • srv_rpcname は CS_CHAR ポインタを返します。これは、現在のリ
モート・プロシージャ・コール (“RPC”) の名前の RPC 名に当た
る部分を含む、null で終了する文字列へのポインタです。

• srv_rpcname は RPC 名だけを返します。データベース、所有者、
RPC 番号を示すオプションの指定子など、RPC 名以外の部分は返
しません。たとえば、Adaptive Server Enterprise では、RPC 用の完
全に修飾されたオブジェクト名は、
database.owner.rpcname;number です。RPC の名前から他の部分 
( 存在する場合 ) を取得するには、srv_rpcdb、srv_rpcowner、
srv_rpcnumber を使用してください。
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• ユーザは、srv_rpcname を呼び出すことによって、RPC が存在する
かどうかを調べることができます。RPC が存在しない場合には、
Open Server は SRV_ENORPC エラーを返します。ユーザは、この
エラーが検出された場合に、自分のエラー・ハンドラがこのエ
ラーを無視するようにコーディングすることができます。

参照 srv_numparams, srv_rpcdb, srv_rpcnumber, srv_rpcoptions, srv_rpcowner 

srv_rpcnumber
説明 現在のリモート・プロシージャで指定されている番号要素を返します。

構文 CS_INT srv_rpcnumber(spp)

SRV_PROC                *spp;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

戻り値 表 3-112： 戻り値 (srv_rpcnumber)

例

#include          <ospublic.h>
/*
** Local Prototype.
*/
CS_INT     ex_srv_rpcnumber PROTOTYPE((
SRV_PROC        *spp
));

/*
** EX_SRV_RCPNUMBER
**
**    Example routine to show hiw to get the number of the
 **    current RPC designation.
**    

戻り値 意味

0 でない整数 現在の RPC の名前の番号要素。

-1 現在の RPC が存在しない。

Open Server は lenp を -1 に設定し、情報エラーが発生
する。

0 クライアントが RPC を呼び出したときに番号要素を
使用しなかった。
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**
** Arguments:
**
**     spp     A pointer to an internal thread control structure.
**
** Returns:
**
**    The number component of the current RPC’s designation.If
 **    the client used no number component when it invoked the
 **    RPC, 0 is returned.If there is not a current RPC, -1 is
 **    returned and Open Server raises an informational error.
 */
CS_INT     ex_srv_rpcnumber(spp)
SRV_PROC                *spp;
{
      /* Check arguments.*/
      if (spp == (SRV_PROC *)NULL)
      {
             return (-1);
      }
      return((CS_INT)srv_rpcnumber(spp));
}

使用法 • srv_rpcnumber は、現在のリモート・プロシージャ・コール 
(“RPC”) の名前の番号要素を返します。

• srv_rpcnumber は、RPC の名前から番号に当たる部分だけを返しま
す。所有者や RPC 名を示すオプションの指定子など、番号以外の
部分は返しません。RPC の完全に修飾された名前は、
database.owner.rpcname;number となります。RPC の名前から他の
部分 ( 存在する場合 ) を取得するには、srv_rpcname、srv_rpcowner、
srv_rpcdb を使用してください。

参照 srv_numparams, srv_rpcdb, srv_rpcname, srv_rpcoptions, srv_rpcowner 

srv_rpcoptions
説明 現在のリモート・プロシージャ・コールのランタイム・オプションを

返します。

構文 CS_INT          srv_rpcoptions(spp)

SRV_PROC    *spp;
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パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

戻り値 表 3-113： 戻り値 (srv_rpcoptions)

例

#include          <ospublic.h>

/*
** Local Prototype.
*/
CS_RETCODE      ex_srv_rpcoptions PROTOTYPE((
SRV_PROC        *spp
));

/* 
** EX_SRV_RPCOPTIONS
**
**    Example routine to retrieve RPC runtime options
**
** Arguments:
**     spp     A pointer to an internal thread control structure.
**
** Returns:
**
**      CS_SUCCEED
**     CS_FAIL
*/
CS_RETCODE      ex_srv_rpcoptions(spp)
SRV_PROC                *spp;
{
   CS_INT        options;

   if ( (options = srv_rpcoptions(spp)) == 0 )
         return(CS_FAIL);

   return (CS_SUCCEED);
}

戻り値 意味

現在の RPC のためのランタイム・フラグ
を含む 0 でない整数

現在の RPC のランタイム・フラ
グ。

0 現在の RPC が存在しない。

Open Server はエラーになる。
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使用法 • srv_rpcoptions は、現在のレジスタード・プロシージャ・コールの
ランタイム・フラグを含む CS_INT 値を返します。

• 現在は、SRV_PARAMRETURN が唯一のフラグです。
SRV_PARAMRETURN が CS_TRUE の場合には、RPC は実行され
る前に再コンパイルされなければなりません。これは、RPC が 
Adaptive Server Enterprise で実行しているストアド・プロシージャ
である場合にのみ重要です。

参照 srv_numparams, srv_rpcdb, srv_rpcname, srv_rpcnumber, srv_rpcowner 

srv_rpcowner
説明 現在のリモート・プロシージャ・コールで指定されている所有者要素

を返します。

構文 CS_CHAR *srv_rpcowner(spp, lenp)

SRV_PROC     *spp;
CS_INT             *lenp;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

lenp
所有者名の長さが格納されているバッファへのポインタです。lenp 
には NULL も指定できますが、その場合にはデータベース所有者の
長さは返されません。

戻り値 表 3-114： 戻り値 (srv_rpcowner)

例

#include          <ospublic.h>

/*
** Local Prototype.
*/

戻り値 意味

現在の RPC の名前の null で終了する
所有者要素を指すポインタ

現在の RPC の名前のデータベース
要素のロケーション。

null ポインタ 現在の RPC が存在しない。

Open Server は lenp を -1 に設定し、
情報エラーが発生する。
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extern CS_RETCODE    ex_srv_rpcowner PROTOTYPE((
CS_VOID     *spp,
CS_CHAR        *ownerp
));

/* 
** EX_SRV_RPCOWNER
**
**   Determine the owner component of an RPC destination.
**
** Arguments:
**     spp     A pointer to an internal thread control structure.
**   ownerp  A pointer to the buffer to which Open Server
 **           returns the owner component.
**
** Returns:
**   CS_SUCCEED      Owner component returned successfully.
**     CS_FAIL        An error was detected.
*/
CS_RETCODE     ex_srv_rpcowner(spp, ownerp)
SRV_PROC                *spp;
CS_CHAR        *ownerp;
{
      CS_INT      len;

      ownerp = srv_rpcowner(spp, &len);

      if(len == (CS_INT)(-1))
      {
            return(CS_FAIL);
      }
      return (CS_SUCCEED);
}

使用法 • srv_rpcowner は CS_CHAR ポインタを返します。これは、現在のリ
モート・プロシージャ・コール (“RPC”) の名前の所有者に当た
る部分を含む、null で終了する文字列へのポインタです。

• srv_rpcowner は、RPC の名前から所有者に当たる部分だけを返し
ます。データベース名や RPC 番号を示すオプションの指定子な
ど、所有者以外の部分は返しません。RPC の完全に修飾された名
前は、database.owner.rpcname;number となります。RPC の名前か
ら所有者以外の部分 ( 存在する場合 ) を取得するには、
srv_rpcname、srv_rpcdb、srv_rpcnumber を使用してください。

参照 srv_numparams, srv_rpcdb, srv_rpcname, srv_rpcnumber, srv_rpcoptions 
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srv_run
説明 Open Server アプリケーションを開始します。

構文 CS_RETCODE srv_run(ssp)

SRV_SERVER                        *ssp;

パラメータ ssp
Open Server の制御構造体へのポインタです。この引数はオプショ
ンです。

戻り値 表 3-115： 戻り値 (srv_run)

例

#include          <ospublic.h>

/*
** Local Prototype.
*/
CS_RETCODE       ex_srv_run PROTOTYPE((CS_VOID));

/*
** EX_SRV_RUN
**   An example routine to start up an Open Server using srv_run.
**
** Arguments:
**     None.
**
** Returns:
**    SRV_STOP    If the server is stopped.
**    CS_FAIL     If the server can’t be brought up.
*/
CS_RETCODE ex_srv_run()
{
      return(srv_run((SRV_SERVER *)NULL));
}

使用法 • srv_run は、Open Server アプリケーションを起動、あるいは再起動
します。

戻り値 意味

CS_SUCCEED サーバが停止される。

CS_FAIL Open Server がサーバを起動できなかった。

srv_run が CS_FAIL を返した場合、アプリケーションは、
srv_init を呼び出してから、srv_run を再度呼び出します。
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• srv_run は、サーバが SRV_STOP イベントで停止したときに戻り
ます。

• 一度起動すると、サーバはクライアント要求を受信し、その要求
を処理するために定義された関数を呼び出し、さらに要求を受信
します。

• サーバが停止した場合には、srv_init を使って再初期化してから、
再起動しなければなりません。

注意 srv_run が DLL のエントリ関数で呼び出された場合、デッド
ロックが起きることがあります。srv_run はオペレーティング・システ
ム・スレッドを作成し、システム・ユーティリティを使用して同期化
しようとします。この同期化は、オペレーティング・システムの直列
化プロセスと競合します。

参照 srv_init, srv_props, 「イベント」(100 ページ ) 

srv_s_ssl_local_id
説明 ローカル ID ( 認証 ) ファイルへのパスを指定するために使用されるプ

ロパティです。

構文 typedef struct _cs_sslid
{
        CS_CHAR     *identity_file;
        CS_CHAR     *identity_password;
} CS_SSLIDENTITY

パラメータ identity_file
デジタル証明書およびそれに関連付けられたプライベート・キーを
含むファイルへのパスを提供します。

CS_GET は、CS_CONNECTION に設定されている場合にのみ、使
用されている indentity_file を返します。

identity_password
プライベート・キーを暗号化するのに使用されます。
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srv_select (UNIX のみ )
説明 指定の I/O オペレーションに対してファイル記述子の準備ができてい

るかどうかをチェックします。

構文 CS_INT srv_select(nfds, &readmaskp, writemaskp,
                  exceptmaskp, waitflag)

CS_INT                            nfds;
SRV_MASK_ARRAY        *&readmaskp;
SRV_MASK_ARRAY        *writemaskp;
SRV_MASK_ARRAY        *exceptmaskp;
CS_INT              waitflag;

パラメータ nfds
チェックするファイル記述子の 大番号です。

&readmaskp
読み込みが使用可能であることをチェックするためにファイル記述
子のマスクで初期化された SRV_MASK_ARRAY 構造体へのポイン
タです。

writemaskp
書き込みが使用可能であることをチェックするためにファイル記述
子のマスクで初期化された SRV_MASK_ARRAY 構造体へのポイン
タです。

exceptmaskp
例外をチェックするためにファイル記述子のマスクで初期化された 
SRV_MASK_ARRAY 構造体へのポインタです。

waitflag
任意のファイル記述子が希望の動作に対して使用可能となるまで、
スレッドを保留しておかなければならないかどうかを示す CS_INT 
です。waitflag の有効値については、次の「使用法」の項を参照し
てください。

戻り値 示された任意のオペレーションに対して使用可能であるファイル記述
子の総数を返します。エラーが生じた場合には、-1 が返されます。

表 3-116： 戻り値 (srv_select)

例

#include          <ospublic.h>

戻り値 意味

整数 示されたどのオペレーションに対しても使用可能である
ファイル記述子の総数。

-1 ルーチンが失敗。
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 /*
 ** Local Prototype.
 */
 CS_RETCODE     ex_srv_select PROTOTYPE((
 CS_INT         readfd
 ));
 /* 
 ** EX_SRV_SELECT
 **
 **   Example routine to illustrate the use of srv_select.
 **
 ** Arguments:
 **   readfd  -  fd to be checked if it is &ready for a read **
                 operation.
 **
 ** Returns:
 **  CS_SUCCEED      If readfd is &ready for a read operation.
 **  CS_FAIL         If readfd is not &ready for a read operation.
 */
 CS_RETCODE      ex_srv_select(readfd)
 CS_INT          readfd;
 {
       SRV_MASK_ARRAY       &readmask;
       CS_BOOL              &ready;
 
       /* Initialization.*/
      (CS_VOID)srv_mask(CS_ZERO, &&readmask, (CS_INT)0, (CS_BOOL
             *)NULL);
       &ready = CS_FALSE;
 
       /* Set readfd in the mask.*/
       (CS_VOID)srv_mask(CS_SET, &&readmask, readfd, (CS_BOOL
             *)NULL);
 
       /* 
       ** Check whether the descriptor is &ready for a read
       ** operation.If it is not, return.
       */
       if (srv_select(readfd+1, &&readmask, (SRV_MASK_ARRAY *)NULL,
            (SRV_MASK_ARRAY *)NULL, SRV_M_NOWAIT) <= 0 )
            return(CS_FAIL);
 
       /*
       ** A file descriptor is &ready for a read operation.
       */
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       (CS_VOID)srv_mask(CS_GET, &&readmask, readfd, &&ready);
       return ((&ready) ?CS_SUCCEED :CS_FAIL);
 
 }

使用法 • I/O を要求せずに、ネットワーク I/O オペレーションをファイル記述
子で行えるかどうかを調べたい場合には、srv_select を使用します。

• Open Server は、ファイル記述子の使用可能状況を調べるときに使う
グローバル・マスクに、指定されたファイル記述子を含めます。

• SRV_MASK_ARRAY の定義は、次のとおりです。

 #define SRV_MASK_SIZE            (CS_INT)40
 #define SRV_MAXMASK_LENGTH
 (CS_INT)(SRV_MASK_SIZE*CS_BITS_PER_LONG)
      typedef struct        srv_mask_array
 {
   long      mask_bits[SRV_MASK_SIZE];
 } SRV_MASK_ARRAY;

SRV_MASK_SIZE は SRV_MASK_ARRAY の要素の数を示し、
SRV_MAXMASK_LENGTH は SRV_MASK_ARRAY を使って表現
することが可能なファイル記述子の 大数を示します。

• 外部ファイル記述子を使用する Open Server アプリケーションは、
規則に従ってそれらをクローズしなければなりません。アプリ
ケーション・スレッドは、外部ファイル記述子をクローズする前
に、未処理の srv_select  呼び出しが完了するのを待たなければな
りません。待たなかった場合、Open Server は終了します。

• 表 3-117 に、waitflag の有効値を示します。
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表 3-117： waitflag の値 (srv_select)

• アプリケーションは、srv_select を使用して、ファイル記述子を調
べてただちに戻るか、またはファイル記述子のどれかが準備がで
きるまでは戻らないようにするかを指定できます。

• srv_select は、SRV_START または SRV_ATTENTION ハンドラでは
使用できません。

参照 srv_mask 

srv_send_ctlinfo
説明 Client-Library に制御メッセージを送信します。

構文 CS_RETCODE srv_send_ctlinfo(SRV_PROC *srvproc, CS_INT ctl_type,

SRV_CTL_MIGRATE ctl_type, CS_INT paramcnt, SRV_CTLITEM *param)

パラメータ srvproc
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

ctl_type
送信する制御メッセージのタイプです。

paramcnt
param 配列の要素の数です。

param
ライブラリ制御メッセージのパラメータです。

使用法 • ctl_type には、次の値を指定します。

値 意味

SRV_M_WAIT スレッドは休止しており、マスクに表現されている
ファイル記述子のどれかが指定されたオペレーショ
ンのために使用可能になった場合に、ウェイクアッ
プする。リターン・ステータスは、対象となるオペ
レーションに対して使用可能なファイル記述子があ
るかどうかを示す。

SRV_M_NOWAIT ルーチンは、次のネットワーク・チェックの直後に
戻る。リターン・ステータスは、対象となるオペ
レーションに対して使用可能なファイル記述子があ
るかどうかを示す。
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• SRV_CTL_MIGRATE

マイグレーション要求をクライアントに送信するか、前のマ
イグレーション要求を取り消します。SRV_CTL_MIGRATE を
使用できるのは、クライアントがマイグレーションをサポー
トし、初めてセッションに接続するときにセッション ID を受
け取った場合だけです。

「SRV_CTL_MIGRATE」(43 ページ ) を参照してください。

• SRV_CTL_LOGINREDIRECT

接続ハンドラ使用中のみ有効です。この値を使用すると、
SRV_T_REDIRECT が true である SRV_PROC は、渡された
サーバ・アドレスを使用してログインを再開するようクライ
アントに指示します。

• SRV_CTL_HAUPDATE

srv_sendinfo が有効な場合はいつでも有効です。このメッセー
ジがサーバからクライアントに送信されると、クライアント
は現在の HA フェールオーバ・ターゲット情報を、param で
表されたサーバ接続情報に置き換えます。

• param には次のフィールドがあります。

• SRV_CTLTYPES srv_ctlitemtype － srv_ctlitemtype はパラメータ
の型を示します。次の型を使用できます。

• SRV_CT_SERVERNAME － srv_ctlptr が、アドレスを検索す
る対象のサーバの名前が含まれている CS_CHAR 文字列
を指すことを示します。

• SRV_CT_TRANADDR － srv_ctlptr が、サーバ・アドレス情
報が含まれている CS_TRANADDR 構造体を指すことを示
します。

• SRV_CT_ADDRSTR － srv_ctlptr が、srv_getserverbyname に
よってフォーマットされた文字列を指すことを示します。

• SRV_CT_OPTION － srv_ctlptr が、このメッセージに使用
するオプション・セットが含まれている CS_INT ビットマ
スクを指すことを示します。
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• CS_INT srv_ctllength － 変数サイズ・パラメータの長さです。
srv_ctlitemtype が SRV_CT_SERVERNAME または 
SRV_CT_ADDRSTR である場合、srv_ctlptr によって指された
文字列の長さまたは CS_NULLTERM になります。
srv_ctlitemtype が SRV_CT_TRANADDR である場合、srv_ctlptr 
によって指された CS_TRANADDR 配列内の要素の数になり
ます。

• void *srv_ctlptr － srv_ctlptr は実際のパラメータ・データを指
します。

参照 srv_freeserveraddrs, srv_getserverbyname

srv_send_data
説明 srv_send_data によって、Open Server アプリケーションでは、複数のカ

ラムがあるローをクライアントに転送できます。そのため、Open 
Server アプリケーションでは、テキスト、イメージ、および XML の
データをまとまりとして送信でき、メモリが必要以上に消費されるの
を防ぐことができます。

構文 CS_RETCODE srv_send_data(spp, column, buf, buflen)
SRV_PROC *spp;
CS_INT *column;
CS_BYTE *buf;
CS_INT buflen;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

column
ロー・セットのカラムの数です。

buf
クライアントに送るデータを含むバッファへのポインタです。これ
は、セクションのサイズを決めます。

buflen
*buf バッファの長さです。
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戻り値 表 3-118： 戻り値 (srv_send_data)

例

#include <ctpublic.h>
#include <ospublic.h>
/*
** Local Prototype.
*/
CS_RETCODE ex_srv_send_data PROTOTYPE((
SRV_PROC *spp,
CS_COMMAND *cmd,
CS_INT cols
));
#define MAX_BULK 51200

/*
** EX_SRV_SEND_DATA

** Example routine to demonstrate how to write columns
** of data in a row set to a client using srv_send_data.
** This routine will send all the columns of data read
** from a server back to the client.
 ** Arguments:
** spp  - A pointer to an internal thread control structure.
** cmd  - The command handle for the command that is returning
** text data.
** cols  - The number of columns in a row set.
 ** Returns:
** CS_SUCCEED - Result set sent successfully to client.
** CS_FAIL  - An error was detected.
*/ 
CS_RETCODE ex_srv_send_data(spp, cmd, cols)
SRV_PROC *spp;
  CS_COMMAND *cmd;
CS_INT cols;
{

CS_INT *len; /* Length of column data.*/
CS_INT *outlen; /* Number of bytes received.*/
CS_BYTE **data; /* Column data.*/
CS_BYTE buf[MAX_BULK]; /* Buffer for text data.*/
CS_BOOL ok; /* Error control flag.*/
CS_INT              i;
CS_INT ret;

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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/* Initialization.*/
ok = CS_TRUE;

/*
** Transfer a row.
*/
for (i = 0; i < cols; i++)
{

if ((fmt[i].datatype != CS_TEXT_TYPE) &&
(fmt[i].datatype != CS_IMAGE_TYPE))

{
/*
** Transfer a non TEXT/IMAGE column.
*/

/* 
** Read the data of a non-text/image column
** from the server.
*/
ret = ct_get_data(cmd, i+1, data[i],

len[i], &outlen[i]);
if ((ret != CS_SUCCEED) && (ret != CS_END_DATA)
&& (ret != CS_END_ITEM))
{

ok = CS_FALSE;
break;

}

/* 
** Write the data of a non-text/image column
** to client.
*/
if (ret = srv_send_data(srvproc, i+1, NULL, 0)

!= CS_SUCCEED)
{

ok = CS_FALSE;
break;

}
}
else
{

/* 
** Transfer a TEXT/IMAGE column in small trunks.
*/
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/*
** Read a chunk of data of a text/image column
** from the server.
*/
while ((ret = ct_get_data(cmd, i+1, buf, MAX_BULK, &len[i]))

== CS_SUCCEED)
{

/*
** Write the chunk of data to client.
*/
if (ret = srv_send_data(srvproc, i+1, buf, len[i])

!= CS_SUCCEED)
{

ok = CS_FALSE;
break;

}
}

}
}

switch(ret)
{

case CS_SUCCEED:
/* The routine completed successfully.*/
case CS_END_ITEM:
/* Reached the end of this item's value.*/
case CS_END_DATA:
/* Reached the end of this row's data.*/
break;
case CS_FAIL:
/* The routine failed.*/
case CS_CANCELED:
/* The get data operation was cancelled.*/
case CS_PENDING:
/* Asynchronous network I/O is in effect.*/
case CS_BUSY:
/* An asynchronous operation is pending.*/
default:
ok = CS_FALSE;

}
return (ok ? CS_SUCCEED :CS_FAIL);

}

使用法 • srv_send_data は、ロー・セットのカラムのデータをカラムごとに
クライアントに送信します。
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• テキスト・データ、イメージ・データ、または XML データを含
んでいるカラムを送信するとき、Open Server アプリケーションが 
srv_text_info を呼び出してから srv_send_data を呼び出す必要があり
ます。そうすることで、データ・ストリームが、送信されるデー
タの全体の長さに正しく設定されます。その後、アプリケーショ
ンがデータをまとめて送信するための srv_send_data を呼び出し、
送信されるデータがなくなるまでこのルーチンの呼び出しが続行
されます。

• Open Server アプリケーションでは、srv_bind と srv_xferdata を使用
して、テキスト・データ、イメージ・データ、および XML デー
タをクライアントに送信できます。ただし、これらのルーチンで
は、すべてのデータ・カラムを一度に送信する必要があります。
srv_send_data を使用すると、アプリケーションではテキスト・
データとイメージ・データをまとめて送信できます。

• srv_send_data は一度に 1 つのカラムのデータを読み込んで送信す
るため、ロー・セットの 初のカラムと一緒にロー全体のデー
タ・フォーマットをクライアントに送信する必要があります。カ
ラムを読み込む前のオブジェクト名などの固定 I/O フィールドを
取得するには、ct_data_info() を呼び出します。text データや、text 
データの長さを指すポインタなど、I/O 記述子内で変更可能な
フィールドは、カラムを読み込んだ後でのみ取得できることに注
意してください。

• Open Server アプリケーションでは、文字セット変換を除き、テキ
スト・データ・ストリーム、イメージ・データ・ストリーム、お
よび XML データ・ストリームを同一に扱います。これらの変換
は、テキスト・データに対してのみ行われます。

参照 『Open Server 15.0 Server Library/C リファレンス・マニュアル』の関連
する srv_bind、srv_get_text、srv_text_info、srv_xferdata、srv_get_data、
srv_send_text ルーチン。

srv_send_text
説明 連続したデータとして、text または image のデータ・ストリームをク

ライアントに送ります。

構文 CS_RETCODE srv_send_text(spp, bp, buflen)
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SRV_PROC                *spp;
CS_BYTE *bp;
CS_INT buflen;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

bp
クライアントに送るデータを含むバッファへのポインタです。これ
は、セクションのサイズを決めます。

buflen
*bp バッファのサイズです。

戻り値 表 3-119： 戻り値 (srv_send_text)

例

#include <ctpublic.h>
#include          <ospublic.h>

/*
** Local Prototype.
*/
CS_RETCODE ex_srv_send_text PROTOTYPE((
SRV_PROC               *spp,
CS_COMMAND  *cmd
));

/*
** EX_SRV_SEND_TEXT
**
**   Example routine to demonstrate how to write text to a client
 **   using srv_send_text.This routine will send all the text
 **   read from a server back to the client.
**
** Arguments:
**     spp     A pointer to an internal thread control structure.
**   cmd   The command handle for the command that is returning
 **         text data.
**
** Returns:
**   CS_SUCCEED   Result set sent successfully to client.
**     CS_FAIL        An error was detected.

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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*/
CS_RETCODE      ex_srv_send_text(spp, cmd)
SRV_PROC                *spp;
CS_COMMAND       *cmd;
{
   CS_BOOL     ok;            /* Error control flag.*/
   CS_INT      ret;           /* ct_fetch return value.*/
   CS_INT      len_read;      /* Amount of data read.*/
   CS_BYTE     data[1024];    /* Buffer for text data.*/

   /* Initialization.*/
   ok = CS_TRUE;

   /* Read the text from the server.*/
   while ((ret = ct_get_data(cmd, 1, data, CS_SIZEOF(data),
          &len_read))
         == CS_SUCCEED)
   {
         /* Write text to client a chunck at a time */
         if (srv_send_text(spp, data, len_read) != CS_SUCCEED)
         {
                ok = CS_FALSE;
                break;
         }
   }

   switch(ret)
   {
   case CS_SUCCEED:/* The routine completed successfully.*/
   case CS_END_ITEM:/* Reached the end of this item's value.*/
   case CS_END_DATA:/* Reached the end of this item's value.*/
        break;
   case CS_FAIL:/* The routine failed.*/
   case CS_CANCELED:/* The get data operation was cancelled.*/
   case CS_PENDING:     /* Asynchronous network I/O is in effect.*/
   case CS_BUSY:        /* An asynchronous operation is pending.*/
   default:
          ok = CS_FALSE;
   }

   return (ok ? CS_SUCCEED :CS_FAIL);
}

使用法 • srv_send_text は、クライアントに text や image データのカラムをひ
とつだけ送るのに使用します。
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• Open Server アプリケーションは、データの全長を送るために、
データ・ストリームに対して srv_send_text  を 初に呼び出す前
に、srv_text_info を呼び出す必要があります。それから、アプリ
ケーションはまとまりを送るために srv_send_text を呼び出します。
srv_send_text は、まとまりの数だけ呼び出します。

• クライアントから送られるアイテムは、あらかじめ srv_descfmt を
使って記述されたものでなければなりません。

• また、Open Server アプリケーションは srv_bind と srv_xferdata を
使って、text データと image データをクライアントに書き込むこ
とができます。srv_send_text を使用するとデータを連続して送る
ことができますが、標準の srv_bind/srv_xferdata 方式ではカラムの
すべてのデータを一度に送る必要があります。

• srv_send_text で送られたカラムは、text または image 型でなければ
なりません。

• text データだけに対して行われる文字セット変換を除き、Open 
Server は text と image のデータ・ストリームを同一に扱います。

 警告！ローに 1 つのカラムしかなく、そのカラムが text または image 
データを含む場合にのみ、Open Server アプリケーションは 
srv_send_text を使用してローを送ることができます。

参照 srv_bind, srv_descfmt, srv_get_text, srv_text_info, srv_xferdata, 「text と 
image」(225 ページ )

srv_senddone
説明 クライアントに結果完了メッセージを送るか、結果の一部をフラッ

シュします。

構文 CS_RETCODE srv_senddone(spp, status, transtate, count)

SRV_PROC *spp;
CS_INT                status;
CS_INT                transtate;
CS_INT        count;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。
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status
1 つ以上のフラグの論理和から構成される 2 バイトのビットマスク
です。表 3-120 に各フラグを示します。

表 3-120： status の値 (srv_senddone)

transtate
トランザクションの現在のステータスです。表 3-121 に、transtate 
の有効値を示します。

表 3-121： transtate の値 (srv_senddone)

count
結果の現在のセットのカウントを含む 4 バイトのフィールドです。
status フィールドに SRV_DONE_COUNT フラグが設定してある場
合、カウントは有効です。

戻り値 表 3-122: 戻り値 (srv_senddone)

例

#include          <ospublic.h>

/*
** Local Prototype.
*/
CS_RETCODE      ex_srv_senddone PROTOTYPE((
SRV_PROC        *spp

ステータス 説明

SRV_DONE_FINAL 結果の現在のセットは、結果の 終セット。

SRV_DONE_MORE 結果の現在のセットは、結果の 終セットではない。

SRV_DONE_COUNT カウント・パラメータは有効カウントを含んでいる。

SRV_DONE_ERROR 現在のクライアント・コマンドでエラーが発生した。

SRV_DONE_FLUSH 現在の結果セットは、完全なパケットを待たずにク
ライアントに送られる。

トランザクションのステータス 説明

CS_TRAN_UNDEFINED 現在トランザクション中ではない。

CS_TRAN_COMPLETED 現在のトランザクションは正常に終了した。

CS_TRAN_FAIL 現在のトランザクションは失敗した。

CS_TRAN_IN_PROGRESS 現在トランザクションにある。

CS_TRAN_STMT_FAIL 現在のトランザクション文は失敗した。

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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));

/*
** Constants and data definitions.
*/
#define    NUMROWS         3
#define    MAXROWDATA      6

CS_STATIC CS_CHAR  *row_data[NUMROWS] = {
 "Larry",
 "Curly",

"Moe"
                    };

/*
** EX_SRV_SENDDONE
**
**    Example routine illustrating the use of srv_senddone.This
 **    routine will send a set of results to the client
 **    application, and then send the results completion message.
**
** Arguments:
**     spp     A pointer to an internal thread control structure.
**
** Returns:
**    CS_SUCCEED    Results set sent successfully to client.
**     CS_FAIL        An error was detected.
*/
CS_RETCODE      ex_srv_senddone(spp)
SRV_PROC                *spp;
{
      CS_DATAFMT   fmt;
      CS_INT          row_len;
      CS_INT          idx;

      /*
      ** Describe the format of the row data, with the single
       ** dummy column.
      */
      srv_bzero((CS_VOID *)&fmt, (CS_INT)sizeof(fmt));
      fmt.datatype = CS_CHAR_TYPE;
      fmt.maxlength = MAXROWDATA;

      if (srv_descfmt(spp, (CS_INT)CS_SET, (CS_INT)SRV_ROWDATA,
                (CS_INT)1, &fmt) != CS_SUCCEED)
      {
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             (CS_VOID)srv_senddone(spp,
                (CS_INT)(SRV_DONE_FINAL | SRV_DONE_ERROR),
                (CS_INT)CS_TRAN_FAIL, (CS_INT)0);
             return(CS_FAIL);
       }

      for (idx = 0; idx < NUMROWS; ++idx)
      {
           /*
           ** Bind the row_data array element.
           */
           row_len = (CS_INT)strlen(row_data[idx]);
           if (srv_bind(spp, (CS_INT)CS_SET, (CS_INT)SRV_ROWDATA,
               (CS_INT)1, &fmt, (CS_BYTE *)(row_data[idx]),
                &row_len, (CS_SMALLINT *)NULL) != CS_SUCCEED)
       
           {
                /* Communicate failure, and number of rows sent.*/
                (CS_VOID)srv_senddone(spp,
                     (CS_INT)(SRV_DONE_FINAL |
                              SRV_DONE_ERROR | SRV_DONE_COUNT),
                     (CS_INT)CS_TRAN_FAIL, (CS_INT)idx);
                return(CS_FAIL);
           }

           /*
           ** Transfer the row data.
           */
           if (srv_xferdata(spp, (CS_INT)CS_SET, SRV_ROWDATA)
                                 != CS_SUCCEED)
           {
                /* Communicate failure, and number of rows sent.*/
                (CS_VOID)srv_senddone(spp,
                    (CS_INT)(SRV_DONE_FINAL |
                        SRV_DONE_ERROR | SRV_DONE_COUNT),
                    (CS_INT)CS_TRAN_FAIL, (CS_INT)idx);
                return(CS_FAIL);
            }
      }

      /* Send a status value.*/
      if (srv_sendstatus(spp, (CS_INT)0) != CS_SUCCEED)
      {
            /* Communicate failure, and number of rows sent.*/
            (CS_VOID)srv_senddone(spp,
                (CS_INT)(SRV_DONE_FINAL |
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                    SRV_DONE_ERROR | SRV_DONE_COUNT),
                (CS_INT)CS_TRAN_FAIL, (CS_INT)NUMROWS);
            return(CS_FAIL);
      }

      /* Send the final DONE message, with the row count.*/
      if (srv_senddone(spp, (CS_INT)(SRV_DONE_FINAL |
             SRV_DONE_COUNT),
                (CS_INT)CS_TRAN_COMPLETED,
                (CS_INT)NUMROWS) != CS_SUCCEED)
      {
            /* Communicate failure, and number of rows sent.*/
            (CS_VOID)srv_senddone(spp,
                (CS_INT)(SRV_DONE_FINAL |
                        SRV_DONE_ERROR | SRV_DONE_COUNT),
                (CS_INT)CS_TRAN_FAIL, (CS_INT)NUMROWS);
            return(CS_FAIL);
      }
return (CS_SUCCEED);
}

使用法 • srv_senddone は、結果の現在のセットが完了したというメッセー
ジをクライアントに送信します。クライアント要求は、サーバに
複数のコマンドを実行させ、複数の結果セットを返させることも
できます。各結果セットについて、srv_senddone で完了メッセー
ジが返されなければなりません。

• 現在の結果がクライアント・コマンド・バッチの 後の結果セッ
トでない場合には、Open Server は status マスクの 
SRV_DONE_MORE フィールドを設定しなければなりません。設
定しない場合には、Open Server アプリケーションは現在のコマン
ド・バッチに対する結果が、これ以上ないことを示すために、
SRV_DONE_FINAL を status フィールドに設定しなければなりま
せん。

• count フィールドは、特定のコマンドにより影響を受けたローが
いくつあるのかを示します。count に実際のカウントがある場合
には、SRV_DONE_COUNT ビットが status フィールドに設定され
ていなくてはなりません。こうすることにより、クライアントは 
0 の実際のカウントと未使用の count フィールドの区別が可能にな
ります。
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• SRV_CONNECT ハンドラがクライアント・ログインを拒否した場
合には、Open Server アプリケーションは status パラメータを 
SRV_DONE_ERROR フラグに設定して、srv_senddone を呼び出す
必要があります。その場合、SRV_CONNECT ハンドラは、
srv_senddone を使って、クライアントに DONE パケットを送信し
なければなりません。いずれにしても、SRV_CONNECT ハンドラ
が戻り、SRV_DONE_FINAL status フラグが設定される前に、
srv_senddone を一度だけ呼び出さなければなりません。

• 書き込み中にネットワーク・バッファが満杯になった場合、Open 
Server はその内容をフラッシュします。ネットワーク・バッファ
がどれだけの内容を含んでいるかには関係なく、status を、
SRV_DONE_FINAL または SRV_DONE_FLUSH に設定した状態
で、srv_senddone を発行することによって、ネットワーク・バッ
ファのフラッシュを引き起こします。SRV_DONE_FLUSH は 
SRV_DONE_MORE の指定に関わらず、設定できます。

• status を SRV_DONE_FLUSH に設定すると、アプリケーションは
長期間にわたって蓄積したクライアント側の結果をフラッシュで
きます。

• アプリケーションは、SRV_CONNECTION エラー・ハンドラ内では 
status  引数を SRV_DONE_FLUSH に設定することはできません。

• Open Server は、トランザクション管理を行いません。要求された
とおりに transtate 引数を使用して、クライアントに対して現在の
トランザクション・ステータスを通知するのは、Open Server アプ
リケーションが行います。

注意 transtate 引数は、Open Server 2.0 バージョンの srv_senddone の 
info 引数に代わるものです。現行のアプリケーションの info の値が 0 
でない場合、現行のアプリケーションではランタイム・エラーが発生
します。

参照 srv_bind, srv_descfmt, srv_sendstatus, srv_xferdata 

srv_sendinfo
説明 クライアントにエラー・メッセージを送ります。

構文 CS_RETCODE srv_sendinfo(spp, errmsgp, transtate)
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SRV_PROC                *spp;
CS_SERVERMSG       *errmsgp;
CS_INT                transtate;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

errmsgp
クライアントに送られるエラー・メッセージ情報を含む 
CS_SERVERMSG 構造体へのポインタです。「CS_SERVERMSG 構
造体」(64 ページ ) を参照してください。

transtate
トランザクションの現在のステータスです。表 3-123 に、transtate 
の有効値を示します。

表 3-123： transtate の値 (srv_sendinfo)

戻り値 表 3-124： 戻り値 (srv_sendinfo)

例

#include          <ospublic.h>
/*
** Local Prototype.
*/

CS_RETCODE      ex_srv_sendinfo  PROTOTYPE((
SRV_PROC       *sp,
CS_CHAR         *msg,
CS_INT          msglen,
CS_INT          msgnum
));

/*
** EX_SRV_SENDINFO

トランザクションのステー
タス 説明

CS_TRAN_UNDEFINED 現在トランザクション中ではない。

CS_TRAN_COMPLETED 現在のトランザクションは正常に終了した。

CS_TRAN_FAIL 現在のトランザクションは失敗した。

CS_TRAN_IN_PROGRESS 現在トランザクションにある。

CS_TRAN_STMT_FAIL 現在のトランザクション文は失敗した。

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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**
**    This routine demonstrates how to use srv_sendinfo to send
 **    an error message to a client.
**
** Arguments:
**         sp       A pointer to an internal thread control
 ** structure.
**         msg      The message text to send.
**         msglen   The length of the message text to send.
**         msgnum   The message number to send.
**
** Returns
**         CS_SUCCEED     If the message is sent.
**   CS_FAIL          If an error occurred.
*/
CS_RETCODE      ex_srv_sendinfo(sp, msg, msglen, msgnum)
SRV_PROC        *sp;
CS_CHAR         *msg;
CS_INT          msglen;
CS_INT          msgnum;
{
      CS_SERVERMSG    &mrec;

      /*
      ** Initialization.
      */
      srv_bzero(&&mrec, sizeof(CS_SERVERMSG));

      /*
      ** First, determine if the message string will fit
       ** in the message structure.If not, truncate it.
      */
      if( msglen > CS_MAX_MSG )
      {
          msglen = CS_MAX_MSG;
      }

      /*
      ** Now copy the message string over.
      */
      srv_bmove(msg, &mrec.text, msglen);
      &mrec.textlen = msglen;

      /*
      ** Set the message number we want to send.
      */
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      &mrec.msgnumber = msgnum;

      /* Set the message status so that &mrec.text contains
      ** the entire message
      */
      &mrec.status = CS_FIRST_CHUNK | CS_LAST_CHUNK;

      /*
      ** Now we're &ready to send the message.
      */
      if( srv_sendinfo(sp, &&mrec, CS_TRAN_UNDEFINED) == CS_FAIL )
      {
            /*
            ** An error was al&ready raised.
            */
            return CS_FAIL;
      }

      /*
      ** All done.
      */
      return CS_SUCCEED;
}

使用法 • srv_sendinfo は、クライアントにエラー・メッセージを送信しま
す。送信された各メッセージで一度ずつ呼び出さなければなりま
せん。

• アプリケーションは、結果ローの送信の前後にかかわらず、
srv_sendinfo  を呼び出すことができます。ただし、アプリケーショ
ンは、srv_descfmt に連続して呼び出している間や、srv_descfmt と 
srv_xferdata の呼び出しの間に、srv_sendinfo を呼び出すことはでき
ません。

• Open Server アプリケーションが、エラー・メッセージに関するパ
ラメータ・データを送りたい場合には、CS_SERVERMSG 構造体
の status フィールドを、CS_HASEED に設定します。アプリケー
ションは srv_sendinfo を呼び出した直後に、他の結果を送ったり、
srv_senddone を呼び出す前に、エラー・パラメータを記述、バイ
ンド、送信しなければなりません。アプリケーションは、type 引
数を SRV_ERRORDATA に設定して、srv_descfmt、srv_bind、
srv_xferdata を呼び出さなければなりません。
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• アプリケーションが、CS_SERVERMSG 構造体の status フィール
ドを CS_HASEED に設定して srv_sendinfo を呼び出しても、エ
ラー・パラメータを送らなかった場合には、アプリケーションが 
srv_senddone を呼び出した時点で、致命的なエラーとなります。

• アプリケーションが CS_SERVERMSG 構造体の status フィールド
を CS_HASEED に設定した状態で srv_sendinfo を呼び出すと、
Open Server は、CS_RES_NOEED 応答機能が設定されていないこ
とを確認します。設定されている場合には、Open Server は、エ
ラーを出します。それ以降、エラー・パラメータを記述するため
に srv_descfmt を呼び出したものも、エラーを引き起こします。

• 「クライアント・コマンド・エラー」(38 ページ ) を参照してくだ
さい。

• 「CS_SERVERMSG 構造体」(64 ページ ) も参照してください。

参照 srv_bind, srv_descfmt, srv_senddone, srv_xferdata, 「クライアント・コマ
ンド・エラー」(38 ページ )

srv_sendpassthru
説明 クライアントにプロトコル・パケットを送ります。

構文 CS_RETCODE srv_sendpassthru(spp, send_bufp, infop)

SRV_PROC      *spp;
CS_BYTE         *send_bufp;
CS_INT         *infop;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

send_bufp
プロトコル・パケットが格納されているバッファへのポインタです。

infop
srv_sendpassthru が CS_FAIL を返した場合に SRV_I_UNKNOWN に
設定される CS_INT へのポインタです。表 3-125 は、このルーチン
が CS_SUCCEED を返す場合に *infop に返される可能性のある値を
示します。
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表 3-125： CS_SUCCEED の値 (srv_sendpassthru)

戻り値 表 3-126： 戻り値 (srv_sendpassthru)

例

#include <stdio.h>
#include          <ospublic.h>

/*
** Local Prototype.
*/
CS_RETCODE      ex_srv_sendpassthru PROTOTYPE((
SRV_PROC        *spp
));

/* 
** EX_SRV_SENDPASSTHRU
**
**  Example routine to send a protocol packet to a client.
**
** Arguments:
**     spp     A pointer to an internal thread control structure.
**
** Returns:
**
**      CS_SUCCEED
**     CS_FAIL
*/
CS_RETCODE      ex_srv_sendpassthru(spp)
SRV_PROC                *spp;
{
      CS_BYTE    sendbuf[20];
      CS_INT       info;

      strcpy(sendbuf, "Here's what to send");

値 説明

SRV_I_PASSTHRU_MORE プロトコル・パケットの送信は成功し、メッ
セージ・パケットの終了ではない。

SRV_I_PASSTHRU_EOM メッセージ・プロトコル・パケットの 後の
送信は成功した。

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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      if (srv_sendpassthru(spp, sendbuf, &info) == CS_FAIL)
      {
            return(CS_FAIL);
      }
      else
      {
            if (info == SRV_I_PASSTHRU_MORE)
            {
                printf("more to come...￥n");
                return (CS_SUCCEED);
            }
            else if (info == SRV_I_PASSTHRU_EOM)
            {
                printf("That's all.￥n");
                return (CS_SUCCEED);
            }
            else
            {
                printf("Unknown flag returned.￥n");
                return(CS_FAIL);
            }
      }
}

使用法 • srv_sendpassthru はクライアント・プログラムまたは Adaptive 
Server Enterprise から受けたプロトコル・パケットを、内容を判断
せずにそのまま転送します。

• srv_sendpassthru は、プロトコル・ヘッダ・フィールドのバイト順
を設定します。

• 一度 srv_sendpassthru が呼び出されると、それを呼び出したスレッ
ドはパススルー・モードになります。パススルー・モードは、
SRV_PASSTHRU_EOM が返されると終了します。

• イベント・ハンドラがパススルー・モード状態の場合は、他の 
Server-Library ルーチンを呼び出すことはできません。

• パススルー・モードを使用するには、クライアントの 
SRV_CONNECT ハンドラは、srv_getloginfo、ct_setloginfo、
ct_getloginfo,、srv_setloginfo を呼び出すことによって、クライアン
トとリモート・サーバがプロトコルをネゴシエーションできるよ
うにしなければなりません。これによって、異なるプラット
フォーム上で動作しているクライアントおよびリモート・サーバ
は、必要なデータ変換を行うことができます。
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• srv_sendpassthru は、SRV_CONNECT、SRV_DISCONNECT、
SRV_START、SRV_STOP、SRV_URGDISCONNECT、
SRV_ATTENTION を除くすべてのイベント・ハンドラで使用でき
ます。

参照 srv_getloginfo, srv_recvpassthru, srv_setloginfo 

srv_sendstatus
説明 クライアントにステータス値を送信します。

構文 CS_RETCODE srv_sendstatus(spp, value)

SRV_PROC                *spp;
CS_INT              value;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

value
要求のステータスです。規則により、0 は要求が正常に終了したこ
とを示します。

戻り値 表 3-127：  戻り値 (srv_sendstatus)

例

#include          <ospublic.h>

/*
** Local prototype.
*/
CS_RETCODE    ex_srv_sendstatus PROTOTYPE((
SRV_PROC    *spp
));

/*
** EX_SRV_SENDSTATUS
**
**  Example routine to send a status value to a client.
**
** Arguments:

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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**     spp     A pointer to an internal thread control structure.
**
** Returns:
**  CS_SUCCEED if we were able to send the status.
**          CS_FAIL if an error was detected.
**
*/
CS_RETCODE    ex_srv_sendstatus(spp)
SRV_PROC                *spp;
{
      CS_RETCODE        result;

      /* 
      ** Send an OK status.
      */
      result = srv_sendstatus(spp, (CS_INT)0);

      return (result);
}

使用法 • srv_sendstatus は、クライアント要求に応答して、クライアントに
リターン・ステータス値を送信します。要求を受信すると、ユー
ザ定義のイベント・ハンドラ・ルーチンが呼び出されます。要求
に対する応答の一部は、ステータス値を返すためのものである場
合があります。

• srv_sendstatus によって送られたステータス値は任意であり、アプ
リケーション指定のものです。これは srv_senddone status パラメー
タとは関連していません。

• すべてのロー ( 存在する場合 ) は、srv_xferdata でクライアントに
送られた後、そして srv_senddone で完了ステータスが送られる前
に、ステータス値を送ることができます。ステータス値を 
srv_descfmt および  srv_bind の呼び出しと  srv_xferdata の呼び出しの
間に送信することはできません。

• 各結果セットに対して送信できるステータス値は 1 つだけです。

参照 srv_senddone 

srv_setcolutype
説明 カラムと関連付けられるユーザ・データ型を指定します。
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構文 CS_RETCODE srv_setcolutype(spp, column,utype)

SRV_PROC *spp;
CS_INT              column;
CS_INT             utype;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

column
ユーザ・データ型の関連対象となるカラムの番号です。先頭のカラ
ムは 1 です。

utype
カラムに関連するユーザ定義のデータ型です。

戻り値 表 3-128： 戻り値 (srv_setcolutype)

例

#include          <ospublic.h>

/*
** Local Prototype.
*/
CS_RETCODE       ex_srv_setcolutype PROTOTYPE((
SRV_PROC               *spp,
CS_INT           column,
CS_INT            utype
));

/* 
** EX_SRV_SETCOLUTYPE
**
**   Example routine to define the user datatype to be associated
 **   with a column using srv_setcolutype.
**
** Arguments:
**     spp     A pointer to an internal thread control structure.
**  column     The column number associated with the type.
**  utype      The type to be associated with the column.
**
** Returns:
**
**  CS_SUCCEED      The datatype was successfully associated with

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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 ** the column.
**     CS_FAIL        An error was detected.
*/
CS_RETCODE     ex_srv_setcolutype(spp, column, utype)
SRV_PROC                *spp;
CS_INT         column;
CS_INT         utype;
{
      /*
      ** Associate the type with the column.
      */
      if (srv_setcolutype(spp, column, utype) != CS_SUCCEED)
      {
            return(CS_FAIL);
      }
      return (CS_SUCCEED);
}

使用法 srv_setcolutype によって設定されたデータ型は、クライアント・アプ
リケーションが DB-Library 呼び出しの dbcolutype または Client-Library 
呼び出しの ct_describe によって受け取るデータ型です。

srv_setcontrol
説明 カラムのユーザ制御またはフォーマット情報を記述します。

構文 CS_RETCODE srv_setcontrol(spp, colnum, ctrlinfop,
                 ctrllen)

SRV_PROC *spp;
CS_INT      colnum;
CS_BYTE    *ctrlinfop;
CS_INT          ctrllen;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

colnum
制御情報が適用するカラムの番号です。ローの先頭カラムの番号は 
1 です。

ctrlinfop
制御データへのポインタです。制御データの長さは、ctrllen パラ
メータで取得します。
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ctrllen
制御データ長のバイト数です。各カラムは、 大で 
SRV_MAXCHAR バイトの制御情報があります。

戻り値 表 3-129： 戻り値 (srv_setcontrol)

例

#include          <ospublic.h>

/*
** Local Prototype.
*/
CS_RETCODE     ex_srv_setcontrol PROTOTYPE((
SRV_PROC        *spp
));

/*
** Constants.
*
#define    MAXROWDATA      20
#define COLCONTROL "Emp name:%s"

/*
** EX_SRV_SETCONTROL
**
**    Example routine to describe format information for a column
 **    using srv_setcontrol.In this example, a simple character
 **    column contains an employee name.
**
** Arguments:
**     spp     A pointer to an internal thread control structure.
**
** Returns:
**    CS_SUCCEED      Control information successfully defined.
**     CS_FAIL        An error was detected.
*/
CS_RETCODE       ex_srv_setcontrol(spp)
SRV_PROC                *spp;
{
      CS_DATAFMT   fmt;

      /* Describe the format of the row data for the column.*/

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。



第 3 章    ルーチン

Server-Library/C リファレンス・マニュアル 457

      srv_bzero((CS_VOID *)&fmt, (CS_INT)sizeof(fmt));
      fmt.datatype = CS_CHAR_TYPE;
      fmt.maxlength = MAXROWDATA;

      if (srv_descfmt(spp, (CS_INT)CS_SET, (CS_INT)SRV_ROWDATA,
            (CS_INT)1, &fmt) != CS_SUCCEED)
      {
            return(CS_FAIL);
      }

      /* Define the control information for the column.*/
      if (srv_setcontrol(spp, (CS_INT)1, (CS_BYTE *)COLCONTROL,
            (CS_INT)strlen(COLCONTROL)) != CS_SUCCEED)
      {
            return(CS_FAIL);
      }
      return (CS_SUCCEED);
}

使用法 • Open Server アプリケーションは、特定のカラムに関連するユーザ
定義フォーマット情報を、srv_setcontrol を使用してクライアントに
伝えます。たとえば、クライアントが、特定のカラムに合わせて、
特定の文字列を送信することを希望しているような場合です。

• srv_setcontrol の呼び出しは、srv_xferdata の呼び出しの前か、
srv_descfmt の呼び出しの後に行わなければなりません。他のコン
テキストから呼び出すと、CS_FAIL を返します。

• 制御情報は、順序に関係なくカラムと関連付けることができま
す。唯一の条件は、カラムがあらかじめ srv_descfmt で定義されて
いなければならないということです。

• ローのすべてのカラムについて、srv_setcontrol を呼び出す必要は
ありません。Open Server アプリケーションが、カラムの制御情報
を設定しなければ、null 制御文字列が、そのカラムについて返さ
れます。

• クライアントが、クライアント・オプションの切り替えを行う 
CS_OPT_CONTROL によって、具体的に制御情報を要求していな
い場合、アプリケーションは、このような情報を返さないように
する必要があります。

参照 srv_bind, srv_descfmt, srv_xferdata 
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srv_setloginfo
説明 リモート・サーバからクライアントにプロトコルのフォーマット情報

を返します。

構文 CS_RETCODE srv_setloginfo(spp, loginfop)

SRV_PROC         *spp;
CS_LOGINFO      *loginfop;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

loginfop
ct_getloginfo によって更新された CS_LOGINFO 構造体へのポインタ
です。

戻り値 表 3-130： 戻り値 (srv_setloginfo)

例

#include          <ospublic.h>

/*
** Local Prototype.
*/
CS_RETCODE   ex_srv_setloginfo     PROTOTYPE((
SRV_PROC      *spp,
CS_LOGINFO  *loginfop
));

/*
** EX_SRV_SETLOGINFO
**
**    Return protocol format information from a remote server to
 **    a client.
**    
**
** Arguments:
**
**     spp     A pointer to an internal thread control structure.
**    loginfop A pointer to a CS_LOGINFO structure that has been
 **             updated by ct_getloginfo.
**
** Returns

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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**
**      CS_SUCCEED
**     CS_FAIL
**
*/
CS_RETCODE  ex_srv_setloginfo(spp, loginfop)
SRV_PROC   *spp;
CS_LOGINFO  *loginfop;
{
      /* Check arguments.*/
      if (spp == (SRV_PROC *)NULL)
      {
             return(CS_FAIL);
      }
      return(srv_setloginfo(spp,loginfop));
}

使用法 • クライアントおよびリモート Sybase サーバ間で、パケットの内容
を判断せずに、プロトコル (TDS) パケットを渡すゲートウェイ・
サーバ・アプリケーションでは、srv_setloginfo を使用します。

• クライアントが直接サーバに接続する場合は、2 つのプログラム
は、データの送受信に使用するプロトコル・フォーマットをネゴ
シエートします。ゲートウェイ・アプリケーションにおいて、プ
ロトコル・パススルーを使用すると、Open Server は、クライアン
トとリモート・サーバ間において、プロトコル・パケットを転送
します。

• srv_setloginfo は、クライアントとリモート・サーバ間の TDS 
フォーマットのネゴシエーションを可能にする 4 つの呼び出しの 
4 番目です ( そのうち 2 つは CT-Library 呼び出しです )。これらの
呼び出しは、SRV_CONNECT イベント・ハンドラにおいてのみ行
えます。次にその呼び出しを示します。

a srv_getloginfo － CS_LOGINFO 構造体を割り付け、クライアン
ト・スレッドからの TDS 情報を格納します。

b ct_setloginfo － 手順 1 で取得したプロトコル情報を使用して 
CS_LOGINFO 構造体を準備し、ct_connect を使用してリモー
ト・サーバにログインします。

c ct_getloginfo － CS_CONNECTION 構造体から、新しく割り付
けられた CS_LOGINFO 構造体にプロトコル・ログイン応答情
報を転送します。

d srv_setloginfo － 手順 3 で取得したリモート・サーバの応答を
クライアントに送信し、CS_LOGINFO 構造体を解放します。
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参照 srv_getloginfo, srv_recvpassthru, srv_sendpassthru 

srv_setpri
説明 スレッドのスケジューリング優先順位を変更します。

構文 CS_RETCODE srv_setpri(spp, mode, priority_value)

SRV_PROC       *spp;
CS_INT               mode;
CS_INT             priority_value;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

mode
priority_value が現在の優先順位を調節する場合には 
SRV_C_DELTAPRI、priority_value が新しい優先順位である場合に
は SRV_C_NEWPRI となります。

priority_value
mode が、SRV_C_NEWPRI の場合には、priority_value がスレッドの
新しい優先順位です。mode が SRV_C_DELTAPRI の場合には、負の 
priority_value は現在の優先順位からその絶対値を減らし、正の 
priority_value は現在の優先順位を上げます。

戻り値 表 3-131： 戻り値 (srv_setpri)

例

#include          <ospublic.h>

/*
** Local Prototype.
*/
CS_RETCODE  ex_srv_setpri PROTOTYPE((
SRV_PROC  *spp,
CS_INT           mode,
CS_INT           priority
));

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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/* 
** EX_SRV_SETPRI
**
**    Example routine to change a thread’s scheduling priority.
**
** Arguments:
**     spp     A pointer to an internal thread control structure.
**  mode       Indicates whether a priority is relative or
 **              absolute.
**  priority   The change in priority value or the nrew
                 priority value.
**
** Returns:
**
**      CS_SUCCEED
**     CS_FAIL
*/
CS_RETCODE ex_srv_setpri(spp, mode, priority)
SRV_PROC   *spp;
CS_INT    mode;
CS_INT     priority;
{
    return(srv_setpri(spp, mode, priority));
}

使用法 • クライアントが Open Server にログインした結果、あるいは 
srv_createproc や srv_spawn の呼び出しの結果としてスレッドが始
動した場合には、優先順位は SRV_C_DEFAULTPRI になります。

• srv_setpri は、新しい値の設定、または現在の値を指定した値まで
上昇／減少させることによって、優先順位を変更することができ
ます。

• あるスレッドが、自分の優先順位よりも、他のスレッドの優先順
位を高く設定した場合には、後者のスレッドはただちに優先順位
が高くなるようスケジュールされます。それ以外の場合には、影
響を受けたスレッドの新しい優先順位は、次にスケジューラが実
行されるときから有効になります。

• スリープすることのないスレッドに他のスレッドよりも高い優先
順位を持たせると、他のスレッドを実行する機会はまったくなく
なります。

• 内部 Open Server スレッドは、SRV_C_DEFAULTPRI の優先順位で
実行します。スレッドの優先順位を SRV_C_DEFAULTPRI 以上に
設定した場合には、このような内部スレッドの実行を可能にする
ために、ときおりスリープさせる必要があります。
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• 優先順位を SRV_C_LOWPRIORITY より低く設定したり、
SRV_C_MAXPRIORITY より高く設定したりすると、エラーにな
ります。

• srv_setpri は、SRV_START ハンドラでは使用できません。

参照 srv_createproc, srv_spawn 

srv_signal (UNIX のみ )
説明 シグナル・ハンドラをインストールします。

構文 SRV_SIGNAL_FUNC srv_signal(sig, handler)

CS_INT                sig;
SRV_SIGNAL_FUNC handler;

パラメータ sig
ハンドラがインストールされる対象の UNIX シグナルの番号です。
これは、sgs/signal.h で定義されます。

handler
sig が Open Server に対して配信されるときに、呼び出される関数へ
のポインタです。handler を SIG_DFL に設定すると、デフォルト・
ハンドラがリストアされます。handler を SIG_IGN に設定すると、
sig が無視されます。

戻り値 表 3-132： 戻り値 (srv_signal)

例

#include    <errno.h>
#include <stdio.h>
#include    <signal.h>
#include          <ospublic.h>
/*
** Local Prototype.
*/
CS_STATIC CS_VOID         ex_sigio_handler PROTOTYPE((
CS_INT                    sig
));

戻り値 意味

以前にインストールされたハンドラ関数への
ポインタ

関数のロケーション。

null ポインタ ルーチンが失敗。
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CS_RETCODE       ex_srv_signal PROTOTYPE((
CS_INT           *uerrno
));

/*
** Static storage.
*/
CS_STATIC CS_INT io_events = 0;

/* 
** EX_SRV_SIGNAL
**
**    Example routine to install a UNIX signal handler for SIGIO,
 **    using srv_signal.
**
** Arguments:
**    uerrno    A pointer to a user’s error number indicator.
**
** Returns:
**
**    CS_SUCCEED    Handler successfully installed.
**    CS_FAIL       Handler not installed, UNIX global errno set.
*/
CS_RETCODE      ex_srv_signal(uerrno)
CS_INT          *uerrno;
{
      /*
      ** Install the handler.
      */
      (CS_VOID)srv_signal((int)SIGIO,
                         (SRV_SIGNAL_FUNC)ex_sigio_handler);

     /* Was there an error condition?*/
     if ((*uerrno = errno) != 0)
         return(CS_FAIL);

      return (CS_SUCCEED);
}

/*
** EX_SIGIO_HANDLER
**
**    Example signal handler to count I/O events.It prints a
 **    message when the Open Server application has been up long
 **    enough to get 100,000 I/O events.



srv_sleep 

464  Open Server

**
** Arguments:
**    sig  The signal number, always SIGIO.
**
** Returns:
**          Nothing.
*/
CS_STATIC CS_VOID     ex_sigio_handler(sig)
CS_INT                sig;
{
     if (io_events == 100000)
      {
           fprintf(stderr, "The server has been up a long
                    time!!￥n");
           io_events = 0;
      }
      else
      {
           io_events++;
      }
}

使用法 • Open Server は、SIGIO と SIGURG の UNIX シグナル・ハンドラを
インストールします。これらのハンドラは、一度 Open Server が起
動すると、常にアクティブの状態でなければなりません。ハンド
ラがアクティブの状態でない場合には、Server-Library の I/O やア
テンション処理ルーチンは機能に障害を生じるか、あるいは信頼
性が損なわれます。

 警告！ sigvec(2) または signal(2) を使用して UNIX シグナル・ハン
ドラをインストールすると、予期できない結果を引き起こす場合
があります。アプリケーションでは、srv_signal を使用するように
してください。

• Open Server は、アプリケーションがシグナル・ハンドラにある
間、他のすべてのシグナルがブロックされることを保証します。

•  signal に関する UNIX のマニュアルを参照してください。

srv_sleep
説明 現在実行中のスレッドを休止します。
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構文 CS_RETCODE srv_sleep(sleepeventp, sleeplabelp,
                   sleepflags, infop, reserved1,
                 reserved2)

CS_VOID         *sleepeventp;
CS_CHAR         *sleeplabelp;
CS_INT             sleepflags;
CS_INT         *infop;
CS_VOID         *reserved1;
CS_VOID         *reserved2;

パラメータ sleepeventp
srv_wakeup は、スレッドをウェイクアップするために使う汎用の 
void ポインタです。このポインタは、スレッドがスリープ中のオペ
レーティング・システム・イベントに対してユニークなものでなけ
ればなりません。たとえば、メッセージが別のスレッドに渡される
場合、送信スレッドは、そのメッセージが処理されるまでスリープ
します。メッセージへのポインタは、受信スレッドが送信側をウェ
イクアップさせるために srv_wakeup  に渡せる有効な sleepevent です。

sleeplabelp
スレッドがスリープ中のイベントを識別する、null で終了する文字
列へのポインタです。これは、スレッドがスリープしている理由を
判別するのに役立ちます。アプリケーションは、Open Server シス
テム・レジスタード・プロシージャの sp_ps を使って、この情報を
表示することができます。

sleepflags
このフラグの値は、スレッドがウェイクアップする状況を決定しま
す。表 3-133 に、sleepflags の有効値を示します。

表 3-133： sleepflags の値 (srv_sleep)

infop
CS_INT を指すポインタです。表 3-134 は、srv_sleep が CS_FAIL を
返す場合に *infop に返される可能性がある値を示します。

値 説明

SRV_M_ATTNWAKE スレッドがアテンションを受け取るとウェ
イクアップする。

SRV_M_NOATTNWAKE アテンションは、スレッドをウェイクアッ
プさせられない。
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表 3-134： infop の値 (srv_sleep)

reserved1
ミューテックスに対するプラットフォーム依存のハンドルです。こ
の引数は、非プリエンプティブ・プラットフォームにおいては無視
されます。非プリエンプティブ・プラットフォームにおいては 
(CS_VOID*) 0 に設定してください。

reserved2
このパラメータは、現時点では使用されていません。0 に設定して
ください。

戻り値 表 3-135： 戻り値 (srv_sleep)

例

#include          <ospublic.h>
/*
** Local Prototype.
*/
CS_RETCODE      ex_srv_sleep  PROTOTYPE((
CS_VOID         *sleepevnt,
CS_CHAR         *sleeplbl,
CS_INT     *infop
));

/*
** EX_SRV_SLEEP
**
**   This routine will suspend the currently executing thread.
**  
**
** Arguments:
**
**   
**   sleepevnt A void pointer that srv_wakeup uses to wake up

値 説明

SRV_I_INTERRUPTED スレッドは、srv_ucwakeup によって無条件にウェ
イクアップさせられた。

SRV_I_UNKNOWN その他のエラーが発生した。たとえば、スレッド
はすでにスリープしている、または無効となって
いる。

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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 **             the thread.
**   sleeplbl  A pointer to a null terminated string that
 **             identifies the event being the thread is sleeping
 **             on.This is primarily used for debugging.
 **    infop    A pointer to a CS_INT that is set to one of the
 **             following values:
 **             SRV_I_INTERRUPTED - srv_ucwakeup
 **             unconditionally woke the thread.
 **             SRV_I_UNKNOWN - Some other error occurred.
**   
**
** Returns
**
**      CS_SUCCEED
**     CS_FAIL
**
*/
CS_RETCODE      ex_srv_sleep(sleepevnt,sleeplbl,infop)
CS_VOID         *sleepevnt;
CS_CHAR         *sleeplbl;
CS_INT     *infop;
{
     /* Check arguments.*/
     if(sleepevnt == (CS_VOID *)NULL)
     {
           return(CS_FAIL);
     }
     /*
     ** Using SRV_M_ATTNWAKE means the thread should wake up
      ** unconditionally if it receives an attention.
     */
  
return(srv_sleep(sleepevnt,sleeplbl,SRV_M_ATTNWAKE,infop,(CS_VOID*)0,(CS_V
OID*)0));
}

使用法 • srv_sleep は、現時点で実行しているスレッドを中断し、再スケ
ジューリングを開始します。srv_wakeup が同じイベントで呼び出
されるまで、スレッドはスリープします。

• sleepflags の値によっては、スリープ中のスレッドは、アテンショ
ンを受け取ることによって、ウェイクアップすることもできます。

• srv_sleep の呼び出しに続く文で、スレッドは実行を再開します。

• srv_sleep は、SRV_START ハンドラにおいては使用できません。
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• srv_sleep を、割り込みレベル・コードから呼び出すことはできませ
ん。このルールに違反すると、問題が発生する可能性があります。

• 使用しているプラットフォームがプリエンプティブ・スケジュー
リングをサポートしているかどうかを調べるには、srv_capability 
を呼び出してください。

• スレッドがスリープしないうちに起動イベントが発生したら、
reserved1 パラメータはプリ エンプティブ・スケジューリングで起
こり得る競合状況を阻止します。プリエンプティブ・スケジュー
リングの例については、使用しているプラットフォーム用の

『Open Client/Server プログラマーズ・ガイド補足』を参照してく
ださい。

参照 srv_wakeup 

srv_spawn
説明 サービス・スレッドを割り付けます。

構文 CS_RETCODE srv_spawn(sppp, stacksize, funcp,
                  argp, priority)

SRV_PROC            **sppp;
CS_INT                   stacksize;
CS_RETCODE     (*funcp)();
CS_VOID                *argp;
CS_INT                 priority;

パラメータ sppp
スレッド構造体ポインタへのポインタです。呼び出しが成功した場
合は、内部のスレッド構造体のアドレスが sppp に返されます。

stacksize
スタックのサイズです。これは、 低 SRV_C_MINSTACKSIZE で
なくてはなりません。srv_props によって設定されたスタック・サイ
ズ (SRV_S_STACKSIZE) を使用するには、
SRV_DEFAULT_STACKSIZE を指定します。

funcp
新しく作成されたスレッドのためのエントリ・ポイントである関数
へのポインタです。スレッドは、funcp に位置するルーチンを実行す
ることで開始します。このルーチンから戻ったり、srv_termproc が呼
び出されるとき、スレッドは解放されます。エントリ・ポイント関
数ポインタは SRV_C_START_LISTENER であることが必要です。
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argp
スレッドが実行を始めるとき、*funcp のルーチンに渡されるポイン
タです。エントリ関数ポインタ (funcp) が 
SRV_C_START_LISTENER の場合は、argp が CS_TRANADDR 構造
を指す必要があります。

priority
生成されたスレッドの基本優先順位を示す SRV_C_LOWPRIORITY 
から SRV_C_MAXPRIORITY の間の整数です。デフォルトの優先順
位は、SRV_C_DEFAULTPRI です。

戻り値 スレッドが正常に生成された場合、srv_spawn は CS_SUCCEED を返し
ます。これは十分な Open Server の内部リソースが使用可能であるこ
とだけを保証します。エントリ・ポイント・ルーチンまたはその引数
の有効性を検証しません。スレッドが生成できない場合には、
srv_spawn は CS_FAIL を返します。

表 3-136： 戻り値 (srv_spawn)

例

#include <stdio.h>
#include          <ospublic.h>

/*
** Local Prototype.
*/
CS_RETCODE       entryfunc PROTOTYPE((
CS_CHAR          *message
));

CS_RETCODE       ex_srv_spawn PROTOTYPE((
SRV_PROC               *spp,
CS_INT           stacksize,
CS_INT           priority
));

CS_RETCODE    entryfunc(message)
CS_CHAR       *message;
{
      printf("Welcome to a new thread - %s!￥n", message);
      return (CS_SUCCEED);
}

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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/* 
** EX_SRV_SPAWN
**
**    Example routine to allocate a service thread
**
** Arguments:
**     spp          A pointer to an internal thread control
 ** structure.
**    stacks   The desired thread stack size.
**    priority The desired thread scheduling priority.
**
** Returns:
**
**      CS_SUCCEED
**     CS_FAIL
*/
CS_RETCODE    ex_srv_spawn(spp, stacksize, priority)
SRV_PROC                *spp;
CS_INT        stacksize;
CS_INT        priority;
{
    CS_CHAR      msgarg[20];

    strcpy(msgarg, "come in");

    return(srv_spawn(&spp, stacksize, entryfunc, msgarg,
              priority));
}

使用法 • srv_spawn は、イベント駆動型ではなく、どのクライアントとも関
連しない「サービス・スレッド」を割り付けます。そのスレッド
は、スケジューラの制御の下で実行されます。

• srv_spawn によって作成されたスレッドは、共有デバイスやデー
タ・オブジェクトにアクセスするなどの、イベント駆動型スレッ
ドに要求されるサービスを提供することが多いため、サービス・
スレッドと呼ばれます。

• srv_spawn は、Open Server に新しいスレッドについて知らせ、そ
のスレッドを実行可能にします。スレッドは、すぐには実行を開
始しません。スレッドが実行を始める時点は、生成スレッドの優
先順位や他の実行可能なスレッドの優先順位のような多くの要素
によって決定されます。
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• SRV_S_STACKSIZE で stacksize を設定するために srv_props を呼び
出さない場合は、新しいスレッドがデフォルトの stacksize で作成
されます。このデフォルトの stacksize は、使用するプラット
フォームに応じて異なります。Open Server のネイティブスレッ
ド・バージョンでは、基本となるスレッドのデフォルトの 
stacksize が使用されます。

• 複数のスレッドにより実行されたコードは、リエントラントでな
くてはなりません。

• SRV_TLISTENER スレッド・タイプは動的リスナに使用されます。

• 指定されたホスト名は複数の IPv4 および IPv6 アドレスに変換で
きます。つまり、動的リスナを起動することで複数のスレッドが
作成されることになります。これらのスレッドの SRV_PROC ポイ
ンタを取得する唯一の方法は、SRV_LISTEN_PREBIND イベント
と SRV_LISTEN_POSTBIND イベントを使用することです。

• エントリ・ポイント関数ポインタ (funcp) が 
SRV_C_START_LISTENER の場合は、stacksize と priority の両方に 
CS_UNUSED を指定し、sppp を null に設定する必要があります。

参照 srv_callback, srv_createproc, srv_props, srv_termproc 

srv_symbol
説明 Open Server のトークン値を読み込み可能な文字列に変換します。

構文 CS_CHAR *srv_symbol(type, symbol, lenp)

CS_INT          type;
CS_INT           symbol;
CS_INT         *lenp;

パラメータ type
トークンのタイプです。表 3-137 に、有効なトークンのタイプを示
します。
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表 3-137：  type に対応するトークンのタイプ (srv_symbol)

symbol
実際のトークン値です。

lenp
返される文字列長を含む CS_INT 変数へのポインタです。

戻り値 表 3-138： 戻り値 (srv_symbol)

例

#include          <ospublic.h>
/*
 ** Local Prototype
 */
extern CS_RETCODE       ex_srv_symbol PROTOTYPE((
CS_INT type,
CS_INT symbol,
CS_CHAR *namep
));
/* 
 ** EX_SRV_SYMBOL
**
**   Retrieve a printable string representation of an Open Server
 **   symbol
**
** Arguments:
**     type         Symbol type
**     symbol       Symbol for which to retrieve string
**     namep        Return symbol string here
** Returns:

トークンのタイプ 説明

SRV_DATATYPE データ型

SRV_EVENT イベント・タイプ

SRV_DONE DONE ステータス・タイプ

SRV_ERROR エラー重大度トークン

戻り値 意味

Open Server のトークン値の、読み込み可能な
変換である null ターミネータ文字列を指すポ
インタ

トークン値。

null ポインタ Open Server が type または 
symbol を認識しない。

Open Server が lenp を -1 に
設定する。
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 **     CS_SUCCEED       Symbol string was retrieved successfully
 **     CS_FAIL          An error was detected
 */
CS_RETCODE           ex_srv_symbol(type, symbol, namep)
CS_INT          type;
CS_INT               symbol;
CS_CHAR        *namep;
{
     CS_INT      len;
     namep = srv_symbol(type, symbol, &len);
     if(namep == (CS_CHAR *)NULL)
     {
          return(CS_FAIL);
     }
     return (CS_SUCCEED);
 }

使用法 • srv_symbol は、Open Server トークン値を記述する、読み込み可能
な null で終了する文字列へのポインタを返します。

• srv_symbol のポインタは、決して上書きされない領域を指すポイ
ンタを返すので、同じ文で複数回 srv_symbol を呼び出しても安全
です。

• 表 3-139 は、srv_symbol が変換できるトークンをまとめたものです。
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表 3-139： 変換可能なトークン (srv_symbol)

トークンのタイプ トークン 説明

SRV_ERROR SRV_INFO エラー重大度タイプ

SRV_ERROR SRV_FATAL_PROCESS エラー重大度タイプ

SRV_ERROR SRV_FATAL_SERVER エラー重大度タイプ

SRV_DONE SRV_DONE_MORE DONE パケット・ステー
タス・フィールド

SRV_DONE SRV_DONE_ERROR DONE パケット・ステー
タス・フィールド

SRV_DONE SRV_DONE_FINAL DONE パケット・ステー
タス・フィールド

SRV_DONE SRV_DONE_FLUSH DONE パケット・ステー
タス・フィールド

SRV_DONE SRV_DONE_COUNT DONE パケット・ステー
タス・フィールド

SRV_DATATYPE CS_CHAR_TYPE Char データ型

SRV_DATATYPE CS_BINARY_TYPE binary データ型

SRV_DATATYPE CS_TINYINT_TYPE 1 バイト integer データ型

SRV_DATATYPE CS_SMALLINT_TYPE 2 バイト integer データ型

SRV_DATATYPE CS_INT_TYPE 4 バイト integer データ型

SRV_DATATYPE CS_REAL_TYPE real データ型

SRV_DATATYPE CS_FLOAT_TYPE float データ型

SRV_DATATYPE CS_BIT_TYPE bit データ型

SRV_DATATYPE CS_DATETIME_TYPE datetime データ型

SRV_DATATYPE CS_DATETIME4_TYPE 4 バイト datetime データ
型

SRV_DATATYPE CS_MONEY_TYPE money データ型

SRV_DATATYPE CS_MONEY4_TYPE 4 バイト money データ型

SRV_DATATYPE SRVCHAR Char データ型

SRV_DATATYPE SRVVARCHAR 可変長 char データ型

SRV_DATATYPE SRVBINARY binary データ型

SRV_DATATYPE SRVVARBINARY 可変長 binary データ型

SRV_DATATYPE SRVINT1 1 バイト integer データ型

SRV_DATATYPE SRVINT2 2 バイト integer データ型

SRV_DATATYPE SRVINT4 4 バイト integer データ型

SRV_DATATYPE SRVINTN integer データ型、null 可
能

SRV_DATATYPE SRVBIT bit データ型

SRV_DATATYPE SRVDATETIME datetime データ型
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SRV_DATATYPE SRVDATETIME4 4 バイト datetime データ
型

SRV_DATATYPE SRVDATETIMN datetime データ型、null 
可能

SRV_DATATYPE SRVMONEY money データ型

SRV_DATATYPE SRVMONEY4 4 バイト money データ型

SRV_DATATYPE SRVMONEYN money データ型、null 可
能

SRV_DATATYPE SRVREAL 4 バイト float データ型

SRV_DATATYPE SRVFLT8 8 バイト float データ型

SRV_DATATYPE SRVFLTN 8 バイト float データ型、
null 可能

SRV_DATATYPE SRV_LONGCHAR_TYPE long char データ型

SRV_DATATYPE SRV_LONGBINARY_TYPE long binary データ型

SRV_DATATYPE SRV_TEXT_TYPE text データ型

SRV_DATATYPE SRV_IMAGE_TYPE image データ型

SRV_DATATYPE SRV_NUMERIC_TYPE numeric データ型

SRV_DATATYPE SRV_DECIMAL_TYPE decimal データ型

SRV_DATATYPE SRVVOID void データ型

SRV_EVENT SRV_ATTENTION Open Server イベント・
タイプ

SRV_EVENT SRV_BULK Open Server イベント・
タイプ

SRV_EVENT SRV_CONNECT Open Server イベント・
タイプ

SRV_EVENT SRV_CURSOR Open Server イベント・
タイプ

SRV_EVENT SRV_DISCONNECT Open Server イベント・
タイプ

SRV_EVENT SRV_DYNAMIC Open Server イベント・
タイプ

SRV_EVENT SRV_LANGUAGE Open Server イベント・
タイプ

SRV_EVENT SRV_MSG Open Server イベント・
タイプ

SRV_EVENT SRV_OPTION Open Server イベント・
タイプ

SRV_EVENT SRV_RPC Open Server イベント・
タイプ

トークンのタイプ トークン 説明
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参照  srv_descfmt

srv_tabcolname
説明 「ブラウズ・モード」の結果カラムに結果テーブルを関連付けます。

構文 CS_RETCODE srv_tabcolname(spp, colnum, brwsdescp)

SRV_PROC                *spp;
CS_INT                   colnum;
CS_BROWSEDESC    *brwsdescp;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

colnum
以前に srv_descfmt を使って記述したカラムを識別するために使用さ
れた番号です。

brwsdescp
該当するカラムのブラウズ情報を持つ構造体へのポインタです。具
体的に、カラムや元のカラム名および名前の長さを含むテーブル 
( 先に srv_tabname で記述された ) の番号を含んでいなければなりま
せん。カラムが select 文 (CS_BROWSEDESC 構造体において 
CS_RENAMED のステータスによって指示された ) の中で名前変更
されていた場合にのみ、元のカラム名と名前の長さが必要になるこ
とに注意してください。「CS_BROWSEDESC 構造体」(55 ページ ) 
を参照してください。

SRV_EVENT SRV_START Open Server イベント・
タイプ

SRV_EVENT SRV_STOP Open Server イベント・
タイプ

SRV_EVENT SRV_URGDISCONNECT Open Server イベント・
タイプ

トークンのタイプ トークン 説明
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戻り値 表 3-140：  戻り値 (srv_tabcolname)

例

#include          <ospublic.h>

/*
** Local Prototype.
*/
CS_RETCODE         ex_srv_tabcolname PROTOTYPE((
SRV_PROC               *spp,
CS_INT             colnum,
CS_BROWSEDESC      *bdp
));

/*
** EX_SRV_TABCOLNAME
**
**    Example routine to associate a browse mode result column
 **    with result tables.
**
** Arguments:
**     spp     A pointer to an internal thread control structure.
**
**    colnum   The column number.
**
**    bdp      A pointer to the browse descriptor for the
 ** column.
**
** Returns:
**     CS_SUCCEED   If we successfully associated this result
 **                  column with its table.
**
**    CS_FAIL       If an error was detected.
**
*/
CS_RETCODE          ex_srv_tabcolname(spp, colnum, bdp)
SRV_PROC                *spp;
CS_INT             colnum;
CS_BROWSEDESC      *bdp;
{
     CS_RETCODE        result;

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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     result = srv_tabcolname(spp, colnum, bdp);

     return (result);
}

使用法 • srv_tabcolname は、クライアントにブラウズ・モードの結果情報を
送るために使用されます。次にアプリケーションが送ることがで
きる情報を示します。

• 結果カラムがマップするテーブルの名前。

• クライアント・クエリの select 文内で名前が変更されたカラ
ムの本来の名前。

• カラムはあらかじめ srv_descfmt を使って定義されていなければな
りません。

• テーブルはあらかじめ srv_tabname 使って定義されていなければ
なりません。

• srv_tabcolname は、結果ローのカラムである各結果カラムに対し
て、一度ずつ呼び出されます。

参照 srv_descfmt, srv_tabname, 「ブラウズ・モード」(23 ページ )

srv_tabname
説明 一連のブラウズ・モードの結果と関連付けられたテーブルの名前を提

供します。

構文 CS_RETCODE srv_tabname(spp, tablenum, tablenamep,
namelen)

SRV_PROC      *spp;
CS_INT              tablenum;
CS_CHAR         *tablenamep;
CS_INT              namelen;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

tablenum
以降の srv_tabcolname の呼び出しにおいて、テーブルを識別するた
めに使われる番号です。
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tablenamep
テーブル名へのポインタです。テーブルには必ず名前があるので、
名前が null ということはありません。

namelen
テーブル名の長さをバイト数で示したものです。namelen が 
CS_NULLTERM の場合は、Server Library はテーブル名が null で終
了するものとみなします。

戻り値 表 3-141： 戻り値 (srv_tabname)

例

#include          <ospublic.h>

/*
** Local Prototype.
*/
CS_RETCODE      ex_srv_tabname PROTOTYPE((
SRV_PROC        *sproc,
CS_INT          tablenum,
CS_CHAR         *tablename
));

/*

** EX_SRV_TABNAME
**    An example routine to provide the name of the table
 **    associated with a set of browse mode results.
**
** Arguments:
**   sproc              A pointer to an internal thread control
 ** structure.

**    tablenum      The number that will be used to identify
 **                  the table in subsequent calls to

 **                  srv_tabcolname.
**    tablename     A null terminated string specifying the
 **                  table name.
**
** Returns:
**    CS_SUCCEED   If the table is successfully described.
**    CS_FAIL       If an error was detected.

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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*/
CS_RETCODE    ex_srv_tabname(sproc, tablenum, tablename)
SRV_PROC       *sproc;
CS_INT      tablenum;
CS_CHAR         *tablename;
{
     return( srv_tabname(sproc, tablenum, tablename,
                CS_NULLTERM) );
}

使用法 • srv_tabname は、ブラウズ・モードの結果に対応したテーブルの名
前をクライアントに送るのに使用されます。

• Open Server アプリケーションは、ブラウズ・モードの結果に関連
する各テーブルに対して、一度ずつ srv_tabname を呼び出さなけ
ればなりません。

• tablenum は、記述されたすべてのテーブルに対してユニークなも
のでなくてはなりません。テーブルは、いかなる順序でも記述可
能です。

• アプリケーションは、ブラウズ・モードの結果カラムを 
srv_tabcolname ルーチンを使って特定の結果のテーブルにリンクし
ます。srv_tabname は、必ず srv_tabcolname より前に呼び出される
必要があります。

参照 srv_descfmt, srv_tabcolname, 「ブラウズ・モード」(23 ページ )

srv_termproc
説明 スレッドの実行を中止します。

構文 CS_RETCODE srv_termproc(spp)

SRV_PROC                *spp;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。
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戻り値 表 3-142： 戻り値 (srv_termproc)

例

#include          <ospublic.h>
/*
 ** Local Prototype.
 */
CS_RETCODE     ex_srv_termproc PROTOTYPE((
SRV_PROC     *spp
));

/* 
 ** EX_SRV_TERMPROC
**
**   Example routine to terminate the execution of a thread using
 **   srv_termproc.
**
** Arguments:
**     spp     A pointer to an internal thread control structure.
** Returns:
**
**    CS_SUCCEED    Thread successfully terminated
**     CS_FAIL        An error was detected.
 */
CS_RETCODE          ex_srv_termproc(spp)
SRV_PROC           *spp;
{
      /*
       ** Terminate the thread.
       */
      if (srv_termproc(spp) != CS_SUCCEED)
      {
              return(CS_FAIL);
      }
      return (CS_SUCCEED);
}

使用法 • srv_createproc を使用すると、Open Server アプリケーションはクラ
イアント接続に関連していないイベント・ハンドラ・ドライバ・
スレッドを作成できます。

• srv_termproc は、SRV_START ハンドラでは使用できません。

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。



srv_text_info 

482  Open Server

• srv_termproc を割り込みレベル・コードから呼び出さないでくださ
い。結果が予期できません。

• ミューテックス、ミューテックス・ロック、レジスタード・プロ
シージャ、キューされたイベント、およびスレッドに関連した
メッセージは、スレッドが終了すると削除されます。

• 次のコードは、srv_termproc の例です。

参照 srv_createproc, srv_event, srv_event_deferred, srv_spawn

srv_text_info
説明 text または image データの記述を設定または取得します。

構文 CS_RETCODE srv_text_info(spp, cmd, item, iodescp)

SRV_PROC       *spp;
CS_INT             cmd;
CS_INT item;
CS_IODESC    *iodescp;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

cmd
データ・フローの方向です。表 3-143 に、cmd の有効値を示します。
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表 3-143：  cmd の値 (srv_text_info)

item
記述されるカラムのカラム番号です。ローにある 初のカラムはカ
ラム番号 1 です。cmd が CS_GET の時、このパラメータは無視され
ます。

iodescp
テキスト・カラムのオブジェクト名、テキスト・ポインタ、および
タイム・スタンプを記述する構造体へのポインタです。詳細につい
ては、「CS_IODESC 構造体」(61 ページ )  を参照してください。

戻り値 表 3-144： 戻り値 (srv_text_info)

例

#include          <ospublic.h>

/*
** Local Prototype.
*/
CS_RETCODE      ex_srv_text_info PROTOTYPE((
SRV_PROC       *spp,
CS_INT          item
CS_IODESC       *iodp
));

/*
** EX_SRV_TEXT_INFO
**

値 意味

CS_SET Open Server アプリケーションは、text や image データを記述
するための内部 Server-Library 構造体を設定している。
srv_text_info の呼び出しは、iodescp の情報を使って (Open 
Server 内部の ) text や image データを更新する ( アプリケー
ションは、srv_descfmt を使ってカラムをあらかじめ記述して
いなければならない )。一般的には、srv_send_text、または 
srv_bind および srv_xferdata の呼び出しが後に続く。

CS_GET Open Server はクライアントから読み込む text または image 
データの全長で iodescp 構造体を更新している。一般的には、
srv_get_text の呼び出しが次に続く。CS_GET の方向について
の制限については、「使用法」の項を参照。

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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**     Example routine to set a column’s text or image data
 **     description before transferring a data row, using
 **     srv_text_info. This example routine would be used in a
 **     gateway application, where the Open Client application has
 **     initiated an update of text or image data.
**
** Arguments:
**     spp     A pointer to an internal thread control structure.
**    item  The column number of the column being described.
**    iodp  A pointer to a CS_IODESC structure that describes the
 **          text or image data (This stucture is passed from the
 **          Open Client application).
**
** Returns:
**    CS_SUCCEED    Text or image data successfully described.
**    CS_FAIL      An error occurred was detected.
*/
CS_RETCODE      ex_srv_text_info(spp, item, iodp)
SRV_PROC        *spp;
CS_INT          item;
CS_IODESC       *iodp;
{
      /*
      ** Describe the text or image data for the column.
      */
      if (srv_text_info(spp, (CS_INT)CS_SET, item, iodp) !=
             CS_SUCCEED)
      {
            return(CS_FAIL);
      }
      return (CS_SUCCEED);
}

使用法 • srv_text_info は、結果ローを送信したりパラメータを取得したりす
るために、text や image カラムを記述するために使用されています。

• cmd が CS_GET の場合、srv_text_info は SRV_BULK イベント・ハ
ンドラから呼び出さなければなりません。

• cmd が CS_GET の場合、srv_text_info は srv_get_text の呼び出しより
も前に、呼び出さなければなりません。

• cmd が CS_SET の場合、srv_text_info は、srv_xferdata や srv_send_text 
が呼び出される前に、ローの各 text や image データ型のカラムに
対して呼び出さなければなりません。

• text や image データは、srv_bind、srv_xferdata、または srv_send_text 
を使って、クライアントに転送されます。
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参照 srv_bind, srv_descfmt, srv_get_text, srv_send_text, srv_xferdata, 「text と 
image」(225 ページ )

srv_thread_props
説明 スレッド・プロパティを定義し、取得します。

構文 CS_RETCODE srv_thread_props(spp, cmd, property, bufp, buflen, outlenp)

SRV_PROC  *spp;
CS_INT cmd;
CS_INT property;
CS_VOID *bufp;
CS_INT buflen;
CS_INT *outlenp;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

cmd
実行するアクションです。表 3-145 に、cmd の有効値を示します。

表 3-145：  cmd の値 (srv_thread_props)

property
設定、取得、またはクリアされるプロパティです。

bufp
クライアントからのプロパティ値の情報が設定されたり、プロパ
ティ値の情報が取得されたりする Open Server アプリケーション・
データ・バッファへのポインタです。

値 意味

CS_SET Open Server アプリケーションがプロパティを設定している。
この場合、bufp は、プロパティが設定される値を持ち、
buflen は、その値のサイズのバイト数でなければならない。

CS_GET Open Server アプリケーションがプロパティを取得している。
この場合、bufp は、プロパティ値が置かれているバッファを
指し、buflen は、そのバッファのサイズのバイト数でなけれ
ばならない。

CS_CLEAR Open Server アプリケーションは、プロパティをデフォルト値
にリセットしている。この場合は、bufp、buflen、outlenp は
無視される。
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buflen
バッファ長をバイト数で示したものです。

outlenp
取得されたプロパティ値の長さのバイト数を設定するために Open 
Server が使用する CS_INT 変数へのポインタです。この引数はオプ
ションであり、cmd が CS_GET のときにのみ使用します。

戻り値 表 3-146： 戻り値 (srv_thread_props)

例

#include          <ospublic.h>
/*
** Local Prototype.
*/
CS_RETCODE ex_srv_thread_props PROTOTYPE((
SRV_PROC  *sp,
CS_CHAR  *user,
CS_INT  ulen,
CS_INT  *lenp
));
/* 
** EX_SRV_THREAD_PROPS
**
** Example routine to obtain a client thread’s user name through
** srv_thread_props.
**
** Arguments:
** sp A pointer to an internal thread control structure.
** user A pointer to the address of the user name buffer.
** ulen The size of the user name buffer.
** lenp A pointer to an integer variable, that will be set to the length
** of the user name string.
**
** Returns:
** CS_TRUE If the user name was returned succesfully.
** CS_FALSE If an error was detected.
*/
CS_RETCODE ex_srv_thread_props(sp, user, ulen, lenp)
SRV_PROC  *sp;
CS_CHAR  *user;
CS_INT ulen;

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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CS_INT *lenp;
{

/*
 ** Call srv_thread_props to get the user name.
*/
if( srv_thread_props(sp, CS_GET, SRV_T_USER, user, ulen, lenp)

== CS_FAIL )
{

/*
** An error was al&ready raised.
*/
return CS_FAIL;

}
/*
** All done.
*/
return CS_SUCCEED;
}

使用法 • srv_thread_props は、スレッド・プロパティを定義、取得、リセッ
トするために呼び出されます。

• 表 3-147 に、有効なプロパティ値、設定や取得の可否、それぞれ
の値のデータ型を示します。

各スレッド・プロパティの説明については、表 2-28  (169 ページ ) 
を参照してください。

表 3-147： スレッド・プロパティとそのデータ型 (srv_thread_props)

プロパティ
設定／
クリア 取得

cmd が 
CS_SET のとき
の bufp

cmd が CS_GET のときの 
bufp

SRV_T_APPLNAME なし あり 適用しない 文字列へのポインタ

SRV_T_BYTEORDER なし あり 適用しない CS_INT へのポインタ

SRV_T_BULKTYPE なし あり 適用しない CS_INT へのポインタ

SRV_T_BYTEORDER なし あり 適用しない CS_INT へのポインタ

SRV_T_CHARTYPE なし あり 適用しない CS_INT へのポインタ

SRV_T_CLIB なし あり 適用しない 文字列へのポインタ

SRV_T_CLIBVERS なし あり 適用しない 文字列へのポインタ

SRV_T_CLIENTLOGOUT なし あり 適用しない CS_BOOL へのポインタ

SRV_T_CONVERTSHORT なし あり 適用しない CS_BOOL へのポインタ

SRV_T_DUMPLOAD なし あり 適用しない CS_BOOL へのポインタ
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SRV_T_ENDPOINT なし あり 適用しない 終了ポイント ( ファイル記述
子またはファイル処理 ) を保
持できるサイズのバッファ
への CS_VOID ポインタ

SRV_T_EVENT なし あり 適用しない CS_INT へのポインタ

SRV_T_EVENTDATA なし あり 適用しない CS_VOID ポインタのアドレ
ス

SRV_T_FLTTYPE なし あり 適用しない CS_INT へのポインタ

SRV_T_GOTATTENTION なし あり 適用しない CS_BOOL へのポインタ

SRV_T_HOSTNAME なし あり 適用しない 文字列へのポインタ

SRV_T_HOSTPROCID なし あり 適用しない 文字列へのポインタ

SRV_T_IODEAD なし あり 適用しない CS_BOOL へのポインタ

SRV_T_LISTENADDR なし あり 適用しない CS_TRANADDR 構造体へ
のポインタ

SRV_T_LOCALE あり あり CS_LOCALE ポ
インタへのポイ
ンタ

CS_LOCALE ポインタへのポ
インタ

SRV_T_LOCALID あり なし 適用しない リスナ SSL 証明書

SRV_T_LOGINTYPE なし あり 適用しない CS_INT へのポインタ

SRV_T_MACHINE なし あり 適用しない 文字列へのポインタ

SRV_T_MIGRATED なし あり 適用しない CS_BOOL へのポインタ

SRV_T_MIGRATE_STATE なし あり 適用しない SRV_MIG_STATE へのポイ
ンタ

SRV_T_NEGLOGIN なし あり 適用しない CS_INT へのポインタ

SRV_T_NOTIFYCHARSET なし あり 適用しない CS_BOOL へのポインタ

SRV_T_NOTIFYDB なし あり 適用しない CS_BOOL へのポインタ

SRV_T_NOTIFYLANG なし あり 適用しない CS_BOOL へのポインタ

SRV_T_NOTIFYPND なし あり 適用しない CS_INT へのポインタ

SRV_T_NUMRMTPWDS なし あり 適用しない CS_INT へのポインタ

SRV_T_PACKETSIZE なし あり 適用しない CS_INT へのポインタ

SRV_T_PASSTHRU なし あり 適用しない CS_BOOL へのポインタ

SRV_T_PRIORITY なし あり 適用しない CS_INT へのポインタ

SRV_T_PWD なし あり 適用しない 文字列へのポインタ

SRV_T_REMOTEADDR なし あり 適用しない CS_TRANADDR 構造体へ
のポインタ

プロパティ
設定／
クリア 取得

cmd が 
CS_SET のとき
の bufp

cmd が CS_GET のときの 
bufp
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SRV_T_RETPARMS なし あり 適用しない 実行時にエラーが発生した
場合に送信されるリターン・
パラメータ

SRV_T_RMTPWDS なし あり 適用しない SRV_RMTPWD 構造体の配
列へのポインタ

SRV_T_RMTSERVER なし あり 適用しない 文字列へのポインタ

SRV_T_ROWSENT なし あり 適用しない CS_INT へのポインタ

SRV_T_SEC_CHANBIND なし あり 適用しない CS_BOOL へのポインタ

SRV_T_SEC_
CONFIDENTIALITY

なし あり 適用しない CS_BOOL へのポインタ

SRV_T_SEC_
CREDTIMEOUT

なし あり 適用しない CS_INT へのポインタ

SRV_T_SEC_DATAORIGIN なし あり 適用しない CS_BOOL へのポインタ

SRV_T_SEC_DELEGATION なし あり 適用しない CS_BOOL へのポインタ

SRV_T_SEC_DELEGCRED なし あり 適用しない CS_VOID へのポインタ

SRV_T_SEC_DETECTREPLAY なし あり 適用しない CS_BOOL へのポインタ

SRV_T_SEC_DETECTSEQ なし あり 適用しない CS_BOOL へのポインタ

SRV_T_SEC_INTEGRITY なし あり 適用しない CS_BOOL へのポインタ

SRV_T_SEC_MECHANISM なし あり 適用しない CS_CHAR へのポインタ

SRV_T_SEC_
MUTUALAUTH

なし あり 適用しない CS_BOOL へのポインタ

SRV_T_SEC_
NETWORKAUTH

なし あり 適用しない CS_BOOL へのポインタ

SRV_T_SEC_
SESSTIMEOUT

なし あり 適用しない CS_INT へのポインタ

SRV_T_SESSIONID あり あり CS_SESSIONID 
へのポインタ

CS_SESSIONID へのポイン
タ

SRV_T_SPID なし あり 適用しない CS_INT へのポインタ

SRV_T_STACKLEFT なし あり 適用しない CS_INT へのポインタ

SRV_T_TDSVERSION あり あり CS_INT へのポ
インタ

CS_INT へのポインタ

SRV_T_TYPE なし あり 適用しない CS_INT へのポインタ

SRV_T_USER なし あり 適用しない 文字列へのポインタ

SRV_T_USERDATA あり あり CS_VOID ポイ
ンタ

CS_VOID ポインタのアドレ
ス

SRV_T_USERVLANG あり あり CS_BOOL への
ポインタ

CS_BOOL へのポインタ

プロパティ
設定／
クリア 取得

cmd が 
CS_SET のとき
の bufp

cmd が CS_GET のときの 
bufp
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• 表 3-148 に、定義可能なスレッド・プロパティのデフォルト値を
示します (CS_SET)。

表 3-148： 定義できるスレッド・プロパティとそのデフォルト値 
(srv_thread_props)

• スレッド・プロパティを取得しているとき (CS_GET)、プロパ
ティ値がユーザ・バッファに入り切らないことを buflen が示した
場合には、Open Server は、*outlenp に要求されるバイト数を設定
し、アプリケーション・バッファは変更されません。

• 各スレッド・プロパティの説明については、表 2-28  (169 ページ ) 
を参照してください。

参照 srv_props, 「プロパティ」(157 ページ )

srv_timedsleep
説明 イベントが通知されるまで、または指定された時間が経過するまでス

リープします。srv_timedsleep が利用できるのはリエントラント・ライ
ブラリのみです。

構文 CS_RETCODE srv_timedsleep(sleepevent, sleeplabel,
                   sleepflags, infop, srvmutex, timeout)

CS_VOID *sleepevent;
CS_CHAR *sleeplabel;
CS_INT sleepflags;
CS_VOID *infop;

SRV_T_USTATE あり あり 文字列へのポイ
ンタ

文字列へのポインタ

プロパティ
設定／
クリア 取得

cmd が 
CS_SET のとき
の bufp

cmd が CS_GET のときの 
bufp

プロパティ デフォルト

SRV_T_USERDATA (CS_VOID *)NULL

SRV_T_USTATE NULL 文字列

SRV_T_TDSVERSION 小値 ( クライアントおよびサーバのデ
フォルト )

SRV_T_USESRVLANG SRV_S_USESRVLANG の値

SRV_T_LOCALE (CS_LOCALE *)NULL
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SRV_OBJID srvmutex;
CS_INT timeout;

パラメータ sleepevent
スリープが発生するイベントへの汎用のポインタです。

sleeplabel
デバッグを目的とした文字列へのポインタです。

sleepflags
このパラメータは、現在実行中のスレッドを中断する srv_sleep と
同じように使用されます。

infop
失敗の理由を示す整数へのポインタです。infop の整数値は次のと
おりです。

• SRV_I_UNKNOWN － 不明なエラーまたはエラーなし。

• SRV_I_TIMEOUT － ルーチンのタイムアウト。

• SRV_I_INTERRUPTED － この関数を実行している srvlib プロセ
スが、srv_ucwakeup() への呼び出しによって中断された。

注意 この関数が SRV_I_INTERRUPTED を返す場合、イベン
トを待機している間、またはミューテックスをロックしようと
している間に srvlib プロセスが中断されたことを示します。

srvmutex
スリープ時に解放される srvlib ミューテックスです。これは、ウェイ
クアップ後にロックされます。srv_timedsleep() がミューテックスの解
放とロックを実行しないようにするには、0 を入力してください。

timeout
ミリ秒単位のタイムアウト時間です。無期限にブロックする場合は 
0 を渡します。
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戻り値 表 3-149： 戻り値 (srv_timedsleep)

使用法 この関数にミューテックスを渡して、ウェイクアップと同期化させる
ことができます。ミューテックス・ロックを取得した後に  
srv_wakeup() を呼び出す別のスレッドが、このイベントについて、こ
のスリープ関数を実行している srvlib プロセスを正常にウェイクアッ
プした時点で、ミューテックスが解放されます。

ルーチンが CS_SUCCEED を返すと、srvlib ミューテックスはロックさ
れます。CS_FAIL を返した場合は、このスレッドによってロックされ
ません。

参照 srv_wakeup 

srv_ucwakeup
説明 スリープしているスレッドを無条件にウェイクアップします。

構文 CS_RETCODE srv_ucwakeup(spp, wakeflags)
SRV_PROC *spp;
CS_INT wakeflags;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

wakeflags
srv_ucwakeup の動作を変えるビットマスクです。1 つのフラグのみ
定義されます。使用しない場合は wakeflags に 0 を設定します。

SRV_M_WAKE_INTR
割り込みレベル・コードからの srv_ucwakeup の呼び出しであること
を示します。割り込みレベル・コードからの srv_ucwakeup 呼び出し
を行うときにこのフラグを設定しないと、Open Server アプリケー
ションは不安定な動作をすることがあります。

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。詳細については、 infop パラメータを
参照。
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戻り値 表 3-150： 戻り値 (srv_ucwakeup)

例 &num;include <ospublic.h>
/*
** Local Protoype.
*/

CS_RETCODE      ex_srv_ucwakeup PROTOTYPE((
SRV_PROC        *sproc
));

/*
** EX_SRV_PROC
** An example routine to wake up a sleeping thread from
** a non-interrupt level by using srv_ucwakeup.
**
 ** Arguments:
** sproc A pointer to an internal thread control
** structure.
**
 ** Returns:
** CS_SUCCEED The specified thread was woken up.
** CS_FAIL An error was detected.
*/

CS_RETCODE      ex_srv_ucwakeup(sproc)
SRV_PROC        *sproc;
{
/* Wake up the specified thread.*/
return( srv_ucwakeup(sproc, 0));
}

使用法 • srv_ucwakeup でスレッドをウェイクアップすると、srv_sleep は 
SRV_I_INTERRUPTED を返します。

• スレッドを無条件にウェイクアップするには、srv_ucwakeup を使
用します。デッドロック状態の解除やクリーンアップでは、これ
が必要な場合があります。

• srv_ucwakeup は、SRV_START ハンドラにおいては使用できません。

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL スレッドが存在しないか、スリープ中でなかったため、
ルーチンが失敗します。
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• srv_ucwakeup が割込レベル・コードから呼び出された場合は、
wakeflags を SRV_M_WAKE_INTR に設定する必要があります。割
込レベル・ルーチンの外部では、wakeflags に 
SRV_M_WAKE_INTR を設定しないでください。

参照 srv_sleep, srv_wakeup, srv_yield

srv_unlockmutex
説明 ミューテックスのロックを解除します。

構文 CS_RETCODE srv_unlockmutex(mutexid)

SRV_OBJID              mutexid;

パラメータ mutexid
srv_createmutex によって返されるユニークなミューテックス識別子
です。mutexid は、srv_getobjid を使ってミューテックス名から得ら
れます。

戻り値 表 3-151： 戻り値 (srv_unlockmutex)

例

#include          <ospublic.h>

/*
** Local Prototype.
*/
CS_RETCODE      ex_srv_unlockmutex PROTOTYPE((
CS_CHAR         *mutex_name
));

/* 
** EX_SRV_UNLOCKMUTEX
**
**    Example routine to illustrate the use of srv_unlockmutex.
**
** Arguments:
**  mutex_name   The name of the mutex to be unlocked.
**

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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** Returns:
**
**    CS_SUCCEED Mutex successfully unlocked.
**     CS_FAIL        An error was detected.
*/
CS_RETCODE     ex_srv_unlockmutex(mutex_name)
CS_CHAR        *mutex_name;
{
     SRV_OBJID      id;
     CS_INT       info;

      /* Get the object id for the mutex.*/
      if (srv_getobjid(SRV_C_MUTEX, mutex_name, CS_NULLTERM,
            &id,  &info) == CS_FAIL)
           return(CS_FAIL);

     /* Call srv_unlockmutex to unlock it.*/
    if (srv_unlockmutex(id) == CS_FAIL)
      return(CS_FAIL);

      return (CS_SUCCEED);
}

使用法 • ミューテックス ( 相互排除セマフォ ) をロック解除するとセマ
フォのロックが解除されて、他のスレッドがミューテックスにア
クセスできるようになります。

• srv_unlockmutex は、SRV_START ハンドラでは使えません。

参照 srv_createmutex, srv_deletemutex, srv_getobjid 

srv_version
説明 アプリケーションが使用している  Open Server のバージョンを定義し

ます。

構文 CS_RETCODE srv_version(contextp, version)

CS_CONTEXT       *contextp;
CS_INT             version;
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パラメータ contextp
アプリケーションが cs_ctx_alloc を呼び出して取得した 
CS_CONTEXT 構造体へのポインタです。CS_CONTEXT 構造体は、
クライアント・ライブラリと共有した、サーバワイドな設定構造体
の役割を果たしています。「CS-Library」(62 ページ ) を参照してく
ださい。

version
アプリケーションが有効であると仮定する Open Server のバージョ
ンです。

戻り値 表 3-152： 戻り値 (srv_version)

例

#include <stdio.h>
#include          <ospublic.h>
......
/*
 ** This code fragment sets the Open Server version.
 */
main()
 {
CS_CONTEXT  *cp;
if(cs_ctx_alloc(CS_VERSION_155, &cp) != CS_SUCCEED)
 {
     fprintf(stderr, “cs_ctx_alloc failed ￥n”);
      exit(1);
}
if(srv_version(cp, CS_VERSION_155) != CS_SUCCEED)
{
     /*
      ** Release the context structure al&ready allocated.
      */
     (CS_VOID)cs_ctx_drop(cp);
     (CS_VOID)fprintf(stderr, "srv_version failed ￥n");
       exit(1);
}
......
}

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。
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使用法 • Open Server アプリケーションは、他の Server-Library ルーチンを
呼び出す前に、srv_version  を呼び出さなければなりません。また、
srv_version の呼び出しは CS-Library ルーチンの cs_ctx_alloc を呼び
出してから行う必要があります。

• アプリケーションは、 初に、cs_config を使用して 
CS_CONTEXT 構造体にローカライゼーション構成パラメータを
設定できます。

参照 cs_ctx_alloc、cs_ctx_props

srv_wakeup
説明 スリープ中のスレッドの実行を可能にします。

構文 CS_RETCODE srv_wakeup(sleepeventp, wakeflags,
                   reserved1, reserved2)

CS_VOID         *sleepeventp;
CS_INT             wakeflags;
CS_VOID         *reserved1;
CS_VOID         *reserved2;

パラメータ sleepeventp
スレッドがスリープ中のオペレーティング・システム・イベントの
汎用の void ポインタです。

wakeflags
srv_wakeup の動作を変えるビットマスクです。ビットが設定されてい
ない場合、デフォルトの動作は、イベント上でスリープしているすべ
てのスレッドをウェイクアップさせることです。ビットは論理和をと
ることができます。表 3-153 に、wakeflags の有効値を示します。
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表 3-153： wakeflags の値 (srv_wakeup)

reserved1
このパラメータは、使用されません。(CS_VOID*) 0 に設定してく
ださい。

reserved2
このパラメータは、使用されません。(CS_VOID*) 0 に設定してく
ださい。

戻り値 srv_wakeup は、イベントのスリープ中のスレッドが見つからなかった
場合やパラメータがエラーの場合は、CS_FAIL を返します。1 つまた
は複数のスリープ中のスレッドが見つかった場合は、srv_wakeup は 
CS_SUCCEED を返します。

表 3-154： 戻り値 (srv_wakeup)

例

#include          <ospublic.h>

/*
** Local Prototype.
*/
CS_RETCODE ex_srv_wakeup PROTOTYPE((
CS_VOID    *sep
));

値 説明

SRV_M_WAKE_INTR srv_wakeup の呼び出しは、割り込みレベル・
コードから行う。割り込みレベル・コードから
の srv_wakeup 呼び出しを行うときにこのフラグ
を使用しないと、Open Server アプリケーション
は不安定な動作をすることがある。
非割り込みレベルでのこのフラグを使用すると、
Open Server アプリケーションは不安定な動作を
する。

SRV_M_WAKE_FIRST イベント上でスリープしている 初のスレッドだ
けが実行可能にされる。

SRV_M_WAKE_ALL イベント上でスリープしているすべてのスレッド
をウェイクアップさせる。

戻り値 意味

CS_SUCCEED 1 つまたは複数のスリープ中のスレッドが見つかり、
実行可能だった。

CS_FAIL ルーチンが失敗。またはスリープ中のスレッドが見つ
からなかった。
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/*
** EX_SRV_WAKEUP
**
**    Example routine using srv_wakeup to make all Open Server
 **    threads, which were previously sleeping on the specified
 **    sleep event, runnable again.
**
** Arguments:
**    sep    A generic void pointer, which was used previously in
 **           calls to srv_sleep to suspend threads.
**
** Returns:
**    CS_SUCCEED    Threads sleeping on the specified sleep event
 **                  are runnable again.
**     CS_FAIL        An error was detected.
*/
CS_RETCODE      ex_srv_wakeup(sep)
CS_VOID         *sep;
{
      /*
      ** Wake up threads for the specified sleep event, passing
       ** zero for reserved fields.
      */
      if (srv_wakeup(sep, (CS_INT)SRV_M_WAKE_ALL,
           (CS_VOID*)0, (CS_VOID*)0) != CS_SUCCEED)
     {
           return(CS_FAIL);
     }
     return (CS_SUCCEED);
}

使用法 • srv_wakeup は、sleepevent でスリープ中のスレッドをウェイクアッ
プさせます。

• srv_wakeup が割り込みレベル・コードから呼び出される場合、実
際のウェイクアップは、スケジューラが次に実行するまで遅延さ
れます。

• srv_wakeup は、SRV_START ハンドラにおいては使用できません。

• Open Server でプリエンプティブ・プログラムを書く場合、
srv_wakeup や srv_sleep は、プラットフォームに依存するミュー
テックスを使わなければなりません。プリエンプティブ・スケ
ジューリングの例については、使用しているプラットフォーム用
の『Open Client/Server プログラマーズ・ガイド補足』を参照して
ください。
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参照 srv_sleep 

srv_xferdata
説明 クライアントにパラメータやデータを送信するか、またはクライアン

トからパラメータやデータを受信します。

構文 CS_RETCODE srv_xferdata(spp, cmd, type)

SRV_PROC                *spp;
CS_INT                 cmd;
CS_INT                  type;

パラメータ spp
内部スレッド制御構造体へのポインタです。

cmd
データがクライアントへ送信されているのか、それともクライアン
トから入ってきているのか示します。表 3-155 に、cmd の有効値を
示します。

表 3-155： cmd の値 (srv_xferdata)

type
プログラム変数に保管されたり、プログラム変数から読み取られる
データの型です。表 3-156 に、有効な型とその適切なコンテキスト
を示します。

値 説明

CS_SET アプリケーションは、クライアントにデータを送信するために 
srv_xferdata を呼び出している。

CS_GET アプリケーションは、クライアントからのデータを取得するた
めに srv_xferdata を呼び出している。
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表 3-156： type の値 (srv_xferdata)

戻り値 表 3-157： 戻り値 (srv_xferdata)

例

#include          <ospublic.h>
/*
** Local Prototype.
*/
CS_RETCODE      ex_srv_xferdata PROTOTYPE((
SRV_PROC        *spp
));

/*
** EX_SRV_XFERDATA
**
**    This routine will send error message parameters to the
 **    specified client.
**    
**
** Arguments:

Type 有効な cmd データの内容

SRV_RPCDATA CS_SET または CS_GET RPC パラメータ

SRV_ROWDATA CS_SET のみ 結果ロー・カラム

SRV_CURDATA CS_GET のみ カーソル・パラメータ

SRV_KEYDATA CS_GET のみ カーソル・キー・カラム

SRV_ERRORDATA CS_SET のみ エラー・メッセージ・パ
ラメータ

SRV_DYNDATA CS_SET または CS_GET 動的 SQL パラメータ

SRV_NEGDATA CS_SET または CS_GET ネゴシエーション・ログ
イン・パラメータ

SRV_MSGDATA CS_SET または CS_GET メッセージ・パラメータ

SRV_LANGDATA CS_GET のみ 言語パラメータ

戻り値 意味

CS_SUCCEED ルーチンが正常に終了した。

CS_FAIL ルーチンが失敗。

CS_PASSTHRU_MORE ( バッチされたパラメータの場合 ) パラメータ
がコピーされました。バッチには、さらにパ
メータが存在します。

CS_PARAMS_END ( バッチされたパラメータの場合 ) パラメータ
がコピーされました。これがバッチ内の 後の
パラメータ・セットです。
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**
**     spp     A pointer to an internal thread control structure.
**
** Returns
**
**      CS_SUCCEED
**     CS_FAIL
**
*/
CS_RETCODE      ex_srv_xferdata(spp)
SRV_PROC                *spp;
{
    /* Check arguments.*/
    if (spp == (SRV_PROC *)NULL)
    {
        return(CS_FAIL);
    }
    return(srv_xferdata(spp,CS_SET,SRV_ERRORDATA));
}

使用法 • srv_xferdata は、クライアントにパラメータまたはローのデータを
送信したり (CS_SET)、クライアントからパラメータまたはキー・
データを取得したりするために使用します。具体的には、データ
をローカル・プログラム変数から取り出してネットワークを通し
てクライアントに送信したり (CS_SET)、逆にクライアントから
ネットワークを通してデータをローカル・プログラム変数に設定
したりします (CS_GET)。

• クライアントに表示しなければならない形のデータ (CS_SET) や
クライアントに表示した形のデータ (CS_GET) は、事前に 
srv_descfmt を使って記述しておく必要があります。また、アプリ
ケーションは、ローカル・プログラム変数を定義するために 
srv_bind を事前に呼び出しておく必要もあります。

• srv_xferdata は、各パラメータ・ストリーム (CS_GET、CS_SET) に
対して一度ずつ、または各データ・ロー (CS_SET) に対して一度
ずつ呼び出される必要があります。

• バッチされたパラメータのサポートを有効にするには、
SRV_S_PARAM_BATCHING サーバ・プロパティを CS_TRUE に設定
します。それによって、srv_xferdata() は複数のパラメータ・セッ
トを受信できます。たとえば、srv_run() の前に次のように指定し
ます。

if (srv_props(ctos_ctx->cx_context, CS_SET,
SRV_S_PARAM_BATCHING, (CS_VOID *)&cs_true, 
sizeof(cs_true), NULL) != CS_SUCCEED)
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{...}

参照 srv_bind, srv_descfmt 

srv_yield
説明 他のスレッドの実行を可能にします。

構文 CS_RETCODE srv_yield()

戻り値 なし。

例

#include <stdio.h>
#include          <ospublic.h>

/*
** Local Prototype.
*/
CS_RETCODE ex_srv_yield PROTOTYPE((
    ));
/* 
** EX_SRV_YIELD
**
**   Example routine to suspend the current thread.
** Arguments:
**     None.
**
** Returns:
**
**      CS_SUCCEED
**     CS_FAIL
*/
CS_RETCODE    ex_srv_yield()
{
    printf("I'll wait this one out...￥n");
    if (srv_yield() == CS_FAIL)
    {
        printf("srv_yield() failed.￥n");
        return(CS_FAIL);
    }
    else
    {
        printf("I'm back!￥n");
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        return (CS_SUCCEED);
    }
}

使用法 • srv_yield は、現在のスレッドを中断し、同じかそれ以上の優先順
位を持った他の実行可能なスレッドを起動させます。そのスレッ
ドは、後で再スケジュールされます。

• srv_yield は、基本的には非プリエンプティブ・スケジューリング
時に役立ちます。

• スレッドが srv_yield を呼び出して、確立されている新しいスレッ
ドを起動する場合、次のように動作します。

a Open Server は新しいスレッドの確立を完了します。

b 新しいスレッドが実行可能にならない場合、その新しいス
レッドは制御されないで、即座に現在のスレッドが再び制御
されるようになると考えられます。

「マルチスレッド・プログラミング」(123 ページ ) を参照してく
ださい。

• srv_yield を呼び出すスレッドが、srv_yield の後に続く文を受けて実
行を再開します。

• srv_yield は、SRV_START ハンドラでは使用できません。

• 割り込みレベル・コードから srv_yield は呼び出さないでください。

参照 srv_sleep, srv_wakeup 
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第  4  章 システム・レジスタード・プロシー
ジャ

この章では、Server-Library の各システム・レジスタード・プロ
シージャについて説明します。システム・レジスタード・プロ
シージャは、Open Server に組み込まれているレジスタード・プロ
シージャです。サーバは、これらのプロシージャをすべての 
Open Server ランタイム・システムで使えるように、初期化のとき
に登録します。各プロシージャのページでは、パラメータ、それ
ぞれが返す結果、メッセージについて説明します。

システム・レジスタード・プロシージャの詳細については、「レ
ジスタード・プロシージャ」(185 ページ ) を参照してください。

sp_ps
説明 指定された Open Server のスレッドの詳細なステータス情報を返

します。

構文 sp_ps [loginame | ’spid’]

パラメータ loginame
ユーザのログイン名です。

システム・レジスタード・プロシージャ ページ

sp_ps 505

sp_regcreate 508

sp_regdrop 515

sp_reglist 516

sp_regnowatch 517

sp_regwatch 518

sp_regwatchlist 520

sp_serverinfo 520

sp_terminate 521

sp_who 523
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spid
レポートの対象となるスレッドの内部 ID 番号です。spid は、以前
の sp_who または sp_ps 呼び出しから得られます。デフォルトでは、
すべてのスレッドがリストされます。

例 1>execute utility...sp_ps
 2>go

 
 spid  Login Name Host Name     Program Name  Task Type         ...
 ----  ---------- ---------     ------------  --------------    ... 
    1                                         SERVER TASK       ...
    2                                         SERVER TASK       ...
    3                                         SERVER TASK       ...
    4                                         SERVICE TASK      ...
   11             hiram                       SITE HANDLER TASK ...
   14  bud        sonoma        isql          CHILD TASK        ...
...   Status     Sleep Event   Sleep Label       Current Command    ...

 ...   -------    -----------   -----------       ---------------    ...
 ...   runnable   369448                          NETWORK HANDLER    ...
 ...   sleeping   369544        MSG AVAILABLE     CONNECT HANDLER    ...
 ...   sleeping   369640        MSG AVAILABLE     DEFERRED HANDLER   ...
 ...   runnable        0                          SCHEDULER          ...
 ...   sleeping   369736        MSG AVAILABLE                        ...
 ...   running    416480                                             ...

  ...  Blocked    Run     Current     Stack      Net       Net
  ...       By  Ticks    Priority    Origin    Writes    Reads
  ...  -------  ------   --------   --------   ------   ----- 
  ...        0       0         8     2794336        0       0 
  ...        0       0         8     2810792        0       0 
  ...        0       0         8     2827184        0       0 
  ...        0       0        15     2843576        0       0 
  ...        0       0         8     2859968        2       7 
  ...        0       0         8     2909208        3       0 

この例は、sp_ps プロシージャからの isql 出力を示しています。なおこ
のレポートは出力の都合上、途中を省略しています。

使用法 • sp_ps は、指定したサーバ・スレッドまたはすべての現在の Open 
Server スレッドのステータスを詳細にレポートします。この情報
は、アプリケーション開発中のデバッグ作業に役立ちます。

• loginame および spid は文字列パラメータです。Adaptive Server 
Enterprise からのリモート・プロシージャ・コールとして isql を使
用し、sp_ps を実行するときは、構文エラーを避けるために、spid 
を一重引用符 (') で囲みます。
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• loginame または spid を指定しない場合、sp_ps はすべての現在の
スレッドをリストします。

• 表 4-1 は、sp_ps が返す情報を示します。

表 4-1： 返される情報 (sp_ps)

表 4-2 は、各カラムにローの形式で返される結果を示しています。

情報の種類 意味

spid スレッド内部のスレッド番号。

Login Name ログインしたユーザの名前。クライアント・スレッドに
のみ適用される。

Host Name クライアント・タスクでは、これがクライアント・マシ
ン名となる。サイト・ハンドラとサーバ間の RPC 接続で
は、これがリモート Adaptive Server Enterprise 名となる。

Program Name クライアント・アプリケーション・プログラムの名前。

Task Type スレッドのタイプ。カラムの有効値は、NETWORK, 
CLIENT、SERVER、SITE HANDLER, CHILD、
SERVICE、UNKNOWN。

Status スレッドの現在のステータス。カラムの有効値は、
running、runnable、sleeping、sick、free、stopped、
spawned、terminal、unknown。1 つしかない “running” 
タスクは、sp_ps を実行しているスレッド。

Sleep Event スリープ・スレッドを実行可能にするイベント。

Sleep Label スリープ・イベントを記述する文字列ラベル。

Current Command スレッドのステータスを記述する文字列。カラムの内容
は srv_thread_props ルーチンで設定される。

Blocked By ( 現在は使用されていない )
Run Ticks ( 現在は使用されていない )
Current Priority スレッド実行の優先順位。

Stack Origin スレッドのスタックが始まるメモリのアドレス。

Net Writes スレッド開始以後のネットワークの書き込み数。この数
字は、サイト・ハンドラとクライアント・スレッドにだ
け適用する。

Net Reads スレッド開始以後のネットワークの読み込み数。この数
字は、サイト・ハンドラとクライアント・スレッドにだ
け適用する。
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表 4-2： 返される情報のフォーマット (sp_ps)

参照 sp_terminate, sp_who

sp_regcreate
説明 Open Server 上にレジスタード・プロシージャを作成するため。

構文 sp_regcreate proc_name, parm1, parm2, ...

パラメータ proc_name 
作成するレジスタード・プロシージャ名を指定します。

parm1, parm2, ...
( オプション ) クライアント・アプリケーションが追加パラメータ
を渡す場合、ここには新しいプロシージャのパラメータの名前、
データ型、デフォルト値を指定します。

例 Client-Library クライアントから sp_regcreate を呼び出す

この例では、次のパラメータを必要とするレジスタード・プロシー
ジャ np_test を作成します。

カラム名 データ型 長さ

spid CS_INT_TYPE 4

Login Name CS_CHAR_TYPE SRV_MAXNAME

Host Name CS_CHAR_TYPE SRV_MAXNAME

Program Name CS_CHAR_TYPE SRV_MAXNAME

Task Type CS_CHAR_TYPE SRV_MAXNAME

Status CS_CHAR_TYPE SRV_MAXNAME

Sleep Event CS_INT_TYPE 4

Sleep Label CS_CHAR_TYPE SRV_MAXNAME

Current Command CS_CHAR_TYPE SRV_MAXNAME

Blocked By CS_INT_TYPE 4

Run Ticks CS_INT_TYPE 4

Current Priority CS_INT_TYPE 4

Stack Origin CS_INT_TYPE 4

Net Writes CS_INT_TYPE 4

Net Reads CS_INT_TYPE 4
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• 初のパラメータは @p1 であり、CS_INT データ型です。デフォ
ルト値はありません ( つまり、この値はデフォルトで NULL に設
定されます )。

• 2 番目のパラメータは @p2 であり、CS_CHAR データ型です。デ
フォルト値は “No value given” です。

• 3 番目のパラメータは @p3 であり、CS_INT データ型です。デ
フォルト値は 0 ( ゼロ ) です。

この例では、プロシージャを作成する関数 np_create と RPC コマンド
の結果を処理する関数 rpc_results のコードが指定されています。この
例では (rpc_results を使用して呼び出される ) 関数 ex_fetch_data は示さ
れていません。この関数は、Client-Library のサンプル・プログラム内
のファイル exutils.c で定義されています。

/*
 ** np_create() -- Example function to create a notification
 **   procedure on an Open Server.
 **
 ** Parameters:
 **   cmd - Command handle for sending commands.
 **
 ** Returns:
 **   CS_SUCCEED - The notification procedure was successfully
 **      created.
 **   CS_FAIL - Couldn't do it.This routine fails if the
 **      registered procedure already exists.
 */
 CS_RETCODE np_create(cmd)
 CS_COMMAND       *cmd;
 {
   CS_DATAFMT      datafmt;
   CS_INT              intval;
   CS_CHAR    charbuf[512];
   CS_BOOL    ok = CS_TRUE;
  /*
   ** Build up an RPC command to create the notification
   ** procedure np_test, defined as follows:
   **   np_test @p1 = <integer value>,
   **           @p2 = <character value>,
   **           @p3 = <integer value>
   */
  if (ok
       && (ct_command(cmd, CS_RPC_CMD,
           "sp_regcreate", CS_NULLTERM,
           CS_UNUSED) != CS_SUCCEED))
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     ok = CS_FALSE;
  /*
   ** Name of the created procedure will be 'np_test'.
   */
   strcpy(datafmt.name, "proc_name");
   datafmt.namelen = strlen(datafmt.name);
   datafmt.datatype = CS_CHAR_TYPE;
   datafmt.status = CS_INPUTVALUE;
   datafmt.maxlength = 255;
   strcpy(charbuf, "np_test");
   if (ok &&
       ct_param(cmd, &datafmt,
               (CS_VOID *)charbuf, strlen(charbuf), 0)
       != CS_SUCCEED)
   {
     fprintf(stdout, "np_create:ct_param() @proc_name failed￥n");
     ok = CS_FALSE;
   }
  /*
   ** First parameter is named '@p1', is integer type, and has
   ** no default (i.e., defaults to NULL).We pass -1 as the
   ** indicator to ct_param() to specify a NULL value.
   */
   strcpy(datafmt.name, "@p1");
   datafmt.namelen = strlen(datafmt.name);
   datafmt.datatype = CS_INT_TYPE;
   datafmt.status = CS_INPUTVALUE;
   datafmt.maxlength = CS_UNUSED;
   if (ok &&
       ct_param(cmd, &datafmt, (CS_VOID *)NULL, CS_UNUSED, -1)
       != CS_SUCCEED)
   {
     fprintf(stdout, "np_create:ct_param() @p1 failed￥n");
     ok = CS_FALSE;
   }
  /*
   ** Second parameter is named '@p2', is character type, and has
   ** default “No value given”.
   */
   strcpy(datafmt.name, "@p2");
   datafmt.namelen = strlen(datafmt.name);
   datafmt.datatype = CS_CHAR_TYPE;
   datafmt.status = CS_INPUTVALUE;
   datafmt.maxlength = 255;
   strcpy(charbuf, "No value given");
   if (ok &&
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       ct_param(cmd, &datafmt,
               (CS_VOID *)&charbuf, strlen(charbuf), 0)
       != CS_SUCCEED)
   {
     fprintf(stdout, "np_create:ct_param() @p2 failed￥n");
     ok = CS_FALSE;
   }

 /*
   ** Third parameter is named '@p3', is integer type, and
   ** has default 0 (zero).
   */
   strcpy(datafmt.name, "@p3");
   datafmt.namelen = strlen(datafmt.name);
   datafmt.datatype = CS_INT_TYPE;
   datafmt.status = CS_INPUTVALUE;
   datafmt.maxlength = CS_UNUSED;
   intval = 0;
   if (ok &&
       ct_param(cmd, &datafmt, (CS_VOID *)&intval, CS_UNUSED, 0)
       != CS_SUCCEED)
   {
     fprintf(stdout, "np_create:ct_param() @p3 failed￥n");
     ok = CS_FALSE;
   }

  /*
   ** Send the RPC command.
   */
   if (ok && ct_send(cmd) != CS_SUCCEED)
     ok = CS_FALSE;

  /*
   ** Process the results from the RPC execution.
   */
   if (ok && rpc_results(cmd, CS_FALSE) != CS_SUCCEED)
     ok = CS_FALSE;

 return (ok ?CS_SUCCEED :CS_FAIL);
 
 } /* np_create */

/*
 ** rpc_results() -- Process results from an rpc.
 **
 ** Parameters
 **    cmd -- The command handle with results pending.
 **    expect_fetchable -- CS_TRUE means fetchable results
 **           are expected.They will be printed w/ the
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 **           ex_fetch_data() routine (defined in file exutils.c).
 **           CS_FALSE means fetchable results cause this routine
 **           to fail.
 **
 ** Returns
 **   CS_SUCCEED -- no errors.

 **   CS_FAIL -- ct_results failed, returned a result_type value
 **      of CS_CMD_FAIL, or returned unexpected fetchable results.
 */
CS_RETCODE rpc_results(cmd, expect_fetchable)
 CS_COMMAND       *cmd;
 CS_BOOL    expect_fetchable;
 {
   CS_RETCODE     results_ret;
   CS_INT         result_type;
   CS_BOOL    ok = CS_TRUE;
   CS_BOOL    cmd_failed = CS_FALSE;
  while (ok &&
          (results_ret
           = ct_results(cmd, &result_type))
           == CS_SUCCEED)
   {
     switch ((int)result_type)
     {
       case CS_STATUS_RESULT:
       case CS_ROW_RESULT:
       case CS_COMPUTE_RESULT:
       case CS_PARAM_RESULT:
          /*
           ** These cases indicate fetchable results.
           */
           if (expect_fetchable)
           {
             /* ex_fetch_data() is defined in exutils.c */
             ok = (ex_fetch_data(cmd) == CS_SUCCEED);
           }
           else
           {
             (CS_VOID)fprintf(stdout,
                              "RPC returned unexpected result￥n");
             (CS_VOID)ct_cancel(NULL, cmd, CS_CANCEL_ALL);
             ok = CS_FALSE;
           }
           break;
      case CS_CMD_SUCCEED:
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       case CS_CMD_DONE:
          /* No action required */
          break;

      case CS_CMD_FAIL:
          (CS_VOID)fprintf(stdout,
            "RPC command failed on server.￥n");
          cmd_failed = CS_TRUE;
          break;
      default:
          /*
          ** Unexpected result type.
          */
          (CS_VOID)fprintf(stdout,
                           "RPC returned unexpected result￥n");
          (CS_VOID)ct_cancel(NULL, cmd, CS_CANCEL_ALL);
          ok = CS_FALSE;
          break;
     } /* switch */
   } /* while */

  switch( (int) results_ret)
   {
     case CS_END_RESULTS:
     case CS_CANCELED:
       break;
     case CS_FAIL:
     default:
       ok = 0;
   }
  return ((ok && !cmd_failed) ?CS_SUCCEED :CS_FAIL);
  
 } /* rpc_results() */

DB-Library クライアントから sp_regcreate を呼び出す

この例では、パラメータを 2 つ必要とする pricechange という名前のレ
ジスタード・プロシージャを作成します。 初のパラメータは 
@current_price で、SYBMONEY データ型で表現されています。2 つ目
のパラメータは @sequence_num で、SYBINT4 データ型です。どちら
のパラメータにもデフォルト値はありません。

dbnpdefine(dbproc, "pricechange", DBNULLTERM);
 dbregparam(dbproc, "@current_price", DBNULLTERM,
            SYBMONEY, DBNODEFAULT, NULL);
 dbregparam(dbproc, "@sequence_num", DBNULLTERM,
            SYBINT4, DBNODEFAULT, NULL);
 status = dbnpcreate (dbproc);
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 if (status == FAIL)
 { 
 fprintf(stderr,
     "Could not create pricechange procedure.￥n");
 } 

表 4-3 は、SRV_C_PROCEXEC コールバック・ハンドラが、
pricechange プロシージャが登録中であることを調べるのに使用する呼
び出しについてまとめたものです。

表 4-3： 戻り値 (sp_regcreate)

使用法 • クライアント・アプリケーションはリモートで sp_regcreate を呼
び出して、レジスタード・プロシージャを作成します。

• クライアント・アプリケーションが作成するレジスタード・プロ
シージャは、「ノーティフィケーション ( 通知 ) プロシージャ」と
呼ばれます。これらのプロシージャにはアプリケーションが定義
するコードを指定できません。また、これらのプロシージャは、
レジスタード・プロシージャ・ノーティフィケーションに依存す
るクライアント・アプリケーションに有効です。

• sp_regcreate の 初のパラメータ (proc_name) は、作成するプロ
シージャの名前です。新しいレジスタード・プロシージャがパラ
メータを必要とする場合、そのパラメータは追加パラメータを渡
すことによって定義されます。新しいプロシージャの 初のパラ
メータは sp_regcreate の 2 番目のパラメータとして、2 番目のパラ
メータは sp_regcreate の 3 番目のパラメータとして、というように
渡されます。

• Client-Library を使用して構築されたクライアント・アプリケー
ションは、sp_regcreate を呼び出す RPC コマンドを送信して、レ
ジスタード・プロシージャを作成できます。

この例は、「Client-Library クライアントから sp_regcreate を呼び出
す」に示してあります。

関数呼び出し 戻り値

srv_procname(srvproc, (int *) NULL) “sp_regcreate”
srv_rpcparams(srvproc) 3 

srv_paramdata(srvproc, 1) “pricechange”
srv_paramdata(srvproc, 2) “@current_price”
srv_paramdata(srvproc, 3) “@sequence_num”
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• DB-Library プログラムは dbnpdefine、dbregparam、および 
dbnpcreate を使用して、レジスタード・プロシージャを作成しま
す。dbnpdefine は内部的に RPC コマンドを生成して、リモートで 
sp_regcreate を呼び出します。dbnpcreate は RPC を送信して、その
結果を処理します。

この例は、「DB-Library クライアントから sp_regcreate を呼び出す」
に示してあります。

• Server-Library プログラムは srv_regdefine、srv_regparam、および 
srv_regcreate を使用して、レジスタード・プロシージャを作成で
きます。

メッセージ sp_regcreate は、次のメッセージを返すことができます。

参照 sp_regdrop, sp_regnowatch, sp_regwatch, srv_regdefine, srv_regexec, 
srv_reginit, srv_regparam

sp_regdrop
説明 レジスタード・プロシージャ・リストからプロシージャを削除します。

構文 sp_regdrop proc_name

パラメータ proc_name
削除するレジスタード・プロシージャの名前です。

例 1>execute stock...sp_regdrop pricechange
 2>go

この例では、isql で Adaptive Server Enterprise にログインしたクライア
ントは、サーバ間のリモート・プロシージャ・コールを使って Open 
Server stock で sp_regdrop を実行します。このプロシージャは、stock か
ら pricechange レジスタード・プロシージャを削除します。

dbrpcinit(dbproc, "sp_regdrop", NULL);
 dbrpcparam(dbproc, "proc_name", NULL, SYBCHAR, -1,
 11, "pricechange");
 dbrpcsend(dbproc);

番号 重大度 テキスト

16505 0 プロシージャが正しく登録された。

16506 11 プロシージャはすでに登録されている。

16507 11 プロシージャを登録できない。
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この例では、DB-Library RPC のルーチンを使用し、単一のパラメータ 
“pricechange” に対して sp_regdrop を実行しています。これにより、

sp_regdrop システム・プロシージャは、Open Server から pricechange レ
ジスタード・プロシージャを削除します。

使用法 • プロシージャの登録が解除されると、未処理の通知 ( ノーティ
フィケーション ) 要求があるクライアントは、そのプロシージャ
はもはや登録されていないというメッセージを受け取ります。

• sp_regdrop は、クライアントが dbnpdrop を実行した時に実行され
ます。SRV_C_PROCEXEC コールバック・ハンドラは、sp_regdrop 
が実行中であるかどうかを調べるのに srv_rpcname を使用できま
す。次に srv_bind および srv_xferdata を使用し、 初のパラメータ
である proc_name のポインタを入手できます。

メッセージ proc_name has been unregistered.

proc_name パラメータで指定されたプロシージャは登録を解除されま
した。

proc_name is not a registered procedure.

proc_name パラメータで指定されたプロシージャは、Open Server で登
録されたものではありません。

Unable to unregister proc_name.

Open Server は、何らかの理由でプロシージャを登録解除することがで
きませんでした。

参照 sp_regdrop, srv_regexec, srv_reginit, srv_regparam

sp_reglist
説明 Open Server 上のすべてのレジスタード・プロシージャをリストします。

構文 sp_reglist 

例 1>execute utility...sp_reglist
 2>go

 Procedure Name
  ------------------------------  
  sp_who
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  sp_regwatch
  sp_ps
  sp_regdrop
  sp_reglist
  sp_regwatchlist
  sp_regcreate
  sp_regnowatch
  
 (0 rows affected)

この isql の例では、現時点でのレジスタード・プロシージャをすべて
リストしています。

使用法 • sp_reglist は、現在 Open Server に登録されているプロシージャの名
前をすべてロー・データとして返します。

• C 言語プログラムでも、sp_reglist を使ってレジスタード・プロ
シージャをリストできます。

結果は、SRV_MAXNAME 文字のデータ長を持つ、1 つの char カラム
を含んだローとして返されます。

参照 sp_regcreate, sp_regdrop, sp_regwatch, sp_regwatchlist

sp_regnowatch
説明 レジスタード・プロシージャの通知 ( ノーティフィケーション ) リス

トからクライアントを削除します。

構文 sp_regnowatch proc_name

パラメータ proc_name
レジスタード・プロシージャの名前です。

例 dbrpcinit(dbproc, "sp_regnowatch", (DBUSMALLINT)
            0); 
 dbrpcparam(dbproc, "@proc_name", 0, SYBCHAR, 15,
            15, "pricechange");
 dbrpcsend(dbproc);

この例は、pricechange レジスタード・プロシージャの通知リストから
クライアントを削除します。

使用法 • クライアントが dbregnowatch を呼び出すと、このレジスタード・
プロシージャは実行します。
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• SRV_C_PROCEXEC コールバック・ハンドラは、srv_rpcname を
使って sp_regnowatch の実行を確認し、sp_paramdata を使って通知
要求を削除する対象のプロシージャ名を入手します。

メッセージ Notification request removed.

通知要求は正常に削除されました。

proc_name is not a registered procedure.

proc_name に指定されたプロシージャは、Open Server には登録さ
れていません。

No requests pending.

クライアントは、プロシージャに対する未処理の通知要求があり
ませんでした。

Unable to remove notification request.

Open Server は、通知要求の削除に失敗しました。

参照 sp_regcreate, sp_regdrop, sp_regwatch, sp_regnowatch, sp_regwatch

sp_regwatch
説明 レジスタード・プロシージャの通知リストにクライアントを追加し

ます。

構文 sp_regwatch proc_name [options]

パラメータ proc_name
クライアントが通知 ( ノーティフィケーション ) を希望するレジス
タード・プロシージャの名前です。

options
クライアントへの通知を、一度しか行わないか、またはプロシー
ジャを実行するごとに行うか、および通知が同期かまたは非同期か
を指定する CS_SMALLINT です。次の表 4-4 では、options に設定で
きる値を示します。これらの値はビット・フラグなので、一度に複
数を設定できます。
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表 4-4：  sp_regwatch の options パラメータの値

例 dbrpcinit(dbproc, "sp_regwatch", (DBUSMALLINT) 0);
 dbrpcparam(dbproc, "@proc_name", 0, SYBCHAR,
                15, 15, "pricechange");
 dbrpcsend(dbproc);

この例では、pricechange というプロシージャの通知リストにクライア
ントを追加します。プロシージャが実行されるたびに、クライアント
は通知を受けます。

optionval = SRV_NOTIFY_ONCE;
 dbrpcinit(dbproc, sp_regwatch, (DBUSMALLINT)
           DBWAIT);
 dbrpcparam(dbproc, "@proc_name", 0, SYBCHAR,
            15, 15, pricechange");
 dbrpcparam(dbproc, "@options", 0, SYBINT4, -1,
            -1, &optionval);
 dbrpcsend(dbproc);

この例では、pricechange というプロシージャの通知リストにクライア
ントを追加します。クライアントは、一度だけプロシージャが実行し
たという通知を受けています。

使用法 • Open Server は、クライアントが dbnpwatch を呼び出すと、
sp_regwatch を内部的に実行します。

• クライアントが通知を待っている間にプロシージャが削除された
場合、クライアントは、プロシージャはもはや登録されていない
ことを示すエラー・メッセージを受け取ります。

メッセージ Notification request added.

通知要求が正常に追加されました。

proc_name is not a registered procedure.

proc_name パラメータで指定されたプロシージャは、Open Server 
では登録されていません。

option の値 機能

CS_NOTIFY_NOWAIT 非同期の通知を示す。

CS_NOTIFY_WAIT 同期の通知を示す。

SRV_NOTIFY_ALWAYS Open Server はクライアントが切断するか、
srv_regnowatch か dbregnowatch を呼び出すまで
プロシージャを実行するごとにクライアント
に通知する。これがデフォルト値です。

SRV_NOTIFY_ONCE Open Server は通知を送信した後で、通知リス
トからクライアントを削除する。



sp_regwatchlist 

520  Open Server

Unable to add notification request.

Open Server は何らかの理由で要求を追加できませんでした。

参照 sp_regcreate, sp_regnowatch, sp_regdrop 

sp_regwatchlist
説明 クライアントが通知を要求したレジスタード・プロシージャをリスト

します。

構文 sp_regwatchlist 

例 1>execute utility...sp_regwatchlist
 2>go

 Procedure Name
  ------------------------------  
  pricechange

このサーバ間 RPC の isql の例は、クライアントが pricechange レジス
タード・プロシージャの通知を要求したことを示しています。

使用法 • Open Server は、クライアントが dbregwatchlist を呼び出すと、
sp_regwatchlist を内部的に実行します。

• SRV_C_PROCEXEC コールバック・ハンドラは、srv_rpcname を呼
び出し、sp_regwatchlist が実行しているのを確認することができま
す。

結果は、SRV_MAXNAME 文字の 1 つの char カラムを含むローとして
返されます。

参照 sp_reglist, sp_regwatchlist

sp_serverinfo
説明 クライアントに文字セットまたはソート順の情報を送ります。

構文 sp_serverinfo    function [name]

パラメータ function
表 4-5 は function の有効値を示します。
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表 4-5：  function の値 (sp_serverinfo)

name
文字セットまたはソート順の名前です。function が csdefinition また
は sodefinition に設定された場合にのみ、name が要求されます。

使用法 • リモート・プロシージャである sp_serverinfo は、標準システム・
プロシージャ、たとえば sp_who として自動的に登録され、処理
されます。sp_serverinfo が RPC として受信されると、Open Server 
が自動的に処理します。アプリケーション・コードは必要ありま
せん。

• クライアントが言語要求で sp_serverinfo 要求を送信した場合、正
しい応答を送信するには、レジスタード・プロシージャ・ルーチ
ンを使用してこのストアド・プロシージャを実行しなければなり
ません。

• この情報はローとしてクライアントへ送られます。

sp_terminate
説明 Open Server のスレッドを終了します。

構文 sp_terminate spid [, options]

パラメータ spid
スレッド ID。これは sp_who プロシージャまたは srv_thread_props の
呼び出しで得られます。

値 意味

server_csname Open Server アプリケーションの文字セットの名前は、単一
カラムの 1 つの文字ローとしてクライアントに送信される。

server_soname Open Server アプリケーションのソート順の名前は、単一カ
ラムの 1 つの文字ローとしてクライアントに送信される。

csdefinition 文字セット定義を含むローがクライアントへ送信される。
このローは、タイプが CS_SMALLINT_TYPE、ID が 
CS_TINYINT_TYPE、文字セット定義が CS_IMAGE_TYPE 
の 3 つのカラムで構成されている。

sodefinition ソート順定義を含むローがクライアントへ送信される。こ
のローは、タイプが CS_SMALLINT_TYPE、ID が 
CS_TINYINT_TYPE、ソート順定義が CS_IMAGE_TYPE の 
3 つのカラムで構成されている。
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options
スレッドが即時に終了するか、キューイングされた切断イベントに
よって終了するかを指定します。以前のイベント処理後に発生した
切断イベントをキューイングするには、“deferred” を指定してくだ
さい。これがデフォルトです。スレッドの現在のイベントやキュー
イングされたイベントを無視してスレッドを即座に終了させるに
は、“immediate” を指定してください。

例 1> execute utility...sp_who
 2>go

 spid  status     loginame      hostname   blk    cmd               
 ----- ---------- ------------ ---------- ----  ----------------
 1     runnable                              0    NETWORK HANDLER
 2     sleeping                              0    CONNECT HANDLER
 3     sleeping                              0    DEFERRED HANDLER
 4     runnable                              0    SCHEDULER
 12    runnable    ned           sonoma      0    PRINT TASK
 24    running     bud           sonoma      0
  
 (0 rows affected)

この例は、isql を使って、異常を起こしたサーバ・スレッドを検索し、
終了する方法を示しています。スレッドは即座に終了します。

1> execute utility...sp_terminate 12, "immediate"
 2>go
 
 spid = 12;
 dbrpcinit(dbproc, "sp_terminate", (DBUSMALLINT) 0);
 dbrpcparam(dbproc, "@spid", 0, SYBINT4, -1,
            -1, &spid);
 dbrpcparam(dbproc, "@options", 0, SYBCHAR, 9,
            9, "deferred");
 dbrpcsend(dbproc);

この DB-Library の例では、スレッドを使用してスレッドの 
SRV_DISCONNECT イベントをキューイングしています。次にスレッ
ドが実行可能になった時点で、このスレッドが切断イベントを受信
し、終了します。

使用法 • sp_who または sp_ps を使用して、終了の対象となるスレッドの 
spid を検索します。

• Server-Library プログラムでは、srv_termproc を使用しスレッドを終
了します。

メッセージ spid terminated. (spid は終了されました )
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spid scheduled for termination. (spid は終了するようにスケジューリング
されました )

spid not currently in use. (spid は現在使用されていません )

参照 sp_who, srv_termproc 

sp_who
説明 指定された Open Server スレッドに関するステータス情報を返します。

構文 sp_who [loginame | ’spid’]

パラメータ loginame
ユーザのログイン名です。

spid
レポートの対象となるスレッドの内部 ID 番号です。spid は、以前
の sp_ps または sp_who 呼び出しから得られます。spid が指定されて
いないと、すべてのスレッドがリストされます。

例 1> execute utility...sp_who
 2>go

  spid    status     loginame     hostname   blk cmd               
 -------- ---------- ------------ ---------- --- ----------------
        1 runnable                           0   NETWORK HANDLER
        2 sleeping                           0   CONNECT HANDLER
        3 sleeping                           0   DEFERRED HANDLER
        4 runnable                           0   SCHEDULER
       11 sleeping                hiram      0
       14 running    bud          sonoma     0

この例は、sp_who プロシージャからの出力を示しています。

使用法 • sp_who は、指定されたサーバ・スレッド、またはすべての現在の 
Open Server スレッドについてのステータス情報をレポートしま
す。

• sp_who システム・レジスタード・プロシージャからの出力は、
Adaptive Server Enterprise の sp_who システム・プロシージャの出力
と一致します。

• sp_who は sp_ps が返す情報のサブセットを返します。
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• loginame および spid は文字列パラメータです。Adaptive Server 
Enterprise からのリモート・プロシージャ・コールとして isql を使
用し、sp_who を実行するときは、構文エラーを避けるために、
spid を一重引用符 (') で囲みます。

• loginame または spid を指定しなければ、sp_who はすべての現在の
スレッドをリストします。

• sp_who は次の情報を返します。

spid － スレッドの内部スレッド番号。

status － スレッドの現在のステータス。このカラムの値は、次の
とおりです。

• running

• runnable

• sleeping

• sick

• free

• stopped

• spawned

• terminal

• unknown

1 つしかない “running” タスクは、sp_who を実行しているスレッ
ドです。

loginame － ログインしたユーザの名前です。クライアント・ス
レッドにのみ適用される。

hostname － クライアント・タスクの場合には、クライアント・マ
シンの名前です。サイト・ハンドラ・スレッドの場合には、リ
モート Adaptive Server Enterprise の名前です。

blk － このフィールドは使用されず、常に 0 に設定されています。

cmd － スレッドのステータスを記述する文字列です。
srv_thread_props ルーチンでこのカラムの内容を設定します。

表 4-6 は、各カラムにローの形式で返される結果を示しています。
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表 4-6： 返される情報のフォーマット (sp_who)

参照 sp_ps, sp_terminate

カラム名 データ型 長さ

spid CS_INT_TYPE 4

status CS_CHAR_TYPE 10

loginame CS_CHAR_TYPE 12

hostname CS_CHAR_TYPE 10

blk CS_INT_TYPE 3

cmd CS_CHAR_TYPE 16
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付 録  A Open Server エラー・メッセージ

Open Server 使用時に発生する可能性のある構成、開発、配備、お
よび運用上の問題を解決します。

Open Server のエラータイプ、重大度、および処理については、
「エラー」(97 ページ ) を参照してください。

エラー 16000
重大度 10

メッセージ オプション '%1!' が不明です。

説明 srv_reginit() に渡されたオプションが無効です。

アクション 有効なオプションを srv_reginit() に渡してください。「srv_reginit」 
(400  ページ ) を参照してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EOPTION

エラー 16001
重大度 10

メッセージ 空きサーバ・プロセスがありません。

説明 サービス・スレッドを割り当てることができません。このエラー
はリソースが不十分なために発生することがあります。

アクション サーバ・ログを確認してください。この問題の基本的な原因を示
すメッセージは通常、エラー 16001 よりも前に表示されます。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOPROC
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エラー 16002 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ アクティブな i/o を使用してクライアント・サーバ・プロセス '%1!' 
を削除してみてください。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ELIVEPROC

エラー 16003
重大度 10 または 15

メッセージ プロセス '%2!' で要求されたイベント '%1!' が不明です。

説明 不明なイベントが srv_event() に渡されました。このエラーはスレッド
作成時にも発生することがあります。つまり、新規の SRV_PROC に
イベントを割り当てることはできません。

アクション srv_event() には、以下のユーザ定義イベント SRV_DISCONNECT、
SRV_URGDISCONNECT、SRV_STOP のみを渡してください。

追加情報  記号定数 : SRV_ENOEVENT

エラー 16004
重大度 10

メッセージ プロセス '%2!' で要求されたイベント '%1!' が不明です。

説明 srv_event() は、SRV_DISCONNECT、SRV_URGDISCONNECT、
SRV_STOP 以外のイベント、またはユーザ定義イベントを受信しま
した。

アクション srv_event() には、有効なイベントのみを渡してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADEVENT
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エラー 16005
重大度 10

メッセージ %2! におけるイベント '%1!' がわかりません。

説明 アプリケーションで、srv_handle() を使用して無効なイベント・ハンド
ラをインストールしようとしました。

アクション 標準の Open Server イベント (SRV_CONNECT または 
SRV_LANGUAGE など )、あるいは srv_define_event() を使用して定義
したユーザ定義イベントをインストールしてください。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADUEVENT

エラー 16006 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ 送信バッファ sleft < 0 (%1!) が壊れています。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EIOBADBUF

エラー 16007 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ srv__buf_io() で要求された I/O オペレーション (%1!) がわかり
ません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EIOBADTYPE



エラー 16008 

530  Open Server

エラー 16008
重大度 10、15、または 20

メッセージ '%1!' バイトのメモリ割り当てが 
'%3!' の割り当ての '%2!' で異常終了しました。

説明 通常、このエラーは、指定された関数で必要なバイト数が割り当てら
れない場合に発生します。別の Open Server ルーチンでもこのエラー
が発生することがあります。

アクション カーネルとオペレーティング・システム・パラメータ (ulimit -a) によっ
て、Open Server が必要なメモリを割り当てられることを確認してくだ
さい。Open Server のメモリ使用量を監視して、メモリ・リークがない
か判別してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EMEMORY

エラー 16009
重大度 20

メッセージ '%1!' プロセスのサーバ・プロセスの作成ができません。

説明 新規スレッドのスタック割り当て中にメモリ不足が生じたため、
makecontext() が失敗しました。

アクション カーネルとオペレーティング・システム・パラメータ (ulimit -a) によっ
て、Open Server が必要なメモリを割り当てられることを確認してくだ
さい。Open Server のメモリ使用量を監視して、メモリ・リークがない
か判別してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOPPROC

エラー 16010
重大度 10

メッセージ マシン '%2!' 上のネットワーク '%1!' の初期化が異常終了しました。

説明 ファイル sql.ini または interfaces に不明のネットワーク・インタ
フェースが含まれています。
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アクション ファイル sql.ini および interfaces をチェックして、Open Server が有効
なエントリを受信していることを確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EINITNET

エラー 16011 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ インタフェース・ファイルが正しくありません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EIFILE

エラー 16012
重大度 10

メッセージ %1! ファイル '%2!' のオープンができません。

説明 指定されたログ・ファイルを開けません。

アクション 以下を確認してください。

• ファイルが別のプロセスで使用中になっていない。

• ファイルのパスと名前が正しい。

• Open Server にこのファイルの読み込みパーミッションが与えられ
ている。

追加情報 記号定数 : SRV_EFOPEN

エラー 16013
重大度 20

メッセージ インタフェース・ファイル中にサーバ名 '%1!' が見つかりませんでした。
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説明 指定されたサーバ名が sql.ini ファイルまたは interfaces ファイルに見
つかりません。

アクション コマンド・ラインで指定された DSLISTEN 環境変数とサーバ名を
チェックしてください。 サーバ名の大文字小文字の区別とスペルが 
sql.ini ファイルまたは interfaces ファイルで指定したとおりであること
を確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ESRVNAME

エラー 16014 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ ユーザ (%1!) のホーム・ディレクトリが見つかりませんでした。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EHOMEDIR

エラー 16015 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ ルーチン '%2!' にあるプロセス・タイプ '%1!' がわかりません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EPROCTYPE

エラー 16016
重大度 15

メッセージ 空きメッセージがありません。
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説明 メッセージのキューへの割り当てまたは送信、あるいはキューからの
メッセージ取得が実行できません。

アクション Open Server のトレース・フラグ SRV_TR_MSGQ を使用して、メッ
セージ・キュー・アクティビティをトレースしてください。必要に応
じて、srv_props(SRV_S_MSGPOOL) プロパティを調整してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOMSGS

エラー 16017 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ プロセス '%3!' からのメッセージのための %1! プロセス '%2!'。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EMSGPROC

エラー 16018 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ プロセス '%3!' からのメッセージの %1! プロセス '%2!' メッセー
ジが正しくありません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EMSGADDRESS

エラー 16019
重大度 10

メッセージ %1! によって受け取ったメッセージ・タイプが正しくありません。
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説明 クライアント・アプリケーションからネゴシエートされたログイン情
報を読み込んでいる間に、srv_negotiate() が不正なメッセージ・タイプ
を受信しました。

アクション クライアント・アプリケーションと Open Server の間で Ribo を実行し
て、クライアントによって送信されたメッセージ・タイプを確認して
ください。このチェックは 表 3-71 ( 357 ページ ) にリストした有効な
メッセージ・タイプと照らし合わせて行ってください。

追加情報 記号定数 : SRV_EMSGTYPE

エラー 16020 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ クライアント '%2!' に対する srv__runnet() からのイベント・タ
イプ '%1!' が正しくありません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EBADIOEVENT

エラー 16021 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ クライアント・プロセス '%3!' で I/O エラー '%1!' (%2!) があり
ました。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EIOERROR
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エラー 16022 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %2! でサーバ・プロセス ID '%1!' が正しくありません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EQPROC

エラー 16023 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ 実行キュー構造体に空きがありません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EQFREE

エラー 16024 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ クライアント・プロセス spid %1! が非イベント・メッセージを受け取
りました。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ESRVEVENT

エラー 16025 ( 廃止予定 )
重大度 N/A
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メッセージ %2! に与えられたメッセージ・タイプ '%1!' がわかりません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ECLNTMSG

エラー 16026 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ 受信ソケットの作成ができません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ESOCKET

エラー 16027 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ ソケットのバインドができません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EBIND

エラー 16028 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ ホスト '%1!' が見つかりません。

説明 N/A

アクション N/A
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追加情報 記号定数 : SRV_EGETHOST

エラー 16029
重大度 20

メッセージ ネットワーク・リスナの起動ができませんでした。

説明 Open Server は指定されたポート上でクライアント接続を受信できま
せん。

アクション netstat -an を使用して、サーバの interfaces エントリに関連付けられてい
るポートが使用中でないことを確認してください。ポートが使用中でな
い場合は、エラー・ログでその他のエラーがないか確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ELISTEN

エラー 16030 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ クライアント・ソケットの接続ができません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ECNTSOCKET

エラー 16031 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ  サーバ・プロセス '%1!' は '%2!' でアクティブではありません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EPROCDEAD



エラー 16032 

538  Open Server

エラー 16032
重大度 10

メッセージ '%2!' へ渡された STRCHR (%1!) が正しくありません。

説明 このエラーは、異なるデータ形式間での変換 ( たとえば、バイト・ス
ワッピングなど ) に使用される内部関数のポインタ配列が無効なイン
デックス値を指定した場合に発生することがあります。

アクション Open Server に渡された LOGINREC が壊れていないことを確認してく
ださい。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADINDEX

エラー 16033
重大度 10

メッセージ タイプ '%1!' からタイプ '%2!' へ変換することができません。

説明 CS_DATAFMT が srv_bind() または srv_alt_bind() に記述したデータ型に
変換できないデータがクライアント・アプリケーションから送信され
ました。

アクション サポートされているデータ型のみがクライアント・アプリケーション
から送信されるようにしてください。『共通ライブラリ・リファレン
ス・マニュアル』のデータ型変換チャートを参照してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOCONVERT

エラー 16034
重大度 10

メッセージ %1! 名は (%3! があれば ) %2! バイトよりも長くなってはいけません。

説明 カラム名が CS_MAX_NAME よりも長くなっています。

アクション CS_MAX_NAME の現在の定義については、cstypes.h を参照してくだ
さい。

追加情報 記号定数 : SRV_EMAXNAME
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エラー 16035 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ タイプ '%1!' からタイプ '%2!' への変換がアンダーフローとなりま
した。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ECUFLOW

エラー 16036 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ タイプ '%1!' からタイプ '%2!' への変換がオーバーフローとなりま
した。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ECOFLOW

エラー 16037 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ バイナリ変数への変換がオーバフローとなりました。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ECBINOFLOW
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エラー 16038 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ タイプ '%1!' からタイプ '%2!' への変換により総桁数が失われました。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ECPREC

エラー 16039 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ ソース・フィールドにおける構文エラーによってタイプ '%1!' からタ
イプ '%2!' への変換が中断されました。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ECSYNTAX

エラー 16040 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ 整数カラム長 '%1!' が正しくありません。正しい値は 
1、2、および 4 バイトです。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EBADLEN
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エラー 16041 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ 可変長データ型 '%1!' が不明です。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EUVDT

エラー 16042 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ 固定長データ型 '%1!' が不明です。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EUFDT

エラー 16043
重大度 10

メッセージ ロー記述を付けずにローを送ろうとしました。

説明 srv_alt_xferdata()、srv_send_text()、または srv_send_data() が対応する
ロー記述なしでローを送信しようとしました。

アクション srv_alt_xferdata() が実行できなかった場合は、srv_alt_descfmt() を呼び出
してローを記述してください。それ以外の場合は、srv_descfmt() を呼
び出してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOROWDESC



エラー 16044 
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エラー 16044
重大度 10

メッセージ %1! データ型 '%2!' が既知のデータ型ではありません。

説明 無効なデータ型が CS_DATAFMT 構造または CS_IODESC 構造に定義
されています。

アクション CS_DATAFMT 構造または CS_IODESC 構造のデータ型の有効性を確
認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOTYPE

エラー 16045
重大度 10

メッセージ  %1!: %2! のデータ項目がありません。

説明 クライアント・アプリケーションから COMPUTE 句を含むクエリが送
信されましたが、Open Server では srv_alt_descfmt() を呼び出していま
せん。

アクション Open Server が srv_alt_descfmt() を呼び出して、クライアント・アプリ
ケーションに対して COMPUTE カラム形式を記述していることを確認
してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOITEM

エラー 16046
重大度 10 または 20。

メッセージ %1!: 結果ステータス・エラー - %2! はすでにクライアントへ送られ
ています。

説明 この問題は、srv_negotiate() の呼び出しの間で srv_senddone() を送信せ
ずにネゴシエートされたログイン・ディレクティブが送信された場
合、srv_negotiate() の呼び出し中に発生することがあります。
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アクション srv_negotiate() の呼び出しの間に srv_senddone(SRV_DONE_FINAL) または 
srv_senddone(SRV_DONE_MORE) を送信してください。また、Open 
Server アプリケーション・コードをチェックして、srv_senddone() の
終呼び出しのあとでパラメータが返されていないことを確認してくだ
さい。

追加情報 記号定数 : SRV_ESTATSTATE

エラー 16047
重大度 10

メッセージ そのようなトレース・フラグ (%1!) はありません。

説明 srv_props(SRV_S_TRACEFLAG) は無効なトレース・フラグを受け取りま
した。

アクション 以下のトレース・フラグのみが srv_props(SRV_S_TRACEFLAG) に渡さ
れていることを検証してください。SRV_TR_TDSHDR、
SRV_TR_TDSDATA、SRV_TR_MSGQ、SRV_TR_ATTN、
SRV_TR_TDSTOKEN、SRV_TR_EVENT、SRV_TR_NETPARAM、
SRV_TR_NETREQ、SRV_TR_NETDRIVER、SRV_TR_NETMEM、
SRV_TR_NETDATA、SRV_TR_NETWAKE、SRV_TR_DEFQUEUE。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOTRACE

エラー 16048
重大度 10

メッセージ カレント・リモート・プロシージャ・コールがありません。

説明 Open Server で SRV_RPC イベント・ハンドラの外側から RPC ( リモー
ト・プロシージャ・コール ) の処理が試みられましたが、RPC または 
RPC パラメータは定義されていません。

アクション SRV_RPC イベント・ハンドラのみから srv_rpcoptions() を呼び出してく
ださい。

追加情報 記号定数 : SRV_ENORPC



エラー 16049 
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エラー 16049
重大度 10

メッセージ %1!: %3! のデータ項目番号 %2! がありません。

説明 カラム情報またはパラメータ情報を返すルーチン (blk_colval() など ) で
指定されたカラム番号が無効です。

アクション テーブル定義に登録されているカラム番号を指定してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOITEMNO

エラー 16050
重大度 10

メッセージ RPC パラメータ番号 %1! がリターン・パラメータではありません。

説明 srv_bind()、srv_descfmt()、または srv_xferdata() の呼出中にリターン・パ
ラメータとして指定されたパラメータは、リターン・パラメータでは
ありません。

アクション RPC の定義をチェックして、このパラメータがリターン・パラメータ
であることを確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENORETPARAM

エラー 16051 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ タイプ '%2!' の長さ '%1!' が正しくありません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EBADPARMLEN
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エラー 16052
重大度 10

メッセージ 実際の長さ '%1!' を 大長 '%2!' よりも大きくすることはできません。

説明 srv_describe() に指定されたカラム名が CS_MAX_NAME よりも長く
なっています。

アクション カラム名の長さが CS_MAX_NAME 以下であることを確認してくだ
さい。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADPARAMMAXLEN

エラー 16053
重大度 10

メッセージ srv_symbol() へ渡された %1! '%2!' がわかりません。

説明 srv_symbol() が不明の記号を受け取りました。

アクション 変換可能記号のリストについては、表 3-139 ( 474 ページ ) を参照して
ください。

追加情報 記号定数 : SRV_ESYMBOL

エラー 16054
重大度 10

メッセージ そのようなサーバ・フィールド (%1!) はありません。

説明 srv_sfield() の呼び出しに指定されたフィールドが見つかりません。

アクション srv_sfield() はユーザが使用するものではありません。Sybase サポー
ト・センタに問い合わせてください。

追加情報 記号定数 : SRV_ESRVTYPE



エラー 16055 

546  Open Server

エラー 16055
重大度 10

メッセージ そのようなサーバ・プロセス・フィールド (%1!) はありません。

説明 srv_pfield() の呼び出し中に指定されたフィールドが見つかりません。

アクション srv_pfield() はユーザが使用するものではありません。Sybase サポー
ト・センタに問い合わせてください。

追加情報 記号定数 : SRV_ESRVPROCTYPE

エラー 16056
重大度 10

メッセージ %2! へ NULL %1! ポインタが渡されました。

説明 NULL パラメータを受け入れない API で NULL ポインタが受信されま
した。

アクション 指定した API に渡されたパラメータが NULL でないことを検証してく
ださい。

追加情報 記号定数 : SRV_ENULLPTR

エラー 16057
重大度 10

メッセージ 下位レベル TDS -- ステータス ENVCHANGE またはパラメータを送信
しようとしましたが無視されました。

説明 クライアント・アプリケーションは、Open Server が送信しようとした
ステータス、TDS 環境変更トークン、またはパラメータをサポートし
ていません。

アクション Open Server によって送信されたオブジェクトが必須の場合は、クライ
アント・アプリケーションの TDS (Tabular Data Stream™) レベルを更
新してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ETDSVERSION



付録 A    Open Server エラー・メッセージ

Server-Library/C リファレンス・マニュアル 547

エラー 16058
重大度 20

メッセージ ネットワーク ATTENTION/OOB ハンドラのインストールができません
でした。-- 致命的エラー

説明 このエラーは廃止され、現在は使用されていません。

アクション Open Server アプリケーションをサポートされているバージョンに更新
してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EOOB

エラー 16059 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ TCP Select は SIGURG を送ったソケットがなにもないことを確認し
ました。-- SIGURG が無視されました。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ENO_OOB

エラー 16060 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1! 状態のために TCP ソケット SIGURG 設定が異常終了しました。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ESIGURG_SETUP



エラー 16061 
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エラー 16061
重大度 15

メッセージ スレッド %1! がサイト・ハンドラではありません。type = %2!、
function = %3!

説明 Open Server は、指定された関数に対して SRV_SITEHANDLER スレッ
ドを予想していました。

アクション SRV_T_LOGINTYPE プロパティを使用して、ログイン・プロセス中
に受信されたログイン・レコードが SRV_SITEHANDLER であること
を検証してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOTSITE

エラー 16062
重大度 10

メッセージ オプション %2! の構成オプション値 (%1!) が正しくありません。

説明 廃止予定コマンド srv_config() が無効なオプションを受信しました。

アクション srv_config() に渡された構成オプションのデータ型を訂正してくださ
い。たとえば、boolean オプションを設定している場合は、CS_TRUE 
または CS_FALSE を渡してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADCONFIGOPT

エラー 16063
重大度 10

メッセージ オブジェクト名の構文エラーです。site.db.owner.object;1 を使
用してください。

説明 Open Server は、フォーム site.db.owner.object;1 に一致しない RPC を受
信しました。

アクション Open Server トレース・フラグ SRV_TR_EVENT および 
SRV_TR_TDSDATA を有効にして RPC の形式を確認し、必要な訂正を
加えてください。
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追加情報 記号定数 : SRV_EOBJSYNTAX

エラー 16064 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ ネットワークの終了に失敗しました。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ENETTERM

エラー 16065
重大度 10

メッセージ %1!: 無効ステータス - %2!

説明 構造に無効なステータスが割り当てられています。

アクション 一部の構造に status フィールドが含まれています。有効なステータス
値については、以下を参照してください。

• 表 2-9 ( 60 ページ ) - CS_DATAFMT 構造の場合

• 表 2-10 ( 66 ページ ) - CS_SERVERMSG の場合

• 表 2-13 ( 74 ページ )  - SRV_CURDESC の場合

追加情報 記号定数 : SRV_EBADSTATUS

エラー 16066 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ カレントのクライアント・コマンドは RPC です。パラメータを返すには、
srv__paramset() を使用してパラメータを返してください。

説明 N/A



エラー 16067 
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アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ERETVALRPC

エラー 16067
重大度 10

メッセージ データ型 '%2!' の長さ (%1!) が正しくありません。

説明 指定されたデータ型の長さが無効です。

アクション Open Server データ型および Open Client データ型の説明については、
表 2-37 ( 229 ページ ) を参照してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADTYPELEN

エラー 16068 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ 現在空のスレッドを削除しようとします。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EPROCFREE

エラー 16069 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1! にある正しくないチャネルのメッセージを読み取ってください。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EINVCHAN
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エラー 16070 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ オープンしているサーバ・ログ・ファイルがありません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ENOLOGFILE

エラー 16071 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ カラム番号は %1! よりも大きくなければなりません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ECOLNUMBER

エラー 16072
重大度 10

メッセージ %1!: 項目番号 '%2!' はすでに記述されています。

説明 同じカラムまたは同じパラメータの情報を取得するために、
srv_descfmt() が複数回呼び出されました。

アクション srv_descfmt() に渡されたパラメータまたはカラム名が正しいことを確
認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EDUPITEM



エラー 16073 
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エラー 16073
重大度 10

メッセージ %3! の %1! %2! の記述が完全ではありません。

説明 srv_send_data()、srv_alt_xferdata()、または srv_xferdata() によって、送信
中のローで一部のカラムに不完全な記述が検出されました。

アクション Open Server から送信されるすべてのカラムが完全に記述されているこ
とを確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EINCDESC

エラー 16074
重大度 10

メッセージ ユーザ・イベント (%1!) の構成 大数がすでに定義されています。

説明 srv_define_event() は、新規イベントの追加によってサーバに設定され
ている 大イベント数が超過するため、実行できませんでした。

アクション srv_props() を使用して SRV_S_NUMUSEREVENTS を増加してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EMAXUEVENT

エラー 16075
重大度 10

メッセージ イベント・タイプ (%1!) が正しくありません。

説明 無効なイベント・ハンドラが srv_event() を呼び出したか、無効なイベ
ント・タイプが srv_define_event() に渡されました。

アクション 無効なイベント・ハンドラが原因の場合は、有効イベントのリストに
ついて 表 3-76 ( 365 ページ ) を参照してください。無効なイベント・タ
イプが原因の場合は、SRV_EQUEUED を渡してください。これは、現
時点では srv_define_event() にとって唯一有効なイベント・タイプです。

追加情報 記号定数 : SRV_EEVENTTYPE
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エラー 16076
重大度 10

メッセージ アテンション・ハンドラから %1! を呼び出すことはできません。

説明 Open Server は、指定された関数を SRV_ATTENTION ハンドラから呼
び出しました。

アクション 次のコマンドのみ ( 一定の制限付き ) をアテンション・ハンドラから
呼び出してください。srv_wakeup()、srv_ucwakeup()、srv_thread_props()、
srv_props()、および srv_event_deferred()。「アテンション・イベント」
(20 ページ ) を参照してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EINATTN

エラー 16077 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ SRV_CONNECT ハンドラから %1! を呼び出すことはできません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EINCONNECT

エラー 16078 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ サイト・ハンドラ '%1!' からブロックした読み取りを受け取りました。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EBLOCKREAD
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エラー 16079 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ ネットワーク I/O 割り込みハンドラのインストールができませんでし
た。-- 致命的エラー

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ESIGIO

エラー 16080
重大度 20

メッセージ 遅延起動キューがいっぱいです。
SRV_S_DEFQUEUESIZE サーバ特性を使用してサイズを増やしてください。

説明 Open Server は srv_deferred_event() を使用して、フルの遅延イベント・
キューにイベントを追加しようとしています。このエラーは、Open 
Server スケジューラの実行時間が十分に長くないためにキュー内のすべ
ての遅延イベントを処理できない場合にも発生することがあります。

アクション SRV_S_DEFQUEUESIZE プロパティの値を増やしてください。スリー
プしなかったり、ネットワーク I/O を実行しない処理時間の長いルー
チンが存在する場合は、このルーチンによってサーバが独占されない
ように定期的に srv_yield() を呼び出してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EDEFQFULL

エラー 16081 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ 警告 : Sybaseの
インストール・ハンドラがこのシグナルの処理のために存在するので、
シグナル %2! の %1! は無視されました。

説明 N/A

アクション N/A
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追加情報 記号定数 : SRV_EFLAGIGN

エラー 16082 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ 同じシグナルに対する Sybaseのインストール・ハンドルによって、
%1! のシグナル・ハンドラが 実行されます。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ESIGSUPERCEDE

エラー 16083 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ 未使用エラーが定義されています。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EDEFUNUSED

エラー 16084 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ サーバを削除中に %2! のタスク・タイプ %1! がわかりません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EBADPROCTYPE



エラー 16085 ( 廃止予定 ) 
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エラー 16085 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ DECnet のためのネットワーク制御構造体のメモリ割り当てができませ
んでした。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EDNAALLFAIL

エラー 16086 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ DECnet リスナのメールボックスの作成ができませんでした。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EDNACRELSNMBX

エラー 16087 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ DECnet のための _NET への割り当てが異常終了しました。ネットワー
クを開始することができません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EDNANETASSIGN
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エラー 16088 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ ポート名 %1! はすでに DECnet で使用されています。ネットワークを
開始することができません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EDNADUPOBJ

エラー 16089 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ DECnet のためのオブジェクト %1! のオブジェクト宣言が異常終了し
ました。ネットワークを開始することができません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EDNADECLARE

エラー 16090 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ DECnet での受信のための読み取りが異常終了しました。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EDNALISTEN



エラー 16091 ( 廃止予定 ) 
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エラー 16091 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ クライアント接続の新しいチャネルの割り当てができませんでした。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EDNAASSIGN

エラー 16092 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ 新しいクライアント接続を完了することができませんでした。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EDNAACCESS

エラー 16093 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ クライアントで使用可能なリンク・テーブル・エントリがありません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EDNANOLINK

エラー 16094
重大度 10
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メッセージ サービスを行っていないプロセス %1! を削除しようとします。

説明 srv_dropproc() ( 廃止予定コマンド ) が SRV_TSERVICE 以外のスレッ
ド・タイプを削除しようとしました。

アクション srv_dropproc() ではなく、srv_termproc() を使用してください。スレッ
ド・タイプのリストについては、表 2-33 ( 184 ページ ) を参照してく
ださい。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOTSERVICE

エラー 16095 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ プロセス %1! からサービス・プロセス %2! へ非ユーザ定義イベントを
送ろうとします。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EEVENTNOSERVICE

エラー 16096 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ プロセス %1! に対するエラー処理遅延イベント通知です。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EDEFHANDLER

エラー 16097
重大度 10



エラー 16098 ( 廃止予定 ) 
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メッセージ RPC パラメータはすべて名前を指定するか、または、位置を指定するか
のいずれかによって渡されなければなりません。

説明 このエラーは、1 つのパラメータに名前があり、他のパラメータに名
前がない場合に srv_numparams() を呼び出すと発生します。

アクション パラメータを定義する際、すべてのパラメータに名前を付けるか、ど
のパラメータにも名前を付けないようにしてください。

追加情報 記号定数 : SRV_ERPCINCONSIST

エラー 16098 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ プロセスの割り当てができなかったために、サブチャネル設定が異常終
了しました。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ECHANSETUP

エラー 16099 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ スケジューラのスレッドの作成ができませんでした。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ENOSCHEDPROC

エラー 16100
重大度 20
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メッセージ 遅延割り込みハンドラ・メッセージ・キューの 
srv__rundef() における障害です。status = %1!

説明 Open Server の srv_getmsgq(SRV_M_WAIT) へ内部呼び出しが失敗しました。

アクション 失敗の原因に関して infop パラメータをチェックし、修正してくださ
い。表 3-56 ( 329 ページ ) に、infop 値の一覧を示します。

追加情報 記号定数 : SRV_EDEFERFAIL

エラー 16101 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ srv__rundef() において遅延割り込みハンドラによって受け取った
メッセージが正しくありません。
type = %1!、from = %2!

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EDEFERINVMSG

エラー 16102 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ サイト・ハンドラによって受け取ったイベント・タイプが正しくありま
せん。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EINVEVENT

エラー 16103
重大度 10



エラー 16104 
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メッセージ srv_spawn() へ渡されたスタック・サイズ %1! が正しくありません。

説明 srv_spawn() に渡されたスタック・サイズが小さすぎます。

アクション stacksize パラメータの値が少なくとも RV_MINSTACKSIZE の値と等
しいことを確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EINVSTACK

エラー 16104
重大度 10 または 20

メッセージ 新しいスレッドにサイズ %1! のスタックを割り当てることができません。

説明 srv_spawn() に渡されたスタック・サイズが大きすぎます。

アクション stacksize パラメータの値が、malloc を呼び出して割り当て可能なメモリ
の量を示す 大スタック・サイズ以下であることを確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ESTACKALLOC

エラー 16105
重大度 10

メッセージ %2! へ渡された優先度 %1! が正しくありません。正しい優先度は 
%3! から %4! までです。

説明 srv_spawn() または srv_setpri() が無効な priority 値を受け取りました。

アクション SRV_C_LOWPRIORITY と SRV_C_MAXPRIORITY の間の priority 値を
渡してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EINVPRIORITY

エラー 16106
重大度 10

メッセージ 空のプロセス・キューのメモリを割り当てることができませんでした。
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説明 Open Server は、セキュリティ・メカニズム名の抽出中にメモリ不足を
起こしました。

アクション Open Server アプリケーションを実行しているユーザに対して、メモリ
割り当ての制限を増やすか、削除してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EALLOCFAIL

エラー 16107 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ プロトコル確認メッセージを割り当てることができません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ENOPRACK

エラー 16108
重大度 10

メッセージ %1! が NULL %2! パラメータで呼び出されました。

説明 非 NULL パラメータを予想しているプロシージャが NULL パラメータ
を受け取りました。

アクション エラー・メッセージで特定されたパラメータが NULL でないことを確
認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENULLPARAM

エラー 16109
重大度 10

メッセージ %2! が正常に返されたときにかぎり %1! が呼び出されます。



エラー 16110 
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説明 指定されたプロシージャは、srv_regcreate()、srv_regdefine()、または 
srv_reginit() が完了する前に呼び出されています。

アクション 指定したプロシージャが適切な初期化コマンドが完了するまで呼び出
されないように、アプリケーションを作成してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EPMSTAT

エラー 16110
重大度 10

メッセージ %1! を呼び出した %2! パラメータが正しくありません。

説明 Open Server API に渡されたパラメータの値が無効です。

アクション Open Server API に渡される多数のパラメータは、特定の値または特定
の範囲に限定されています。指定した API に渡されるパラメータが特
定の範囲または値に該当することを確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADPARAM

エラー 16111
重大度 10

メッセージ %1! へ渡された SRV_PROC はクライアント・スレッドではありません。

説明 srv_regnowatch()、srv_regwatch()、srv_regwatchlist()、または srv_sendinfo() 
は SRV_TCLIENT 以外の SRV_PROC パラメータを受け取りました。

アクション srv_thread_props(SRV_T_TYPE) を使用して、SRV_PROC スレッド・タ
イプを取得してください。スレッド・タイプは SRV_TCLIENT である
必要があります。

追加情報 記号定数 : SRV_EPNOTCLIENT
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エラー 16112
重大度 10

メッセージ %1! で見つかったオブジェクト名が正しくありません。

説明 メッセージ・キューまたはミューテックスを操作する API が無効な長
さのオブジェクト名を受け取りました。

アクション メッセージ・キューまたはミューテックスの名前の長さがゼロより大
きく、SRV_MAXNAME よりも小さくなるように、名前を変更してく
ださい。

追加情報 記号定数 : SRV_EOBJNAME

エラー 16113
重大度 10

メッセージ %1! で見つかったオブジェクト ID が正しくありません。

説明 指定されたメッセージ・キューまたはミューテックスの ID が見つか
りません。

アクション 正しいオブジェクト ID を判別するには、srv_getobjid() を呼び出し、
メッセージ・キューまたはミューテックスの名前をパラメータとして
渡します。

追加情報 記号定数 : SRV_EOBJID

エラー 16114 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1! で見つかったロック・モードが正しくありません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ELOCKMODE



エラー 16115 
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エラー 16115
重大度 10

メッセージ スレッドを開始することができませんでした。

説明 srv_createproc() または srv_spawn() を呼び出したため、Open Server は設
定値よりも多くのスレッドを作成しました。

アクション srv_props(SRV_S_NUMTHREADS) を呼び出して、
SRV_DEF_NUMTHREADS によって定義されたデフォルト値よりも多
くのスレッドが許容されるように Open Server を設定してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOSPAWN

エラー 16116 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ 停止されていなかったスレッド %1! を再び開始しようとしました。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EINRESTART

エラー 16117 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ 実行中のスレッド %1! を停止しようとしました。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EINSTOP
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エラー 16118
重大度 10

メッセージ スレッド %1! によって所有されていない mutex のロックを解除しよ
うとしました。

説明 srv_unlockmutex() を使用してミューテックスをロック解除しようとして
いるスレッドは、そのミューテックスの現在の所有者ではありません。

アクション 各スレッドが作成したミューテックスを調べてください。現在、
Open Server で指定されたミューテックスのロックまたはロック解除が
許可されるスレッドは 1 つだけです。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOTOWNER

エラー 16119
重大度 10

メッセージ プロシージャ %1! で受け取ったパラメータが多すぎます。

説明 srv_regexec() は、渡されたパラメータ数と定義されたパラメータ数が
一致していないことを検出しました。

アクション 登録されたプロシージャの定義を確認して、定義済パラメータ数とク
ライアント・アプリケーションから渡されるパラメータ数を比較して
ください。

追加情報 記号定数 : SRV_EPRNUM

エラー 16120
重大度 10

メッセージ プロシージャ %2! のパラメータ %1! の名前を与えなくてはなりません。
名前は他のパラメータで使用されたことがあります。

説明 クライアント・アプリケーションは、 初に名前付きパラメータを渡
した後で、名前のないパラメータを渡しました。パラメータを定義す
る際、すべてのパラメータに名前を付けるか、どのパラメータにも名
前を付けないようにしてください。



エラー 16121 
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アクション クライアント・アプリケーションと Open Server 間で Ribo を実行して、
名前付きパラメータと名前なしパラメータを識別します。クライアン
ト・アプリケーションを適宜訂正してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EPARAMNAME

エラー 16121
重大度 10

メッセージ プロシージャ %2! のパラメータ %1! のデータ型が正しくありませんで
した。

説明 クライアント・アプリケーションによって、ストアド・プロシージャ
の定義と一致しないパラメータ・データ型が定義されています。

アクション クライアント・アプリケーションのパラメータ・データ型の定義がス
トアド・プロシージャのものと一致することを確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EPTYPE

エラー 16122
重大度 10

メッセージ わからないプロシージャ %1! の登録を解除しようとしました。

説明 Open Server は、srv_regdrop() の呼び出し中に指定されたプロシージャ
を見つけられませんでした。

アクション 詳細については、srv_regdrop() *infop パラメータを確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EPUNREGNOPROC.

エラー 16123
重大度 10

メッセージ プロシージャ %1! を実行しようとしました。このプロシージャは登録
されませんでした。
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説明 Open Server は、登録されていないレジスタード・プロシージャを実行
しようとしました。

アクション 詳細については、srv_regexec() *infop パラメータを確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EPROCNOTREG

エラー 16124
重大度 10

メッセージ %1! %2! はすでにあるため作成できません。

説明 Open Server は、すでに存在している名前付きミューテックス、メッ
セージ・キュー、またはレジスタード・プロシージャを作成しようと
しました。

アクション 作成したミューテックス、メッセージ・キュー、またはレジスター
ド・プロシージャにユニークな名前を割り当ててください。

追加情報 記号定数 : SRV_EPEXISTS

エラー 16125
重大度 10

メッセージ 不明なプロシージャ %1! のノーティフィケーションがリクエストされ
ました。

説明 srv_regwatch() が受け取ったプロシージャは見つかりませんでした。

アクション srv_regwatch() に渡されたプロシージャ名が Open Server にあり、プロ
シージャ名定義の大文字小文字の区別と一致していることを確認して
ください。

追加情報 記号定数 : SRV_EPNOPROC



エラー 16126 

570  Open Server

エラー 16126
重大度 10

メッセージ クライアントはプロシージャ %1! のノーティフィケーション・リクエ
ストをもっていません。

説明 srv_regnowatch() は、指定されたプロシージャからの通知を待機してい
るスレッドを見つけることができません。

アクション 詳細については、srv_regnowatch() *infop パラメータを確認してくだ
さい。

追加情報 記号定数 : SRV_EPNONOTICEREQ

エラー 16127
重大度 10

メッセージ SRV_PROC を割り当ててシステム・プロシージャを登録することができ
ませんでした。

説明 システムにより登録されたストアド・プロシージャの作成中または削
除中に、Open Server は新しい SRV_TSERVICE スレッドを割り当てる
ことができません。

アクション このエラーの基本的な原因を説明している可能性のある前出のエ
ラー・メッセージを検索してください。1 つの解決法として、Open 
Server で使用可能なスレッドの 大数を増やすように 
SRV_S_NUMTHREADS を更新できます。

追加情報 記号定数 : SRV_EPNOSRVPROC

エラー 16128
重大度 10

メッセージ プロシージャ %2! で %1! 値を保持するにはバッファ・サイズが不十分
です。
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説明 srv_dynamic() や srv_options() などの Open Server ルーチンは、バッファ・
ポインタ・パラメータを通して情報を返します。指定されたルーチン
に渡されるバッファの大きさが十分でない場合、このエラーが生成さ
れます。このエラーは、*valuep バッファが小さすぎる場合に 
blk_colval() を呼び出しても発生することがあります。

アクション 適切なバッファ・サイズについては、表 3-42 ( 307 ページ ) 
(srv_dynamic() の場合 ) または 表 3-80 ( 370 ページ ) (srv_options() の場合 ) 
を参照してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EBUFFSIZE

エラー 16129
重大度 10

メッセージ プロシージャ %1! がないため、このプロシージャのノーティフィケー
ション・リクエストを取り消すことができません。

説明 srv_regnowatch() は、指定されたプロシージャを見つけられません。

アクション srv_regnowatch() に渡されたプロシージャ名が登録されていて、そのス
ペルと大文字小文字の区別が正しいことを検証してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EPNOPROCEX

エラー 16130
重大度 10

メッセージ プロシージャ %1! が必要とするパラメータ %2! が与えられていません。

説明 Open server は、クライアント・アプリケーションによって行われた 
RPC 呼び出しでストアド・プロシージャで必要とするパラメータを見
つけることができません。

アクション プロシージャを実行しているクライアント・アプリケーションが必須
パラメータをすべて指定したことを検証してください。クライアン
ト・アプリケーションと Open Server 間で渡されたパラメータを調べ
るには、Ribo を実行します。

追加情報 記号定数 : SRV_ENEEDPARAM



エラー 16131 
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エラー 16131
重大度 10

メッセージ 名前をもつパラメータ %1! はレジスタード・プロシージャ %2! にはあ
りません。

説明 クライアント・アプリケーションによって指定したストアド・プロ
シージャに渡された名前をもつパラメータが見つかりません。

アクション クライアント・アプリケーションと Open Server 間で渡されたパラ
メータを調べるには、Ribo を実行します。

追加情報 記号定数 : SRV_EUNKNOWNPARAM

エラー 16132
重大度 10

メッセージ 現在の言語コマンドがありません。

説明 srv_langcpy() または srv_langlen() が、イベント・ハンドラ 
SRV_LANGUAGE または SRV_CURSOR の外側で呼び出されました。

アクション srv_langcpy() または srv_langlen() は、イベント・ハンドラ 
SRV_LANGUAGE または SRV_SURSOR の内側のみで呼び出してくだ
さい。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOLANG

エラー 16133
重大度 10

メッセージ %1! 接続の設定で限界を超えました。
接続は拒否されました。

説明 後のクライアント接続要求が、Open Server で受け入れるように設定
された物理的なネットワーク接続の 大数を超えました。

アクション Open Server プロパティ SRV_S_NUMCONNECTIONS の値を上げて、
さらに多くのクライアント接続を受容できるようにしてください。デ
フォルトは SRV_DEF_NUMCONNECTIONS です。
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追加情報 記号定数 : SRV_EMAXCONNECT

エラー 16134
重大度 10

メッセージ %1! のコールバック・ルーチンが現在のオペレーションをアボートしま
した。

説明 タイプ SRV_C_PROCEXEC のコールバック・ルーチンが 
SRV_S_INHIBIT を返しました。

アクション 「レジスタード・プロシージャでのコールバック・ハンドラの使用」
(190 ページ ) を参照してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EPCALLBACK

エラー 16135
重大度 10

メッセージ プロシージャ %1! のパラメータの 大数はすでに定義されています。

説明 レジスタード・プロシージャは、 大 1024 のパラメータを持つこと
ができます。srv_regparam() を使用してパラメータ記述を試みました
が、この数字を超えました。

アクション プロシージャのパラメータ数を 1024 に制限してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EMAXPARAM

エラー 16136
重大度  10

メッセージ ルーチン %1! へ渡されたフラグ値が正しくありません。



エラー 16137 

574  Open Server

説明 srv_getmsgq()、srv_putmsgq()、srv_lockmutex()、または srv_wakeup() が
無効なフラグを受け取りました。このエラーは、srv_getobjname() が
無効なオブジェクト・タイプを受け取ったときにも発生することが
あります。

アクション 現時点で有効なオブジェクト・タイプは SRV_C_MUTEX および 
SRV_C_MQUEUEF のみです。有効なフラグのリストについては、以
下を参照してください。

• 表 3-53 ( 327 ページ ) -  srv_getmsgq() の場合

• 表 3-88 ( 385 ページ ) -  srv_putmsgq() の場合

• 「srv_lockmutex」(344 ページ ) -  srv_lockmutex() の場合

• 表 3-153 ( 498 ページ ) -  srv_wakeup()

 の場合

追加情報 記号定数 : SRV_EBADFLAG

エラー 16137
重大度 10

メッセージ サイト・ハンドラの 大数 %1! をすでに超えてます。

説明 リモート・サーバのサイト・ハンドラからの接続の試みによって、現
在設定されている 大数が超過しました。

アクション SRV_S_NUMREMSITES を更新して、アクティブなリモート・サーバ
によるサイト・ハンドラ接続の 大数を増やしてください。デフォル
トは SRV_DEF_NUMREMSITES です。

追加情報 記号定数 : SRV_EMAXREMSITES

エラー 16138
重大度 10

メッセージ このクライアントにはすでにプロシージャ %1! のノーティフィケー
ション・リクエストがあります。
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説明 Open Server は、srv_regwatch() を使用して、ノーティフィケーション・
リストにすでに存在するレジスタード・プロシージャに対してスレッ
ドをリストに追加しようしました。

アクション スレッドはすでにノーティフィケーション・リストに存在するため、
アクションをとる必要はありません。

追加情報 記号定数 : SRV_EPNOTIFYEXISTS

エラー 16139 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ リモート・チャネルの 大数 %1! を超えています。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EMAXREMCONNS

エラー 16140
重大度 10

メッセージ RPC 実行スタックの 大の深さにすでに達しています。

説明 現時点で、再帰的に呼び出し可能な RPC の 大数は 16 です。

アクション Open Server が再帰的に RPC を呼び出す回数を 16 に制限してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EMAXRPC

エラー 16141
重大度 10

メッセージ '%1!' へ渡されたサーバ・プロセスは NULL です。

説明 指定された関数は NULL SRV_PROC を受け取りました。
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アクション 有効な、NULL 以外の SRV_PROC を指定された API に渡してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EPROCNULL

エラー 16142
重大度 10

メッセージ '%2!' にサーバ・プロセス・アドレス 0x%1! がプールされていません。

説明 SRV_PROC アドレスは、SRV_SERVER 構造体で管理されているサー
バ・プロセスの配列に存在しません。

アクション SRV_CURPROC() マクロを使用して、アクティブ・スレッドのアドレ
スを検索してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EPROCINVALID

エラー 16143
重大度 10

メッセージ サーバ・プロセス・アドレス 0x%1! が '%2!' で正しい境界にありま
せん。

説明 SRV_PROC アドレスは SRV_SERVER 構造体内で管理されるサーバ・
プロセスの配列の中に存在しますが、有効範囲の外側に配置されてい
ます。

アクション SRV_CURPROC() マクロを使用して、現在アクティブなスレッドのア
ドレスを検索してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EPROCBOUND

エラー 16144
重大度 10

メッセージ '%2!' にサーバ・プロセス '%1!' が割り当てられていません。
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説明 このエラーは、srv_termproc() が Open Server ルーチンに渡された 
SRV_PROC アドレスをすでに終了していることを示します。

アクション 次のいずれかを実行してください。

• 別のイベントによって Open Server がスレッドを終了したことを示
すその他のエラーがないか検索します。

• 終了しようとしている SRV_PROC アドレスを記録する 
srv_termproc() に関わるコードを作成します。記録されたアドレス
を、指定された Open Server ルーチンに渡された SRV_PROC のア
ドレスと比較します。srv_termproc() が呼び出されない場合は、
srv_createproc() が正常に完了していて、Open Server スレッドが完
全に初期化されていることを確認します。

• srv_termproc() が割り込みレベル・コードから呼び出されていない
ことを確認してください。この呼び出しが実行されると、予測不
能な結果が生じることがあるためです。

追加情報 記号定数 : SRV_EPROCNOTUSED

エラー 16145
重大度 10

メッセージ サーバ・プロセス '%1!' の '%2!' での I/O が正しくありません。

説明 SRV_PROC の I/O は、たとえば、サーバのシャットダウン時、エラー
発生時、プロセスの終了時などにさまざまな理由で無効と見なされる
ことがあります。

アクション 前出のエラー・メッセージを分析して、エラーの基本的な原因を把握
してください。スレッドの I/O チャネルが有効かどうかを判別するに
は、srv_thread_props(SRV_T_IODEAD) を使用します。

追加情報 記号定数 : SRV_EPROCIODEAD

エラー 16146 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ 接続サービス・プロセスが異常終了しています。
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説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ECONSRVFAIL

エラー 16147
重大度 20

メッセージ スレッド '%1!' のネットワーク・バッファを割り当てることができま
せんでした。

説明 指定されたスレッドによって、Open Server には設定値よりも多くの
ネットワーク・バッファが割り当てられました。Open Server は、
SRV_S_NUMCONNECTIONS、SRV_S_NUMREMBUF、
SRV_S_NUMREMSITES などの設定パラメータに基づいてネットワー
ク・バッファの 大数を割り当てます。

アクション SRV_T_TYPE プロパティを確認して、どのタイプのスレッドが問題を
起こしたか判別してください。適切なプロパティを増やしてください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENONETBUF

エラー 16148
重大度 10

メッセージ '%1!' が正しい機能値ではありません。

説明 srv_capability() が無効な機能値を受け取りました。

アクション 有効な機能値については、表 3-19 ( 277 ページ ) を参照してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOTSUPPORTED

エラー 16149
重大度 20
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メッセージ 致命的なエラー：内部 %1! 構造体が %2! では壊れています。

説明 srv_getloginfo() は CS_LOGINFO パラメータを初期化できません。

アクション srv_getloginfo() を呼び出す前に、SRV_PROC 構造体が有効であること
を確認してください。srv_getloginfo() は、SRV_PROC から読み込んだ
データを使って CS_LOGINFO パラメータを初期化します。

追加情報 記号定数 : SRV_ECORRUPT

エラー 16150
重大度 10

メッセージ スレッド '%1!' が %2! バイトの割り当てスタック・スペースを超え
る危険があります。

説明 指定されたスレッドは、割り付けられたスタック領域を超える可能性
があります。

アクション SRV_S_STACKSIZE プロパティを増やして、各スレッドのスタックを
さらに多く割り当てられるようにしてください。

追加情報 記号定数 : SRV_ELOWSTK

エラー 16151
重大度 20

メッセージ スレッド '%1!' のスタックがオーバーフローしているか、または、壊
れています。-- アボートします。

説明 指定されたスレッドがそのスタック領域を超えているか、別のスレッ
ドによってスタック領域が上書きされました。

アクション SRV_S_STACKSIZE プロパティを増やして、各スレッドのスタックを
さらに多く割り当てられるようにしてください。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADSTK
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エラー 16152 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ 致命的なエラー：ネットワーク i/o 中にエラーが見つかりました。エ
ラー '%1!'。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EIO

エラー 16153 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ ネットワーク読み取り中にクライアントの接続が切れました。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EDISC

エラー 16154 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ 致命的なエラー：ファイル記述子の 大数を超えました。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ENETCLOSE

エラー 16155 ( 廃止予定 )
重大度 N/A
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メッセージ 致命的なエラー：ファイル記述子の 大数を超えました。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ENODEV

エラー 16156
重大度 10

メッセージ コマンド引数 (0x%1!) が正しくありません。

説明 いくつかのルーチンは cmd 引数を必要とします。この引数は通常、
CS_GET、CS_SET、または CS_CLEAR に設定されています。

アクション 「第 3 章 ルーチン」 を参照して、失敗したルーチンに有効な cmd 引数
を確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ECMD

エラー 16157
重大度 10

メッセージ タイプ引数 (0x%1!) が正しくありません。

説明 無効なデータ型定数が指定されました。

アクション 有効な型定数については、表 2-37 ( 229 ページ ) を参照してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ETYPE

エラー 16158
重大度 10

メッセージ %1!: CS_DATAFMT におけるカウント (%2!) が正しくありません。

説明 CS_DATAFMT count フィールドに割り当てられた値が無効です。
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アクション 有効な count フィールド値については、「CS_DATAFMT 構造体」(57 
ページ ) を参照してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADCOUNT

エラー 16159
重大度 10

メッセージ %1!: CS_DATAFMT におけるステータス (0x%2!) が正しくありません。

説明 CS_DATAFMT status フィールドに割り当てられた値が無効です。

アクション 有効な CS_DATAFMT ステータスのリストについては、表 2-9 ( 60
ページ ) を参照してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADSTAT

エラー 16160
重大度 10

メッセージ %1!: CS_DATAFMT におけるフォーマット (0x%2!) が正しくありま
せん。

説明 CS_DATAFMT format フィールドに割り当てられた値が無効です。

アクション 有効な CS_DATAFMT フォーマットのリストについては、表 2-7 ( 59
ページ ) を参照してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADFORMAT

エラー 16161 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ SRV_MSG に CS_GET のイベント・ハンドラが存在していなくてはなり
ません。

説明 N/A
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アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ENOMSG

エラー 16162
重大度 10

メッセージ %1!: %3! の項目番号 (%2!) のバインドが完了しませんでした。

説明 指定されたパラメータがバインドされていません。

アクション srv_bind() または srv_alt_bind() が指定されたパラメータを正しくバイン
ドしていることを検証してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOBIND

エラー 16163
重大度 10

メッセージ データは (%1!) から (%2!) にトランケートされました。

説明 CS_DATAFMT または CS_IODESC の name フィールド、または 
CS_SERVERMSG の svrname フィールドが CS_MAX_NAME よりも長
くなっています。

アクション CS_MAX_NAME に等しいか、それよりも小さい name または svrname 
の値を割り当ててください。CS_MAX_NAME の値については、
cstypes.h を参照してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ETRUNC

エラー 16164 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ NULL プログラム変数でバインドしようとしました。

説明 N/A
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アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ENULLADDR

エラー 16165
重大度 10 または 15

メッセージ %1!: %3! の %2! が正しくありません。

説明 指定された Open Server ルーチンに対してステータス・エラーが発生
しました。

アクション 指定されたルーチンの有効なステータスについては、「第 3 章 ルーチ
ン」 を参照してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ESTATE

エラー 16166
重大度 10

メッセージ %1!: 変数、oldvallen(%2!)、newvallen(%3!) の長さが正しくあ
りません。

説明  srv_envchange() が無効な oldvallen 値または newvallen 値を受け取りま
した。

アクション 渡された長さがゼロより大きく、CS_MAX_CHAR よりも小さいこと、
あるいは長さが CS_UNUSED または CS_NULLTERM に設定されてい
ることを確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ELEN

エラー 16167
重大度 10 

メッセージ ロー '%1!' はすでに記述されています。
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説明 srv_alt_header() が重複するローを検出しました。

アクション ユニークな altid 値を srv_alt_header() に渡してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EDUPROW

エラー 16168
重大度 10

メッセージ %1!: カレント・スレッドの compute ロー '%2!' がありません。

説明 指定されたルーチンは、計算カラムを見つけられません。

アクション srv_alt_bind() または srv_alt_descfmt() に渡されたカラム番号 ( パラメー
タ item として渡されている ) をチェックして、計算カラムに対応して
いることを確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOROW

エラー 16169
重大度 10

メッセージ %1!: ID 番号 '%2!' のある集合演算がありません。

説明 srv_alt_descfmt() が無効な集合演算子を受け取りました。

アクション 有効な集合演算子タイプのリストについては、表 3-5 ( 256 ページ ) を
参照してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOAGG

エラー 16170
重大度 10

メッセージ %1!: テーブル '%2!' はすでに記述されています。

説明 srv_tabname() は、重複するテーブル名を受け取りました。



エラー 16171 

586  Open Server

アクション srv_tabname() は、ブラウズ・モードの結果セットに関連付けられた
テーブルごとに 1 回だけ呼び出してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EDUPTAB

エラー 16171
重大度 10

メッセージ %1!: テーブル '%2!' は記述されていません。

説明 srv_tabcolname() は、指定されたテーブルを見つけられません。

アクション srv_tabname() を使用してテーブルを定義してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOTAB

エラー 16172
重大度 10

メッセージ %1!: compute-id '%2!' が正しくありません。

説明 srv_alt_header() が無効な計算ロー ID を受け取りました。

アクション ゼロより大きい計算ロー ID を渡してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADROW

エラー 16173 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1!: compute-by リストが order-by リストに一致していません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EBADCOMPUTEBY
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エラー 16174
重大度 10

メッセージ %1!: カレント文に compute-by リストがありません。

説明 srv_alt_header() は、空の bylist 配列を指すポインタを受け取りました。

アクション bylist 配列内のロー数が、numbylist で定義した数と同じであることを
確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOCOMPUTEBY

エラー 16175
重大度 10

メッセージ %1!: compute-by カラム数の値 '%2!' が正しくありません。

説明 srv_alt_header() は、指定された bylist カラム数がゼロより小さいために
失敗しました。

アクション numbylist 値が bylistarrayp 配列ポインタ内の要素数と等しいことを確
認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADNUMBYLIST

エラー 16176
重大度 10

メッセージ %1!: カレント文に order-by リストがありません。

説明 srv_orderby() は、カラムの空の配列を指すポインタを受け取りました。

アクション NULL 以外の collistp パラメータを渡してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOORDERBY
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エラー 16177
重大度 10

メッセージ %1!: order-by カラム数の値 '%2!' が正しくありません。

説明 srv_orderby() に渡されたカラム数がゼロより少ないです。

アクション ゼロまたはゼロより大きい numcols 値を指定してください。この値
は、collistp 配列内の要素数を示す必要があります。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADNUMCOLS

エラー 16178
重大度 10

メッセージ %1!: テーブル番号 '%2!' が正しくありません。

説明 srv_tabname() に渡されたテーブル ID (tablenum パラメータとして渡さ
れたもの ) がゼロより小さいです。

アクション tablenum パラメータはゼロより大きい必要があります。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADTABNUM

エラー 16179
重大度 10

メッセージ %1!: 名前の長さの値 '%2!' が正しくありません。

説明 srv_tabname() が無効な namelen 値を受け取りました。

アクション namelen を CS_NULLTERM に、またはゼロより大きい値に設定してく
ださい。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADNAMELEN
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エラー 16180
重大度 10

メッセージ %1!: 制御フォーマットの長さの値 '%2!' が正しくありません。

説明 srv_setcontrol() は、制御日付長さが無効なために失敗しました。

アクション ctrllen をゼロ以上で、SRV_MAXCHAR より小さい値に設定してくだ
さい。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADCTRLLEN

エラー 16181
重大度 10

メッセージ %1!: '%2!' 引数が NULL になることはありません。

説明 指定されたルーチンは、NULL 値をもつテーブル名を渡しました。

アクション srv_tabname() に渡された、または CS_BROWSEDESC name フィールド
で定義されたテーブル名が NULL でないことを確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENULLNAME

エラー 16182
重大度 10

メッセージ %1!: カラム '%2!' が srv_tabcolname() によってテーブルとリン
クされなければなりません。

説明 指定されたカラムがテーブルにリンクしていません。

アクション 結果ローのカラムでもある結果カラムごとに 1 回、srv_tabcolname() を
呼び出してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADTABCOL
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エラー 16183 ( 廃止予定 )
重大度 10

メッセージ %1!: %3! のオプション (%2!) がサポートされていません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EUNSUPPORTED 今後のために予約済み。

エラー 16184 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ 関数 '%2!' にある文字セット %1! がわかりません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ENOCHARSET

エラー 16185 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ csr ファイル '%1!' ('%2!' 行 ) におけるフォーマットが正しくあ
りません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ECSRFILE

エラー 16186 ( 廃止予定 )
重大度 N/A
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メッセージ 文字セット '%1!' の文字属性構造体の構築エラーです。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ECHARATTR

エラー 16187 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ 関数 '%2!' には %1! がありましたが、16 進アラビア数字にしなけれ
ばなりませんでした。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ENOTHEX

エラー 16188
重大度 10

メッセージ 関数 '%3!' における引数 %1! %2! が正しくありません。

説明 指定されたルーチンに渡されたパラメータが無効です。

アクション 指定されたルーチンのパラメータに使用可能な値については、「第 3 
章 ルーチン」 を参照してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EARG

エラー 16189 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ サーバ文字セット '%1!' と
クライアント文字セット '%2!' との間の変換はできません。
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説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ECSNOCVT

エラー 16190 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ '%2!' で文字セット変換 %1! が発生しました。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ECSCVT

エラー 16191 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ 関数 '%2!' の戻り (%1!) がわかりません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ENORETURN

エラー 16192
重大度 10

メッセージ ログイン記録における %1! 文字セット変換エラーです。
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説明 このエラーは、クライアント・アプリケーションのログイン・レコー
ド内の文字が Open Server 文字セットに変換できない場合に発生しま
す。たとえば、クライアントの文字セットが utf8 であって Open Server 
文字セットが roman8 の場合、utf8 に属する一部の文字は roman8 に変
換できないことがあります。

アクション クライアント・アプリケーションを Ribo ユーティリティを使用して
実行してください。変換不能な文字を示す疑問符については、「ログ
イン・レコード」をレビューしてください。これらの文字をクライア
ント・アプリケーションから削除するか、Open Server 文字セットを変
更してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ECSLOGREC

エラー 16193 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ '%1!' は '%2!' ではありません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ECSMISMATCH

エラー 16194 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1! '%2!' の定義ファイルをロードすることはできません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ECSLOAD



エラー 16195 
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エラー 16195
重大度 10

メッセージ CS_CANBENULL セットのデータ型 (%1!) が正しくありません。

説明 CS_DATAFMT status ビットが CS_CANBENULL に設定されました。

アクション ブール値である CS_BIT_TYPE を 0 または 1 に設定してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADNULL

エラー 16196 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ srv_init() の後で構成オプション '%1!' を変更することはできません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ECHCONFIG

エラー 16197 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ compute-by リストがある場合、srv_alt_header() の前に %1! が
呼び出されなければなりません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ELATEORDER

エラー 16198
重大度 10
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メッセージ 項目番号 (%1!) が正しくありません。

説明 srv_alt_bind()、srv_alt_descfmt()、srv_bind()、srv_descfmt()、または 
srv_text_info() が、item パラメータに無効な値を受け取りました。

アクション 1 以上であり、カラムまたはパラメータの 大数よりも小さい item 値
を指定してください。カラムまたはパラメータの現在の 大数につい
ては、Sybase サポート・センタに問い合わせてください。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADITEM

エラー 16199 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1!: 特性 %2! を得るためには SRV_BULK ハンドラになければなりま
せん。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ENOTINBULK.

エラー 16200
重大度 10

メッセージ %1!: 転送タイプ '%2!' が正しくありません。

説明 Open Server は blk_srvinit()、blk_gettext()、blk_colval()、blk_getrow()、
srv_get_text()、または srv_text_info() を呼び出しましたが、
SRV_T_BULKTYPE 値が SRV_BULKLOAD ではありません。

アクション SRV_T_BULKTYPE 値ごとに適切なコマンドを呼び出してください。

• 1 – SRV_BULKLOAD

• 2 – SRV_TEXTLOAD

• 3 – SRV_IMAGELOAD

• 4 – SRV_UNITEXTLOAD

表 2-29 ( 178 ページ ) を参照してください。
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追加情報 記号定数 : SRV_EBADIOTYPE

エラー 16201
重大度 10

メッセージ %1! は単一カラムのローの場合にかぎって呼び出し可能です。

説明 転送されるカラムは、srv_bind() または srv_alt_bind() を使用してバイン
ドされているため、srv_send_text() では送信できません。

アクション srv_send_text() を使用して text データまたは image データを転送する場
合は、srv_text_info() を呼び出してデータを記述してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EGTONECOL

エラー 16202
重大度 10

メッセージ %1!: %2! にはなにも残っていません。

説明 srv_get_text() に読み込むものが何もないか、srv_send_text() に書き込む
ものが何もありません。

アクション srv_get_text() または srv_send_text() を呼び出すたびに、srv_text_info() で
指定された長さを 大として追加される長さを指定してください。
text カラムまたは image カラムに対して NULL 値を送信している場合
は、ゼロを指定してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENONELEFT

エラー 16203
重大度 10

メッセージ %1!: カラムはテキストまたはイメージ・タイプでなくてはなりません。

説明 srv_send_text() が無効なカラム型を受け取りました。
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アクション srv_send_text() を呼び出す前に、srv_text_info() で指定したカラムの型が 
CS_TEXT_TYPE、CS_XML_TYPE、CS_IMAGE_TYPE、または 
CS_UNITEXT_TYPE. であることを確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EWRONGTYPE

エラー 16204
重大度 10

メッセージ %1!: 構造体メンバー '%3!' の値 %2! が正しくありません。

説明 構造体 CS_SERVERMSG または CS_IODESC の指定されたメンバの長
さが無効です。

アクション 構造体メンバ CS_SERVERMSG または CS_IODESC に有効な長さを割
り当ててください。『Open Client Client-Library/C リファレンス・マ
ニュアル』を参照してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADNUMVAL

エラー 16205 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1!: パラメータ '%2!' はすでに記述されています。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EDUPPARAM

エラー 16206 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ RPC パラメータ記述子が完全ではありません。-- %1! %2! が記述され
ていません。
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説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ERPCINC

エラー 16207
重大度 10

メッセージ %1!: 読み込まれたローは %2! バイトを超えてはいけません。

説明 blk_getrow() は、指定されたバイト数を超えるローを受け取りました。

アクション Adaptive Server で dbcc serverlimits を発行し、「テーブル固有のロー・サ
イズの限度」の項をレビューして、Adaptive Server ローの 大長を決
定してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADROWLEN

エラー 16208
重大度 10

メッセージ %1!: compute ロー・カラムはテキストまたはイメージ・タイプにはな
りません。

説明 srv_alt_descfmt() は型が text、image、または xml のカラムを受け取りま
したが、これは srv_alt_descfmt() では処理できません。

アクション text、image、または xml を srv_alt_descfmt() に渡さないでください。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADALTCOLTYPE

エラー 16209 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1!: SRV_PROC の srvp_iotype フィールドが初期化されていません。
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説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EIOTYPENOTSET

エラー 16210
重大度 10

メッセージ %1!: カラム %2! をバインドしてはなりません。

説明 srv_send_text() は、srv_bind() を使用してバインドされているカラムを
送信しようとしました。

アクション srv_bind() によってバインドされた text カラムまたは image カラムを送
信するには、srv_xferdata() を使用します。srv_send_text() を介して送信
するには、srv_text_info() を使用してカラムをバインドしてください。

追加情報 記号定数 : SRV_EBOUND

エラー 16211 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1!: カレント・カラムのテキストまたはイメージの長さがすでにクラ
イアントから読み込まれています。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ETXTLENREAD

エラー 16212
重大度 10

メッセージ %1!: カレント・カラムのテキストまたはイメージの長さが
まだクライアントから読み込まれていません。
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説明 srv_get_text() は、srv_text_info() を呼び出してカラムの長さを読み込んで
いないために失敗しました。

アクション CS_GET を使って srv_text_info() を呼び出して、取得する text データま
たは image データの完全な記述を取得してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ETXTLENNOTREAD

エラー 16213
重大度 10

メッセージ テキストまたはイメージのタイムスタンプが定義されませんでした。

説明 srv_send_text() は、CS_IODESC 構造体の timestamp フィールドが未定
義であることを検出しました。

アクション timestamp に値を入力してから srv_text_info() を呼び出してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOTIMESTAMP

エラー 16214 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ 使用できる文字セット定義ファイルがありません。-- 
サーバの文字セットを '%1!' に設定しています。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ECSFALLBACK

エラー 16215 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ ログイン・フィールドの '%2!' の範囲外の長さ (%1!) です。
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説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ELOGINLEN

エラー 16216
重大度 10

メッセージ %1! はテキストまたはイメージ・カラム値を検索することができません。

説明 カラムの値を戻そうとしたときに、blk_colval() が失敗しました。

アクション blk_colval() は text、image、boundary、sensitivity、unitext、または XML カ
ラムの値を取得できません。blk_gettext() を使用して、これらのカラム
を取得してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADCOLTYPE

エラー 16217
重大度 10

メッセージ %1!: ロー情報を検索するために blk_getrow() が呼び出されなけれ
ばなりません。

説明 blk_getrow() の前に blk_colval() または blk_gettext() i が呼び出されます。

アクション blk_getrow() を使用して CS_BLK_ROW 構造体を入力したあとで、
blk_colval() または blk_gettext() を呼び出してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENEEDROW

エラー 16218
重大度 10

メッセージ %1!: バルク・コピー・オペレーションを初期化するために 
blk_exec() が呼び出されなければなりません。
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説明 blk_getrow()、blk_gettext()、または blk_srvinit() に渡された CS_BLKDESC 
構造体が適切に初期化されていません。

アクション blk_alloc() を呼び出して CS_BLKDESC を初期化し、初期化が正しく実
行されたことを確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENEEDHANDLE

エラー 16219
重大度 10

メッセージ アテンションにより %1! への呼び出しに割り込みが発生しました。

説明 指定された API は、srv_sleep() を待っている間に割り込まれました。
これは、ユーザが Ctrl+C を押したり、アプリケーションから 
dbcancel() または ct_cancel() が発行されたときのように、クライアン
ト・アプリケーションが突然切断した場合、そして Open Server がス
リープしているときのスレッドが読み込み完了からウェイクアップし
た場合に生じることのある情報メッセージです。

アクション 追加の問題が起こらないかぎり、このエラーを無視してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EINTERRUPTED

エラー 16220
重大度 10

メッセージ %1!: ステータス引数 (0x%2!) が正しくありません。

説明 srv_senddone() が無効なステータスを受け取りました。

アクション 有効なステータスのリストについては、表 3-120 ( 441 ページ ) を参照
してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ESTATUS
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エラー 16221
重大度 10

メッセージ %1!: SRV_DONE_FINAL で SRV_DONE_FLUSH を設定することはでき
ません。

説明 SRV_DONE_FLUSH を SRV_DONE_MORE と一緒に設定できますが、
SRV_DONE_FINAL と一緒に設定することはできません。

アクション SRV_DONE_FLUSH と SRV_DONE_FINAL が同時に設定されていない
ことを確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENORPC

エラー 16222
重大度 10

メッセージ %1!: SRV_CONNECT から SRV_DONE_FLUSH を実行することはできま
せん。

説明 アプリケーションが SRV_CONNECT イベント・ハンドラで 
srv_senddone() を呼び出して、SRV_DONE_FLUSH ビットを設定しま
した。

アクション ステータスを SRV_CONNECT の外側の SRV_DONE_FLUSH に設定し
てください。

追加情報 記号定数 : SRV_EFLUSHCON

エラー 16223
重大度 10

メッセージ %1!: SRV_DONE_FINAL で SRV_DONE_MORE を設定することはできま
せん。

説明 SRV_DONE_MORE および SRV_DONE_FINAL のステータス・ビット
は相互に排他的であり、同時に設定できません。

アクション srv_senddone() の呼び出し中に、SRV_DONE_MORE と 
SRV_DONE_FINAL を一度に 1 つずつ設定してください。
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追加情報 記号定数 : SRV_EMORE

エラー 16224 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1!: SRV_CONNECT イベントから SRV_DONE_MORE を実行すること
はできません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EMORECON

エラー 16225 ( 廃止予定 )
èdëÂìx N/A

メッセージ %1!: コンテキストが正しくありません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ECONTEXT

エラー 16226 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1!: バージョン番号 (%1!) が正しくありません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EVERSION
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エラー 16227
重大度 15

メッセージ spid %2! によって受け取った %1! TDS ストリームがわかりません。

説明 Open Server は無効なトークンを受け取りました。いくつかの TDS 
トークンは TDS の特定のバージョンのみで有効であり、いくつかは
特定のイベント中のみで有効です。

アクション Ribo を使用してクライアント・アプリケーションと Open Server 間で
渡されたトークンを記録し、どのトークンが無効であるか調べてくだ
さい。また、次の Open Server SRV_S_TRACEFLAG ビット、
SRV_TR_TDSHDR、SRV_TR_TDSDATA、および SRV_TR_EVENT を
有効にしてください。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADTDS

エラー 16228 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1!: SRV_OPTION ハンドラでのみ呼び出し可能です。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EINOPTION

エラー 16229
重大度 10

メッセージ %1!: %3! における TDS バージョン (%2!) が正しくありません。

説明 srv_thread_props() は、無効な TDS バージョンで SRV_T_TDSVERSION 
を設定しようとしました。

アクション 有効な SRV_T_TDSVERSION 値のリストについては、表 2-26 ( 167
ページ ) を参照してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EWRONGTDSVER
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エラー 16230
重大度 15

メッセージ %1!: 関数 %2! におけるクライアントからのオプション・コマンドがわ
かりません。

説明 srv_options() は、クライアント・アプリケーションが無効なオプショ
ンを設定するよう要求したため、失敗しました。有効なオプションに
ついては、表 3-78 ( 367 ページ ) を参照してください。

アクション Ribo を使用して、クライアント・アプリケーションが Open Server に
設定するよう要求した無効なオプションを特定してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EWRONGOPTCMD

エラー 16231
重大度 15

メッセージ %1!: 関数 %2! におけるクライアントからのオプションがわかりません。

説明 Open Server は srv_options() を使用してオプションを設定できませんで
した。

アクション 表 3-80 ( 370 ページ ) を参照して、指定されたオプションに関して 
srv_options() に渡されたパラメータのデータ型と値が正しいことを確
認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EWRONGOPT

エラー 16232
重大度 10

メッセージ %1!: カレント・トークン・ストリームにはなにもデータがありません。

説明 現在のトークンのネットワーク・ストリームに読み込めるだけ十分な
データが残っているかどうかを判別する内部チェックが失敗しまし
た。これはネットワーク問題であるか、旧 Sybase 製品 (CR #212015 お
よび CR #434920) との非互換性の問題であることが考えられます。
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アクション エラーを再現するには、Ribo を使用してトークンに関する情報を取得
してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENODATA

エラー 16233
重大度 10

メッセージ 関数 %2! における引数 %1! は NULL です。

説明 指定された関数は NULL 値を受け取りました。

アクション Open Server コードをチェックして、渡されたパラメータが有効である
ことを確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENULLARG

エラー 16234
重大度 10

メッセージ ユーザ・イベント・ハンドラで %1! を呼び出すことはできません。

説明 ユーザ定義イベント・ハンドラが結果を送信または受信しようとしま
した。ユーザ定義イベント・ハンドラから結果タイプ (ROWDATA、
RPCDATA、DONE_FINAL など ) に関して srv_senddone() を送信するこ
とは許可されていません。

アクション srv_senddone() がユーザ定義イベント・ハンドラから呼び出されてい
ないことを確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EINUSEREVENT

エラー 16235
重大度 10

メッセージ 関数 %3! におけるカラム (%2!) のバインド値 (0x%1!) が正しくあ
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りません。

説明 指定されたカラムの NULL インジケータ値が無効です。

アクション srv_bind() NULL インジケータ変数を CS_GOODDATA または 
CS_NULLDATA に設定してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EBINDARG

エラー 16236
重大度 10

メッセージ %1!: ステータス・エラー (0x%2!)

説明 このエラーは、通常は前の Open Server 呼び出しが失敗したために、
Open Server API の呼び出し順序が混乱した場合に起こります。

アクション Open Server エラー・ログをチェックして、前のエラーで API が先に失
敗したものがないか確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ESTATECHK

エラー 16237
重大度 10

メッセージ %1!: srv_version でバージョンが設定されていません。

説明 Open Server バージョンが srv_version() を使用して設定されていません。

アクション srv_version() の呼び出しが正常に完了していて、有効なバージョンが
バージョン・パラメータに対して指定されていることを確認してくだ
さい。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOVERSION

エラー 16238
重大度 10
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メッセージ %1!: イベント (%3!) の結果タイプ (%2!) が正しくありません。

説明 指定されたイベント・ハンドラから Open Server API を呼び出せません。

アクション エラー・メッセージで指定された API を指定されたイベント・ハンド
ラから呼び出さないでください。API を呼び出したイベント・ハンド
ラを判別するには、ospublic.h の「Open Server イベント・タイプ」の
項でイベント番号を検索してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADRESULT

エラー 16239 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ 接続サービス・スレッドがスリープできませんでした。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ECONFAIL

エラー 16240
重大度 10 または 20

メッセージ %2! において Net-Library ルーチン %1! が異常終了しました。

説明 このエラーは、さまざまなネットワーク関連機能が失敗したときに発
生します。情報エラーの場合も、致命的エラーの場合も考えられま
す。このエラーには付随して追加エラーが発生することが多く、解決
する必要のある問題が提起されます。

アクション エラー・ログに記録された基本的な問題を解決してください。その他の
エラーが記録されていない場合は、truss または tusc などのユーティリ
ティを使用して、失敗した TCP API と失敗の理由を判別してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENETFUNC
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エラー 16241
重大度 20

メッセージ スレッド %1! が新しいイベントを得ることができませんでした。

説明 Open Server はメッセージ・キューからイベントを取得しようとしまし
たが、失敗しました。

アクション メッセージが使用可能になるまで、Open Server をスリープさせておき
ます。SRV_I_INTERRUPTED が失敗の原因でない場合は、Sybase サ
ポート・センタに連絡してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EPROCFAIL

エラー 16242 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ クライアント接続のクローズができませんでした。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ECLOSEFAIL

エラー 16243 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ  プロセス %1! の読み取りオペレーションが異常終了しました。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EREADFAIL
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エラー 16244
重大度 10

メッセージ プロセス %1! の書き込みオペレーションが異常終了しました。

説明 srv_sendinfo() は、ログイン処理中にエラー・ハンドラから呼び出され
たために失敗しました。クライアント・ログインが突然失敗した場合
は、クライアント接続に対応している SRV_PROC 構造体が完全に初
期化されていない場合があり、srv_sendinfo() が失敗する原因となって
います。

アクション 接続ハンドラが完了した後で srv_sendinfo() を呼び出してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EWRITEFAIL

エラー 16245 ( 廃止予定 )
重大度 20

メッセージ ブロック割り込みができませんでした。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EBLOCK

エラー 16246 ( 廃止予定 )
重大度 20

メッセージ アンブロック割り込みができませんでした。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EUNBLOCK
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エラー 16247
重大度 10

メッセージ サイト・ハンドラ spid %1! が新しいチャネルを設定することができま
せんでした。

説明 Open Server は別の論理チャネルを設定するようにというプロトコル要
求を受け取りましたが、そのチャネルはすでに終了しているため失敗
しました。

アクション サイト・ハンドラを要求しているサーバのログ・ファイルをチェック
して、チャネルが途中で終了した理由を示すエラーがないか確認して
ください。

追加情報 記号定数 : SRV_ECHANNEL.

エラー 16248
重大度 10

メッセージ %1! におけるエラー - ファイル記述子 %2! がもはやアクティブでは
ありません。

説明 srv_select() は、下位レベルのオペレーティング・システム API の失敗
により、失敗しました。

アクション オペレーティング・システム・コマンド (truss など ) を使用して、プ
ロセスを追跡し、失敗したオペレーティング・システム API と失敗の
理由を確認してください。基本的なエラーを解決する修正アクション
を実行してください。また、CR 277236 を参照してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EPOLL

エラー 16249 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1!: 共用ライブラリのグローバル・データにアクセスすることができ
ませんでした。

説明 N/A
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アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EGLOBAL

エラー 16250 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1!: 非同期マネージャを実行することができませんでした。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EIOPOST

エラー 16251
重大度 10

メッセージ %1! は関数 %3! に正しくない長さ値 (%2!) をもっています。

説明 srv_props() または srv_thread_props() が buflen パラメータに対して無効
な値を受け取りました。

アクション buflen がゼロより大きく、バッファの長さをしていることを確認して
ください。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADLENARG

エラー 16252
重大度 10

メッセージ %2! にあるスレッド特性 (%1!) が正しくありません。

説明 srv_thread_props() が property パラメータに対して無効な値を受け取り
ました。
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アクション 有効なプロパティのリストについては、表 3-147 ( 487 ページ ) を参照
してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EPROCPROPS

エラー 16253
重大度 10

メッセージ %1!: サービス・スレッドには特性 %2! は正しくありません。

説明 Open Server アプリケーションはサービス・スレッドで 
srv_thread_props() を呼び出しました。ただし、現在はサービス・ス
レッドで設定または取得可能なプロパティが存在しません。

アクション サービス・スレッドで srv_thread_props() を呼び出さないでください。

追加情報 記号定数 : SRV_EINSERVTHREAD

エラー 16254
重大度 10

メッセージ %1!: %2! 特性は SRV_DISCONNECT ハンドルにかぎって有効です。

説明 srv_thread_props() property パラメータが SRV_T_CLIENTLOGOUT に設
定されていますが、srv_thread_props() は SRV_DISCONNECT 以外のイ
ベントから呼び出されています。

アクション srv_thread_props(SRV_T_CLIENTLOGOUT) は、SRV_DISCONNECT イベ
ント・ハンドラのみから呼び出してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EFROMDISCONNECT

エラー 16255
重大度 10

メッセージ %1!: 特性 %3! のバッファ・サイズが (%2!) よりも小さいです。
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説明 srv_dynamic()、srv_props()、または srv_thread_props() に渡された buflen 
パラメータが指定されたプロパティに対して小さすぎます。

アクション srv_dynamic() が失敗の原因である場合は、必要なバッファ長さについ
て 表 3-42 ( 307 ページ ) を参照してください。srv_props() または 
srv_thread_props() が失敗の原因である場合は、指定されたプロパティ
のデータ型に対して buflen が適切であることを確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ESMALLBUF

エラー 16256
重大度 10

メッセージ %1!: %3!のバッファ・サイズは (%2!) バイトを超えてはいけません。

説明 指定された API に渡された buflen パラメータが 大値よりも大きいです。

アクション 指定された API に渡された buflen がデータ型に適切であることを確認
してください。character データ型の場合、通常、 大値は 
SRV_MAXCHAR です。

追加情報 記号定数 : SRV_ELAREGBUF

エラー 16257
重大度 10

メッセージ %1!: 特性 %2! を設定するためには接続ハンドラに存在する必要があり
ます。

説明 いくつかのプロパティ (SRV_T_PASSTHRU、SRV_T_TDSVERSION な
ど ) は SRV_CONNECT イベント・ハンドラ内のみで設定可能な場合
があります。

アクション 指定されたプロパティを SRV_CONNECT 内で設定してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EFROMCONNECT
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エラー 16258 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1!: TDS レベル (%2!) はカレント・レベル (%3!) よりも大きく設
定することはできません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EWRONGTDSSET

エラー 16259 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1!: 特性 %3! で (%2!) は正しくありません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EWRONGLANG

エラー 16260
重大度 10

メッセージ %1!: 特性 %2! を設定またはクリアすることはできません。

説明 読み込み専用プロパティを設定しようとしました。

アクション srv_thread_props() プロパティの特性については 表 3-147 ( 487 ページ ) 
を、srv_props() の特性については 表 3-86 ( 380 ページ ) を参照してくだ
さい。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOPROPSET
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エラー 16261
重大度 10

メッセージ %2! におけるサーバ特性 (%1!) が正しくありません。

説明 srv_props() を介して無効なプロパティを設定する試みが失敗しました。

アクション 有効なプロパティのリストについては、表 3-86 ( 380 ページ ) を参照
してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ESRVPROPS

エラー 16262
重大度 10

メッセージ %1!: srv_init() の後でサーバ特性を構成することはできません。

説明 Open Server は、srv_init() が完了した後で srv_props() を使ってプロパ
ティを設定しようとしました。

アクション SRV_S_TRACEFLAG を除き、srv_props() を使って設定可能なプロパ
ティはすべて、srv_init() を呼び出す前に設定してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EPROPCFG

エラー 16263
重大度 10

メッセージ %1!: 特性 %3! の値 (%2!) が正しくありません。

説明 指定された API は非整数バッファを受け取りました。

アクション srv_thread_props() プロパティの特性については 表 3-147 ( 487 ページ ) 
を、srv_props() プロパティの特性については 表 3-86 ( 380 ページ ) を参
照してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADINTPROP
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エラー 16264 ( 廃止予定 )
重大度 10

メッセージ %1!: %2! の機能マスクが正しくありません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ECAPMASK

エラー 16265
重大度 10

メッセージ %1!: このプラットフォームでは特性 %2! はサポートされていません。

説明 srv_props() は SRV_S_PREEMPT を有効化できませんでした。

アクション Open Server がスレッドで安全なライブラリ ( 名前付き *_r) を使ってリ
ンクされていることを確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EPROPNOSUPPORT

エラー 16266
重大度 10

メッセージ %1!: 特性 %2! をクリアすることはできません。

説明 srv_props() は、指定されたプロパティの CS_CLEAR によるリセットに
失敗しました。

アクション いくつかのプロパティは読み込み専用です。クリア可能なプロパティ
のリストについては、表 3-86 ( 380 ページ ) を参照してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOPROPCLEAR
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エラー 16267
重大度 10

メッセージ %1!: 特性 カレント TDS バージョン (%3!) の %2! が正しくありま
せん。

説明 考えられる原因 :

• srv_negotiate() は、クライアント・アプリケーションが 5.0 よりも
前の TDS バージョンを使用したために失敗しました。

• srv_thread_props() は、指定したプロパティがクライアント・アプ
リケーションの TDS レベルでサポートされていないために、その
プロパティの設定に失敗しました。

アクション クライアント・アプリケーションをアップグレードしてください。ク
ライアント・アプリケーションが DB-Library™ API を使用している場
合は、dbsetversion(DBVERSION_100) を呼び出してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOPROPTDS

エラー 16268 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1!: srv_init の前に特性 %2! を得ることはできません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ENOSERVNAME

エラー 16269
重大度 15

メッセージ イベント・ハンドラは 後の DONE を送りませんでした。
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説明 Open Server は、srv_senddone(SRV_DONE_FINAL) が必要時に送信されな
かったことを検出しました。通常、これはプログラミング・エラーで
す。実行パスがイベント・ハンドラ内に存在するため、ハンドラは 
srv_senddone(SRV_DONE_FINAL) を呼び出さずに終了してしまいます。

アクション 前出のエラーを調べて、どのイベント・ハンドラが 
SRV_DONE_FINAL を送信しなかったか判別してください。
SRV_TR_EVENT トレース・フラグを有効化して、常に実行している
イベント・ハンドラを確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOFDONE

エラー 16270 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1!: SRV_DONE_FLUSH は SRV_DONE_ERROR と同時には設定するこ
とはできません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EERROR

エラー 16271
重大度 N/A

メッセージ データベース・コンテキストが '%1!' へ変更されました。

説明 Adaptive Server 5701 の内部使用でデータベース・メッセージが変更さ
れました。

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EENVDB
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エラー 16272
重大度 N/A

メッセージ 言語設定が '%1!' へ変更されました。

説明 Adaptive Server 5703 の内部使用で言語メッセージが変更されました。

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EENVLANG

エラー 16273
重大度 N/A

メッセージ クライアントの文字セットの設定を '%1!' に変更しました。

説明 Adaptive Server 5704 の内部使用で文字セット・メッセージが変更され
ました。

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SQLSRV_ENVCHAR

エラー 16274
重大度 10

メッセージ %1!: ID %2! または名前 '%3!' を持つカーソルはありません。

説明 指定された API は、指定されたカーソルを見つけられません。

アクション Open Server は、クライアント・アプリケーションからのカーソル要求
の検出と処理に対応します。複数のカーソルが同時に開いている可能
性があります。Open Server が SRV_CURSOR イベント・ハンドラで使
用しているカーソルが正しいことを確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOCUR
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エラー 16275 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1!: SRV_CURSOR イベント・ハンドラにありません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ENOCUREVENT

エラー 16276
重大度 10

メッセージ %1!: カーソルのパラメータがありません。

説明 クライアント・アプリケーションは、宣言したカーソル・パラメータ
を送信しませんでした。

アクション Ribo を実行して、クライアント・アプリケーションが宣言したパラ
メータを Open Server に送信されたパラメータと比較してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOCURPARAMS

エラー 16277 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1!: カーソルのパラメータ %2! がありません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ENOCURPARAM
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エラー 16278
重大度 10

メッセージ  %1!: カーソルの更新カラムがありません。

説明 srv_descfmt() が SRV_UPCOLDATA の取得に失敗しました。

アクション Ribo をクライアント・アプリケーションと Open Server の間で実行し
て、クライアント・アプリケーションが更新用にカラムを宣言し、送
信したかどうか確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOCURUPCOLS

エラー 16279
重大度 10

メッセージ %1!: カーソルの更新カラム %2! がありません。

説明 SRV_CURDESC numupcols フィールドの値が srv_descfmt() に渡された 
item 値よりも小さいです。

アクション srv_descfmt() を使用して SRV_UPCOLDATA を取得する場合は、item が 
numupcols よりも大きいことを確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOCURUPCOL

エラー 16280
重大度 10

メッセージ %1!: カーソル '%2!' はすでに宣言されています。

説明 重複する名前のカーソルがすでに宣言されています。

アクション クライアント・アプリケーションと Open Server の間で Ribo を実行し
てください。重複する宣言がないか CURDECLARE トークンを検索
し、クライアント・アプリケーションのコードを必要に応じて修正し
てください。

追加情報 記号定数 : SRV_EDUPCUR
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エラー 16281
重大度 10

メッセージ %1!: カーソル記述子が正しくありません。

説明 srv_cursor_props() は、現在のカーソル・コマンド (curcmd) が無効なコ
マンド・オプション (cmdoptions) に関連付けられているために失敗し
ました。

アクション 指定された curcmd に対して有効な cmdoptions のリストについては、
表 2-14 ( 75 ページ ) を参照してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADCUR

エラー 16282
重大度 10

メッセージ %1!: カーソルのロー記述子がありません。

説明 クライアント・アプリケーションと Open Server 間の接続は、Open 
Server がローを記述した TDS トークンを受け取る前に失敗した可能性
があります。

アクション エラーを再現できる場合は、Open Server とクライアント・アプリケー
ション間で Ribo を実行して、クライアント・アプリケーションが 
ROWFMT トークンを送信したか確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOCURROWDESC

エラー 16283
重大度 10

メッセージ %1!: カーソルのロー・フェッチ・カウント %2! が限界を超えました。

説明 srv_xferdata() は、クライアント・アプリケーションが 
CS_CURSOR_ROWS プロパティに対して設定したロー数よりも多く
のローを送信しようとしました。クライアント・アプリケーションが 
CS_CURSOR_ROWS プロパティを設定している場合、Open Server は
この要求に準拠する必要があります。
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アクション このタイプの要求処理に適切な呼び出し順については、表 2-15 ( 78
ページ ) を参照してください。クライアント・アプリケーションが
フェッチ・カウントを設定している場合の srv_xferdata() の使用方法に
ついては、ctos をレビューしてください。

追加情報 記号定数 : SRV_EROWCNT

エラー 16284
重大度 10

メッセージ %1!: DONE を送る前に srv_cursor_props() はカーソル情報を送ら
れなければなりません。

説明 Open Server は、必要な srv_cursor_props(CS_SET) 呼び出しが完了する
前に srv_senddone() を呼び出しました。

アクション 次のことを確認します。

• Open Server は、srv_senddone() を呼び出す前に、表 2-15 ( 78 ページ ) 
に示す必須の srv_cursor_props() 応答をすべて完了しています。

• CR #310107 の影響を受けないバージョンの Open Server を使用し
ています。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOCURSENT

エラー 16285
重大度 10

メッセージ %1!: srv_cursor_props() によってカーソル情報はすでに送られま
した。

説明 srv_cursor_props() を複数回呼び出すと、このエラーが発生することが
あります。

アクション 不要な srv_cursor_props() 呼び出しを削除してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ECURSENT
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エラー 16286
重大度 10

メッセージ %1!: カーソル情報の送信エラーです。

説明 srv_cursor_props() は、クライアント・アプリケーションの 
CS_CURSOR_INFO 要求に応答して TDS トークンをサーバに送信した
ときに失敗しました。通常、このエラーは一時的なネットワーク・エ
ラーによって生じます。

アクション ネットワーク切断を示唆するようなその他のエラーがないか調べてく
ださい。エラーを再現できる場合は、Open Server と送信先サーバ間で 
Ribo を実行して詳細情報を取得してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOSENDCUR

エラー 16287 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1!: カレント・カーソル・ローのキー・カラムが記述されませんでし
た。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ENOKEY

エラー 16288 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1!: キー・カラム %2! がありません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ENOKEYCOL
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エラー 16289
重大度 10 または 20

メッセージ %1!: 動的 SQL 文 '%2!' がありません。

説明 srv_dynamic() が指定された文を見つけられない場合、重大度は 20 で
す。srv_cursor_props() が指定された文を見つけられない場合、重大度
は 10 です。

アクション srv_dynamic() に指定された SRV_DYN_ID が有効であることを確認して
ください。srv_cursor_props() を使用している場合、cursor 文のテキスト
は実際には作成された文の名前になります。その名前が宣言時の名前
と同じであることを確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENODYN

エラー 16290 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1!: SRV_DYNAMIC イベント・ハンドラにありません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ENODYNEVENT

エラー 16291
重大度 10

メッセージ %1!: 動的 SQL パラメータがありません。

説明 リモート・サーバから動的入力パラメータまたは出力パラメータが 
Open Server に返されましたが、Open Server はこれらのパラメータを
クライアント・アプリケーションに返すときにパラメータの記述に失
敗しました。

アクション 常に srv_descfmt(SRV_DYNDATA) を呼び出してパラメータを記述してく
ださい。
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追加情報 記号定数 : SRV_ENODYNPARAMS

エラー 16292 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1!: 動的 SQL パラメータ %2! がありません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ENODYNPARAM

エラー 16293
重大度 10

メッセージ %1!: 動的 SQL 文 '%2!' はすでに準備されています。

説明 Open Server は、重複する文 ID が含まれている DYNAMIC トークンを
クライアント・アプリケーションから受け取りました。クライアン
ト・ライブラリでステータス・チェックを実行すると、通常、このエ
ラーは発生しません。

アクション 問題を再現できる場合は、クライアント・アプリケーションと Open 
Server 間で Ribo を実行して、クライアント・アプリケーションから送
信される DYNAMIC トークン関連の情報を取得してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EDUPDYN

エラー 16294 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1!: 動的 SQL パラメータ・リストが不完全です。%2! 
パラメータが記述されていません。

説明 N/A
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アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EDYNINC

エラー 16295
重大度 15

メッセージ %1!: 動的 SQL 情報の送信エラーです。

説明 Open Server は、おそらくネットワーク・エラーまたは文字セット変換
エラーのため、DYNAMIC トークンをクライアント・アプリケーショ
ンに送信できませんでした。

アクション クライアントのエラー・ログで、どのタイプの失敗が発生したかを示唆
する追加エラーを調べてください。エラーを再現できる場合は、クライ
アント・アプリケーションと Open Server 間で Ribo を実行すると、エ
ラーの修正方法 ( 文字セットの変更など ) を判別するのに役立ちます。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOSENDDYN

エラー 16296
重大度 10

メッセージ %1!: %2! を送る前に srv_dynamic() によって動的 SQL 文の情報が
送られなければなりません。

説明 Open Server は、srv_xferdata()、srv_senddone()、または srv_descfmt() の呼
び出しを試みる前に、必須の srv_dynamic() 呼び出しの 1 つを正常に呼
び出しませんでした。

アクション srv_dynamic() 呼び出しの適切な順序については、表 2-19 ( 92 ページ ) 
を参照してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENODYNSENT
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エラー 16297
重大度 10

メッセージ %1!: srv_dynamic() によって動的 SQL 文の情報はすでに送られま
した。

説明 Open Server は、同じ情報に対して srv_dynamic() を 2 回以上呼び出して
います。

アクション Open Server の srv_dynamic() の使用状況をチェックして、同じ情報が 2 回
以上送信されることのないようにしてください。srv_dynamic() 呼び出し
の適切な順序については、表 2-19 ( 92 ページ ) を参照してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EDYNSENT

エラー 16298
重大度 10

メッセージ %1!: この %2! の呼び出しが正しくありません。

説明 指定された API は、指定されたタイプのコマンドに対して不適切に呼
び出されています。

アクション 指定された API の適切な使用については、「第 3 章 ルーチン」 をレ
ビューしてください。たとえば、エラーがカーソル・コマンド実行時
の srv_langlen() の呼び出しに関連している場合、srv_langlen() はカーソ
ルの宣言文または更新文での言語文字列の処理のみに使用できるとマ
ニュアルに記載されています。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADCTXT

エラー 16299 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1!: '%3!' への応答 '%2!' が正しくありません。

説明 N/A

アクション N/A
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追加情報 記号定数 : SRV_EBADRESP

エラー 16300
重大度 15

メッセージ クライアントから受け取ったトークン 0x%1! がわかりません。

説明 Open Server は、カーソル関連の TDS トークンを読み込もうとしてい
るときに、無効または不明のトークンをクライアント・アプリケー
ションから受け取りました。

アクション エラーを再現できる場合は、クライアント・アプリケーションと 
Open Server 間で Ribo を実行して、エラーの原因となるトークンがど
れであるか確認してください。エラーが再現できない場合は、ネット
ワークまたはクライアント・アプリケーションのメモリ破壊が原因と
考えられます。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADTOKEN

エラー 16301
重大度 10

メッセージ %1!: SRV_CONNECT イベント・ハンドラにありません。

説明 srv_setloginfo() が SRV_CONNECT 接続イベント・ハンドラの外側で呼
び出されました。

アクション SRV_CONNECT イベント・ハンドラのみから srv_setloginfo() を呼び出
してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOCONN

エラー 16302
重大度 10

メッセージ %1!: カーソル ID %2! はすでに割り当てられています。
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説明 Open Server は、クライアント・アプリケーションからの 
srv_cursor_props() によるカーソル宣言の要求に応答している間に、重
複するカーソル ID を検出しました。カーソル ID は、接続ハンドルご
とにユニークである必要があります。

アクション クライアント・アプリケーションと Open Server 間で Ribo を実行して、
クライアント・アプリケーションが各カーソルをどのように宣言して
いるか確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EDUPCURID

エラー 16303
重大度 10

メッセージ テキストまたはイメージ・カラム %1! が完全には送られませんでした。

説明 srv_send_text()、srv_text_info()、または srv_senddone() によって、指定さ
れたカラムの text データまたは image データが完全に送信されなかっ
たことが検出されました。text データと image データは、srv_bind() の
後に srv_xferdata()、srv_send_data()、または srv_send_text() を使用してク
ライアント・アプリケーションに転送されています。

アクション Open Server によるこれらのルーチンの使用状況をレビューして、指定
されたカラムのデータがすべて読み込まれ、送信されていることを確
認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ETEXTLEFT

エラー 16304
重大度 10

メッセージ %1!: compute-id %2! が限界を超えました。-- 1 と %3! の間にな
ければなりません。

説明 srv_alt_header() は、有効範囲内に入っていない altid 値を受け取りました。

アクション altid を正しく初期化して、指定範囲内にあることを確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADALTID
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エラー 16305
重大度 10

メッセージ %1!: カラム %2! に NULL データが送られました。-- テキスト・ポ
インタの長さが 0 でした。

説明 CS_IODESC の textptrlen フィールドがゼロに設定されているため、
srv_send_text() はサーバに NULL カラムを送信します。ただし、
srv_send_text() に渡される buflen 値はゼロではありません。つまり、送
信対象のデータが存在することを示しています。

アクション srv_text_info() に記述されたデータとデータ長を、srv_send_text() に渡さ
れた buffer パラメータおよび buflen パラメータと比較してください。
これらのパラメータがすべて一致することを確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOTXTSENT

エラー 16306
重大度 10

メッセージ %1!: テキストまたはイメージ・ポインタが定義されていません。

説明 srv_send_text() は、srv_text_info() と同じ値を使用する必要のある 
CS_IODESC の textptrlen フィールドがゼロより小さいことを検出しま
した。

アクション srv_text_info() に渡される CS_IODESC 構造体の textptrlen の値を訂正し
てください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOTEXTPTR

エラー 16307 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1!: カレント RPC にはパラメータがありません。: %2!

説明 N/A

アクション N/A
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追加情報 記号定数 : SRV_ENOPARAMRPC

エラー 16308 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %2! で機能 (%1!) が正しくありません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ECAPABILITY

エラー 16309
重大度 10

メッセージ %2! で機能タイプ (%1!) が正しくありません。

説明 Open Server は、TDS_CAPABILITY トークンの読み込み中に無効な 
TDS 機能タイプを検出しました。

アクション • クライアント・アプリケーションと Open Server の間で Ribo を実
行してください。

• ログイン・レコードを調べて、有効な Sybase クライアントがサー
バに接続しようとしていることを確認してください。

• CAPABILITY トークンの Type フィールドを調べて、
CAP_REQUEST または CAP_RESPONSE のいずれかに設定されて
いることを確認してください。いずれにも設定されていない場合
は、パケット破壊を生じたネットワーク・エラーがないか確認し
てください。

追加情報 記号定数 : SRV_ECAPTYPE
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エラー 16310
重大度 15

メッセージ %1!: spid %3! の %2! 中の致命的エラーです。

説明 Open Server が機能トークン、オプション・コマンド、またはパラメー
タ・フォーマット・トークンなどのデータ・ストリームを読み込んで
いるときに、ストリームが途中で終了しました。このエラーは通常、
Open Server がクライアントから読み込んでいる間にクライアント・ア
プリケーションが突然切断したときに発生します。このエラーは、
ネットワーク破壊によって生じることがあります。

アクション クライアント・アプリケーションと Open Server のログインおよびコ
マンド・タイムアウトを増やしてください。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADIO

エラー 16311 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ  %1!: msgid の値 (%2!) が正しくありません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EBADMSGID

エラー 16312 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1!: カレント・メッセージのパラメータがありません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ENOPARAMMSG
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エラー 16313 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1!: カレント %3! にパラメータ番号 %2! がありません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ENOPARAMNUM

エラー 16314 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1!: パラメータ記述が完全ではありません。%2! %3! が記述されてい
ません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EPARAMINC

エラー 16315
重大度 15

メッセージ %1!: プロトコル・エラーが発生しました。: %2!

説明 通常、このエラーは非 Sybase 製品が Open Server にパケットを送信し
たときに発生します。telnet hostname port または他のポートの監視ソフ
トウェアによってこのエラーが立ち上げられます。Sybase ベースの製
品のみを Open Server のリスニング・ポートに接続してください。

アクション 非 Sybase 製品がサーバに接続しているためにこのエラーが発生した場
合は、Open Server のコードを入力して、このエラーを無視するか抑制
してください。エラーがさらに重大な問題につながる場合は、ネット
ワーク・スニファを使用して Open Server に接続しようとしているソフ
トウェアを特定し、Sybase サポート・センタに連絡してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EPROTERR
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エラー 16316 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1!: カレント・エラー・メッセージのパラメータがありません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ENOPARAMEED

エラー 16317
重大度 10

メッセージ %1!: 動的 SQL データは CS_DESCIN 
(入力パラメータ・フォーマット ) または CS_DESCOUT (出力カラム・
フォーマット ) として定義されなければなりません。

説明 srv_xferdata() または srv_descfmt() は、CS_DATAFMT の status フィール
ドが CS_DESCIN または CS_DESCOUT ( 入力パラメータまたは出力パ
ラメータを含む動的 SQL 文に必須 ) に設定されていないことを検出し
ました。

アクション 有効な動的 SQL 要求および応答のリストについては、表 2-19 ( 92
ページ ) を参照してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENODYNDESC

エラー 16318 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1!: blk_gettext() によって読み込まれるテキストまたはイメー
ジ・カラムがまだ残っています。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ETXTLEFT
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エラー 16319
重大度 10

メッセージ %1!: テーブル・カラム情報の送信が異常終了しました。

説明 blk_srvinit() は、テーブル・カラム情報を送信できませんでした。クラ
イアント・アプリケーションからの insert 文に with nodescribe 句が含ま
れていないかぎり、Open Server は blk_srvinit() を使用して、クライアン
ト・アプリケーションに対して現在のサーバ・テーブル・カラムの記
述を CS_BLKDESC 構造体に含める必要があります。

アクション blk_srvinit() の失敗の基本的な原因を示す追加エラー ( ネットワークの
切断など ) がないか調べてください。

追加情報 記号定数 : SRV_EBLKINIT

エラー 16320
重大度 10

メッセージ ロケール %1! のローカライゼーション情報をロードすることができま
せんでした。

説明 指定された文字セット、言語、またはロケール名が見つかりません。

アクション 指定されたローカライゼーション情報に関して $SYBASE/locales を調
べて、ファイルの読み込みパーミッションが有効になっていることを
確認してください。「国際化サポート」(111 ページ ) をレビューして
ください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENONATLOCALE

エラー 16321
重大度 10

メッセージ CS_LOCALE が正しくないか、または、Open Server CS_CONTEXT を
使用して割り当てられていません。

説明 srv_thread_props() は、CS_LOCALE ポインタが無効なため、
SRV_T_LOCALE 値を設定または取得できませんでした。
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アクション cs_loc_alloc() を使用して、CS_LOCALE 構造体の割り当てと初期化を
適切に実行してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADLOCALE

エラー 16322
重大度 10

メッセージ スレッド %1! のローカライゼーション情報を割り当てることができま
せんでした。

説明 cs_locale() または cs_loc_alloc() の呼び出しが失敗しました。

アクション truss などのトレース・ユーティリティを使用して、エラーの原因を特
定してください。

• メモリ不足のため、ロケール情報をロードできません。

• ローカライゼーション・ファイルが見つかりません。

• cs_locale() の action パラメータは CS_SET に設定されていますが、
*buffer ロケール名が Sybase の locales ファイルに見つかりません。

• cs_locale() の action パラメータは CS_GET に設定されていますが、
buflen は *buffer データ領域が小さすぎることを示しています。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOLOCALE

エラー 16323
重大度 10

メッセージ 文字セット %1! または言語 %2! のローカライゼーション情報をロード
することができませんでした。

説明 sp_serverinfo または cs_locale() は、指定された文字セットまたは言語を
見つけられません。
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アクション truss などのトレース・ユーティリティを使用して、Open Server が文
字セット情報を検索している場所を調べ、ファイル・パーミッション
が正しいかどうかを確認してください。locales ファイルが存在してい
て読み込み可能な場合には、『Open Client / Server 開発者用国際化ガイ
ド』および 「国際化サポート」(111 ページ ) をレビューして要求の有
効性を確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOCHARLOCALE

エラー 16324
重大度 10

メッセージ %1!: カラム番号 %2! のデータが NULL になることはありません。

説明 指定された API は、NULL に設定できないカラムに NULL データが渡
されようとしていることを検出しました。

アクション リモート・カラム定義が NULL を受け入れることを確認してくださ
い。NULL が受け入れられる場合は、CS_DATAFMT の status フィール
ドの CS_CANBENULL ビットが設定されていることを確認してくださ
い。指定された API が indicator パラメータに NULL 値を受け入れる場
合は、NULL データが受け渡し中であることを示すように正しく設定
されていることを確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EWRONGNULL

エラー 16325
重大度 10

メッセージ srv_init が呼び出されていません。

説明 srv_init() が完了する前に Open Server API を呼び出そうとしました。

アクション srv_init() を使用して Open Server を初期化した後で、srv_props() と 
srv_version() を除き、その他の API を呼び出してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOINIT
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エラー 16326
重大度 15

メッセージ %2! のときに %1! へ渡された引数の長さが正しくありません。

説明 srv_options() は、クライアント・アプリケーションからオプション・コ
マンドを読み込んでいる間に、無効なパラメータ長を検出しました。

アクション クライアント・アプリケーションと Open Server の間で Ribo を実行して
ください。OPTIONCMD トークンに関して「引数長さ」をレビューし、
必要に応じてクライアント・アプリケーションを修正してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EWRONGARGLEN

エラー 16327
重大度 10

メッセージ %1!: クライアントによって送られたリモート情報はありません。

説明 srv_negotiate() が SRV_NEG_REMPWD を取得しようとしましたが、クライ
アント・アプリケーションは SRV_NEG_LOCPWD を送信していません。

アクション SRV_NEG_ENCRYPT チャレンジに対する SRV_NEG_LOCPWD の応答
が常に存在することを確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENONEGPWD

エラー 16328
重大度 10

メッセージ %1!: クライアント応答の待機が異常終了しました。

説明 srv_negotiate() は、クライアント・アプリケーションから応答を待って
いる間に失敗しました。

アクション Open Server がクライアント・アプリケーションの応答を受信できない
ようなネットワークの割り込みがあるか確認してください。エラーを
再現できる場合は、クライアント・アプリケーションと Open Server 
間で Ribo を実行して、パスワード暗号化のチャレンジ中のトークン
交換を確認してください。
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追加情報 記号定数 : SRV_EREADFAILED

エラー 16329
重大度 10

メッセージ %1!: %3! への応答で受け取られた応答タイプ %2! が正しくありません。

説明 srv_negotiate() は、指定されたタイプのチャレンジに対して不適切な応
答タイプを受け取りました。

アクション エラーを再現できる場合は、クライアント・アプリケーションと 
Open Server 間で Ribo を実行して、チャレンジ中に交換されるトーク
ンを確認してください。正しい応答タイプについては、『Open Client 
Client-Library/C リファレンス・マニュアル』 > Client-Library トピック
ス > セキュリティ機能 > Adaptive Server Enterprise セキュリティ機能を
参照してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EWRONGMSG

エラー 16330
重大度 15

メッセージ spid %1! のパススルーが完全ではありません。

説明 Open Server は、パススルー・モードで実行していた指定の spid の後
でクリーンアップを行っている間に、トークンが完全に読み込まれて
いないことを検出しました。

アクション infop 値が SRV_I_PASSTHRU_EOM になるまで srv_recvpassthru() または 
srv_sendpassthru() を呼び出します。この値は、すべてのトークンがク
ライアント・アプリケーションから読み込まれたことを示します。

追加情報 記号定数 : SRV_EINCPASSTHRU
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エラー 16331
重大度 10

メッセージ srv__seterr() に対する再帰呼び出しです。

説明 Open Server エラー・ハンドラは、2 番目のエラー発生時にエラー・ハ
ンドラを再度 ( 再帰的に ) トリガするというエラーを報告しています。
たとえば、エラー・ハンドラがクライアント・アプリケーションにエ
ラーを返そうとしていても、クライアントがネットワークから切断さ
れたため、エラー・ハンドラが再度トリガーされて、エラーをクライ
アント・アプリケーションに送信できないと報告します。

アクション 初のエラーを起こした状況を修正してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ERECURSIVE

エラー 16332
重大度 10

メッセージ %1!: %2! 結果タイプが保留されているか、または、サポートされてい
ません。

説明 srv_descfmt() または srv_msg() が、指定された結果タイプが保留されて
いると合図しています。

アクション クライアント・アプリケーションと Open Server 間で Ribo を実行して 
CAPABILITY トークンをレビューし、クライアント・アプリケーショ
ンと Open Server がサポートを同意している機能を確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENORESCAP

エラー 16333
重大度 10

メッセージ %1!: SRV_START ハンドラで呼び出すことはできません。

説明 指定されたルーチンが SRV_START イベント・ハンドラ内で呼び出せ
ません。
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アクション 「第 3 章 ルーチン」 を参照して、指定されたルーチンが使用可能な場
所を確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EINSTART

エラー 16334
重大度 10

メッセージ SRV_START イベントにより srv_run がアボートされました。

説明 srv_run() は、SRV_START イベント・ハンドラが失敗したために突然
終了しました。

アクション SRV_START イベント・ハンドラの失敗の基本的な原因を示唆する追
加のエラー・メッセージを確認してください。これらの失敗状況を修
正してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ESTARTEVENT

エラー 16335
重大度 10

メッセージ %1!: 項目番号 %2! のデータ長が 0 のときに、NULL インジケータは
設定されません。

説明 指定されたルーチンは、指定されたアイテムのデータ長がゼロのとき
に NULL インジケータ・パラメータが適切に設定されていないことを
検出しました。

アクション 指定されたルーチンによる NULL インジケータ・パラメータの使用法
については、「第 3 章 ルーチン」 を参照してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENONULLIND

エラー 16336
重大度 10
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メッセージ %1!: CS_DATAFMT において総桁数の値 (%2!) が正しくありません。

説明 指定された API は、CS_NUMERIC_TYPE 変数または 
CS_DECIMAL_TYPE 変数に対して無効な CS_DATAFMT precision 値を
検出しました。

アクション CS_MIN_PREC から CS_MAX_PREC まで、有効な総桁数値を定義す
る cstypes.h を確認してください。デフォルトの総桁数は 
CS_DEF_PREC です。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADPREC

エラー 16337
重大度 10

メッセージ %1!: CS_DATAFMT において小数点以下桁数の値 (%2!) が正しくあり
ません。

説明 指定された API は、CS_NUMERIC_TYPE 変数または 
CS_DECIMAL_TYPET 変数に対して無効な CS_DATAFMT scale 値を検
出しました。scale は precision 以下である必要があります。

アクション CS_MIN_SCALE から CS_MAX_SCALE まで、有効な小数点以下桁数
値を定義する cstypes.h を確認してください。デフォルトの小数点以下
桁数は CS_DEF_SCALE です。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADSCALE

エラー 16338
重大度 20

メッセージ srv_run により致命的エラーが見つかりました。

説明 srv_run() での致命的エラーのため、Open Server は起動できません。

アクション この障害の基本的な原因を示唆する追加のエラー・メッセージ ( ファ
イルの限度やメモリ不足など ) を確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ERUN
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エラー 16339
重大度 20

メッセージ %1! でコルーチン制御を戻すことができませんでした。

説明 これは、プリエンプティブ Open Server にとって致命的なエラーです 
(SRV_S_PREEMPT=CS_TRUE)。

アクション このエラーは内部の Open Server バグを示しています。Sybase サポー
ト・センタにレポートしてください。

追加情報 記号定数 : SRV_ETAKECOROUTINE

エラー 16340
重大度 20

メッセージ %1! でコルーチン制御を戻すことができませんでした。

説明 これは、プリエンプティブ Open Server にとって致命的なエラーです 
(SRV_S_PREEMPT=CS_TRUE)。

アクション このエラーは内部の Open Server バグを示しています。Sybase サポー
ト・センタにレポートしてください。

追加情報 記号定数 : SRV_ERELEASECOROUTINE

エラー 16341 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1! でシステム mutex を取ることができませんでした。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ETAKEMUTEX
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エラー 16342 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1! でシステム mutex を解除することができませんでした。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ERELEASEMUTEX

エラー 16343 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ spid %1! への応答にエラーがありました。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EMSGSENDREPLY

エラー 16344 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ 不適当な読み取りバッファが解放されました。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EFREEBUF

エラー 16345 ( 廃止予定 )
重大度 N/A



エラー 16346 ( 廃止予定 ) 

648  Open Server

メッセージ 現在利用可能なネットワーク読み取りバッファはありません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ENOREADBUFFERS

エラー 16346 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ dead 状態かまたは接続を解除されたクライアントのメッセージを受け
取りました。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EDEADCLIENT

エラー 16347 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ spid %1! のメッセージが省略されました。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EMSGSKIPPED

エラー 16348 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ procid %1! へログイン受け取りメッセージを送ることができませんで
した。
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説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ECLIENTACCEPT

エラー 16349 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ spid %1! は完全に終了しているか、または、接続が解除されています。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ECLIENTDISCONNECT

エラー 16350 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ ダイレクト・キュー %1! の作成エラーです。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EQUEUECREATE

エラー 16351 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ s$control() とのポートの設定エラーです。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ESETTINGFASTQ
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エラー 16352 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ TCP/IP ネットワーク制御構造体のメモリ割り当てができませんでした。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ETCPALLFAIL

エラー 16353 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ TCP/IP デバイス %1! の割り当てができませんでした。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ETCPNETASSIGN

エラー 16354 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ TCP/IP ソケット・オプション SO_KEEPALIVE の設定ができません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ETCPSETKEEP

エラー 16355 ( 廃止予定 )
重大度 N/A
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メッセージ TCP/IP ソケット・オプション SO_REUSEADDR の設定ができません。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ETCPSETREUSE

エラー 16356 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ TCP/IP 受け入れ待ちエラーです。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ETCPACCEPTW

エラー 16357 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ クライアント接続の新しいチャネルの割り当てができませんでした。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ETCPASSIGN

エラー 16358 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ クライアント接続で利用可能なリンク・エントリはありません。

説明 N/A

アクション N/A
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追加情報 記号定数 : SRV_ETCPNOLINK

エラー 16359 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ ソケットでアテンション AST の設定ができませんでした。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ETCPATTNAST

エラー 16360
重大度 20

メッセージ %1! で WaitForSingleObject() が異常終了しました。

説明 WaitForSingleObject() または comn_waitfor_event() が指定された API で失
敗しました。指定されたミューテックス・オブジェクトを所有してい
たスレッドが、ミューテックスを解放する前に終了しました。

アクション 所有スレッドがオブジェクトを解放せずに終了した理由を示唆する追
加のエラーを調べてください。

追加情報 記号定数 : SRV_EWAITFAIL

エラー 16361
重大度 20

メッセージ %1! で CreateEvent() が異常終了しました。

説明 CreateEvent() または comn_create_event() は、おそらくメモリなどのリ
ソース不足のため、指定された API で失敗しました。
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アクション 基本的なオペレーティング・システム・エラーを検索してください。
UNIX では、プロセス・トレース・ユーティリティ (truss など ) を使用
します。Microsoft Windows では、Sybase サポート・センタに連絡し
て、GetLastError() を呼び出すインストルメント化されたバージョンの 
Sybase ライブラリを依頼してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ECREATEEVENT

エラー 16362
重大度 20

メッセージ %1! で SetEvent() が異常終了しました。

説明 SetEvent() または comn_signal_event() が指定された API で失敗しました。

アクション 基本的なオペレーティング・システム・エラーを検索してください。
UNIX では、プロセス・トレース・ユーティリティ (truss など ) を使用
します。Microsoft Windows では、Sybase サポート・センタに連絡し
て、GetLastError() を呼び出すインストルメント化されたバージョンの 
Sybase ライブラリを依頼してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ESETEVENT

エラー 16363
重大度 20

メッセージ コルーチン・モードを開始することができませんでした。

説明 内部ルーチンがミューテックス・セマフォのコントロールを作成およ
び取得しようとしています。

アクション Sybase サポート・センタに連絡して、この致命的エラーへのサポート
を依頼してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ESTARTCOROUTINE
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エラー 16364
重大度 20

メッセージ コルーチン・モードを終了することができませんでした。

説明 スレッド・クリーンアップが失敗しました。

アクション Sybase サポート・センタに連絡して、この致命的エラーへのサポート
を依頼してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EENDCOROUTINE

エラー 16365
重大度 20

メッセージ %1! で CreateMutex() が異常終了しました。

説明 CreateMutex() (Microsoft Windows) または pthread_mutex_init() (UNIX) が
指定された API でのミューテックスの作成に失敗しました。

アクション 基本的なオペレーティング・システム・エラーを検索してください。
UNIX では、プロセス・トレース・ユーティリティ (truss など ) を使用
します。Microsoft Windows では、Sybase サポート・センタに連絡し
て、GetLastError() を呼び出すインストルメント化されたバージョンの 
Sybase ライブラリを依頼してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ECREATEMUTEX

エラー 16366 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ %1! で mutex の削除が異常終了しました。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EDELETEMUTEX
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エラー 16367
重大度 10

メッセージ %1!: CS_SERVERMSG 引数の %2! フィールドは 初の呼び出しでは 
%3! に設定されなければなりません。

説明 アプリケーションは、srv_sendinfo() の 初の呼び出し前に 
CS_SERVERMSG ステータス・マスクを CS_FIRST_CHUNK に設定し
ませんでした。

アクション 「srv_sendinfo」(445 ページ ) および 表 2-10 ( 66 ページ ) を参照してく
ださい。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADMSGFIELD

エラー 16368
重大度 10

メッセージ %1!: メッセージは初期化されましたが、完了しませんでした。

説明 srv_senddone() は、拡張エラー・データまたは情報メッセージの一部
が完全に送信されていないことを検出しました。

アクション 「srv_sendinfo」(445 ページ )、「CS_SERVERMSG 構造体」(64 ページ )、
および 表 2-10 ( 66 ページ ) を参照してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOMSGSENT

エラー 16369
重大度 10 または 20

メッセージ %2! でセキュリティ制御レイヤ・ルーチン %1! が異常終了しました。

説明 指定されたセキュリティ・ルーチンが、指定された API で失敗しま
した。

アクション truss などのプロセス・トレース・ユーティリティを使用して、使用中
のセキュリティ・ドライバに固有の補足エラーを検索してください。
たとえば、このコマンドは、エラーに関わっている Kerberos API の詳
細を次のように返します。
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truss -f -o krb.out -u'a.out,libsybskrb,mech_krb5' -p 
pid

追加情報 記号定数 : SRV_ESCLFUNC

エラー 16370 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ セキュリティ制御レイヤの初期化に失敗しました。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ESCLINIT

エラー 16371
重大度 10

メッセージ セキュリティ・プロトコル・エラーが発生しました。

説明 クライアント・アプリケーションからセキュリティ・プロトコル TDS 
トークンを読み込んでいる間に、エラーが発生しました。

アクション このエラーを再現できる場合は、クライアント・アプリケーションと
サーバ間で Ribo を実行して、どの TDS パケットのフォームが間違っ
ているか、または交換に含まれていないかを調べてください。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADSECPROT

エラー 16372
重大度 10

メッセージ 認識できないセキュリティ・バージョン (%1!) を受け取りました。

説明 ログイン・フェーズのセキュリティ・ネゴシエーション時に無効なセ
キュリティ・バージョンが検出されました。
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アクション クライアント・アプリケーションとサーバ間で Ribo を実行して、
TDS_MSG_SEC_OPAQUE トークンに続く TDS_SEC_SECSESS トーク
ンを調べてください。TDS_SEC_SECSESS は 5 つのパラメータで構成
され、その 初がタイプ TDS_INTN の TDS セキュリティ・バージョ
ンです。この値は 50 に設定する必要があります。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADSECVER

エラー 16373
重大度 10

メッセージ 不明なセキュリティ・メカニズム・オブジェクト識別子を受信しました。

説明 クライアント・アプリケーションによって要求されたセキュリティ・
メカニズムはサーバにとって不明です。

アクション truss などのプロセス・トレース・ユーティリティを使用して、使用中
のセキュリティ・ドライバに固有の補足エラーを検索してください。
たとえば、このコマンドは、エラーに関連している Solaris Native 
Kerberos および Sybase Kerberos 関連の API についての詳細を次のよう
に返します。 

truss -f -o krb.out -u'a.out,libsybskrb,mech_krb5' -p 
pid

追加情報 記号定数 : SRV_EBADSECMECHOID

エラー 16374
重大度 10

メッセージ セキュリティ・セッションの有効期限切れです。

説明 セキュリティ・メカニズムのセッションが期限切れになりました。

アクション セキュリティ・メカニズムのセッションを再初期化してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ESESSTO
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エラー 16375
重大度 10

メッセージ セキュリティ・セッション・クレデンシャルの有効期限切れです。

説明 セキュリティ・メカニズムのクレデンシャルが期限切れになりました。

アクション 新しいクレデンシャル・セットを取得してください。たとえば、
Kerberos を使用している場合は、kinit コマンドを発行して新規クレデ
ンシャルを取得する必要があります。

追加情報 記号定数 : SRV_ECREDTO

エラー 16376 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ 無効なセキュリティ・シグニチャを受信しました。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EBADSIGN

エラー 16377 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ セキュリティ暗号の復号に失敗しました。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EBADSEAL
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エラー 16378
重大度 10

メッセージ セキュリティ・メカニズム名が長すぎます。

説明 セキュリティ・メカニズム名の長さが 32 文字 ( 大値 ) を超えてい
ます。

アクション セキュリティ・メカニズム名の長さが 32 文字の 大長以下であるこ
とを確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ESECMECHLEN

エラー 16379
重大度 10 または 20

メッセージ List Manager の動作が失敗しました。

説明 このエラーの重大度が 10 の場合は通常、interfaces ファイル内の 
secmech エントリに関わる問題です。重大度が 20 の場合は、セキュリ
ティ・メカニズムを格納するためのリストの割り当てに問題が生じた
ことを示します。

アクション 重大度が 10 の場合は、interfaces ファイル内の secmech エントリを
チェックし、それを $SYBASE/config/objectid.dat 内の secmech エントリ
と比較して有効であることを確認してください。重大度が 20 の場合
は、truss などのアプリケーション・トレース・ユーティリティを使用
して、リソース問題 ( メモリ不足など ) があるか確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ELMAN

エラー 16380
重大度 10

メッセージ 不正なセキュリティ・バージョンのセキュリティ・トークンを受信しま
した。



エラー 16381 

660  Open Server

説明 TDS_MSG_SEC_OPAQUE メッセージ・トークンの後に続くパラメー
タの 1 つが、ログイン・フェーズのセキュリティ・ネゴシエーション
時にエラーを検出しました。

アクション Ribo を実行して、TDS_MSG_SEC_OPAQUE メッセージ・トークンの
後に続く 5 つのパラメータを次のように調べてください。

• 第 1 パラメータ – タイプ TDS_INTN の TDS セキュリティ・バー
ジョン値 :50。

• 第 2 パラメータ – タイプ TDS_INTN のセキュリティ・メッセージ
値 :TDS_SEC_SECSESS。

• 第 3 パラメータ – 使用中のセキュリティ・メカニズムのオブジェ
クト ID (OID) であり、このタイプは TDS_VARBINARY。

• 第 4 パラメータ – タイプ TDS_LONGBINARY の不透明セキュリ
ティ・トークン。

• 第 5 パラメータ – タイプ TDS_INTN の、要求されたセキュリ
ティ・サービス。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADSECTOK

エラー 16381
重大度 10

メッセージ 要求されたセキュリティ・サービスはサポートされていません。

説明 セキュリティ・メカニズムがすべてのセキュリティ・サービスをサ
ポートしているわけではありません。

アクション 指定されたサービスが現在のセキュリティ・メカニズムでサポートさ
れているかどうか判別してください。action を CS_SUPPORTED に設
定し、buffer を CS_BOOL 変数のアドレスに設定し、property をセキュ
リティ・サービスを表す記号プロパティ定数として設定して、
ct_config() または ct_con_props() を呼び出してください。「セキュリ
ティ・サービス」(196 ページ ) をレビューしてください。

追加情報 記号定数 : SRV_ESECSRVNOTSUP



付録 A    Open Server エラー・メッセージ

Server-Library/C リファレンス・マニュアル 661

エラー 16382
重大度 15

メッセージ 設定された 大数のミューテックスがすでに作成済みです。

説明 srv_createmutex() は、許容されるミューテックスの 大数を超えたた
め失敗しました。

アクション ミューテックスの数を、oscompat.h で定義したミューテックスの 大
数である SRV_MAX_MUTEXES に制限してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EMAXMUTEXES

エラー 16383
重大度 20

メッセージ TlsAlloc() は %1! で失敗しました。

説明 プロセス内のすべてのスレッドに表示可能なスレッド固有のデータ・
キーを作成しようとする試み ( プラットフォームに応じて 
pthread_key_create() または TlsAlloc() を使用 ) が失敗しました。このタ
イプの失敗は通常、オペレーティング・システムのリソース不足が原
因です。

アクション truss などのアプリケーション・トレース・ユーティリティを使用して、
基本的なオペレーティング・システム・エラーを確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ETLSALLOC

エラー 16384 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ TlsFree() は %1! で失敗しました。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_ETLSFREE
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エラー 16385
重大度 20

メッセージ TlsSetValue() は %1! で失敗しました。

説明 スレッド固有のデータ・キーを設定する試み ( プラットフォームに応
じて TlsSetValue() または pthread_setspecific() を使用 ) が失敗しました。

アクション このタイプの失敗は通常、オペレーティング・システムのリソース不
足が原因です。truss などのアプリケーション・トレース・ユーティリ
ティを使用して、基本的なオペレーティング・システム・エラーを確
認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ETLSSETVAL

エラー 16386
重大度 20

メッセージ TlsGetValue() は %1! で失敗しました。

説明 TlsGetValue() によるスレッド固有のデータ・キーを取得する試みが失
敗しました。

アクション Sybase サポート・センタに連絡して、TlsGetValue() の正常終了を妨げ
ている基本的なオペレーティング・システム・エラーを報告するため
に GetLastError() を使用するインストルメント化されたバージョンの 
Sybase ライブラリを依頼してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ETLSGETVAL

エラー 16387 ( 廃止予定 )
重大度 N/A

メッセージ addr_trantype または addr_tranaddress の長さが無効です。

説明 N/A

アクション N/A

追加情報 記号定数 : SRV_EBADTRANADDRLEN
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エラー 16388
重大度 10

メッセージ %1!: 非同期マネージャを実行することができませんでした。

説明 サーバ名の長さ (%1!) が無効です。srv_getserverbyname() に渡された 
namelen パラメータが無効です。

アクション 1 以上であり、255 より小さい namelen パラメータを指定してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ESRVNAMELEN

エラー 16389
重大度 10

メッセージ クライアントは HA をサポートしていません。

説明 srv_send_ctlinfo() は、クライアント・アプリケーションが拡張高可用性 
(HA) フェイルオーバをサポートしていないために失敗しました。

アクション クライアント・アプリケーションとサーバ間で Ribo を実行して、ク
ライアントが TDS レベル 5.0 またはそれ以降をインストールしてい
て、CS_CAP_EXTENDEDFAILOVER ビットが CS_TRUE に設定され
ていることを確認してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOSESSION

エラー 16390
重大度 10

メッセージ %1! で始まる識別子が長すぎます。

説明 srv_descfmt() は、クライアント・アプリケーションが 30 文字を超える
長さのテーブル名やカラム名を表すラージ ID をサポートしていない
ために失敗しました。
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アクション クライアント・アプリケーションとサーバ間で Ribo を実行して、
CS_REQ_LARGEIDENT 要求機能が FALSE に設定されているか、また
は CS_NO_LARGEIDENT が TRUE に設定されているかどうかを確認
してください。このように設定されている場合、クライアント・アプ
リケーションはラージ ID をサポートしていないことを示します。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOLARGEID

エラー 16391
重大度 10

メッセージ 文字のコピーを開始する位置 (%1!) を
要求バッファの文字数 (%2!) より大きくすることは
できません。

説明 srv_langcpy() が不適切な start パラメータ値を受け取りました。

アクション start 値が言語コマンドまたは RPC コマンドの長さよりも短くなるよ
うに、コードを訂正してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EBADSTART

このエラーが発生した
バージョン

12.5.1 ESD #21、15.0、およびそれ以降のバージョンです。

エラー 16392
重大度 10

メッセージ 設定された 大数のメッセージ・キューが
すでに作成済みです。

説明 srv_createmsgq() が呼び出されましたが、設定された 大数のメッセー
ジ・キューがすでに使用されています。

アクション srv_deletemsgq() を使用してメッセージ・キューを解放するか、メッ
セージ・キューの数を増やすように SRV_S_NUMMSGQUEUES を設
定してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EMAXMQUEUES



付録 A    Open Server エラー・メッセージ

Server-Library/C リファレンス・マニュアル 665

このエラーが発生した
バージョン

15.0 以降

エラー 16393
重大度 10

メッセージ %1!: プロパティ (%2!) は利用できません。

説明 srv_thread_props(.., CS_GET, property, ..) は、指定されたスレッドで使用
できないプロパティに対して呼び出されました。現在、このエラー
は、クライアント接続でセッション ID が指定されない場合に 
SRV_T_SESSIONID のみに対して発生します。このプロパティは、ク
ライアント接続がマイグレートされたかフェイルオーバしたクライア
ント・スレッドのみで使用できます。

アクション スレッドが指定されたプロパティに有効な値を持っていることが判明
している場合のみ、このプロパティ値を取得してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EPROPNOTAVAIL

このエラーが発生した
バージョン

15.0 ESD #14 以降

エラー 16394
重大度 10

メッセージ %1!: 接続はマイグレートできません。

説明 srv_send_ctlinfo(srvproc, SRV_CTL_MIGRATE, ..) は、クライアント・スレッ
ドに対して、マイグレーション不能な接続から呼び出されました。

アクション 接続をマイグレートしようとする前に、その接続が 
CS_REQ_MIGRATE を使用してマイグレート可能かどうかを確認して
ください。

追加情報 srv_capability_info(.., CS_GET, CS_CAP_REQUEST, ..) を使用して、接続が
マイグレート可能かどうかをテストしてください。記号定数 : 
SRV_ENOTMIGRATABLE.

このエラーが発生した
バージョン

15.0 ESD #14 以降
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エラー 16395
重大度 10

メッセージ %1!: この時点でマイグレーションをキャンセルすることはできません。

説明 マイグレーションの取り消し要求が発行されましたが、クライアン
ト・アプリケーションはすでにマイグレーションを開始しています。
このエラーは、前のマイグレーションがまだ進行中の間に新しいマイ
グレーションを開始したときにも発生することがあります。

アクション マイグレーション要求を取り消してから、SRV_MIGRATE_STATE イ
ベント・ハンドラを終了してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EMIGNOTCANCEL

このエラーが発生した
バージョン

15.0 ESD #14 以降

エラー 16396
重大度 10

メッセージ マイグレーションが失敗しました。SRV_MIGRATE_STATE ハンドラは
インストールされていません。

説明 クライアント接続がマイグレーションに失敗し、この失敗を処理する
ための SRV_MIGRATE_STATE イベント・ハンドラがインストールさ
れていません。

アクション SRV_MIGRATE_STATE ハンドラをインストールして、接続のマイグ
レーションが失敗したときに適切なアクションがとれるようにしてく
ださい。

追加情報 これは情報メッセージです。記号定数 : SRV_EMIGFAILED.

このエラーが発生した
バージョン

15.0 ESD #14 以降

エラー 16397
重大度 10
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メッセージ プロパティ %1! はリスナ・スレッドでのみ設定できます。

説明 指定されたプロパティを別のタイプのスレッドに設定しようとしま
した。

アクション 指定されたプロパティをリスナ・スレッドのみに設定してください。

追加情報 記号定数 : SRV_ENOTLISTENER

このエラーが発生した
バージョン

15.5 以降

エラー 16398
重大度 10

メッセージ 大リスナ・カウント (%1!) を超えます。

説明 すでにリスナの設定数に達したときに、別のリスナを開始しようとし
ました。

アクション リスナ数を増やすように SRV_S_MAXLISTENERS を設定してください。

追加情報 記号定数 : SRV_EXMAXLISTEN

このエラーが発生した
バージョン

15.5 以降
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用語解説

Adaptive Server 
Enterprise

Sybase のクライアント／サーバ・アーキテクチャにおけるサー
バ。Adaptive Server Enterprise は、複数のデータベースと複数の
ユーザを管理します。ディスク上にあるデータの実際のロケー
ションを監視し、論理データ記述から物理データ記憶領域への
マッピングを管理します。メモリ内のデータ・キャッシュとプロ
シージャ・キャッシュの保守も行います。

配列 複数の同じタイプの変数からなる構造体。各変数は、個々にアド
レッシングされます。

配列バインド (array 
binding)

結果カラムを配列変数にバインドする処理。フェッチのときは、
複数のロー分のカラムが変数にコピーされます。

バッチ (batch) コマンドまたは文の集まり。

Client-Library のコマンド・バッチは、ct_send へのアプリケーショ
ンの呼び出しで終了する、1 つ以上の Client-Library のコマンドで
す。たとえば、アプリケーションは、カーソルに対する宣言、
ローの選択、オープンを実行する複数のコマンドをまとめてバッ
チ処理することができます。

Transact-SQL 文バッチは、1 つの Client-Library コマンドまたは 
Embedded SQL 文によって Adaptive Server Enterprise に送信される 
1 つ以上の Transact-SQL 文です。

ブラウズ・モード DB-Library と Client-Library アプリケーションが、一度に 1 つの
ローの値を更新しながらデータベース・ローをブラウズする方
法。同様の機能を果たすカーソルの方が、一般に扱いやすくなっ
ています。

バルク・コピー (bulk 
copy)

データベースからデータをコピーしたり、データベースへデータを
コピーしたりするコピー・ユーティリティ。bcp とも呼ばれます。

コールバック・イベント 
(callback event)

Open Client と Open Server におけるコールバック・ルーチンをト
リガするイベント。

コールバック・ルーチン 
(callback routine)

コールバック・イベントと呼ばれるトリガ・イベントに応答し
て、Open Client または Open Server が呼び出すルーチン。
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機能 クライアント／サーバ接続の機能が、その接続について許可されるク
ライアント要求とサーバ応答の種類を決定します。

文字セット 
(character set)

各文字をユニークに定義するコード化スキームを持つ特定の ( 通常、
標準化された ) 文字の集まり。ASCII と ISO 8859-1 (Latin 1) は、よく
使用される文字セットです。

文字セット変換 
(character set 
conversion)

サーバへ入出力するときの文字セットのコード化スキームの変換。
サーバとクライアントが異なる文字セットを使って通信するとき、変
換が行われます。たとえば、Adaptive Server Enterprise が ISO 8859-1 を
使用し、クライアントが CodePage 850 を使用する場合、文字セット変
換をオンにして、サーバとクライアントが、受け渡しされるデータを
同じように解釈するようにします。

クライアント (client) クライアント／サーバ・システムにおいて、サーバへ要求を送り、こ
の要求に対する結果に対して処理を行う部分。

Client-Library Open Client の一部で、クライアント・アプリケーションを記述するた
めのルーチンの集まり。Client-Library は、Sybase 製品ラインのカーソ
ルや他の高度な機能を取り込むように設計されたライブラリです。

コード・セット (code 
set)

「文字セット (character set)」を参照してください。

照合順 (collating 
sequence)

「ソート順 (sort order)」を参照してください。

コマンド (command) Client-Library において、ct_command、ct_dynamic、または ct_cursor に対
するアプリケーションの呼び出しで始まり、ct_send に対するアプリ
ケーションの呼び出しで終了するサーバ要求。

コマンド構造体 (CS_COMMAND) Client-Library アプリケーションがコマンドの送信と
結果の処理に使用する Client-Library の隠し構造体。

接続構造体 (CS_CONNECTION) コンテキスト内にクライアント／サーバ接続を定
義する Client-Library の隠し構造体。

コンテキスト構造体 (CS_CONTEXT) Client-Library または Open Server アプリケーション内
でアプリケーション「コンテキスト」または操作環境を定義する CS-
Library の隠し構造体。CS-Library routines cs_ctx_alloc と cs_ctx_drop は、
それぞれコンテキスト構造体の割り付けと解除を行います。

変換 (conversion) 「文字セットの変換」を参照してください。

CS-Library Client-Library と Server-Library のアプリケーションの両方で役立つ
ユーティリティ・ルーチンの集まり。Open Client および Open Server 
の両方に含まれています。
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現在のロー (current 
row)

カーソルに関連して、カーソルが置かれているロー。フェッチは、
カーソルに対して現在のローを取得します。

カーソル (cursor) SQL 文に関連付けられた記号名。

Embedded SQL において、カーソルは複数ローのデータをホスト・プ
ログラムに渡すデータ・セレクタです。このローの受け渡しは、一度
に 1 つずつ行われます。

データベース 
(database)

特別な目的のために組織化された、関連するデータ・テーブルとその
他のデータベース・オブジェクトの集まり。

「スクロール可能カーソル (scrollable cursor)」も参照してください。

データ型 (datatype) 変数に有効な値と演算を表す定義属性。

DB-Library Open Client の一部で、クライアント・アプリケーションを記述するた
めのルーチンの集まり。

デッドロック 
(deadlock)

データにロックを保持している 2 人のユーザが、互いに他方のデータ
のロックを獲得しようとしたときに起こる状態。Adaptive Server 
Enterprise がデッドロックを検出すると、片方のユーザのプロセスを
強制終了することによってこの状態を解決します。

デフォルト (default) 明示的に何も指定されなかったときに、Open Client/Server 製品が使用
する値、オプション、または動作。

デフォルト・データ
ベース (default 
database)

ユーザがデータベース・サーバにログインしたとき、デフォルトで指
定されるデータベース。

デフォルト言語 
(default language)

1. アプリケーションに対して明示的にローカライゼーションの指定を
行わないとき、Open Client/Server 製品が使用する言語。デフォルト言
語は、ロケール・ファイルの「default」エントリにより決定されます。

2. ユーザが明示的に言語を選択しなかったとき、Adaptive Server 
Enterprise がメッセージとプロンプトに使用する言語。

動的 SQL 動的 SQL によって、Embedded SQL または Client-Library アプリケー
ションは、実行時に値の決まる変数を含む SQL 文を実行できます。

エラー・メッセージ 
(error message)

Open Client/Server 製品がエラー状態を検出したときに発行するメッ
セージ。
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イベント (event) Open Server アプリケーションに何らかの動作を行うよう要求するオカ
レンス。クライアント・コマンドおよび Open Server アプリケーショ
ン・コードの特定のコマンドは、イベントをトリガできます。イベン
トが発生すると、Open Server は、サーバ・アプリケーション・コード
内の適切なイベント処理ルーチン、または適切なデフォルト・イベン
ト・ハンドラのどちらかを呼び出します。

イベント・ハンドラ 
(event handler)

Open Server におけるイベントを処理するルーチン。Open Server アプ
リケーションは、Open Server が提供するデフォルト・ハンドラを使用
することができます。また、カスタマイズしたイベント・ハンドラを
インストールすることもできます。

公開された構造体 
(exposed structure)

内部が Open Client/Server プログラマに公開されている構造体。Open 
Client/Open Server プログラマは、公開された構造体の宣言、操作、割
り付け解除を直接行うことができます。公開された構造体には、
CS_DATAFMT 構造体などがあります。

拡張トランザクション Embedded SQL における、複数の Embedded SQL 文からなるトランザ
クション。

FIPS Federal Information Processing Standards ( 連邦情報処理標準 ) の略。FIPS 
フラグが有効なとき、Adaptive Server Enterprise および Embedded SQL 
プリコンパイラは、標準でない拡張された SQL 文を検出すると警告
を発行します。

ゲートウェイ 
(gateway)

直接通信できないクライアントとサーバとの仲介として動作するアプ
リケーション。ゲートウェイ・アプリケーションは、クライアントと
サーバの両方として動作します。クライアントからの要求をサーバに
渡し、サーバからの結果をクライアントに返します。

隠し構造体 (hidden 
structure)

内部が Open Client/Server プログラマに対して隠されている構造体。
Open Client/Server プログラマは、隠し構造体の割り付け、操作、割り
付け解除を行うために、Open Client/Server ルーチンを使用しなければ
なりません。隠し構造体には、CS_CONTEXT 構造体などがあります。

ホスト言語 (host 
language)

アプリケーションを記述するときに使われるプログラミング言語。

ホスト・プログラム 
(host program)

Embedded SQL における、Embedded SQL コードを含むアプリケーショ
ン・プログラム。

ホスト変数 (host 
variable)

Embedded SQL における、Adaptive Server Enterprise とアプリケーショ
ン・プログラム間のデータ転送を可能にする変数。「インジケータ変
数」、「入力変数」、「出力変数」、「結果変数」、「ステータス変数」を参
照してください。
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インジケータ変数 
(indicator variable)

他の変数の値やフェッチしたデータについての特別な条件を示す変数。

Embedded SQL ホスト変数とともに使用すると、データベースの値が 
NULL である箇所を示します。

入力変数 (input 
variable)

情報をルーチン、ストアド・プロシージャ、または Adaptive Server 
Enterprise に渡すときに使う変数。

interfaces ファイル 
(interfaces file)

サーバ名をトランスポート・アドレスにマップするファイル。クライ
アント・アプリケーションが、サーバに接続するために ct_connect ま
たは dbopen を呼び出すと、Client-Library または DB-Library が 
interfaces ファイルからサーバのアドレスを検索します。ただし、すべ
てのプラットフォームが interfaces ファイルを使うわけではありませ
ん。interfaces ファイルを使わないプラットフォームでは、別のメカニ
ズムでクライアントにサーバ・アドレスを知らせます。

isql スクリプト・ファ
イル (isql script file)

Embedded SQL において、プリコンパイラが生成できる 3 つのファイ
ルのうちの 1 つ。isql スクリプト・ファイルには、プリコンパイラが
生成したストアド・プロシージャが含まれます。ストアド・プロシー
ジャは、Transact-SQL で記述されます。

キー (key) ローをユニークに識別するロー・データのサブセット。キー・データ
は、オープンされたカーソル内の「現在のロー」をユニークに記述し
ます。

キーワード (keyword) Transact-SQL または Embedded SQL で排他的に利用するように予約さ
れているワードまたはフレーズ。予約語とも呼ばれます。

リスティング・ファイ
ル (listing file)

Embedded SQL において、プリコンパイラが生成できる 3 つのファイ
ルのうちの 1 つ。リスティング・ファイルには、入力ファイルのソー
ス文と、情報、警告、エラーなどのメッセージが含まれます。

ロケール・ファイル ロケール名を言語と文字セットのペアにマッピングするファイル。
Open Client/Server 製品は、ローカライゼーション情報をロードすると
きにこのロケール・ファイルを調べます。

ロケール名 言語と文字セットのペアを表す文字列。ロケール名は、ロケール・
ファイルにリストされています。Sybase があらかじめ定義しているロ
ケール名の他に、システム管理者が別のロケール名を定義し、ロケー
ル・ファイルに追加することもできます。
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ロケール構造体 
(locale structure)

(Client-Library または Open Server アプリケーションのためのカスタ
ム・ローカライゼーション値を定義する CS-Library の隠し構造体 
(CS_LOCALE)。アプリケーションは、CS_LOCALE を使用して、使
用される言語、文字セット、日付順、ソート順を定義できます。ロ
ケール構造体の割り付けと割り付け解除には、CS-Library ルーチン 
cs_loc_alloc および cs_loc_drop を使用します。

ローカライゼーション 
(localization)

アプリケーションを特定の言語環境で使用するために設定する処理の
こと。ローカライズされたアプリケーションは、通常、各国の言語と
文字セットでメッセージを作成し、その国の日時表記フォーマットを
使用します。

ログイン名 ユーザが、サーバにログインするとき使用する名前。Adaptive Server 
Enterprise のログイン名が有効になるのは、Adaptive Server Enterprise がシ
ステム・テーブル syslogins にそのユーザのエントリを持つ場合です。

メッセージ番号 
(message number)

エラー・メッセージをユニークに識別する番号。

メッセージ・キュー 
(message queue)

Open Server において、スレッドが通信するとき使用するメッセージ・
ポインタのリンク・リスト。スレッドは、キューにメッセージを書き
込んだり、キューからメッセージを読み込んだりすることができます。

マルチバイト文字セッ
ト (multibyte 
character set)

複数のバイトを使用してコード化された文字を含む文字セット。マル
チバイト文字セットには、EUC JIS、シフト JIS などがあります。

ミューテックス
（mutex）

相互排他セマフォ。Open Server アプリケーションが、共有オブジェク
トへ排他アクセスをするために使用する論理オブジェクトのことです。

NULL NULL は、明示的に割り当てられた値を持ちません。NULL は 0 でも
ブランクでもありません。NULL の値は、他の値と比べて大きいと
も、小さいとも、同じであるともみなされません。他の NULL と比べ
るときも同じです。

Open Server カスタム・サーバを作成するためのツールとインタフェースを提供す
る Sybase 製品。

Open Server アプリ
ケーション

Open Server で構築されたカスタム・サーバ。

出力変数 (output 
variable)

Embedded SQL において、ストアド・プロシージャからアプリケー
ション・プログラムにデータを渡す変数。

パラメータ 
(parameter)

1. データをルーチンに渡すとき、およびルーチンからデータを取得す
るときに使用する変数。

2. ストアド・プロシージャへの引数。
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パススルー・モード 
(passthrough mode)

ゲートウェイ・アプリケーションに関する 1 つの状態。

パススルー・モードのとき、ゲートウェイは、クライアントとリモー
ト・データ・ソース間の TDS (Tabular Data Stream) パケットを、その
パケットの内容をアンパックすることなく中継します。

プロパティ (property) 構造体に格納される名前付きの値。コンテキスト構造体、接続構造
体、スレッド構造体、コマンド構造体は、プロパティを持ちます。構
造体のプロパティは、構造体の動作を決めます。

クエリ (query) 1. データの検索要求。通常は select 文です。

2. データを操作する任意の SQL 文。

レジスタード・プロ
シージャ (registered 
procedure)

Open Server において、名前を付けて保管される C で記述された文の
集まり。Open Server が提供するレジスタード・プロシージャは、「シ
ステム・レジスタード・プロシージャ (system registered 
procedure)」と呼ばれます。

リモート・プロシー
ジャ・コール

1. クライアント・アプリケーションが Adaptive Server Enterprise ストア
ド・プロシージャを実行する 2 つの方法のうちの 1 つ ( もう 1 つの方
法では、Transact-SQL の execute 文を使用します )。Client-Library のア
プリケーションは、ct_command を呼び出すことによって、リモート・
プロシージャ・コール・コマンドを開始します。DB-Library アプリ
ケーションは、dbrpcinit を呼び出すことによって、リモート・プロ
シージャ・コール・コマンドを開始します。

2. クライアントが Open Server アプリケーションを使って利用できる
要求のタイプの 1 つ。これに応答して Open Server は、対応するレジ
スタード・プロシージャを実行するか、または Open Server アプリ
ケーションの RPC イベント・ハンドラを呼び出します。

3. ユーザが接続しているサーバとは異なるサーバ上で実行される「ス
トアド・プロシージャ」。

結果変数 (result 
variable)

Embedded SQL において、select または fetch 文の結果を受け取る変数。

スクロール可能カーソ
ル (scrollable cursor)

現在のカーソル位置を、カーソル結果セットの任意の場所に設定でき
るようにします。「カーソル (cursor)」も参照してください。

サーバ (server) クライアント／サーバ・システムにおけるクライアント要求を処理
し、結果をクライアントに返す部分。

Server-Library Open Server アプリケーションの記述に使用するルーチンの集まり。

ソート順 (sort order) 文字データをソートするときの順序の決定に使用されます。「照合順」
とも呼ばれます。
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SQLCA 1. Embedded SQL アプリケーションにおいて、Adaptive Server 
Enterprise とアプリケーション・プログラム間の通信パスを提供する
構造体。Adaptive Server Enterprise は、各 SQL 文を実行したあと、
SQLCA 内のリターン・コードを格納します。

2. Client-Library アプリケーションにおいて、アプリケーションが、
Client-Library およびサーバのエラー・メッセージと情報メッセージを
取得するのに使用する構造体。

sqlcode 1. Embedded SQL アプリケーションにおいて、Adaptive Server 
Enterprise とアプリケーション・プログラム間の通信パスを提供する
構造体。Adaptive Server Enterprise は、各 SQL 文を実行したあと、
SQLCODE 内のリターン・コードを格納します。SQLCODE は、独立
して存在することも、SQLCA 構造体の変数になることもできます。

2. Client-Library アプリケーションにおいて、アプリケーションが 
Client-Library およびサーバのエラー・メッセージと情報メッセージ・
コードを取得するのに使用する構造体。

文 (statement) Transact-SQL または Embedded SQL におけるキーワードで始まる命令。
キーワード名は、基本オペレーションまたは実行するコマンドを表し
ます。

ステータス変数 
(status variable)

Embedded SQL において、ストアド・プロシージャのリターン・ス
テータス値を受け取ることによって、プロシージャの成功または失敗
を示す変数。

ストアド・プロシー
ジャ (stored 
procedure)

Adaptive Server Enterprise における、名前を付けて保管された SQL 文
とオプションのフロー制御文の集まり。Adaptive Server Enterprise が提
供するストアド・プロシージャは、「システム・プロシージャ 
(system procedure)」と呼ばれます。

システム管理者 
(System 
Administrator)

ユーザ・アカウントの作成、パーミッションの割り当て、および新し
いデータベースの作成を含むサーバ・システム管理を担当するユー
ザ。Adaptive Server Enterprise では、システム管理者のログイン名は 

“sa” です。

システム記述子 
(system descriptor)

Embedded SQL において、動的 SQL 文で使われる変数の記述を保持す
るメモリの領域。

システム・プロシー
ジャ (system 
procedures)

Adaptive Server Enterprise が、システム管理のために提供するストア
ド・プロシージャ。これらのプロシージャは、システム・テーブルか
らの情報の取得を簡単にし、データベース管理とシステム・テーブル
の更新などを可能にします。
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システム・レジスター
ド・プロシージャ 
(system registered 
procedures)

Open Server が、レジスタード・プロシージャのノーティフィケーショ
ン ( 通知 ) の管理とステータスの監視のために提供する内部レジス
タード・プロシージャ。

ターゲット・ファイル 
(target file)

Embedded SQL において、プリコンパイラが生成できる 3 つのファイ
ル。ターゲット・ファイルは元の入力ファイルと似ていますが、すべ
ての SQL 文が Client-Library の関数呼び出しに変換されています。

TDS Sybase のクライアントとサーバが通信に使用するアプリケーション・
レベルのプロトコル。TDS は、コマンドと結果を記述します。

スレッド (thread) Open Server アプリケーションからライブラリ・コードまでの実行のパ
ス。また、スタック領域、ステータス情報およびイベント・ハンドラ
に対応するパス。

Transact-SQL データベース言語 SQL の機能拡張バージョン。アプリケーションは、
Transact-SQL を使用して、Adaptive Server Enterprise と通信できます。

トランザクション 
(transaction)

バックアップまたはリカバリのために 1 つの単位として扱われる、1 
つ以上のサーバ・コマンド。トランザクション内のコマンドは、1 つ
のグループとしてコミットされます。したがって、すべてのコマンド
がコミットされるか、すべてロールバックされるかのどちらかとなり
ます。

トランザクション・
モード (transaction 
mode)

Adaptive Server Enterprise がトランザクションを管理する方法。
Adaptive Server Enterprise は、2 つのトランザクション・モードをサ
ポートしています。Transact-SQL モード (「非連鎖トランザクション」
とも呼ばれる ) と ANSI モード (「連鎖トランザクション」とも呼ばれ
る ) です。

ユーザ名 「ログイン名 (login name)」を参照してください。
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記号
@@textsize グローバル変数 143

A
ANSI 準拠、更新と削除 139
ASCII 文字フォーマット 178

B
binary データ型 26, 29, 231
bit データ型 26, 29, 232
boundary データ型 26, 29, 240

C
character データ型 26, 29, 233, 234
Client-Library

srv_thread_props によるクライアントのバー

ジョンの取得 169
コンテキスト・プロパティ 158

CS_ABSOLUTE フェッチ・タイプ 72
CS_ACK 動的オペレーション 309
CS_ALL_CAPS 引数 36
CS_BIGDATETIME データ型 230, 234, 235, 236
CS_BIGINT データ型 237
CS_BIGTIME データ型 230, 234, 235, 236
CS_BINARY データ型 229, 231
CS_BIT データ型 229, 233
CS_BOUNDARY_TYPE 値 240
CS_BROWSEDESC 構造体 41, 56
cs_calc ルーチン 231
CS_CANBENULL 値 60, 269
CS_CANCEL_ATTN 引数 21
CS_CAP_REQUEST 引数 35
CS_CAP_RESPONSE 機能 279

CS_RES_NOXNLMETADATA 30
CS_CAP_TYPE 構造体 36
CS_CHAR データ型 229, 233
CS_CLR_CAPMASK マクロ 36, 37
cs_cmp ルーチン 231
cs_config コマンド 64, 114, 117, 158
CS_CONNECTION 構造体 148
CS_CONTEXT 構造体 8, 63, 115, 158
cs_convert コマンド 115

CS_DATAFMT 構造体 57
cs_convert ルーチン 231
cs_ctx_alloc コマンド 117
CS_CUR_RELLOCKS_ ONCLOSE 84
CS_CURSOR_CLOSE コマンド 75, 81
CS_CURSOR_DECLARE コマンド 71, 75, 78
CS_CURSOR_DELETE コマンド 72, 75, 81
CS_CURSOR_FETCH コマンド 71, 75, 80
CS_CURSOR_INFO コマンド 71, 76, 79
CS_CURSOR_OPEN 値 76, 80
CS_CURSOR_UPDATE コマンド 72, 77, 81
CS_CURSTAT_CLOSED 値 74
CS_CURSTAT_DEALLOC 値 74
CS_CURSTAT_DECLARED 値 74
CS_CURSTAT_OPEN 値 74, 84
CS_CURSTAT_RDONLY 値 74
CS_CURSTAT_ROWCNT 値 74, 84
CS_CURSTAT_UPDATABLE 値 74
CS_DATA_LBIN 機能 232
CS_DATA_LCHAR 機能 233
CS_DATAampfmt 構造体 305
CS_DATAFMT 構造体 56, 60, 155
CS_DATE データ型 230, 234
CS_DATETIME データ型 230, 234
CS_DATETIME4 データ型 230, 234, 235
CS_DEALLOC 値 95
CS_DEALLOC 動的オペレーション 309
CS_DECIMAL データ型 230, 238
CS_DEF_PREC 値 59, 239
CS_DEF_SCALE 値 59, 239
CS_DESCIN 値 60, 92
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CS_DESCOUT 値 60, 93
CS_DESCRIBE_INPUT 値 92
CS_DESCRIBE_INPUT 動的オペレーション 309
CS_DESCRIBE_OUTPUT 値 93
CS_DESCRIBE_OUTPUT 動的オペレーション 309
cs_dt_crack ルーチン 231, 235
cs_dt_info ルーチン 231
CS_EXEC_IMMEDIATE 値 94
CS_EXECUTE 値 94
CS_EXEC_IMMEDIATE 動的オペレーション 309
CS_EXECUTE 動的オペレーション 309
CS_EXPRESSION 引数 56
CS_FIRST フェッチ・タイプ 72
CS_FIRST_CHUNK 引数 39, 66
CS_FLOAT データ型 230, 238
CS_FMT_NULLTERM 引数 59
CS_FMT_PADBLANK 引数 59
CS_FMT_PADNULL 引数 59
CS_FMT_UNUSED 引数 59
CS_FOR_UPDATE 値 82
CS_GOODDATA 値 251, 265
CS_HASEED ビット 40, 66
CS_HIDDEN 値 60
CS_IMAGE データ型 231, 241
CS_IMAGE_TYPE 値 61
CS_IMAGELOCATOR データ型 230
CS_INPUTVALUE 値 60
CS_INT データ型 230, 237
CS_IODATA 値 61
CS_IODESC 構造体 60, 62, 226
CS_KEY 値 60, 82
CS_LANG_CMD 値 120
CS_LAST フェッチ・タイプ 72
CS_LAST_CHUNK 引数 39, 66
CS_LC_ALL 値 114
cs_loc_alloc コマンド 114, 117
cs_loc_drop コマンド 114, 117
CS_LOC_PROP 値 114, 117
CS_LOCALE 構造体 60, 171
cs_locale コマンド 114, 117
CS_LOCATOR データ型 239
CS_LOGINFO 構造体 148, 325
CS_LONGBINARY データ型 229, 232
CS_LONGCHAR データ型 229, 233
CS_MAX_MSG 引数 39
CS_MAX_PREC 値 59, 239

CS_MAX_SCALE 値 59, 239
CS_MIN_PREC 値 59, 239
CS_MIN_SCALE 値 59, 239
CS_MONEY データ型 231, 240
CS_MONEY4 データ型 231, 240
CS_NEXT フェッチ・タイプ 72
CS_NOAPICHK 値 160
CS_NODEFAULT 値 60
CS_NULLDATA 値 265
CS_NUMERIC データ型 230, 238
CS_OP_AVG 演算子タイプ 256
CS_OP_COUNT 演算子タイプ 256
CS_OP_MAX 演算子タイプ 256
CS_OP_MIN 演算子タイプ 256
CS_OP_SUM 演算子タイプ 256
CS_OPT_ANSINULL サーバ・オプション 139
CS_OPT_ANSIPERM サーバ・オプション 139
CS_OPT_ARITHABORT サーバ・オプション 140
CS_OPT_ARITHIGNORE 

サーバ・オプション 140
CS_OPT_AUTHOFF サーバ・オプション 140
CS_OPT_AUTHON サーバ・オプション 140
CS_OPT_CHAINXACTS サーバ・オプション 140
CS_OPT_CURCLOSEONXACT 

サーバ・オプション 140
CS_OPT_CURREAD サーバ・オプション 140
CS_OPT_CURWRITE サーバ・オプション 140
CS_OPT_DATEFIRST サーバ・オプション 140
CS_OPT_DATEFORMAT 

サーバ・オプション 141
CS_OPT_FIPSFLAG サーバ・オプション 141
CS_OPT_FORCEPLAN サーバ・オプション 141
CS_OPT_FORMATONLY 

サーバ・オプション 141
CS_OPT_GETDATA サーバ・オプション 141
CS_OPT_IDENTITYOFF サーバ・オプション 141
CS_OPT_IDENTITYON サーバ・オプション 141
CS_OPT_ISOLATION サーバ・オプション 141
CS_OPT_LEVEL1 値 141
CS_OPT_NOCOUNT 

サーバ・オプション 139, 141
CS_OPT_NOEXEC サーバ・オプション 141
CS_OPT_PARSEONLY サーバ・オプション 142
CS_OPT_QUOTED_IDENT 

サーバ・オプション 142
CS_OPT_RESTREES サーバ・オプション 142
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CS_OPT_ROWCOUNT サーバ・オプション 142
CS_OPT_SHOWPLAN サーバ・オプション 142
CS_OPT_STATS_IO サーバ・オプション 142
CS_OPT_STATS_TIME サーバ・オプション 142
CS_OPT_STR_RTRUNC 

サーバ・オプション 142
CS_OPT_TEXTSIZE サーバ・オプション 143
CS_OPT_TRUNCIGNORE 

サーバ・オプション 143
CS_PASSTHRU_MORE 値 149
CS_PREPARE 値 92
CS_PREPARE 動的オペレーション 309
CS_PREV フェッチ・タイプ 72
CS_REAL データ型 230, 238
CS_RELATIVE フェッチ・タイプ 72
CS_RENAMED 引数 56
CS_REQ_MIGRATE 43
CS_REQUEST 機能 32
CS_RES_NOTDSDEBUG 機能 30
CS_RESPONSE 機能 34
CS_RESPONSE_CAP 引数 36
CS_RETURN 値 60
CS_SECSESSION_CB 値 219
CS_SENSITIVITY_TYPE 値 240
CS_SERVERMSG 構造体 38, 64, 66

CS_HASEED ビット 40
CS_SET_CAPMASK マクロ 36, 37
CS_SMALLINT データ型 230, 237
CS_SRC_VALUE 引数 59
CS_SYB_CHARSET 値 117
CS_TEXT データ型 231, 241
CS_TEXT_TYPE 値 61
CS_TEXTLOCATOR データ型 230
CS_TIME データ型 230, 234
CS_TIMESTAMP 値 60
CS_TINYINT データ型 230, 237
CS_TST_CAPMASK マクロ 36, 37
CS_UBIGINT データ型 237
CS_UINT データ型 237
CS_UNICHAR データ型 229, 234
CS_UNITEXT データ型 241
CS_UNITEXTLOCATOR データ型 230
CS_UPDATABLE 値 60
CS_UPDATECOL 値 60
CS_USER_MAX_MSGID 値 86
CS_USER_MSGID 値 86

CS_USMALLINT データ型 237
CS_VARBINARY データ型 229, 232
CS_VARCHAR データ型 229, 231, 233
CS_VERSION_KEY 値 60
CS_XML データ型 229
CS-Library 62, 64

エラー 64, 159
エラー・メッセージ 113, 115
コンテキスト・プロパティ 158
定義 7, 62

ct_cancel コマンド 103
ct_capability コマンド 36
ct_close コマンド 104
ct_command コマンド 21, 86, 105, 120
ct_connect コマンド 36, 103
ct_cursor コマンド 68
ct_exit コマンド 104
ct_getloginfo コマンド 148
ct_recvpassthru コマンド 149
ct_send コマンド 105
ct_sendpassthru コマンド 149
ct_setloginfo 148
curcmd フィールド、SRV_CURDESC

 構造体 74, 84
curid フィールド、SRV_CURDESC 構造体 78
curstatus フィールド

SRV_CURDESC 構造体 73

D
datetime 型

CS_DATE 234
CS_TIME 234

datetime データ型 26, 29, 234
8 バイトへの変換 169

dbcancel コマンド 20
decimal データ型 26, 29, 59
DSLISTEN 環境変数 338

E
EBCDIC 文字フォーマット 178
execute 文 67
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F
floating point データ型 26, 29

8 バイトへの変換 169
表現 170

I
I/O 記述子構造体 61
I/O チャネル

スレッド 171
identity カラム 141
image データ 61

転送 178
image データ型 26, 225

srv_get_data 320
srv_get_text 321

integer 型 26, 29, 237
interfaces ファイル 211

srv_props による名前の指定 161
サーバ名の検索 165
ディレクトリ・サービス 89

isbrowse 構造体要素 56

L
libtcl.cfg ファイル 88

M
malloc C ルーチン 250
money データ型 27, 29, 240

8 バイトへの変換 169

N
Net-Library

ネットワーク・サービスの提供 7
Net-Library トレース・ファイル

srv_props による指定 162
NULL 139

null 139
NULL が許可される bit データ型 26

O
Open Server

クライアント／サーバ・アーキテクチャにおけ
る位置付け 4

ヘッダ・ファイル 7
Open Server アプリケーション

Adaptive Server Enterprise との比較 3
ゲートウェイ 5
初期化 9
スタンドアロン 4
簡単なプログラム 9, 12
定義 3
補助 4

Open Server アプリケーションの構築 7, 18
oserror.h ヘッダ・ファイル 98
ospublic.h ヘッダ・ファイル 132

P
precision

decimal データ型 59, 239

S
scale

decimal データ型 59, 239
security データ型 240
select クエリ・オプション 141
select 文 142
sensitivity データ型 27, 29, 240
Server-Library

コンテキスト・プロパティ 159
server-Library

バージョン 166
set コマンド 138
SIGTRAP シグナル 295
sp_ps 189, 505, 508
sp_regcreate 508
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sp_regdrop 515
sp_reglist 516, 517
sp_regnowatch 517, 518
sp_regwatch 518, 520
sp_regwatchlist 520
sp_serverinfo 119, 520, 521

sp_serverinfo 要求への応答 119
sp_terminate 189, 521, 523
sp_who 189, 523, 525
SQL クエリ 120
srv_alloc 248, 250
srv_alt_bind 250, 255, 258, 263
srv_alt_descampfmt 254, 255, 258, 263
srv_alt_header 254, 258, 259, 263
srv_alt_xferdata 254, 258, 261, 263
SRV_APPDEFINED 値 172
SRV_ATTENTION イベント 20, 103, 134, 160
SRV_ATTENTION 

イベント・ハンドラ 20, 22, 161
クライアント切断の処理

のための呼び出し 22
SRV_BIG_ENDIAN 値 169
srv_bind 152, 155, 263, 266

CS_DATAFMT 構造体 57
srv_bmove 269, 271
SRV_BULK イベント 101, 103, 178, 226
SRV_BULKLOAD 値 178
SRV_TEXTLOAD 値 178
srv_bzero 271, 272
SRV_C_DEBUG 機能 277
SRV_C_DEFAULTPRI 定数 132
SRV_C_EXIT 機能 277
SRV_C_EXIT コールバック・タイプ 273
SRV_C_EXIT ステータスの移行 133
SRV_C_LOWPRIORITY 定数 132
SRV_C_MAXPRIORITY 定数 132
SRV_C_MQUEUE 値 331
SRV_C_MUTEX 値 331
SRV_C_PREEMPT 機能 277
SRV_C_PROCEXEC コールバック・タイプ 273
SRV_C_PROCEXEC ステータスの移行 133
SRV_C_RESUME 機能 277
SRV_C_RESUME コールバック・タイプ 273
SRV_C_RESUME ステータスの移行 133
SRV_C_SELECT 機能 277
SRV_C_SUSPEND 機能 277

SRV_C_SUSPEND コールバック・タイプ 273
SRV_C_SUSPEND コールバック・ハンドラ 132
SRV_C_SUSPEND ステータスの移行 133
SRV_C_TIMESLICE 機能 277
SRV_C_TIMESLICE コールバック・タイプ 273
SRV_C_TIMESLICE ステータスの移行 133
srv_callback 272, 276

マルチスレッド・プログラミング 132, 133
srv_capability 129, 276, 277
srv_capability_info 25, 35, 36, 278, 279

イベント・ハンドラ 37
SRV_CHALLENGE 値 172
SRV_CHAR_ASCII 値 178
SRV_CHAR_EBCDIC 値 178
SRV_CHAR_UNKNOWN 値 178
SRV_CLEAROPTION 値 139
SRV_CLIENT ログイン・タイプ 181
SRV_CONNECT イベント 101, 103, 126
SRV_CONNECT イベント・ハンドラ 31, 35, 37, 

135, 137, 153, 176, 213
srv_getloginfo 325
セキュリティ・セッション 214, 219
パススルー・モード 147

SRV_CONTINUE 戻り値 275
srv_createmsgq 131, 282, 284
srv_createmutex 286
srv_createproc 286, 288
SRV_CTL_MIGRATE 43
SRV_CUR_ASKSTATUS 値 76
SRV_CUR_DEALLOC 値 75, 85
SRV_CUR_DYNAMIC 値 75
SRV_CUR_HASARGS 値 76
SRV_CUR_INFORMSTATUS 値 76
SRV_CUR_RDONLY 値 75
SRV_CUR_SETROWS 値 76
SRV_CUR_UNUSED 値 75, 76, 85
SRV_CUR_UPDATABLE 値 75, 85
SRV_CURDATA 値 152
SRV_CURDATA データ型 264
SRV_CURDESC 構造体 69, 73, 290

curcmd フィールド 74, 84
curid フィールド 78
curstatus フィールド 73

SRV_CURSOR イベント 77, 103
SRV_CURSOR イベント・ハンドラ 68, 77, 153, 

290
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srv_cursor_props 69, 79, 288, 291, 292
srv_dbg_stack 291, 292, 294
srv_dbg_switch 294, 295
SRV_DEBUG 戻り値 275
srv_define_event 108, 295, 297
srv_deletemsgq 131, 297, 300
srv_deletemutex 300, 301
srv_descampfmt 301, 306
srv_descfmt 30, 152, 155

CS_DATAFMT 構造体 57
SRV_CURDATA 引数 78
SRV_UPCOLDATA 引数 78

SRV_DISCONNECT イベント 101, 104, 160, 314, 317
致命的なエラー 99

SRV_DISCONNECT 
イベント・ハンドラ 22, 108, 169

SRV_DS_PROVIDER プロパティ 88, 209
SRV_DYN_ values 307
srv_dynamic 91, 306, 310
SRV_DYNAMIC イベント 104, 309
SRV_DYNAMIC イベント・ハンドラ 91, 153
SRV_DYNAMICDATA データ型 264
SRV_DYNDATA 値 92, 93
SRV_ENCRYPT 値 172
SRV_ENO_OS_ERR 値 99
srv_envchange 310, 311
SRV_EQUEUED イベント・タイプ 296
SRV_ERRORDATA データ型 264
SRV_ERRORDATA 引数 41
srv_event 101, 104, 107, 108, 297, 311, 315
srv_event_deferred 21, 108, 315, 318
SRV_FATAL_PROCESS エラー重大度 99
SRV_FATAL_SERVER エラー重大度 99
SRV_FLT_ 浮動小数点フォーマット 180
srv_free 250, 318, 319
srv_freeserveraddrs 319
srv_get_text 226, 319, 324
srv_getloginfo 31, 148, 324, 326
srv_getmsgq 129, 131, 326, 328
srv_getobjid 328, 331
srv_getobjname 284, 286, 331, 334
SRV_GETOPTION 値 139
srv_getserverbyname 334
srv_handle 101, 334, 338
SRV_HASPARAMS 値 87
SRV_I_DELETED 値 327

SRV_I_INTERRUPTED 値 327
SRV_I_NOEXIST 値 329
SRV_I_PASSTHRU_MORE 値 149
SRV_I_UNKNOWN 値 327, 329
SRV_I_WOULDWAIT 値 327
SRV_IMAGELOAD 値 178
SRV_INFO エラー重大度 99
srv_init 338, 340

ディレクトリ・サービス 89
SRV_KEYDATA データ型 264
srv_langcpy 121, 340, 343
SRV_LANGDATA 型 264
srv_langlen 121, 343, 344
SRV_LANGUAGE イベント 105, 120
SRV_LANGUAGE 

イベント・ハンドラ 109, 120, 153
オプション要求 138
動作の再ネゴシエーション 137

SRV_LISTENER_POSTBIND 
イベント 96, 105, 471

SRV_LISTENER_PREBIND イベント 95, 105, 471
SRV_LITTLE_ENDIAN 値 169
srv_lockmutex 129, 344, 347
srv_log 98, 347, 349
SRV_M_NOWAIT 値 327
SRV_M_READ_ONLY 値 327
SRV_M_WAIT 値 327
SRV_M_WAKE_INTR 20
srv_mask 349, 350
SRV_MAXRESMSG メッセージ ID 86
SRV_MIG_STATE 列挙型 48
SRV_MIGRATE_RESUME 45
SRV_MIGRATE_RESUME イベント 106
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srv_tabcolname 476, 478

ブラウズ・モードの結果を返
すための呼び出し 24

srv_tabname 478, 480
ブラウズ・モードの結果を返す

ための呼び出し 24
SRV_TCLIENT スレッド・タイプ 184
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SRV_TSUBPROC スレッド・タイプ 184
srv_ucwakeup 20, 492
SRV_UNITEXTLOAD 値 178
srv_unlockmutex 495
SRV_URGDISCONNECT 

イベント 101, 108, 314, 317
srv_version 495, 497
SRV_VIRTCLKRATE 設定パラメータ 133
SRV_VIRTTIMER 設定パラメータ 133
srv_wakeup 20, 127, 492, 497, 500
srv_xferdata 152, 156, 268, 500, 503
srv_yield 127, 129, 503, 504
SSL

SDC 204
証明書 204

T
TCL

Net-Lib ドライバ要求 168
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パススルー・モード 146
ヘッダ情報 168

Tabular Data Stream プロトコル TDS を参照 3
text および image データ
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割り込みレベル 20

アドホック・ネゴシエーション 137
アプリケーションで定義されたログイン・ハンド

シェイク 136, 172
アプリケーション名 338
暗号化 174

key 136
パスワード 172

暗号化シグニチャ 175

い
委任クレデンシャル 175
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オープン、カーソル・コマンド 69
オプション 138, 143
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SRV_CURSOR イベント・ハンドラ 77
srv_cursor_props 288, 291



索引

Server-Library/C リファレンス・マニュアル 689

カーソル・コマンドのタイプ 68
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クライアント要求 136, 164
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